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巻 頭 言 

東京大学情報基盤センター長 田浦 健次朗 

 

2019・2020年度の東京大学情報基盤センター年報をお届けいたします。 

 

おそらくこれをご覧になっている殆どの人はお気づきではないでしょうが、情報基盤センタ

ーは 2019 年度の年報発行をお休みさせていただきました。ですので本年報は、2019 年度、

2020 年度の合併号となります。2019 年度の年報はその原稿の準備が 2020 年度の春から夏

にかけて行われますが、2020 年度の春から夏はご存知の通り、新型コロナウィルス感染症

(COVID-19)が世界中に蔓延し、情報基盤センターもその対応に大忙しの日々で、やむなく一

年の休止をさせていただきました。 

 

この間の特筆すべき出来事は、新スーパーコンピュータ Wisteria/BDEC-01 の導入とサー

ビスイン、データ科学のための仮想化情報基盤 mdx の導入(執筆時点でサービスインへ向け

ラストスパート中)、そしてなんと言ってもやはり、大学の授業オンライン化への対応、です。 

 

大学の授業オンライン化への対応は言うまでもなく、COVID-19対応のために大学が行った

大きな事業であり、情報基盤センター、情報システム部、情報システム本部が総力をあげて臨

むとともに、大学総合研究センター、教養学部などとの、部局を越えた緊密な連携、学生有志

との協働が実現した取り組みでした。それは現在も続いています。この間の出来事を「授業オ

ンライン化:情報基盤センターの取り組みの記録」に、回想録風に書かせていただきました。 

 

また、授業のオンライン化対応を契機として、大学の情報システムの提供の仕方や情報発

信のあり方を見直すきっかけにもなり、今後もこれらの改善努力を継続していきたいと思います。

情報基盤センターが提案した「どこでもキャンパス」プロジェクトが大学で認められ、多くの部局

の有志が参加した活動として継続しています。付け焼き刃にならぬよう根本を見直しつつ、一

方で取り入れるべきものは早期にどんどん実現していくことを両輪として進めています。これに

ついてはパート 2センター活動報告「どこでもキャンパスについて」で紹介しています。 

 

mdx のサービスインは、仮想化基盤を操作するユーザポータルのインタフェースの詳細設

計と、ポータルの安定化に思いの外時間がかかったこと、また、その詳細設計を進める時間が

COVID-19 対応のためにかなり奪われたことなどから、予定よりも遅れてしまっていますが、こ

の記事が読まれている頃には実現しているはずです。どのようなシステムであるかをパート 2セ

ンター活動報告「データ活用社会創成プラットフォーム計画と仮想化情報基盤 mdxについて」

に書かせていただきました。 

巻 頭 言

東京大学情報基盤センター長　田浦　健次朗
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2018年 4月のセンター長就任以来、データ活用社会創成プラットフォーム計画、オンライン

授業対応と、変化の多い年が続きました。このような急激な変化ができるのも、長年に渡る全

学情報システムの整備、全国共同利用設備の整備、それらを通じた共同研究、学際的研究に

おける継続的な努力・蓄積があってこそと感じており、関係諸氏の努力に感謝と敬意を表した

いと思います。 

 

最後になりましたが、本年報が、我々のアクティビティの紹介を通し、新たな共同利用・共同

研究につながることを期待しております。皆様からのご意見やご提案をお待ちしております。

最後に、本年報をまとめるにあたり、年報編集委員長の星野哲也先生をはじめとする年報編

集委員の皆様に感謝申し上げます。 
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組　織
組織図 （2019年度）

備考：情報基盤センターに事務部門はなく、情報システム部が行っている。

職員数
情報基盤センター

情報システム部

研 究 部 門 情 報 メ デ ィ ア 教 育 研 究 部 門

デ ー タ 科 学 研 究 部 門

会計チーム

研究支援チーム

情 報 支 援 課

情報基盤センター セ ン タ ー 長 センター運営委員会 情 報 メ デ ィ ア 教 育 専 門 委 員 会

ネ ッ ト ワ ー ク 専 門 委 員 会

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 研 究 体

スーパーコンピューティング専門委員会

ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 部 門

スーパーコンピューティング研究部門

学術情報チーム

学 際 情 報 科 学 研 究 体
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情 報 戦 略 課 情報戦略チーム情報システム部

専　任 兼　務 特　任 合　計

総務チーム
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情 報 基 盤 課
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派 遣 職 員

技 術 補 佐 員

派 遣 職 員
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研 究 員



組　織
組織図 （2019年度）
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組　織
組織図 （2020年度）

備考：情報基盤センターに事務部門はなく、情報システム部が行っている。

職員数
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教育駒場チーム
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合　　計

事 務 補 佐 員

派 遣 職 員

技 術 補 佐 員
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准 教 授
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教 授

情報システム部

専　任 兼　務 特　任 合　計

総務チーム

業務支援チーム

情 報 基 盤 課

教育本郷チーム

情 報 環 境 課 ネットワークチーム

セキュリティ対策チーム

スーパーコンピューティングチーム

学術情報チーム

学 際 情 報 科 学 研 究 体

拠 点 運 営 委 員 会

情 報 戦 略 課 情報戦略チーム

情 報 支 援 課

研 究 部 門 情 報 メ デ ィ ア 教 育 研 究 部 門

デ ー タ 科 学 研 究 部 門

会計チーム

研究支援チーム

データ利活用チーム

情報基盤センター セ ン タ ー 長 センター運営委員会 情 報 メ デ ィ ア 教 育 専 門 委 員 会

ネ ッ ト ワ ー ク 専 門 委 員 会

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 研 究 体

スーパーコンピューティング専門委員会

ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 部 門

スーパーコンピューティング研究部門

デ ー タ 科 学 専 門 委 員 会

教教職職員員  
2020 年 3 月 31 日現在 

 
情報基盤センター長    田 浦 健次朗 
（情報理工学系研究科教授） 
   秘書（事務補佐員） 石 野 和 世 
 

研究部門 
情報メディア教育研究部門 

教 授       柴 山 悦 哉 
准教授       田 中 哲 朗 
准教授       品 川 高 廣 
助 教       関 谷 貴 之 
助 教       岡 田 和 也 
客員研究員     深 井 貴 明 

 
データ科学研究部門 

准教授（兼務）  松 島   慎 
助 教       中 村   覚 
助 教      姜   仁 河 
特任専門員  平 野 光 敏 

 
ネットワーク研究部門 

教 授       工 藤 知 宏 
教 授（兼務）   関 谷 勇 司 
准教授       中 山 雅 哉 
准教授       佐 藤 周 行 
准教授       小 川 剛 史 
助 教       中 村 文 隆 
助 教       中 村   遼 
特任講師      空 閑 洋 平 
事務補佐員     川 崎 しのぶ 
事務補佐員     伊 東 雅 美 
技術補佐員     徳 山 美香子 

    
スーパーコンピューティング研究部門 

教 授       中 島 研 吾 
教 授（兼務）   中 村   宏 
准教授       塙   敏 博 
准教授       下川辺 隆 史 
准教授（兼務）   近 藤 正 章 
助 教       星 野 哲 也 
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組　織
組織図 （2020年度）

備考：情報基盤センターに事務部門はなく、情報システム部が行っている。
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准教授（兼務）  松 島   慎 
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准教授       中 山 雅 哉 
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助 教       中 村   遼 
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スーパーコンピューティング研究部門 

教 授       中 島 研 吾 
教 授（兼務）   中 村   宏 
准教授       塙   敏 博 
准教授       下川辺 隆 史 
准教授（兼務）   近 藤 正 章 
助 教       星 野 哲 也 
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助 教       三 木 洋 平 
助 教（兼務）   坂 本 龍 一 
特任准教授     伊 田 明 弘 
特任講師      芝   隼 人 
特任助教      有 間 英 志 
特任助教      河 合 直 聡 
客員研究員     今 野   雅 
客員研究員     松 葉 浩 也 
技術補佐員     Mohta Shlok 

 
学際情報科学研究体 

教 授（兼務）   柴 山 悦 哉 
教 授（兼務）   工 藤 知 宏 
教 授（兼務）   関 谷 勇 司 
教 授（兼務）   中 島 研 吾 
准教授（兼務）   品 川 高 廣 
准教授（兼務）   佐 藤 周 行 
准教授（兼務）   塙   敏 博 
准教授（兼務）   下川辺 隆 史 
助 教（兼務）   中 村 文 隆 
助 教（兼務）   中 村   遼 
助 教（兼務）   星 野 哲 也 
助 教（兼務）   三 木 洋 平 
特任准教授  飯 野 孝 浩 
特任准教授（兼務） 伊 田 明 弘 
特任講師（兼務）  芝   隼 人 
特任助教（兼務）  河 合 直 聡 
特任専門職員    阿 曽 義 浩 
特任専門職員    森 重 博 司 
派遣職員      新井田 康 恵 

 
情報セキュリティ研究体 
   教 授（兼務）  工 藤 知 宏 

教 授（兼務）  関 谷 勇 司 
教 授（兼務）  中 村   宏 
准教授（兼務）  中 山 雅 哉 
准教授（兼務）  佐 藤 周 行 
准教授（兼務）  宮 本 大 輔 
助 教（兼務）  中 村 文 隆 
助 教（兼務）  岡 田 和 也 

情報システム部 
部 長         水 上 順 一 

 
情報戦略課 

課 長（兼務）    水 上 順 一 

副課長       野 呂 清 隆 
副課長      古 瀬 武 彦 

 
係 長      中 山 仁 史 

主 任      松 本 浩 一 

主 任      木 崎 信 一 

 

特任専門員  奥 山 智 紀 

    

情報戦略チーム 

上席係長      長谷川   聖 

一般職員      三 浦 紗 江 

一般職員      小 林 正 明 

事務補佐員     野 崎 一 美 

 

総務チーム 

係 長       川 名 由希子 
係 長       坂 田 奈緒子 
事務補佐員     森   今日子 

 
会計チーム 
係 長       志 村 正 規 
一般職員      宮 下 久 絵 
一般職員      高 橋 えり子 

事務補佐員     中 川 郁 美 

派遣職員      鈴 木   悟 

 
研究支援チーム 
 上席係長      古 田 智 嗣 
係 長       林   崇 宏 

一般職員      杉 田 七 海 
事務補佐員     猪 股 由理子 
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副課長      古 瀬 武 彦 

 
係 長      中 山 仁 史 

主 任      松 本 浩 一 

主 任      木 崎 信 一 

 

特任専門員  奥 山 智 紀 

    

情報戦略チーム 

上席係長      長谷川   聖 

一般職員      三 浦 紗 江 

一般職員      小 林 正 明 

事務補佐員     野 崎 一 美 

 

総務チーム 

係 長       川 名 由希子 
係 長       坂 田 奈緒子 
事務補佐員     森   今日子 

 
会計チーム 
係 長       志 村 正 規 
一般職員      宮 下 久 絵 
一般職員      高 橋 えり子 

事務補佐員     中 川 郁 美 

派遣職員      鈴 木   悟 

 
研究支援チーム 
 上席係長      古 田 智 嗣 
係 長       林   崇 宏 

一般職員      杉 田 七 海 
事務補佐員     猪 股 由理子 
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情報支援課 

課 長        石 掛 五 男 

副課長       清 野 一 男 
 

業務支援チーム 

上席係長      並 木 登美幸 

係 長       高 中 寿 和 

一般職員      島 田 健 人 

一般職員   中 村 昇 平 

事務補佐員     酒 巻 貴 子 

 
教育本郷チーム 
係 長       伊 藤 真 之 
係 長       秋 田 英 範 
技術職員      黒 田 裕 文 
事務補佐員     竹 尾 朋 子 
事務補佐員     田 巻 真希子 
派遣職員      成 田 早規子 

 
教育駒場チーム 
 係 長       友 西   大 
主 任       明 比 英 高 
一般職員      香 田 健 二 
技術職員      郡 司   彩 
技術職員      増 田   均 
技術補佐員     加 藤 康 一 
事務補佐員     五 味 由美子 
 

情報環境課 

課 長（兼務）    水 上 順 一 
 

ネットワークチーム 
副課長       井 爪 健 雄 
係 長       佐々木   馨 
係 長       坂 井 朱 美 
係 長       佐 山 純 一 
技術職員      駒 井 優 哉 
事務補佐員     伊 東 雅 美 

 

 

 

 

  セキュリティ対策チーム 

   係 長       岩 藤 健 弘 

係 長       阿 部 仁 志 

事務補佐員     杉 山 洋 子 

 

情報基盤課 
課 長        宮 嵜   洋 

 
学術情報チーム 
専門員       村 上 晋 司 
係 長       中 村 恭 子 
係 長       前 田   朗 
主 任       大 谷 智 哉 
一般職員      中 竹 聖 也 
一般職員      小 林 宏 菜 
事務補佐員     鈴 木 佐和子 

 
スーパーコンピューティングチーム 
係 長       田 川 善 教 
係 長       佐 島 浩 之 
係 長       山 本 和 男 
係 長       佐 藤 孝 明 
技術職員      中 張 遼太郎 
技術職員      下 條 清 史 
技術職員      山 田   新 
特任専門員  小瀬田   勇 
技術補佐員     江 口 ひろみ 
派遣職員      田 場 章 江 
派遣職員      出 島 早 苗 
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情報支援課 

課 長        石 掛 五 男 

副課長       清 野 一 男 
 

業務支援チーム 

上席係長      並 木 登美幸 

係 長       高 中 寿 和 

一般職員      島 田 健 人 

一般職員   中 村 昇 平 

事務補佐員     酒 巻 貴 子 

 
教育本郷チーム 
係 長       伊 藤 真 之 
係 長       秋 田 英 範 
技術職員      黒 田 裕 文 
事務補佐員     竹 尾 朋 子 
事務補佐員     田 巻 真希子 
派遣職員      成 田 早規子 

 
教育駒場チーム 
 係 長       友 西   大 
主 任       明 比 英 高 
一般職員      香 田 健 二 
技術職員      郡 司   彩 
技術職員      増 田   均 
技術補佐員     加 藤 康 一 
事務補佐員     五 味 由美子 
 

情報環境課 

課 長（兼務）    水 上 順 一 
 

ネットワークチーム 
副課長       井 爪 健 雄 
係 長       佐々木   馨 
係 長       坂 井 朱 美 
係 長       佐 山 純 一 
技術職員      駒 井 優 哉 
事務補佐員     伊 東 雅 美 

 

 

 

 

  セキュリティ対策チーム 

   係 長       岩 藤 健 弘 

係 長       阿 部 仁 志 

事務補佐員     杉 山 洋 子 

 

情報基盤課 
課 長        宮 嵜   洋 

 
学術情報チーム 
専門員       村 上 晋 司 
係 長       中 村 恭 子 
係 長       前 田   朗 
主 任       大 谷 智 哉 
一般職員      中 竹 聖 也 
一般職員      小 林 宏 菜 
事務補佐員     鈴 木 佐和子 

 
スーパーコンピューティングチーム 
係 長       田 川 善 教 
係 長       佐 島 浩 之 
係 長       山 本 和 男 
係 長       佐 藤 孝 明 
技術職員      中 張 遼太郎 
技術職員      下 條 清 史 
技術職員      山 田   新 
特任専門員  小瀬田   勇 
技術補佐員     江 口 ひろみ 
派遣職員      田 場 章 江 
派遣職員      出 島 早 苗 
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教教職職員員  
2021 年 3 月 31 日現在 

 
情報基盤センター長    田 浦 健次朗 
（情報理工学系研究科教授） 
   秘書（事務補佐員） 石 野 和 世 
 

研究部門 
情報メディア教育研究部門 

教 授       柴 山 悦 哉 
准教授       田 中 哲 朗 
准教授       品 川 高 廣 
助 教       関 谷 貴 之 
助 教       岡 田 和 也 
客員研究員     深 井 貴 明 

 
データ科学研究部門 

教 授       小 林 博 樹 
准教授（兼務）  松 島   慎 
助 教      姜   仁 河 
助 教       川 瀬 純 也 
助 教（兼務）   中 村   覚 

 (石川研究室) 
特任教授      石 川 正 俊 
特任准教授  早 川 智 彦 
特任講師      黄   守 仁 
特任講師      末 石 智 大 
特任講師      宮 下 令 央 
特任助教      金   賢 梧 
特任助教      田 畑 智 志 
特任研究員  LEE SEO HYUN 
特任研究員  HU YUNPU 
特任研究員     石 川 安 則 
特任研究員  角   博 文 
特任研究員  宮 地   力 
学術支援専門職員  佐久間   淳 
学術支援専門職員  近 藤 翔 午 
学術支援職員  大 矢 公 枝 
学術支援職員  小 黒 恵 美 
学術支援職員  齋 藤 由 布 
学術支援職員  坂 本 麗 子 
学術支援職員  重 森 逸 子 

学術支援職員  村 上 健 一 
学術支援職員  望 戸 雄 史 
学術支援職員    矢 嶋 慶 子 
学術支援職員  劉   鳳 龍 
学術支援職員  KE YUSHAN 
学術支援職員   栃 岡 陽麻里 
学術支援職員  三 浦 瑞 貴 
学術支援職員   蛭 間 友 香 
客員研究員     岸   則 政 
客員研究員     熊 澤 金 也 

 
ネットワーク研究部門 

教 授       工 藤 知 宏 
教 授（兼務）   関 谷 勇 司 
准教授       中 山 雅 哉 
准教授       佐 藤 周 行 
准教授       小 川 剛 史 
助 教       中 村 文 隆 
助 教       中 村   遼 
特任講師      空 閑 洋 平 
事務補佐員     川 崎 しのぶ 
事務補佐員     伊 東 雅 美 

    
スーパーコンピューティング研究部門 

教 授       中 島 研 吾 
教 授       塙   敏 博 
教 授（兼務）   中 村   宏 
准教授       下川辺 隆 史 
准教授（兼務）   近 藤 正 章 
助 教       星 野 哲 也 
助 教       三 木 洋 平 
助 教（兼務）   坂 本 龍 一 
特任准教授     伊 田 明 弘 
特任講師      芝   隼 人 
特任助教      有 間 英 志 
特任助教      河 合 直 聡 
客員研究員     今 野   雅 
客員研究員     松 葉 浩 也 

 
学際情報科学研究体 

教 授（兼務）   柴 山 悦 哉 
教 授（兼務）  小 林 博 樹 
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教教職職員員  
2021 年 3 月 31 日現在 

 
情報基盤センター長    田 浦 健次朗 
（情報理工学系研究科教授） 
   秘書（事務補佐員） 石 野 和 世 
 

研究部門 
情報メディア教育研究部門 

教 授       柴 山 悦 哉 
准教授       田 中 哲 朗 
准教授       品 川 高 廣 
助 教       関 谷 貴 之 
助 教       岡 田 和 也 
客員研究員     深 井 貴 明 

 
データ科学研究部門 

教 授       小 林 博 樹 
准教授（兼務）  松 島   慎 
助 教      姜   仁 河 
助 教       川 瀬 純 也 
助 教（兼務）   中 村   覚 

 (石川研究室) 
特任教授      石 川 正 俊 
特任准教授  早 川 智 彦 
特任講師      黄   守 仁 
特任講師      末 石 智 大 
特任講師      宮 下 令 央 
特任助教      金   賢 梧 
特任助教      田 畑 智 志 
特任研究員  LEE SEO HYUN 
特任研究員  HU YUNPU 
特任研究員     石 川 安 則 
特任研究員  角   博 文 
特任研究員  宮 地   力 
学術支援専門職員  佐久間   淳 
学術支援専門職員  近 藤 翔 午 
学術支援職員  大 矢 公 枝 
学術支援職員  小 黒 恵 美 
学術支援職員  齋 藤 由 布 
学術支援職員  坂 本 麗 子 
学術支援職員  重 森 逸 子 

学術支援職員  村 上 健 一 
学術支援職員  望 戸 雄 史 
学術支援職員    矢 嶋 慶 子 
学術支援職員  劉   鳳 龍 
学術支援職員  KE YUSHAN 
学術支援職員   栃 岡 陽麻里 
学術支援職員  三 浦 瑞 貴 
学術支援職員   蛭 間 友 香 
客員研究員     岸   則 政 
客員研究員     熊 澤 金 也 

 
ネットワーク研究部門 

教 授       工 藤 知 宏 
教 授（兼務）   関 谷 勇 司 
准教授       中 山 雅 哉 
准教授       佐 藤 周 行 
准教授       小 川 剛 史 
助 教       中 村 文 隆 
助 教       中 村   遼 
特任講師      空 閑 洋 平 
事務補佐員     川 崎 しのぶ 
事務補佐員     伊 東 雅 美 

    
スーパーコンピューティング研究部門 

教 授       中 島 研 吾 
教 授       塙   敏 博 
教 授（兼務）   中 村   宏 
准教授       下川辺 隆 史 
准教授（兼務）   近 藤 正 章 
助 教       星 野 哲 也 
助 教       三 木 洋 平 
助 教（兼務）   坂 本 龍 一 
特任准教授     伊 田 明 弘 
特任講師      芝   隼 人 
特任助教      有 間 英 志 
特任助教      河 合 直 聡 
客員研究員     今 野   雅 
客員研究員     松 葉 浩 也 

 
学際情報科学研究体 

教 授（兼務）   柴 山 悦 哉 
教 授（兼務）  小 林 博 樹 
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教 授（兼務）   工 藤 知 宏 
教 授（兼務）   関 谷 勇 司 
教 授（兼務）   中 島 研 吾 
教 授（兼務）   塙   敏 博 
准教授（兼務）   品 川 高 廣 
准教授（兼務）  松 島   慎 
准教授（兼務）   佐 藤 周 行 
准教授（兼務）   下川辺 隆 史 
助 教（兼務）  姜   仁 河 
助 教（兼務）  川 瀬 純 也 
助 教（兼務）   中 村 文 隆 
助 教（兼務）   中 村   遼 
助 教（兼務）   星 野 哲 也 
助 教（兼務）   三 木 洋 平 
特任准教授  飯 野 孝 浩 
特任准教授（兼務） 伊 田 明 弘 
特任講師（兼務）  芝   隼 人 
特任助教（兼務）  河 合 直 聡 
特任専門職員    阿 曽 義 浩 
特任専門職員    森 重 博 司 
派遣職員      伊 藤 節 子 
派遣職員      落 合 美 紗 

 
情報セキュリティ研究体 
   教 授（兼務）  工 藤 知 宏 

教 授（兼務）  関 谷 勇 司 
教 授（兼務）  中 村   宏 
准教授（兼務）  中 山 雅 哉 
准教授（兼務）  佐 藤 周 行 
准教授（兼務）  宮 本 大 輔 
助 教（兼務）  中 村 文 隆 
助 教（兼務）  岡 田 和 也 
技術補佐員  徳 山 美香子 

情報システム部 
部 長         水 上 順 一 

 
情報戦略課 

課 長        大 南 英 樹 

副課長       野 呂 清 隆 
副課長      古 瀬 武 彦 

 
係 長      中 山 仁 史 

主 任      松 本 浩 一 

主 任      木 崎 信 一 

    

情報戦略チーム 

上席係長      長谷川   聖 

一般職員      三 浦 紗 江 

事務補佐員     小 林 正 明 

事務補佐員     野 崎 一 美 

 

総務チーム 

上席係長      川 名 由希子 
係 長       坂 田 奈緒子 
事務補佐員     森   今日子 

 
会計チーム 
係 長       志 村 正 規 
主 任       宮 下 久 絵 
一般職員      郷   遥 香 

事務補佐員     中 川 郁 美 

派遣職員      田 口 奈 桜 

 
研究支援チーム 
 上席係長      古 田 智 嗣 
 一般職員      山 本 瑠 実 
一般職員      佐 藤 春 花 
事務補佐員     猪 股 由理子 

 

情報支援課 

課 長        石 掛 五 男 

 

業務支援チーム 

 副課長       清 野 一 男 
 副課長      柿 沼 啓 太 
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教 授（兼務）   工 藤 知 宏 
教 授（兼務）   関 谷 勇 司 
教 授（兼務）   中 島 研 吾 
教 授（兼務）   塙   敏 博 
准教授（兼務）   品 川 高 廣 
准教授（兼務）  松 島   慎 
准教授（兼務）   佐 藤 周 行 
准教授（兼務）   下川辺 隆 史 
助 教（兼務）  姜   仁 河 
助 教（兼務）  川 瀬 純 也 
助 教（兼務）   中 村 文 隆 
助 教（兼務）   中 村   遼 
助 教（兼務）   星 野 哲 也 
助 教（兼務）   三 木 洋 平 
特任准教授  飯 野 孝 浩 
特任准教授（兼務） 伊 田 明 弘 
特任講師（兼務）  芝   隼 人 
特任助教（兼務）  河 合 直 聡 
特任専門職員    阿 曽 義 浩 
特任専門職員    森 重 博 司 
派遣職員      伊 藤 節 子 
派遣職員      落 合 美 紗 

 
情報セキュリティ研究体 
   教 授（兼務）  工 藤 知 宏 

教 授（兼務）  関 谷 勇 司 
教 授（兼務）  中 村   宏 
准教授（兼務）  中 山 雅 哉 
准教授（兼務）  佐 藤 周 行 
准教授（兼務）  宮 本 大 輔 
助 教（兼務）  中 村 文 隆 
助 教（兼務）  岡 田 和 也 
技術補佐員  徳 山 美香子 

情報システム部 
部 長         水 上 順 一 

 
情報戦略課 

課 長        大 南 英 樹 

副課長       野 呂 清 隆 
副課長      古 瀬 武 彦 

 
係 長      中 山 仁 史 

主 任      松 本 浩 一 

主 任      木 崎 信 一 

    

情報戦略チーム 

上席係長      長谷川   聖 

一般職員      三 浦 紗 江 

事務補佐員     小 林 正 明 

事務補佐員     野 崎 一 美 

 

総務チーム 

上席係長      川 名 由希子 
係 長       坂 田 奈緒子 
事務補佐員     森   今日子 

 
会計チーム 
係 長       志 村 正 規 
主 任       宮 下 久 絵 
一般職員      郷   遥 香 

事務補佐員     中 川 郁 美 

派遣職員      田 口 奈 桜 

 
研究支援チーム 
 上席係長      古 田 智 嗣 
 一般職員      山 本 瑠 実 
一般職員      佐 藤 春 花 
事務補佐員     猪 股 由理子 

 

情報支援課 

課 長        石 掛 五 男 

 

業務支援チーム 

 副課長       清 野 一 男 
 副課長      柿 沼 啓 太 
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係 長       高 中 寿 和 

一般職員      郡 司   彩 

一般職員   中 村 昇 平 

事務補佐員     酒 巻 貴 子 

 
教育本郷チーム 
係 長       伊 藤 真 之 
係 長       秋 田 英 範 
一般職員      黒 田 裕 文 
事務補佐員     竹 尾 朋 子 
事務補佐員     田 巻 真希子 
派遣職員      成 田 早規子 

 
教育駒場チーム 
 係 長      小 川 大 典 
 係 長       友 西   大 
 主 任      蘆 田 隆 行 
一般職員      香 田 健 二 
一般職員      増 田   均 
技術補佐員     加 藤 康 一 
事務補佐員     五 味 由美子 
 

情報環境課 

課 長        松 岡 喜美代 
 

ネットワークチーム 
副課長       井 爪 健 雄 
係 長       坂 井 朱 美 
係 長       佐 山 純 一 
一般職員      下 條 清 史 
技術補佐員  井 倉 あゆみ 
事務補佐員     伊 東 雅 美 

 

  セキュリティ対策チーム 

副課長      下 田 哲 郎 

   係 長       阿 部 仁 志 

事務補佐員     杉 山 洋 子 

 

情報基盤課 
課 長        宮 嵜   洋 

 
学術情報チーム 

上席係長      前 田   朗 
上席係長      渡 邉 留 美 
係 長      松 原   恵 
主 任       大 谷 智 哉 
一般職員      中 竹 聖 也 
一般職員      小 林 宏 菜 
事務補佐員     鈴 木 佐和子 

 
スーパーコンピューティングチーム 
上席係長      前 田 光 教 
係 長       佐 島 浩 之 
係 長       山 本 和 男 
係 長       佐 藤 孝 明 
主 任      福 沢 秋 津 
一般職員      中 張 遼太郎 
一般職員      山 田   新 
特任専門員     小瀬田   勇 
技術補佐員     江 口 ひろみ 
事務補佐員     田 場 章 江 
派遣職員      出 島 早 苗 

 
  データ利活用チーム 
   副課長      石 﨑   勉 

特任専門員  奥 山 智 紀 
特任専門員  平 野 光 敏 
特任専門職員  下 徳 大 祐 
事務補佐員  渡 部 いづみ 
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係 長       高 中 寿 和 

一般職員      郡 司   彩 

一般職員   中 村 昇 平 

事務補佐員     酒 巻 貴 子 

 
教育本郷チーム 
係 長       伊 藤 真 之 
係 長       秋 田 英 範 
一般職員      黒 田 裕 文 
事務補佐員     竹 尾 朋 子 
事務補佐員     田 巻 真希子 
派遣職員      成 田 早規子 

 
教育駒場チーム 
 係 長      小 川 大 典 
 係 長       友 西   大 
 主 任      蘆 田 隆 行 
一般職員      香 田 健 二 
一般職員      増 田   均 
技術補佐員     加 藤 康 一 
事務補佐員     五 味 由美子 
 

情報環境課 

課 長        松 岡 喜美代 
 

ネットワークチーム 
副課長       井 爪 健 雄 
係 長       坂 井 朱 美 
係 長       佐 山 純 一 
一般職員      下 條 清 史 
技術補佐員  井 倉 あゆみ 
事務補佐員     伊 東 雅 美 

 

  セキュリティ対策チーム 

副課長      下 田 哲 郎 

   係 長       阿 部 仁 志 

事務補佐員     杉 山 洋 子 

 

情報基盤課 
課 長        宮 嵜   洋 

 
学術情報チーム 

上席係長      前 田   朗 
上席係長      渡 邉 留 美 
係 長      松 原   恵 
主 任       大 谷 智 哉 
一般職員      中 竹 聖 也 
一般職員      小 林 宏 菜 
事務補佐員     鈴 木 佐和子 

 
スーパーコンピューティングチーム 
上席係長      前 田 光 教 
係 長       佐 島 浩 之 
係 長       山 本 和 男 
係 長       佐 藤 孝 明 
主 任      福 沢 秋 津 
一般職員      中 張 遼太郎 
一般職員      山 田   新 
特任専門員     小瀬田   勇 
技術補佐員     江 口 ひろみ 
事務補佐員     田 場 章 江 
派遣職員      出 島 早 苗 

 
  データ利活用チーム 
   副課長      石 﨑   勉 

特任専門員  奥 山 智 紀 
特任専門員  平 野 光 敏 
特任専門職員  下 徳 大 祐 
事務補佐員  渡 部 いづみ 
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２０１９年度中の人事異動 

 
情情報報基基盤盤セセンンタターー  
（転入・昇任・配置換等） 
2019. 4. 1  飯 野 孝 浩   学際情報科学研究体特任准教授／新規採用 

2019. 4. 1  姜   仁 河   データ科学研究部門助教／新規採用 

2019. 4. 1  平 野 光 敏   データ科学研究部門特任専門員／情報基盤課課長から 

2019. 5. 1  Mohta  Shlok   スーパーコンピューティング研究部門技術補佐員 

／新規採用 

2019. 6. 1  小瀬田   勇   スーパーコンピューティング研究部門特任専門員 

／新規採用 

2019.11. 1   関 谷 勇 司   ネットワーク研究部門教授（兼務）、学際情報科学研究体教

授（兼務）、情報セキュリティ研究体教授（兼務）／情報理

工学系研究科教授から 

2020. 1. 1  河 合 直 聡    スーパーコンピューティング研究部門特任助教・学際情報

科学研究体特任助教（兼務）／新規採用 

2020. 2. 1  芝   隼 人    スーパーコンピューティング研究部門特任講師・学際情報

科学研究体特任講師（兼務）／新規採用 

2020. 3. 1    松 島    慎   データ科学研究部門准教授（兼務）／情報理工学系研究科

准教授から 

 

（転出・退職等） 

2019. 6. 30  中   誠一郎   スーパーコンピューティング研究部門特任専門職員 

／任期満了 

2019. 7. 18  相 川 幸 美   学際情報科学研究体事務補佐員／退職 

2019. 11. 1  関 谷 勇 司   ネットワーク研究部門准教授／情報理工学系研究科教授へ 

2020. 3. 31  Mohta  Shlok   スーパーコンピューティング研究部門技術補佐員 

／任期満了 

 

情情報報シシスステテムム部部  
（転入・昇任・配置換等） 

2019. 4. 1  清 野 一 男   情報支援課副課長／医学部附属病院医事課医事企画チーム 

副課長から 

2019. 4. 1  志 村 正 規   情報戦略課会計チーム係長／文部科学省大臣官房会計課総

務班企画渉外係専門職から 

2019. 4. 1  佐 藤 孝 明   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／東京

国立博物館学芸企画部博物館情報課情報管理室（併）本部

事務局総務企画課（情報担当）専門職員から 

2019. 4. 1  中 村 昇 平   情報支援課業務支援チーム一般職員（再雇用）／情報基盤

課教育本郷チーム専門職員から 

2019. 4. 1  増 田   均   情報支援課教育駒場チーム一般職員（再雇用）／情報シス

テム支援課副課長から 

2019. 4. 1  小 林 宏 菜   情報基盤課学術情報チーム一般職員／社会科学研究所図書

チーム一般職員から 

2019. 4. 1  山 田   新   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム技術職員 

／新規採用 

2019. 4. 1  田 巻 真希子   情報支援課教育本郷チーム事務補佐員／新規採用 

2019. 4. 1  水 上 順 一   情報システム部長（兼）情報環境課課長／情報システム部

長から 

2019. 4. 1  石 掛 五 男   情報支援課長／情報システム支援課長から 

2019. 4. 1  宮 嵜   洋   情報基盤課長／情報基盤課スーパーコンピューティングチ

ーム副課長から 

2019. 4. 1  井 爪 健 雄   情報環境課ネットワークチーム副課長／情報基盤課ネット

ワークチーム副課長から 

2019. 4. 1  村 上 晋 司   情報基盤課学術情報チーム専門員（兼）係長／情報基盤課

学術情報チーム専門員から 

2019. 4. 1  長谷川   聖   情報戦略課情報戦略チーム上席係長／情報戦略課セキュリ

ティ対策チーム係長から 

2019. 4. 1  古 田 智 嗣   情報戦略課研究支援チーム上席係長／情報戦略課研究支援

チーム専門職員から 

2019. 4. 1  並 木 登美幸   情報支援課業務支援チーム上席係長／情報システム支援課

情報システム支援チーム上席係長から 

2019. 4. 1  柳 川 圭 介   情報戦略課総務チーム係長／情報戦略課情報戦略チーム係

長から 

2019. 4. 1  高 中  寿和   情報支援課業務支援チーム係長／情報システム支援課情報

システム支援チーム係長から 

2019. 4. 1  伊 藤 真 之   情報支援課教育本郷チーム係長／情報基盤課教育本郷チー

ム係長から 

2019. 4. 1  佐々木   馨   情報支援課教育本郷チーム係長／情報基盤課教育本郷チー

ム係長から 

2019. 4. 1  友 西   大   情報支援課教育駒場チーム係長／情報基盤課教育駒場チー

ム係長から 

2019. 4. 1  坂 井 朱 美   情報環境課ネットワークチーム係長／情報基盤課ネットワ

ークチーム係長から 

2019. 4. 1  佐 山 純 一   情報環境課ネットワークチーム係長／情報基盤課ネットワ

ークチーム係長から 

2019. 4. 1  岩 藤 健 弘   情報環境課セキュリティ対策チーム係長／情報戦略課セキ

ュリティ対策チーム係長から 

2019. 4. 1  阿 部 仁 志   情報環境課セキュリティ対策チーム係長／情報システム支

援課情報システム支援チーム係長から 
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２０１９年度中の人事異動 

 
情情報報基基盤盤セセンンタターー  
（転入・昇任・配置換等） 
2019. 4. 1  飯 野 孝 浩   学際情報科学研究体特任准教授／新規採用 

2019. 4. 1  姜   仁 河   データ科学研究部門助教／新規採用 

2019. 4. 1  平 野 光 敏   データ科学研究部門特任専門員／情報基盤課課長から 

2019. 5. 1  Mohta  Shlok   スーパーコンピューティング研究部門技術補佐員 

／新規採用 

2019. 6. 1  小瀬田   勇   スーパーコンピューティング研究部門特任専門員 

／新規採用 

2019.11. 1   関 谷 勇 司   ネットワーク研究部門教授（兼務）、学際情報科学研究体教

授（兼務）、情報セキュリティ研究体教授（兼務）／情報理

工学系研究科教授から 

2020. 1. 1  河 合 直 聡    スーパーコンピューティング研究部門特任助教・学際情報

科学研究体特任助教（兼務）／新規採用 

2020. 2. 1  芝   隼 人    スーパーコンピューティング研究部門特任講師・学際情報

科学研究体特任講師（兼務）／新規採用 

2020. 3. 1    松 島    慎   データ科学研究部門准教授（兼務）／情報理工学系研究科

准教授から 

 

（転出・退職等） 

2019. 6. 30  中   誠一郎   スーパーコンピューティング研究部門特任専門職員 

／任期満了 

2019. 7. 18  相 川 幸 美   学際情報科学研究体事務補佐員／退職 

2019. 11. 1  関 谷 勇 司   ネットワーク研究部門准教授／情報理工学系研究科教授へ 

2020. 3. 31  Mohta  Shlok   スーパーコンピューティング研究部門技術補佐員 

／任期満了 

 

情情報報シシスステテムム部部  
（転入・昇任・配置換等） 

2019. 4. 1  清 野 一 男   情報支援課副課長／医学部附属病院医事課医事企画チーム 

副課長から 

2019. 4. 1  志 村 正 規   情報戦略課会計チーム係長／文部科学省大臣官房会計課総

務班企画渉外係専門職から 

2019. 4. 1  佐 藤 孝 明   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／東京

国立博物館学芸企画部博物館情報課情報管理室（併）本部

事務局総務企画課（情報担当）専門職員から 

2019. 4. 1  中 村 昇 平   情報支援課業務支援チーム一般職員（再雇用）／情報基盤

課教育本郷チーム専門職員から 

2019. 4. 1  増 田   均   情報支援課教育駒場チーム一般職員（再雇用）／情報シス

テム支援課副課長から 

2019. 4. 1  小 林 宏 菜   情報基盤課学術情報チーム一般職員／社会科学研究所図書

チーム一般職員から 

2019. 4. 1  山 田   新   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム技術職員 

／新規採用 

2019. 4. 1  田 巻 真希子   情報支援課教育本郷チーム事務補佐員／新規採用 

2019. 4. 1  水 上 順 一   情報システム部長（兼）情報環境課課長／情報システム部

長から 

2019. 4. 1  石 掛 五 男   情報支援課長／情報システム支援課長から 

2019. 4. 1  宮 嵜   洋   情報基盤課長／情報基盤課スーパーコンピューティングチ

ーム副課長から 

2019. 4. 1  井 爪 健 雄   情報環境課ネットワークチーム副課長／情報基盤課ネット

ワークチーム副課長から 

2019. 4. 1  村 上 晋 司   情報基盤課学術情報チーム専門員（兼）係長／情報基盤課

学術情報チーム専門員から 

2019. 4. 1  長谷川   聖   情報戦略課情報戦略チーム上席係長／情報戦略課セキュリ

ティ対策チーム係長から 

2019. 4. 1  古 田 智 嗣   情報戦略課研究支援チーム上席係長／情報戦略課研究支援

チーム専門職員から 

2019. 4. 1  並 木 登美幸   情報支援課業務支援チーム上席係長／情報システム支援課

情報システム支援チーム上席係長から 

2019. 4. 1  柳 川 圭 介   情報戦略課総務チーム係長／情報戦略課情報戦略チーム係

長から 

2019. 4. 1  高 中  寿和   情報支援課業務支援チーム係長／情報システム支援課情報

システム支援チーム係長から 

2019. 4. 1  伊 藤 真 之   情報支援課教育本郷チーム係長／情報基盤課教育本郷チー

ム係長から 

2019. 4. 1  佐々木   馨   情報支援課教育本郷チーム係長／情報基盤課教育本郷チー

ム係長から 

2019. 4. 1  友 西   大   情報支援課教育駒場チーム係長／情報基盤課教育駒場チー

ム係長から 

2019. 4. 1  坂 井 朱 美   情報環境課ネットワークチーム係長／情報基盤課ネットワ

ークチーム係長から 

2019. 4. 1  佐 山 純 一   情報環境課ネットワークチーム係長／情報基盤課ネットワ

ークチーム係長から 

2019. 4. 1  岩 藤 健 弘   情報環境課セキュリティ対策チーム係長／情報戦略課セキ

ュリティ対策チーム係長から 

2019. 4. 1  阿 部 仁 志   情報環境課セキュリティ対策チーム係長／情報システム支

援課情報システム支援チーム係長から 
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2019. 4. 1  明 比 英 高   情報支援課教育駒場チーム主任／情報基盤課教育駒場チー

ム主任から 

2019. 4. 1  中山  昭 男   情報環境課ネットワークチーム主任／情報基盤課ネットワ

ークチーム主任から 

2019. 4. 1  島 田 健 人   情報支援課業務支援チーム一般職員／情報システム支援課

情報システム支援チーム一般職員から 

2019. 4. 1  香 田 健 二   情報支援課教育駒場チーム一般職員（再雇用）／情報基盤

課教育駒場チーム一般職員（再雇用）から 

2019. 4. 1  駒 井 優 哉   情報環境課ネットワークチーム技術職員／情報基盤課ネッ

トワークチーム技術職員から 

2019. 4. 1  黒 田 裕 文   情報支援課教育本郷チーム技術職員／情報基盤課教育本郷

チーム技術職員から 

2019. 4. 1  郡 司   彩   情報支援課教育駒場チーム技術職員／情報基盤課教育駒場

チーム技術職員から 

2019. 7. 1  坂 田 奈緒子   情報戦略課総務チーム係長／大学改革支援・学位授与機構 

総務企画課人事第一係長から 

2019. 7. 1  秋 田 英 範   情報支援課教育本郷チーム係長／日本学術振興会経営企画

部情報企画課情報システム室システム管理係長から 

2019. 7. 1  宮 下 久 絵   情報戦略課会計チーム一般職員／農学系経理課経費執行 

チーム一般職員から 

2019. 7. 1  佐々木   馨   情報環境課ネットワークチーム係長／情報支援課教育本郷

チーム係長から 

2019. 9. 1  酒 巻 貴 子   情報支援課業務支援チーム事務補佐員／新規採用 

2020. 1. 1  古 瀬 武 彦   情報戦略課副課長／医学部附属病院医療運営課医療評価・

安全チーム 副課長から 

 

（転出・退職等） 

2019. 4. 1  落 合 弘 樹   情報戦略課専門職員／生産技術研究所総務課人事・厚生チ

ーム上席係長へ 

2019. 4. 1  伊 福   晃   情報戦略課会計チーム係長／工学系・情報理工学系等財務

課財務総務チーム係長へ 

2019. 4. 1  小 松 陽 一   情報基盤課学術情報チーム係長／社会科学研究所図書チー

ム係長へ 

2019. 4. 1  安 部 達 巳   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／東京

国立博物館学芸企画部博物館情報課情報管理室（併）本部

事務局総務企画課（情報担当）専門職員へ 

2019. 4. 1  清 水 郁 子   情報基盤課学術情報チーム主任／法学政治学研究科等図書

整理チーム主任へ 

2019. 7. 1  鈴 木 さゆり   情報戦略課総務チーム主任／本部施設企画課施設総務チー

ム主任へ 

2019. 7. 1  中 山 昭 男   情報環境課ネットワークチーム主任／日本学術振興会経営

企画部情報企画課情報システム室システム管理係長へ 

2019. 7. 1  本 間 千 景   情報戦略課会計チーム一般職員／本部経理課出納チーム 

一般職員へ 

2020. 1. 1  若 林 美由紀   情報戦略課長／情報学環・学際情報学府事務部事務長 へ 

 

2019. 7.31  池 谷 佳 恵   情報支援課教育本郷チーム事務補佐員／退職 

2019.12.31   柳 川 圭 介   情報戦略課総務チーム係長／退職 

2020. 1.31  及 川   彩   情報環境課ネットワークチーム事務補佐員／退職 

2020. 3.31  小 林 正 明   情報戦略課情報戦略チーム一般職員（再雇用）／任期満了 

－ 20 －
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2019. 4. 1  明 比 英 高   情報支援課教育駒場チーム主任／情報基盤課教育駒場チー

ム主任から 

2019. 4. 1  中山  昭 男   情報環境課ネットワークチーム主任／情報基盤課ネットワ

ークチーム主任から 

2019. 4. 1  島 田 健 人   情報支援課業務支援チーム一般職員／情報システム支援課

情報システム支援チーム一般職員から 

2019. 4. 1  香 田 健 二   情報支援課教育駒場チーム一般職員（再雇用）／情報基盤

課教育駒場チーム一般職員（再雇用）から 

2019. 4. 1  駒 井 優 哉   情報環境課ネットワークチーム技術職員／情報基盤課ネッ

トワークチーム技術職員から 

2019. 4. 1  黒 田 裕 文   情報支援課教育本郷チーム技術職員／情報基盤課教育本郷

チーム技術職員から 

2019. 4. 1  郡 司   彩   情報支援課教育駒場チーム技術職員／情報基盤課教育駒場

チーム技術職員から 

2019. 7. 1  坂 田 奈緒子   情報戦略課総務チーム係長／大学改革支援・学位授与機構 

総務企画課人事第一係長から 

2019. 7. 1  秋 田 英 範   情報支援課教育本郷チーム係長／日本学術振興会経営企画

部情報企画課情報システム室システム管理係長から 

2019. 7. 1  宮 下 久 絵   情報戦略課会計チーム一般職員／農学系経理課経費執行 

チーム一般職員から 

2019. 7. 1  佐々木   馨   情報環境課ネットワークチーム係長／情報支援課教育本郷

チーム係長から 

2019. 9. 1  酒 巻 貴 子   情報支援課業務支援チーム事務補佐員／新規採用 

2020. 1. 1  古 瀬 武 彦   情報戦略課副課長／医学部附属病院医療運営課医療評価・

安全チーム 副課長から 

 

（転出・退職等） 

2019. 4. 1  落 合 弘 樹   情報戦略課専門職員／生産技術研究所総務課人事・厚生チ

ーム上席係長へ 

2019. 4. 1  伊 福   晃   情報戦略課会計チーム係長／工学系・情報理工学系等財務

課財務総務チーム係長へ 

2019. 4. 1  小 松 陽 一   情報基盤課学術情報チーム係長／社会科学研究所図書チー

ム係長へ 

2019. 4. 1  安 部 達 巳   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／東京

国立博物館学芸企画部博物館情報課情報管理室（併）本部

事務局総務企画課（情報担当）専門職員へ 

2019. 4. 1  清 水 郁 子   情報基盤課学術情報チーム主任／法学政治学研究科等図書

整理チーム主任へ 

2019. 7. 1  鈴 木 さゆり   情報戦略課総務チーム主任／本部施設企画課施設総務チー

ム主任へ 

2019. 7. 1  中 山 昭 男   情報環境課ネットワークチーム主任／日本学術振興会経営

企画部情報企画課情報システム室システム管理係長へ 

2019. 7. 1  本 間 千 景   情報戦略課会計チーム一般職員／本部経理課出納チーム 

一般職員へ 

2020. 1. 1  若 林 美由紀   情報戦略課長／情報学環・学際情報学府事務部事務長 へ 

 

2019. 7.31  池 谷 佳 恵   情報支援課教育本郷チーム事務補佐員／退職 

2019.12.31   柳 川 圭 介   情報戦略課総務チーム係長／退職 

2020. 1.31  及 川   彩   情報環境課ネットワークチーム事務補佐員／退職 

2020. 3.31  小 林 正 明   情報戦略課情報戦略チーム一般職員（再雇用）／任期満了 
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２０２０年度中の人事異動 

 
情情報報基基盤盤セセンンタターー  
（転入・昇任・配置換等） 
2020. 4. 1  小 林 博  樹    データ科学研究部門教授・学際情報科学研究体教授（兼務）

／空間情報科学研究センター准教授から 

2020. 4. 1  石 川 正 俊   データ科学研究部門特任教授／情報理工学系研究科教授か

ら 

2020. 4. 1  早 川 智 彦   データ科学研究部門特任准教授／情報理工学系研究科助教

から 

2020. 4. 1  黄   守 仁   データ科学研究部門特任講師／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  末 石 智 大   データ科学研究部門特任講師／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  宮 下 令 央   データ科学研究部門特任講師／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  金   賢 梧   データ科学研究部門特任助教／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  田 畑 智 志   データ科学研究部門特任助教／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  平 野 正 浩   データ科学研究部門特任助教／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  LEE  SEO HYUN   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  HU    YUNPU   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  石 川 安 則   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  角   博 文   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  宮 地   力   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  佐久間   淳   データ科学研究部門学術支援専門職員／情報理工学系研究

科学術支援専門職員から 

2020. 4. 1  近 藤 翔 午   データ科学研究部門学術支援専門職員／情報理工学系研究

科学術支援専門職員から 

2020. 4. 1  大 矢 公 枝   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  小 黒 恵 美   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  齋 藤 由 布   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  坂 本 麗 子   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  重 森 逸 子   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  村 上 健 一   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  望 戸 雄 史   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  矢 嶋 慶 子   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  KE    YUSHAN   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  栃 岡 陽麻里   データ科学研究部門特学術支援職員／情報理工学系研究科

学術支援職員から 

2020. 4. 1  徳 山 美香子   情報セキュリティ研究体技術補佐員／ネットワーク研究部

門技術補佐員から 

2020. 5. 1  下 徳 大 祐   データ科学研究部門特任専門職員／空間情報科学研究セン

ター特任研究員から 

2020. 5. 1  渡 部 いづみ   データ科学研究部門事務補佐員／空間情報科学研究センタ

ー事務補佐員から 

2020. 5. 1  三 河 祐 梨   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  久保田 祐 貴   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  井 倉 幹 大   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  松 本 明 弓   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  村 松 海 渡   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  江 﨑 ゆり子   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  美 間 亮 太   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  小田川 拓 利   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  上 野 永 遠   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  松 村 蒼一郎   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  長谷川 雄 大   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  成 宮 正 隆   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 6. 1  橋 本 陽 央   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 7. 1   中 村   覚   データ科学研究部門助教（兼務）／史料編纂所助教から 

2020. 7. 1  鳳   劉 鳳   データ科学研究部門学術支援職員／新規採用 

2020.11. 1  川 瀬 純 也   データ科学研究部門助教・学際情報科学研究体助教（兼務）

／空間情報科学研究センター特任研究員から 

2020.12. 1  三 浦 瑞 貴   データ科学研究部門学術支援職員／新規採用 
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２０２０年度中の人事異動 

 
情情報報基基盤盤セセンンタターー  
（転入・昇任・配置換等） 
2020. 4. 1  小 林 博  樹    データ科学研究部門教授・学際情報科学研究体教授（兼務）

／空間情報科学研究センター准教授から 

2020. 4. 1  石 川 正 俊   データ科学研究部門特任教授／情報理工学系研究科教授か

ら 

2020. 4. 1  早 川 智 彦   データ科学研究部門特任准教授／情報理工学系研究科助教

から 

2020. 4. 1  黄   守 仁   データ科学研究部門特任講師／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  末 石 智 大   データ科学研究部門特任講師／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  宮 下 令 央   データ科学研究部門特任講師／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  金   賢 梧   データ科学研究部門特任助教／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  田 畑 智 志   データ科学研究部門特任助教／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  平 野 正 浩   データ科学研究部門特任助教／情報理工学系研究科特任助

教から 

2020. 4. 1  LEE  SEO HYUN   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  HU    YUNPU   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  石 川 安 則   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  角   博 文   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  宮 地   力   データ科学研究部門特任研究員／情報理工学系研究科特任

研究員から 

2020. 4. 1  佐久間   淳   データ科学研究部門学術支援専門職員／情報理工学系研究

科学術支援専門職員から 

2020. 4. 1  近 藤 翔 午   データ科学研究部門学術支援専門職員／情報理工学系研究

科学術支援専門職員から 

2020. 4. 1  大 矢 公 枝   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  小 黒 恵 美   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  齋 藤 由 布   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  坂 本 麗 子   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  重 森 逸 子   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  村 上 健 一   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  望 戸 雄 史   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  矢 嶋 慶 子   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  KE    YUSHAN   データ科学研究部門学術支援職員／情報理工学系研究科学

術支援職員から 

2020. 4. 1  栃 岡 陽麻里   データ科学研究部門特学術支援職員／情報理工学系研究科

学術支援職員から 

2020. 4. 1  徳 山 美香子   情報セキュリティ研究体技術補佐員／ネットワーク研究部

門技術補佐員から 

2020. 5. 1  下 徳 大 祐   データ科学研究部門特任専門職員／空間情報科学研究セン

ター特任研究員から 

2020. 5. 1  渡 部 いづみ   データ科学研究部門事務補佐員／空間情報科学研究センタ

ー事務補佐員から 

2020. 5. 1  三 河 祐 梨   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  久保田 祐 貴   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  井 倉 幹 大   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  松 本 明 弓   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  村 松 海 渡   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  江 﨑 ゆり子   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  美 間 亮 太   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  小田川 拓 利   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  上 野 永 遠   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  松 村 蒼一郎   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  長谷川 雄 大   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 5. 1  成 宮 正 隆   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 6. 1  橋 本 陽 央   データ科学研究部門技術補佐員／新規採用 

2020. 7. 1   中 村   覚   データ科学研究部門助教（兼務）／史料編纂所助教から 

2020. 7. 1  鳳   劉 鳳   データ科学研究部門学術支援職員／新規採用 

2020.11. 1  川 瀬 純 也   データ科学研究部門助教・学際情報科学研究体助教（兼務）

／空間情報科学研究センター特任研究員から 

2020.12. 1  三 浦 瑞 貴   データ科学研究部門学術支援職員／新規採用 

－ 23 －

組織



2020.12. 1  蛭 間 友 香   データ科学研究部門学術支援職員／新規採用 

2020.12. 1  塙   敏 博   スーパーコンピューティング研究部門教授・学際情報科学

研究体教授（兼務）／スーパーコンピューティング研究部

門准教授・学際情報科学研究体准教授（兼務）から 

 

 

（転出・退職等） 

2020. 7. 1   中 村   覚   データ科学研究部門助教／史料編纂所助教へ 

2020. 7.31  橋 本 陽 央   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2020.11. 1   平 野 正 浩   データ科学研究部門特任助教／生産技術研究所助教へ 

2020.11.15   成 宮 正 隆   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2020.11.30   村 松 海 渡   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2020.12.31   美 間 亮 太   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2021. 2.28  三 河 祐 梨   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  久保田 祐 貴   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  井 倉 幹 大   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  松 本 明 弓   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  江 﨑 ゆり子   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  小田川 拓 利   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  上 野 永 遠   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  松 村 蒼一郎   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  長谷川 雄 大   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 3.31  伊 田 明 弘   スーパーコンピューティング研究部門特任准教授／任期満

了 

2021. 3.31  有 間 英 志   スーパーコンピューティング研究部門特任助教／任期満了 

2021. 3.31  石 川 安 則   データ科学研究部門特任研究員／任期満了 

2021. 3.31  角   博 文   データ科学研究部門特任研究員／任期満了 

2021. 3.31  宮 地   力   データ科学研究部門特任研究員／任期満了 

2021. 3.31  近 藤 翔 午   データ科学研究部門学術支援専門職員／任期満了 

2021. 3.31  三 浦 瑞 貴   データ科学研究部門学術支援職員／任期満了 

2021. 3.31  阿 曽 義 浩   学際情報科学研究体特任専門職員／任期満了 

 

情情報報シシスステテムム部部  
（転入・昇任・配置換等） 

2020. 4. 1  大 南 英 樹   情報戦略課長／本部経営戦略課長から 

2020. 4. 1  松 岡 喜美代   情報環境課長／国立情報学研究所学術基盤推進部学術基盤

課副課長（兼）係長（NII-SOC チーム）から 

2020. 4. 1  下 田 哲 郎   情報環境副課長／放送大学学園情報部情報推進課課長補佐

から 

2020. 4. 1  渡 邉 留 美   情報基盤課学術情報チーム上席係長／附属図書館情報管理

課資料管理係長から 

2020. 4. 1  前 田 光 教   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム上席係長／

国立情報学研究所学術基盤推進部学術基盤課係長から 

2020. 4. 1  小 川 大 典   情報支援課教育駒場チーム係長／放送大学学園情報部情報

推進課情報基盤係長から 

2020. 4. 1  松 原   恵   情報基盤課学術情報チーム係長／国文学研究資料館古典籍

データベース研究事業センター事務室データベース第一係 

係長から 

2020. 4. 1  福 沢 秋 津   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム主任／東京

工業大学研究推進部情報基盤課情報セキュリティ対策グル

ープ主任から 

2020. 4. 1  郷   遥 香   情報戦略課会計チーム一般職員／新規採用 

2020. 4. 1  山 本 瑠 実   情報戦略課研究支援チーム一般職員／地震研究所財務チー

ム一般職員から 

2020. 4. 1  蘆 田 隆 行   情報支援課教育駒場チーム一般職員／本部経営戦略課経営

戦略チーム一般職員から 

2020. 4. 1  小 林 正 明   情報戦略課情報戦略チーム事務補佐員／新規採用 

2020. 4. 1  水 上 順 一   情報システム部長／情報システム部長（兼）情報戦略課課

長（兼）情報環境課課長から 

2020. 4. 1  川 名 由希子   情報戦略課総務チーム上席係長／情報戦略課総務チーム 

係長から 

2020. 4. 1  前 田   朗   情報基盤課学術情報チーム上席係長／情報基盤課学術情報

チーム係長から 

2020. 4. 1  宮 下 久 絵   情報戦略課会計チーム主任／情報戦略課会計チーム一般職

員から 

2020. 4. 1  郡 司   彩   情報支援課業務支援チーム技術職員／情報支援課教育駒場

チーム技術職員から 

2020. 4. 1  下 條 清 史   情報環境課ネットワークチーム技術職員／情報基盤課スー

パーコンピューティングチーム技術職員から 

2020.10. 1  柿 沼 啓 太   情報支援課副課長／本部決算課 決算チーム上席係長から 

2020.10. 1  石 﨑   勉   情報基盤課データ利活用チーム副課長／日本学術振興会経

営企画部情報企画課情報システム室長から 

2020.10. 1  佐 藤 春 花   情報戦略課研究支援チーム一般職員／新規採用 

2020.10. 1  田 場 章 江   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム事務補佐員

／新規採用 

2020.10. 1  蘆 田 隆 行   情報支援課教育駒場チーム主任／情報支援課教育駒場チー

ム一般職員から 

2020.10. 1  奥 山 智 紀   情報基盤課データ利活用チーム特任専門員／情報戦略課 

特任専門員から 

2021. 2.16  井 倉 あゆみ   情報環境課ネットワークチーム技術補佐員／新規採用 

－ 24 －

組織



2020.12. 1  蛭 間 友 香   データ科学研究部門学術支援職員／新規採用 

2020.12. 1  塙   敏 博   スーパーコンピューティング研究部門教授・学際情報科学

研究体教授（兼務）／スーパーコンピューティング研究部

門准教授・学際情報科学研究体准教授（兼務）から 

 

 

（転出・退職等） 

2020. 7. 1   中 村   覚   データ科学研究部門助教／史料編纂所助教へ 

2020. 7.31  橋 本 陽 央   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2020.11. 1   平 野 正 浩   データ科学研究部門特任助教／生産技術研究所助教へ 

2020.11.15   成 宮 正 隆   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2020.11.30   村 松 海 渡   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2020.12.31   美 間 亮 太   データ科学研究部門技術補佐員／退職 

2021. 2.28  三 河 祐 梨   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  久保田 祐 貴   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  井 倉 幹 大   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  松 本 明 弓   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  江 﨑 ゆり子   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  小田川 拓 利   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  上 野 永 遠   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  松 村 蒼一郎   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 2.28  長谷川 雄 大   データ科学研究部門技術補佐員／任期満了 

2021. 3.31  伊 田 明 弘   スーパーコンピューティング研究部門特任准教授／任期満

了 

2021. 3.31  有 間 英 志   スーパーコンピューティング研究部門特任助教／任期満了 

2021. 3.31  石 川 安 則   データ科学研究部門特任研究員／任期満了 

2021. 3.31  角   博 文   データ科学研究部門特任研究員／任期満了 

2021. 3.31  宮 地   力   データ科学研究部門特任研究員／任期満了 

2021. 3.31  近 藤 翔 午   データ科学研究部門学術支援専門職員／任期満了 

2021. 3.31  三 浦 瑞 貴   データ科学研究部門学術支援職員／任期満了 

2021. 3.31  阿 曽 義 浩   学際情報科学研究体特任専門職員／任期満了 

 

情情報報シシスステテムム部部  
（転入・昇任・配置換等） 

2020. 4. 1  大 南 英 樹   情報戦略課長／本部経営戦略課長から 

2020. 4. 1  松 岡 喜美代   情報環境課長／国立情報学研究所学術基盤推進部学術基盤

課副課長（兼）係長（NII-SOC チーム）から 

2020. 4. 1  下 田 哲 郎   情報環境副課長／放送大学学園情報部情報推進課課長補佐

から 

2020. 4. 1  渡 邉 留 美   情報基盤課学術情報チーム上席係長／附属図書館情報管理

課資料管理係長から 

2020. 4. 1  前 田 光 教   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム上席係長／

国立情報学研究所学術基盤推進部学術基盤課係長から 

2020. 4. 1  小 川 大 典   情報支援課教育駒場チーム係長／放送大学学園情報部情報

推進課情報基盤係長から 

2020. 4. 1  松 原   恵   情報基盤課学術情報チーム係長／国文学研究資料館古典籍

データベース研究事業センター事務室データベース第一係 

係長から 

2020. 4. 1  福 沢 秋 津   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム主任／東京

工業大学研究推進部情報基盤課情報セキュリティ対策グル

ープ主任から 

2020. 4. 1  郷   遥 香   情報戦略課会計チーム一般職員／新規採用 

2020. 4. 1  山 本 瑠 実   情報戦略課研究支援チーム一般職員／地震研究所財務チー

ム一般職員から 

2020. 4. 1  蘆 田 隆 行   情報支援課教育駒場チーム一般職員／本部経営戦略課経営

戦略チーム一般職員から 

2020. 4. 1  小 林 正 明   情報戦略課情報戦略チーム事務補佐員／新規採用 

2020. 4. 1  水 上 順 一   情報システム部長／情報システム部長（兼）情報戦略課課

長（兼）情報環境課課長から 

2020. 4. 1  川 名 由希子   情報戦略課総務チーム上席係長／情報戦略課総務チーム 

係長から 

2020. 4. 1  前 田   朗   情報基盤課学術情報チーム上席係長／情報基盤課学術情報

チーム係長から 

2020. 4. 1  宮 下 久 絵   情報戦略課会計チーム主任／情報戦略課会計チーム一般職

員から 

2020. 4. 1  郡 司   彩   情報支援課業務支援チーム技術職員／情報支援課教育駒場

チーム技術職員から 

2020. 4. 1  下 條 清 史   情報環境課ネットワークチーム技術職員／情報基盤課スー

パーコンピューティングチーム技術職員から 

2020.10. 1  柿 沼 啓 太   情報支援課副課長／本部決算課 決算チーム上席係長から 

2020.10. 1  石 﨑   勉   情報基盤課データ利活用チーム副課長／日本学術振興会経

営企画部情報企画課情報システム室長から 

2020.10. 1  佐 藤 春 花   情報戦略課研究支援チーム一般職員／新規採用 

2020.10. 1  田 場 章 江   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム事務補佐員

／新規採用 

2020.10. 1  蘆 田 隆 行   情報支援課教育駒場チーム主任／情報支援課教育駒場チー

ム一般職員から 

2020.10. 1  奥 山 智 紀   情報基盤課データ利活用チーム特任専門員／情報戦略課 

特任専門員から 

2021. 2.16  井 倉 あゆみ   情報環境課ネットワークチーム技術補佐員／新規採用 

－ 25 －

組織



 

 

 

 

（転出・退職等） 

2020. 4. 1  村 上 晋 司   情報基盤課学術情報チーム専門員／医学部図書情報チーム 

専門員へ 

2020. 4. 1  佐々木   馨   情報環境課ネットワークチーム係長／国立情報学研究所学

術基盤推進部学術基盤課係長へ 

2020. 4. 1  岩 藤 健 弘   情報環境課セキュリティ対策チーム係長／国立情報学研究

所学術基盤推進部学術基盤課副課長（兼）係長（NII-SOC

チーム）へ 

2020. 4. 1  中 村 恭 子   情報基盤課学術情報チーム係長／名古屋工業大学学術情報

課長へ 

2020. 4. 1  田 川 善 教   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／放送

大学学園情報部情報推進課課長補佐へ 

2020. 4. 1  明 比 英 高   情報支援課教育駒場チーム主任／放送大学学園情報部情報

推進課情報基盤係長へ 

2020. 4. 1  高 橋 えり子   情報戦略課会計チーム一般職員／定量生命科学研究所総務

チーム一般職員へ 

2020. 4. 1  島 田 健 人   情報支援課業務支援チーム一般職員／本部契約課集中調達

チーム一般職員へ 

2020. 4. 1  駒 井 優 哉   情報環境課ネットワークチーム技術職員／東京工業大学研

究推進部情報基盤課事務情報支援グループ事務職員へ 

2020.10. 1  並 木 登美幸   情報支援課業務支援チーム上席係長／日本学術振興会経営

企画部情報企画課情報システム室長（副課長級）へ 

2020.10. 1  林   崇 宏    情報戦略課研究支援チーム係長／医学部附属病院管理課経

理チーム＜契約担当＞ 係長へ 

2020.10. 1  杉 田 七 海   情報戦略課研究支援チーム一般職員／情報学環・学際情報

学府事務 総務チーム一般職員 へ 

2021. 3.31  水 上 順 一   情報システム部長／定年退職 

2021. 3.31  石 掛 五 男   情報支援課長／定年退職 

2021. 3.31  山 本 和 男   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／定年

退職 

2021. 3.31  香 田 健 二   情報支援課教育駒場チーム一般職員／再雇用任期満了 

2021. 3.31  加 藤 康 一   情報支援課教育駒場チーム技術補佐員／退職 

 

 

 

東京大学情報基盤センター運営委員会委員名簿 
任期：２０１９年４月１日～２０２１年３月３１日 

２０１９年４月１日 

氏       名 所   属   ・   職   名 適    用 

田 浦  健 次 朗 情報基盤センター長 規則第３条第１号 

柴 山 悦 哉 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

中 島 研 吾 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

工  藤  知  宏 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

白 石 忠 志 大学院法学政治学研究科・教授 規則第３条第３号 

相 田  仁 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

堀  浩 一 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

吉 村  忍 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

今 水  寛 大学院人文社会系研究科・教授 規則第３条第３号 

星 野 真 弘 大学院理学系研究科・教授 規則第３条第３号 

阿 部  誠 大学院経済学研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口 和 紀 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口  泰 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

森 下 真 一 大学院新領域創成科学研究科・教授 規則第３条第３号 

須 田 礼 仁 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

松 尾 宇 泰 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

中 村  宏 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

喜 連 川  優 生産技術研究所・教授 規則第３条第３号 

山  家  浩  樹 史料編纂所・教授 規則第３条第３号 

熊 野 純 彦 附属図書館長 規則第３条第４号 

 
オブザーバー 井 元 清 哉 総長補佐（医科学研究所・教授） 

－ 26 －

組織



 

 

 

 

（転出・退職等） 

2020. 4. 1  村 上 晋 司   情報基盤課学術情報チーム専門員／医学部図書情報チーム 

専門員へ 

2020. 4. 1  佐々木   馨   情報環境課ネットワークチーム係長／国立情報学研究所学

術基盤推進部学術基盤課係長へ 

2020. 4. 1  岩 藤 健 弘   情報環境課セキュリティ対策チーム係長／国立情報学研究

所学術基盤推進部学術基盤課副課長（兼）係長（NII-SOC

チーム）へ 

2020. 4. 1  中 村 恭 子   情報基盤課学術情報チーム係長／名古屋工業大学学術情報

課長へ 

2020. 4. 1  田 川 善 教   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／放送

大学学園情報部情報推進課課長補佐へ 

2020. 4. 1  明 比 英 高   情報支援課教育駒場チーム主任／放送大学学園情報部情報

推進課情報基盤係長へ 

2020. 4. 1  高 橋 えり子   情報戦略課会計チーム一般職員／定量生命科学研究所総務

チーム一般職員へ 

2020. 4. 1  島 田 健 人   情報支援課業務支援チーム一般職員／本部契約課集中調達

チーム一般職員へ 

2020. 4. 1  駒 井 優 哉   情報環境課ネットワークチーム技術職員／東京工業大学研

究推進部情報基盤課事務情報支援グループ事務職員へ 

2020.10. 1  並 木 登美幸   情報支援課業務支援チーム上席係長／日本学術振興会経営

企画部情報企画課情報システム室長（副課長級）へ 

2020.10. 1  林   崇 宏    情報戦略課研究支援チーム係長／医学部附属病院管理課経

理チーム＜契約担当＞ 係長へ 

2020.10. 1  杉 田 七 海   情報戦略課研究支援チーム一般職員／情報学環・学際情報

学府事務 総務チーム一般職員 へ 

2021. 3.31  水 上 順 一   情報システム部長／定年退職 

2021. 3.31  石 掛 五 男   情報支援課長／定年退職 

2021. 3.31  山 本 和 男   情報基盤課スーパーコンピューティングチーム係長／定年

退職 

2021. 3.31  香 田 健 二   情報支援課教育駒場チーム一般職員／再雇用任期満了 

2021. 3.31  加 藤 康 一   情報支援課教育駒場チーム技術補佐員／退職 

 

 

 

東京大学情報基盤センター運営委員会委員名簿 
任期：２０１９年４月１日～２０２１年３月３１日 

２０１９年４月１日 

氏       名 所   属   ・   職   名 適    用 

田 浦  健 次 朗 情報基盤センター長 規則第３条第１号 

柴 山 悦 哉 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

中 島 研 吾 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

工  藤  知  宏 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

白 石 忠 志 大学院法学政治学研究科・教授 規則第３条第３号 

相 田  仁 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

堀  浩 一 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

吉 村  忍 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

今 水  寛 大学院人文社会系研究科・教授 規則第３条第３号 

星 野 真 弘 大学院理学系研究科・教授 規則第３条第３号 

阿 部  誠 大学院経済学研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口 和 紀 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口  泰 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

森 下 真 一 大学院新領域創成科学研究科・教授 規則第３条第３号 

須 田 礼 仁 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

松 尾 宇 泰 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

中 村  宏 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

喜 連 川  優 生産技術研究所・教授 規則第３条第３号 

山  家  浩  樹 史料編纂所・教授 規則第３条第３号 

熊 野 純 彦 附属図書館長 規則第３条第４号 

 
オブザーバー 井 元 清 哉 総長補佐（医科学研究所・教授） 

－ 27 －

組織



東京大学情報基盤センター運営委員会委員名簿 
任期：２０１９年４月１日～２０２１年３月３１日 

２０２０年４月１日 

氏       名 所   属   ・   職   名 適    用 

田 浦  健 次 朗 情報基盤センター長 規則第３条第１号 

柴 山 悦 哉 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

小 林 博 樹 情報基盤センター・教授 
規則第３条第２号 

2020.4.1～2021.3.31 

中 島 研 吾 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

工  藤  知  宏 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

白 石 忠 志 大学院法学政治学研究科・教授 規則第３条第３号 

相 田  仁 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

堀  浩 一 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

吉 村  忍 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

今 水  寛 大学院人文社会系研究科・教授 規則第３条第３号 

飯  野  雄  一 大学院理学系研究科・教授 
規則第３条第３号 

2020.4.1～2021.3.31 

阿 部  誠 大学院経済学研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口 和 紀 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口  泰 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

森 下 真 一 大学院新領域創成科学研究科・教授 規則第３条第３号 

須 田 礼 仁 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

松 尾 宇 泰 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

中 村  宏 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

喜 連 川  優 生産技術研究所・教授 規則第３条第３号 

山  家  浩  樹 史料編纂所・教授 規則第３条第３号 

羽  角  博  康 大気海洋研究所・教授 
規則第３条第３号 

2020.4.1～2021.3.31 

熊 野 純 彦 附属図書館長 規則第３条第４号 

オブザーバー 清 水 久 芳 総長補佐（地震研究所・教授） 

予 算 

 

収入・支出 

 

2019 年度決算額 

収入 

区   分 決算額（千円） 

奨 学 寄 附 金 収 入 500 

受託研究費等収入 386,753 

自 己 収 入  591,935 

計 979,188 

 

支出 

区   分 決算額（千円） 

人 件 費 693,171 

物 件 費 3,489,775 

計 4,182,946 

 

 

外部資金 

 

１）科学研究費助成事業（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    5 25,350 

データ科学研究部門    3 1,604 

ネットワーク研究部門    5 10,790 

スーパーコンピューティング研究部門    14 45,426 

学際情報科学研究体    2 4,817 

計 29 87,987 

 

 

２）受託研究（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 715 

データ科学研究部門   

ネットワーク研究部門    1 19,708 

スーパーコンピューティング研究部門    1 29,718 

学際情報科学研究体    1 900 

計    4 51,041 

－ 28 －

組織



東京大学情報基盤センター運営委員会委員名簿 
任期：２０１９年４月１日～２０２１年３月３１日 

２０２０年４月１日 

氏       名 所   属   ・   職   名 適    用 

田 浦  健 次 朗 情報基盤センター長 規則第３条第１号 

柴 山 悦 哉 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

小 林 博 樹 情報基盤センター・教授 
規則第３条第２号 

2020.4.1～2021.3.31 

中 島 研 吾 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

工  藤  知  宏 情報基盤センター・教授 規則第３条第２号 

白 石 忠 志 大学院法学政治学研究科・教授 規則第３条第３号 

相 田  仁 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

堀  浩 一 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

吉 村  忍 大学院工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

今 水  寛 大学院人文社会系研究科・教授 規則第３条第３号 

飯  野  雄  一 大学院理学系研究科・教授 
規則第３条第３号 

2020.4.1～2021.3.31 

阿 部  誠 大学院経済学研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口 和 紀 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

山 口  泰 大学院総合文化研究科・教授 規則第３条第３号 

森 下 真 一 大学院新領域創成科学研究科・教授 規則第３条第３号 

須 田 礼 仁 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

松 尾 宇 泰 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

中 村  宏 大学院情報理工学系研究科・教授 規則第３条第３号 

喜 連 川  優 生産技術研究所・教授 規則第３条第３号 

山  家  浩  樹 史料編纂所・教授 規則第３条第３号 

羽  角  博  康 大気海洋研究所・教授 
規則第３条第３号 

2020.4.1～2021.3.31 

熊 野 純 彦 附属図書館長 規則第３条第４号 

オブザーバー 清 水 久 芳 総長補佐（地震研究所・教授） 

予 算 

 

収入・支出 

 

2019 年度決算額 

収入 

区   分 決算額（千円） 

奨 学 寄 附 金 収 入 500 

受託研究費等収入 386,753 

自 己 収 入  591,935 

計 979,188 

 

支出 

区   分 決算額（千円） 

人 件 費 693,171 

物 件 費 3,489,775 

計 4,182,946 

 

 

外部資金 

 

１）科学研究費助成事業（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    5 25,350 

データ科学研究部門    3 1,604 

ネットワーク研究部門    5 10,790 

スーパーコンピューティング研究部門    14 45,426 

学際情報科学研究体    2 4,817 

計 29 87,987 

 

 

２）受託研究（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 715 

データ科学研究部門   

ネットワーク研究部門    1 19,708 

スーパーコンピューティング研究部門    1 29,718 

学際情報科学研究体    1 900 

計    4 51,041 

－ 29 －

予算

予算



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）共同研究（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 3,300 

データ科学研究部門      

ネットワーク研究部門    6 27,100 

スーパーコンピューティング研究部門    4 11,390 

計    11 41,790 

   

   

４）政府系委託費（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門      

データ科学研究部門   

ネットワーク研究部門      

スーパーコンピューティング研究部門    1 293,922 

計    1 293,922 

   

   

５）奨学寄附金（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 500 

データ科学研究部門        

ネットワーク研究部門        

スーパーコンピューティング研究部門      

計    1 500 

予 算 

 

収入・支出 

 

2020 年度決算額 

収入 

区   分 決算額（千円） 

奨 学 寄 附 金 収 入 2,000 

受託研究費等収入 708,110 

自 己 収 入    634,032 

計 1,344,142 

 

支出 

区   分 決算額（千円） 

人 件 費 833,170 

物 件 費 3,764,411 

計 4,597,581 

 

 

外部資金 

 

１）科学研究費助成事業（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    5 5,590 

データ科学研究部門    10 38,350 

ネットワーク研究部門    6 12,480 

スーパーコンピューティング研究部門    17 34,875 

学際情報科学研究体    1 650 

計 39 91,945 

 

 

２）受託研究（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 650 

データ科学研究部門    5 216,336 

ネットワーク研究部門      

スーパーコンピューティング研究部門    1 16,874 

学際情報科学研究体    1 900 

計    8 234,760 

－ 30 －

予算



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）共同研究（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 3,300 

データ科学研究部門      

ネットワーク研究部門    6 27,100 

スーパーコンピューティング研究部門    4 11,390 

計    11 41,790 

   

   

４）政府系委託費（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門      

データ科学研究部門   

ネットワーク研究部門      

スーパーコンピューティング研究部門    1 293,922 

計    1 293,922 

   

   

５）奨学寄附金（2019 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 500 

データ科学研究部門        

ネットワーク研究部門        

スーパーコンピューティング研究部門      

計    1 500 

予 算 

 

収入・支出 

 

2020 年度決算額 

収入 

区   分 決算額（千円） 

奨 学 寄 附 金 収 入 2,000 

受託研究費等収入 708,110 

自 己 収 入    634,032 

計 1,344,142 

 

支出 

区   分 決算額（千円） 

人 件 費 833,170 

物 件 費 3,764,411 

計 4,597,581 

 

 

外部資金 

 

１）科学研究費助成事業（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    5 5,590 

データ科学研究部門    10 38,350 

ネットワーク研究部門    6 12,480 

スーパーコンピューティング研究部門    17 34,875 

学際情報科学研究体    1 650 

計 39 91,945 

 

 

２）受託研究（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 650 

データ科学研究部門    5 216,336 

ネットワーク研究部門      

スーパーコンピューティング研究部門    1 16,874 

学際情報科学研究体    1 900 

計    8 234,760 

－ 31 －

予算



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）共同研究（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 1,950 

データ科学研究部門    6 154,415 

ネットワーク研究部門    5 22,000 

スーパーコンピューティング研究部門    4 8,105 

計    16 186,470 

   

   

４）政府系委託費（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門      

データ科学研究部門   

ネットワーク研究部門      

スーパーコンピューティング研究部門    1 286,880 

計    1 286,880 

   

   

５）奨学寄附金（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 1,000 

データ科学研究部門      1 1,000 

ネットワーク研究部門        

スーパーコンピューティング研究部門      

計    2 2,000 

補助金等 
 

2019 年度 科学研究費助成事業採択状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 田中 哲朗 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 連続空間ゲームにおける深層学習を利用した強化学習 

受入額 650,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2016～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタに関する研究 

受入額 2,730,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 国際共同研究強化(A)【基金】 

研究期間 2019～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタのための安全かつ信頼できる実行環境に

関する研究 

受入額 14,690,000円（2019 年度） 

  

研究代表者 助教 関谷 貴之 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 自動収集した大量のシラバス情報を用いたカリキュラムの定量的分析とそ

の応用 

受入額 4,940,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 助教 岡田 和也 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 汎用 NIC による高精度タイムスタンプの応用に関する研究 

受入額 2,340,000 円（2019 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 助教 中村 覚 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 IIIFと TEIを用いたオンライン翻刻支援システムの開発） 

受入額 1,300,000 円（2019 年度） 

－ 32 －

予算



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）共同研究（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 1,950 

データ科学研究部門    6 154,415 

ネットワーク研究部門    5 22,000 

スーパーコンピューティング研究部門    4 8,105 

計    16 186,470 

   

   

４）政府系委託費（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門      

データ科学研究部門   

ネットワーク研究部門      

スーパーコンピューティング研究部門    1 286,880 

計    1 286,880 

   

   

５）奨学寄附金（2020 年度）   

内    訳 受入件数 受入額（千円） 

情報メディア教育研究部門    1 1,000 

データ科学研究部門      1 1,000 

ネットワーク研究部門        

スーパーコンピューティング研究部門      

計    2 2,000 

補助金等 
 

2019 年度 科学研究費助成事業採択状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 田中 哲朗 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 連続空間ゲームにおける深層学習を利用した強化学習 

受入額 650,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2016～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタに関する研究 

受入額 2,730,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 国際共同研究強化(A)【基金】 

研究期間 2019～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタのための安全かつ信頼できる実行環境に

関する研究 

受入額 14,690,000円（2019 年度） 

  

研究代表者 助教 関谷 貴之 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 自動収集した大量のシラバス情報を用いたカリキュラムの定量的分析とそ

の応用 

受入額 4,940,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 助教 岡田 和也 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 汎用 NIC による高精度タイムスタンプの応用に関する研究 

受入額 2,340,000 円（2019 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 助教 中村 覚 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 IIIFと TEIを用いたオンライン翻刻支援システムの開発） 

受入額 1,300,000 円（2019 年度） 

－ 33 －

補助金等

補助金等



研究分担者 助教 中村 覚 

（研究代表者:附属図書館 永井 正勝 特任准教授） 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 古代エジプト聖刻文字碑文の言語記述と IIIF 画像を利用した情報共有シス

テムの開発 

（役割分担：IIIF 画像を対象とした研究プラットフォームの設計・実装） 

受入額 200,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 助教 中村 覚 

（研究代表者:富山大学 徳永 洋介 教授） 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 近世中国の刑罰制度に関する総合的研究－軍制との関係を中心として－ 

（役割分担：近世中国の文献史料のデジタル化に関する研究の実施） 

受入額 104,000 円（2019 年度） 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 准教授 小川 剛史 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2022年度 

研究課題 体性感覚の相互作用を用いた食体験向上のための食メディア基盤技術に関

する研究 

受入額 4,940,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 佐藤 周行 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 スパースな分散ネットワークでセキュリティとトラストを推論・計算する論

理とモデル 

受入額 2,080,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 准教授 佐藤 周行 

（研究代表者:千葉工業大学 谷本 茂明 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 マルチペリメータラインに基づく多層防御セキュリティシステムの開発 

（役割分担：経済面（主担当）、物理面、統合化（サブ担当）のペリメータラ

インの研究開発） 

受入額 1,950,000 円（2019 年度） 

  

  

  

  

研究代表者 助教 中村 遼 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2019年度 

研究課題 コンテナ仮想化技術におけるネットワーク高速化手法の研究 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

研究代表者 特任講師 空閑 洋平 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2019年度 

研究課題 DDoS 緩和技術のための ACL ルール数の大規模化 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 教授 中島 研吾 

研究種目 基盤研究 (S) 【補助金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 （計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シミュレー

ション手法 

受入額 26,390,000円(2019 年度) 

  

研究分担者 准教授 塙 敏博 

（研究代表者:筑波大学 朴 泰祐 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 再構成可能システムとＧＰＵによる複合型高性能計算プラットフォーム 

(役割分担：通信・演算融合システム) 

受入額 1,833,000 円(2019 年度) 

  

研究分担者 准教授 塙 敏博 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：アクセラレータ、SIMD命令を用いた線形反復ソルバの高度化) 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

研究種目 基盤研究 (C)【基金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 新しい動的負荷分散を用いた GPUスパコン向け適合細分化格子法フレームワ

ークの開発 

受入額 1,430,000 円（2019 年度） 
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補助金等



研究分担者 助教 中村 覚 

（研究代表者:附属図書館 永井 正勝 特任准教授） 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 古代エジプト聖刻文字碑文の言語記述と IIIF 画像を利用した情報共有シス

テムの開発 

（役割分担：IIIF 画像を対象とした研究プラットフォームの設計・実装） 

受入額 200,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 助教 中村 覚 

（研究代表者:富山大学 徳永 洋介 教授） 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 近世中国の刑罰制度に関する総合的研究－軍制との関係を中心として－ 

（役割分担：近世中国の文献史料のデジタル化に関する研究の実施） 

受入額 104,000 円（2019 年度） 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 准教授 小川 剛史 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2022年度 

研究課題 体性感覚の相互作用を用いた食体験向上のための食メディア基盤技術に関

する研究 

受入額 4,940,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 佐藤 周行 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 スパースな分散ネットワークでセキュリティとトラストを推論・計算する論

理とモデル 

受入額 2,080,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 准教授 佐藤 周行 

（研究代表者:千葉工業大学 谷本 茂明 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 マルチペリメータラインに基づく多層防御セキュリティシステムの開発 

（役割分担：経済面（主担当）、物理面、統合化（サブ担当）のペリメータラ

インの研究開発） 

受入額 1,950,000 円（2019 年度） 

  

  

  

  

研究代表者 助教 中村 遼 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2019年度 

研究課題 コンテナ仮想化技術におけるネットワーク高速化手法の研究 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

研究代表者 特任講師 空閑 洋平 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2019年度 

研究課題 DDoS 緩和技術のための ACL ルール数の大規模化 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 教授 中島 研吾 

研究種目 基盤研究 (S) 【補助金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 （計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シミュレー

ション手法 

受入額 26,390,000円(2019 年度) 

  

研究分担者 准教授 塙 敏博 

（研究代表者:筑波大学 朴 泰祐 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 再構成可能システムとＧＰＵによる複合型高性能計算プラットフォーム 

(役割分担：通信・演算融合システム) 

受入額 1,833,000 円(2019 年度) 

  

研究分担者 准教授 塙 敏博 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：アクセラレータ、SIMD命令を用いた線形反復ソルバの高度化) 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

研究種目 基盤研究 (C)【基金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 新しい動的負荷分散を用いた GPUスパコン向け適合細分化格子法フレームワ

ークの開発 

受入額 1,430,000 円（2019 年度） 
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研究分担者 准教授 下川辺 隆史 

（研究代表者: 原子力研究開発機構 小野寺 直幸 研究職） 

研究種目 基盤研究 (C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 GPU スーパーコンピュータによる原子炉内溶融物の移行挙動解析 

(役割分担：マルチプラットフォーム対応のためのプログラミングフレーム

ワークの提供) 

受入額 325,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 H 行列法ライブラリの機能拡張と次世代スパコン向け最適化 

受入額 6,240,000 円(2019 年度) 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

研究種目 挑戦的研究（萌芽）【基金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 超大規模疎行列の全固有値計算に向けた研究 

受入額 1,950,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:東京工業大学 横田 理央 准教授） 

研究種目 基盤研究 (B)【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 機械学習向けハードウェアとの親和性が高い連立一次方程式の解法 

（役割分担：電磁界解析アプリとの統合、クリロフ部分空間法の低精度前処

理の実装」 

受入額 910,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：階層型行列法の高度化とその計算電磁気学応用に関する調査) 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者: 理学系研究科 安藤 亮輔 准教授） 

研究種目 基盤研究 (C) 【基金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 超大規模シミュレーションで再現する大地震の動的破壊過程 

(役割分担：シミュレーション手法開発) 

受入額 100,000 円(2019 年度) 

研究代表者 特任講師 芝 隼人 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 イオン液体の示すメソスケール協同現象の計算科学研究：遅い緩和と界面の

ゆらぎ 

受入額 1,019,567 円(2019 年度) 

  

研究代表者 特任助教 有間 英志 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2019年度 

研究課題 高バンド幅と大容量を両立するアクセスパターン適応型ハイブリッドメイ

ンメモリ 

受入額 1,430,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 特任助教 河合 直聡 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 プロセス間負荷分散のための可変スレッド環境を提供する革新的なライブ

ラリの開発 

受入額 1,309,008 円（2019 年度） 

  

研究代表者 客員研究員 松葉 浩也 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 機械学習を用いた自立型スマート HPC データセンター 

受入額 669,487 円（2019 年度） 
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研究分担者 准教授 下川辺 隆史 

（研究代表者: 原子力研究開発機構 小野寺 直幸 研究職） 

研究種目 基盤研究 (C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 GPU スーパーコンピュータによる原子炉内溶融物の移行挙動解析 

(役割分担：マルチプラットフォーム対応のためのプログラミングフレーム

ワークの提供) 

受入額 325,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 H 行列法ライブラリの機能拡張と次世代スパコン向け最適化 

受入額 6,240,000 円(2019 年度) 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

研究種目 挑戦的研究（萌芽）【基金】 

研究期間 2017～2019年度 

研究課題 超大規模疎行列の全固有値計算に向けた研究 

受入額 1,950,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:東京工業大学 横田 理央 准教授） 

研究種目 基盤研究 (B)【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 機械学習向けハードウェアとの親和性が高い連立一次方程式の解法 

（役割分担：電磁界解析アプリとの統合、クリロフ部分空間法の低精度前処

理の実装」 

受入額 910,000 円（2019 年度） 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：階層型行列法の高度化とその計算電磁気学応用に関する調査) 

受入額 910,000 円(2019 年度) 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者: 理学系研究科 安藤 亮輔 准教授） 

研究種目 基盤研究 (C) 【基金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 超大規模シミュレーションで再現する大地震の動的破壊過程 

(役割分担：シミュレーション手法開発) 

受入額 100,000 円(2019 年度) 

研究代表者 特任講師 芝 隼人 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 イオン液体の示すメソスケール協同現象の計算科学研究：遅い緩和と界面の

ゆらぎ 

受入額 1,019,567 円(2019 年度) 

  

研究代表者 特任助教 有間 英志 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2019年度 

研究課題 高バンド幅と大容量を両立するアクセスパターン適応型ハイブリッドメイ

ンメモリ 

受入額 1,430,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 特任助教 河合 直聡 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 プロセス間負荷分散のための可変スレッド環境を提供する革新的なライブ

ラリの開発 

受入額 1,309,008 円（2019 年度） 

  

研究代表者 客員研究員 松葉 浩也 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 機械学習を用いた自立型スマート HPC データセンター 

受入額 669,487 円（2019 年度） 
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2019 年度 受託研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2019/9/2～2020/8/31 

研究課題 エッジコンピューティングのためのサービス発見及びトラフィック誘導技

術に関する研究開発 

受入額 715,000 円(2019 年度) 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2017/10/1～2020/3/31 

研究課題 サイバー脅威ビッグデータの解析によるリアルタイム攻撃検知と予測 

受入額 19,708,000円（2019 年度） 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究期間 2018/12/3～2020/2/29 

研究課題 分野・組織を超えたデータ活用とサービス提供を実現する基盤の研究 

受入額 29,718,000円(2019 年度) 

  

【学際情報科学研究体】 

研究代表者 特任准教授 飯野 孝浩 

相手機関名 （共）自然科学研究機構 

研究期間 2019/5/1～2020/3/31 

研究課題 アルマ高空間・時間分解能ビッグデータを用いた，タイタン大気中有機分

子化学過程の観測的制約 

受入額 900,000 円(2019 年度) 

  

  

 

2019 年度 共同研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 トヨタ自動車株式会社 

研究期間 2019/11/5～2020/3/31 

研究課題 エッジコンピューティング基盤の効率化と効率的データ通信に関する研究 

受入額 3,300,000 円（2019 年度） 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 教授 工藤 知宏 

相手機関名 （国研）産業技術総合研究所 

研究期間 2018/4/1～2020/3/31 

研究課題 サイバーフォトニックプラットフォームに関する共同研究 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 教授 工藤 知宏 

相手機関名 日本電信電話（株）未来ねっと研究所 

研究期間 2019/7/1～2020/3/31 

研究課題 高速 IO を利用したソフトウェアパケット処理のキャンパス NW での運用に

関する共同研究 

受入額 3,000,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2016/8/2～2021/3/31 

研究課題 プログラマブルインターネットエクスチェンジのインフラ構築技術 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 （一社）高度 IT アーキテクト育成協議会 

研究期間 2018/7/1～2021/3/31 

研究課題 高度 IT 人材育成を目的とした要素技術の検証とカリキュラム開発 

受入額 20,000,000円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 日本電信電話（株） 

研究期間 2019/6/7～2020/3/31  

研究課題 機械学習を利用したセキュリティ対策技術の研究 

受入額 3,000,000 円（2019 年度） 
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2019 年度 受託研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2019/9/2～2020/8/31 

研究課題 エッジコンピューティングのためのサービス発見及びトラフィック誘導技

術に関する研究開発 

受入額 715,000 円(2019 年度) 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2017/10/1～2020/3/31 

研究課題 サイバー脅威ビッグデータの解析によるリアルタイム攻撃検知と予測 

受入額 19,708,000円（2019 年度） 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究期間 2018/12/3～2020/2/29 

研究課題 分野・組織を超えたデータ活用とサービス提供を実現する基盤の研究 

受入額 29,718,000円(2019 年度) 

  

【学際情報科学研究体】 

研究代表者 特任准教授 飯野 孝浩 

相手機関名 （共）自然科学研究機構 

研究期間 2019/5/1～2020/3/31 

研究課題 アルマ高空間・時間分解能ビッグデータを用いた，タイタン大気中有機分

子化学過程の観測的制約 

受入額 900,000 円(2019 年度) 

  

  

 

2019 年度 共同研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 トヨタ自動車株式会社 

研究期間 2019/11/5～2020/3/31 

研究課題 エッジコンピューティング基盤の効率化と効率的データ通信に関する研究 

受入額 3,300,000 円（2019 年度） 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 教授 工藤 知宏 

相手機関名 （国研）産業技術総合研究所 

研究期間 2018/4/1～2020/3/31 

研究課題 サイバーフォトニックプラットフォームに関する共同研究 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 教授 工藤 知宏 

相手機関名 日本電信電話（株）未来ねっと研究所 

研究期間 2019/7/1～2020/3/31 

研究課題 高速 IO を利用したソフトウェアパケット処理のキャンパス NW での運用に

関する共同研究 

受入額 3,000,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2016/8/2～2021/3/31 

研究課題 プログラマブルインターネットエクスチェンジのインフラ構築技術 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 （一社）高度 IT アーキテクト育成協議会 

研究期間 2018/7/1～2021/3/31 

研究課題 高度 IT 人材育成を目的とした要素技術の検証とカリキュラム開発 

受入額 20,000,000円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 関谷 勇司 

相手機関名 日本電信電話（株） 

研究期間 2019/6/7～2020/3/31  

研究課題 機械学習を利用したセキュリティ対策技術の研究 

受入額 3,000,000 円（2019 年度） 
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研究代表者 助教 中村 遼 

相手機関名 NTT コミュニケーションズ（株） 

研究期間 2019/10/1～2020/3/31 

研究課題 SRv6 によるサービスチェイニングに関する研究 

受入額 1,100,000 円（2019 年度） 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）理化学研究所 

研究期間 2015/1/21～2021/3/31 

研究課題 ポスト京のプロセッサアーキテクチャ、電力制御技術、システムソフトウ

ェアおよび数値計算ライブラリに関する研究 

受入額 10,890,000円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 塙 敏博 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2019/4/1～2021/3/31 

研究課題 超巨大ニューラルネットワークのための分散深層学習フレームワークの開

発 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

相手機関名 （国研）日本原子力研究開発機構、東京工業大学 

研究期間 2018/9/1～2021/3/31 

研究課題 大規模流体解析のための適合細分化格子法の高度化に関する研究 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

相手機関名 （株）ヴァイナス 

研究期間 2017/5/1～2021/3/31 

研究課題 低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発 

受入額 500,000 円（2019 年度） 

  

 

2019 年度 政府系委託費受入状況 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 (一財)高度情報科学技術研究機構(文部科学省再委託) 

研究期間 2019/4/1～2020/3/31 

研究課題 HPCI の運営（HPCI 共用ストレージ等の運用・保守） 

受入額 293,922,000円（2019 年度） 

2019 年度 奨学寄附金受入状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 品川 高廣 

相手機関名 （株）富士通研究所コンピューターシステム研究所 

研究期間 2018/10/5～  

研究課題 工学研究のため 

受入額 500,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

相手機関名 （公財）栢森情報科学振興財団 

研究期間 2018/11/15～2019/11/14  

研究課題 仮想化環境における不揮発性メモリの最適配置 

受入額 0 円（2019年度） 
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研究代表者 助教 中村 遼 

相手機関名 NTT コミュニケーションズ（株） 

研究期間 2019/10/1～2020/3/31 

研究課題 SRv6 によるサービスチェイニングに関する研究 

受入額 1,100,000 円（2019 年度） 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）理化学研究所 

研究期間 2015/1/21～2021/3/31 

研究課題 ポスト京のプロセッサアーキテクチャ、電力制御技術、システムソフトウ

ェアおよび数値計算ライブラリに関する研究 

受入額 10,890,000円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 塙 敏博 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2019/4/1～2021/3/31 

研究課題 超巨大ニューラルネットワークのための分散深層学習フレームワークの開

発 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

相手機関名 （国研）日本原子力研究開発機構、東京工業大学 

研究期間 2018/9/1～2021/3/31 

研究課題 大規模流体解析のための適合細分化格子法の高度化に関する研究 

受入額 0 円（2019年度） 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

相手機関名 （株）ヴァイナス 

研究期間 2017/5/1～2021/3/31 

研究課題 低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発 

受入額 500,000 円（2019 年度） 

  

 

2019 年度 政府系委託費受入状況 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 (一財)高度情報科学技術研究機構(文部科学省再委託) 

研究期間 2019/4/1～2020/3/31 

研究課題 HPCI の運営（HPCI 共用ストレージ等の運用・保守） 

受入額 293,922,000円（2019 年度） 

2019 年度 奨学寄附金受入状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 品川 高廣 

相手機関名 （株）富士通研究所コンピューターシステム研究所 

研究期間 2018/10/5～  

研究課題 工学研究のため 

受入額 500,000 円（2019 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

相手機関名 （公財）栢森情報科学振興財団 

研究期間 2018/11/15～2019/11/14  

研究課題 仮想化環境における不揮発性メモリの最適配置 

受入額 0 円（2019年度） 
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2020 年度 科学研究費助成事業採択状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 田中 哲朗 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 連続空間ゲームにおける深層学習を利用した強化学習 

受入額 650,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2016～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタに関する研究 

受入額 130,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 国際共同研究強化(A)【基金】 

研究期間 2019～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタのための安全かつ信頼できる実行環境に

関する研究 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 挑戦的研究（萌芽）【基金】 

研究期間 2020～2021年度  

研究課題 深層学習と仮想化技術の融合によるバンキングマルウェア対策 

受入額 3,380,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 岡田 和也 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 汎用 NIC による高精度タイムスタンプの応用に関する研究 

受入額 1,430,000 円（2020 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 助教 姜 仁河 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 A Benchmark for Video-Like Urban Computing on Citywide Crowd and 

Traffic Prediction 

受入額 2,210,000 円（2020 年度） 

研究代表者 助教 中村 覚 

研究種目 若手研究 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 IIIFと TEIを用いたオンライン翻刻支援システムの開発 

受入額 1,300,000 円（2020 年度） 

備考 ※2020.7.1付 史料編纂所へ異動（情報基盤センター：兼務） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

研究種目 基盤研究(S)【補助金】 

研究期間 2020～2024年度 

研究課題 超高速ビジョン・トラッキング技術を用いた次世代情報環境システムの創生 

受入額 21,320,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任准教授 早川 智彦 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2020～2023年度 

研究課題 無添加蓄光現象の高速撮像による動的蓄光マーカーの創生とその応用 

受入額 4,810,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任助教 平野 正浩 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 高速路面解析に基づく移動体搭載ビジョンの完全状態把握 

受入額 1,430,000 円（2020 年度） 

備考 ※2020.11.1付 生産技術研究所へ異動 

  

研究代表者 特任講師 黄 守仁 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 Control of human upper limb by electrical stimulation for accurate 

motion with external mechanical assistance of high bandwidth: basic 

mechanism and modeling 

受入額 2,340,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任講師 末石 知大 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2021年度 

研究課題 運動手指の高速トラッキングに向けた装着型マーカーの研究 

受入額 780,000 円（2020 年度） 
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2020 年度 科学研究費助成事業採択状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 田中 哲朗 

研究種目 基盤研究（C）【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 連続空間ゲームにおける深層学習を利用した強化学習 

受入額 650,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2016～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタに関する研究 

受入額 130,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 国際共同研究強化(A)【基金】 

研究期間 2019～2020年度  

研究課題 準パススルー型仮想マシンモニタのための安全かつ信頼できる実行環境に

関する研究 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 准教授 品川 高廣 

研究種目 挑戦的研究（萌芽）【基金】 

研究期間 2020～2021年度  

研究課題 深層学習と仮想化技術の融合によるバンキングマルウェア対策 

受入額 3,380,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 岡田 和也 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 汎用 NIC による高精度タイムスタンプの応用に関する研究 

受入額 1,430,000 円（2020 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 助教 姜 仁河 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 A Benchmark for Video-Like Urban Computing on Citywide Crowd and 

Traffic Prediction 

受入額 2,210,000 円（2020 年度） 

研究代表者 助教 中村 覚 

研究種目 若手研究 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 IIIFと TEIを用いたオンライン翻刻支援システムの開発 

受入額 1,300,000 円（2020 年度） 

備考 ※2020.7.1付 史料編纂所へ異動（情報基盤センター：兼務） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

研究種目 基盤研究(S)【補助金】 

研究期間 2020～2024年度 

研究課題 超高速ビジョン・トラッキング技術を用いた次世代情報環境システムの創生 

受入額 21,320,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任准教授 早川 智彦 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2020～2023年度 

研究課題 無添加蓄光現象の高速撮像による動的蓄光マーカーの創生とその応用 

受入額 4,810,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任助教 平野 正浩 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 高速路面解析に基づく移動体搭載ビジョンの完全状態把握 

受入額 1,430,000 円（2020 年度） 

備考 ※2020.11.1付 生産技術研究所へ異動 

  

研究代表者 特任講師 黄 守仁 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 Control of human upper limb by electrical stimulation for accurate 

motion with external mechanical assistance of high bandwidth: basic 

mechanism and modeling 

受入額 2,340,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任講師 末石 知大 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2021年度 

研究課題 運動手指の高速トラッキングに向けた装着型マーカーの研究 

受入額 780,000 円（2020 年度） 
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研究代表者 特任講師 宮下 令央 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 高速不可視光計測を用いた任意物体の動的質感拡張に関する研究 

受入額 390,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任研究員 LEE SEO HYUN 

研究種目 研究活動スタート支援【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 機械学習を用いた細胞内エンドソーム輸送とモータータンパク質 

受入額 1,430,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任研究員 LEE SEO HYUN 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 Development of cell image data analysis method for highly accurate 

3D vesicle movement detection based on computer vision techniques 

受入額 2,340,000 円（2020 年度） 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究分担者 准教授 中山 雅哉 

（研究代表者: 新領域創成科学研究科 斎藤 馨 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 次世代の自然風景地の保護と利用 

受入額 1,950,000 円（2020 年度） 

 

研究代表者 准教授 小川 剛史 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2022年度 

研究課題 体性感覚の相互作用を用いた食体験向上のための食メディア基盤技術に関

する研究 

受入額 3,900,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 准教授 佐藤 周行 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 スパースな分散ネットワークでセキュリティとトラストを推論・計算する論

理とモデル 

受入額 1,300,000 円（2020 年度） 

  

  

  

  

研究分担者 准教授 佐藤 周行 

（研究代表者:千葉工業大学 谷本 茂明 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 マルチペリメータラインに基づく多層防御セキュリティシステムの開発 

（役割分担：経済面（主担当）、物理面、統合化（サブ担当）のペリメータラ

インの研究開発） 

受入額 1,950,000 円（2020 年度） 

  

研究分担者 准教授 佐藤 周行 

（研究代表者:九州大学 馬 雷 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 ステートフル深層学習システムに対する総合的解析と修復技術の確立 

（役割分担：実用的 RNNシステムへの適用より提案手法の有効性を検証する） 

受入額 1,300,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 中村 遼 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 P2P DMA を用いた高速ネットワーク I/O の研究 

受入額 2,990,000 円(2020 年度) 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 教授 中島 研吾 

研究種目 基盤研究 (S) 【補助金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 （計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シミュレー

ション手法 

受入額 41,990,000円(2020 年度) 

  

研究代表者 教授 塙 敏博 

研究種目 基盤研究 (A) 【補助金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 余剰コアを活用する高性能計算・データ解析支援 

受入額 15,730,000円(2020 年度) 

  

研究分担者 教授 塙 敏博 

（研究代表者:筑波大学 朴 泰祐 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 再構成可能システムとＧＰＵによる複合型高性能計算プラットフォーム 

(役割分担：GPU と FPGA の間のノード内通信システムのプロトタイプ開発と

性能評価) 
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研究代表者 特任講師 宮下 令央 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 高速不可視光計測を用いた任意物体の動的質感拡張に関する研究 

受入額 390,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任研究員 LEE SEO HYUN 

研究種目 研究活動スタート支援【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 機械学習を用いた細胞内エンドソーム輸送とモータータンパク質 

受入額 1,430,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任研究員 LEE SEO HYUN 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 Development of cell image data analysis method for highly accurate 

3D vesicle movement detection based on computer vision techniques 

受入額 2,340,000 円（2020 年度） 

  

【ネットワーク研究部門】 

研究分担者 准教授 中山 雅哉 

（研究代表者: 新領域創成科学研究科 斎藤 馨 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 次世代の自然風景地の保護と利用 

受入額 1,950,000 円（2020 年度） 

 

研究代表者 准教授 小川 剛史 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2022年度 

研究課題 体性感覚の相互作用を用いた食体験向上のための食メディア基盤技術に関

する研究 

受入額 3,900,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 准教授 佐藤 周行 

研究種目 基盤研究(C)【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 スパースな分散ネットワークでセキュリティとトラストを推論・計算する論

理とモデル 

受入額 1,300,000 円（2020 年度） 

  

  

  

  

研究分担者 准教授 佐藤 周行 

（研究代表者:千葉工業大学 谷本 茂明 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 マルチペリメータラインに基づく多層防御セキュリティシステムの開発 

（役割分担：経済面（主担当）、物理面、統合化（サブ担当）のペリメータラ

インの研究開発） 

受入額 1,950,000 円（2020 年度） 

  

研究分担者 准教授 佐藤 周行 

（研究代表者:九州大学 馬 雷 教授） 

研究種目 基盤研究(B)【補助金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 ステートフル深層学習システムに対する総合的解析と修復技術の確立 

（役割分担：実用的 RNNシステムへの適用より提案手法の有効性を検証する） 

受入額 1,300,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 中村 遼 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 P2P DMA を用いた高速ネットワーク I/O の研究 

受入額 2,990,000 円(2020 年度) 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 教授 中島 研吾 

研究種目 基盤研究 (S) 【補助金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 （計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シミュレー

ション手法 

受入額 41,990,000円(2020 年度) 

  

研究代表者 教授 塙 敏博 

研究種目 基盤研究 (A) 【補助金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 余剰コアを活用する高性能計算・データ解析支援 

受入額 15,730,000円(2020 年度) 

  

研究分担者 教授 塙 敏博 

（研究代表者:筑波大学 朴 泰祐 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 再構成可能システムとＧＰＵによる複合型高性能計算プラットフォーム 

(役割分担：GPU と FPGA の間のノード内通信システムのプロトタイプ開発と

性能評価) 
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受入額 780,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 教授 塙 敏博 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：アクセラレータ、SIMD命令を用いた線形反復ソルバの高度化) 

受入額 780,000 円(2020 年度) 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

研究種目 挑戦的研究（萌芽） 【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 シミュレーションと機械学習の協調による予測に基づいた動的負荷分散手

法の開発 

受入額 2,080,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 准教授 下川辺 隆史 

（研究代表者: 原子力研究開発機構 小野寺 直幸 研究職） 

研究種目 基盤研究 C【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 GPU スーパーコンピュータによる原子炉内溶融物の移行挙動解析 

(役割分担：マルチプラットフォーム対応のためのプログラミングフレーム

ワークの提供) 

受入額 130,000 円（2020 年度） 

  

研究分担者 准教授 下川辺 隆史 

（研究代表者: 東京工業大学 村田 勝寛 特任助教） 

研究種目 基盤研究 C 【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 機械学習を用いた突発天体検知サーベイロボットの構築 

(役割分担：GPU と FPGA の間のノード内通信システムのプロトタイプ開発と

性能評価) 

受入額 195,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 三木 洋平 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 恒星ストリームの重力多体計算で駆動する暗黒衛星銀河探査 

受入額 1,690,000 円(2020 年度) 

  

  

  

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:東京工業大学 横田 理央 准教授） 

研究種目 基盤研究 (B)【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 機械学習向けハードウェアとの親和性が高い連立一次方程式の解法 

（役割分担：機械学習向けプロセッサ最適化） 

受入額 910,000 円（2020 年度） 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：階層型行列法の高度化とその計算電磁気学応用に関する調査) 

受入額 910,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者: 理学系研究科 安藤 亮輔 准教授） 

研究種目 基盤研究 (C) 【基金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 超大規模シミュレーションで再現する大地震の動的破壊過程 

(役割分担：シミュレーション手法開発) 

受入額 100,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:東京工業大学 横田 理央 准教授） 

研究種目 挑戦的研究（開拓）【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 超巨大ニューラルネットの継続学習への型破りな線形代数技術の適用 

（役割分担：一部の簡単なモデルとデータセットにおける H 行列のフィッシ

ャー行列への適用」 

受入額 650,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任講師 芝 隼人 

研究種目 若手研究 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 イオン液体の示すメソスケール協同現象の計算科学研究：遅い緩和と界面の

ゆらぎ 

受入額 520,000 円(2020 年度) 
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受入額 780,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 教授 塙 敏博 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：アクセラレータ、SIMD命令を用いた線形反復ソルバの高度化) 

受入額 780,000 円(2020 年度) 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

研究種目 挑戦的研究（萌芽） 【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 シミュレーションと機械学習の協調による予測に基づいた動的負荷分散手

法の開発 

受入額 2,080,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 准教授 下川辺 隆史 

（研究代表者: 原子力研究開発機構 小野寺 直幸 研究職） 

研究種目 基盤研究 C【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 GPU スーパーコンピュータによる原子炉内溶融物の移行挙動解析 

(役割分担：マルチプラットフォーム対応のためのプログラミングフレーム

ワークの提供) 

受入額 130,000 円（2020 年度） 

  

研究分担者 准教授 下川辺 隆史 

（研究代表者: 東京工業大学 村田 勝寛 特任助教） 

研究種目 基盤研究 C 【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 機械学習を用いた突発天体検知サーベイロボットの構築 

(役割分担：GPU と FPGA の間のノード内通信システムのプロトタイプ開発と

性能評価) 

受入額 195,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 三木 洋平 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 恒星ストリームの重力多体計算で駆動する暗黒衛星銀河探査 

受入額 1,690,000 円(2020 年度) 

  

  

  

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:東京工業大学 横田 理央 准教授） 

研究種目 基盤研究 (B)【補助金】 

研究期間 2018～2020年度 

研究課題 機械学習向けハードウェアとの親和性が高い連立一次方程式の解法 

（役割分担：機械学習向けプロセッサ最適化） 

受入額 910,000 円（2020 年度） 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:北海道大学 岩下 武史 教授） 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 計算電磁気学の深化を導く高性能線形ソルバ 

(役割分担：階層型行列法の高度化とその計算電磁気学応用に関する調査) 

受入額 910,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者: 理学系研究科 安藤 亮輔 准教授） 

研究種目 基盤研究 (C) 【基金】 

研究期間 2019～2023年度 

研究課題 超大規模シミュレーションで再現する大地震の動的破壊過程 

(役割分担：シミュレーション手法開発) 

受入額 100,000 円(2020 年度) 

  

研究分担者 特任准教授 伊田 明弘 

（研究代表者:東京工業大学 横田 理央 准教授） 

研究種目 挑戦的研究（開拓）【基金】 

研究期間 2020～2022年度 

研究課題 超巨大ニューラルネットの継続学習への型破りな線形代数技術の適用 

（役割分担：一部の簡単なモデルとデータセットにおける H 行列のフィッシ

ャー行列への適用」 

受入額 650,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任講師 芝 隼人 

研究種目 若手研究 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 イオン液体の示すメソスケール協同現象の計算科学研究：遅い緩和と界面の

ゆらぎ 

受入額 520,000 円(2020 年度) 

  

  

  

  

  

－ 47 －

補助金等



研究分担者 特任講師 芝 隼人 

（研究代表者: 大阪大学 金 鋼 准教授） 

研究種目 基盤研究 B 【補助金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 分子論的に予言するガラス転移の劇的スローダウン：遷移状態と輸送特性

(役割分担：分子シュミレーションによるガラス振動メカニズムの解析) 

受入額 780,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任助教 有間 英志 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 異種混載型メモリを有する次世代大規模計算基盤のためのコスケジューリ

ング方式 

受入額 2,730,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任助教 河合 直聡 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 プロセス間負荷分散のための可変スレッド環境を提供する革新的なライブ

ラリの開発 

受入額 1,560,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 客員研究員 松葉 浩也 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 機械学習を用いた自立型スマート HPC データセンター 

受入額 5,460,000 円（2020 年度） 

  

【学際情報科学研究体】 

研究代表者 特任准教授 飯野 孝浩 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 アルマ望遠鏡テラヘルツ分光ビッグデータで解明する、衛星タイタンの大気

化学 

受入額 650,000 円（2020 年度） 

2020 年度 受託研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2019/9/2～2020/8/31 

研究課題 エッジコンピューティングのためのサービス発見及びトラフィック誘導技

術に関する研究開発 

受入額 650,000 円(2020 年度) 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 教授 小林 博樹 

相手機関名 （独）日本学術振興会 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 機械が苦手な自然環境音の認識計算をユーザーに負担させ効率的にデータ

分析する機構 

受入額 1,900,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 姜 仁河 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 深層学習によるデータのマルチモーダル融合 

受入額 825,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究期間 2020/4/1～2021/2/28 

研究課題 高速ビジョンセンサネットワークによる実時間 IoT システムと応用技術開

発 

受入額 44,765,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2020/4/1～2021/2/31 

研究課題 共通基盤技術の開発並びに各種知能システム群の開発 

受入額 161,826,600円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 自由行動下の神経機構解明に向けた高速ビジョン・高速知能システムの開発 

受入額 7,020,000 円（2020 年度） 
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研究分担者 特任講師 芝 隼人 

（研究代表者: 大阪大学 金 鋼 准教授） 

研究種目 基盤研究 B 【補助金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 分子論的に予言するガラス転移の劇的スローダウン：遷移状態と輸送特性

(役割分担：分子シュミレーションによるガラス振動メカニズムの解析) 

受入額 780,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任助教 有間 英志 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2020～2021年度 

研究課題 異種混載型メモリを有する次世代大規模計算基盤のためのコスケジューリ

ング方式 

受入額 2,730,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任助教 河合 直聡 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2020年度 

研究課題 プロセス間負荷分散のための可変スレッド環境を提供する革新的なライブ

ラリの開発 

受入額 1,560,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 客員研究員 松葉 浩也 

研究種目 基盤研究 (B) 【補助金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 機械学習を用いた自立型スマート HPC データセンター 

受入額 5,460,000 円（2020 年度） 

  

【学際情報科学研究体】 

研究代表者 特任准教授 飯野 孝浩 

研究種目 若手研究【基金】 

研究期間 2019～2021年度 

研究課題 アルマ望遠鏡テラヘルツ分光ビッグデータで解明する、衛星タイタンの大気

化学 

受入額 650,000 円（2020 年度） 

2020 年度 受託研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2019/9/2～2020/8/31 

研究課題 エッジコンピューティングのためのサービス発見及びトラフィック誘導技

術に関する研究開発 

受入額 650,000 円(2020 年度) 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 教授 小林 博樹 

相手機関名 （独）日本学術振興会 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 機械が苦手な自然環境音の認識計算をユーザーに負担させ効率的にデータ

分析する機構 

受入額 1,900,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 助教 姜 仁河 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 深層学習によるデータのマルチモーダル融合 

受入額 825,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究期間 2020/4/1～2021/2/28 

研究課題 高速ビジョンセンサネットワークによる実時間 IoT システムと応用技術開

発 

受入額 44,765,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2020/4/1～2021/2/31 

研究課題 共通基盤技術の開発並びに各種知能システム群の開発 

受入額 161,826,600円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 （国研）科学技術振興機構 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 自由行動下の神経機構解明に向けた高速ビジョン・高速知能システムの開発 

受入額 7,020,000 円（2020 年度） 
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【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究期間 2018/12/3～2022/3/31 

研究課題 分野・組織を超えたデータ活用とサービス提供を実現する基盤の研究 

受入額 16,874,000円(2020 年度) 

  

【学際情報科学研究体】 

研究代表者 特任准教授 飯野 孝浩 

相手機関名 （共）自然科学研究機構 

研究期間 2020/5/1～2021/3/31 

研究課題 アルマ高空間・時間分解能ビッグデータを用いた，タイタン大気中有機分

子化学過程の観測的制約 

受入額 900,000 円(2020 年度) 

  

  

 

2020 年度 共同研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 トヨタ自動車株式会社 

研究期間 2020/8/1～2021/3/31 

研究課題 マルチリンクネットワーク技術の評価と性能改善、及び高精度時刻同期技

術のエッジコンピューティングへの応用に関する研究 

受入額 1,950,000 円（2020 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 日本フォックスコン工業インターネット株式会社 

研究期間 2020/4/1～2025/3/10 

研究課題 次世代生産システム応用のための高速ビジョン技術に関する研究 

受入額 120,550,000円（2020 年度） 

  
研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 日本電気株式会社 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 高速撮像による複数の高速運動物体の高精度な計数・形状検査技術の研究

開発 

受入額 10,920,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 株式会社光庭インフォ 

研究期間 2020/4/1～2021/6/30 

研究課題 車両制御に資する近接移動物体検知等の車両運動環境認知画像処理の研究 

受入額 5,000,000 円（2020 年度） 

  
研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 中日本高速道路株式会社 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 高速画像処理システムの開発に関する共同研究 

受入額 7,020,000 円（2020 年度） 

  
研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 株式会社柴橋商会 

研究期間 2020/4/1～2021/6/30 

研究課題 高速画像処理を用いたＦＡ自動化技術の研究 

受入額 3,500,000 円（2020 年度） 
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【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究期間 2018/12/3～2022/3/31 

研究課題 分野・組織を超えたデータ活用とサービス提供を実現する基盤の研究 

受入額 16,874,000円(2020 年度) 

  

【学際情報科学研究体】 

研究代表者 特任准教授 飯野 孝浩 

相手機関名 （共）自然科学研究機構 

研究期間 2020/5/1～2021/3/31 

研究課題 アルマ高空間・時間分解能ビッグデータを用いた，タイタン大気中有機分

子化学過程の観測的制約 

受入額 900,000 円(2020 年度) 

  

  

 

2020 年度 共同研究費受入状況 

  

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 助教 岡田 和也 

相手機関名 トヨタ自動車株式会社 

研究期間 2020/8/1～2021/3/31 

研究課題 マルチリンクネットワーク技術の評価と性能改善、及び高精度時刻同期技

術のエッジコンピューティングへの応用に関する研究 

受入額 1,950,000 円（2020 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 日本フォックスコン工業インターネット株式会社 

研究期間 2020/4/1～2025/3/10 

研究課題 次世代生産システム応用のための高速ビジョン技術に関する研究 

受入額 120,550,000円（2020 年度） 

  
研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 日本電気株式会社 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 高速撮像による複数の高速運動物体の高精度な計数・形状検査技術の研究

開発 

受入額 10,920,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 株式会社光庭インフォ 

研究期間 2020/4/1～2021/6/30 

研究課題 車両制御に資する近接移動物体検知等の車両運動環境認知画像処理の研究 

受入額 5,000,000 円（2020 年度） 

  
研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 中日本高速道路株式会社 

研究期間 2020/4/1～2022/3/31 

研究課題 高速画像処理システムの開発に関する共同研究 

受入額 7,020,000 円（2020 年度） 

  
研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 株式会社柴橋商会 

研究期間 2020/4/1～2021/6/30 

研究課題 高速画像処理を用いたＦＡ自動化技術の研究 

受入額 3,500,000 円（2020 年度） 
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研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社 

研究期間 2021/1/18～2021/6/30 

研究課題 次世代高速 3 次元形状計測システムの検討と開発 

受入額 7,425,000 円（2020 年度） 

  
【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 教授 工藤 知宏 

相手機関名 日本電信電話（株）未来ねっと研究所 

研究期間 2020/7/1～2021/2/28 

研究課題 高速データ通信光インターフェース技術に関する共同研究 

受入額 3,000,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2016/8/2～2021/3/31 

研究課題 プログラマブルインターネットエクスチェンジのインフラ構築技術 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 （一社）高度 IT アーキテクト育成協議会 

研究期間 2018/7/1～2022/3/31 

研究課題 高度 IT 人材育成を目的とした要素技術の検証とカリキュラム開発 

受入額 12,000,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 日本電信電話（株） 

研究期間 2020/6/18～2021/3/31  

研究課題 ネットワークの安全性評価にむけたセキュリティ・インテリジェンスの研

究 

受入額 2,000,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 トヨタ自動車株式会社 

研究期間 2020/7/2～2021/2/26 

研究課題 大容量データ解析基盤向けネットワークアーキテクチャとデータ処理効率

化に関する研究 

受入額 1,100,000 円（2020 年度） 

  

  

  

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）理化学研究所 

研究期間 2015/1/21～2021/3/31 

研究課題 ポスト京のプロセッサアーキテクチャ、電力制御技術、システムソフトウ

ェアおよび数値計算ライブラリに関する研究 

受入額 7,605,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 塙 敏博 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2019/4/1～2022/3/31 

研究課題 超巨大ニューラルネットワークのための分散深層学習フレームワークの開

発 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

相手機関名 （国研）日本原子力研究開発機構、東京工業大学 

研究期間 2018/9/1～2021/3/31 

研究課題 大規模流体解析のための適合細分化格子法の高度化に関する研究 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

相手機関名 （株）ヴァイナス 

研究期間 2017/5/1～2021/3/31 

研究課題 低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発 

受入額 500,000 円（2020 年度） 

  

 

2020 年度 政府系委託費受入状況 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 (一財)高度情報科学技術研究機構(文部科学省再委託) 

研究期間 2020/4/1～2021/3/31 

研究課題 HPCI の運営（HPCI 共用ストレージ等の運用・保守） 

受入額 286,880,000円（2020 年度） 
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研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社 

研究期間 2021/1/18～2021/6/30 

研究課題 次世代高速 3 次元形状計測システムの検討と開発 

受入額 7,425,000 円（2020 年度） 

  
【ネットワーク研究部門】 

研究代表者 教授 工藤 知宏 

相手機関名 日本電信電話（株）未来ねっと研究所 

研究期間 2020/7/1～2021/2/28 

研究課題 高速データ通信光インターフェース技術に関する共同研究 

受入額 3,000,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2016/8/2～2021/3/31 

研究課題 プログラマブルインターネットエクスチェンジのインフラ構築技術 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 （一社）高度 IT アーキテクト育成協議会 

研究期間 2018/7/1～2022/3/31 

研究課題 高度 IT 人材育成を目的とした要素技術の検証とカリキュラム開発 

受入額 12,000,000円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 日本電信電話（株） 

研究期間 2020/6/18～2021/3/31  

研究課題 ネットワークの安全性評価にむけたセキュリティ・インテリジェンスの研

究 

受入額 2,000,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 関谷 勇司 

相手機関名 トヨタ自動車株式会社 

研究期間 2020/7/2～2021/2/26 

研究課題 大容量データ解析基盤向けネットワークアーキテクチャとデータ処理効率

化に関する研究 

受入額 1,100,000 円（2020 年度） 

  

  

  

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 （国研）理化学研究所 

研究期間 2015/1/21～2021/3/31 

研究課題 ポスト京のプロセッサアーキテクチャ、電力制御技術、システムソフトウ

ェアおよび数値計算ライブラリに関する研究 

受入額 7,605,000 円（2020 年度） 

  

研究代表者 教授 塙 敏博 

相手機関名 （国研）情報通信研究機構 

研究期間 2019/4/1～2022/3/31 

研究課題 超巨大ニューラルネットワークのための分散深層学習フレームワークの開

発 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 准教授 下川辺 隆史 

相手機関名 （国研）日本原子力研究開発機構、東京工業大学 

研究期間 2018/9/1～2021/3/31 

研究課題 大規模流体解析のための適合細分化格子法の高度化に関する研究 

受入額 0 円（2020年度） 

  

研究代表者 特任准教授 伊田 明弘 

相手機関名 （株）ヴァイナス 

研究期間 2017/5/1～2021/3/31 

研究課題 低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発 

受入額 500,000 円（2020 年度） 

  

 

2020 年度 政府系委託費受入状況 

  

【スーパーコンピューティング研究部門】 

研究代表者 センター長 田浦 健次朗 

相手機関名 (一財)高度情報科学技術研究機構(文部科学省再委託) 

研究期間 2020/4/1～2021/3/31 

研究課題 HPCI の運営（HPCI 共用ストレージ等の運用・保守） 

受入額 286,880,000円（2020 年度） 
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2020 年度 奨学寄附金受入状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 品川 高廣 

相手機関名 （株）富士通研究所コンピューターシステム研究所 

研究期間 2018/10/5～  

研究課題 工学研究のため 

受入額 1,000,000 円（2020 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 ファナック株式会社 

研究期間 2020/4/8～ 

研究課題 情報理工学研究のため 

受入額 1,000,000 円（2020 年度） 

  

 学際情報科学研究体

情報セキュリティ研究体

その他

センター活動報告
PART 2

PA
RT 2
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2020 年度 奨学寄附金受入状況 

 

【情報メディア教育研究部門】 

研究代表者 准教授 品川 高廣 

相手機関名 （株）富士通研究所コンピューターシステム研究所 

研究期間 2018/10/5～  

研究課題 工学研究のため 

受入額 1,000,000 円（2020 年度） 

  

【データ科学研究部門】 

研究代表者 特任教授 石川 正俊 

相手機関名 ファナック株式会社 

研究期間 2020/4/8～ 

研究課題 情報理工学研究のため 

受入額 1,000,000 円（2020 年度） 

  

 学際情報科学研究体

情報セキュリティ研究体

その他

センター活動報告
PART 2

PA
RT 2
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学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点
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学際情報科学研究体
概要

研究体長 柴山悦哉

学際情報科学研究体は、情報基盤センターの研究部門を横断する形で活動する組織であり、以下の
ようなミッションを持つ。

• 学際情報科学およびそれを支える情報基盤に関する研究

• 学際大規模情報処理に関わる人材育成のための関係教育部局と連携した教育活動

• 学際大規模情報処理に関わる学内教育・研究基盤構築

• 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点活動の推進

• HPCIコンソーシアムに関わる活動の推進

2020年度末時点で、学際情報科学研究体に所属した教員は、次に掲げる専任の特任准教授 1名、各
研究部門を本務とする者 17名、他部局を本務とする者 2名の計 20名であった。

柴山悦哉 (研究体長) 教授 (兼務;情報メディア教育研究部門)
中島研吾 (副研究体長) 教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
小林博樹 教授 (兼務;データ科学研究部門)
工藤知宏 教授 (兼務;ネットワーク研究部門)
塙敏博 教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
関谷勇司 教授 (兼務;情報理工学系研究科)
佐藤周行 准教授 (兼務;ネットワーク研究部門)
品川高廣 准教授 (兼務;情報メディア教育研究部門)
下川辺隆史 准教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
松島慎 准教授 (兼務;情報理工学系研究科)
伊田明弘 特任准教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
飯野孝浩 特任准教授
芝隼人 特任講師 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
川瀬純也 助教 (兼務;データ科学研究部門)
姜仁河 助教 (兼務;データ科学研究部門)
中村文隆 助教 (兼務;ネットワーク研究部門)
中村遼 助教 (兼務;ネットワーク研究部門)
星野哲也 助教 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
三木洋平 助教 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
河合直聡 特任助教 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)

研究部門が本務の各教員の研究成果等については、それぞれの研究部門の活動報告のページをご覧い
ただきたい。



学際情報科学研究体
概要

研究体長 柴山悦哉

学際情報科学研究体は、情報基盤センターの研究部門を横断する形で活動する組織であり、以下の
ようなミッションを持つ。

• 学際情報科学およびそれを支える情報基盤に関する研究

• 学際大規模情報処理に関わる人材育成のための関係教育部局と連携した教育活動

• 学際大規模情報処理に関わる学内教育・研究基盤構築

• 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点活動の推進

• HPCIコンソーシアムに関わる活動の推進

2020年度末時点で、学際情報科学研究体に所属した教員は、次に掲げる専任の特任准教授 1名、各
研究部門を本務とする者 17名、他部局を本務とする者 2名の計 20名であった。

柴山悦哉 (研究体長) 教授 (兼務;情報メディア教育研究部門)
中島研吾 (副研究体長) 教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
小林博樹 教授 (兼務;データ科学研究部門)
工藤知宏 教授 (兼務;ネットワーク研究部門)
塙敏博 教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
関谷勇司 教授 (兼務;情報理工学系研究科)
佐藤周行 准教授 (兼務;ネットワーク研究部門)
品川高廣 准教授 (兼務;情報メディア教育研究部門)
下川辺隆史 准教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
松島慎 准教授 (兼務;情報理工学系研究科)
伊田明弘 特任准教授 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
飯野孝浩 特任准教授
芝隼人 特任講師 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
川瀬純也 助教 (兼務;データ科学研究部門)
姜仁河 助教 (兼務;データ科学研究部門)
中村文隆 助教 (兼務;ネットワーク研究部門)
中村遼 助教 (兼務;ネットワーク研究部門)
星野哲也 助教 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
三木洋平 助教 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)
河合直聡 特任助教 (兼務;スーパーコンピューティング研究部門)

研究部門が本務の各教員の研究成果等については、それぞれの研究部門の活動報告のページをご覧い
ただきたい。
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学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 

 
 

飯野孝浩 研究支援チーム 
 

  
 

1. 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の概要 

1.1. 構成拠点と目的 

本センターは、学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）に定める共同利用・共

同研究拠点として文部科学大臣の認定を受け、以下の 8 大学センターから構成される「学際大規模

情報基盤共同利用・共同研究拠点」の中核機関として活動を行なっている。 
 北海道大学 情報基盤センター 
 東北大学 サイバーサイエンスセンター 
 東京大学 情報基盤センター 
 東京工業大学 学術国際情報センター 
 名古屋大学 情報基盤センター 
 京都大学 学術情報メディアセンター 
 大阪大学 サイバーメディアセンター 
 九州大学 情報基盤研究開発センター 

本拠点では、学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することを目的に、超大規模計

算機資源と超大容量ストレージおよび超大容量ネットワークなどの情報基盤を集中的に連携させ、

学内外の研究者による学際的な共同利用・共同研究を実施している。 
 

1.2. 共同利用・共同研究の実施概要 

2019 年度、2020 年度には、それぞれ 58 件（参加研究者 396 名）および 52 件（参加研究者 409
名）の一般共同研究課題、国際共同研究課題および企業共同研究課題を実施した。このうち、国際

共同研究課題では、国内の研究者のみでは解決や解明が困難な問題に取り組む研究を行い、企

業共同研究課題では、産業応用を重視した研究を行った。 
研究対象は、大規模情報基盤を利用した学際的な研究を主たる対象として、超大規模数値計算

系応用分野、超大規模データ処理系応用分野、超大容量ネットワーク技術分野、および超大規模

情報システム関連研究分野の各研究分野について研究課題を公募し、1.3 項で述べる共同研究課

題審査委員会および拠点運営委員会が厳正に審査し、採択したものに対して学際的共同研究を行

った(*1)。また、これらの分野の学際的共同研究であれば、スーパーコンピュータ等を使用しない共

同研究も受け入れた。さらに、審査結果に基づき、一部の課題を「HPCI-JHPCN課題」として採択し、

HPCI(*2)と共同で実施した。そのほかに、各構成拠点において公募した萌芽型共同研究について、

共同研究課題審査委員会において審査・採択し、次年度以降の共同研究への発展を支援した。 
学際的共同研究としては、計算科学分野と計算機科学分野の協調的相補的な研究形態などを対

象とした。すなわち、計算機を利用してある分野の問題を解こうとしている研究者と計算機科学の分

野でアルゴリズム、モデリング、並列処理などに関する研究を行っている研究者が協働して行う共同

研究などである。なかでも、複数構成拠点の資源を活用する、あるいは異なる構成拠点に所属する

複数の研究者と連携して取り組む課題を「拠点連携課題」として、また、SINET5 の L2VPN サービス

などと密に結合させ、広帯域ネットワークの利用を前提に、大量のデータ転送を伴う課題を「大規模

データ・大容量ネットワーク利用課題」として、重点的に推進した。 
さらに、前年度採択課題の最終研究成果報告および当該年度採択課題の計画を公表する場、ま

た、萌芽型課題のステップアップに向けたネットワーク形成の場として、参加者数シンポジウムを両年

の 7 月に開催した。 
また、文部科学省の共同利用・共同研究拠点中間評価において、総合評価として、「Ａ：拠点とし

ての活動は概ね順調に行われており、関連コミュニティへの貢献もあり、今後も、共同利用・共同研

究拠点を通じた成果や効果が期待される。」との評価を得た。 
(*1)各研究分野の研究概要は以下のとおり。 
 超大規模数値計算系応用分野： 生命科学、防災・減災、物質材料、ものづくり等の科学

技術シミュレーション、および、それを支える数値解析アルゴリズム、可視化手法等 
 超大規模データ処理系応用分野： Deep Learning を用いた医用画像診断支援、大規模

な強化学習技術等 
 超大容量ネットワーク技術分野： 深層機械学習によるネットワークの AI 化、大規模シミュ

レーションと連携した大規模可視化、財務ビッグデータ可視化と統計モデリング等 
 大規模情報システム関連研究分野： 広域分散システムにおける分散可視化やデータ転

送技術等 
（*2）HPCI：革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ。 「京」と全国の大学や研究機

関に設置されたスーパーコンピュータやストレージを高速ネットワーク（SINET5）で結び、多様な

ユーザニーズに応える革新的な共用計算環境基盤。 
 

1.3. 共同利用・共同研究の支援・推進体制 

本事業の実現のために、8 大学の計算機資源、情報基盤を活用するとともに、拠点の教員・職員

は学際的共同研究・萌芽型共同研究の推進、拠点運営委員会や共同研究課題審査委員会の運営

に携わった。 
計算機資源としては、構成拠点全体として、「京」同アーキテクチャ、ベクトル、疑似ベクトル、アカ

デミッククラウド、大容量共有メモリ、PC クラスタ、メニーコア、GPGPU クラスタなどの多様な資源を、

安定的に提供した。また、上記の計算機資源に加えて、ストレージ、可視化システムなどの多様な資

源も提供し、前述の大規模データ・大容量ネットワークを利用する研究など、広範な研究を可能とし

た。 
また、拠点運営委員会を、拠点を構成する各大学センター長を含む内部委員とそれを上回る人

数の外部委員から構成し(*3)、下記の共同研究課題審査委員会から報告された審査結果に基づく

課題採択など、拠点に関する重要事項について審議した。さらに、共同研究課題審査委員会を、各

構成拠点教員を含む内部委員とそれを上回る人数の外部委員から構成し(*3)、公募型共同研究課

題の審査・実施等に関する審議を行い、拠点運営委員会に審査結果を報告した。 
なお、共同研究で使用するスーパーコンピュータ等の計算資源の運転経費のうち一定額は、各

大学の学内措置により負担した。 
さらに、国立情報学研究所からは、SINET5 の L2VPN サービスの提供をうけ、「大規模データ・大

容量ネットワーク利用課題」等の効果的な推進を図った。また、拠点運営委員会に、同研究所の研

究者が、ネットワーク運用の立場から参加した。 
(*3) 各委員会規則にて、「構成拠点の所属する大学以外の者の数は、委員総数の 2 分の 1 以上」

と定めている。 
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1. 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の概要 

1.1. 構成拠点と目的 

本センターは、学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）に定める共同利用・共

同研究拠点として文部科学大臣の認定を受け、以下の 8 大学センターから構成される「学際大規模

情報基盤共同利用・共同研究拠点」の中核機関として活動を行なっている。 
 北海道大学 情報基盤センター 
 東北大学 サイバーサイエンスセンター 
 東京大学 情報基盤センター 
 東京工業大学 学術国際情報センター 
 名古屋大学 情報基盤センター 
 京都大学 学術情報メディアセンター 
 大阪大学 サイバーメディアセンター 
 九州大学 情報基盤研究開発センター 

本拠点では、学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することを目的に、超大規模計

算機資源と超大容量ストレージおよび超大容量ネットワークなどの情報基盤を集中的に連携させ、

学内外の研究者による学際的な共同利用・共同研究を実施している。 
 

1.2. 共同利用・共同研究の実施概要 

2019 年度、2020 年度には、それぞれ 58 件（参加研究者 396 名）および 52 件（参加研究者 409
名）の一般共同研究課題、国際共同研究課題および企業共同研究課題を実施した。このうち、国際

共同研究課題では、国内の研究者のみでは解決や解明が困難な問題に取り組む研究を行い、企

業共同研究課題では、産業応用を重視した研究を行った。 
研究対象は、大規模情報基盤を利用した学際的な研究を主たる対象として、超大規模数値計算

系応用分野、超大規模データ処理系応用分野、超大容量ネットワーク技術分野、および超大規模

情報システム関連研究分野の各研究分野について研究課題を公募し、1.3 項で述べる共同研究課

題審査委員会および拠点運営委員会が厳正に審査し、採択したものに対して学際的共同研究を行

った(*1)。また、これらの分野の学際的共同研究であれば、スーパーコンピュータ等を使用しない共

同研究も受け入れた。さらに、審査結果に基づき、一部の課題を「HPCI-JHPCN課題」として採択し、

HPCI(*2)と共同で実施した。そのほかに、各構成拠点において公募した萌芽型共同研究について、

共同研究課題審査委員会において審査・採択し、次年度以降の共同研究への発展を支援した。 
学際的共同研究としては、計算科学分野と計算機科学分野の協調的相補的な研究形態などを対

象とした。すなわち、計算機を利用してある分野の問題を解こうとしている研究者と計算機科学の分

野でアルゴリズム、モデリング、並列処理などに関する研究を行っている研究者が協働して行う共同

研究などである。なかでも、複数構成拠点の資源を活用する、あるいは異なる構成拠点に所属する

複数の研究者と連携して取り組む課題を「拠点連携課題」として、また、SINET5 の L2VPN サービス

などと密に結合させ、広帯域ネットワークの利用を前提に、大量のデータ転送を伴う課題を「大規模

データ・大容量ネットワーク利用課題」として、重点的に推進した。 
さらに、前年度採択課題の最終研究成果報告および当該年度採択課題の計画を公表する場、ま

た、萌芽型課題のステップアップに向けたネットワーク形成の場として、参加者数シンポジウムを両年

の 7 月に開催した。 
また、文部科学省の共同利用・共同研究拠点中間評価において、総合評価として、「Ａ：拠点とし

ての活動は概ね順調に行われており、関連コミュニティへの貢献もあり、今後も、共同利用・共同研

究拠点を通じた成果や効果が期待される。」との評価を得た。 
(*1)各研究分野の研究概要は以下のとおり。 
 超大規模数値計算系応用分野： 生命科学、防災・減災、物質材料、ものづくり等の科学

技術シミュレーション、および、それを支える数値解析アルゴリズム、可視化手法等 
 超大規模データ処理系応用分野： Deep Learning を用いた医用画像診断支援、大規模

な強化学習技術等 
 超大容量ネットワーク技術分野： 深層機械学習によるネットワークの AI 化、大規模シミュ

レーションと連携した大規模可視化、財務ビッグデータ可視化と統計モデリング等 
 大規模情報システム関連研究分野： 広域分散システムにおける分散可視化やデータ転

送技術等 
（*2）HPCI：革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ。 「京」と全国の大学や研究機

関に設置されたスーパーコンピュータやストレージを高速ネットワーク（SINET5）で結び、多様な

ユーザニーズに応える革新的な共用計算環境基盤。 
 

1.3. 共同利用・共同研究の支援・推進体制 

本事業の実現のために、8 大学の計算機資源、情報基盤を活用するとともに、拠点の教員・職員

は学際的共同研究・萌芽型共同研究の推進、拠点運営委員会や共同研究課題審査委員会の運営

に携わった。 
計算機資源としては、構成拠点全体として、「京」同アーキテクチャ、ベクトル、疑似ベクトル、アカ

デミッククラウド、大容量共有メモリ、PC クラスタ、メニーコア、GPGPU クラスタなどの多様な資源を、

安定的に提供した。また、上記の計算機資源に加えて、ストレージ、可視化システムなどの多様な資

源も提供し、前述の大規模データ・大容量ネットワークを利用する研究など、広範な研究を可能とし

た。 
また、拠点運営委員会を、拠点を構成する各大学センター長を含む内部委員とそれを上回る人

数の外部委員から構成し(*3)、下記の共同研究課題審査委員会から報告された審査結果に基づく

課題採択など、拠点に関する重要事項について審議した。さらに、共同研究課題審査委員会を、各

構成拠点教員を含む内部委員とそれを上回る人数の外部委員から構成し(*3)、公募型共同研究課

題の審査・実施等に関する審議を行い、拠点運営委員会に審査結果を報告した。 
なお、共同研究で使用するスーパーコンピュータ等の計算資源の運転経費のうち一定額は、各

大学の学内措置により負担した。 
さらに、国立情報学研究所からは、SINET5 の L2VPN サービスの提供をうけ、「大規模データ・大

容量ネットワーク利用課題」等の効果的な推進を図った。また、拠点運営委員会に、同研究所の研

究者が、ネットワーク運用の立場から参加した。 
(*3) 各委員会規則にて、「構成拠点の所属する大学以外の者の数は、委員総数の 2 分の 1 以上」

と定めている。 
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2. 公募型共同研究の活動 
2019・2020 年度の公募型共同研究の活動内容は以下のとおりである。 
 

2.1. 活動日程 

国際・企業・一般共同研究について、以下の日程にて実施した。最終報告書については拠点

Web ページで公開する。 
 

2019 年度： 
2018 年 11 月 15 日  公募案内開始 
2018 年 12 月 13 日  課題応募受付開始 
2019 年 1 月 7 日  課題応募受付締切 
2019 年 3 月 15 日  採否通知 
2019 年 4 月 1 日  共同研究開始 
2019 年 7 月 11、12 日 第 11 回シンポジウム 
2020 年 3 月 31 日  共同研究終了 
2020 年 5 月 18 日  最終報告書提出 

 
2020 年度： 

2019 年 11 月 16 日  公募案内開始 
2019 年 12 月 12 日  課題応募受付開始 
2020 年 1 月 6 日  課題応募受付締切 
2020 年 3 月 12 日  採否通知 
2020 年 4 月 1 日  共同研究開始 
2020 年 7 月 9 日  第 12 回シンポジウム 
2021 年 3 月 31 日  共同研究終了 
2021 年 5 月 10 日  最終報告書提出 

 
 

2.2. 採択課題 

2019 年度の国際・企業・一般共同研究課題への応募数は 65 件であった。共同研究課題審査委

員会による審査を経て、拠点運営委員会にて、国際共同研究課題 4課題、一般共同研究課題 54課
題の合計 58 課題（のべ 84 共同研究拠点）を採択した。参加機関数は 89 機関、参加研究者数は

396 名であった。また萌芽型共同研究課題は 50 件を採択した。 
 
2020 年度の国際・企業・一般共同研究課題への応募数は 65 件であった。共同研究課題審査委

員会による審査を経て、拠点運営委員会にて、国際共同研究課題 5課題、一般共同研究課題 47課
題の合計 52 課題（のべ 84 共同研究拠点）を採択した。参加機関数は 89 機関、参加研究者数は

409 名であった。また萌芽型共同研究課題は 47 件を採択した。 
 

 
以下に、国際・企業・一般共同研究課題、および、萌芽型共同研究課題の一覧を示す。 
研究課題名の冒頭に* が付いた課題は HPCI-JHPCN 課題を表す。また、研究分野の略称は以下

のとおり。 
  数：超大規模数値計算系応用分野、デ：超大規模データ処理系応用分野、 
  ネ：超大容量ネットワーク技術分野、情：超大規模情報システム関連研究分野 

 
2019 年年度度採採択択課課題題 

 
国際共同研究課題 

研究課題名 
研究課題代表者 

（所属） 

研究 

分野 
共同研究拠点 

*Innovative Multigrid Methods 中島 研吾 

（東京大学） 
数 

北大、東大、 

九大 

*Hierarchical low-rank approximation methods on 
distributed memory and GPUs 

横田 理央 

（東京工業大学） 
数 

北大、東大、 

東工大、京大、

九大 

*Modernizing and accelerating fusion plasma 
turbulence codes targeting exa-scale systems 

朝比 祐一 

（量子科学技術研究

開発機構） 

数 東工大、名大 

*Development of Fast Surrogate for Approximating 
Large-scale 3D Blood Flow Simulation 

下川辺 隆史 

（東京大学） 
数デ 東大 

 
 
一般共同研究課題 

研究課題名 研究課題代表者 

(所属) 

研究 

分野 
共同研究拠点 

有限温度量子色力学のダイナミクス 
鈴木 博 

（九州大学） 
数 阪大、九大 

Whole-volume gyrokinetic simulation of magnetic 
fusion plasmas with in-situ data processing 

森高 外征雄 

（核融合科学研究

所） 

数デ 東工大 

*HPC と高速通信技術の融合による大規模デー

タの拠点間転送技術開発と実データを用いたシ

ステム実証試験 

村田 健史 

（情報通信研究機

構） 

デ情 
東北大、名大、

京大、九大 

電磁流体力学乱流の高精度・高並列 LES シミュ

レーションコード開発研究 

三浦 英昭 

（核融合科学研究

所） 

数 東大 

*核融合プラズマ研究のための超並列粒子シミュ

レーションコード開発とその可視化 

大谷 寛明 

（核融合科学研究

所） 

数 名大、京大 

*熱中症リスク評価シミュレータの開発と応用 
平田 晃正 

（名古屋工業大学） 
数 東北大 

*管楽器の大規模流体音響解析 
髙橋 公也 

（九州工業大学） 
数デ 九大 

粒子法の基盤理論整備とマルチフィジックスシ

ミュレータへの展開 

荻野 正雄 

（大同大学） 
数 名大、九大 

*日本全土の洪水氾濫被害推定の高精度化 
風間 聡 

（東北大学） 
数 東北大 

Developing Accuracy Assured High Performance 
Numerical Libraries for Eigenproblems 

片桐 孝洋 

（名古屋大学） 
数 

東大、名大、 

九大 

超並列宇宙プラズマ粒子シミュレーションの研

究 

三宅 洋平 

（神戸大学） 
数 北大、京大 

*乱流混合と内部自由度のあるマイクロ粒子巨大

集団との相互作用 

後藤 俊幸 

（名古屋工業大学） 
数 名大 

－ 62 －

学際情報科学研究体



2. 公募型共同研究の活動 
2019・2020 年度の公募型共同研究の活動内容は以下のとおりである。 
 

2.1. 活動日程 

国際・企業・一般共同研究について、以下の日程にて実施した。最終報告書については拠点

Web ページで公開する。 
 

2019 年度： 
2018 年 11 月 15 日  公募案内開始 
2018 年 12 月 13 日  課題応募受付開始 
2019 年 1 月 7 日  課題応募受付締切 
2019 年 3 月 15 日  採否通知 
2019 年 4 月 1 日  共同研究開始 
2019 年 7 月 11、12 日 第 11 回シンポジウム 
2020 年 3 月 31 日  共同研究終了 
2020 年 5 月 18 日  最終報告書提出 

 
2020 年度： 

2019 年 11 月 16 日  公募案内開始 
2019 年 12 月 12 日  課題応募受付開始 
2020 年 1 月 6 日  課題応募受付締切 
2020 年 3 月 12 日  採否通知 
2020 年 4 月 1 日  共同研究開始 
2020 年 7 月 9 日  第 12 回シンポジウム 
2021 年 3 月 31 日  共同研究終了 
2021 年 5 月 10 日  最終報告書提出 

 
 

2.2. 採択課題 

2019 年度の国際・企業・一般共同研究課題への応募数は 65 件であった。共同研究課題審査委

員会による審査を経て、拠点運営委員会にて、国際共同研究課題 4課題、一般共同研究課題 54課
題の合計 58 課題（のべ 84 共同研究拠点）を採択した。参加機関数は 89 機関、参加研究者数は

396 名であった。また萌芽型共同研究課題は 50 件を採択した。 
 
2020 年度の国際・企業・一般共同研究課題への応募数は 65 件であった。共同研究課題審査委

員会による審査を経て、拠点運営委員会にて、国際共同研究課題 5課題、一般共同研究課題 47課
題の合計 52 課題（のべ 84 共同研究拠点）を採択した。参加機関数は 89 機関、参加研究者数は

409 名であった。また萌芽型共同研究課題は 47 件を採択した。 
 

 
以下に、国際・企業・一般共同研究課題、および、萌芽型共同研究課題の一覧を示す。 
研究課題名の冒頭に* が付いた課題は HPCI-JHPCN 課題を表す。また、研究分野の略称は以下

のとおり。 
  数：超大規模数値計算系応用分野、デ：超大規模データ処理系応用分野、 
  ネ：超大容量ネットワーク技術分野、情：超大規模情報システム関連研究分野 

 
2019 年年度度採採択択課課題題 

 
国際共同研究課題 

研究課題名 
研究課題代表者 

（所属） 

研究 

分野 
共同研究拠点 

*Innovative Multigrid Methods 中島 研吾 

（東京大学） 
数 

北大、東大、 

九大 

*Hierarchical low-rank approximation methods on 
distributed memory and GPUs 

横田 理央 

（東京工業大学） 
数 

北大、東大、 

東工大、京大、

九大 

*Modernizing and accelerating fusion plasma 
turbulence codes targeting exa-scale systems 

朝比 祐一 

（量子科学技術研究

開発機構） 

数 東工大、名大 

*Development of Fast Surrogate for Approximating 
Large-scale 3D Blood Flow Simulation 

下川辺 隆史 

（東京大学） 
数デ 東大 

 
 
一般共同研究課題 

研究課題名 研究課題代表者 

(所属) 

研究 

分野 
共同研究拠点 

有限温度量子色力学のダイナミクス 
鈴木 博 

（九州大学） 
数 阪大、九大 

Whole-volume gyrokinetic simulation of magnetic 
fusion plasmas with in-situ data processing 

森高 外征雄 

（核融合科学研究

所） 

数デ 東工大 

*HPC と高速通信技術の融合による大規模デー

タの拠点間転送技術開発と実データを用いたシ

ステム実証試験 

村田 健史 

（情報通信研究機

構） 

デ情 
東北大、名大、

京大、九大 

電磁流体力学乱流の高精度・高並列 LES シミュ

レーションコード開発研究 

三浦 英昭 

（核融合科学研究

所） 

数 東大 

*核融合プラズマ研究のための超並列粒子シミュ

レーションコード開発とその可視化 

大谷 寛明 

（核融合科学研究

所） 

数 名大、京大 

*熱中症リスク評価シミュレータの開発と応用 
平田 晃正 

（名古屋工業大学） 
数 東北大 

*管楽器の大規模流体音響解析 
髙橋 公也 

（九州工業大学） 
数デ 九大 

粒子法の基盤理論整備とマルチフィジックスシ

ミュレータへの展開 

荻野 正雄 

（大同大学） 
数 名大、九大 

*日本全土の洪水氾濫被害推定の高精度化 
風間 聡 

（東北大学） 
数 東北大 

Developing Accuracy Assured High Performance 
Numerical Libraries for Eigenproblems 

片桐 孝洋 

（名古屋大学） 
数 

東大、名大、 

九大 

超並列宇宙プラズマ粒子シミュレーションの研

究 

三宅 洋平 

（神戸大学） 
数 北大、京大 

*乱流混合と内部自由度のあるマイクロ粒子巨大

集団との相互作用 

後藤 俊幸 

（名古屋工業大学） 
数 名大 

－ 63 －

学際情報科学研究体



全電子混合基底第一原理計算法を活用したネッ

トワーク型エネルギー絶対値算定マテリアルイ

ンフォマティクス 

川添 良幸 

（東北大学） 
数 九大 

白色矮星の爆発の大規模並列シミュレーション

で探る元素の起源 

谷川 衝 

（東京大学） 
数 東大 

High performance simulations using FreeFem++ on 
mixed distributed- plus shared-memory architecture 

鈴木 厚 

（大阪大学） 
数 阪大 

*超巨大ニューラルネットワークのための分散深

層学習フレームワークの開発とスケーラビリテ

ィの評価 

田仲 正弘 

（情報通信研究機

構） 

情 東大 

*粒界異方性を考慮した粒成長の大規模フェーズ

フィールドシミュレーション 

高木 知弘 

（京都工芸繊維大

学） 

数 東工大 

*格子欠陥力学場のアイソジオメトリック解析 
垂水 竜一 

（大阪大学） 
数 名大、阪大 

*高密度領域まで適用可能なモンテカルロ法の開

発と有限密度２カラーQCD の相図の決定 

飯田 圭 

（高知大学） 
数 京大、阪大 

*大規模津波浸水被害推計シミュレーションのマ

ルチプラットフォーム向け最適化手法の研究 

撫佐 昭裕 

（東北大学） 
数 東北大、阪大 

Investigation of Sound-Flow Interaction of Acoustic 
Liner using CFD/CAA Hybrid Approach 

佐々木 大輔 

（金沢工業大学） 
数 東北大 

*圧力発展格子ボルツマン法による大規模気液二

相流 GPU コードの開発ならびに多孔体浸潤液滴

シミュレーション 

金田 昌之 

（大阪府立大学） 
数 東工大 

格子量子色力学に基づく初期宇宙の諸性質の精

密解析 

北澤 正清 

（大阪大学） 
数 阪大 

*気液二相デトネーションに対する大規模数値解

析 

松尾 亜紀子 

（慶應義塾大学） 
数 東北大 

大規模並列計算による格子の最短ベクトル探索

の効率化に関する研究 

照屋 唯紀 

（産業技術総合研究

所） 

数 東大 

*高性能，高生産性を実現する大規模メモリ・並

列処理システムソフトウエアの研究 

緑川 博子 

（成蹊大学） 
情 東工大、九大 

Physiologically realistic study of subcellular calcium 
dynamics with nanometer resolution 

中島 研吾 

（東京大学） 
数デ 東大 

*高性能・変動精度・高信頼性数値解析手法とそ

の応用 

中島 研吾 

（東京大学） 
数 

北大、東大、 

東工大、名大、

九大 

*3 次元非圧縮一様乱流の超並列計算に向けて 
岡本 直也 

（愛知工業大学） 
数 名大 

*異なる数値解析手法による未解明な斜面災害の

大規模流動シミュレーション 

森口 周二 

（東北大学） 
数 京大 

*時空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発

と巨大地震シミュレーションへの応用 

安藤 亮輔 

（東京大学） 
数 東大 

*Deep Learning を用いた医用画像診断支援に関

する研究 

佐藤 一誠 

（東京大学） 
デ 東大 

*カイラルフェルミオンを用いた格子 QCD によ

る中間子質量生成機構の研究 

関口 宗男 

（国士舘大学） 
数 阪大 

*アンサンブル計算に基づく汚染物質拡散予測の

開発 
小野寺 直幸 数 東工大 

（日本原子力研究開

発機構） 

*原子炉内熱流動解析コードの GPU 実装および

適合細分化格子法の導入 

小野寺 直幸 

（日本原子力研究開

発機構） 

数 東工大 

*GPU コードならびに多倍長精度アルゴリズム

を用いた有限密度 QCD における相構造の研究 

若山 将征 

（大阪大学） 
数 阪大 

*界面に適合する AMR 法を用いた非圧縮性気液

二相流の完全陽解法計算と GPU 実装 − 液膜・

泡沫への適用 − 

青木 尊之 

（東京工業大学） 
数 九大 

大規模ゲノム情報解析にむけた数値計算技術開

発と実装 

徳永 勝士 

（国立国際医療研究

センター） 

デ 東大 

*リアルスケール社会シミュレーションのための

人口合成とその応用 

村田 忠彦 

（関西大学） 
数デ 北大、阪大 

高精度・高分解能シミュレーションを用いた銀

河の形成・ 進化史の探求 

三木 洋平 

（東京大学） 
数 東大、東工大 

*海上輸送の革新に向けた自動操船用 AI の開発 
橋本 博公 

（神戸大学） 
数 東工大 

*GW space-time コードの大規模な有機-金属界面

への適用に向けた高効率化 

柳澤 将 

（琉球大学） 
数 東北大 

物理的なクォーク質量におけるエネルギー運動

量テンソルの研究 

谷口 裕介 

（筑波大学） 
数 

北大、阪大、 

九大 

*AMR 法を適用した LBM 計算の大規模化に向

けたフレームワークの拡張 

下川辺 隆史 

（東京大学） 
数 東大、東工大 

*Deep neural network optimization based on dual in-
heritance theory and its application 

篠﨑 隆宏 

（東京工業大学） 
デ 東工大、京大 

*高レイノルズ数乱流のデータ科学プラットフォ

ームの 構築 

石原 卓 

（岡山大学） 
数 名大、九大 

機械学習に基づく流体変数の未来予測と数学的

背景 

齊木 吉隆 

（一橋大学） 
数デ 東大、京大 

State following of amorphous soft condensed 
matters : developments of high-performance compu-
tational schemes 

吉野 元 

（大阪大学） 
数 阪大 

*非均質・異方性材料中を伝搬する弾性波動解析

手法の開発と非破壊検査への応用 

斎藤 隆泰 

（群馬大学） 
数 京大 

*大規模並列地震波シミュレーションに基づく南

西諸島における地震発生メカニズムの高精度解

析 

竹中 博士 

（岡山大学） 
数 東工大、名大 

分散型プラズマアクチュエータと物体形状の統

合最適設計による仮想空力形状の実現 

松野 隆 

（鳥取大学） 
数 北大、名大 

矯正歯科治療後の三次元顔形態を予測する人工

知能（AI）システムの開発 

谷川 千尋 

（大阪大学） 
数 阪大 

財務ビッグデータの可視化と統計モデリング 
地道 正行 

（関西学院大学） 
ネ 東大 

高速大容量トラフィックキャプチャ/ジェネレー

タの開発 

中村 遼 

（東京大学） 
ネ 東大 

 
 
 
萌芽型共同研究課題 

－ 64 －
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全電子混合基底第一原理計算法を活用したネッ

トワーク型エネルギー絶対値算定マテリアルイ

ンフォマティクス 

川添 良幸 

（東北大学） 
数 九大 

白色矮星の爆発の大規模並列シミュレーション

で探る元素の起源 

谷川 衝 

（東京大学） 
数 東大 

High performance simulations using FreeFem++ on 
mixed distributed- plus shared-memory architecture 

鈴木 厚 

（大阪大学） 
数 阪大 

*超巨大ニューラルネットワークのための分散深

層学習フレームワークの開発とスケーラビリテ

ィの評価 

田仲 正弘 

（情報通信研究機

構） 

情 東大 

*粒界異方性を考慮した粒成長の大規模フェーズ

フィールドシミュレーション 

高木 知弘 

（京都工芸繊維大

学） 

数 東工大 

*格子欠陥力学場のアイソジオメトリック解析 
垂水 竜一 

（大阪大学） 
数 名大、阪大 

*高密度領域まで適用可能なモンテカルロ法の開

発と有限密度２カラーQCD の相図の決定 

飯田 圭 

（高知大学） 
数 京大、阪大 

*大規模津波浸水被害推計シミュレーションのマ

ルチプラットフォーム向け最適化手法の研究 

撫佐 昭裕 

（東北大学） 
数 東北大、阪大 

Investigation of Sound-Flow Interaction of Acoustic 
Liner using CFD/CAA Hybrid Approach 

佐々木 大輔 

（金沢工業大学） 
数 東北大 

*圧力発展格子ボルツマン法による大規模気液二

相流 GPU コードの開発ならびに多孔体浸潤液滴

シミュレーション 

金田 昌之 

（大阪府立大学） 
数 東工大 

格子量子色力学に基づく初期宇宙の諸性質の精

密解析 

北澤 正清 

（大阪大学） 
数 阪大 

*気液二相デトネーションに対する大規模数値解

析 

松尾 亜紀子 

（慶應義塾大学） 
数 東北大 

大規模並列計算による格子の最短ベクトル探索

の効率化に関する研究 

照屋 唯紀 

（産業技術総合研究

所） 

数 東大 

*高性能，高生産性を実現する大規模メモリ・並

列処理システムソフトウエアの研究 

緑川 博子 

（成蹊大学） 
情 東工大、九大 

Physiologically realistic study of subcellular calcium 
dynamics with nanometer resolution 

中島 研吾 

（東京大学） 
数デ 東大 

*高性能・変動精度・高信頼性数値解析手法とそ

の応用 

中島 研吾 

（東京大学） 
数 

北大、東大、 

東工大、名大、

九大 

*3 次元非圧縮一様乱流の超並列計算に向けて 
岡本 直也 

（愛知工業大学） 
数 名大 

*異なる数値解析手法による未解明な斜面災害の

大規模流動シミュレーション 

森口 周二 

（東北大学） 
数 京大 

*時空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発

と巨大地震シミュレーションへの応用 

安藤 亮輔 

（東京大学） 
数 東大 

*Deep Learning を用いた医用画像診断支援に関

する研究 

佐藤 一誠 

（東京大学） 
デ 東大 

*カイラルフェルミオンを用いた格子 QCD によ

る中間子質量生成機構の研究 

関口 宗男 

（国士舘大学） 
数 阪大 

*アンサンブル計算に基づく汚染物質拡散予測の

開発 
小野寺 直幸 数 東工大 

（日本原子力研究開

発機構） 

*原子炉内熱流動解析コードの GPU 実装および

適合細分化格子法の導入 

小野寺 直幸 

（日本原子力研究開

発機構） 

数 東工大 

*GPU コードならびに多倍長精度アルゴリズム

を用いた有限密度 QCD における相構造の研究 

若山 将征 

（大阪大学） 
数 阪大 

*界面に適合する AMR 法を用いた非圧縮性気液

二相流の完全陽解法計算と GPU 実装 − 液膜・

泡沫への適用 − 

青木 尊之 

（東京工業大学） 
数 九大 

大規模ゲノム情報解析にむけた数値計算技術開

発と実装 

徳永 勝士 

（国立国際医療研究

センター） 

デ 東大 

*リアルスケール社会シミュレーションのための

人口合成とその応用 

村田 忠彦 

（関西大学） 
数デ 北大、阪大 

高精度・高分解能シミュレーションを用いた銀

河の形成・ 進化史の探求 

三木 洋平 

（東京大学） 
数 東大、東工大 

*海上輸送の革新に向けた自動操船用 AI の開発 
橋本 博公 

（神戸大学） 
数 東工大 

*GW space-time コードの大規模な有機-金属界面

への適用に向けた高効率化 

柳澤 将 

（琉球大学） 
数 東北大 

物理的なクォーク質量におけるエネルギー運動

量テンソルの研究 

谷口 裕介 

（筑波大学） 
数 

北大、阪大、 

九大 

*AMR 法を適用した LBM 計算の大規模化に向

けたフレームワークの拡張 

下川辺 隆史 

（東京大学） 
数 東大、東工大 

*Deep neural network optimization based on dual in-
heritance theory and its application 

篠﨑 隆宏 

（東京工業大学） 
デ 東工大、京大 

*高レイノルズ数乱流のデータ科学プラットフォ

ームの 構築 

石原 卓 

（岡山大学） 
数 名大、九大 

機械学習に基づく流体変数の未来予測と数学的

背景 

齊木 吉隆 

（一橋大学） 
数デ 東大、京大 

State following of amorphous soft condensed 
matters : developments of high-performance compu-
tational schemes 

吉野 元 

（大阪大学） 
数 阪大 

*非均質・異方性材料中を伝搬する弾性波動解析

手法の開発と非破壊検査への応用 

斎藤 隆泰 

（群馬大学） 
数 京大 

*大規模並列地震波シミュレーションに基づく南

西諸島における地震発生メカニズムの高精度解

析 

竹中 博士 

（岡山大学） 
数 東工大、名大 

分散型プラズマアクチュエータと物体形状の統

合最適設計による仮想空力形状の実現 

松野 隆 

（鳥取大学） 
数 北大、名大 

矯正歯科治療後の三次元顔形態を予測する人工

知能（AI）システムの開発 

谷川 千尋 

（大阪大学） 
数 阪大 

財務ビッグデータの可視化と統計モデリング 
地道 正行 

（関西学院大学） 
ネ 東大 

高速大容量トラフィックキャプチャ/ジェネレー

タの開発 

中村 遼 

（東京大学） 
ネ 東大 
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研究課題名 
研究課題代表者 

 （所属） 
共同研究拠点 

比較磁気圏数値シミュレーションの研究 
深沢 圭一郎 

（京都大学） 
北大 

オープンソース・ソフトウェアを用いた流れ−構造連成

解析と医・工学応用 

大島 伸行 

（北海道大学） 
北大 

大規模電磁界解析と最適化法によるアンテナ・伝搬の

実用応用に関する研究 

丸山 珠美 

（函館工業高等専門学

校） 

北大 

動的 IoT データ収集基盤構築手法の研究 
竹房 あつ子 

（国立情報学研究所） 
北大 

大規模計算資源を援用した有翼式宇宙往還機の実用的

な空力・飛行・推進統合設計 

金崎 雅博 

（首都大学東京） 
北大 

クラウド環境を用いた大規模ロボティックスワームに

よる群れ行動の進化的創発 

大倉 和博 

（広島大学） 
北大 

超並列スパコンに適した陽電子回析の実験データ解析

ソフトウェア開発 

深谷 猛 

（北海道大学） 
北大 

リカレントニューラルネットワークによる高解像度流

体解析コードの開発 

松岡 浩 

（ＡＩコンピューテ

ィングラボ） 

東北大 

大規模周期構造上に置かれたアンテナの特性解析に関

する基礎検討 

有馬 卓司 

（東京農工大学） 
東北大 

分子動力学計算によるアミロイド凝集様態の理論的解

析 

大滝 大樹 

（長崎大学） 
東大 

Gibbsite における空孔が摩擦特性へ与える影響の解明 
奥田 花也 

（東京大学） 
東大 

First cluster におけるブラックホール連星の形成 
藤井 通子 

（東京大学） 
東大 

次世代気象ライブラリによる、台風内部の雷にエアロ

ゾルが与える影響評価 

佐藤 陽祐 

（北海道大学） 
東大 

高速化データ駆動科学を用いた陽電子回折実験のデー

タ解析 

田中 和幸 

（鳥取大学） 
東大 

医療応用を見据えた電磁界-熱伝導連成解析システムの

包括的な高速化・高度化 

杉本 振一郎 

（八戸工業大学） 
東大 

ミニマルスパン・チャネル乱流の直接数値計算による

乱流伝熱解析 

関本 敦 

（大阪大学） 
東大 

階層型直交格子法を用いた航空機高揚力装置の近傍場

音響予測 

菅谷 圭祐 

（東京大学） 
東大 

様々な初期質量の大質量星から前兆ニュートリノに関

する系統的な研究 

加藤 ちなみ 

（東北大学） 
東大 

フルートの吹込み角度による音色変化のメカニズム解

明 

小野木 君枝 

（豊橋技術科学大学） 
東大 

マルチスケール分子シミュレーションによる受容体チ

ロシンキナーゼの構造モデリング 

森 義治 

（北里大学） 
東大 

大質量星団形成過程の解明 
藤井 通子 

（東京大学） 
東大 

GPU を用いたアルカリ水電解の大規模二相流電気化学

練成シミュレーション 

兒玉 学 

（東京工業大学） 
東工大 

PaCS-MD で実現する環状ペプチドの膜透過シミュレー

ション 

原田 隆平 

（筑波大学） 
東工大 

全原子分子動力学シミュレーションを用いた長鎖高分

子溶融体の相溶性計算法の開発 

山田 一雄 

（大阪大学） 
東工大 

触媒表面における分子の付着・離脱メカニズム解明の

ための分子動力学シミュレーション 

馬 驍 

（海上技術安全研究

所） 

東工大 

空気レーザーシミュレーターの計算コード開発 
Zhang Youyuan 
（東京大学） 

東工大 

複雑流動場における物質移行過程の解明を目指した大

規模数値計算：実験計測データとの比較による数値モ

デルの構築  

Ali Mehrz 
（名古屋大学） 

名大 

特定マルウェアのみの検知逃れを実現する敵対的学習

とその対抗手法 

嶋田 創 

（名古屋大学） 
名大 

液体撹拌操作における翼端渦と多相分散の関係性の解

明 

山本 卓也 

（東北大学） 
京大 

界面の摩擦接触を考慮した損傷モデルによる鉄筋コン

クリートの 3 次元破壊シミュレーション 

相馬 悠人 

（茨城大学） 
京大 

高効率有機系太陽電池の実現に向けた光機能性分子の

構造と電子物性の相関解明 

東野 智洋 

（京都大学） 
京大 

時系列リモートセンシングデータによる全球陸域統合

環境モニタリング 

堤田 成政 

（京都大学） 
京大 

界面分光の分子動力学シミュレーション 
城塚 達也 

（茨城大学） 
京大 

N 結合型糖鎖修飾によるタンパク質の機能制御の関連

性 

リントゥルオト 正美 

（京都府立大学） 
京大 

Numerical simulation of deepwater oil blowout: crossflow 
and droplet size distribution 

Daniel Cardoso Cordeiro 
（大阪大学） 

京大 

流体の一変数時系列データに対する機械学習によるモ

デルの構成 

中井 拳吾 

（東京大学） 
京大 

数値シミュレーションを用いたウマの個体間に働く力

の推定 

井上 漱太 

（京都大学） 
京大 

リモートセンシングなどの大規模環境データ解析によ

る環境社会問題への応用、社会実装実験 

佐藤 建 

（一関工業高等専門学

校） 

京大 

Effective Load Balancing for Distributed Large-Scale 
Volume Rendering Using a Two-layered Group Structure 

Marcus Carl Wallden 
（大阪大学） 

阪大 

高イオン電導性を示すイオン性融体の材料探索と物性

予測 

石井 良樹 

（大阪大学） 
阪大 

減衰全反射遠紫外 (ATR-FUV) 分光法と量子化学計算

を用いた電極界面イオン液体の電子状態解析 

今井 雅也 

（大阪大学） 
阪大 

分子動力学シミュレーションによる水の誘電緩和スペ

クトルの起源探索 

岩下 拓哉 

（大分大学） 
阪大 

密度成層・地球自転存在における海洋表層乱流混合パ

ラメタリゼーションスキームの開発 

牛島 悠介 

（京都大学） 
阪大 

ハイブリッド汎関数を用いた水界面物性の第一原理分

子動力学シミュレーション 

大戸 達彦 

（大阪大学） 
阪大 

マルチスケール MD と剛体ドッキングによる、PPI 反応

過程の新しい計算手法の研究 

下山 紘充 

（北里大学） 
阪大 

多次元仮想座標とカップルした分子動力学法を用いた

mSin3 複合体の立体構造探索 

速水 智教 

（大阪大学） 
阪大 

出生コーホートを用いた日本全国の位置情報と所得属

性付き仮想個票の合成 

原田 拓弥 

（青山学院大学） 
阪大 
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 （所属） 
共同研究拠点 

比較磁気圏数値シミュレーションの研究 
深沢 圭一郎 

（京都大学） 
北大 

オープンソース・ソフトウェアを用いた流れ−構造連成

解析と医・工学応用 

大島 伸行 

（北海道大学） 
北大 

大規模電磁界解析と最適化法によるアンテナ・伝搬の

実用応用に関する研究 

丸山 珠美 

（函館工業高等専門学

校） 

北大 

動的 IoT データ収集基盤構築手法の研究 
竹房 あつ子 

（国立情報学研究所） 
北大 

大規模計算資源を援用した有翼式宇宙往還機の実用的

な空力・飛行・推進統合設計 

金崎 雅博 

（首都大学東京） 
北大 

クラウド環境を用いた大規模ロボティックスワームに

よる群れ行動の進化的創発 

大倉 和博 

（広島大学） 
北大 

超並列スパコンに適した陽電子回析の実験データ解析

ソフトウェア開発 

深谷 猛 

（北海道大学） 
北大 

リカレントニューラルネットワークによる高解像度流

体解析コードの開発 

松岡 浩 

（ＡＩコンピューテ

ィングラボ） 

東北大 

大規模周期構造上に置かれたアンテナの特性解析に関

する基礎検討 

有馬 卓司 

（東京農工大学） 
東北大 

分子動力学計算によるアミロイド凝集様態の理論的解

析 

大滝 大樹 

（長崎大学） 
東大 

Gibbsite における空孔が摩擦特性へ与える影響の解明 
奥田 花也 

（東京大学） 
東大 

First cluster におけるブラックホール連星の形成 
藤井 通子 

（東京大学） 
東大 

次世代気象ライブラリによる、台風内部の雷にエアロ

ゾルが与える影響評価 

佐藤 陽祐 

（北海道大学） 
東大 

高速化データ駆動科学を用いた陽電子回折実験のデー

タ解析 

田中 和幸 

（鳥取大学） 
東大 

医療応用を見据えた電磁界-熱伝導連成解析システムの

包括的な高速化・高度化 

杉本 振一郎 

（八戸工業大学） 
東大 

ミニマルスパン・チャネル乱流の直接数値計算による

乱流伝熱解析 

関本 敦 

（大阪大学） 
東大 

階層型直交格子法を用いた航空機高揚力装置の近傍場

音響予測 

菅谷 圭祐 

（東京大学） 
東大 

様々な初期質量の大質量星から前兆ニュートリノに関

する系統的な研究 

加藤 ちなみ 

（東北大学） 
東大 

フルートの吹込み角度による音色変化のメカニズム解

明 

小野木 君枝 

（豊橋技術科学大学） 
東大 

マルチスケール分子シミュレーションによる受容体チ

ロシンキナーゼの構造モデリング 

森 義治 

（北里大学） 
東大 

大質量星団形成過程の解明 
藤井 通子 

（東京大学） 
東大 

GPU を用いたアルカリ水電解の大規模二相流電気化学

練成シミュレーション 

兒玉 学 

（東京工業大学） 
東工大 

PaCS-MD で実現する環状ペプチドの膜透過シミュレー

ション 

原田 隆平 

（筑波大学） 
東工大 

全原子分子動力学シミュレーションを用いた長鎖高分

子溶融体の相溶性計算法の開発 

山田 一雄 

（大阪大学） 
東工大 

触媒表面における分子の付着・離脱メカニズム解明の

ための分子動力学シミュレーション 

馬 驍 

（海上技術安全研究

所） 

東工大 

空気レーザーシミュレーターの計算コード開発 
Zhang Youyuan 
（東京大学） 

東工大 

複雑流動場における物質移行過程の解明を目指した大

規模数値計算：実験計測データとの比較による数値モ

デルの構築  

Ali Mehrz 
（名古屋大学） 

名大 

特定マルウェアのみの検知逃れを実現する敵対的学習

とその対抗手法 

嶋田 創 

（名古屋大学） 
名大 

液体撹拌操作における翼端渦と多相分散の関係性の解

明 

山本 卓也 

（東北大学） 
京大 

界面の摩擦接触を考慮した損傷モデルによる鉄筋コン

クリートの 3 次元破壊シミュレーション 

相馬 悠人 

（茨城大学） 
京大 

高効率有機系太陽電池の実現に向けた光機能性分子の

構造と電子物性の相関解明 

東野 智洋 

（京都大学） 
京大 

時系列リモートセンシングデータによる全球陸域統合

環境モニタリング 

堤田 成政 

（京都大学） 
京大 

界面分光の分子動力学シミュレーション 
城塚 達也 

（茨城大学） 
京大 

N 結合型糖鎖修飾によるタンパク質の機能制御の関連

性 

リントゥルオト 正美 

（京都府立大学） 
京大 

Numerical simulation of deepwater oil blowout: crossflow 
and droplet size distribution 

Daniel Cardoso Cordeiro 
（大阪大学） 

京大 

流体の一変数時系列データに対する機械学習によるモ

デルの構成 

中井 拳吾 

（東京大学） 
京大 

数値シミュレーションを用いたウマの個体間に働く力

の推定 

井上 漱太 

（京都大学） 
京大 

リモートセンシングなどの大規模環境データ解析によ

る環境社会問題への応用、社会実装実験 

佐藤 建 

（一関工業高等専門学

校） 

京大 

Effective Load Balancing for Distributed Large-Scale 
Volume Rendering Using a Two-layered Group Structure 

Marcus Carl Wallden 
（大阪大学） 

阪大 

高イオン電導性を示すイオン性融体の材料探索と物性

予測 

石井 良樹 

（大阪大学） 
阪大 

減衰全反射遠紫外 (ATR-FUV) 分光法と量子化学計算

を用いた電極界面イオン液体の電子状態解析 

今井 雅也 

（大阪大学） 
阪大 

分子動力学シミュレーションによる水の誘電緩和スペ

クトルの起源探索 

岩下 拓哉 

（大分大学） 
阪大 

密度成層・地球自転存在における海洋表層乱流混合パ

ラメタリゼーションスキームの開発 

牛島 悠介 

（京都大学） 
阪大 

ハイブリッド汎関数を用いた水界面物性の第一原理分

子動力学シミュレーション 

大戸 達彦 

（大阪大学） 
阪大 

マルチスケール MD と剛体ドッキングによる、PPI 反応

過程の新しい計算手法の研究 

下山 紘充 

（北里大学） 
阪大 

多次元仮想座標とカップルした分子動力学法を用いた

mSin3 複合体の立体構造探索 

速水 智教 

（大阪大学） 
阪大 

出生コーホートを用いた日本全国の位置情報と所得属

性付き仮想個票の合成 

原田 拓弥 

（青山学院大学） 
阪大 
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分散協調型エネルギー管理システムのためのエネルギ

ー需要モデルの開発 

山口 容平 

（大阪大学） 
阪大 

Rotating detonation engine with water cooling system Edyta Dzieminska 
（上智大学） 

阪大 

超並列有限要素解析によるアルミニウム鋳造合金の疲

労き裂発生過程の解明 

桑水流 理 

（福井大学） 
九大 
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研究 
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共同研究拠点 

Hierarchical low-rank approximation methods on 
distributed memory and GPUs 

横田 理央 

（東京工業大学） 
数 

北大、東大、 

東工大、名大、 

京大 

High resolution simulation of cardiac 
electrophysiology on realistic whole-heart geometries 

中島 研吾 

（東京大学） 
数デ 東大 

Development of Fast Surrogate for Approximating 
Large-scale 3D Blood Flow Simulation 

下川辺 隆史 

（東京大学） 
数デ 東大 

Scalable Multigrid Poisson solver for AMR-based 
CFD applications in Nuclear Engineering 

小野寺 直幸 

（日本原子力研究

開発機構） 

数 
東大、東工大、

名大 

Preparing for Exa-systems: Performance portable 
implementation and scalable data analysis 

朝比 祐一 

（日本原子力研究

開発機構） 

数デ 東工大、名大 

 
 
 
一般共同研究課題 

研究課題名 
研究課題代表者 

(所属) 

研究 

分野 
共同研究拠点 

管楽器の大規模流体音響解析 
髙橋 公也 

（九州工業大学） 
数デ 名大、九大 

電磁流体力学乱流の高精度・高並列 LES シミュ

レーションコード開発研究 

三浦 英昭 

（核融合科学研究

所） 

数 東大 

核融合プラズマ研究のための超並列粒子シミュ

レーションコード開発とその可視化 

大谷 寛明 

（核融合科学研究

所） 

数 名大、京大 

分子性結晶における水素ダイナミクスと同位体

効果の起源解明 

立川 仁典 

（横浜市立大学） 
数 九大 

大規模並列計算による格子の最短ベクトル探索

の効率化に関する研究 

柏原 賢二 

（東京大学） 
数 東大 

多粒子分散系の乱流輸送に関する大規模シミュ

レーション 

渡邊 威 

（名古屋工業大

学） 

数 名大 

熱中症リスク評価シミュレータの開発と応用 

平田 晃正 

（名古屋工業大

学） 

数 東北大 

Developing Accuracy Assured High Performance 
Numerical Libraries for Eigenproblems 

片桐 孝洋 

（名古屋大学） 
数 東大、名大 

回転円板上に形成される 3 次元境界層の特徴的

な縦渦が乱流遷移に及ぼす影響 

李 根燮 

（岐阜大学） 
数 東北大 

有限温度量子色力学のダイナミクス 
鈴木 博 

（九州大学） 
数 阪大、九大 

異常粒成長の大規模フェーズフィールドシミュ

レーション 

高木 知弘 

（京都工芸繊維大

学） 

数 東工大 

GPU コードならびに多倍長精度アルゴリズムを

用いた高密度 QCD 物資の研究 

若山 将征 

（国士舘大学） 
数 阪大 

大規模シミュレーションより構築した代理モデ

ルによる確率論的災害リスク評価 

森口 周二 

（東北大学） 
数 京大 

データサイエンスに基づく高分子材料の構造物

性相関 

天本 義史 

（九州大学） 
数 東大、九大 

界面に適合する AMR 法を用いた非圧縮性気液

二相流の完全陽解法計算と GPU 実装 － MPF
法による泡沫の計算 － 

青木 尊之 

（東京工業大学） 
数 九大 

マルチスケール宇宙プラズマ連成シミュレーシ

ョンの研究 

三宅 洋平 

（神戸大学） 
数 

北大、京大、 

九大 

機械学習に基づくマクロ経済変動の数理モデリ

ング 

齊木 吉隆 

（一橋大学） 
数デ 

東大、京大、 

阪大 

高レイノルズ数乱流のデータ科学プラットフォ

ームの構築 

石原 卓 

（岡山大学） 
数 名大、九大 

社会の分析とシミュレーションのための合成人

口データ提供システム 

村田 忠彦 

（関西大学） 
数デ 

北大、東大、 

阪大 

広域分散プラットフォーム Distcloud を用いたレ

ジリエンスの定量的評価 

柏崎 礼生 

（国立情報学研究

所） 

情 
東工大、京大、 

阪大 

超巨大ニューラルネットワークのための分散深

層学習フレームワークの開発とスケーラビリテ

ィの評価 

田仲 正弘 

（情報通信研究機

構） 

情 東大 

回転デトネーションエンジンのインジェクタに

関する数値解析 

松尾 亜紀子 

（慶應義塾大学） 
数 東北大 

時空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発

と巨大地震シミュレーションへの応用 

安藤 亮輔 

（東京大学） 
数 東大 

カイラルフェルミオンを用いた格子 QCD によ

る中間子質量生成機構の研究 

関口 宗男 

（国士舘大学） 
数 阪大 

高密度領域まで適用可能なモンテカルロ法の開

発と有限密度２カラーQCD の相図の決定 

飯田 圭 

（高知大学） 
数 京大、阪大 

自発磁化軸に垂直な磁場下における 自発磁化

スピン三重項超伝導と電流 

兼安 洋乃 

（兵庫県立大学） 
数 阪大 

粒子法の基盤理論整備とマルチフィジックスシ

ミュレータへの展開 

荻野 正雄 

（大同大学） 
数 名大、九大 

大動脈解離リスク評価のための流体-構造連成

解析手法の開発 

武田 量 

（北海道大学） 
数 北大 

高性能・変動精度・高信頼性数値解析手法とそ

の応用 

中島 研吾 

（東京大学） 
数 東大 
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分散協調型エネルギー管理システムのためのエネルギ

ー需要モデルの開発 

山口 容平 

（大阪大学） 
阪大 

Rotating detonation engine with water cooling system Edyta Dzieminska 
（上智大学） 

阪大 

超並列有限要素解析によるアルミニウム鋳造合金の疲

労き裂発生過程の解明 

桑水流 理 

（福井大学） 
九大 
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Hierarchical low-rank approximation methods on 
distributed memory and GPUs 

横田 理央 

（東京工業大学） 
数 

北大、東大、 

東工大、名大、 

京大 

High resolution simulation of cardiac 
electrophysiology on realistic whole-heart geometries 

中島 研吾 

（東京大学） 
数デ 東大 

Development of Fast Surrogate for Approximating 
Large-scale 3D Blood Flow Simulation 

下川辺 隆史 

（東京大学） 
数デ 東大 

Scalable Multigrid Poisson solver for AMR-based 
CFD applications in Nuclear Engineering 

小野寺 直幸 

（日本原子力研究

開発機構） 

数 
東大、東工大、

名大 

Preparing for Exa-systems: Performance portable 
implementation and scalable data analysis 

朝比 祐一 

（日本原子力研究

開発機構） 

数デ 東工大、名大 

 
 
 
一般共同研究課題 

研究課題名 
研究課題代表者 

(所属) 

研究 

分野 
共同研究拠点 

管楽器の大規模流体音響解析 
髙橋 公也 

（九州工業大学） 
数デ 名大、九大 

電磁流体力学乱流の高精度・高並列 LES シミュ

レーションコード開発研究 

三浦 英昭 

（核融合科学研究

所） 

数 東大 

核融合プラズマ研究のための超並列粒子シミュ

レーションコード開発とその可視化 

大谷 寛明 

（核融合科学研究

所） 

数 名大、京大 

分子性結晶における水素ダイナミクスと同位体

効果の起源解明 

立川 仁典 

（横浜市立大学） 
数 九大 

大規模並列計算による格子の最短ベクトル探索

の効率化に関する研究 

柏原 賢二 

（東京大学） 
数 東大 

多粒子分散系の乱流輸送に関する大規模シミュ

レーション 

渡邊 威 

（名古屋工業大

学） 

数 名大 

熱中症リスク評価シミュレータの開発と応用 

平田 晃正 

（名古屋工業大

学） 

数 東北大 

Developing Accuracy Assured High Performance 
Numerical Libraries for Eigenproblems 

片桐 孝洋 

（名古屋大学） 
数 東大、名大 

回転円板上に形成される 3 次元境界層の特徴的

な縦渦が乱流遷移に及ぼす影響 

李 根燮 

（岐阜大学） 
数 東北大 

有限温度量子色力学のダイナミクス 
鈴木 博 

（九州大学） 
数 阪大、九大 

異常粒成長の大規模フェーズフィールドシミュ

レーション 

高木 知弘 

（京都工芸繊維大

学） 

数 東工大 

GPU コードならびに多倍長精度アルゴリズムを

用いた高密度 QCD 物資の研究 

若山 将征 

（国士舘大学） 
数 阪大 

大規模シミュレーションより構築した代理モデ

ルによる確率論的災害リスク評価 

森口 周二 

（東北大学） 
数 京大 

データサイエンスに基づく高分子材料の構造物

性相関 

天本 義史 

（九州大学） 
数 東大、九大 

界面に適合する AMR 法を用いた非圧縮性気液

二相流の完全陽解法計算と GPU 実装 － MPF
法による泡沫の計算 － 

青木 尊之 

（東京工業大学） 
数 九大 

マルチスケール宇宙プラズマ連成シミュレーシ

ョンの研究 

三宅 洋平 

（神戸大学） 
数 

北大、京大、 

九大 

機械学習に基づくマクロ経済変動の数理モデリ

ング 

齊木 吉隆 

（一橋大学） 
数デ 

東大、京大、 

阪大 

高レイノルズ数乱流のデータ科学プラットフォ

ームの構築 

石原 卓 

（岡山大学） 
数 名大、九大 

社会の分析とシミュレーションのための合成人

口データ提供システム 

村田 忠彦 

（関西大学） 
数デ 

北大、東大、 

阪大 

広域分散プラットフォーム Distcloud を用いたレ

ジリエンスの定量的評価 

柏崎 礼生 

（国立情報学研究

所） 

情 
東工大、京大、 

阪大 

超巨大ニューラルネットワークのための分散深

層学習フレームワークの開発とスケーラビリテ

ィの評価 

田仲 正弘 

（情報通信研究機

構） 

情 東大 

回転デトネーションエンジンのインジェクタに

関する数値解析 

松尾 亜紀子 

（慶應義塾大学） 
数 東北大 

時空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発

と巨大地震シミュレーションへの応用 

安藤 亮輔 

（東京大学） 
数 東大 

カイラルフェルミオンを用いた格子 QCD によ

る中間子質量生成機構の研究 

関口 宗男 

（国士舘大学） 
数 阪大 

高密度領域まで適用可能なモンテカルロ法の開

発と有限密度２カラーQCD の相図の決定 

飯田 圭 

（高知大学） 
数 京大、阪大 

自発磁化軸に垂直な磁場下における 自発磁化

スピン三重項超伝導と電流 

兼安 洋乃 

（兵庫県立大学） 
数 阪大 

粒子法の基盤理論整備とマルチフィジックスシ

ミュレータへの展開 

荻野 正雄 

（大同大学） 
数 名大、九大 

大動脈解離リスク評価のための流体-構造連成

解析手法の開発 

武田 量 

（北海道大学） 
数 北大 

高性能・変動精度・高信頼性数値解析手法とそ

の応用 

中島 研吾 

（東京大学） 
数 東大 
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HPC と高速通信技術の融合による大規模データ

の拠点間転送技術開発と実データを用いたシス

テム実証試験 

村田 健史 

（情報通信研究機

構） 

デネ

情 

東北大、東大、

名大、京大、 

九大 

二相流により熱交換される複雑構造体の熱流動

解析ツールの開発ならびにその現象解明 

金田 昌之 

（大阪府立大学） 
数 東工大 

飛行条件に高忠実な航空機エンジン性能評価‐

駆動エンジンと機体の統合流体計算の実現 

石川 晴基 

（電気通信大学） 
数 北大、阪大 

Innovative Multigrid Methods II 藤井 昭宏 

（工学院大学） 
数 

北大、東大、 

名大 

Deep Learning を用いた医用画像診断支援に関す

る研究 

佐藤 一誠 

（東京大学） 
デ 東大 

エクサスケール時代の数値計算手法に対する性

能予測技術 

深谷 猛 

（北海道大学） 
数 北大、東大 

分散機械学習技術を用いた大規模医用画像処理

の実現に向けた研究 

大島 聡史 

（名古屋大学） 
デ 東大、名大 

ハイブリッドクラウド構築とゲノム情報解析の

効率的な運用に関した研究 

長﨑 正朗 

（京都大学） 
ネ 

東大、京大、 

九大 

複雑流動場におけるスカラー輸送過程の解明を

目指した大規模数値計算：実験計測データとの

比較による数値モデルの構築 

恒吉 達矢 

（名古屋大学） 
数 名大 

格子量子色力学に基づく初期宇宙の諸性質の精

密数値解析 

北澤 正清 

（大阪大学） 
数 阪大 

汚染物質拡散解析コードにおけるアンサンブル

計算およびデータ同化手法の高度化 

長谷川 雄太 

（日本原子力研究

開発機構） 

数 東工大 

非均質・異方性材料中を伝搬する弾性波動解析

手法の開発と非破壊検査への応用 

斎藤 隆泰 

（群馬大学） 
数 京大 

大規模地震波シミュレーションを用いた 2011 年

東北地方太平洋沖地震の震源域構造モデルの波

形トモグラフィー 

岡元 太郎 

（東京工業大学） 
数 東工大、名大 

国民生活シミュレーションに基づく住宅・業務

施設のエネルギー需要予測 

山口 容平 

（大阪大学） 
数 阪大 

GW space-time コードの大規模な有機-金属界面

への適用に向けた高効率化 

柳澤 将 

（琉球大学） 
数 東北大 

ゲリラ豪雨予測のリアルタイム実証実験 
三好 建正 

（理化学研究所） 
数 東大 

機械学習を用いた風環境予測精度の向上と防災

技術への応用 

高木 洋平 

（横浜国立大学） 
数 東大、名大 

財務ビッグデータの可視化と統計モデリング 
地道 正行 

（関西学院大学） 
ネ 東大 

 
 
萌芽型共同研究課題 

研究課題名 
研究課題代表者 

 （所属） 
共同研究拠点 

5G・IoT 応用と地域課題解決のためのアンテナおよび伝

搬の大規模電磁界解析 

丸山 珠美 

（函館工業高等専門

学校） 

北大 

IoT データ収集・活用基盤における監視手法の研究 竹房 あつ子 北大 

（国立情報学研究

所） 

数値流体力学による前進翼をもつ航空機主翼の低速高迎

角流れに関する知見獲得 

金崎 雅博 

（東京都立大学） 
北大 

大規模ロボティックスワームによる群れ行動の進化的創

発 

大倉 和博 

（広島大学） 
北大 

流体制御デバイスと物体形状の統合最適設計における効

率的解探索手法の検討 

松野 隆 

（鳥取大学） 
北大 

MPI によるプリント基板の電磁界解析法の高速化 

春日 貴志 

（長野工業高等専門

学校） 

東北大 

リカレントニューラルネットワークによる高解像度流体

解析コードの開発 

松岡 浩 

（ＡＩコンピューテ

ィングラボ） 

東北大 

直交格子法による移動境界問題の解法に関する研究 
佐々木 大輔  

（金沢工業大学） 
東北大 

大規模電磁界解析を可能とする複数領域 FDTD 法の開発

に関する研究 

有馬 卓司 

（東京農工大学） 
東北大 

ペアリング暗号に適した楕円曲線の探索 

照屋 唯紀 

（産業技術総合研究

所） 

東大 

クライオ電子トモグラフィーによる in situ 構造生物学 
小田 賢幸 

（山梨大学） 
東大 

第一原理計算と機械学習を用いた新物質の合成条件予測 
倉田 伊織 

（東京大学） 
東大 

磁気単極子秩序形成の有限温度解析 
奥村 駿 

（東京大学） 
東大 

実機単段遠心ブロワで生じるサージ点近傍非定常失速現

象の大規模圧縮性 LES 解析 

塚本 和寛 

（日立製作所） 
東大 

全ゲノム配列情報と画像クラスタリング技術の融合によ

る希少難治性疾患の層別・分類手法の開発 

川口 修治 

（京都大学） 
東大 

汎関数繰り込み群による量子スピン液体候補物質の物性

解明 

福井 毅勇 

（東京大学） 
東大 

微視的界面構造に基づくナノコンポジットの機械的特性

の発現メカニズム 

屋山 巴 

（工学院大学） 
東大 

大質量星団形成シミュレーション 
藤井 通子 

（東京大学） 
東大 

機械学習による時系列データの学習過程の解明 
中井 拳吾 

（東京大学） 
東大 

渦電流-熱伝導連成解析システムの構築と包括的な高速

化・高度化 

杉本 振一郎 

（八戸工業大学） 
東大 

PaCS-MD に基づく効率的リガンド結合経路探索法の開発 
原田 隆平 

（筑波大学） 
東大 

降着円盤における微小スケール乱流の特性解明 
川面 洋平 

（東北大学） 
東大 

八文字 DNA を新し機能性生体材料の分子力学シミュレ

ション研究 

Tran Phuoc Duy 
（東京工業大学） 

東工大 

Transfer Learning for End-to-End Multi-Instrument MIDI-to-
Music Synthesis 

Erica Cooper 
（国立情報学研究

所） 
東工大 
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HPC と高速通信技術の融合による大規模データ

の拠点間転送技術開発と実データを用いたシス

テム実証試験 

村田 健史 

（情報通信研究機

構） 

デネ

情 

東北大、東大、

名大、京大、 

九大 

二相流により熱交換される複雑構造体の熱流動

解析ツールの開発ならびにその現象解明 

金田 昌之 

（大阪府立大学） 
数 東工大 

飛行条件に高忠実な航空機エンジン性能評価‐

駆動エンジンと機体の統合流体計算の実現 

石川 晴基 

（電気通信大学） 
数 北大、阪大 

Innovative Multigrid Methods II 藤井 昭宏 

（工学院大学） 
数 

北大、東大、 

名大 

Deep Learning を用いた医用画像診断支援に関す

る研究 

佐藤 一誠 

（東京大学） 
デ 東大 

エクサスケール時代の数値計算手法に対する性

能予測技術 

深谷 猛 

（北海道大学） 
数 北大、東大 

分散機械学習技術を用いた大規模医用画像処理

の実現に向けた研究 

大島 聡史 

（名古屋大学） 
デ 東大、名大 

ハイブリッドクラウド構築とゲノム情報解析の

効率的な運用に関した研究 

長﨑 正朗 

（京都大学） 
ネ 

東大、京大、 

九大 

複雑流動場におけるスカラー輸送過程の解明を

目指した大規模数値計算：実験計測データとの

比較による数値モデルの構築 

恒吉 達矢 

（名古屋大学） 
数 名大 

格子量子色力学に基づく初期宇宙の諸性質の精

密数値解析 

北澤 正清 

（大阪大学） 
数 阪大 

汚染物質拡散解析コードにおけるアンサンブル

計算およびデータ同化手法の高度化 

長谷川 雄太 

（日本原子力研究

開発機構） 

数 東工大 

非均質・異方性材料中を伝搬する弾性波動解析

手法の開発と非破壊検査への応用 

斎藤 隆泰 

（群馬大学） 
数 京大 

大規模地震波シミュレーションを用いた 2011 年

東北地方太平洋沖地震の震源域構造モデルの波

形トモグラフィー 

岡元 太郎 

（東京工業大学） 
数 東工大、名大 

国民生活シミュレーションに基づく住宅・業務

施設のエネルギー需要予測 

山口 容平 

（大阪大学） 
数 阪大 

GW space-time コードの大規模な有機-金属界面

への適用に向けた高効率化 

柳澤 将 

（琉球大学） 
数 東北大 

ゲリラ豪雨予測のリアルタイム実証実験 
三好 建正 

（理化学研究所） 
数 東大 

機械学習を用いた風環境予測精度の向上と防災

技術への応用 

高木 洋平 

（横浜国立大学） 
数 東大、名大 

財務ビッグデータの可視化と統計モデリング 
地道 正行 

（関西学院大学） 
ネ 東大 

 
 
萌芽型共同研究課題 

研究課題名 
研究課題代表者 

 （所属） 
共同研究拠点 

5G・IoT 応用と地域課題解決のためのアンテナおよび伝

搬の大規模電磁界解析 

丸山 珠美 

（函館工業高等専門

学校） 

北大 

IoT データ収集・活用基盤における監視手法の研究 竹房 あつ子 北大 

（国立情報学研究

所） 

数値流体力学による前進翼をもつ航空機主翼の低速高迎

角流れに関する知見獲得 

金崎 雅博 

（東京都立大学） 
北大 

大規模ロボティックスワームによる群れ行動の進化的創

発 

大倉 和博 

（広島大学） 
北大 

流体制御デバイスと物体形状の統合最適設計における効

率的解探索手法の検討 

松野 隆 

（鳥取大学） 
北大 

MPI によるプリント基板の電磁界解析法の高速化 

春日 貴志 

（長野工業高等専門

学校） 

東北大 

リカレントニューラルネットワークによる高解像度流体

解析コードの開発 

松岡 浩 

（ＡＩコンピューテ

ィングラボ） 

東北大 

直交格子法による移動境界問題の解法に関する研究 
佐々木 大輔  

（金沢工業大学） 
東北大 

大規模電磁界解析を可能とする複数領域 FDTD 法の開発

に関する研究 

有馬 卓司 

（東京農工大学） 
東北大 

ペアリング暗号に適した楕円曲線の探索 

照屋 唯紀 

（産業技術総合研究

所） 

東大 

クライオ電子トモグラフィーによる in situ 構造生物学 
小田 賢幸 

（山梨大学） 
東大 

第一原理計算と機械学習を用いた新物質の合成条件予測 
倉田 伊織 

（東京大学） 
東大 

磁気単極子秩序形成の有限温度解析 
奥村 駿 

（東京大学） 
東大 

実機単段遠心ブロワで生じるサージ点近傍非定常失速現

象の大規模圧縮性 LES 解析 

塚本 和寛 

（日立製作所） 
東大 

全ゲノム配列情報と画像クラスタリング技術の融合によ

る希少難治性疾患の層別・分類手法の開発 

川口 修治 

（京都大学） 
東大 

汎関数繰り込み群による量子スピン液体候補物質の物性

解明 

福井 毅勇 

（東京大学） 
東大 

微視的界面構造に基づくナノコンポジットの機械的特性

の発現メカニズム 

屋山 巴 

（工学院大学） 
東大 

大質量星団形成シミュレーション 
藤井 通子 

（東京大学） 
東大 

機械学習による時系列データの学習過程の解明 
中井 拳吾 

（東京大学） 
東大 

渦電流-熱伝導連成解析システムの構築と包括的な高速

化・高度化 

杉本 振一郎 

（八戸工業大学） 
東大 

PaCS-MD に基づく効率的リガンド結合経路探索法の開発 
原田 隆平 

（筑波大学） 
東大 

降着円盤における微小スケール乱流の特性解明 
川面 洋平 

（東北大学） 
東大 

八文字 DNA を新し機能性生体材料の分子力学シミュレ

ション研究 

Tran Phuoc Duy 
（東京工業大学） 

東工大 

Transfer Learning for End-to-End Multi-Instrument MIDI-to-
Music Synthesis 

Erica Cooper 
（国立情報学研究

所） 
東工大 
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量埋め込みベクトルの探求 

Yi Zhao 
（国立情報学研究

所） 
東工大 

舶用酸化触媒表面における化学反応の温度影響解明のた

めの量子化学シミュレーション 

馬 驍 

（海上技術安全研究

所） 

東工大 

多クライアントによる多種モデル描画のためのスケーラ

ブルな並列レンダリング 

奥村 直仁 

（東京工業大学） 
東工大 

気液界面と固体球の干渉に伴う界面変形プロセスの高解

像度大規模シミュレーション 

高牟礼 光太郎 

（名古屋大学） 
名大 

高解像度数値計算で探る太陽差動回転の謎 
堀田 英之 

（千葉大学） 
名大 

輻射磁気流体モデルを用いた太陽黒点周囲におけるプラ

ズマ急加速現象の研究 

飯島 陽久 

（名古屋大学） 
名大 

摩擦抵抗および熱輸送による乱流・粒子間相互作用につ

いてのシミュレーション研究 

齋藤 泉 

（名古屋工業大学） 
名大 

3 次元シミュレーションによるスポラディック E 層の

日・季節変動の物理機構の解明 

安藤 慧 

（京都大学） 
名大 

雲解像モデルを用いたモンスーン低気圧の発達過程の研

究 

平田 英隆 

（立正大学） 
名大 

地球バウショックにおける電子加速：計算機実験と

MMS 衛星観測による研究 

大塚 史子 

（九州大学） 
名大 

磁気対流の影響を考慮した太陽面爆発現象の磁気流体シ

ミュレーション 

金子 岳史 

（宇宙地球環境研究

所） 

名大 

機械攪拌中浮遊油膜巻き込みメカニズムの解明 
山本 卓也 

（東北大学） 
京大 

高効率有機系太陽電池の実現に向けた光機能性分子の構

造と電子物性の相関解明 

東野 智洋 

（京都大学） 
京大 

時系列リモートセンシングデータによる全球陸域統合環

境モニタリング 

堤田 成政 

（京都大学） 
京大 

界面分光の分子動力学シミュレーション 
城塚 達也 

（茨城大学） 
京大 

第一原理計算による BaSi2 太陽電池の接合パートナー探

索 

原 康祐 

（山梨大学） 
京大 

遷移金属による協奏的結合組み換えを利用した効率的分

子変換 

岩本 紘明 

（大阪大学） 
京大 

ミウラ折り型ジグザグリブレットの実用のための研究 
岡林 希依 

（大阪大学） 
阪大 

タンパク質−リガンド結合自由エネルギーにおける共溶

媒濃度依存性の解明 

肥喜里 志門 

（大阪大学） 
阪大 

ハイブリッド汎関数を用いた固液界面の第一原理分子動

力学シミュレーション 

大戸 達彦 

（大阪大学） 
阪大 

自己組織化イオン結晶におけるナノ相分離様態と分子輸

送特性のインタープレイ 

石井 良樹 

（兵庫県立大学） 
阪大 

格子 QCD を用いた hidden-charm pentaquark の解析 
杉浦 拓也 

（理化学研究所） 
阪大 

分子設計に向けた微孔性高分子膜によるガス分離能の分

子動力学シミュレーションによる解析方法の開発 

小嶋 秀和 

（大阪大学） 
阪大 

 
 

 
 

2.3. 拠点シンポジウム 

シンポジウムで発表された国際・企業・一般・萌芽課題の研究紹介ポスターおよび前年度採択萌

芽型課題の成果報告ポスターは拠点Webページにて公開している。なお、開催後には、文教速報、

文教ニュース、学内広報、センター広報誌に開催報告の記事を掲載している。2020 年度は新型コロ

ナウイルス感染症の影響でオンラインでの実施とし、成果報告の口頭発表は一部課題のみとした。

口頭発表、ポスター発表はそれぞれ Zoom および Slack を用いて実施した。 
 

2019 年度シンポジウムの実施内容は下記の通り。 
・2018 年度採択国際・企業・一般課題の最終報告（口頭発表 52 件） 
・2019 年度採択国際・企業・一般課題の研究紹介（ポスター発表 58 件） 
・2018 年度採択萌芽型課題（一部）の成果報告（ポスター発表 8 件） 
・2019 年度採択萌芽型課題（一部）の研究紹介（ポスター発表 19 件） 

 
開催日時： 2019 年 7 月 12 日(木)、13 日(金) 
開催場所： THE GRAND HALL(品川) 
参加者数： 277 名（大学 184 名、研究機関等 40 名、企業他 53 名） 
シンポジウム URL： https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/sympo/11th/ 
 
2020 年度シンポジウムの実施内容は下記の通り。 
・2019 年度採択国際・企業・一般課題の最終報告（口頭発表 15 件、ポスター発表 43 件） 
・2020 年度採択国際・企業・一般課題の研究紹介（ポスター発表 52 件） 
・2019 年度採択萌芽型課題（一部）の成果報告（ポスター発表 3 件） 
・2020 年度採択萌芽型課題（一部）の研究紹介（ポスター発表 9 件） 

 
開催日時： 2020 年 7 月 9 日(木) 
開催場所：  オンライン 
参加登録者数： 240 名 
シンポジウム URL： https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/sympo/12th/ 

 
 

3. 拠点関連委員会の活動 
拠点運営委員会と共同研究課題審査委員会では、下記の活動が行われた。各々の委員会活動

は、構成拠点の教員から構成されるワーキンググループによっても推進された。 
 

3.1. 拠点運営委員会 
 
拠点運営委員会は、総数 24名（内部委員 11名、外部委員 13名）の委員から構成される（2021年

3 月 31 日現在）。 
本委員会では、学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の長の諮問に応じて、当拠点の

組織や予算に関する事項、共同利用・共同研究の実施や課題に関する事項などを、以下の会議お

よびメールにて審議した。 
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VQ-VAE を用いた声質変換のための話者表現と音響特徴

量埋め込みベクトルの探求 

Yi Zhao 
（国立情報学研究

所） 
東工大 

舶用酸化触媒表面における化学反応の温度影響解明のた

めの量子化学シミュレーション 

馬 驍 

（海上技術安全研究

所） 

東工大 

多クライアントによる多種モデル描画のためのスケーラ

ブルな並列レンダリング 

奥村 直仁 

（東京工業大学） 
東工大 

気液界面と固体球の干渉に伴う界面変形プロセスの高解
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高牟礼 光太郎 

（名古屋大学） 
名大 
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（千葉大学） 
名大 
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飯島 陽久 

（名古屋大学） 
名大 

摩擦抵抗および熱輸送による乱流・粒子間相互作用につ

いてのシミュレーション研究 

齋藤 泉 
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名大 
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安藤 慧 

（京都大学） 
名大 
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究 

平田 英隆 

（立正大学） 
名大 

地球バウショックにおける電子加速：計算機実験と

MMS 衛星観測による研究 

大塚 史子 

（九州大学） 
名大 
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金子 岳史 
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所） 
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索 
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岩本 紘明 
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京大 

ミウラ折り型ジグザグリブレットの実用のための研究 
岡林 希依 

（大阪大学） 
阪大 
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小嶋 秀和 
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阪大 

 
 

 
 

2.3. 拠点シンポジウム 

シンポジウムで発表された国際・企業・一般・萌芽課題の研究紹介ポスターおよび前年度採択萌

芽型課題の成果報告ポスターは拠点Webページにて公開している。なお、開催後には、文教速報、

文教ニュース、学内広報、センター広報誌に開催報告の記事を掲載している。2020 年度は新型コロ

ナウイルス感染症の影響でオンラインでの実施とし、成果報告の口頭発表は一部課題のみとした。

口頭発表、ポスター発表はそれぞれ Zoom および Slack を用いて実施した。 
 

2019 年度シンポジウムの実施内容は下記の通り。 
・2018 年度採択国際・企業・一般課題の最終報告（口頭発表 52 件） 
・2019 年度採択国際・企業・一般課題の研究紹介（ポスター発表 58 件） 
・2018 年度採択萌芽型課題（一部）の成果報告（ポスター発表 8 件） 
・2019 年度採択萌芽型課題（一部）の研究紹介（ポスター発表 19 件） 

 
開催日時： 2019 年 7 月 12 日(木)、13 日(金) 
開催場所： THE GRAND HALL(品川) 
参加者数： 277 名（大学 184 名、研究機関等 40 名、企業他 53 名） 
シンポジウム URL： https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/sympo/11th/ 
 
2020 年度シンポジウムの実施内容は下記の通り。 
・2019 年度採択国際・企業・一般課題の最終報告（口頭発表 15 件、ポスター発表 43 件） 
・2020 年度採択国際・企業・一般課題の研究紹介（ポスター発表 52 件） 
・2019 年度採択萌芽型課題（一部）の成果報告（ポスター発表 3 件） 
・2020 年度採択萌芽型課題（一部）の研究紹介（ポスター発表 9 件） 

 
開催日時： 2020 年 7 月 9 日(木) 
開催場所：  オンライン 
参加登録者数： 240 名 
シンポジウム URL： https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/sympo/12th/ 

 
 

3. 拠点関連委員会の活動 
拠点運営委員会と共同研究課題審査委員会では、下記の活動が行われた。各々の委員会活動

は、構成拠点の教員から構成されるワーキンググループによっても推進された。 
 

3.1. 拠点運営委員会 
 
拠点運営委員会は、総数 24名（内部委員 11名、外部委員 13名）の委員から構成される（2021年

3 月 31 日現在）。 
本委員会では、学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の長の諮問に応じて、当拠点の

組織や予算に関する事項、共同利用・共同研究の実施や課題に関する事項などを、以下の会議お

よびメールにて審議した。 
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第 29 回 2019 年 7 月 11 日（於：品川 THE GRAND HALL） 
 出席委員：19 名 
 
第 30 回 2019 年 11 月 6 日（於：北海道大学 情報基盤センター） 
 出席委員：17 名 
 
第 31 回 2020 年 2 月 7 日（於：東京大学情報基盤センター） 
 出席委員：20 名 
 
第 32 回 2020 年 7 月 9 日（於：オンライン） 
 出席委員：22 名 
 
第 33 回 2020 年 10 月 29 日（於：オンライン） 
 出席委員：23 名 
 
第 34 回 2021 年 2 月 8 日（於：オンライン） 
 出席委員：18 名 
 
 

3.2. 共同研究課題審査委員会 
 
共同研究課題審査委員会は、総数 21名（内部委員 9名、外部委員 12名）の委員から構成される

（2021 年 3 月 31 日現在）。 
本委員会では、公募した共同研究について、応募共同研究課題の審査に関する事項、共同

研究課題の実施や評価に関する事項などを、以下の会議、および、メールにて、審議した。 
 
第 22 回 2019 年 7 月 12 日（於：品川 THE GRAND HALL） 
 出席委員：19 名 

 
第 23 回 2020 年 2 月 7 日（於：東京大学情報基盤センター） 
 出席委員：20 名 
 
第 24 回 2020 年 5 月 19 日（於：オンライン） 
 出席委員：17 名 

 
第 25 回 2020 年 7 月 10 日（於：オンライン） 
 出席委員：24 名 
 

 
 

4. 拠点活動に関するその他の取り組み 

4.1. 経費助成 

国際・企業・一般課題として採択した課題に対する支援の一環として、国際会議の発表旅費、お

よび論文掲載料に対して、「経費助成」を実施した。助成実績は、以下のとおり。 
2019 年度：申込み件数：7 件、採択件数：7 件（発表旅費 7 件、論文掲載料 0 件） 

2020 年度：申込み件数：2 件、採択件数：2 件（参加登録料 2 件、論文掲載料 0 件） 
 

 

4.2. 国際共同研究課題への旅費助成 

国際共同研究課題として採択した課題について、海外の研究者との打ち合わせに対して、「旅費

助成」を実施した。助成実績は以下のとおり。 
2019 年度：申込み件数：2 件、 採択件数：2 件 
2020 年度：申込み件数：0 件、 採択件数：0 件 

 
 

4.3. 協賛・共催イベント 

2019・2020 年度は、以下のシンポジウムを協賛・共催した。 
 
● 東京大学計算科学アライアンス 国際シンポジウム(RECS2019) 

2019 年 10 月 2 日（水）（於：東京大学） 
主催：東京大学計算科学アライアンス 

 
● サイバーHPC シンポジウム 

2020 年 3 月 19 日（木）（於：大阪大学サイバーメディアセンター） 
主催：大阪大学サイバーメディアセンター  
（コロナウィルスの影響を鑑み延期） 

 
● 第 31 回 Workshop on Sustained Simulation Performance(WSSP) 

2020 年 3 月 9 日（火）～3 月 10 日（水）（於：東北大学サイバーサイエンスセンター） 
主催：東北大学 （コロナウィルスの影響を鑑み延期） 

 
そのほか、スーパーコンピュータ技術に関するトップカンファレンスである ISC 2019 および SC19

において、東京大学情報基盤センターの展示ブースにおいて本拠点のポスター掲示、パンフレット

の配布等を行った。 
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情報セキュリティ研究体
概要

研究体長　工藤知宏

2018年 10月 1日に、東京大学のネットワークの運用によって得られた知見をもとに、実践的なサイ
バーセキュリティの研究活動を行うことを目的とし、情報基盤センターに情報セキュリティ研究体を
設置した。研究体は、情報基盤センターでこれまで開発してきたトラフィックの異常検知技術や、サ
イバー脅威に対して回復性のある多層防御技術を基に、サイバー攻撃の予兆を検知しシステム運用で
の早期警戒に役立てる研究に取り組む。
今年度、情報セキュリティ研究体に所属したのは、以下に示すように、情報基盤センターを本務と

する教員 6名と情報理工学系研究科を本務とする教員 2名であった。

工藤知宏 教授 (ネットワーク研究部門)
中村宏 教授 (情報理工学系研究科　システム情報学専攻/情報セキュリティ教育研究センター長)
関谷勇司 教授 (情報理工学系研究科　情報理工学教育研究センター)
中山雅哉 准教授 (ネットワーク研究部門)
佐藤周行 准教授 (ネットワーク研究部門)
宮本大輔 准教授 (情報理工学系研究科　情報理工学教育研究センター)
中村文隆 助教 (ネットワーク研究部門)
岡田和也 助教 (情報メディア研究部門)

また、2019年 2月 1日に、情報理工学系研究科を責任部局とする連携研究機構として、情報セキュ
リティ教育研究センターが設立された。情報基盤センターでは、情報セキュリティ研究体を中心に、
同センターの活動に参加している。

2019～2020年度は、セキュリティ人材育成のための教育プログラムを提供した。また、COVID-19
禍におけるテレワークの安全な実施に向けた支援活動を行った。

前期課程学生向けセキュリティ教育: 2020年 Sセメスターにおいて、全学自由研究ゼミナール「サイ
バーセキュリティ」を開講した。サイバーセキュリティを脅かす事件や事故がどのような形で発
生し、その裏側でどんなことが起きているのかについて、本学の情報セキュリティ教育研究セン
ターの教員、ならびに企業から招聘したセキュリティ専門家が講義を行い、34名が受講した。
また、2019年A2ターム、2020年A2タームには「実践的サイバーセキュリティ」を開講した。こ
の講義ではハンズオンによってコンピュータシステム及びネットワークシステムを理解し、サイ
バー脅威によってシステムに障害が発生する原理を実践的に学ぶ。2019年度は DoS対策やフィッ
シング対策について、2020年度はマルウェア解析や脆弱性テストについての講義を行い、それぞ
れ 35名、10名が受講した。

部局 CERT向け教育: 部局 CERTの人材育成に必要な実務教育に関して検討し、昨年度は CERT向
けの監視技術について、攻撃手法・リスク対応について講義と演習のカリキュラムを提供した。
2019年度は「サイバー攻撃予防/防御のための監視技術」と「サイバー攻撃予防/防御のための攻
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撃手法とリスク対応」についての講義を行い、それぞれ 18名、16名が受講した。また、2020年
度は「サイバー攻撃予防/防御のためのマルウェア解析、サイバー攻撃ならびに認証技術」と「サ
イバー攻撃予防/防御のためのインシデント対応」についての講義を行い、それぞれ 12名、10名
が受講した。

在宅勤務におけるセキュリティ支援活動: 様々な部局からの依頼により、在宅勤務に関するリスクア
セスメントとして、遠隔会議ソフトのリスク分析、ASANOを用いた在宅勤務のシステム構築支
援や、機微な情報を扱う際のリスク分析を行った。また、情報セキュリティ対策チームの依頼
により、在宅勤務に関するガイドラインである「在宅勤務の PC利用ガイド 2020」の作成につい
て支援を行った。

その他

そ
の
他

HPCIについて

データプラットフォームについて

オンライン授業について

どこでもキャンパスについて
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HPCI(革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ) 
 

塙 敏博 下川辺 隆史 星野 哲也 三木 洋平 
 

研究支援チーム スーパーコンピューティングチーム 

1 HPCI 
HPCI構築事業は、我が国の科学技術振興の中心となり、世界最高水準の成果創出と成果の社会還

元を推進する研究開発基盤を整備するものである。本センターもシステム構成機関として各種システ

ムの構成、運用体制の検討を行ってきており、2012年 9月 28日より運用を開始した。本環境は、シ
ングルサインオンを実現するユーザ認証システムと各計算機資源から利用可能な共用ストレージシス

テムを持ち、これらと、各システム構成機関を高速接続する学術情報ネットワーク(SINET)により、
シームレスな連携環境を実現している。2016年 4月からは、従来の SINET4に代わり、SINET5によ
る 100G bpsの拠点間フルメッシュ接続に切り替わった。ストレージ機材更新を経て，2017年 4月か
らは第 2期の運用を実施中である（5年間の計画のうち、2019, 2020年度はそれぞれ 3, 4年目に当た
る）。  

2019 年度には、8 月からの「京」の運用停止に向けて、計算資源不足に伴う提供量の増量の要請に応じ、前
年度までに比べ、Oakforest-PACSでは 2倍以上の計算資源を提供し、2020年度もそれを踏襲した。 

2020年度は、新型コロナウィルス感染症 (COVID-19) 対策の研究に向けた臨時募集課題に対応し、計算資
源の追加提供を実施した。 

22 情報基盤センターから提供する資源と運用報告 

東京大学情報基盤センターの資源は、本学本郷地区キャンパスと柏キャンパスに分散して配置され

ている。 

2.1 計算資源 
	 2019, 2020年度の運用結果を以下に示す。以下について、スペック表に関しては各システムのノー
ド単体性能である。 
 

2.1.1 本郷地区キャンパス・Reedbush システム 

スペック 
 Reedbush-U Reedbush-H Reedbush-L 
ベンダ HPE 
CPU Intel  Xeon E5-2695v4 (2.1 GHz, 36 cores) 
Memory 256 GB 
Network InfiniBand EDR InfiniBand FDR x 2 InfiniBand EDR x 2 
GPU なし NVIDIA Tesla P100 x 2 

(NVLink接続) 
NVIDIA Tesla P100 x 4 
(NVLink接続) 

備考 2019年度のみ提供   
 
2019年度利用量 
利用時間 373,894.52ノード時間 29,020.15ノード時間 8,129.46ノード時間 
ストレージ使用量 11,442 GB 3,989 GB 2,386 GB 
採択課題数 5件 2件 1件 

 
2020年度利用量 
利用時間 提供なし  52,069.84ノード時間 19,136.69ノード時間 
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ストレージ使用量 提供なし 2,162 GB 7,069 GB 
採択課題数 提供なし 4件 2件 

 

2.1.2 柏地区キャンパス・Oakbridge-CX システム 

スペック 
ベンダ 富士通 
CPU Intel Xeon Scalable Platinum 8280 (2.7 GHz, 56 cores) 
Memory 192 GB 
Network OmniPath Architecture 
備考 2019年 10月より提供開始 

 
2019年度利用量 
利用時間 125,637.64ノード時間 
ストレージ使用量 5,796 GB 
採択課題数 3件 

 
2020年度利用量 
利用時間 1,449,506.80ノード時間 
ストレージ使用量 104,180 GB 
採択課題数 13件 

 
2020年度（COVID-19課題）利用量 
利用時間 267,337.62ノード時間 
ストレージ使用量 51,828 GB 
採択課題数 3件 

 

2.1.3 柏地区キャンパス・Oakforest-PACS (JCAHPCとして筑波大と共同で資源提供)  

スペック 
ベンダ 富士通 
CPU Intel  Xeon Phi 7250 (1.4 GHz, 68 cores) 
Memory 96 GB + 16 GB (MCDRAM) 
Network OmniPath Architecture 

 
2019年度利用量 
利用時間 25,287,492.84ノード時間 
ストレージ使用量 2,180,999 GB 
採択課題数 43件 

 
2020年度利用量 
利用時間 23,061,913.08ノード時間 
ストレージ使用量 2,336,065 GB 
採択課題数 30件 

 
2020年度（COVID-19課題）利用量 
利用時間 548,475.52ノード時間 
ストレージ使用量 11,000 GB 
採択課題数 3件 

 

2.2 ストレージ資源 
前節に加え、HPCI を構成する各拠点から参照可能な大規模共用ストレージのサービスを、理化学

研究所計算科学研究機構（西拠点）と共同で提供している。本センターが管理するストレージは柏キ

ャンパス（東拠点）に配置されている。	

ストレージは、東・西拠点を大規模広域ファイルシステム	gfarm	を用いてまとめている。gfarm	

は広域に存在する計算資源から効率よくファイルを共有するシステムで、必要に応じて、自動的にフ

ァイルの複製を行いながら東西の資源を統合している。これにより、各拠点からのファイル転送速度

の向上や、耐故障性が実現されている。	

2019年度は、1.6PBのストレージ容量増強、監視運用系システムにおけるリソース増強を実施し

た。2020年度は、460TBのストレージ容量増強、老朽化したメタデータサーバの更新を実施した。	

 

33 2021 年度の資源提供について 

来年度、当センターとして、Reedbushスーパーコンピュータシステム (Reedbush-H, Reedbush-L)、
および Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムの資源提供をする予定である。それに加えて、
2021年度に導入予定のWisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステムの資源提供も 10月から行う
予定である。また、最先端共同 HPC基盤施設(JCAHPC)として筑波大学計算科学研究センターと共同
で、Oakforest-PACSスーパーコンピュータシステムの資源提供を引き続き実施する。 
一方、共用ストレージ東拠点としては、45.0 PBの資源提供を行う予定である。 
以下の表は，HPCI課題募集におけるハードウェア資源一覧から当センター、JCAHPC、共用ストレ

ージ東拠点が提供する資源を抜粋したものである。（共用ストレージについては東・西拠点完全二重

化を実施しており、ユーザ提供容量と等価である。） 
 

 

共用ストレージシステム 45.0 PB  (合計：90 PB以上、ユーザ利用 45 PB以上) 
採択課題数 105件（2019年度 52件、2020年度 53件） 
総利用量（東西） 44.862 PB、ファイル利用量 10.132 PB 

Reedbush-H 計算ノード 20ノード(236.19 TFLOPS), ストレージ 120 TB 
Reedbush-L 計算ノード 11ノード(237.54 TFLOPS), ストレージ 64 TB 
Oakbridge-CX 計算ノード 200 ノード(967.68 TFLOPS), ストレージ 800 TB 
Wisteria/BDEC-01  
Oakforest-PACS (JCAHPC) 計算ノード 3,300ノード( 10,048  TFLOPS), ストレージ 3,300 TB 
共用ストレージ ディスクストレージ 45.0 PB 
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データ活用社会創成プラットフォーム計画と
仮想化情報基盤 mdx について

田浦 健次朗

1 概要

情報基盤センターは 2021 年度から、表 1に示す、9大学 2研究所で共同運営する、クラウド型の新しい
計算基盤 mdx を提供する。本稿が読まれている時点ではすでに、試行サービスが開始されている予定
である (https://mdx.jp)。mdx は、データ駆動科学やデータ活用アプリケーションを通じた学際的研
究に重点を置いた、仮想化された新しい計算環境である。計画立ち上げの狙いや背景については情報基
盤センター年報 2018年度版に記述している (https://bit.ly/37IJmy9、https://www.itc.u-tokyo.
ac.jp/Annual_Report/no20/AnnualReportNo20.pdf)。本稿では、サービスインを間近にして、ユー
ザから見た計算環境としての特徴、現状と今後の予定について述べる。

2 ユーザグループごとの仮想化環境

mdxの最大の特徴は、これまでのスーパーコンピュータと異なり、ユーザ (グループ)ごとに、固有の
環境を提供することができる、Infrastructure as a Service (IaaS) 環境であることである。これは、物理
的に共有された計算機の中に複数の仮想マシンを立ち上げ、物理的に共有されたネットワークの中に、
複数の仮想化されたネットワーク (Virtual Private Network)を構成する技術によって実現されている。
従来のスーパーコンピュータは、単一の環境をすべてのユーザに提供する一枚岩 (monolithic)な環境で
あり、ユーザごとの多様なニーズに応えることが難しかった。
仮想化環境により以下のようなニーズ、用途に応えることができる。

表1: mdx運営機関

北海道大学 情報基盤センター 東北大学 サイバーサイエンスセンター
筑波大学 人工知能科学センター 産業技術総合研究所
国立情報学研究所 東京大学 情報基盤センター
東京工業大学 学術国際情報センター 名古屋大学 情報基盤センター
京都大学 学術情報メディアセンター 大阪大学 サイバーメディアセンター
九州大学 情報基盤研究開発センター
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柔軟な環境構築: 個々のユーザグループが必要とするソフトウェアを、インストールや設定に管理者権
限が必要なものでも自由に導入できる。特に、多くのパッケージ管理ソフトウェア (Linuxの apt
や yum) やコンテナ環境 (Docker)は管理者権限が必要であり、個人環境では広く使われている。
それらを用いた環境構築が同様に行える。

機械学習フレームワーク: 現在のAI応用の研究を支えている機械学習フレームワークは、GPUや並列
処理の詳細を隠蔽し、高性能計算環境を多くのユーザに容易に利用可能にしている。一方で、今
日そのようなフレームワークやアプリケーションは、環境依存が大きく、特定のバージョンのフ
レームワーク、特定の CUDAバージョン、GPUドライババージョンに依存することが多くある。
一枚岩な環境ではすべてのユーザの要望に答えられないことが多い。仮想環境は、ユーザがOS
の選択から行うことができ、最大限の柔軟性を提供する。また、機械学習フレームワークを提供
する際、そのような特定の環境への依存を隠すためにDockerコンテナが多用されるが、当然それ
も利用可能である。

分野ごとのデータプラットフォーム、PaaS環境: 近年、特にデータ科学、機械学習では、Webインター
フェースを経由した計算機利用が一般的になっている。これは単に初心者に易しいというだけで
なく、データの閲覧から、探索的なデータ処理、そのグラフィカルな結果表示などが、Webブラ
ウザの機能を有効利用して、効率的に行えるからであると考えられる。Jupyter環境は広く使わ
れ、Google Colabや CoCalcなどのサービスも普及している。Kaggleは豊富なデータセットと、
Jupyter風の計算環境を合わせて提供している。

また、分野ごとに特化された、データ・計算サービス (Materials Projectなど)も作られている。
様々な理由から今後も、ソフトウェア機能は、コードの配布ではなく、Webサービス (Platform
as a Service; PaaS) として提供されることが増えていくと思われる。

Webブラウザを経由したデータの閲覧やプログラミング環境が進化しているというのも理由の一
つであるが、本質的な理由として、従来は成果物としてのソフトウェアの実体はコード (プログラ
ム)＋少量の設定ファイルだけであったが、データ科学ではそれは、コード＋データであり、コー
ド＋ (機械学習結果としての)モデルであることが多いことが挙げられる。そして、データやモデ
ルは日々更新される上、権利の問題から配布不可能であったり、サイズの問題から配布が実際的
でなかったりする。また、機械学習フレームワークがそうであるように、ソフトウェアの進化の激
しい分野では、環境依存度が高く、個々のユーザがインストールすることが難しい (あるいは、誰
でも簡単にインストールできるようにソフトウェアを洗練させることが大変な)ことも多い。Web
経由でのサービスの提供はそのような問題に対するひとつの答えになる。

逆に言うと、高性能計算環境の用途もこれまでのような、ユーザが計算をするためだけでなく、そ
のようなサービスを構築するための共通基盤、へとシフトしていくことが考えられる。仮想化環
境はそのようなシフトへの基本である。

分野固有の環境: 上記で述べたのは、主にAI、機械学習、データ処理に合わせておこった、プログラム
開発環境の進化の現在の姿に過ぎない。今後もそれらの進化は続くであろうし、現在でも、求め
られる環境は分野ごとに異なる。仮想化環境では、分野ごとに必要なソフトウェアが揃った環境
を、自由に構築可能である。これは、各分野の専門家との協調によって初めて可能になることで
あり、mdxではそのような、各分野との協調関係を作っていくことも目指している。

デスクトップGUI環境: 結果の可視化などでGUI環境が必要になる場合でも、ユーザグループごとに
必要なだけ、デスクトップ環境 (仮想マシン)を立ち上げることが出来る。
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図1: mdxハードウェア概要

データ収集、実時間データ処理: データ駆動科学の遂行には実データを収集することが不可欠であり、
自然環境の観測やスマートシティなどでの応用では、多くの IoTデバイスからのデータを収集し
続ける必要がある。そのためには、必要に応じたネットワークのアクセス許可と、常時データを
収集し続けるソフトウェアを稼働する必要がある。mdxでは、各ユーザグループごとに固有の環
境が提供でき、ネットワークのアクセス許可もユーザグループごとに設定可能であるため、その
ような処理も柔軟にサポート可能である。

3 ハードウェア諸元

図 1にmdxのハードウェア概要を示す。

CPUノード: Ice Lake CPU (38コア)を 2基搭載したノードを 368ノード持つ (736 CPU = 27968コア)

GPUノード: 上記CPUに加え、NVIDIA A100 GPUを 8基搭載したノードを 40ノード持つ (80 CPU
+ 320 GPU)

外部接続用ネットワーク: mdxのノード間の通信および、mdx外部との通信に用いられる (SINETへ接
続する)ネットワークで、各ノードが 25Gbps Ethernetのインタフェースを持つ

高性能RDMAネットワーク: mdxのノード間の通信および、下記ストレージとの通信に使われるネッ
トワークで、各CPUノードが 100Gbps Ethernet、各GPUノードが 100Gbps Ethernet × 4 のイ
ンタフェースを持つ

高速ストレージ、大容量ストレージ: NVMe 接続される高速な SSD 1 PB と、大容量のHDD 16 PBを
持つ。
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図2: mdx申請ポータル

並列ファイルシステムLustre: それらのストレージは、並列ファイルシステム Lustreのマルチテナン
ト拡張機能を用いて、各ユーザグループの環境ごとに、隔離されたストレージ (異なるマウントポ
イント)を提供する。

オブジェクトストレージ: オブジェクトストレージは、http経由で、主に異なるシステム間でデータを
共有するのに簡便なストレージであり、mdxは 10 PBのオブジェクトストレージを持つ。また、
後述するNII Gakunin RDMも、オブジェクトストレージとの連携機能を持つ。

4 使いやすさの追求

mdxは、これまでスーパーコンピュータやクラウド上の計算基盤など、自分の研究室の計算機以外の環
境にはあまり馴染みのない人であっても簡単に利用できることを目指している。
まず、多くの日本の学術機関が利用している、学認 (https://www.gakunin.jp/) を用いて、利用が

できる。東京大学であれば、LMSやMicrosoft 365を利用する際の共通アカウント (UTokyo Account)
を用いて、プロジェクト (利用)申請ページにアクセスできる (図2左)。プロジェクトの申請は、申請
ポータルのページに必要事項を記入するだけで完結する (図2中)。
申請が認められたあとは、ユーザポータル経由で、立ち上げる仮想マシン (テンプレート)を選択し、

起動・終了・コンソールへのアクセスなどの操作をWebブラウザ上で行うことが出来る (図3)。もちろ
ん、SSHやリモートデスクトップを用いた利用も可能である。仮想マシンテンプレートには、CUDA、
Jupyter、pytorchなど利用頻度が高いソフトウェア、高性能ファイルシステム (Lustre)を予めインストー
ル、設定している。
ユーザポータルの改善や、機能拡張は、利用が始まったあとも継続して行う予定である。予定して

いる拡張には以下がある。

複数ノードからなる環境 (クラスタ): 複数のノードを、ホスト情報、ユーザアカウントなどを共有した
状態で起動する機能
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図3: mdxユーザポータル

ユーザ固有の環境カスタマイズ機能: デフォルトの環境に追加のソフトウェアインストールや設定を施
す機能

ユーザ固有のテンプレート構築・登録機能: 追加のソフトウェアインストールや設定を施した環境を新
たな仮想マシン (テンプレート)として構築する機能

NII Gakunin RDM との連携: NII Gakunin RDM (https://rcos.nii.ac.jp/service/rdm/) は
NII が提供するデータ管理サービスである。Gakunin RDMでプロジェクトを作り、そのプロジェ
クトに複数のメンバーを登録することが出来る。そのプロジェクトに、クラウドストレージやオ
ブジェクトストレージを接続して、メンバー間でデータを簡単に共有することができる。mdxの
オブジェクトストレージをGakunin RDMと接続できるようにするとともに、Gakunin RDMで
共有しているデータを処理する環境 (Jupyter)を、mdx上に起動することが出来る (binder)機能
を提供する予定である。

5 終わりに

mdxは、Society 5.0の目標達成、データ活用社会の創成という目標からバックキャストして、あるべき
情報基盤の姿を追求したものである。商用クラウドの進化が著しいこの時代においては地味な進化かも
知れないが、高性能計算機を必要とする分野—それは、AI、機械学習が必要なほとんどの分野を含む—
の研究者すべてが商用クラウドのコストを負担することはできないし、IaaS環境から独自に環境を構築
するのも困難である。また、それらの分野にとって必要なのは計算機環境だけでなく、情報分野の研究
者が持つ計算手法や計算性能に関する知見である。情報分野の研究者も、諸分野との共同によって、実
社会へインパクトのある研究が出来る機会を望んでいる。mdxのような環境と、それを通じたマッチン
グを通じて、優れた学際的研究や、産学連携が生まれることを目指して、継続的な努力を続けるので、
ぜひ利用を検討して下さい。
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授業オンライン化: 情報基盤センターの取り組みの記録

田浦健次朗

1 はじめに

新型コロナウィルス感染症 (COVID-19)拡大により、全国の大学で全面的な授業のオンライン化が行わ
れたのが 2020年度の春学期、本稿を書いているのは、2021年度の夏学期が終わった 2021年の 8月であ
る。つまり、オンライン授業が本格導入されてからすでに 3学期が経過している。
本稿執筆中の時点で、COVID-19の状況は世界でワクチン接種が進み、アメリカでは人口の約半分、

日本でも人口の 3割が、完全に (2度必要な場合は 2度の)ワクチン接種済みという状況である。その一
方でデルタ株が猛威を古い、日本の一日の感染者数は過去最高を毎日のように更新しているという状況
である。ラムダ株のような新種に関する話題も上がるようになり、ワクチン接種の進行という明るい話
題に影をさしている。
この記事が出版された時点 (2021年度秋学期中)で世界、日本がどのような状況になっているかはわ

からないが、おそらくCOVID-19との戦いは未だに終わりが見えておらず、前学期あるいは前年と似た
ような形態 (実験、実技を伴う授業など一部の授業が対面で行われつつも、多くの授業がオンラインで
行われいる状態) で授業が行われているのではないかと思われる。
本稿は、2020年度の情報基盤センター年報の一部ということもあり、東京大学のオンライン授業立

ち上げに関して取り組んだ内容について情報基盤センター、情報システム部、情報システム本部の活動
記録として残しておくことが後々有用であると信じて、執筆する。良い意味でも悪い意味でもオンライ
ン授業を 3学期間行い、軌道に乗り、常態化している状態の中、やや遠い過去を振り返るような、今さ
らと感じられる話が中心になるが、お許し頂きたい。

2 始まり

2020年度 4月から、これまで通りの授業が始められないという前提で、そのための準備を始めたのは、
2020年 3月 6日のことであった。当時、日本におけるCOVID-19関係の話題といえば、ダイヤモンド・
プリンセス号、いわゆるクルーズ船の話題であり、まだ、国内において一日の感染者報告数は数十人と
いう時期であった。自分は感染症に関する知識は乏しく、4月から授業が始められないなどということを
想像できていたわけではなかった。実際のところは、とある大先輩からのアドバイスを受けたのがきっ
かけである。そのアドバイスを聞いてもなお、4月から授業が始められないなどという事態については
正直なところ、半信半疑であったのだが、仮にその可能性が 1/100であっても、春学期に授業ができな
いというリスクを考えればやる価値があるということ、やるべきことはコロナ対策と無関係に有用なこ
とであるということ、やるなら早くやったほうが良いということ、などが理由になって、これまで通り
の授業が始められないという前提にたって、始めることにしたというのが真相である。今となって見れ
ば、おそらく当時の感染症の専門家も、その大先輩もこうなることはわかっていたのだろうと思う。
なお、そのアドバイスを受けたのは 3月 2日 (月)のことで、それからすぐにオンライン「会議」に

関する周知などを行うことにしたのだが、それとオンライン「授業」とはまた違うもので、オンライン
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「授業」に関する準備に取り掛かったのは 3月 6日 (金)で、この日に初めて情報基盤センター、情報シ
ステム部、情報システム本部で、4人ほどの打ち合わせを行った。

3 uteleconポータルと全学向け説明会

週明け、3月 9日 (月)に福田理事からの紹介で、大学総合教育研究センターの、栗田佳代子副センター
長、吉田塁准教授と、今後についての打ち合わせを行う機会が設けられ、全学のオンライン授業対応に
関して全面的に協力して行くことで意気投合した。その日のうちに、福田理事を交え、全学向けの説明
会を行うこと、それを 3月 13日 (金)を決めた。準備の時間が必要ということと、極力早めの開催が望
ましい 2つの要件を満たす日程ということでこの日が選ばれた。
オンライン授業「対応」と言っても具体的には何をすればいいのか、その全容がその時点でわかっ

ていたわけでは、もちろんない。しかしながらやらなくてはいけないいくつかのことははっきりしてい
た。それは、ZoomなどオンラインWeb会議システムを導入して、それをすべての先生が使えるように
すること、そのためには一にも二にもわかりやすい説明が必要、ということであった。
オンラインで授業をやるというのは今では世界中あらゆる場所で当たり前の風景になっているが、

Zoomを導入するだけでは、もちろん話は終わらない。

� オンライン授業を行うためには教材や ZoomのURLを先生 → 学生に伝達しなくてはならない

� その「伝達」をするには、先生が自分のクラスの学生にのみ、安全に伝達事項を伝えることがで
きなくてはならない

� そのためには学務システム (UTAS)、学習管理システム (ITC-LMS)、Google、Microsoftのクラウ
ドなど、いくつかの手段があるのだが、そのどれも、東大内で誰もが使っているというレベルに
普及していたとは言えない。成績を登録するためにUTASを使ったことはあるがそれ以外は聞い
たこともないという先生が多くいたのではないかと思われる

� それらを一から整理して説明する必要があった。なお、これはコロナ禍以前からそうしているべ
きであって、これまではシステムのとしての統一感もなく (したがって使いにくく)、なんのため
に必要なのかの説明も不足しており (実際これまで通りの対面授業をするためには必要がないのだ
から、何が何でも必要ということではなかった)、説明の場所 (ページ)もバラバラに分散していた
ため、それらのシステムを使ったこともなければ聞いたこともないという先生が多くいたのは当
然であった

� まして、新入生、それも一度も大学に来て授業を受けたことがない学生が、それらを使って初日
から授業を受けるわけだから、予備知識がない前提で説明をしなくてはいけないし、それを、初
日に講堂に全員を集めてという事もできない。あくまでそれ自身をWebページで学習してもらわ
なくてはならない。その際に、これまでのバラバラの説明を自分でつなぎ合わせて使えるように
なることを期待するなどというのは、システムを提供する側のスタンスとしてあってはならない
ことである。

したがってやるべきことは明らかで、先生であろうとも学生であろうとも、「知識ゼロの状態から」
オンライン会議システムで授業ができる (授業に参加できる) までの知識が順序よく得られるよう、情
報をまとめ、説明することであった。
その「説明」を、単なる書面の配布ではなく、対話の機会 (説明会)を作って行うことも、およそす

べての人が初めて経験する状況で、一体どっちを向いて質問をすればいいのかもよくわからない状況で
は、極めて重要なことだったと思われる。
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また、対面以外の情報発信も、PDF文書の配布ではなく、日々更新され、いつも同じページを見れ
ば最新の情報が得られる形態、つまりwebサイトを立ち上げて行うことが重要である。大学内での諸々
の情報伝達は、メール (PDF文書の配布)で行われることが多く、ポータルサイトがあったとしても、基
本的には「通知」のたびにページができていくだけで、後から必要な情報を見つけやすい構造になって
いないことが多い。
以上を総合して、オンライン授業に関する情報はすべてここを見ればわかる (実際の内容は本学で用い

る教育 ICTシステムについて、順序よくコンパクトに説明している)というサイト (https://utelecon.
adm.u-tokyo.ac.jp/) を立ち上げることにした。繰り返すがそれはコロナ禍がなくてもそうあるべき
姿であるので、それをこの機会に遅ればせながらやった、というのが振り返ってみての自省を込めた評
価である。
このようにして、3月 9日に、

� 3月 13日に全学向けの説明会を行う

� それまでに uteleconサイトに最低限のページを作成する

目標が設定された。
全学向けの説明会は、「授業のオンライン化を念頭に置いたTV会議ツールと使い方説明会」(https:

//utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/events/2020-03-13/)と題したものである。この時点でまだ、2020
年度春学期の方針が発表されていたわけではないので、授業のオンライン化を「念頭に置いた」という
表現になっている。
内容は、東京大学の多くの情報システムを使うには、UTokyo Accountという共通アカウントが基

本になっていることから始め、UTASや ITC-LMSを使うことで、本学の学生のみに情報を伝達するこ
とができること、PCさえあればWeb会議 (Google Meet、Zoom、Webex)が行えることなど、今では
誰もが知っていると言っていいようなことであるが、当時は (自分の含めた)多くの人にとって、新鮮な
情報であったと思われる。
なおこの後、3月 19日、3月 26日、4月 16日にも説明会が行われている (https://utelecon.adm.

u-tokyo.ac.jp/events/)。

4 新入生対応とそのサポート

2020年度春学期の授業の方針について五神総長 (当時)からの発表がなされたのは 3月 18日のことであっ
た (https://www.u-tokyo.ac.jp/covid-19/ja/policies/message.html)。また、翌 3月 19日は、合
格した入学予定の新 1年生に、入学前に必要な諸手続きに関する情報が送られることになっていた。通
常の年であれば教育用の情報システムの使い方などは授業が始まってから徐々に覚えていけばよいし、
先生が使わなければ学生も覚えなくて良かった。12020年度は、「一度も大学に来たことがない学生が」
最初の授業を受けるために Zoomを使えなくてはならず、その Zoomを使うために前段となるシステム
(UTAS、ITC-LMSなど)をマスターしなくてはならない、という年であった。これは言うが易しで、一
番の問題は、トラブルを抱えてそこにたどり着けない学生を把握することもできなければ、こちらから
連絡することも (容易には)できないということであった。
そこで、3月 19日までに、uteleconに新入生が読めばわかる情報を書き、その日に新入生向けに送ら

れる情報の中にそのページのURL (https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/oc/index_2020_s.html)
を書いておくことにした。そして、そのページには、準備が整っているかがわかる各種のチェック用ペー

1実際のところは、学生はどれかの授業で使えばすぐに覚えてしまい、すべての先生が使ってくれればよいのにと思って
いるが使ってくれない、というのが起きていたことに近いと思われる
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ジと、トラブルがあったときの連絡先 (メールアドレス)を書いておき、トラブル時には遠慮なく連絡を
下さいという旨を記した。
結果として予想通り、3月 20日 (金)から始まる連休中に多くの連絡が殺到することになった。この

連絡対応には情報基盤センター、情報システム部、情報システム本部、大学総合教育研究センター、教
養学部から多くの教職員が休日を返上して取り組んだ。質問を通じて、こちらがテストをしていなかっ
た環境で想定外の動作をすることがあるなど色々なことが判明し、その都度 uteleconの説明ページも更
新されていった。この対応のピークは連休に始まり 4月まで続いたが、連休中のやり取りは多くの新入
生が苦労をしながら取り組んでいることへの手応えを感じることができるものでもあった。

5 ITC-LMS性能改善

2020年夏学期に取り組んでいた問題の一つに学習管理システム (ITC-LMS)のレスポンスが高負荷に
よって悪化するという件があった。オンライン授業の開始によって、ITC-LMSがこれまでにない人数に
使われるようになったことで生じた問題である。もちろんこのような事態はオンライン授業対応の準備
が始まった当初から予想し、対策を初めてはいたが、単にサーバの性能を上げれば解決する問題ではな
く、今回の経験によって初めて顕在化した性能上のボトルネックが多く見つかった。
これに関しては、4月から 6月くらいまで、情報メディア教育研究部門の、岡田和也助教、柴山教授

を中心として毎週のように開発業者との打ち合わせを行い、性能の問題、その過程で発覚した不具合等
を含めて解決をして行った (https://axies.jp/_files/conf/conf2020/FC2-3.pdf)。
なお、ITC-LMSはユーザから見れば、さほど大きくもない情報 (授業に関する情報)をWebペー

ジに表示するだけのもので、なぜそんなにすぐに高負荷になるのかは若干の説明が必要かもしれない。
一つの理由として、多くのアクセスが授業直前など、決まった時間に集中することが挙げられる。当然
システムの容量はそのような負荷集中時に合わせて決められるのだが、平常時の負荷はずっと低いの
で、あまり余裕を持った設計にすると、全体としてはかなりの過剰投資になる。例えば、東大の学生全
員が同時にアクセスするというような、実際にはありそうもない状況に合わせたシステム設計は、コロ
ナ禍前でも最中でも行わない。もう一つは、一見すると自明な情報を表示しているだけのページであっ
ても、裏側ではデータベースへのアクセスを多数回、行っていること。例えば、ログインをした際に
表示されるページには時間割が表示されるが、それにはその学生が登録しているすべての授業の情報が
必要になる。最後に、結局これが一番本質的かも知れないが、システムをいくら増強しても解消されな
いようなボトルネックがソフトウェアの構成上存在しており、コロナ禍以前の使われ方ではそれがボト
ルネックであることが顕在化していなかったが、この度初めてそれが顕在化した、ということである。
後から振り返って、事前の耐負荷試験やボトルネックの分析が不十分であった、(コロナ禍を想定し

なくても)もっと広範に使われることを想定して性能要件を作っておくべきであった、というのはその
とおりかもしれないが、システムのスケールとともにいくらでも性能が向上するシステムというのはそ
もそもありえず、ソフトウェアの構成、維持のしやすさと性能が相反することもあることから、将来の
負荷に合わせた設定というのは今後も難しい問題である。

6 学生サポータの活躍

3月の、主に教員を対象とした説明会の時点でもすでに、ECCS相談員2の一人から、オンライン授業
に関して支援に加わりたいという申し出を受けていた。東京大学のような大規模大学で全学的にオンラ

2主に大学の情報システムに関する技術的な支援を行う学生
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図1: uteleconの自動応答 chatbot

イン授業を進めていくためには学生の力が必要であり、このような申し出は大きな力、そして励みにも
なった。本学のすべての人にとって初の試みであるオンライン授業の立ち上げ、運用に貢献したいとい
う、学生の力を幅広く借りるために、いくつかのサポータ制度を準備した。学生の募集に当たっては教
養学部初年次教育部門、運用や事務に当たっては大学総合研究センターが中心的な役割を果たした。

クラスサポータ: 特に 2020年度春学期、授業のための事前の打ち合わせや練習、授業中の音声トラブ
ルに対する介入などを行うことを意図した学生サポータ。教員が希望するすべての授業に学生を
割り当てることが出来ることを目指しており、簡素な手続きと、(本格的な TAに比べれば)簡素
な業務内容で、初めてオンライン授業を経験する教員向けの制度として発足した (https://ute
lecon.adm.u-tokyo.ac.jp/supporters/class_2021.html)。

コモンサポータ: 4月中旬以降、utelecon 宛にメールで寄せられる質問への対応など、オンライン授
業に関する技術的支援を行う学生サポータを組織した。Common の名前とは異なり、実際には
extraordinary サポータと呼ぶべき活躍をしている。(https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/
supporters/common.html)。

オンライン教育支援サポータ（OES）: uteleconポータルの全面的なデザイン改修、uteleconポータル
　　　上で公開しているオンライン授業で活用できるツールやグッドプラクティスなどに関する記
　　　事執筆、記事の英語化などを行っている。

コモンサポータとOESが中心となって行っている業務は多岐にわたるもので、教職員顔負けの知識
と熱意で日々、東大のオンライン授業を支えている。以下はその一部である。

自動応答システム (Chatbot)の実装: これまでに寄せられた質問を整理し、chatbotで実装できるフ
ローチャートを作成し、実装した (図 1)

チケット管理システム (Zendesk)の導入: utelecon 宛に届く質問への応答を効率化するため、それま
で使われていたメールではなく、チケット管理システムを導入した。チケット管理システムの運
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用では、届いた質問を内容に応じて適切なグループ (例えば Zoom対応グループ、ITC-LMS対応
グループなど)へ割り振り、担当者やステータスを管理する。初期グループの作成や、担当者のマ
ニュアル作成などもすべてコモンサポータが行った。

uteleconへの質問対応: チケット管理 Zendeskへ届いた質問に対する実際の対応も、コモンサポータ
が中心となって行っている。対応は、最初に担当 (シフトに入っているコモンサポータや、当該シ
ステムを担当している教職員)が作成した回答文案を、1人以上の「レビューア」とよばれる人 (コ
モンサポータや教職員)が校正するというフローで行う。質問対応に寄せられる質問は、技術的に
も難解であったり、質問中に十分な情報が書かれていないために、回答に想像力を要するものも
多くあり、一筋縄では行かないこともしばしばある。そのような場合もこのレビューのフローの
中で様々な知恵出しから、ニュアンスを含めた様々な文案の修正が行われている。

uteleconポータルの刷新・構造改革: 特に 2021年度開始前に、OESが中心となってuteleconポータル
　　　　のメニュー構造やナビゲーションの見直し、ユーザフレンドリーな画面配置など、多岐にわたる
　　　　改善を行っている。

7 学生からの評価

教職員、学生ともども、多くの不安を抱えながら始まった 2020年度のオンライン授業であったが、立
ち上がった当初から、教員からはポジティブな手応え、学生からもポジティブな評価を聞く場面が多
かった。自分が本務で所属する学科 (工学部 電子情報工学科、電気電子工学科)でも、授業のやり方
や工夫に関する教員間の議論や情報共有がこれまでにない密度で行われた。学生によるオンラインメ
ディアUmeeTでもこのような記事 (https://todai-umeet.com/article/53029)が書かれ、大いに励
みとなった。2020年度春・秋学期にそれぞれ行われた、オンライン授業に関するアンケート (https:
//utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/questionnaire/student/) でも、0-10の 11段階評価で、最頻値が
8という評価になっている。
もちろんコロナ禍で、サークル活動や友達との交流などを含め学生生活の楽しみの多くの部分が奪

われ、自宅での活動を余儀なくされたことは学生にとっては大きな苦難であり、そのことに対する訴え
も届いていた。授業に関して言えば、オンライン授業になることで教員が課題を多く出す傾向にあるこ
とが明らかになり、「課題地獄」というキーワードで形容されていた。2020年度の秋学期およびそれ以
降は、一部の授業の対面化やハイフレックス化が行われている。

8 教育 ICTシステムの利用開始手順の改良

2020年度のオンライン授業が離陸し、定常飛行に入ったあとで、様々な教育 ICTシステムの利用開始
手順を、特に初めて利用するユーザに、よりわかりやすくすることに着手した。
具体的な問題点として、数多くのシステムごとに、異なるユーザ名が使われていること、ほとんど

のシステムは利用開始のために明示的な利用開始の手続きが必要であったこと、その手順 (依存関係)
が入り組んでいたことがあった。
東大に入学あるいは就職したすべての構成員には初期状態として、UTokyo Accountという共通の

ユーザ IDが発行される。そこから Zoomを利用するには、まずはじめにUTokyo Accountを使って大
学が加入するGoogleアカウントを取得 (そのために手順が必要)し、今度はそこで取得したGoogleア
カウント (メールアドレス)を使って Zoomアカウントを取得する (そのためにもまた手順が必要)、とい
う段階を踏む必要があった。
このようなことを、MicrosoftのシステムやWebexなど複数のシステムに対して行わなくてはなら

ず、それも正しく順番 (依存関係)を守って行わなくてはならなかった。いわゆる「継ぎ接ぎ」状態に
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図2: 2021年春学期に向けた教育用 ICTシステムの整理 (矢印が依存関係、「要有効化」は利用に当たっ
ての手続きが必要なシステム)

なっていた。それらのシステムの利用資格は、UTokyo Accountを持つほとんどの構成員がもともと持っ
ているものであり、多くの構成員が実際に利用するわけなので、いちいちこのような手順を各ユーザに
ふませるのは理にかなっていない。
そこで、UTokyo Accountがあればすでに各システムを使うことが出来る、という状態を目指した

改革を行った (図 2)。この路線の改革を、今後は利便性の向上と、UTokyo Accountのセキュリティの
向上を両輪として進める予定である。

9 オンライン授業検討会

この間、オンライン授業実施に当たって山積する問題について、然るべき情報共有と、迅速な実行をす
るために、大久保理事 (教育担当)、福田理事 (コロナ対策担当)主宰で、継続的な検討・報告会「オンラ
イン授業検討会」が、3月から 11月ごろまでほぼ毎週開催されていた。ここまで述べたほとんどの施策
は、この検討会で議論され、実行に移された。教養学部の副研究科長や研究課長補佐、大学総合教育研
究センター長などが出席して、多くの課題が発生する部局 (なんと言っても全学的に対応すべき課題の
多くは、1、2年生の所属する教養学部で多く発生する)と、サポートする部局、意思決定をする理事が
頻繁に打ち合わせをして、多くのことをスピード感を持って進めることができた。
上にあげた以外で検討された項目を箇条書きにすると以下などがある。

� 技術的なトラブルから授業に入り損ねた人へのフォローアップ、連絡体制

� 自宅のネットワーク環境構築に困難がある人向けの、モバイルWiFiルータ貸し出し

� オンライン授業での著作物利用に関する情報共有、説明

� オンライン定期試験の推奨される実施方法

� 機密性の高い（院試関係）の会議のやり方に関するガイドライン

10 終わりに

オンライン授業対応は、情報基盤センター、情報システム部、情報システム本部にとっては、数多導入
されている教育関係の情報システムを、授業を進める教員や受ける学生の視点からどう使うのか、とい
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「どこでもキャンパス」プロジェクト 

 

1 概要 
情報基盤センターでは、2020 年度学内三次配分において、「どこでもキャンパス -災害や

疫病に強いどこにいても高いレベルの教育・研究を享受・実施できるシステムの構築-」を提案

し採択された。このプロジェクトでは、オンライン授業や在宅勤務で明らかになった問題点に対

応し、「認証・認可」と「ユーザエクスペリエンス(UX)」の二つの主要テーマについて、東京大学

における実装を念頭に検討・開発を行っている。現在、情報基盤センター、情報システム部、

情報システム本部、大総センター、教養・総合文化、工学系、情報理工などから 32 名のメンバ

ーが参加している。 

まず、「認証・認可」では、本学独自の教育・研究のための IT サービスと様々な事業者から

提供される高度な既存クラウドサービスを柔軟に組み合わせて、安全かつ利用者がシームレ

スに使える認証・認可システムを開発し、コンテンツオリエンテッドな認可を行う枠組みを実現

する。これは、さまざまなサービスの利用者を一括して認証する強固な認証基盤の構築と、利

用者の属性情報や認可対象サービスの粒度を動的かつ柔軟に管理し、属性情報に基づきサ

ービスごとに適切な認可を行う技術およびその運用技術からなる。これにより、個々の利用者

は、単一の認証により、自らの属性に応じてサービスごとに適切な利用権が与えられる。これ

は、ネットワークのアクセス権によるネットワークオリエンテッドな認可ではなく、個々のサービス、

資源などのコンテンツへのアクセス権をコンテンツの所有者が主体的に制御するものであり、

研究室等で運営しているサーバー等の認証・認可も統合が可能である。また、生体情報を用

いた認証の導入の検討や、認証認可だけでなくデータ連携も行う基盤をどのように構築する

かの検討や、個人の ID をどのように一元的に管理するかの検討、人だけでなく、組織などを

認証する手段の検討なども行っている。UTokyo Account を用いた認証方式の実装や問題点

の検討等もこの中で行い、UTokyo Account の運用に貢献している。また、システム間で安全

にデータ連携を行うための API (UTokyo-API)の検討も実施している。 

次に、「UX」では、キャンパスにまたがる、あるいはキャンパスを超えた学習環境において、

従来のオンキャンパスでの学習を超える UX を提供する技術を開発する。教員や学生を空間

の物理的制約から開放し、講義だけでなく、ものごとの現場での実演・解説や、フィールドワー

ク、実習、ゼミやラボミーティングなどの研究活動、部活やサークルのような課外活動もサポー

トする環境の開発を目指す。また、アクティブ・ラーニングや反転学習とも組み合わせ、対面型

の講義形態からグループワークへのシームレスかつ瞬時な切り替えを可能とする。オンライン

講義・実習ツールの検討・検証、大学の情報システムをバリアフリーにするための具体的な手

法の検討、学生に提供するアプリケーションの備えるべき機能や、学生が主体となって開発す

るアプリケーションと大学の持つデータをどのように連携するべきかの検討などを行っている。 

 全体会議と、認証・認可および UX の各分科会をそれぞれ週１回、合計週 3 回実施して集中

的に議論を行っており、学内の情報システムに関する情報交換の場ともなっている。 

 

2 2020 年度にまとめた提言 
全体会議および分科会での議論をもとに、2021年 3月には、情報システム戦略会議に本学

の情報システムの構築に際して考慮すべき事項についての提言を行った。提言には、以下の

ような事項が含まれる。 

うユーザ視点で整理し、そのための情報整理を行う機会となった。結果として、従来から提供されてい
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「どこでもキャンパス」プロジェクト 
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次に、「UX」では、キャンパスにまたがる、あるいはキャンパスを超えた学習環境において、
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の情報システムの構築に際して考慮すべき事項についての提言を行った。提言には、以下の

ような事項が含まれる。 
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A) 認証認可・データ連携基盤の整備： 

1. 利用者が本人であることの確認（認証）と、その利用者が何をする権限を持っているか

の確認（認可）を広く様々なサービスで行え、さらに利用者に付与された様々な属性を

適切なアクセス制御の下で共有する認証認可・データ連携基盤を構築する必要があ

る。 

2. UTokyo Accountに基づく統合認証基盤を整備し、大学が提供するサービスは基本的

にこの認証基盤を用いるべきである。このため、認証基盤は部局等で運用するサービ

スも含めて広く利用できるようにする必要がある。 

3. 個人の識別は共通 ID を用いることを基本とし、共通 ID でない個別の ID を用いる場

合には、共通 ID との紐づけを保持するべきである。 

4. サービス間でのデータ連携を行うための API を定める必要がある。 

5. 認証認可・データ連携基盤は個人の属性に基づいて認可を制御できる

ABAC(Attribute Based Access Control)をサポートする必要がある。 

6. 個人の属性（例えば給与を支払わないものの呼称）は、部局によって独自に決めたも

のがあるなどばらばらであり、整理が必要である。 

7. サービスによって認証された情報を個人が保持でき、大学公式以外のものも含む様々

なサービスに対して個人の管理の下で認証付きの情報を提供できる仕組みを整備す

ることが望ましい。 

8. 認証システムへの登録は一律の基準のもとに、（本人認証を含めて）正確かつ網羅的

に行われる必要がある。 

 

B) 学生が用意するべき ICT 推奨環境 

 今後、学生が一定の ICT 環境を用意することは必須となると考えられる。現在は様々な情報

が輻輳しており、学生が何を用意すべきかわかりにくくなっている。全学で調整した上で、公式

に学生に発信することが望ましい。受験生に対しても東京大学で前提とする推奨環境を周知

しておくことが望ましい。 

 

C) アクセシビリティ・バリアフリー 

 サービスの構築やオンライン授業の実施に際しては、利用者に応じてアクセシビリティ・バリ

アフリーへの考慮が必要である。 

1. サポートを必要としている学生・教職員が、どのようなサポートを必要としているかを、

サービス提供者（授業・指導を行う教員も含む）に自身の判断で適切に提供（開示）で

きる仕組みが必要である。また、特にサポートが必要な学生が容易に申し出ることがで

きる環境を作ることが重要である。 

2. サービスを提供する際には、アクセシビリティ・バリアフリーに考慮することが必要であ

る、特に、部局、研究室等で提供するサービスにおいても、サービスの利用者に応じ

て考慮が必要であることがもっと全学に周知される必要がある。また、講義で用いるス

ライドや資料などの情報の提示においてはすべての学生・対象者に情報が正確に伝

わるように、色の使い方（カラーユニバーサルデザイン）にも配慮する必要がある。 

3. 多言語表記する際に、正しく翻訳されていないとかえって分かりづらくなる。日本語以

外の表記の正確度を上げる方策が必要である。 

4. 複数言語の併記は、スクリーンリーダーを用いる利用者にはフレンドリではない。一

方、日本語も英語もあまり得意でない留学生にとっては、日英が併記されている方が

よいこともある。利用者が必要としている情報のみを提供する仕組みが必要である。 

5. 授業資料の作成や授業中に教員が配慮すべきことをまとめて教員に周知する必要が

ある。 

6. システム調達時に考慮すべき事項について具体的に定めていく必要がある。 

 

D) 学生向けアプリの提供について 

 学内で学生向けのアプリの開発が複数進められている (MOCHA, UTokyo アプリなど)。また、

サークル等で学生向けのアプリを作っている団体もあり、公式サービスにない便利な機能を提

供しているものもある。一方で、個人情報の保護や情報の正確さなどについての懸念もある。

どのような形で学生にアプリ・機能を提供していくのか、公式サービス以外のアプリ等で大学の

持つ情報をどこまで利用可能なのか等を検討しまとめていく必要がある。また、特に公式サー

ビスについては、学生からひとまとまりのサービスとして見えるようにしていく必要がある。 

 

3 今後 
 東京大学においても、デジタル化、デジタルトランスフォーメーションが推進される中で、当プ

ロジェクトでの検討・実施内容が貢献できることは多くあると考えられる。今後も議論や検証を

進めるとともに、本学の情報システムの運用や利用に活かせる成果を上げることを目指してい

く。 
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情報メディア研究部門概要

柴山 悦哉
情報システムの信頼性と安全性に関する研究

田中 哲朗
ゲームプログラミングに関する研究

品川 高廣
システムソフトウェアの研究

関谷 貴之
計算機科学関連カリキュラムの分析

岡田　和也
ネットワークシステムに関する研究
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情報メディア教育研究部門研究報告

柴山悦哉,田中哲朗,品川高廣,関谷貴之,岡田和也

1 概要
情報メディア教育研究部門では、今年度、教授 1名、准教授 2名、助教 2名が在籍し、以下にあげる
ような研究を行った。

情報システムの構成や開発に関連した研究: 本研究部門が企画、設計、調達、構築、運用などに関与
する教育用計算機システム ECCSや学習管理システム ITC-LMSなどで構成される教育支援環境
は、我が国の教育機関が管理運用するエンドユーザ向けのものとして最大級の規模と複雑度を有
する。そのため、既存のノウハウだけに頼っていては、安定的かつ効率的な運用は不可能であり、
研究として解決すべき課題も多い。特に 2020年度は、コロナウイルス感染症の影響で、オンラ
インの教育支援環境に対する需要が急増し、逆にオンキャンパスの教育支援環境に対する需要が
急減した。このような急激な環境変化に迅速に対応する際にも、この分野の研究で培った知見や
技術が有用であった。2019–2020年度は次のような研究と成果発表を行った。

• コロナウイルス感染症のもとでの学習管理システムの運用（全員）
• 情報システムの信頼性・安全に関する研究 (柴山)

• プログラム理解支援に関する研究 (柴山)

• ベアメタルクラウドでのマイグレーションに関する研究（品川）
• ファイルサーバの高速なマイグレーション (品川)

• クラスタ環境でのジョブスケジューリングに関する研究（品川）
• OS互換レイヤに関する研究 (品川)

• コンテナ起動の高速化に関する研究（品川）
• 深層学習によるマルウェア亜種の分類に関する研究（品川）
• 仮想マシンモニタの動的リフレッシュに関する研究（品川）
• ブラウザのセキュリティに関する研究（品川）
• エッジコンピューティングにおけるトラフィックの選択的誘導に関する研究 (岡田)

• 高精度タイムスタンプを用いたネットワーク計測に関する研究 (岡田)

教育支援に関連した研究: 本研究部門は、教育用計算機システム ECCS、学習管理システム ITC-LMS
など合計では 5万人以上のエンドユーザを対象に情報基盤を提供している。そのため、システム
のユーザビリティの向上、情報メディアに容易にアクセスするための支援、情報技術を用いた教
育の支援は重要な課題であり、これに関連した研究開発も行っている。2019–2020年度は次のよ
うな研究と成果発表を行った。

• 計算機科学関連カリキュラムの分析 (関谷)



－ 107 －

情報メディア教育研究部門

情報メディア教育研究部門

情報メディア教育研究部門研究報告

柴山悦哉,田中哲朗,品川高廣,関谷貴之,岡田和也

1 概要
情報メディア教育研究部門では、今年度、教授 1名、准教授 2名、助教 2名が在籍し、以下にあげる
ような研究を行った。

情報システムの構成や開発に関連した研究: 本研究部門が企画、設計、調達、構築、運用などに関与
する教育用計算機システム ECCSや学習管理システム ITC-LMSなどで構成される教育支援環境
は、我が国の教育機関が管理運用するエンドユーザ向けのものとして最大級の規模と複雑度を有
する。そのため、既存のノウハウだけに頼っていては、安定的かつ効率的な運用は不可能であり、
研究として解決すべき課題も多い。特に 2020年度は、コロナウイルス感染症の影響で、オンラ
インの教育支援環境に対する需要が急増し、逆にオンキャンパスの教育支援環境に対する需要が
急減した。このような急激な環境変化に迅速に対応する際にも、この分野の研究で培った知見や
技術が有用であった。2019–2020年度は次のような研究と成果発表を行った。

• コロナウイルス感染症のもとでの学習管理システムの運用（全員）
• 情報システムの信頼性・安全に関する研究 (柴山)

• プログラム理解支援に関する研究 (柴山)

• ベアメタルクラウドでのマイグレーションに関する研究（品川）
• ファイルサーバの高速なマイグレーション (品川)

• クラスタ環境でのジョブスケジューリングに関する研究（品川）
• OS互換レイヤに関する研究 (品川)

• コンテナ起動の高速化に関する研究（品川）
• 深層学習によるマルウェア亜種の分類に関する研究（品川）
• 仮想マシンモニタの動的リフレッシュに関する研究（品川）
• ブラウザのセキュリティに関する研究（品川）
• エッジコンピューティングにおけるトラフィックの選択的誘導に関する研究 (岡田)

• 高精度タイムスタンプを用いたネットワーク計測に関する研究 (岡田)

教育支援に関連した研究: 本研究部門は、教育用計算機システム ECCS、学習管理システム ITC-LMS
など合計では 5万人以上のエンドユーザを対象に情報基盤を提供している。そのため、システム
のユーザビリティの向上、情報メディアに容易にアクセスするための支援、情報技術を用いた教
育の支援は重要な課題であり、これに関連した研究開発も行っている。2019–2020年度は次のよ
うな研究と成果発表を行った。

• 計算機科学関連カリキュラムの分析 (関谷)
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その他の研究: 2019–2020年度は、コンピュータゲームに関する次のような研究と成果発表を行った。
• ゲームプログラミングへの深層強化学習の応用に関する研究 (田中)

また、2020年度には品川准教授が科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」を受賞した。

2 情報メディア教育部門の研究活動
2.1 情報システムの信頼性と安全性に関する研究（柴山悦哉）
社会の隅々にまで浸透した情報システムの信頼性や安全性に関する研究を近年行っており、2019–2020
年度にもこれらに関する研究と発表を行った。
[発表 5,発表 7,発表 1]では、日本学術会議総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関
する安全・安心・リスク検討分科会（同分科会の安全目標検討小委員会を含む）で検討を行い、2020
年 8月に発出した提言「工学システムの社会安全目標の新体系」の途中経過の報告を含む発表を行っ
た。これは、さまざまな工学システムの専門家と共同で一般的な枠組みを構築し、これを情報システ
ムに適用する試みを行うとともに、課題についても検討したものである。他の工学システムと比較し
た情報システムの顕著な特徴として、(1)サイバー、フィジカル、ソーシャルの 3つの領域にまたがっ
ており、リスク評価の対象が広範にわたること、(2)オープンなシステムを構成し、管理ドメインや組
織を超えた依存関係が顕著なこと、(3)迅速な変化が生じやすいことなどがある。このような特徴の
ため、フィジカルが中心で比較的クローズドであり、簡単には変化しない旧来の工学システムの枠組
みを単純には適用できない。より柔軟な枠組みに関する研究を行ったものである。
一方、[発表 6,発表 8]では、ソフトウェアの信頼性向上のために必須の技術であるデバッグの効率向
上に関する試みを報告した。
また、[発表 9]では、教育データの責任ある利用の枠組みに関する検討結果を報告した。これは日本
学術会議心理学・教育学委員会・情報学委員会合同教育データ利活用分科会で検討を行い、2020年 9
月に発出した提言「教育のデジタル化を踏まえた学習データの利活用に関する提言—エビデンスに
基づく教育に向けて」の検討経過の報告である。
最後に、[発表 3,発表 4]では、2020年に急遽始まったオンライン授業の経験を報告した。特に [発表 4]
では、負荷が急増した IT基盤を安定して運用するための課題と対策が主題となっている。

2.2 ゲームプログラミングに関する研究（田中哲朗）
田中研究室では、ゲームプログラミングに関する研究をおこなっているが、この数年は特に連続空間
を扱うゲームや不完全情報ゲームへの深層強化学習の応用を中心に研究している。
[発表 13]は、報酬が疎な環境での強化学習を効率的におこなう階層型強化学習の手法の一つである
Option-Critic Architectureを評価するために、独自のグリッド世界の環境を提案したものである。一般
に階層型強化学習の評価に使われる atariゲーム環境と比べると、毎回変わる環境を多くのパラメータ
で調節して実験をすることが可能になっている。ソフトウェアは [公開 6]で公開している。
[発表 14]は、麻雀を Actor-Criticベースの深層強化学習フレームワークを使って学習させるための準
備として、麻雀を簡単化したミニ麻雀というゲームを提案し、評価をおこなっている。深層学習をお
こなう場合には、深層ニューラルネットワークのモデルや、様々なパラメータなどの選択が重要だが、
小さいサイズのゲームについて教師あり学習をおこない、Optunaというハイパーパラメータ最適化フ
レームワークで適したモデル、パラメータを求め、それを使って強化学習を使う手法を提案している。
ソフトウェアは [公開 7]で公開している。
[発表 10]では、ミニ麻雀では不足していた役による上がりの制限を入れたゲームである「すずめ雀」
というゲームを対象に、深層学習をおこなう実験をおこなった。ソフトウェアは [公開 1]で公開して
いる。

他に、[発表 11], [発表 12]は比較的小さいサイズのゲーム「量子アンパンマンのはじめてしょうぎ」、
「十六むさし」を対象に強解決 (可能なすべての局面の勝敗を決定)をおこなった。それにより、これ
らのゲームの様々な性質を解明することができた。どちらも、解析結果と解析プログラムを [公開 2],
[公開 3]で公開している。「十六むさし」については [公開 4]で、Webブラウザ上で任意の局面を検索
できるサービスを公開している。

2.3 システムソフトウェアの研究（品川高廣）

品川研究室では、オペレーティングシステムや仮想化技術を中心としたシステムソフトウェアに関する
研究をおこなっている。クラウドに関する研究 [雑誌論文 1]では、ベアメタルクラウドにおいて仮想化
のオーバーヘッドを限りなくゼロに近づけながらライブマイグレーションをおこなう手法を実現した。
ストレージに関する研究 [雑誌論文 2]では、国際会議 ACM SYSTOR 2018で発表した論文の手法を拡
張して、ファイルサーバを新機種へ移行する際にポストコピーの手法を用いて異機種のファイルサーバ
間でのファイル移行を高速におこなう手法を実現した。クラスタに関する研究 [査読付 1,発表 20]で
は、多数のマシンが存在するクラスタ環境において実行するジョブのスケジューリングをおこなう際
に、ジョブの実行時間の推定を必要とすることなく複数資源を要求する実行時間が短いタスクのレイ
テンシを削減する手法を実現した。OS実行環境に関する研究 [査読付 2]では、国際会議 APSys 2017
で発表した論文の手法を拡張して、異なる OSのバイナリプログラムをそのまま動作させることが出
来る OS互換レイヤのアーキテクチャに関して、仮想化技術を用いることで堅牢性と柔軟両立した新
しい手法を実現した。
コンテナに関する研究 [発表 15]では、コンテナの全レイヤを一括ダウンロードするのではなく遅

延取得をおこなえるようにすることで、コンテナの起動を高速化する手法を実現した。CPUの新機能
に関する研究 [発表 16]では、Intelの次期 CPUに搭載予定のページより細かい単位で保護が行えるサ
ブページ書き込み保護機構をライブマイグレーションの書き込み検知に応用した場合の性能評価をエ
ミュレータでおこなった。マルウェア分類に関する研究 [発表 17]では、深層学習の技術を用いてマル
ウェアの亜種を高精度に分類する手法を実現した。仮想化に関する研究 [発表 18]では、クラウド環
境で仮想マシンモニタの動的リフレッシュを可能にするために、オンデマンドでネステッド仮想化を
有効にして、古い仮想マシンモニタ上の仮想マシンを新しい仮想マシンモニタ上へと同一マシン上で
マイグレーションする手法に関するポスター発表をおこなった。不揮発メモリに関する研究 [発表 19]
では、ユーザ空間のライブラリでファイルシステムを構築することで、低アクセスレイテンシを実現
する手法に関する発表をおこなった。メモリ監視に関する研究 [発表 21]では、IOMMUによってメモ
リ監視が妨害される攻撃を防止するために、仮想マシンモニタで IOMMUの設定を保護する手法に関
するポスター発表をおこなった。ブラウザのセキュリティに関する研究 [発表 22]では、JavaScriptと
WebAssemblyを利用して 1バイトの定数のみを用いることで Return-Oriented Programmingに使用可
能な 2～3バイトのガジェットを生成する手法に関するポスター発表をおこなった。
学会活動として、コンピュータソフトウェア誌におけるシステム系バーチャル国際会議参加報告

（VEE 2020 & EuroSys 2020） [特記 1]、ComSys 2020における国際会議 VEE 2020発表論文の凱旋講
演 [特記 2]、ComSys 2019における国際会議 SOSP 2019の出張報告 [特記 4]をそれぞれおこなった。
また、準パススルー型仮想化により OSプロビジョニングをおこなう技術に関する特許 [特許 1]を

取得した。
また、2020年度情報処理学会コンピュータサイエンス領域功績賞 [受賞 1]を筑波大学の加藤和彦教

授と連名で受賞したほか、令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」 [受賞 2]を同
じく加藤教授と連名で受賞した。
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その他の研究: 2019–2020年度は、コンピュータゲームに関する次のような研究と成果発表を行った。
• ゲームプログラミングへの深層強化学習の応用に関する研究 (田中)

また、2020年度には品川准教授が科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」を受賞した。

2 情報メディア教育部門の研究活動
2.1 情報システムの信頼性と安全性に関する研究（柴山悦哉）
社会の隅々にまで浸透した情報システムの信頼性や安全性に関する研究を近年行っており、2019–2020
年度にもこれらに関する研究と発表を行った。
[発表 5,発表 7,発表 1]では、日本学術会議総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関
する安全・安心・リスク検討分科会（同分科会の安全目標検討小委員会を含む）で検討を行い、2020
年 8月に発出した提言「工学システムの社会安全目標の新体系」の途中経過の報告を含む発表を行っ
た。これは、さまざまな工学システムの専門家と共同で一般的な枠組みを構築し、これを情報システ
ムに適用する試みを行うとともに、課題についても検討したものである。他の工学システムと比較し
た情報システムの顕著な特徴として、(1)サイバー、フィジカル、ソーシャルの 3つの領域にまたがっ
ており、リスク評価の対象が広範にわたること、(2)オープンなシステムを構成し、管理ドメインや組
織を超えた依存関係が顕著なこと、(3)迅速な変化が生じやすいことなどがある。このような特徴の
ため、フィジカルが中心で比較的クローズドであり、簡単には変化しない旧来の工学システムの枠組
みを単純には適用できない。より柔軟な枠組みに関する研究を行ったものである。
一方、[発表 6,発表 8]では、ソフトウェアの信頼性向上のために必須の技術であるデバッグの効率向
上に関する試みを報告した。
また、[発表 9]では、教育データの責任ある利用の枠組みに関する検討結果を報告した。これは日本
学術会議心理学・教育学委員会・情報学委員会合同教育データ利活用分科会で検討を行い、2020年 9
月に発出した提言「教育のデジタル化を踏まえた学習データの利活用に関する提言—エビデンスに
基づく教育に向けて」の検討経過の報告である。
最後に、[発表 3,発表 4]では、2020年に急遽始まったオンライン授業の経験を報告した。特に [発表 4]
では、負荷が急増した IT基盤を安定して運用するための課題と対策が主題となっている。

2.2 ゲームプログラミングに関する研究（田中哲朗）
田中研究室では、ゲームプログラミングに関する研究をおこなっているが、この数年は特に連続空間
を扱うゲームや不完全情報ゲームへの深層強化学習の応用を中心に研究している。
[発表 13]は、報酬が疎な環境での強化学習を効率的におこなう階層型強化学習の手法の一つである
Option-Critic Architectureを評価するために、独自のグリッド世界の環境を提案したものである。一般
に階層型強化学習の評価に使われる atariゲーム環境と比べると、毎回変わる環境を多くのパラメータ
で調節して実験をすることが可能になっている。ソフトウェアは [公開 6]で公開している。
[発表 14]は、麻雀を Actor-Criticベースの深層強化学習フレームワークを使って学習させるための準
備として、麻雀を簡単化したミニ麻雀というゲームを提案し、評価をおこなっている。深層学習をお
こなう場合には、深層ニューラルネットワークのモデルや、様々なパラメータなどの選択が重要だが、
小さいサイズのゲームについて教師あり学習をおこない、Optunaというハイパーパラメータ最適化フ
レームワークで適したモデル、パラメータを求め、それを使って強化学習を使う手法を提案している。
ソフトウェアは [公開 7]で公開している。
[発表 10]では、ミニ麻雀では不足していた役による上がりの制限を入れたゲームである「すずめ雀」
というゲームを対象に、深層学習をおこなう実験をおこなった。ソフトウェアは [公開 1]で公開して
いる。

他に、[発表 11], [発表 12]は比較的小さいサイズのゲーム「量子アンパンマンのはじめてしょうぎ」、
「十六むさし」を対象に強解決 (可能なすべての局面の勝敗を決定)をおこなった。それにより、これ
らのゲームの様々な性質を解明することができた。どちらも、解析結果と解析プログラムを [公開 2],
[公開 3]で公開している。「十六むさし」については [公開 4]で、Webブラウザ上で任意の局面を検索
できるサービスを公開している。

2.3 システムソフトウェアの研究（品川高廣）

品川研究室では、オペレーティングシステムや仮想化技術を中心としたシステムソフトウェアに関する
研究をおこなっている。クラウドに関する研究 [雑誌論文 1]では、ベアメタルクラウドにおいて仮想化
のオーバーヘッドを限りなくゼロに近づけながらライブマイグレーションをおこなう手法を実現した。
ストレージに関する研究 [雑誌論文 2]では、国際会議 ACM SYSTOR 2018で発表した論文の手法を拡
張して、ファイルサーバを新機種へ移行する際にポストコピーの手法を用いて異機種のファイルサーバ
間でのファイル移行を高速におこなう手法を実現した。クラスタに関する研究 [査読付 1,発表 20]で
は、多数のマシンが存在するクラスタ環境において実行するジョブのスケジューリングをおこなう際
に、ジョブの実行時間の推定を必要とすることなく複数資源を要求する実行時間が短いタスクのレイ
テンシを削減する手法を実現した。OS実行環境に関する研究 [査読付 2]では、国際会議 APSys 2017
で発表した論文の手法を拡張して、異なる OSのバイナリプログラムをそのまま動作させることが出
来る OS互換レイヤのアーキテクチャに関して、仮想化技術を用いることで堅牢性と柔軟両立した新
しい手法を実現した。
コンテナに関する研究 [発表 15]では、コンテナの全レイヤを一括ダウンロードするのではなく遅

延取得をおこなえるようにすることで、コンテナの起動を高速化する手法を実現した。CPUの新機能
に関する研究 [発表 16]では、Intelの次期 CPUに搭載予定のページより細かい単位で保護が行えるサ
ブページ書き込み保護機構をライブマイグレーションの書き込み検知に応用した場合の性能評価をエ
ミュレータでおこなった。マルウェア分類に関する研究 [発表 17]では、深層学習の技術を用いてマル
ウェアの亜種を高精度に分類する手法を実現した。仮想化に関する研究 [発表 18]では、クラウド環
境で仮想マシンモニタの動的リフレッシュを可能にするために、オンデマンドでネステッド仮想化を
有効にして、古い仮想マシンモニタ上の仮想マシンを新しい仮想マシンモニタ上へと同一マシン上で
マイグレーションする手法に関するポスター発表をおこなった。不揮発メモリに関する研究 [発表 19]
では、ユーザ空間のライブラリでファイルシステムを構築することで、低アクセスレイテンシを実現
する手法に関する発表をおこなった。メモリ監視に関する研究 [発表 21]では、IOMMUによってメモ
リ監視が妨害される攻撃を防止するために、仮想マシンモニタで IOMMUの設定を保護する手法に関
するポスター発表をおこなった。ブラウザのセキュリティに関する研究 [発表 22]では、JavaScriptと
WebAssemblyを利用して 1バイトの定数のみを用いることで Return-Oriented Programmingに使用可
能な 2～3バイトのガジェットを生成する手法に関するポスター発表をおこなった。
学会活動として、コンピュータソフトウェア誌におけるシステム系バーチャル国際会議参加報告

（VEE 2020 & EuroSys 2020） [特記 1]、ComSys 2020における国際会議 VEE 2020発表論文の凱旋講
演 [特記 2]、ComSys 2019における国際会議 SOSP 2019の出張報告 [特記 4]をそれぞれおこなった。
また、準パススルー型仮想化により OSプロビジョニングをおこなう技術に関する特許 [特許 1]を

取得した。
また、2020年度情報処理学会コンピュータサイエンス領域功績賞 [受賞 1]を筑波大学の加藤和彦教

授と連名で受賞したほか、令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」 [受賞 2]を同
じく加藤教授と連名で受賞した。



－ 110 －

情報メディア教育研究部門

2.4 計算機科学関連カリキュラムの分析（関谷貴之）
講義のシラバスを用いてカリキュラムを分析する研究を長年行っている。2017年度からは、なるべく
人手をかけることなくシラバスを収集する方法について研究している。
2018年度には大学院生の協力の下で、海外の大学の計算機科学分野の講義シラバスを提供する 60大学
のウェブページを収集した。2019年度は、それらのウェブページを提供形態に基づいて Link, Whole,
Databaseの 3つのタイプに分類した。それぞれ、個々のシラバスページへのリンク集となるページ、
比較的多数のシラバス情報を詰め込んだページ、そしてシラバス等を検索可能なウェブサイトのペー
ジに相当する。そして、各タイプのページを判定するモデルを、linear support vector machine (SVM)
で構築した。
モデルの検証に当っては、クローリングによって取得した 1大学当り数千から数万のウェブページに
適用した。Link, Wholeについては対象とするページが判定モデルの評価値の上位に現れ、少ない労力
でシラバスページを見付けられる可能性があることが分かった。以上の詳細については [発表 23]で
発表している。
続いて 2020年度は、Google Search APIと前年度の linear SVMのモデルによる判定を組み合わせたシ
ラバス収集支援ツールを開発して、当該ツールの有効性を検証した。ツールとしては未完成だが、シ
ラバス収集支援の方法について、2021年 4月の国際会議で発表予定である。

2.5 ネットワークシステムに関する研究（岡田和也）
岡田は，ネットワーク技術を中心としてネットワークセキュリティ，エッジコンピューティングに関
する研究をおこなっている．エッジコンピューティングに関する研究 [発表 26][特記 6]では，エッジ
コンピューティング環境において，エッジで提供されているサービスへのトラフィックの選択的な誘
導手法を研究開発した．今後は，エッジで提供されているサービスの動的で高速な発見手法の研究開
発に取り組む．高精度なタイムスタンプをネットワーク計測に応用する研究 [発表 25]は，2020年度
から科研費の課題「汎用NICによる高精度タイムスタンプの応用に関する研究」（基盤研究 C）を受託
し開始した．本研究は、マイクロ秒精度で同期可能な汎用ネットワークインタフェースカード (NIC)
を用いて、パケットへのタイムスタンプ精度を従来のミリ秒精度からマイクロ秒に向上させる汎用ソ
フトウェア機構の開発、及び高精度なタイムスタンプを活用したネットワーク計測手法の確立を目的
としている．2021年 3月には，高精度なタイムスタンプを応用したインターネット品質計測の結果に
ついて研究会 [発表 24]にて報告した．同研究は情報基板センターネットワーク部門の空閑洋平特任
講師，中村遼助教らと実施している．

3 成果要覧
招待講演

招待論文

受賞関連
[受賞 1] 2020年度情報処理学会コンピュータサイエンス領域功績賞（品川高廣、加藤和彦）, 2020

年 10月．

[受賞 2] 令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」（加藤和彦、品川高廣）, 2020
年 4月，

著書／編集

雑誌論文
[雑誌論文 1] Takaaki Fukai, Takahiro Shinagawa, Kazuhiko Kato. Live Migration in Bare-metal Clouds.

IEEE Transactions on Cloud Computing, Vol. 9, No. 1, pp. 226-239, Jan 2021.

[雑誌論文 2] Keiichi Matsuzawa, Mitsuo Hayasaka, Takahiro Shinagawa. Practical Quick File Server Mi-
gration. ACM Transactions on Storage, Vol. 16, No. 2, pp. 13:1-13:30, May 2020.

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Hidehito Yabuuchi, Takahiro Shinagawa. Multi-resource Low-latency Cluster Scheduling with-

out Execution Time Estimation. In Proceedings of the 20th IEEE/ACM International Symposium
on Cluster, Cloud and Internet Computing (CCGrid 2020), May 2020.

[査読付 2] Takaya Saeki, Yuichi Nishiwaki, Takahiro Shinagawa, Shinichi Honiden. A Robust and Flex-
ible Operating System Compatibility Architecture. In Proceedings of the 16th ACM SIG-
PLAN/SIGOPS International Conference on Virtual Execution Environments (VEE 2020), Mar
2020.

公開ソフトウエア
[公開 1] 清水大志,田中哲朗: suzume jan, https://github.com/minnsou/suzume-jong, 2020年 11月.

[公開 2] 田中哲朗: quantum anpanman, https://github.com/tanakat01/quantum anpanman, 2020年 11月.

[公開 3] 田中哲朗: 16musashi, https://github.com/tanakat01/16musashi, 2020年 11月.

[公開 4] 田中哲朗: 十六むさし局面検索, https://gps.tanaka.ecc.u-tokyo.ac.jp/16musashi/, 2020年 11月.

[公開 5] 田中哲朗: AutoSimJS, https://github.com/tanakat01/AutoSimJS/, 2020年 6月.

[公開 6] 高 岡 峻, 田 中 哲 朗: gridworld for HRL, https://github.com/u-tokyo-gps-tanaka-
lab/gridworld for HRL, 2019年 11月.

[公開 7] 清水大志, 田中哲朗: mini manhong, https://github.com/u-tokyo-gps-tanaka-lab/mini mahjong,
2019年 11月.

特許申請／取得
[特許 1] 品川高廣, 表祐志, 北村朋宏, 榮樂英樹, 松原克弥．情報処理装置及びプログラム．特許第

6506976号（特許出願 2015-010521），2019年 4月．（出願日：2015年 1月 22日）

その他の発表論文
[発表 1] 柴山悦哉: 情報システムにおける安全目標,安全工学シンポジウム,PD-1-4, 2020.

[発表 2] 柴山悦哉，関谷貴之，岡田和也: ログデータから振り返る今年度前半のオンライン授業, 4月
からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム，2020.

[発表 3] 田浦健次朗,明比英高,秋田英範,郡司彩,工藤知宏,空閑洋平,栗田佳代子,黒田裕文,三浦紗江,
中村文隆,中村宏,小川剛史,岡田和也,坂口菊恵,関谷貴之,柴山悦哉,玉造潤史,友西大,椿本
弥生, TAVARES VASQUES Diego,吉田塁: 東京大学におけるオンライン授業の始まりと展望,
コンピュータソフトウェア, Vol. 37, No. 3, pp. 2-8, 2020.
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2.4 計算機科学関連カリキュラムの分析（関谷貴之）
講義のシラバスを用いてカリキュラムを分析する研究を長年行っている。2017年度からは、なるべく
人手をかけることなくシラバスを収集する方法について研究している。
2018年度には大学院生の協力の下で、海外の大学の計算機科学分野の講義シラバスを提供する 60大学
のウェブページを収集した。2019年度は、それらのウェブページを提供形態に基づいて Link, Whole,
Databaseの 3つのタイプに分類した。それぞれ、個々のシラバスページへのリンク集となるページ、
比較的多数のシラバス情報を詰め込んだページ、そしてシラバス等を検索可能なウェブサイトのペー
ジに相当する。そして、各タイプのページを判定するモデルを、linear support vector machine (SVM)
で構築した。
モデルの検証に当っては、クローリングによって取得した 1大学当り数千から数万のウェブページに
適用した。Link, Wholeについては対象とするページが判定モデルの評価値の上位に現れ、少ない労力
でシラバスページを見付けられる可能性があることが分かった。以上の詳細については [発表 23]で
発表している。
続いて 2020年度は、Google Search APIと前年度の linear SVMのモデルによる判定を組み合わせたシ
ラバス収集支援ツールを開発して、当該ツールの有効性を検証した。ツールとしては未完成だが、シ
ラバス収集支援の方法について、2021年 4月の国際会議で発表予定である。

2.5 ネットワークシステムに関する研究（岡田和也）
岡田は，ネットワーク技術を中心としてネットワークセキュリティ，エッジコンピューティングに関
する研究をおこなっている．エッジコンピューティングに関する研究 [発表 26][特記 6]では，エッジ
コンピューティング環境において，エッジで提供されているサービスへのトラフィックの選択的な誘
導手法を研究開発した．今後は，エッジで提供されているサービスの動的で高速な発見手法の研究開
発に取り組む．高精度なタイムスタンプをネットワーク計測に応用する研究 [発表 25]は，2020年度
から科研費の課題「汎用NICによる高精度タイムスタンプの応用に関する研究」（基盤研究 C）を受託
し開始した．本研究は、マイクロ秒精度で同期可能な汎用ネットワークインタフェースカード (NIC)
を用いて、パケットへのタイムスタンプ精度を従来のミリ秒精度からマイクロ秒に向上させる汎用ソ
フトウェア機構の開発、及び高精度なタイムスタンプを活用したネットワーク計測手法の確立を目的
としている．2021年 3月には，高精度なタイムスタンプを応用したインターネット品質計測の結果に
ついて研究会 [発表 24]にて報告した．同研究は情報基板センターネットワーク部門の空閑洋平特任
講師，中村遼助教らと実施している．

3 成果要覧
招待講演

招待論文

受賞関連
[受賞 1] 2020年度情報処理学会コンピュータサイエンス領域功績賞（品川高廣、加藤和彦）, 2020

年 10月．

[受賞 2] 令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」（加藤和彦、品川高廣）, 2020
年 4月，

著書／編集

雑誌論文
[雑誌論文 1] Takaaki Fukai, Takahiro Shinagawa, Kazuhiko Kato. Live Migration in Bare-metal Clouds.

IEEE Transactions on Cloud Computing, Vol. 9, No. 1, pp. 226-239, Jan 2021.

[雑誌論文 2] Keiichi Matsuzawa, Mitsuo Hayasaka, Takahiro Shinagawa. Practical Quick File Server Mi-
gration. ACM Transactions on Storage, Vol. 16, No. 2, pp. 13:1-13:30, May 2020.

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Hidehito Yabuuchi, Takahiro Shinagawa. Multi-resource Low-latency Cluster Scheduling with-

out Execution Time Estimation. In Proceedings of the 20th IEEE/ACM International Symposium
on Cluster, Cloud and Internet Computing (CCGrid 2020), May 2020.

[査読付 2] Takaya Saeki, Yuichi Nishiwaki, Takahiro Shinagawa, Shinichi Honiden. A Robust and Flex-
ible Operating System Compatibility Architecture. In Proceedings of the 16th ACM SIG-
PLAN/SIGOPS International Conference on Virtual Execution Environments (VEE 2020), Mar
2020.

公開ソフトウエア
[公開 1] 清水大志,田中哲朗: suzume jan, https://github.com/minnsou/suzume-jong, 2020年 11月.

[公開 2] 田中哲朗: quantum anpanman, https://github.com/tanakat01/quantum anpanman, 2020年 11月.

[公開 3] 田中哲朗: 16musashi, https://github.com/tanakat01/16musashi, 2020年 11月.

[公開 4] 田中哲朗: 十六むさし局面検索, https://gps.tanaka.ecc.u-tokyo.ac.jp/16musashi/, 2020年 11月.

[公開 5] 田中哲朗: AutoSimJS, https://github.com/tanakat01/AutoSimJS/, 2020年 6月.

[公開 6] 高 岡 峻, 田 中 哲 朗: gridworld for HRL, https://github.com/u-tokyo-gps-tanaka-
lab/gridworld for HRL, 2019年 11月.

[公開 7] 清水大志, 田中哲朗: mini manhong, https://github.com/u-tokyo-gps-tanaka-lab/mini mahjong,
2019年 11月.

特許申請／取得
[特許 1] 品川高廣, 表祐志, 北村朋宏, 榮樂英樹, 松原克弥．情報処理装置及びプログラム．特許第

6506976号（特許出願 2015-010521），2019年 4月．（出願日：2015年 1月 22日）

その他の発表論文
[発表 1] 柴山悦哉: 情報システムにおける安全目標,安全工学シンポジウム,PD-1-4, 2020.

[発表 2] 柴山悦哉，関谷貴之，岡田和也: ログデータから振り返る今年度前半のオンライン授業, 4月
からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム，2020.

[発表 3] 田浦健次朗,明比英高,秋田英範,郡司彩,工藤知宏,空閑洋平,栗田佳代子,黒田裕文,三浦紗江,
中村文隆,中村宏,小川剛史,岡田和也,坂口菊恵,関谷貴之,柴山悦哉,玉造潤史,友西大,椿本
弥生, TAVARES VASQUES Diego,吉田塁: 東京大学におけるオンライン授業の始まりと展望,
コンピュータソフトウェア, Vol. 37, No. 3, pp. 2-8, 2020.



－ 112 －

情報メディア教育研究部門

[発表 4] 岡田和也,関谷貴之,田中哲朗,品川高廣,柴山悦哉,工藤知宏,田浦健次朗,蘆田隆行,友西大,
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バッグを効率的に支援する繰り返し要約機能,日本ソフトウェア科学会大会, 10-L, 2019.
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のソースコード変換手法,ウィンターワークショップ 2020・イン・京都, 2020.

[発表 9] 柴山悦哉: 教育データの責任ある利用,第 2回ラーニングアナリティクスによるエビデンスに
基づく教育に関するシンポジウム, 2020.

[発表 10] 清水大志,田中哲朗: 深層強化学習を用いた麻雀プレイヤの構築,第 26回ゲームプログラミ
ングワークショップ 2020, pp. 147-154,オンライン, 2020年 11月.

[発表 11] 田中哲朗: 量子「アンパンマンのはじめてしょうぎ」の強解決,第 26回ゲームプログラミン
グワークショップ 2020, pp. 189-193,オンライン, 2020年 11月.

[発表 12] 田中哲朗: 十六むさしの強解決,第 26回ゲームプログラミングワークショップ 2020, pp. 194
- 201,オンライン, 2020年 11月.

[発表 13] 高岡峻,田中哲朗: グリッド世界を用いた階層型強化学習の評価,第 25回ゲームプログラミ
ングワークショップ 2019, pp. 172-176,箱根, 2019年 11月.
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回ゲームプログラミングワークショップ 2019, pp. 165-171,箱根, 2019年 11月.
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データ科学研究部門研究報告

小林博樹,松島慎,中村覚,姜仁河,川瀬純也,石川正俊,早川智彦,黄守仁,末石智大,宮下令央,他 8名

1 データ科学研究部門概要

データ科学研究部門では、2019年度、助教 1名。2020年度、教授 2名（特任教授 1名）、准教授 2名
（特任准教授 1名）、講師 3名（特任講師 3名）、助教 6名（助教 1名は途中から兼任として在籍。助
教 1名は 11月着任。特任助教 3名）が在籍した。同部門のメンバーは専任教員と特任教員の２つのグ
ループから成る。専任教員はそれぞれが独立して研究活動を行うグループで、特任教員は石川特任教
授を中心とする石川研究室グループである。

1.1 専任教員グループの研究テーマ

計算機を介した人と生態系のインタラクションの研究（小林）
解釈可能な機械学習手法の効率的な計算手法についての研究（松島）
データ駆動型人文学研究の実践（中村）
データ駆動型知能に基づくアーバンコンピューティング（姜）
野生動物ワイヤレスセンサネットワーク実証実験基盤構築に向けた研究（川瀬）

1.2 石川研究室全体の研究活動概要

現実の物理世界は,原則的に並列かつリアルタイムの演算構造を有している. その構造と同等の構造を
工学的に実現することは,現実世界の理解を促すばかりでなく,応用上の様々な利点をもたらし,従来
のシステムをはるかに凌駕する性能を生み出すことができ,結果として,まったく新しい情報システム
を構築することが可能となる.本研究室では,特にセンサ情報処理における並列処理と高速・リアルタ
イム性を高度に示現する研究として,以下を行っている. また,新規産業分野開拓にも力を注ぎ,研究成
果の技術移転,共同研究,事業化等を様々な形で積極的に推進している.センサフュージョンの研究とし
て、高速ビジョン等のセンサ情報に基づく高速知能ロボットの開発並びにその応用としての新規タス
クの実現や人間機械協調システムの開発を行っている．ダイナミックビジョンシステムの研究では、
高速ビジョンや能動光学系を用いて運動対象の情報を適応的に取得する基礎技術及びトラッキング撮
像等の応用システムの開発を行っている．システムビジョンデザインの研究では、高速三次元計測や
質感計測等の並列処理に基づく高速画像処理技術（理論、アルゴリズム、デバイス）の開発を行って
いる．アクティブパーセプションの研究として、高速ビジョンを用いた能動計測や能動認識の研究を
行い、実世界における新たな知覚補助技術並びにそれに基づく新しい対話の形の創出を目指している．
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2 データ科学研究部門成果要覧
招待講演
[招待講演 1] 宮下令央: 世界を書き換えるダイナミックプロジェクションマッピング, IPSJ ONE 2021，

2021/3．

[招待講演 2] 宮下令央: 目に見えるものは真実か, 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校,
同窓生による特別授業，2020/12．

[招待講演 3] 岸則政,妹尾拓,平野正浩：高速画像処理システムの自動運転への役割―素早い危険予知
―，第 11回横貫連合コンファレンス，2020．

招待論文
[招待論文 1] 早川智彦，久保田祐貴，望戸雄史，柯毓珊，石川正俊:モーションブラー補償による高速

撮像技術のインフラ検査への応用,光学, 50巻, 2号, pp. 61-67,2021

受賞関連
[受賞 1] 小山佳祐，下条誠，妹尾拓，石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータ”MagLinkage”を用いた低

衝撃・ノンストップ把持,第 37回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2019)／予稿集, 3E2-07，
令和 2年度日本ロボット学会優秀研究・技術賞，2020/10．

[受賞 2] 小山佳祐,下条誠,妹尾拓,石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータMagLinkageの開発とハン
ド応用,日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2019（ROBOMECH2019）／講
演論文集, 2P1-H02，令和元年度日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ROBOMEC
表彰，2020/05．

[受賞 3] 東京大学 (早川智彦,望戸雄史,栃岡陽麻里,石川正俊),中日本高速道路株式会社 (亀岡弘之,藤
田友一郎,大西偉允）,高速道路のトンネルにおける時速 100km走行での覆工コンクリート高
解像度変状検出手法，第 4回インフラメンテナンス大賞/国土交通大臣賞，2021/01．

[受賞 4] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表，第 42回照明学会東京支部大会，最優秀研
究発表者賞，予稿集，pp. B-6:1-B-6:2，2020/12．

[受賞 5] 門脇拓也,丸山三智佳,早川智彦,松澤直熙,岩崎健一郎,石川正俊: 身体感覚と視覚情報に
ずれが生じる没入環境における低遅延な映像のユーザーへの影響,日本バーチャルリアリティ
学会論文誌, 24巻, 1号, pp.23-30,第 22回日本 VR学会論文賞，2019.

[受賞 6] 大学 情報基盤センター 石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人だ
けに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協会
Innovative Technologies 2020，スポンサー賞，2020/11．

[受賞 7] 大学 情報基盤センター 石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人だ
けに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協会
Innovative Technologies 2020，Special Prize - Vision -，2020/11．

[受賞 8] 東京大学・中日本高速道路株式会社：高速道路のトンネル覆工コンクリートにおける時速
100km走行での 4K高解像度変状検出システム，第 9回ロボット大賞優秀賞（研究開発部門），
2021/03．

[受賞 9] 末石智大，西薗良太，石川正俊：ベクター型レーザー投影系におけるM系列破線マーカーを
用いたロバスト高速自己姿勢推定，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部
門講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1445-1448，優秀講演賞，2020/12．

[受賞 10] 松本明弓，末石智大，石川正俊：注視点追従高解像度投影に向けた高速視線推定システム，
第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，講演会論文集,
pp.1886-1889，優秀講演賞，2020/12．

[受賞 11] 川原大宙，妹尾拓，石井抱，平野正浩，岸則政，石川正俊：第 21回計測自動制御学会シ
ステムインテグレーション部門講演会（SI2020）優秀講演賞,2020/12．

[受賞 12] 上村将之・王　澤・竹原浩成（奈良先端大）・角　博文（東大）・田代洋行・春田牧人・笹川
清隆・太田　淳（奈良先端大）:近赤外カラー高速眼底カメラ向けイメージセンサへのモザイ
ク多層膜干渉フィルタ搭載と評価，情報センシング研究会（IST）高機能イメージセンシング
とその応用，優秀発表賞，20/07．

[受賞 13] 小風尚樹,中村覚,永崎研宣: 情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもん
こん 2019」学生奨励賞構造化記述された財務記録史料データの分析手法の開発：イギリス
の船舶解体業を事例に

著書／編集
[著書 1] Shouren Huang, Yuji Yamakawa and Masatoshi Ishikawa：Dynamic Compensation Framework

to Improve the Autonomy of Industrial Robots. IntechOpen，Industrial Robotics-New Paradigms，
2020/09．

[著書 2] 中村覚 (担当:共編者 (共編著者)): デジタルアーカイブ・ベーシックス 2：災害記録を未来に活
かす, 2019年 8月 (ISBN: 9784585202820)

雑誌論文
[雑誌論文 1] Yuji Yamakawa, Yutaro Matsui and Masatoshi Ishikawa: Development of a Real-Time

Human-Robot Collaborative System Based on 1 kHz Visual Feedback Control and Its Ap-
plication to a Peg-in-Hole Task, Sensors, Vol.21, Issue 2, Article No. 663，2021/1．

[雑誌論文 2] Zhangxu Pan, Chan Guo, Xianchi Wang, Jiucheng Liu, Ruimin Cao, Yanfen Gong, Jiantai
Wang, Ningyang Liu, Zhitao Chen, Lihui Wang, Masatoshi Ishikawa, and Zheng Gong:
Wafer-Scale Micro-LEDs Transferred onto an Adhesive Film for Planar and Flexible Displays,
Advanced Materials Technologies, 2000549, pp.1-11，2020/8．

[雑誌論文 3] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa: Human Robot Hand
Interaction with Plastic Deformation Control, Robotics, Vol.9, No.3, Article No.73， 2020/9．

[雑誌論文 4] Y. Kubota, T. Hayakawa, and M. Ishikawa: Dynamic perceptive compensation for the rotating
snakes illusion with eye tracking, PLoS ONE 16(3), 2021.

[雑誌論文 5] Shouren Huang, Masatoshi Ishikawa, Yuji Yamakawa：A coarse-to-fine framework for accurate
positioning under uncertainties―from autonomous robot to human–robot system，Int J Adv
Manuf Technol，2020．
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2 データ科学研究部門成果要覧
招待講演
[招待講演 1] 宮下令央: 世界を書き換えるダイナミックプロジェクションマッピング, IPSJ ONE 2021，

2021/3．

[招待講演 2] 宮下令央: 目に見えるものは真実か, 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校,
同窓生による特別授業，2020/12．

[招待講演 3] 岸則政,妹尾拓,平野正浩：高速画像処理システムの自動運転への役割―素早い危険予知
―，第 11回横貫連合コンファレンス，2020．

招待論文
[招待論文 1] 早川智彦，久保田祐貴，望戸雄史，柯毓珊，石川正俊:モーションブラー補償による高速

撮像技術のインフラ検査への応用,光学, 50巻, 2号, pp. 61-67,2021

受賞関連
[受賞 1] 小山佳祐，下条誠，妹尾拓，石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータ”MagLinkage”を用いた低

衝撃・ノンストップ把持,第 37回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2019)／予稿集, 3E2-07，
令和 2年度日本ロボット学会優秀研究・技術賞，2020/10．

[受賞 2] 小山佳祐,下条誠,妹尾拓,石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータMagLinkageの開発とハン
ド応用,日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2019（ROBOMECH2019）／講
演論文集, 2P1-H02，令和元年度日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ROBOMEC
表彰，2020/05．

[受賞 3] 東京大学 (早川智彦,望戸雄史,栃岡陽麻里,石川正俊),中日本高速道路株式会社 (亀岡弘之,藤
田友一郎,大西偉允）,高速道路のトンネルにおける時速 100km走行での覆工コンクリート高
解像度変状検出手法，第 4回インフラメンテナンス大賞/国土交通大臣賞，2021/01．

[受賞 4] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表，第 42回照明学会東京支部大会，最優秀研
究発表者賞，予稿集，pp. B-6:1-B-6:2，2020/12．

[受賞 5] 門脇拓也,丸山三智佳,早川智彦,松澤直熙,岩崎健一郎,石川正俊: 身体感覚と視覚情報に
ずれが生じる没入環境における低遅延な映像のユーザーへの影響,日本バーチャルリアリティ
学会論文誌, 24巻, 1号, pp.23-30,第 22回日本 VR学会論文賞，2019.

[受賞 6] 大学 情報基盤センター 石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人だ
けに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協会
Innovative Technologies 2020，スポンサー賞，2020/11．

[受賞 7] 大学 情報基盤センター 石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人だ
けに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協会
Innovative Technologies 2020，Special Prize - Vision -，2020/11．

[受賞 8] 東京大学・中日本高速道路株式会社：高速道路のトンネル覆工コンクリートにおける時速
100km走行での 4K高解像度変状検出システム，第 9回ロボット大賞優秀賞（研究開発部門），
2021/03．

[受賞 9] 末石智大，西薗良太，石川正俊：ベクター型レーザー投影系におけるM系列破線マーカーを
用いたロバスト高速自己姿勢推定，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部
門講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1445-1448，優秀講演賞，2020/12．

[受賞 10] 松本明弓，末石智大，石川正俊：注視点追従高解像度投影に向けた高速視線推定システム，
第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，講演会論文集,
pp.1886-1889，優秀講演賞，2020/12．

[受賞 11] 川原大宙，妹尾拓，石井抱，平野正浩，岸則政，石川正俊：第 21回計測自動制御学会シ
ステムインテグレーション部門講演会（SI2020）優秀講演賞,2020/12．

[受賞 12] 上村将之・王　澤・竹原浩成（奈良先端大）・角　博文（東大）・田代洋行・春田牧人・笹川
清隆・太田　淳（奈良先端大）:近赤外カラー高速眼底カメラ向けイメージセンサへのモザイ
ク多層膜干渉フィルタ搭載と評価，情報センシング研究会（IST）高機能イメージセンシング
とその応用，優秀発表賞，20/07．

[受賞 13] 小風尚樹,中村覚,永崎研宣: 情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもん
こん 2019」学生奨励賞構造化記述された財務記録史料データの分析手法の開発：イギリス
の船舶解体業を事例に

著書／編集
[著書 1] Shouren Huang, Yuji Yamakawa and Masatoshi Ishikawa：Dynamic Compensation Framework

to Improve the Autonomy of Industrial Robots. IntechOpen，Industrial Robotics-New Paradigms，
2020/09．

[著書 2] 中村覚 (担当:共編者 (共編著者)): デジタルアーカイブ・ベーシックス 2：災害記録を未来に活
かす, 2019年 8月 (ISBN: 9784585202820)

雑誌論文
[雑誌論文 1] Yuji Yamakawa, Yutaro Matsui and Masatoshi Ishikawa: Development of a Real-Time

Human-Robot Collaborative System Based on 1 kHz Visual Feedback Control and Its Ap-
plication to a Peg-in-Hole Task, Sensors, Vol.21, Issue 2, Article No. 663，2021/1．

[雑誌論文 2] Zhangxu Pan, Chan Guo, Xianchi Wang, Jiucheng Liu, Ruimin Cao, Yanfen Gong, Jiantai
Wang, Ningyang Liu, Zhitao Chen, Lihui Wang, Masatoshi Ishikawa, and Zheng Gong:
Wafer-Scale Micro-LEDs Transferred onto an Adhesive Film for Planar and Flexible Displays,
Advanced Materials Technologies, 2000549, pp.1-11，2020/8．

[雑誌論文 3] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa: Human Robot Hand
Interaction with Plastic Deformation Control, Robotics, Vol.9, No.3, Article No.73， 2020/9．

[雑誌論文 4] Y. Kubota, T. Hayakawa, and M. Ishikawa: Dynamic perceptive compensation for the rotating
snakes illusion with eye tracking, PLoS ONE 16(3), 2021.

[雑誌論文 5] Shouren Huang, Masatoshi Ishikawa, Yuji Yamakawa：A coarse-to-fine framework for accurate
positioning under uncertainties―from autonomous robot to human–robot system，Int J Adv
Manuf Technol，2020．
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[雑誌論文 6] Mikihiro Ikura, Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: Stabilization System for UAV Landing
on Rough Ground byAdaptive 3D Sensing and High-speed Landing Gear Adjustment, Journal
of Robotics and Mechatronics, Vol.33, No.1 (2021)，2021/2．

[雑誌論文 7] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: Visualization Method for
the Cell-level Vesicle Transport Using Optical Flow and Diverging Colormap, Sensors, Vol.
21(2), No. 522, pp. 1-13，2021．

[雑誌論文 8] Zipei Fan, Xuan Song, Renhe Jiang, Quanjun Chen, and Ryosuke Shibasaki: Decentralized
Attention-based Personalized Human Mobility Prediction, Proceedings of the ACM on Inter-
active Mobile Wearable and Ubiquitous Technologies, Vol.3, No.4, pp1-26, December 2019.

[雑誌論文 9] Zipei Fan, Xuan Song, Quanjun Chen, Renhe Jiang, Ryosuke Shibasaki, and Kota Tsubouchi:
Trajectory fingerprint: one-shot human trajectory identification using Siamese network, CCF
Transactions on Pervasive Computing and Interaction, 2(2), 113-125, 2020.

[雑誌論文 10] Renhe Jiang, Quanjun Chen, Zekun Cai, Zipei Fan, Xuan Song, Kota Tsubouchi, and
Ryosuke Shibasaki: Will You Go Where You Search? A Deep Learning Framework for Esti-
mating User Search-and-Go Behavior, Neurocomputing, 2020.

[雑誌論文 11] Renhe Jiang, Xuan Song, Zipei Fan, Tianqi Xia, Zhaonan Wang, Quanjun Chen, Zekun Cai,
and Ryosuke Shibasaki: Transfer Urban Human Mobility via POI Embedding over Multiple
Cities, ACM/IMS Trans. Data Sci. 2, 1, Article 4, 26 pages, January 2021.

[雑誌論文 12] T. Lee, S. Matsushima, K. Yamanishi: “ Grafting for combinatorial binary model using
frequent itemset mining,”Data Mining and Knowledge Discovery, 34(1), pp. 101-123 (2020)

[雑誌論文 13] Y. Fu, S. Matsushima, K. Yamanishi:“Model Selection for Non-Negative Tensor Factoriza-
tion with Minimum Description Length,”Entropy 2019, 21, 632.

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Satoshi Tanaka, Keisuke Koyama, Taku Senoo, Makoto Shimojo, and Masatoshi Ishikawa: High-

speed Hitting Grasping with Magripper, a Highly Backdrivable Gripper using Magnetic Gear and
Plastic Deformation Control, 2020 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and
Systems (IROS2020), Proceedings, pp. 9137 - 9143，2020/10．

[査読付 2] Ryosuke Higo, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa:Dynamic In-Hand Regrasping Using a
High-Speed Robot Hand and High-Speed Vision, 1st Virtual IFAC World Congress (IFAC-V
2020) (Virtual Conference),pp.985:1-985:6，2020/7．

[査読付 3] Fumiya Shimada, Kenichi Murakami, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa：Bolt loosening detec-
tion using multi-purpose robot hand, 2020 IEEE/ASME International Conference on Advanced
Intelligent Mechatronics (Virtual Conference，2020.7.9), pp.1860-1866，2020/07．

[査読付 4] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa：Robot Hand Inter-
action Using Plastic Deformation Control with Inner Position Loop, 2020 IEEE/ASME Inter-
national Conference on Advanced Intelligent Mechatronics (Virtual Conference),pp.1748-1753，
2020/07．

[査読付 5] Satoshi Tanaka, Keisuke Koyama, Taku Senoo, and Masatoshi Ishikawa: Adaptive Visual Shock
Absorber with Visual-based Maxwell Model Using Magnetic Gear, The 2020 International
Conference on Robotics and Automation (ICRA2020) (Paris), Proceedings, pp. 6163-6168，
2020/06．

[査読付 6] Tomohiko Hayakawa, Haruka Nakane and Masatoshi Ishikawa：Motion-blur Compensation Sys-
tem Using a Rotated Acrylic Cube with Visual Feedback, 1st Virtual IFAC World Congress
(IFAC-V 2020), pp. 696:1-696:4，2020/07．

[査読付 7] Yuriko Ezaki, Yushi Moko, Haruka Ikeda, Tomohiko Hayakawa and Masatoshi Ishikawa：Ex-
tension of the Capture Range Under High-Speed Motion Using Galvanometer Mirror, 2020
IEEE/ASME International Conference on Advanced Intelligent Mechatronics (Virtual Confer-
ence), pp.1854-1859，2020/07．

[査読付 8] Y. Kubota, T. Hayakawa, M. Ishikawa: Quantitative Perception Measurement of the Rotating
Snakes Illusion Considering Temporal Dependence and Gaze Information, Symposium on Eye
Tracking Research and Applications (ETRA ’20 Short Papers) (online)，Proceedings, No.45,
pp. 1-4，2020/05．

[査読付 9] Y. Kubota, T. Hayakawa, Y. Ke, Y. Moko, M. Ishikawa: High-speed motion blur compensation
system in infrared region using galvanometer mirror and thermography camera, SPIE Sensors
and Smart Structures Technologies for Civil, Mechanical and Aerospace Systems 2020，Pro-
ceedings,1137919，2020/04．

[査読付 10] 池田遼，早川智彦，栃岡陽麻里，石川正俊: 観測者の視線運動に応じた残像効果による指
向性ディスプレイ,インタラクション 2021論文集 (オンライン),pp.57-63，2020/04．

[査読付 11] Shouren Huang, Keisuke Koyama, Masatoshi Ishikawa, and Yuji Yamakawa：Human-Robot
Collaboration with Force Feedback Utilizing Bimanual Coordination，In Companion of the 2021
ACM/IEEE International Conference on Human-Robot Interaction (HRI ’21 Companion),2021

[査読付 12] Tomohiro Sueishi, Arata Jingu, Shoji Yachida, Michiaki Inoue, Yuka Ogino, and Masatoshi
Ishikawa: Dynamic Iris Authentication by High-Speed Gaze and Focus Control, 2021
IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII2021) ，Proceedings, pp.813-
814，2021/1．

[査読付 13] Ryota Nishizono, Tomohiro Sueishi, and Masatoshi Ishikawa: EmnDash，M-sequence Dashed
Markers on Vector-based Laser Projection for Robust High-speed Spatial Tracking, IEEE Inter-
national Symposium on Mixed and Augmented Reality Adjunct (ISMAR-Adjunct2020)， pp.
195-200，2020/11．

[査読付 14] Murtuza Petladwala, Tomohiro Sueishi, Shoji Yachida, and Masatoshi Ishikawa: High-Speed
Occlusion Recovery Method for Multiple Fish Visual Tracking, The 42nd Annual International
Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC2020)，Proceed-
ings, MoAT14.12，2020/7．

[査読付 15] Yuri Mikawa, Tomohiro Sueishi, Yoshihiro Watanabe, and Masatoshi Ishikawa: Projection
mapping system to a widely dynamic sphere with circumferential markers, IEEE International
Conference on Multimedia and Expo (ICME2020)， pp. 1-6，2020/7．
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[雑誌論文 6] Mikihiro Ikura, Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: Stabilization System for UAV Landing
on Rough Ground byAdaptive 3D Sensing and High-speed Landing Gear Adjustment, Journal
of Robotics and Mechatronics, Vol.33, No.1 (2021)，2021/2．

[雑誌論文 7] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: Visualization Method for
the Cell-level Vesicle Transport Using Optical Flow and Diverging Colormap, Sensors, Vol.
21(2), No. 522, pp. 1-13，2021．

[雑誌論文 8] Zipei Fan, Xuan Song, Renhe Jiang, Quanjun Chen, and Ryosuke Shibasaki: Decentralized
Attention-based Personalized Human Mobility Prediction, Proceedings of the ACM on Inter-
active Mobile Wearable and Ubiquitous Technologies, Vol.3, No.4, pp1-26, December 2019.

[雑誌論文 9] Zipei Fan, Xuan Song, Quanjun Chen, Renhe Jiang, Ryosuke Shibasaki, and Kota Tsubouchi:
Trajectory fingerprint: one-shot human trajectory identification using Siamese network, CCF
Transactions on Pervasive Computing and Interaction, 2(2), 113-125, 2020.

[雑誌論文 10] Renhe Jiang, Quanjun Chen, Zekun Cai, Zipei Fan, Xuan Song, Kota Tsubouchi, and
Ryosuke Shibasaki: Will You Go Where You Search? A Deep Learning Framework for Esti-
mating User Search-and-Go Behavior, Neurocomputing, 2020.

[雑誌論文 11] Renhe Jiang, Xuan Song, Zipei Fan, Tianqi Xia, Zhaonan Wang, Quanjun Chen, Zekun Cai,
and Ryosuke Shibasaki: Transfer Urban Human Mobility via POI Embedding over Multiple
Cities, ACM/IMS Trans. Data Sci. 2, 1, Article 4, 26 pages, January 2021.

[雑誌論文 12] T. Lee, S. Matsushima, K. Yamanishi: “ Grafting for combinatorial binary model using
frequent itemset mining,”Data Mining and Knowledge Discovery, 34(1), pp. 101-123 (2020)

[雑誌論文 13] Y. Fu, S. Matsushima, K. Yamanishi:“Model Selection for Non-Negative Tensor Factoriza-
tion with Minimum Description Length,”Entropy 2019, 21, 632.

雑誌以外の査読付論文
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[発表 18] 川原 大宙，妹尾 拓，石井 抱，平野 正浩，岸 則政，石川 正俊：重畳車両の輪郭抽出に基
づく高速トラッキング，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会
(SI2020)，講演会論文集, pp.1457-1459，2020/12

[発表 19] 久一空，野元貴史，田畑智志，渡辺義浩：マルチパターン埋め込み型位相シフト法に基づ
く高速 3次元計測の開発，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-35，2020/06．

[発表 20] 野元貴史,田畑智志,渡辺義浩：偏光アレイカメラを用いた構造化光法による深度・法線
の高速取得，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-19，2020/06．

[発表 21] Masayuki Uemura, Wang Ze，Hironari Takehara， Hirofumi Sumi，Hiroyuki Tashiro，Makito
Haruta，Kiyotaka Sasagawa and Jun Ohta：Evaluation of mosaic multilayer interference filter at-
tached on an image sensor for near-infrared color high-speed fundus camera,ITE Technical report，
Vol.44, No 14，2020/01．

[発表 22] 宮地　力：スポーツのトレーニングとロボット，日本ロボット学会誌，38-4, pp331-333, 2020．

[発表 23] 宮地　力，中川康二：機械学習の基づくスポーツ用モーションキャプチャシステム概説，画
像ラボ，pp26-33, 2021/02．

[発表 24] 上月正貴、松島慎「二変数間の相互作用を考慮した一般化加法モデルの効率的な学習」第
22回情報論的学習理論ワークショップ、名古屋、2019年 11月

[発表 25] 林翔太、杉山麿人、松島慎「半順序構造上の対数線形モデルのための座標降下法」第 22回
情報論的学習理論ワークショップ、名古屋、2019年 11月

[発表 26] 西本洋紀、松島慎「対数線形モデルを基とした生成的分類器と識別的分類器のロジスティッ
ク汎化誤差の収束の比較」第 23回情報論的学習理論ワークショップ、オンライン、2020年
11月

[発表 27] 上月正貴、松島慎「二変数間相互作用を考慮した一般化加法モデルとその効率的な学習」科
研費シンポジウム機械学習・統計学・最適化の数理と AI技術への展開、オンライン、2020
年 12月

[発表 28] 中村覚,水野遊大,稗方和夫,成田健太郎: デジタル文化資料活用システムの設計手法―法帖
研究支援の事例― ,人工知能学会研究会資料 SIG-KST-039-02 pp.1-6 2020.

[発表 29] NAKAMURA Satoru: Development of Content Retrieval System of Scrapbook“ Kunshujo”
using IIIF and Deep Learning, 2019 IIIF Conference 2019.

[発表 30] NAKAMURA Satoru, NAGASAKI Kiyonori: IIIF Discovery in Japan, 2019 IIIF Conference
2019.

[発表 31] 佐治奈通子,中村覚: 歴史学と情報学のより良い協働を目指して―オープンな DH支援ツー
ルを用いたボスニアのカトリック修道院所蔵のオスマン・トルコ語文書群のデータ整理の一
事例,研究報告人文科学とコンピュータ（CH） 2019-CH-120(11) pp.1-7 2019.
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[発表 4] 久保田祐貴,柯毓珊,早川智彦,石川正俊: 2種の材料を用いた着脱可能な赤外マーカーにおけ
る撮像性能の検証,映像情報メディア学会創立 70周年記念大会 (オンライン)，予稿集, 12E-2，
2020/12．

[発表 5] 美間亮太，久保田祐貴，早川智彦，石川正俊：ベンハムのコマの無彩色化システムを用い
た主観色の補償効果の評価，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演
会（オンライン）予稿集，pp. 1955-1957，2020/12．

[発表 6] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表面の撮影に向けて―，2020年度第 42回照
明学会東京支部大会（オンライン）予稿集，pp. B-6:1-B-6:2，2020/12．

[発表 7] 早川智彦，柯毓珊，石川正俊：再帰性反射光の広がりによる空中結像を利用したディスプレ
イ空間拡張手法，第 25回日本バーチャルリアリティ学会大会 (VRSJ2020) (オンライン)予稿
集, 2B1-5: 1–2B1-5: 4，2020/09．

[発表 8] 早川智彦，望戸雄史，村上健一，石川正俊：軌道材料の異常検出に向けた 鉄道巡航速度に
おける高解像度画像撮影手法の提案，令和２年度土木学会全国大会第 75回年次学術講演会
Web討論会（オンライン）/ WEB版年次学術講演会プログラム, VI892:1-VI892:3，2020/09．

[発表 9] 江崎ゆり子，望戸雄志，早川智彦，石川正俊：ガルバノミラーを用いた撮影角度の高速スイッ
チング，2020年第 45回光学シンポジウム (オンライン)講演論文集，pp.85-89，，2020/06．

[発表 10] 早川智彦,栃岡陽麻里,久保田祐貴,美間亮太,石川正俊：色と形に関する 2種の錯視における
知覚のフレームレート依存性,映像表現・芸術科学フォーラム 2021（映情学技報, vol. 45, no.
8,オンライン）,pp.157-160，2021

[発表 11] 早川智彦，中根悠，蛭間友香，望戸雄史，石川正俊: シリコン単結晶立方体の回転動作を用
いた移動時の熱画像撮影における空間分解能向上法, 2021年度精密工学会春季大会学術講演
会講演論文集 (オンライン),pp. 581-582，2021/03．

[発表 12] 黄守仁,小山佳祐,石川正俊,山川雄司：両腕同期運動を利用した力覚提示による人間機械協
調，ロボティクス・メカトロニクス講演会 2020（ROBOMECH2020），講演論文集，2020．

[発表 13] 末石智大，西薗良太，石川正俊：ベクター型レーザー投影系におけるM系列破線マーカー
を用いたロバスト高速自己姿勢推定，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーショ
ン部門講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1445-1448，2020/12．

[発表 14] 松本明弓，末石智大，石川正俊：注視点追従高解像度投影に向けた高速視線推定システム，
第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，講演会論文集,
pp.1886-1889，2020/12．

[発表 15] 松村蒼一郎，末石智大，谷内田尚司，石川正俊：高速光学系制御を用いた頭部非拘束状態に
おける眼球微振動検出手法，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演
会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1894-1898，2020/12．

[発表 16] 末石智大，深山理，宮地力，山川雄司，石川正俊：ゴルフスイングのフォーム・幾何情報の
逐次的高速投影システムの開発，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門
講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.386-389，2020/12．

[発表 17] 神宮亜良太，末石智大，谷内田尚司，石川正俊：遠隔虹彩認証に向けた高速光学系制御を
用いた眼追従合焦撮影手法，第 26回画像センシングシンポジウム (SSII2020)，講演論文集,
IS2-16，2020/6．

[発表 18] 川原 大宙，妹尾 拓，石井 抱，平野 正浩，岸 則政，石川 正俊：重畳車両の輪郭抽出に基
づく高速トラッキング，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会
(SI2020)，講演会論文集, pp.1457-1459，2020/12

[発表 19] 久一空，野元貴史，田畑智志，渡辺義浩：マルチパターン埋め込み型位相シフト法に基づ
く高速 3次元計測の開発，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-35，2020/06．

[発表 20] 野元貴史,田畑智志,渡辺義浩：偏光アレイカメラを用いた構造化光法による深度・法線
の高速取得，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-19，2020/06．

[発表 21] Masayuki Uemura, Wang Ze，Hironari Takehara， Hirofumi Sumi，Hiroyuki Tashiro，Makito
Haruta，Kiyotaka Sasagawa and Jun Ohta：Evaluation of mosaic multilayer interference filter at-
tached on an image sensor for near-infrared color high-speed fundus camera,ITE Technical report，
Vol.44, No 14，2020/01．

[発表 22] 宮地　力：スポーツのトレーニングとロボット，日本ロボット学会誌，38-4, pp331-333, 2020．

[発表 23] 宮地　力，中川康二：機械学習の基づくスポーツ用モーションキャプチャシステム概説，画
像ラボ，pp26-33, 2021/02．

[発表 24] 上月正貴、松島慎「二変数間の相互作用を考慮した一般化加法モデルの効率的な学習」第
22回情報論的学習理論ワークショップ、名古屋、2019年 11月

[発表 25] 林翔太、杉山麿人、松島慎「半順序構造上の対数線形モデルのための座標降下法」第 22回
情報論的学習理論ワークショップ、名古屋、2019年 11月

[発表 26] 西本洋紀、松島慎「対数線形モデルを基とした生成的分類器と識別的分類器のロジスティッ
ク汎化誤差の収束の比較」第 23回情報論的学習理論ワークショップ、オンライン、2020年
11月

[発表 27] 上月正貴、松島慎「二変数間相互作用を考慮した一般化加法モデルとその効率的な学習」科
研費シンポジウム機械学習・統計学・最適化の数理と AI技術への展開、オンライン、2020
年 12月

[発表 28] 中村覚,水野遊大,稗方和夫,成田健太郎: デジタル文化資料活用システムの設計手法―法帖
研究支援の事例― ,人工知能学会研究会資料 SIG-KST-039-02 pp.1-6 2020.

[発表 29] NAKAMURA Satoru: Development of Content Retrieval System of Scrapbook“ Kunshujo”
using IIIF and Deep Learning, 2019 IIIF Conference 2019.

[発表 30] NAKAMURA Satoru, NAGASAKI Kiyonori: IIIF Discovery in Japan, 2019 IIIF Conference
2019.

[発表 31] 佐治奈通子,中村覚: 歴史学と情報学のより良い協働を目指して―オープンな DH支援ツー
ルを用いたボスニアのカトリック修道院所蔵のオスマン・トルコ語文書群のデータ整理の一
事例,研究報告人文科学とコンピュータ（CH） 2019-CH-120(11) pp.1-7 2019.
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[発表 32] Ayano Kokaze, Satoru Nakamura, Kiyonori Nagasaki, Naoki Kokaze: Enriching the Life Cycle of
data: Supporting a project by DH approach, International Society for Eighteenth-Century Studies
Congress 2019 2019.

特記事項
[特記 1] MDPI Photonics, ”Advances in 3OM: Opto-Mechatronics, Opto-Mechanics, and Optical Metrol-

ogy”, Special Issue Editors

[特記 2] 展示：早川智彦，柯毓珊，石川正俊：再帰性反射光の広がりによる空中結像を利用した光源拡
張手法，第 25回日本バーチャルリアリティ学会大会 (VRSJ2020) (オンライン)／Open Virtual
Exhibition, A17-(3)，2020/9．

報道関連
[報道 1] Itmedia BUILT，「時速 100kmで覆工ンクリートの変状を検出するシステムが国交大臣賞」．

[報道 2] 国土交通省，【令和 3年 1月 8日】，「第 4回インフラメンテナンス大賞」表彰式に赤羽大臣が
出席．

[報道 3] 国土交通省，インフラメンテナンスの優れた取組や技術開発を表彰！，～第４回「インフラ
メンテナンス大賞」受賞者を決定～．　

[報道 4] CGWORLD：「Digital Content EXPO 2020 Online Innovative Technologies 2020」．

3 データ科学研究部門教員研究活動
3.1 研究報告（小林博樹）
本研究室は計算機を介した人と生態系のインタラクションの研究の行っている。これまで人間を対象
とした知能情報学の見地を、多様で複雑な実世界の生物・環境・地理学・獣医学領域へ応用・発展させ
る研究である。研究内容はコンピュータ科学、環境学、メディアアート、など多岐に亘っており、特
に、計算機を介した人と生態系のインタラクション HCBI(Human-Computer-Biosphere Interaction)の
概念を情報学分野で発表し、このテーマを中心に、環境問題の解決を目的として、国内外で研究活動
を独自に行ってきた。古典的なコンピュータ科学では、HCI(Human-Computer Interaction)が主要な研
究領域の１つとなるが、本研究室はこの研究領域を地球環境にまで拡大すべく、人間と生態系の調和
あるインタラクションを実現するシステムを提案し「時空間スケールの大きい環境問題を自律的に解
決する情報基盤技術」として、そのフィールドでの実証実験を試みている。つまり、コンピュータ科
学の分野では人間が活動する地理空間を対象とした研究が中心であったが、本研究室は人間が活動し
ていない、情報通信技術の応用が困難な地理空間を対象にした情報デザインと野生動物 IoTの研究を
行っている。このように本研究室は、情報工学をベースとして、特に計算機を用いて生態系と人間の
インタラクションを専門として実績をあげている。さらにこれらを研究論文として発表するだけでな
く、社会に発信する展示など実作にも多数展開しており、様々な賞も受けている。さらに卓越した研
究内容にのみ与えられる研究助成（立石財団　研究助成Ｓ）も受けた。2020年度は具体的には次の 2
つのサブテーマになる。

• 手がかり情報のやり取りでつながり感を醸成するアニマルコンピュータインタラクションの研究

• 生態相互作用と融合した省電力型な動物装着型センサ・ネットワーク機構の研究

受賞関連
[受賞 1] 小林博樹，工藤宏美: 環境問題の現場と人間社会をつなぐ空間情報デザインの振興,令和 2年

度文部科学省科学技術分野の文部科学大臣表彰，2020/4．

[受賞 2] Hill Hiroki Kobayashi, Radioactive Live Soundscape, Honorable Mention, Design for Society-
Design for Public Awareness, European Product Design Award，2020/07．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Keijiro Nakagawa and Hill Hiroki Kobayashi: Optimal Arrangement of Wearable Devices

Based on Lifespan of Animals as Device Transporter Materials for Long-term Monitoring of
Wildlife Animal Sensor Network, Sensors and Materials, Vol.32, Issue 1, pp.13-25，2020．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Keijiro Nakagawa, Daisuké Shimotoku, Junya Kawase and Hill Hiroki Kobayashi: Dependable

Wildlife DTN: Wearable Animal Resource Optimization for Sustainable Long-term Monitoring,
2020 IEEE International Conference on Dependability in Sensor, Cloud, and Big Data Systems
and Applications (IEEE DependSys 2020), Proceedings, pp. 520-532，2020/12．

[査読付 2] Hill Hiroki Kobayashi and Daisuké Shimotoku:Tele Echo Tube for Historic House Tojo-Tei in
Matsudo International Science Art Festival 2018, 2020 International Conference on Human-
Computer Interaction (HCII 2020), pp.520-532, 2020/7

3.2 研究報告（松島慎）
本節では松島研究室の研究活動について報告する。2019年度および 2020年度に、弊研究室では解釈
可能な機械学習手法の効率的な計算手法についての研究を推進してきた。
大量のデータから複雑な関数を推定することにより画像データや言語データを予測したり生成した

りするなど、表層的に駆使することは可能になってきた。しかしながら、複雑な関数を機械が学習で
きることは必ずしも我々の画像や言語に対する理解を深めるわけではない。現代社会には様々なデー
タがあり、データを上記の意味で駆使するだけでなく、データの隠れた法則性や生成原理などの理解
に結び付く属性間の関係を抽出することが求められる。
機械学習は予測や分類など表層的なデータの駆使の方法論であるだけでなく、データの関係を明ら

かにして人間の理解を助けるための方法論でもあり、特にデータ保持者がデータを理解するのに有用
なモデルを研究する重要性は絶対的にも相対的にも増してきている。我々はデータの関係を理解する
のに有用なモデルとして以下の３つの分野に関する研究を行った。

• 一般化加法モデルに関する研究

• 組合せ線形モデルに関する研究

• 部分空間クラスタリングに関する研究

一般化加法モデルと組み合わせ線形モデルは属性間の線形な関係を越えて、非線形な関係を抽出す
るための枠組みである。部分空間クラスタリングはデータ集合が持つ単純な線形関係を超えて、デー
タのクラスタリングを行ってそれぞれのクラスタが持つ線形関係を抽出する枠組みである。
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[発表 32] Ayano Kokaze, Satoru Nakamura, Kiyonori Nagasaki, Naoki Kokaze: Enriching the Life Cycle of
data: Supporting a project by DH approach, International Society for Eighteenth-Century Studies
Congress 2019 2019.

特記事項
[特記 1] MDPI Photonics, ”Advances in 3OM: Opto-Mechatronics, Opto-Mechanics, and Optical Metrol-

ogy”, Special Issue Editors

[特記 2] 展示：早川智彦，柯毓珊，石川正俊：再帰性反射光の広がりによる空中結像を利用した光源拡
張手法，第 25回日本バーチャルリアリティ学会大会 (VRSJ2020) (オンライン)／Open Virtual
Exhibition, A17-(3)，2020/9．

報道関連
[報道 1] Itmedia BUILT，「時速 100kmで覆工ンクリートの変状を検出するシステムが国交大臣賞」．

[報道 2] 国土交通省，【令和 3年 1月 8日】，「第 4回インフラメンテナンス大賞」表彰式に赤羽大臣が
出席．

[報道 3] 国土交通省，インフラメンテナンスの優れた取組や技術開発を表彰！，～第４回「インフラ
メンテナンス大賞」受賞者を決定～．　

[報道 4] CGWORLD：「Digital Content EXPO 2020 Online Innovative Technologies 2020」．

3 データ科学研究部門教員研究活動
3.1 研究報告（小林博樹）
本研究室は計算機を介した人と生態系のインタラクションの研究の行っている。これまで人間を対象
とした知能情報学の見地を、多様で複雑な実世界の生物・環境・地理学・獣医学領域へ応用・発展させ
る研究である。研究内容はコンピュータ科学、環境学、メディアアート、など多岐に亘っており、特
に、計算機を介した人と生態系のインタラクション HCBI(Human-Computer-Biosphere Interaction)の
概念を情報学分野で発表し、このテーマを中心に、環境問題の解決を目的として、国内外で研究活動
を独自に行ってきた。古典的なコンピュータ科学では、HCI(Human-Computer Interaction)が主要な研
究領域の１つとなるが、本研究室はこの研究領域を地球環境にまで拡大すべく、人間と生態系の調和
あるインタラクションを実現するシステムを提案し「時空間スケールの大きい環境問題を自律的に解
決する情報基盤技術」として、そのフィールドでの実証実験を試みている。つまり、コンピュータ科
学の分野では人間が活動する地理空間を対象とした研究が中心であったが、本研究室は人間が活動し
ていない、情報通信技術の応用が困難な地理空間を対象にした情報デザインと野生動物 IoTの研究を
行っている。このように本研究室は、情報工学をベースとして、特に計算機を用いて生態系と人間の
インタラクションを専門として実績をあげている。さらにこれらを研究論文として発表するだけでな
く、社会に発信する展示など実作にも多数展開しており、様々な賞も受けている。さらに卓越した研
究内容にのみ与えられる研究助成（立石財団　研究助成Ｓ）も受けた。2020年度は具体的には次の 2
つのサブテーマになる。

• 手がかり情報のやり取りでつながり感を醸成するアニマルコンピュータインタラクションの研究

• 生態相互作用と融合した省電力型な動物装着型センサ・ネットワーク機構の研究

受賞関連
[受賞 1] 小林博樹，工藤宏美: 環境問題の現場と人間社会をつなぐ空間情報デザインの振興,令和 2年

度文部科学省科学技術分野の文部科学大臣表彰，2020/4．

[受賞 2] Hill Hiroki Kobayashi, Radioactive Live Soundscape, Honorable Mention, Design for Society-
Design for Public Awareness, European Product Design Award，2020/07．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Keijiro Nakagawa and Hill Hiroki Kobayashi: Optimal Arrangement of Wearable Devices

Based on Lifespan of Animals as Device Transporter Materials for Long-term Monitoring of
Wildlife Animal Sensor Network, Sensors and Materials, Vol.32, Issue 1, pp.13-25，2020．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Keijiro Nakagawa, Daisuké Shimotoku, Junya Kawase and Hill Hiroki Kobayashi: Dependable

Wildlife DTN: Wearable Animal Resource Optimization for Sustainable Long-term Monitoring,
2020 IEEE International Conference on Dependability in Sensor, Cloud, and Big Data Systems
and Applications (IEEE DependSys 2020), Proceedings, pp. 520-532，2020/12．

[査読付 2] Hill Hiroki Kobayashi and Daisuké Shimotoku:Tele Echo Tube for Historic House Tojo-Tei in
Matsudo International Science Art Festival 2018, 2020 International Conference on Human-
Computer Interaction (HCII 2020), pp.520-532, 2020/7

3.2 研究報告（松島慎）
本節では松島研究室の研究活動について報告する。2019年度および 2020年度に、弊研究室では解釈
可能な機械学習手法の効率的な計算手法についての研究を推進してきた。
大量のデータから複雑な関数を推定することにより画像データや言語データを予測したり生成した

りするなど、表層的に駆使することは可能になってきた。しかしながら、複雑な関数を機械が学習で
きることは必ずしも我々の画像や言語に対する理解を深めるわけではない。現代社会には様々なデー
タがあり、データを上記の意味で駆使するだけでなく、データの隠れた法則性や生成原理などの理解
に結び付く属性間の関係を抽出することが求められる。
機械学習は予測や分類など表層的なデータの駆使の方法論であるだけでなく、データの関係を明ら

かにして人間の理解を助けるための方法論でもあり、特にデータ保持者がデータを理解するのに有用
なモデルを研究する重要性は絶対的にも相対的にも増してきている。我々はデータの関係を理解する
のに有用なモデルとして以下の３つの分野に関する研究を行った。

• 一般化加法モデルに関する研究

• 組合せ線形モデルに関する研究

• 部分空間クラスタリングに関する研究

一般化加法モデルと組み合わせ線形モデルは属性間の線形な関係を越えて、非線形な関係を抽出す
るための枠組みである。部分空間クラスタリングはデータ集合が持つ単純な線形関係を超えて、デー
タのクラスタリングを行ってそれぞれのクラスタが持つ線形関係を抽出する枠組みである。
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3.2.1 一般化加法モデルに関する研究
教師あり学習の文脈において、線形モデルの学習とは以下のようにあらわされるデータの属性間の

線形な関係を抽出する枠組みととらえることができる：

y =
d∑

j=1

wjxj .

データの属性 yは通常予測したい変数であり、予測のために用いられるデータの他の属性が xjであら
わされる（j = 1, . . . , d）。与えられたデータ集合を用いて各wjは実数全体から推定される。一般化加
法モデル [1]は線形モデルと同様に以下のような関係を抽出する枠組みである：

y =
d∑

j=1

fj(xj).

このとき、与えられたデータ集合を用いて各 fj は（十分広い）関数クラス F から推定される。この
ような fj を推定できれば、例えば年齢と収入の非線形な関係などがデータから学習できると考えら
れる。
最も単純な手法は F を推定の簡単さのために狭めの関数クラスに制限することである。一般に与え

られた基底関数集合 {φk : R → R}k=1,...,K に対し

F =





d∑
j=1

K∑
k=1

wkjφk(xj)





とすれば、通常の線形モデルの学習と同様に学習が可能であるが、基底関数たち φkとKをデータに
応じてうまく選ぶ必要がある。このような方法はパラメトリックな手法と呼ばれる。
利用可能なデータ数に応じて関数クラスの大きさが変わり、データ数が大きくなれば関数クラスも

広くなっていくような手法をノンパラメトリックな手法と呼ぶ。ノンパラメトリックな手法では各 fj

は以下のように表される無限次元の空間 F から推定されると考えることができる：

F = {f |∥f∥ ≤ C}

ここで ∥ · ∥はある関数空間上で定義されたノルムである。上述のような手法はカーネル法を使うより
なかった。全変動ノルムを用いた手法はカーネル法よりも効率的に学習が可能である。
さらに対象の属性が二変数関数 fj,k(xj , xk)の和で表されるような複雑な関係性をデータから学習し

て可視化することを考える。すなわち、以下の以下のような yと xの関係を抽出することを考える：

y =
∑
j,k

fj,k(xj , xk)

ここでデータから fj,k を F から推定する。[発表 1]、[発表 4]では二変数関数の空間に対して二変数
全変動ノルムを新しく定義し、これに基づく定式化および推定のための最適化アルゴリズムを提案し
た。さらに計算機実験において既存手法に比べより正確に真の関数を推定できることを示した。

3.2.2 組合せ線形モデルに関する研究
組合せ線形モデルでは離散データ集合を考える。実用的なデータの属性は例えば性別など示量的に

表せないことも多く、このような属性の集合は通常離散データ、すなわち {0, 1}n上のデータとして扱
われることが多い。このような離散的な属性を複数持つようなデータを考えると、属性間の相互作用

Ground Truth Proposed GA2M pyGAM

x0, x1

図 1: 人工データを用いた提案手法と既存手法（GA2Mおよび pyGAM）の推定した二変数相互作用を
表す関数の様子。Ground Truthは訓練データを生成した真の関数。

の数はデータの属性数に対して指数的に増加するため、離散データ空間での相互作用を扱う効率的な
学習方法を発展させることは重要である。
　前述の目的のためにイジングモデルやボルツマンマシンのような無向グラフィカルモデルと言わ

れるモデルがよく用いられる。これらのモデルは二次までの相互作用しか扱えないのに対して、高次
元対数線形モデルはデータ間のより高次元の相互作用を表現することが可能である。また、高次元対
数線形モデルはフィッシャー情報量と e-接続とm-接続に基づく双対平坦構造を持つことから、理論的
にも重要である。高次対数線形モデルは

logP (x; θ) =
∑
ϕ∈B

θϕϕ(x)− log


∑

x′∈S
exp


∑

ϕ∈B
θϕϕ(x

′)






と表される。ここでの記法では ϕ ∈ B ⊂ {0, 1}nと ϕ : {0, 1}n → {0, 1}を同一視していることに注意
する。すなわち ϕ(x)の値を以下で定義する。

ϕ(x) =




1 全ての jで　ϕj ≤ xj ,

0 上記以外.

[雑誌論文 1]では、識別モデルにおいて教師あり学習を行う場合に効率的な学習アルゴリズムを提
案した。実験によって論理結合による特徴は各説明変数が同時に真である場合の効果を表すと解釈で
きるため、解釈性も予測性能も高い予測が可能であることを示した。
さらに本研究では生成モデル、すなわち二値データの分布の推定問題も対象とした。教師なし学習

の文脈では、与えられたデータの特徴を解釈可能であり、かつ真の分布をよく近似する分布を推定す
ることを目指す。本研究では自然スパース性（Natural Sparsity, Natural Sparseness）という概念を導入
し、より自然スパース性が高いモデルを推定するような定式化と方法論を提案する。
本研究で対象とするデータD ⊂ {0, 1}nを生成する確率分布は、あるD ⊂ S ⊂ {0, 1}nなる Sに対

して、以下の集合M の元であるとする。

M =

{
P (·)

∣∣∣∣∣0 < P (x) < 1,
∑
x∈S

P (x) = 1

}

M には双対平坦な座標系が存在し、それぞれの座標系での値を自然パラメータ θ ∈ R|S| と期待パラ
メータ η ∈ R|S|で表す。
これらのパラメータは R2n の空間へ拡張して考えることができる。自然パラメータの場合、M の

要素である確率分布を表す θ ∈ R|S| は唯一であるが、同じ要素を表すパラメータ θ ∈ R2n は複数存
在する。M の元であるところの確率分布に対し自然スパース性とは、対象の確率分布を表す複数の
θ ∈ R2n のうち最も非零要素が少ないパラメータの非零要素の数とする。すなわち P ∈ M に対し以
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下のように定義する。

NS(P ) = min
θ∈R2n ,P=P (·;θ)

∥θ∥0

一方で期待パラメータ ηは R|S|の元としても R2n の元としても唯一である。
非零要素を多く含む自然パラメータで表される確率分布は単純で扱いやすい分布であり、例えば単

純な対数線形モデルやイジングモデルは高次の θの値を 0に制限したモデルである。一方で、任意の
分布に関して ηはスパース性はない。すなわち、任意の分布で混合パラメータの値は正の値である。

[発表 2]、[査読付 1]ではこのような意味でスパースなモデルの学習が座標降下法により効率的に学
習可能であることを示した。
3.2.3 部分空間クラスタリングに関する研究
部分空間クラスタリングとは複数の低次元空間にデータをクラスタリングする手法である。通常の

クラスタリング手法では距離的に近いデータの集まりをクラスタとみなす。一方で、部分空間クラス
タリングでは同じ低次元空間にあるデータをクラスタとみなす (図 2を参照)。画像データや文章デー
タなどはタスクによって部分空間クラスタリングをした方がよいということが 2011年 VIDAL[2]に
よって提案されて以降、多くの部分空間クラスタリング手法が開発されている。

図 2: 部分空間クラスタリングの 3次元の例（[2]から抜粋）。距離が近い点同士ではなく、同じ平面上
もしくは同じ直線上（部分空間上）にある点同士をクラスタとみなす。

[発表 3]では大規模部分空間クラスタリングのためのアルゴリズムを開発した。従来データ数の二
乗以上の計算量が必要である学習手法に関し、本提案アルゴリズムではデータ数に比例する計算量の
アルゴリズムを開発した。具体的には SSC（Sparse Subspace Clustering,スパース部分空間クラスタリ
ング）の類似度行列に関して、非零の要素の数をデータ数に比例する量で抑えるアルゴリズムを開発
し、計算の効率がよいことおよび精度が高いことを様々なデータセットを用いて実験的に示した。さ
らに、提案アルゴリズムの部分空間の推定に関する理論保証も行った。具体的には、列生成法と同様
のアルゴリズムを用いて最適化するアルゴリズムに関して、目的関数の近似解であっても本来の SSC
と同様の理論保証ができることを示した。

参考文献
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研費シンポジウム機械学習・統計学・最適化の数理と AI技術への展開、オンライン、2020
年 12月

3.3 データ駆動型人文学研究の実践（中村覚）
3.3.1 研究目的
オープンデータの大規模化と AI/MLの高性能化により，人文学の分野においてもデータ駆動型研

究（大規模データの収集と分析を通して新しい知識を得る方法論）が広がっている．本研究では，人
文学（歴史学・文学など）や文化機関（図書館・博物館・文書館など）が抱える課題に対して，デー
タ駆動型研究の実践による課題解決を行う．

3.3.2 文化機関の課題解決：東京大学デジタルアーカイブズ構築事業ほか
文化機関の課題解決に関する取り組みとしては，「東京大学デジタルアーカイブズ構築事業」に関す

る取り組みが挙げられる．「東京大学デジタルアーカイブズ構築事業」では，2019年 6月に学内の学術
資産を横断検索するためのシステム「東京大学学術資産等アーカイブズポータル」を公開し，2019年
12月には国内の分野横断型検索ポータルである「ジャパンサーチ」との連携を実現した．また，2021
年 2月から世界最大の電子図書館の一つである「Internet Archive」との連携を開始した．これらによ
り，東京大学が所蔵する学術資産の発見可能性を高めることに寄与した．これらの連携において，IIIF
や RDF，OAI-PMHといったデータの相互運用性を高めるAPIの設計や提供に関する研究開発・協力
を行った．
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下のように定義する。

NS(P ) = min
θ∈R2n ,P=P (·;θ)

∥θ∥0
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3.3.3 データ駆動型人文学研究の実践
前者は文化機関をはじめとするデータ提供機関の課題解決に関する取り組みであるが，ここでは，

それらのデータを利用して人文学（歴史学，文学など）の研究を行うデータ駆動型人文学研究の実践
に関する取り組みについて述べる．Hieratische Paläographie DB の構築プロジェクトでは，Möllerの
ヒエラティック字典を対象とし，その利活用を目的としたデータベースを開発した．具体的には，IIIF
Curation APIを用いてページ画像内の部分領域を管理し，文字番号や音価などのメタデータも合わせ
てRDFデータとして記述することで，それらの部分画像に基づく検索や，ページおよび巻を横断した
画像比較を可能とした．また「デジタル源氏物語」プロジェクトでは，『源氏物語』に関する様々な関
連データを収集・作成し，それらを結びつけることで，『源氏物語』研究に加え，古典籍を利用した教
育・研究活動の一助となる環境の提案を目的としたシステムを構築した．具体的には，TEIを用いた
テキストデータの作成や現代語訳との関連付け，IIIFを用いたくずし字 OCRの活用やテキストデー
タとの関連づけなどを行った．

受賞関連
[受賞 1] 小風尚樹,中村覚,永崎研宣: 情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもん

こん 2019」学生奨励賞構造化記述された財務記録史料データの分析手法の開発：イギリス
の船舶解体業を事例に

著書／編集
[著書 1] 中村覚 (担当:共編者 (共編著者)): デジタルアーカイブ・ベーシックス 4：アートシーンを支え

る,勉誠出版, 2020年 11月 (ISBN: 9784585202844)

[著書 2] 吉見俊哉,森本祥子,岡本拓司,加藤詔士,苅部直,佐藤健二,武田晴人,永井良三,中村覚,橋本
毅彦,藤森照信,藤原毅夫,大和裕幸,吉沢誠一郎: 東大という思想 : 群像としての近代知,東京
大学出版会, 2020年 8月 (ISBN: 9784130201599)

[著書 3] 中村覚 (担当:編者 (編著者)): デジタルアーカイブ・ベーシックス 3：自然史・理工系研究デー
タの活用,勉誠出版, 2020年 4月 (ISBN: 9784585202837)
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かす,勉誠出版, 2019年 8月 (ISBN: 9784585202820)
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じんもんこん 2020論文集, Vol.2020, pp.215-222, 2020.
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Congress 2019 2019.

3.4 研究報告（姜仁河）
モノのインターネット（IoT）、ビッグデータ、人工知能技術の急速な発展に伴い、スマートシティは
新しい研究分野として政府や産業界から非常に重視されている。様々なマルチモーダルの人の流れ移
動データと都市のビッグデータ（スマートフォン位置データ、携帯電話の通話記録データ、GPS軌跡
データ、都市交通網データ、自然災害データ、伝染病データ、公共健康データなど）を統合、処理、分
析し、新世代の人工知能技術（深層学習、強化学習、アンサンブル学習など）と結び付け、都市規模
の人の流れの移動についてのモデリング、シミュレーション、予測を実現することにより、都市の交
通整理、都市における緊急事態管理、災害時の人道支援、伝染病の拡大予防対策、公共の健康促進な
どの実現を目指す。これを背景にし、2019年度および 2020年度に、引き続き私はデータ駆動型知能
とアーバンコンピューティングについて研究活動を行ってきた。お陰様で複数の研究成果 [雑誌論文 1,
雑誌論文 2,雑誌論文 3,雑誌論文 4,査読付 1,査読付 2,査読付 3,査読付 4,査読付 5,査読付 6]をあげ
ている。ここにて以下２点の研究プロジェクトをピックアップして詳しく紹介する。

• 深層学習による都市全体の群衆密度・流れの予測

• モビリティデータと医療データを統合したインフルエンザ流行の解析・予測

3.4.1 深層学習による都市全体の群衆密度・流れの予測
大規模な都市区域を数々のきめ細かいメッシュグリッドへとメッシングすることで、連続的な期間

における都市全体の群集や交通情報を映像のように表現し、各タイムスタンプを一枚の映像フレーム
として扱うことができる（図 3）。この考え方に基づき、都市全体の群集や交通に関する映像型の予測
に対応するため一連の手法が提案された。現在、この手法群の評価は (1)一部のモデルは他のモデル
と比較できない、(2)一部のモデルは群集流動データではなくタクシーや自転車などの交通流量のみ
によって検証されている、(3)一部のモデルは天候データや POIデータなどの外部データ源を活用し
ている、(4)一部のモデルは独自に設計したオブジェクト関数を用いている、(5)ホットステーション
や朝の混雑時間における住宅地域といった一部の具体的な地域や時間帯によるケーススタディが欠け
ている、といった観点から未だに不十分である。本研究を通じ、我々は実世界のスマートフォンによ

るアプリケーションを通じて生成した集合的な人の移動に関する新たなデータセットを公開し、複数
のオープンデータセットに基づいてそのような種類のアーバンコンピューティング問題に対する標準
的なベンチマークを構築することを試みる。具体的には、(1)群集および交通の密度予測、流出入予測
といった 2種類の古典的な問題を対象として設定する。前者では次のタイムスタンプにおいて各メッ
シュグリッドに何人または何台いるかを予測し、後者では次の時間間隔において各メッシュグリッド
に何人または何台が流入または流出するかを予測する。過去に観察した複数ステップ分のデータを入
力として扱い、次のステップにおける予測結果を出力として報告する。(2)広く普及しているスマート
フォンのアプリによるGPSログデータを用いて実世界の群集密度や流動を反映する新規データセット
を作成する。次に、作成した新規データセットと既存のデータセットを用いて群集および交通の予測
を実施できる。(3)統一した目的関数であるMSEをモデルの訓練に採用し、外部データ源や関連する
処理モジュールをモデルから除外する。それにより、時空間データの映像型モデリングに関する純粋
な能力を公平に検証することができる。(4)選択した地域の時系列の予測結果をケーススタディとし
て追加し、異なる場所や時間に対する有効性を実証する。

図 3: 都市全体の群集密度や流れは映像のように表現

3.4.2 モビリティデータと医療データを統合したインフルエンザ流行の解析・予測
インフルエンザの流行により、健康被害や社会経済への影響が大きいため、インフルエンザがいつ

どこで発生し、感染がどのように拡大するかは重要な課題として政府や自治体に強調された。ビッグ
データ時代、特に IoT（Internet of Things）時代に、従来の医学・免疫学分野になかったデータ駆動の
方法を利用し、インフルエンザ流行のメカニズムを解明する。さらにそのメカニズムに基づいて流行
状況の高精度な予測モデルを構築する。具体的に、本研究はブログウォッチャーGPS軌跡データ（人
の移動モビリティデータとNDBレセプトデータ（医療データ）を利用する。ブログウォッチャーGPS
軌跡データとは、提携アプリをダウンロードし、位置情報の取得を許可したユーザーのスマートフォン
端末から、GPSで補足した経度緯度の位置情報である。一方、NDBレセプトデータとは、情報データ
ベース（NDB）に蓄積されたレセプト情報・薬の処方情報などであり、インフルエンザ感染数の proxy
となるデータでもある。この二つのデータを組み合わせて、過去十年間の感染の広がり方の差異と人
的空間移動の状況を解析し、まず地域間の人の移動がインフルエンザ感染・流行に寄与しているかを
検証する；そして、関連していることが確定されればその人の移動によるインフルエンザ流行のメカ
ニズムに基づき、リアルタイムかつ高精度のインフルエンザ流行状況の予測モデルを構築する。なお、
本研究について、１）データへのアクセス（個人情報などの課題）；２）データの粒度の違い、仕様の
違い；３）データ量の多さ；４）モデリング手法などのチャレンジを克服するために、GPS軌跡デー
タと NDB医療データを同時に用意するだけでなく、それぞれのデータに高度な解析能力を持つ時空
間データ専門家及び医療データ専門家の高度なコラボレーションも欠かせない。異分野のデータと異
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データ時代、特に IoT（Internet of Things）時代に、従来の医学・免疫学分野になかったデータ駆動の
方法を利用し、インフルエンザ流行のメカニズムを解明する。さらにそのメカニズムに基づいて流行
状況の高精度な予測モデルを構築する。具体的に、本研究はブログウォッチャーGPS軌跡データ（人
の移動モビリティデータとNDBレセプトデータ（医療データ）を利用する。ブログウォッチャーGPS
軌跡データとは、提携アプリをダウンロードし、位置情報の取得を許可したユーザーのスマートフォン
端末から、GPSで補足した経度緯度の位置情報である。一方、NDBレセプトデータとは、情報データ
ベース（NDB）に蓄積されたレセプト情報・薬の処方情報などであり、インフルエンザ感染数の proxy
となるデータでもある。この二つのデータを組み合わせて、過去十年間の感染の広がり方の差異と人
的空間移動の状況を解析し、まず地域間の人の移動がインフルエンザ感染・流行に寄与しているかを
検証する；そして、関連していることが確定されればその人の移動によるインフルエンザ流行のメカ
ニズムに基づき、リアルタイムかつ高精度のインフルエンザ流行状況の予測モデルを構築する。なお、
本研究について、１）データへのアクセス（個人情報などの課題）；２）データの粒度の違い、仕様の
違い；３）データ量の多さ；４）モデリング手法などのチャレンジを克服するために、GPS軌跡デー
タと NDB医療データを同時に用意するだけでなく、それぞれのデータに高度な解析能力を持つ時空
間データ専門家及び医療データ専門家の高度なコラボレーションも欠かせない。異分野のデータと異
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分野の専門知識を備えた上で、次世代の人工知能技術（深層学習、強化学習、アンサンブル学習など）
に基づき、新型のデータ統合解析技術・AI予測モデルを開発する。本研究内容の概要は以下の図 4に
まとめている。

図 4: モビリティデータと医療データの統合解析

雑誌論文
[雑誌論文 1] Zipei Fan, Xuan Song, Renhe Jiang, Quanjun Chen, and Ryosuke Shibasaki: Decentralized

Attention-based Personalized Human Mobility Prediction, Proceedings of the ACM on Inter-
active Mobile Wearable and Ubiquitous Technologies, Vol.3, No.4, pp1-26, December 2019.

[雑誌論文 2] Zipei Fan, Xuan Song, Quanjun Chen, Renhe Jiang, Ryosuke Shibasaki, and Kota Tsubouchi:
Trajectory fingerprint: one-shot human trajectory identification using Siamese network, CCF
Transactions on Pervasive Computing and Interaction, 2(2), 113-125, 2020.

[雑誌論文 3] Renhe Jiang, Quanjun Chen, Zekun Cai, Zipei Fan, Xuan Song, Kota Tsubouchi, and Ryosuke
Shibasaki: Will You Go Where You Search? A Deep Learning Framework for Estimating User
Search-and-Go Behavior, Neurocomputing, 2020.

[雑誌論文 4] Renhe Jiang, Xuan Song, Zipei Fan, Tianqi Xia, Zhaonan Wang, Quanjun Chen, Zekun Cai,
and Ryosuke Shibasaki: Transfer Urban Human Mobility via POI Embedding over Multiple
Cities, ACM/IMS Trans. Data Sci. 2, 1, Article 4, 26 pages, January 2021.

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Renhe Jiang, Xuan Song, Dou Huang, Xiaoya Song, Tianqi Xia, Zekun Cai, Zhaonan Wang,

Kyoung-Sook Kim, and Ryosuke Shibasaki: Deepurbanevent: A system for predicting citywide
crowd dynamics at big events, Proceedings of The 25th ACM SIGKDD International Conference
on Knowledge Discovery & Data Mining (KDD’19), pp2114-2122, July 2019.

[査読付 2] Zipei Fan, Quanjun Chen, Renhe Jiang, Ryosuke Shibasaki, Xuan Song, and Kota Tsubouchi:
Deep Multiple Instance Learning for Human Trajectory Identification, Proceedings of the 27th
ACM SIGSPATIAL International Conference on Advances in Geographic Information Systems
(SIGSPATIAL’19), pp512-515, November 2019.

[査読付 3] Xiaodan Shi, Xiaowei Shao, Zipei Fan, Renhe Jiang, Haoran Zhang, Zhiling Guo, Guangming
Wu, Wei Yuan, and Ryosuke Shibasaki: Multimodal Interaction-Aware Trajectory Prediction in
Crowded Space, Proceedings of The Thirty-Fourth AAAI Conference on Artificial Intelligence
(AAAI’20), pp11982-11989, February 2020.

[査読付 4] Satoshi Miyazawa, Xuan Song, Renhe Jiang, Zipei Fan, Ryosuke Shibasaki, and Taisei Sato:
City-Scale Human Mobility Prediction Model by Integrating Gnss Trajectories and Sns Data
Using Long Short-Term Memory, ISPRS Annals of the Photogrammetry, Remote Sensing and
Spatial Information Sciences, Volume V-4-2020, 2020, pp.87-94, August 2020.

[査読付 5] Quanjun Chen, Renhe Jiang, Chuang Yang, Zekun Cai, Zipei Fan, Kota Tsubouchi, Xuan Song,
Ryosuke Shibasaki: DualSIN: Dual Sequential Interaction Network for Human Intentional Mo-
bility Prediction, Proceedings of the 28th International Conference on Advances in Geographic
Information Systems (SIGSPATIAL ’20), pp.283–292, November 2020.

[査読付 6] Xiaodan Shi, Xiaowei Shao, Guangming Wu, Haoran Zhang, Zhiling Guo, Renhe Jiang, Ryosuke
Shibasaki: Social-DPF: Socially acceptable distribution prediction of futures, Proceedings of The
Thirty-Fifth AAAI Conference on Artificial Intelligence (AAAI’21), February 2021.

3.5 野生動物ワイヤレスセンサネットワーク実証実験基盤構築に向けた研究（川瀬純也）
3.5.1 概要
インフラ基盤のない野生環境下での運用を想定した野生動物装着型ワイヤレスセンサネットワーク

（WSN）の開発を念頭に、放牧下の家畜動物による効率的な評価実験基盤の構築を目指している。2020
年度は国内の放牧場に協力を依頼し、実験基盤の構築・設置、現地での評価実験実施を目指して進め
てきたが、コロナ禍により中断している。また野生動物装着型WSNに特化したデータ共有手法につ
いて検討を進めている。

3.5.2 背景
インフラ基盤のない野生環境化において、個々の野生動物にモバイルセンサを運搬してもらう野生

動物装着型WSNは様々な活用が可能であると考えられている。例えば、有害鳥獣類対策・感染症伝
播経路特定・人間が容易に侵入することができない区域での空間情報の収集に役立てることができる。
しかし、インフラ未整備区域での評価実験の実施は多くのコストが必要になるため、繰り返し実験が
可能な“放牧下の家畜動物”による効率的な評価実験基盤の構築を目指す。

3.5.3 内容
放牧下の家畜動物たちがモバイルセンサを持ち歩き、単独行動時に取得したデータを集団行動時に

共有する。そして最終的にシンクノード付近に滞在する個体からデータを回収し、モバイル通信を介
して遠隔地でデータを蓄積・リアルタイムでの分析を一体的に試みることを目指す。既に、野生動物
装着型WSNを見据えた動物装着モバイルセンサノードの開発・実験、モバイル通信による広域デー
タ収集基盤の試運転を行ってきた。そこで、本研究では放牧場及び放牧家畜の協力のもと、一体的な
評価実験基盤の構築及び評価実験を実施する。
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分野の専門知識を備えた上で、次世代の人工知能技術（深層学習、強化学習、アンサンブル学習など）
に基づき、新型のデータ統合解析技術・AI予測モデルを開発する。本研究内容の概要は以下の図 4に
まとめている。

図 4: モビリティデータと医療データの統合解析
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Shibasaki: Social-DPF: Socially acceptable distribution prediction of futures, Proceedings of The
Thirty-Fifth AAAI Conference on Artificial Intelligence (AAAI’21), February 2021.

3.5 野生動物ワイヤレスセンサネットワーク実証実験基盤構築に向けた研究（川瀬純也）
3.5.1 概要
インフラ基盤のない野生環境下での運用を想定した野生動物装着型ワイヤレスセンサネットワーク

（WSN）の開発を念頭に、放牧下の家畜動物による効率的な評価実験基盤の構築を目指している。2020
年度は国内の放牧場に協力を依頼し、実験基盤の構築・設置、現地での評価実験実施を目指して進め
てきたが、コロナ禍により中断している。また野生動物装着型WSNに特化したデータ共有手法につ
いて検討を進めている。

3.5.2 背景
インフラ基盤のない野生環境化において、個々の野生動物にモバイルセンサを運搬してもらう野生

動物装着型WSNは様々な活用が可能であると考えられている。例えば、有害鳥獣類対策・感染症伝
播経路特定・人間が容易に侵入することができない区域での空間情報の収集に役立てることができる。
しかし、インフラ未整備区域での評価実験の実施は多くのコストが必要になるため、繰り返し実験が
可能な“放牧下の家畜動物”による効率的な評価実験基盤の構築を目指す。

3.5.3 内容
放牧下の家畜動物たちがモバイルセンサを持ち歩き、単独行動時に取得したデータを集団行動時に

共有する。そして最終的にシンクノード付近に滞在する個体からデータを回収し、モバイル通信を介
して遠隔地でデータを蓄積・リアルタイムでの分析を一体的に試みることを目指す。既に、野生動物
装着型WSNを見据えた動物装着モバイルセンサノードの開発・実験、モバイル通信による広域デー
タ収集基盤の試運転を行ってきた。そこで、本研究では放牧場及び放牧家畜の協力のもと、一体的な
評価実験基盤の構築及び評価実験を実施する。
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3.5.4 成果報告
本研究は、2020年度国立情報学研究所公募型共同研究として進められた。北海道安平町や岩手県久

慈市などの肉牛放牧場らと実験基盤の構築・設置、現地での評価実験実施の交渉を行っていたが、コ
ロナ禍により中断している。また、野生動物装着型WSNでは、いつ・どの組み合わせで発生するか
わからない野生動物同士の遭遇を考慮したうえで、無線通信での効率的かつ精確なデータ共有手法が
必要になる。そこで、このデータ共有手法について検討を進めている。該当なし

3.6 研究報告（石川正俊）
　並列処理を内蔵した高速ビジョンの基本アーキテクチャの開発を処理構造の観点のみならず、応用
システムを考慮した設計を行っている。知能ロボット等の機械システムの視覚フィードバック制御に
関しては、現状のプレイバック制御の構造に変えて、ローカルに高速視覚フィードバックを導入した
ダイナミック補償を導入した構造を提案し、いくつかのシステムを構築した。その 1つの実装形態と
してとして、人間機械協調システムの提案を行っている。また、高速ビジョンから得られるデータに
対応するカラー高速プロジェクターとして、947fps、24bitカラーの投影が可能な高速プロジェクター
の開発を行った。高速プロジェクターを用いることにより、高速に変化する対象や高速に移動する対
象に対して投影が可能となる。これをダイナミックプロジェクションマッピングと呼び、高速ビジョ
ンによる高速三次元形状計測を入力とし、高速光軸制御や高速可変焦点レンズと組み合わせることに
より、高速対象を媒体とした新たなヒューマンインターフェイスが実現可能となる。視覚フィードバッ
クを伴うヒューマンインターフェイスにおいて、実世界からディスプレイ上の表示までの遅延が人間
のタスクに対する影響の評価に対して、高速ビジヨンと高速プロジェクターを用いることにより、高
い時間分解能で遅延を設定できるシステムを提案・実装した。これにより、具体的なタスクに対する
遅延の影響の計測・評価が可能となる。これらの研究も含め、高速性を実現するための理論、デバイ
ス、システムアーキテクチャの研究とともに、応用システムの開発を行っている。

受賞関連
[受賞 1] 小山佳祐，下条誠，妹尾拓，石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータ”MagLinkage”を用いた低

衝撃・ノンストップ把持,第 37回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2019)／予稿集, 3E2-07，
令和 2年度日本ロボット学会優秀研究・技術賞，2020/10．

[受賞 2] 小山佳祐,下条誠,妹尾拓,石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータMagLinkageの開発とハン
ド応用,日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2019（ROBOMECH2019）／講
演論文集, 2P1-H02，令和元年度日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ROBOMEC
表彰，2020/05．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Yuji Yamakawa, Yutaro Matsui and Masatoshi Ishikawa: Development of a Real-Time

Human-Robot Collaborative System Based on 1 kHz Visual Feedback Control and Its Ap-
plication to a Peg-in-Hole Task, Sensors, Vol.21, Issue 2, Article No. 663，2021/1．

[雑誌論文 2] Zhangxu Pan, Chan Guo, Xianchi Wang, Jiucheng Liu, Ruimin Cao, Yanfen Gong, Jiantai
Wang, Ningyang Liu, Zhitao Chen, Lihui Wang, Masatoshi Ishikawa, and Zheng Gong:
Wafer-Scale Micro-LEDs Transferred onto an Adhesive Film for Planar and Flexible Displays,
Advanced Materials Technologies, 2000549, pp.1-11，2020/8．

[雑誌論文 3] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa: Human Robot Hand
Interaction with Plastic Deformation Control, Robotics, Vol.9, No.3, Article No.73， 2020/9．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Satoshi Tanaka, Keisuke Koyama, Taku Senoo, Makoto Shimojo, and Masatoshi Ishikawa: High-

speed Hitting Grasping with Magripper, a Highly Backdrivable Gripper using Magnetic Gear and
Plastic Deformation Control, 2020 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and
Systems (IROS2020), Proceedings, pp. 9137 - 9143，2020/10．

[査読付 2] Ryosuke Higo, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa:Dynamic In-Hand Regrasping Using a
High-Speed Robot Hand and High-Speed Vision, 1st Virtual IFAC World Congress (IFAC-V
2020) (Virtual Conference),pp.985:1-985:6，2020/7．

[査読付 3] Fumiya Shimada, Kenichi Murakami, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa：Bolt loosening detec-
tion using multi-purpose robot hand, 2020 IEEE/ASME International Conference on Advanced
Intelligent Mechatronics (Virtual Conference，2020.7.9), pp.1860-1866，2020/07．

[査読付 4] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa：Robot Hand Inter-
action Using Plastic Deformation Control with Inner Position Loop, 2020 IEEE/ASME Inter-
national Conference on Advanced Intelligent Mechatronics (Virtual Conference),pp.1748-1753，
2020/07．

[査読付 5] Satoshi Tanaka, Keisuke Koyama, Taku Senoo, and Masatoshi Ishikawa: Adaptive Visual Shock
Absorber with Visual-based Maxwell Model Using Magnetic Gear, The 2020 International
Conference on Robotics and Automation (ICRA2020) (Paris), Proceedings, pp. 6163-6168，
2020/06．

その他の発表論文
[発表 1] 島田史也，村上健一，妹尾拓，石川正俊：6軸力センサを搭載したロボットハンドを用いた

加振によるボトル内の液体判別，ロボティクス・メカトロニクス講演会（ROBOMECH2020）
（オンライン）/講演論文集, 2A2-N16，2020/05．

[発表 2] 漆原昂，村上健一，妹尾拓，石川正俊：弾塑性変形制御を用いたヒューマンロボットインタ
ラクション，ロボティクス・メカトロニクス講演会（ROBOMECH2020）（オンライン）/講
演論文集, 2A2-C15， 2020/05．

3.7 研究報告（早川智彦）
　 2020年度は主に 1.高速画像処理技術によるモーションブラー補償と 2.人間の知覚情報の定量化、
3.ディスプレイの拡張表現技術の研究を実施した。全体を通した研究成果として、６件の表彰を受け、
1件の雑誌論文 (査読付)と 5件の雑誌以外の査読付き論文を投稿し、10件の発表を行った。

1.高速画像処理技術によるモーションブラー補償　インフラ点検に関する撮像技術の開発を行い、
回転キューブを用いる光軸制御法を提案することで、よりサンプリングレートの高い撮像手法の検討
を行った。更に赤外領域を撮像することによって、コンクリート表面だけでなく内部変状も移動しな
がら計測する研究や、半導体可視光レーザーによる動的マーカーの開発を行っている。

2.人間の知覚情報の定量化　高速カメラと高速プロジェクタを用い、被験者実験により 24ms以上
の遅延がパフォーマンス低下を引き起こすことを発表した。錯視の研究では人間の眼球運動と視線位
置に基づき、映像に生じる錯視をリアルタイムに補償するシステムおよびアルゴリズムを提案した。
また、錯視における知覚のフレームレート依存性を調査し映像における錯視表現に必要な値を明らか
にした。これらの研究により、インタラクティブな没入型デバイスにおける設計やリアリティーの高
い映像表現の指標を示した。
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3.5.4 成果報告
本研究は、2020年度国立情報学研究所公募型共同研究として進められた。北海道安平町や岩手県久

慈市などの肉牛放牧場らと実験基盤の構築・設置、現地での評価実験実施の交渉を行っていたが、コ
ロナ禍により中断している。また、野生動物装着型WSNでは、いつ・どの組み合わせで発生するか
わからない野生動物同士の遭遇を考慮したうえで、無線通信での効率的かつ精確なデータ共有手法が
必要になる。そこで、このデータ共有手法について検討を進めている。該当なし

3.6 研究報告（石川正俊）
　並列処理を内蔵した高速ビジョンの基本アーキテクチャの開発を処理構造の観点のみならず、応用
システムを考慮した設計を行っている。知能ロボット等の機械システムの視覚フィードバック制御に
関しては、現状のプレイバック制御の構造に変えて、ローカルに高速視覚フィードバックを導入した
ダイナミック補償を導入した構造を提案し、いくつかのシステムを構築した。その 1つの実装形態と
してとして、人間機械協調システムの提案を行っている。また、高速ビジョンから得られるデータに
対応するカラー高速プロジェクターとして、947fps、24bitカラーの投影が可能な高速プロジェクター
の開発を行った。高速プロジェクターを用いることにより、高速に変化する対象や高速に移動する対
象に対して投影が可能となる。これをダイナミックプロジェクションマッピングと呼び、高速ビジョ
ンによる高速三次元形状計測を入力とし、高速光軸制御や高速可変焦点レンズと組み合わせることに
より、高速対象を媒体とした新たなヒューマンインターフェイスが実現可能となる。視覚フィードバッ
クを伴うヒューマンインターフェイスにおいて、実世界からディスプレイ上の表示までの遅延が人間
のタスクに対する影響の評価に対して、高速ビジヨンと高速プロジェクターを用いることにより、高
い時間分解能で遅延を設定できるシステムを提案・実装した。これにより、具体的なタスクに対する
遅延の影響の計測・評価が可能となる。これらの研究も含め、高速性を実現するための理論、デバイ
ス、システムアーキテクチャの研究とともに、応用システムの開発を行っている。

受賞関連
[受賞 1] 小山佳祐，下条誠，妹尾拓，石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータ”MagLinkage”を用いた低

衝撃・ノンストップ把持,第 37回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2019)／予稿集, 3E2-07，
令和 2年度日本ロボット学会優秀研究・技術賞，2020/10．

[受賞 2] 小山佳祐,下条誠,妹尾拓,石川正俊: 小型・低摩擦アクチュエータMagLinkageの開発とハン
ド応用,日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2019（ROBOMECH2019）／講
演論文集, 2P1-H02，令和元年度日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ROBOMEC
表彰，2020/05．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Yuji Yamakawa, Yutaro Matsui and Masatoshi Ishikawa: Development of a Real-Time

Human-Robot Collaborative System Based on 1 kHz Visual Feedback Control and Its Ap-
plication to a Peg-in-Hole Task, Sensors, Vol.21, Issue 2, Article No. 663，2021/1．

[雑誌論文 2] Zhangxu Pan, Chan Guo, Xianchi Wang, Jiucheng Liu, Ruimin Cao, Yanfen Gong, Jiantai
Wang, Ningyang Liu, Zhitao Chen, Lihui Wang, Masatoshi Ishikawa, and Zheng Gong:
Wafer-Scale Micro-LEDs Transferred onto an Adhesive Film for Planar and Flexible Displays,
Advanced Materials Technologies, 2000549, pp.1-11，2020/8．

[雑誌論文 3] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa: Human Robot Hand
Interaction with Plastic Deformation Control, Robotics, Vol.9, No.3, Article No.73， 2020/9．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Satoshi Tanaka, Keisuke Koyama, Taku Senoo, Makoto Shimojo, and Masatoshi Ishikawa: High-

speed Hitting Grasping with Magripper, a Highly Backdrivable Gripper using Magnetic Gear and
Plastic Deformation Control, 2020 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and
Systems (IROS2020), Proceedings, pp. 9137 - 9143，2020/10．

[査読付 2] Ryosuke Higo, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa:Dynamic In-Hand Regrasping Using a
High-Speed Robot Hand and High-Speed Vision, 1st Virtual IFAC World Congress (IFAC-V
2020) (Virtual Conference),pp.985:1-985:6，2020/7．

[査読付 3] Fumiya Shimada, Kenichi Murakami, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa：Bolt loosening detec-
tion using multi-purpose robot hand, 2020 IEEE/ASME International Conference on Advanced
Intelligent Mechatronics (Virtual Conference，2020.7.9), pp.1860-1866，2020/07．

[査読付 4] Kenichi Murakami, Koki Ishimoto, Taku Senoo and Masatoshi Ishikawa：Robot Hand Inter-
action Using Plastic Deformation Control with Inner Position Loop, 2020 IEEE/ASME Inter-
national Conference on Advanced Intelligent Mechatronics (Virtual Conference),pp.1748-1753，
2020/07．

[査読付 5] Satoshi Tanaka, Keisuke Koyama, Taku Senoo, and Masatoshi Ishikawa: Adaptive Visual Shock
Absorber with Visual-based Maxwell Model Using Magnetic Gear, The 2020 International
Conference on Robotics and Automation (ICRA2020) (Paris), Proceedings, pp. 6163-6168，
2020/06．

その他の発表論文
[発表 1] 島田史也，村上健一，妹尾拓，石川正俊：6軸力センサを搭載したロボットハンドを用いた

加振によるボトル内の液体判別，ロボティクス・メカトロニクス講演会（ROBOMECH2020）
（オンライン）/講演論文集, 2A2-N16，2020/05．

[発表 2] 漆原昂，村上健一，妹尾拓，石川正俊：弾塑性変形制御を用いたヒューマンロボットインタ
ラクション，ロボティクス・メカトロニクス講演会（ROBOMECH2020）（オンライン）/講
演論文集, 2A2-C15， 2020/05．

3.7 研究報告（早川智彦）
　 2020年度は主に 1.高速画像処理技術によるモーションブラー補償と 2.人間の知覚情報の定量化、
3.ディスプレイの拡張表現技術の研究を実施した。全体を通した研究成果として、６件の表彰を受け、
1件の雑誌論文 (査読付)と 5件の雑誌以外の査読付き論文を投稿し、10件の発表を行った。

1.高速画像処理技術によるモーションブラー補償　インフラ点検に関する撮像技術の開発を行い、
回転キューブを用いる光軸制御法を提案することで、よりサンプリングレートの高い撮像手法の検討
を行った。更に赤外領域を撮像することによって、コンクリート表面だけでなく内部変状も移動しな
がら計測する研究や、半導体可視光レーザーによる動的マーカーの開発を行っている。

2.人間の知覚情報の定量化　高速カメラと高速プロジェクタを用い、被験者実験により 24ms以上
の遅延がパフォーマンス低下を引き起こすことを発表した。錯視の研究では人間の眼球運動と視線位
置に基づき、映像に生じる錯視をリアルタイムに補償するシステムおよびアルゴリズムを提案した。
また、錯視における知覚のフレームレート依存性を調査し映像における錯視表現に必要な値を明らか
にした。これらの研究により、インタラクティブな没入型デバイスにおける設計やリアリティーの高
い映像表現の指標を示した。
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3.ディスプレイの拡張表現　特定速度で移動している人だけに伝達可能な二次元情報提示システム
「Bilateral Motion Display」の開発を行った。観測するユーザの身体や視線の動きの速度・方向に応じ
て、それぞれに異なる映像を知覚させる指向性多義ディスプレイを実現した。高速に投影された画像
の一部成分が、残像として重なり合う効果を利用している。また、再帰性反射材を用いた反射光の広
がりによる空中結像を利用したディスプレイ拡張手法の発表を行った。これらの研究はセキュリティ
分野や広告、標識、エンターテインメントへの活用が期待される。

招待論文
[招待論文 1] 早川智彦，久保田祐貴，望戸雄史，柯毓珊，石川正俊:モーションブラー補償による高速

撮像技術のインフラ検査への応用,光学, 50巻, 2号, pp. 61-67,2021/02．
受賞関連
[受賞 1] 東京大学 (早川智彦,望戸雄史,栃岡陽麻里,石川正俊),中日本高速道路株式会社 (亀岡弘之,藤

田友一郎,大西偉允）,高速道路のトンネルにおける時速 100km走行での覆工コンクリート高
解像度変状検出手法，第 4回インフラメンテナンス大賞/国土交通大臣賞，2021/01．

[受賞 2] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表面の撮影に向けて―，第 42回照明学会東京
支部大会，最優秀研究発表者賞，予稿集，pp. B-6:1-B-6:2，2020/12．

[受賞 3] 門脇拓也,丸山三智佳,早川智彦,松澤直熙,岩崎健一郎,石川正俊: 身体感覚と視覚情報に
ずれが生じる没入環境における低遅延な映像のユーザーへの影響,日本バーチャルリアリティ
学会論文誌, 24巻, 1号, pp.23-30,第 22回日本 VR学会論文賞，2020/09.

[受賞 4] 東京大学情報基盤センター石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人
だけに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協
会 Innovative Technologies 2020，スポンサー賞，2020/11．

[受賞 5] 東京大学情報基盤センター石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人
だけに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協
会 Innovative Technologies 2020，Special Prize - Vision -，2020/11．

[受賞 6] 東京大学・中日本高速道路株式会社：高速道路のトンネル覆工コンクリートにおける時速
100km走行での 4K高解像度変状検出システム，第 9回ロボット大賞優秀賞（研究開発部門），
2021/03．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Y. Kubota, T. Hayakawa, and M. Ishikawa: Dynamic perceptive compensation for the rotating

snakes illusion with eye tracking, PLoS ONE 16(3), 2021.

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Tomohiko Hayakawa, Haruka Nakane and Masatoshi Ishikawa：Motion-blur Compensation Sys-

tem Using a Rotated Acrylic Cube with Visual Feedback, 1st Virtual IFAC World Congress
(IFAC-V 2020), pp. 696:1-696:4，2020/07．

[査読付 2] Yuriko Ezaki, Yushi Moko, Haruka Ikeda, Tomohiko Hayakawa and Masatoshi Ishikawa：Ex-
tension of the Capture Range Under High-Speed Motion Using Galvanometer Mirror, 2020
IEEE/ASME International Conference on Advanced Intelligent Mechatronics (Virtual Confer-
ence), pp.1854-1859，2020/07．

[査読付 3] Y. Kubota, T. Hayakawa, M. Ishikawa: Quantitative Perception Measurement of the Rotating
Snakes Illusion Considering Temporal Dependence and Gaze Information, Symposium on Eye
Tracking Research and Applications (ETRA ’20 Short Papers) (online)，Proceedings, No.45,
pp. 1-4，2020/05．

[査読付 4] Y. Kubota, T. Hayakawa, Y. Ke, Y. Moko, M. Ishikawa: High-speed motion blur compensation
system in infrared region using galvanometer mirror and thermography camera, SPIE Sensors
and Smart Structures Technologies for Civil, Mechanical and Aerospace Systems 2020，Pro-
ceedings,1137919，2020/04．

[査読付 5] 池田遼，早川智彦，栃岡陽麻里，石川正俊: 観測者の視線運動に応じた残像効果による指
向性ディスプレイ,インタラクション 2021論文集 (オンライン),pp.57-63，2020/04．

その他の発表論文
[発表 1] 早川智彦，高原慧一，柯毓珊，石川正俊：半導体可視光レーザーによる加熱箇所の熱画像を

利用した動的マーカー生成手法，一般社団法人レーザー学会学術講演会第 41回年次大会予
稿集（オンライン），p.H03-20a-VIII-04:1，2021/1．

[発表 2] 久保田祐貴,柯毓珊,早川智彦,石川正俊: 2種の材料を用いた着脱可能な赤外マーカーにおけ
る撮像性能の検証,映像情報メディア学会創立 70周年記念大会 (オンライン)，予稿集, 12E-2，
2020/12．

[発表 3] 美間亮太，久保田祐貴，早川智彦，石川正俊：ベンハムのコマの無彩色化システムを用い
た主観色の補償効果の評価，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演
会（オンライン）予稿集，pp. 1955-1957，2020/12．

[発表 4] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表面の撮影に向けて―，2020年度第 42回照
明学会東京支部大会（オンライン）予稿集，pp. B-6:1-B-6:2，2020/12．

[発表 5] 早川智彦，柯毓珊，石川正俊：再帰性反射光の広がりによる空中結像を利用したディスプレ
イ空間拡張手法，第 25回日本バーチャルリアリティ学会大会 (VRSJ2020) (オンライン)予稿
集, pp．2B1-5: 1–2B1-5: 4，2020/09．

[発表 6] 早川智彦，望戸雄史，村上健一，石川正俊：軌道材料の異常検出に向けた 鉄道巡航速度に
おける高解像度画像撮影手法の提案，令和２年度土木学会全国大会第 75回年次学術講演会
Web討論会（オンライン）/ WEB版年次学術講演会プログラム, VI892:1-VI892:3，2020/09．

[発表 7] 江崎ゆり子，望戸雄志，早川智彦，石川正俊：ガルバノミラーを用いた撮影角度の高速スイッ
チング，2020年第 45回光学シンポジウム (オンライン)講演論文集，pp.85-89，2020/06．

[発表 8] 早川智彦,栃岡陽麻里,久保田祐貴,美間亮太,石川正俊：色と形に関する 2種の錯視における
知覚のフレームレート依存性,映像表現・芸術科学フォーラム 2021（映情学技報, vol. 45, no.
8,オンライン）,pp.157-160，2021/03．

[発表 9] 早川智彦，中根悠，蛭間友香，望戸雄史，石川正俊: シリコン単結晶立方体の回転動作を用
いた移動時の熱画像撮影における空間分解能向上法, 2021年度精密工学会春季大会学術講演
会講演論文集 (オンライン),pp. 581-582，2021/03．
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3.ディスプレイの拡張表現　特定速度で移動している人だけに伝達可能な二次元情報提示システム
「Bilateral Motion Display」の開発を行った。観測するユーザの身体や視線の動きの速度・方向に応じ
て、それぞれに異なる映像を知覚させる指向性多義ディスプレイを実現した。高速に投影された画像
の一部成分が、残像として重なり合う効果を利用している。また、再帰性反射材を用いた反射光の広
がりによる空中結像を利用したディスプレイ拡張手法の発表を行った。これらの研究はセキュリティ
分野や広告、標識、エンターテインメントへの活用が期待される。

招待論文
[招待論文 1] 早川智彦，久保田祐貴，望戸雄史，柯毓珊，石川正俊:モーションブラー補償による高速

撮像技術のインフラ検査への応用,光学, 50巻, 2号, pp. 61-67,2021/02．
受賞関連
[受賞 1] 東京大学 (早川智彦,望戸雄史,栃岡陽麻里,石川正俊),中日本高速道路株式会社 (亀岡弘之,藤

田友一郎,大西偉允）,高速道路のトンネルにおける時速 100km走行での覆工コンクリート高
解像度変状検出手法，第 4回インフラメンテナンス大賞/国土交通大臣賞，2021/01．

[受賞 2] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表面の撮影に向けて―，第 42回照明学会東京
支部大会，最優秀研究発表者賞，予稿集，pp. B-6:1-B-6:2，2020/12．

[受賞 3] 門脇拓也,丸山三智佳,早川智彦,松澤直熙,岩崎健一郎,石川正俊: 身体感覚と視覚情報に
ずれが生じる没入環境における低遅延な映像のユーザーへの影響,日本バーチャルリアリティ
学会論文誌, 24巻, 1号, pp.23-30,第 22回日本 VR学会論文賞，2020/09.

[受賞 4] 東京大学情報基盤センター石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人
だけに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協
会 Innovative Technologies 2020，スポンサー賞，2020/11．

[受賞 5] 東京大学情報基盤センター石川・早川・黄・末石・宮下研究室：特定速度で移動している人
だけに伝達可能な二次元情報提示システム (Bilateral Motion Display)，デジタルコンテンツ協
会 Innovative Technologies 2020，Special Prize - Vision -，2020/11．

[受賞 6] 東京大学・中日本高速道路株式会社：高速道路のトンネル覆工コンクリートにおける時速
100km走行での 4K高解像度変状検出システム，第 9回ロボット大賞優秀賞（研究開発部門），
2021/03．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Y. Kubota, T. Hayakawa, and M. Ishikawa: Dynamic perceptive compensation for the rotating

snakes illusion with eye tracking, PLoS ONE 16(3), 2021.

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Tomohiko Hayakawa, Haruka Nakane and Masatoshi Ishikawa：Motion-blur Compensation Sys-

tem Using a Rotated Acrylic Cube with Visual Feedback, 1st Virtual IFAC World Congress
(IFAC-V 2020), pp. 696:1-696:4，2020/07．

[査読付 2] Yuriko Ezaki, Yushi Moko, Haruka Ikeda, Tomohiko Hayakawa and Masatoshi Ishikawa：Ex-
tension of the Capture Range Under High-Speed Motion Using Galvanometer Mirror, 2020
IEEE/ASME International Conference on Advanced Intelligent Mechatronics (Virtual Confer-
ence), pp.1854-1859，2020/07．

[査読付 3] Y. Kubota, T. Hayakawa, M. Ishikawa: Quantitative Perception Measurement of the Rotating
Snakes Illusion Considering Temporal Dependence and Gaze Information, Symposium on Eye
Tracking Research and Applications (ETRA ’20 Short Papers) (online)，Proceedings, No.45,
pp. 1-4，2020/05．

[査読付 4] Y. Kubota, T. Hayakawa, Y. Ke, Y. Moko, M. Ishikawa: High-speed motion blur compensation
system in infrared region using galvanometer mirror and thermography camera, SPIE Sensors
and Smart Structures Technologies for Civil, Mechanical and Aerospace Systems 2020，Pro-
ceedings,1137919，2020/04．

[査読付 5] 池田遼，早川智彦，栃岡陽麻里，石川正俊: 観測者の視線運動に応じた残像効果による指
向性ディスプレイ,インタラクション 2021論文集 (オンライン),pp.57-63，2020/04．

その他の発表論文
[発表 1] 早川智彦，高原慧一，柯毓珊，石川正俊：半導体可視光レーザーによる加熱箇所の熱画像を

利用した動的マーカー生成手法，一般社団法人レーザー学会学術講演会第 41回年次大会予
稿集（オンライン），p.H03-20a-VIII-04:1，2021/1．

[発表 2] 久保田祐貴,柯毓珊,早川智彦,石川正俊: 2種の材料を用いた着脱可能な赤外マーカーにおけ
る撮像性能の検証,映像情報メディア学会創立 70周年記念大会 (オンライン)，予稿集, 12E-2，
2020/12．

[発表 3] 美間亮太，久保田祐貴，早川智彦，石川正俊：ベンハムのコマの無彩色化システムを用い
た主観色の補償効果の評価，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演
会（オンライン）予稿集，pp. 1955-1957，2020/12．

[発表 4] 早川智彦，柯毓珊，望戸雄史，石川正俊：モーションブラー補償撮像手法を利用した走行型
点検車両の照明要件―高速道路のトンネル覆工表面の撮影に向けて―，2020年度第 42回照
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[発表 6] 早川智彦，望戸雄史，村上健一，石川正俊：軌道材料の異常検出に向けた鉄道巡航速度に
おける高解像度画像撮影手法の提案，令和２年度土木学会全国大会第 75回年次学術講演会
Web討論会（オンライン）/ WEB版年次学術講演会プログラム, VI892:1-VI892:3，2020/09．
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特記事項
[特記 1] MDPI Photonics, ”Advances in 3OM: Opto-Mechatronics, Opto-Mechanics, and Optical Metrol-

ogy”, Special Issue Editors.

[特記 2] 展示：早川智彦，柯毓珊，石川正俊：再帰性反射光の広がりによる空中結像を利用した光源拡
張手法，第 25回日本バーチャルリアリティ学会大会 (VRSJ2020) (オンライン)／Open Virtual
Exhibition, A17-(3)，2020/9．

報道関連
[報道 1] Itmedia BUILT，「時速 100kmで覆工ンクリートの変状を検出するシステムが国交大臣賞」．

[報道 2] 国土交通省，【令和 3年 1月 8日】，「第 4回インフラメンテナンス大賞」表彰式に赤羽大臣が
出席．

[報道 3] 国土交通省，インフラメンテナンスの優れた取組や技術開発を表彰！，～第４回「インフラ
メンテナンス大賞」受賞者を決定～．　

[報道 4] CGWORLD：「Digital Content EXPO 2020 Online Innovative Technologies 2020」．

3.8 研究報告（黄守仁）
　本年度は人間機械協調、ロボットの知能化を目指した動的補償ロボット、高周波外部フィードバック
に基づく電気刺激など研究課題を巡って研究を行った。人間機械協調に関しては、人間の認知能力と
機械（ロボット）の高速・高精度な動作を相互補完的に組み合わせることを目指して、これまでに構築
した視覚・触覚などを用いた感覚提示による人間機械協調システムに基づいて、力覚提示によるヒュー
マンロボットインタラクションと人間の両腕同期運動現象（例えば、左右の手（腕）で異なった運動を
同時に行おうとしても、両手が同じような動きになる傾向、脳にとって最も基本的な仕組みとも考え
られる）を統合する研究を行った。次に、３自由度動的補償モジュールを新規開発し、高速高精度塗
布や溶接など応用に向けた知能産業用ロボットに関する研究も推進した。また、高周波電気刺激装置
を開発し、高周波外部フィードバック情報による人間の上腕に対する電気刺激制御の基礎実験環境を
構築した。これら研究課題の実施により、特許出願、著書、国際学会誌論文、国際学会、国内学会など
含む合計５件の研究成果が得られた。競争的資金の獲得に関しては、若手研究（研究課題「Control of
human upper limb by electrical stimulation for accurate motion with external mechanical assistance of high
bandwidth: basic mechanism and modeling」、研究代表者）、基盤研究（Ｓ）（研究課題「超高速ビジョ
ン・トラッキング技術を用いた次世代情報環境システムの創生」、研究分担者）などが採択された。

著書／編集
[著書 1] Shouren Huang, Yuji Yamakawa and Masatoshi Ishikawa：Dynamic Compensation Framework

to Improve the Autonomy of Industrial Robots. IntechOpen，Industrial Robotics-New Paradigms，
2020/09．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Shouren Huang, Masatoshi Ishikawa, Yuji Yamakawa：A coarse-to-fine framework for accurate

positioning under uncertainties―from autonomous robot to human–robot system，Int J Adv
Manuf Technol，2020．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Shouren Huang, Keisuke Koyama, Masatoshi Ishikawa, and Yuji Yamakawa：Human-Robot

Collaboration with Force Feedback Utilizing Bimanual Coordination，In Companion of the 2021
ACM/IEEE International Conference on Human-Robot Interaction (HRI ’21 Companion),2021

その他の発表論文
[発表 1] 黄守仁,小山佳祐,石川正俊,山川雄司：両腕同期運動を利用した力覚提示による人間機械協

調，ロボティクス・メカトロニクス講演会 2020（ROBOMECH2020），講演論文集，2020．

3.9 研究報告（末石智大）
　高速画像処理および高速光学系制御を用いた、動的検査技術とヒューマンインターフェースに関す
る研究を行った。動的検査技術は、実世界に存在する複雑な現象を適切にデータ化・活用する技術で
あり、泳ぎ回るメダカや人間の眼の虹彩、眼球微振動などを対象として実施した。静止状態における
検査技術は数多くあるが、時間効率が低い・被写体に負荷がかかるなど、動的状態への検査技術の発
展の期待は大きいと考えられる。歩いている人などを含め静止状態を作り出せない状況などへの発展
を目指し、回転ミラーや液体可変焦点レンズなどの光学素子を高速に制御し、運動対象の高解像度撮
影を達成することで運動物体への検査のための基礎技術開発を進めている。水族館や養殖事業を意図
したメダカの健康状態計測、歩いている人への虹彩認証技術、頭部非拘束状態の人への眼球微小変化
計測技術などの達成に向けた基礎的成果を実現した。ヒューマンインターフェースに関しては、ダイ
ナミックプロジェクションマッピングやアイトラッキング、高速自己位置推定に加え、球技やスイン
グ動作を含むスポーツ応用に結び付く内容も実施した。人間の挙動に関連した情報をデータ化するだ
けでなく、高速な情報提示も行うことで人間に役立つ形で活用するところまで達成する技術である。
眼や身体動作など特に高速な挙動に着目して取り組んだが、特にスポーツで扱うボールやゴルフクラ
ブなどの更に高速な運動に対しても高速にセンシングを行うマーカー技術・画像処理技術を生み出し、
その動きに対応した高速投影技術を創り出した。

受賞関連
[受賞 1] 末石智大，西薗良太，石川正俊：ベクター型レーザー投影系におけるM系列破線マーカーを

用いたロバスト高速自己姿勢推定，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部
門講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1445-1448，優秀講演賞，2020/12．

[受賞 2] 松本明弓，末石智大，石川正俊：注視点追従高解像度投影に向けた高速視線推定システム，
第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，講演会論文集,
pp.1886-1889，優秀講演賞，2020/12．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Tomohiro Sueishi, Arata Jingu, Shoji Yachida, Michiaki Inoue, Yuka Ogino, and Masatoshi

Ishikawa: Dynamic Iris Authentication by High-Speed Gaze and Focus Control, 2021
IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII2021) ，Proceedings, pp.813-
814，2021/1．

[査読付 2] Ryota Nishizono, Tomohiro Sueishi, and Masatoshi Ishikawa: EmnDash，M-sequence Dashed
Markers on Vector-based Laser Projection for Robust High-speed Spatial Tracking, IEEE Inter-
national Symposium on Mixed and Augmented Reality Adjunct (ISMAR-Adjunct2020)， pp.
195-200，2020/11．
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[査読付 3] Murtuza Petladwala, Tomohiro Sueishi, Shoji Yachida, and Masatoshi Ishikawa: High-Speed
Occlusion Recovery Method for Multiple Fish Visual Tracking, The 42nd Annual International
Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC2020)，Proceed-
ings, MoAT14.12，2020/7．

[査読付 4] Yuri Mikawa, Tomohiro Sueishi, Yoshihiro Watanabe, and Masatoshi Ishikawa: Projection map-
ping system to a widely dynamic sphere with circumferential markers, IEEE International Con-
ference on Multimedia and Expo (ICME2020)， pp. 1-6，2020/7．

その他の発表論文
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第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，講演会論文集,
pp.1886-1889，2020/12．

[発表 3] 松村蒼一郎，末石智大，谷内田尚司，石川正俊：高速光学系制御を用いた頭部非拘束状態に
おける眼球微振動検出手法，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演
会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1894-1898，2020/12．

[発表 4] 末石智大，深山理，宮地力，山川雄司，石川正俊：ゴルフスイングのフォーム・幾何情報の
逐次的高速投影システムの開発，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門
講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.386-389，2020/12．

[発表 5] 神宮亜良太，末石智大，谷内田尚司，石川正俊：遠隔虹彩認証に向けた高速光学系制御を用い
た眼追従合焦撮影手法，第 26回画像センシングシンポジウム (SSII2020)，講演論文集, IS2-16，
2020/6．

3.10 研究報告（宮下令央）
　本年度は通常の研究業務に加え、主に修士課程学生の指導補助と研究周知活動を行った。研究業務
では高速ビジョンチップを利用した小型のダイナミックプロジェクションマッピングシステムを開発
し、研究発表を行った。さらに、別途 PCを用意することなく高速ビジョンチップを幅広いシステム
へ組み込むため、CPUとアナログ出力回路を搭載したスタンドアロンドーターボードを開発した。ま
た、新たに開発したバイナリ法線画像特徴量と、距離と法線の高速同時計測システムの評価を行い、
論文執筆を予定している。本年度は研究室の所属変更により公式には修士課程の学生は所属していな
いが、前年度本研究室に所属していた修士課程の学生の指導補助を継続している。本年度はダイナミッ
クプロジェクションマッピングと人間の知覚特性を利用した変形錯視システムの開発と研究発表、被
験者実験の実施を行った。さらに本研究を CGに応用したリアルタイムアニメーション生成アルゴリ
ズムを開発した。いずれの結果も論文投稿に至っている。また、分光反射率特性と自然冷却特性を利
用した質感計測アルゴリズムの改良と特許申請を行った。また、本年度はコロナによって多くの学会
がオンラインとなり、プログラムが変更されたことによって講演の業務が増えている。企業向けに速
度計測とダイナミックプロジェクションマッピングの講演を行い、学生向けに高速画像処理、学会参
加者向けにダイナミックプロジェクションマッピングの講演を行った。さらに、研究プロジェクトの
総括として３次元形状と質感計測の研究について講演し、研究周知に努めた。査読や学会の委員を拝
命し、学会への貢献も引き続き行っている。

招待講演
[招待講演 1] 宮下令央: 世界を書き換えるダイナミックプロジェクションマッピング, IPSJ ONE 2021，

2021/3．

[招待講演 2] 宮下令央: 目に見えるものは真実か, 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校,
同窓生による特別授業，2020/12．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Mikihiro Ikura, Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: Stabilization System for UAV Landing

on Rough Ground byAdaptive 3D Sensing and High-speed Landing Gear Adjustment, Journal
of Robotics and Mechatronics, Vol.33, No.1 (2021)，2021/2．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Kentaro Fukamizu, Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: ElaMorph Projection，Deformation of

3D Shape by Dynamic Projection Mapping, International Symposium on Mixed and Augmented
Reality (ISMAR2020), Recife, Brazil (Virtual conference), pp.220-229, 9-13，2020/11．

[査読付 2] Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: Wearable DPM System with Intelligent Imager and GPU,
International Conference on Artificial Intelligence Circuits and Systems (AICAS2020), Live De-
mos, Proceedings pp.129-130, Genoa, Italy (Virtual Conference)，2020/9．

3.11 研究報告（金賢梧）
セキュリティ応用のための高速ビジョンネットワークシステムの研究
【背景】分散型高速カメラネットワークを用いた画像処理アプリケーションでは、各カメラにおけ

る同期撮像・画像処理が重要な場合が少なくない。実際、複数のカメラビューに渡る対象物体の位置
検出や高速移動体の 3次元形状復元などにおいて、画像データの時刻同期精度は計測精度に大きく影
響する。一般的な撮像速度である 30fpsのカメラを用いる時と比べて、1,000fpsの高速撮像が可能な
高速カメラでは画像フレーム間の時間間隔が非常に短いため、注意深く撮像タイミングを制御する必
要がある。さらに、実時間フィードバックシステムとの連動のためには、同時撮像後の画像データか
らの処理情報が同じタイミングで統合・共有される必要もある。多数の高速カメラから構成される分
散型ネットワークシステムにおいて同期撮像・同期データ処理を保証するためには、高速なデータ処
理方法を工夫した効率的なシステム構造の設計が重要である。
【研究内容と成果】本研究では、複数の高速カメラによる最大 1,000fpsの高速撮像および画像デー

タ処理を同期して行うことができる分散型高速カメラネットワークを構築して、同期精度の評価を行っ
た。そのため、階層的並列分散構造を持つネットワーク構造の下、Message Passing Interface (MPI)を
導入することで、Reference Broadcastおよび Precision Time Protocol (PTP)による撮像制御と同期デー
タ転送を高速な撮像速度に合わせて実現することができた。また、ネットワーク上の端末となる高速
カメラを画像処理やデータ転送機能までを持つスマートカメラとすることで、ネットワークにおいて
はデータ量の小さい、必要な情報だけが転送されるようになり、現在 16台規模のネットワークシス
テムにおいての撮像同期の偏差が最大数十μ sと 1,000fpsの高速撮像・データ処理に向けて十分な同
期精度が達成できた。 本分散型高速カメラネットワークの応用先としては、セキュリティー分野の
モニターリングシステムや高速移動体の計測システムおよび高速視覚基盤動作入力装置などが考えら
れる。
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[査読付 3] Murtuza Petladwala, Tomohiro Sueishi, Shoji Yachida, and Masatoshi Ishikawa: High-Speed
Occlusion Recovery Method for Multiple Fish Visual Tracking, The 42nd Annual International
Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC2020)，Proceed-
ings, MoAT14.12，2020/7．

[査読付 4] Yuri Mikawa, Tomohiro Sueishi, Yoshihiro Watanabe, and Masatoshi Ishikawa: Projection map-
ping system to a widely dynamic sphere with circumferential markers, IEEE International Con-
ference on Multimedia and Expo (ICME2020)， pp. 1-6，2020/7．

その他の発表論文
[発表 1] 末石智大，西薗良太，石川正俊：ベクター型レーザー投影系におけるM系列破線マーカーを

用いたロバスト高速自己姿勢推定，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション
部門講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1445-1448，2020/12．

[発表 2] 松本明弓，末石智大，石川正俊：注視点追従高解像度投影に向けた高速視線推定システム，
第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，講演会論文集,
pp.1886-1889，2020/12．

[発表 3] 松村蒼一郎，末石智大，谷内田尚司，石川正俊：高速光学系制御を用いた頭部非拘束状態に
おける眼球微振動検出手法，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演
会 (SI2020)，講演会論文集, pp.1894-1898，2020/12．

[発表 4] 末石智大，深山理，宮地力，山川雄司，石川正俊：ゴルフスイングのフォーム・幾何情報の
逐次的高速投影システムの開発，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門
講演会 (SI2020)，講演会論文集, pp.386-389，2020/12．

[発表 5] 神宮亜良太，末石智大，谷内田尚司，石川正俊：遠隔虹彩認証に向けた高速光学系制御を用い
た眼追従合焦撮影手法，第 26回画像センシングシンポジウム (SSII2020)，講演論文集, IS2-16，
2020/6．

3.10 研究報告（宮下令央）
　本年度は通常の研究業務に加え、主に修士課程学生の指導補助と研究周知活動を行った。研究業務
では高速ビジョンチップを利用した小型のダイナミックプロジェクションマッピングシステムを開発
し、研究発表を行った。さらに、別途 PCを用意することなく高速ビジョンチップを幅広いシステム
へ組み込むため、CPUとアナログ出力回路を搭載したスタンドアロンドーターボードを開発した。ま
た、新たに開発したバイナリ法線画像特徴量と、距離と法線の高速同時計測システムの評価を行い、
論文執筆を予定している。本年度は研究室の所属変更により公式には修士課程の学生は所属していな
いが、前年度本研究室に所属していた修士課程の学生の指導補助を継続している。本年度はダイナミッ
クプロジェクションマッピングと人間の知覚特性を利用した変形錯視システムの開発と研究発表、被
験者実験の実施を行った。さらに本研究を CGに応用したリアルタイムアニメーション生成アルゴリ
ズムを開発した。いずれの結果も論文投稿に至っている。また、分光反射率特性と自然冷却特性を利
用した質感計測アルゴリズムの改良と特許申請を行った。また、本年度はコロナによって多くの学会
がオンラインとなり、プログラムが変更されたことによって講演の業務が増えている。企業向けに速
度計測とダイナミックプロジェクションマッピングの講演を行い、学生向けに高速画像処理、学会参
加者向けにダイナミックプロジェクションマッピングの講演を行った。さらに、研究プロジェクトの
総括として３次元形状と質感計測の研究について講演し、研究周知に努めた。査読や学会の委員を拝
命し、学会への貢献も引き続き行っている。

招待講演
[招待講演 1] 宮下令央: 世界を書き換えるダイナミックプロジェクションマッピング, IPSJ ONE 2021，

2021/3．

[招待講演 2] 宮下令央: 目に見えるものは真実か, 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校,
同窓生による特別授業，2020/12．

雑誌論文
[雑誌論文 1] Mikihiro Ikura, Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: Stabilization System for UAV Landing

on Rough Ground byAdaptive 3D Sensing and High-speed Landing Gear Adjustment, Journal
of Robotics and Mechatronics, Vol.33, No.1 (2021)，2021/2．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Kentaro Fukamizu, Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: ElaMorph Projection，Deformation of

3D Shape by Dynamic Projection Mapping, International Symposium on Mixed and Augmented
Reality (ISMAR2020), Recife, Brazil (Virtual conference), pp.220-229, 9-13，2020/11．

[査読付 2] Leo Miyashita, Masatoshi Ishikawa: Wearable DPM System with Intelligent Imager and GPU,
International Conference on Artificial Intelligence Circuits and Systems (AICAS2020), Live De-
mos, Proceedings pp.129-130, Genoa, Italy (Virtual Conference)，2020/9．

3.11 研究報告（金賢梧）
セキュリティ応用のための高速ビジョンネットワークシステムの研究
【背景】分散型高速カメラネットワークを用いた画像処理アプリケーションでは、各カメラにおけ

る同期撮像・画像処理が重要な場合が少なくない。実際、複数のカメラビューに渡る対象物体の位置
検出や高速移動体の 3次元形状復元などにおいて、画像データの時刻同期精度は計測精度に大きく影
響する。一般的な撮像速度である 30fpsのカメラを用いる時と比べて、1,000fpsの高速撮像が可能な
高速カメラでは画像フレーム間の時間間隔が非常に短いため、注意深く撮像タイミングを制御する必
要がある。さらに、実時間フィードバックシステムとの連動のためには、同時撮像後の画像データか
らの処理情報が同じタイミングで統合・共有される必要もある。多数の高速カメラから構成される分
散型ネットワークシステムにおいて同期撮像・同期データ処理を保証するためには、高速なデータ処
理方法を工夫した効率的なシステム構造の設計が重要である。
【研究内容と成果】本研究では、複数の高速カメラによる最大 1,000fpsの高速撮像および画像デー

タ処理を同期して行うことができる分散型高速カメラネットワークを構築して、同期精度の評価を行っ
た。そのため、階層的並列分散構造を持つネットワーク構造の下、Message Passing Interface (MPI)を
導入することで、Reference Broadcastおよび Precision Time Protocol (PTP)による撮像制御と同期デー
タ転送を高速な撮像速度に合わせて実現することができた。また、ネットワーク上の端末となる高速
カメラを画像処理やデータ転送機能までを持つスマートカメラとすることで、ネットワークにおいて
はデータ量の小さい、必要な情報だけが転送されるようになり、現在 16台規模のネットワークシス
テムにおいての撮像同期の偏差が最大数十μ sと 1,000fpsの高速撮像・データ処理に向けて十分な同
期精度が達成できた。 本分散型高速カメラネットワークの応用先としては、セキュリティー分野の
モニターリングシステムや高速移動体の計測システムおよび高速視覚基盤動作入力装置などが考えら
れる。



－ 146 －

データ科学研究部門

3.12 研究報告（平野正浩）
　自動車・交通分野の研究、特に、車載高速ビジョンを用いた自動運転並びに先進運転支援システム
の研究開発を実施しており、周辺環境に対する高速・高精度・ロバストな自己位置推定、重畳車の分
離識別追跡、信号機の検出、障害物回避手法を開発した。なかでも、車載高速ビジョンによる高速路
面解析技術の基礎技術の確立と応用について精力的に取り組んでおり、学術的な価値の創出とともに
実用化に向けて海外自動車部品メーカと共同研究を実施し、実車実験を通した開発・評価を進めてい
る。また、ステレオ高速ビジョンを用いた高速高精度車間距離計測手法を開発し、前車両との相対的
な距離・速度・加速度情報を活用した車間距離維持システムを開発した。本システムの実用化に向け
ても、海外自動車部品メーカと共同研究を実施しており、高速画像処理に基づくアルゴリズム開発か
らシステム評価に至るまで研究を主導している。

招待講演
[招待講演 1] 岸則政,妹尾拓,平野正浩：高速画像処理システムの自動運転への役割―素早い危険予知

―，第 11回横貫連合コンファレンス，2020．

受賞関連
[受賞 1] 川原大宙，妹尾拓，石井抱，平野正浩，岸則政，石川正俊：第 21回計測自動制御学会シ

ステムインテグレーション部門講演会（SI2020）優秀講演賞,2020/12．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Kento Yabuuchi, Masahiro Hirano, Taku Senoo, Norimasa Kishi and Masatoshi Ishikawa: Real-

Time Traffic Light Detection with Frequency Patterns Using a High-Speed Camera, Sensors,
Vol.20, No.14, Article No.4035, pp.1-18，2020/07．

その他の発表論文
[発表 1] 川原大宙，妹尾拓，石井抱，平野正浩，岸則政，石川正俊：重畳車両の輪郭抽出に基づく高

速トラッキング，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，
講演会論文集, pp.1457-1459，2020/12

3.13 研究報告（田畑智志）
高速な三次元計測および投影に関する研究
　物体の三次元的な形状・運動の高速取得や、三次元空間に対する情報の高速フィードバックは、

現実空間とデジタル空間のインタラクションをはじめ、多くの応用の基盤となる技術である。そのた
め、高速三次元形状計測の高精度化や高解像化を異なるアプローチで改善するとともに、高速三次元
スキャンを実現する小型デバイスの開発を行った。また、三次元空間に情報を提示するため高速焦点
追従投影システムを開発した。高速三次元形状計測においては、これまでに提案している階層構造を
持つセグメントパターンと三視点幾何拘束による 1,000fpsの疎な形状計測手法に加えて照度差ステレ
オによる法線計測を組み合わせることで高精度化と高解像化を達成した。また、位相シフト法をベー
スとした高解像な形状計測手法に偏光アレイカメラを組み合わせた法線の同時計測手法にも取り組ん
でいる。一方で、2値の固定パターンであるセグメントパターンを単純な構成で投影することで計測
装置の小型化にも取り組んでおり、開発したデバイスを用いて高速三次元形状計測と高速三次元運動
計測を行うことで、手に持ったデバイスを用いて 1,000fpsで物体の高速三次元スキャンを実現してい
る。高速焦点追従投影システムでは、投影対象までの距離を高速に計測し、その情報をフィードバック
して液体レンズと高速プロジェクタを制御するシステムを構築している。通常、一定距離のスクリー
ンに投影するプロジェクタは十分な光量を確保するために開口が広く被写界深度が浅い。そのため、

等距離面内の移動に対しては高速プロジェクタによる追従投影が実現されていたものの、投影対象の
距離の変化があると投影内容にピンボケが発生していた。これに対し、新たに液体レンズを用いた焦
点距離制御を組み合わせることで、三次元的に移動する投影対象に対し距離に応じた内容をボケずに
高速投影できる。このシステムを用いて Volume Slicing Displayといった情報提示も実現している。

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Lihui Wang, Hongjin Xu, Satoshi Tabata, Yunpu Hu, Yoshihiro Watanabe, and Masatoshi

Ishikawa：High-Speed Focal Tracking Projection Based on Liquid Lens, ACM SIGGRAPH 2020
Emerging Technologies (SIGGRAPH ’20)，2020/08．

その他の発表論文
[発表 1] 久一空，野元貴史，田畑智志，渡辺義浩：マルチパターン埋め込み型位相シフト法に基づ

く高速 3次元計測の開発，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-35，2020/06．

[発表 2] 野元貴史,田畑智志,渡辺義浩：偏光アレイカメラを用いた構造化光法による深度・法線の
高速取得，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-19，2020/06．

3.14 研究報告（角博文）
　マルチ近赤外線カメラを用いた全く眩しくない動画撮影可能な眼底カメラを奈良先端科学技術大学
院大学　太田研究室と共同で開発した。複数毎得られる動画像データの画像にラベリングを行い良好
な画像だけ取得し積分させることで画像の高 SN化を実現した。（東北大鏡先生共同）微細画素で複
数の近赤外線領域のバンドパスを実現できるプロセスを開発した。フルHDのイメージセンサにベイ
ヤー配列のバンドパス構造を 3um画素に適応し、３種類の近赤外線波長をそれぞれの画素の信号と
して得る事ができるカメラシステムである。このプロセスで特徴的なのは、複数のバンドパスフィル
タを構成する多層膜の下地半分は画素領域で全て層として繋がっている。約 40nm弱の中心部の膜厚
だけ数十 nm変える事で目的のバンドパス特性を得る。さらにその上上層膜も全て切れ目なしにつな
がっている構造である。バンドパス波長の決定付ける膜厚は 100nm以下で、隣り合った画素では数十
nm以下の膜厚差でパターニングされる。この構造を応用して３種類のフィルタを２種類のパターニ
ングで可能となるプロセスを開発した。断面 TEMによる構造解析も行い目的の膜厚で３種類の近赤
外線バンドパスフィルタが形成できている事を確認した。このマルチ近赤外線カメラで眼底観察を行
い静脈及び動脈の状態の観察が可能となった。これらの観察で動脈硬化、高血圧などの目の疾患以外
の健康状態も把握できるカメラである。現在大阪大学大学病院とも共同で開発を進めている。

受賞関連
[受賞 1] 上村将之・王　澤・竹原浩成（奈良先端大）・角　博文（東大）・田代洋行・春田牧人・笹川

清隆・太田　淳（奈良先端大）:近赤外カラー高速眼底カメラ向けイメージセンサへのモザイ
ク多層膜干渉フィルタ搭載と評価，情報センシング研究会（IST）高機能イメージセンシング
とその応用，優秀発表賞，20/07．

その他の発表論文
[発表 1] Masayuki Uemura, Wang Ze，Hironari Takehara， Hirofumi Sumi，Hiroyuki Tashiro，Makito

Haruta，Kiyotaka Sasagawa and Jun Ohta：Evaluation of mosaic multilayer interference filter at-
tached on an image sensor for near-infrared color high-speed fundus camera,ITE Technical report，
Vol.44, No 14，2020/01．
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3.12 研究報告（平野正浩）
　自動車・交通分野の研究、特に、車載高速ビジョンを用いた自動運転並びに先進運転支援システム
の研究開発を実施しており、周辺環境に対する高速・高精度・ロバストな自己位置推定、重畳車の分
離識別追跡、信号機の検出、障害物回避手法を開発した。なかでも、車載高速ビジョンによる高速路
面解析技術の基礎技術の確立と応用について精力的に取り組んでおり、学術的な価値の創出とともに
実用化に向けて海外自動車部品メーカと共同研究を実施し、実車実験を通した開発・評価を進めてい
る。また、ステレオ高速ビジョンを用いた高速高精度車間距離計測手法を開発し、前車両との相対的
な距離・速度・加速度情報を活用した車間距離維持システムを開発した。本システムの実用化に向け
ても、海外自動車部品メーカと共同研究を実施しており、高速画像処理に基づくアルゴリズム開発か
らシステム評価に至るまで研究を主導している。

招待講演
[招待講演 1] 岸則政,妹尾拓,平野正浩：高速画像処理システムの自動運転への役割―素早い危険予知

―，第 11回横貫連合コンファレンス，2020．

受賞関連
[受賞 1] 川原大宙，妹尾拓，石井抱，平野正浩，岸則政，石川正俊：第 21回計測自動制御学会シ

ステムインテグレーション部門講演会（SI2020）優秀講演賞,2020/12．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Kento Yabuuchi, Masahiro Hirano, Taku Senoo, Norimasa Kishi and Masatoshi Ishikawa: Real-

Time Traffic Light Detection with Frequency Patterns Using a High-Speed Camera, Sensors,
Vol.20, No.14, Article No.4035, pp.1-18，2020/07．

その他の発表論文
[発表 1] 川原大宙，妹尾拓，石井抱，平野正浩，岸則政，石川正俊：重畳車両の輪郭抽出に基づく高

速トラッキング，第 21回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2020)，
講演会論文集, pp.1457-1459，2020/12

3.13 研究報告（田畑智志）
高速な三次元計測および投影に関する研究
　物体の三次元的な形状・運動の高速取得や、三次元空間に対する情報の高速フィードバックは、

現実空間とデジタル空間のインタラクションをはじめ、多くの応用の基盤となる技術である。そのた
め、高速三次元形状計測の高精度化や高解像化を異なるアプローチで改善するとともに、高速三次元
スキャンを実現する小型デバイスの開発を行った。また、三次元空間に情報を提示するため高速焦点
追従投影システムを開発した。高速三次元形状計測においては、これまでに提案している階層構造を
持つセグメントパターンと三視点幾何拘束による 1,000fpsの疎な形状計測手法に加えて照度差ステレ
オによる法線計測を組み合わせることで高精度化と高解像化を達成した。また、位相シフト法をベー
スとした高解像な形状計測手法に偏光アレイカメラを組み合わせた法線の同時計測手法にも取り組ん
でいる。一方で、2値の固定パターンであるセグメントパターンを単純な構成で投影することで計測
装置の小型化にも取り組んでおり、開発したデバイスを用いて高速三次元形状計測と高速三次元運動
計測を行うことで、手に持ったデバイスを用いて 1,000fpsで物体の高速三次元スキャンを実現してい
る。高速焦点追従投影システムでは、投影対象までの距離を高速に計測し、その情報をフィードバック
して液体レンズと高速プロジェクタを制御するシステムを構築している。通常、一定距離のスクリー
ンに投影するプロジェクタは十分な光量を確保するために開口が広く被写界深度が浅い。そのため、

等距離面内の移動に対しては高速プロジェクタによる追従投影が実現されていたものの、投影対象の
距離の変化があると投影内容にピンボケが発生していた。これに対し、新たに液体レンズを用いた焦
点距離制御を組み合わせることで、三次元的に移動する投影対象に対し距離に応じた内容をボケずに
高速投影できる。このシステムを用いて Volume Slicing Displayといった情報提示も実現している。

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Lihui Wang, Hongjin Xu, Satoshi Tabata, Yunpu Hu, Yoshihiro Watanabe, and Masatoshi

Ishikawa：High-Speed Focal Tracking Projection Based on Liquid Lens, ACM SIGGRAPH 2020
Emerging Technologies (SIGGRAPH ’20)，2020/08．

その他の発表論文
[発表 1] 久一空，野元貴史，田畑智志，渡辺義浩：マルチパターン埋め込み型位相シフト法に基づ

く高速 3次元計測の開発，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-35，2020/06．

[発表 2] 野元貴史,田畑智志,渡辺義浩：偏光アレイカメラを用いた構造化光法による深度・法線の
高速取得，第 26回画像センシングシンポジウム，IS3-19，2020/06．

3.14 研究報告（角博文）
　マルチ近赤外線カメラを用いた全く眩しくない動画撮影可能な眼底カメラを奈良先端科学技術大学
院大学　太田研究室と共同で開発した。複数毎得られる動画像データの画像にラベリングを行い良好
な画像だけ取得し積分させることで画像の高 SN化を実現した。（東北大鏡先生共同）微細画素で複
数の近赤外線領域のバンドパスを実現できるプロセスを開発した。フルHDのイメージセンサにベイ
ヤー配列のバンドパス構造を 3um画素に適応し、３種類の近赤外線波長をそれぞれの画素の信号と
して得る事ができるカメラシステムである。このプロセスで特徴的なのは、複数のバンドパスフィル
タを構成する多層膜の下地半分は画素領域で全て層として繋がっている。約 40nm弱の中心部の膜厚
だけ数十 nm変える事で目的のバンドパス特性を得る。さらにその上上層膜も全て切れ目なしにつな
がっている構造である。バンドパス波長の決定付ける膜厚は 100nm以下で、隣り合った画素では数十
nm以下の膜厚差でパターニングされる。この構造を応用して３種類のフィルタを２種類のパターニ
ングで可能となるプロセスを開発した。断面 TEMによる構造解析も行い目的の膜厚で３種類の近赤
外線バンドパスフィルタが形成できている事を確認した。このマルチ近赤外線カメラで眼底観察を行
い静脈及び動脈の状態の観察が可能となった。これらの観察で動脈硬化、高血圧などの目の疾患以外
の健康状態も把握できるカメラである。現在大阪大学大学病院とも共同で開発を進めている。

受賞関連
[受賞 1] 上村将之・王　澤・竹原浩成（奈良先端大）・角　博文（東大）・田代洋行・春田牧人・笹川

清隆・太田　淳（奈良先端大）:近赤外カラー高速眼底カメラ向けイメージセンサへのモザイ
ク多層膜干渉フィルタ搭載と評価，情報センシング研究会（IST）高機能イメージセンシング
とその応用，優秀発表賞，20/07．

その他の発表論文
[発表 1] Masayuki Uemura, Wang Ze，Hironari Takehara， Hirofumi Sumi，Hiroyuki Tashiro，Makito

Haruta，Kiyotaka Sasagawa and Jun Ohta：Evaluation of mosaic multilayer interference filter at-
tached on an image sensor for near-infrared color high-speed fundus camera,ITE Technical report，
Vol.44, No 14，2020/01．
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3.15 研究報告（宮地力）
　研究活動として、ACCEL（科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業：高速画像処理を用
いた知能システムの応用展開（研究代表者石川正俊））でのスポーツ応用に関して、ゴルフのトレー
ニングツールの構築を行った。特に、スポーツのトレーニングの観点から、リアルタイムフィードバッ
クに関しての、文献調査、その他のリアルタイムフィードバックのツールの調査を行った。また、リ
アルタイムフィードバックでのスポーツ面での問題点、困難点等に関しても先行研究等から検討を加
えた。ACCELでは、ゴルフクラブヘッドの軌跡の先読み情報提示とクラブフェースのリアルタイム
情報提示システムについて、実装、実験装置のテスト利用、問題点の検討を行った。装置はプロトタ
イプが完成し、そのシステムに関しての論文発表等を行い、装置を実際に使えるようにするための、
今後の開発に関して、関係企業とのマッチング、デモ等も行った。

その他の発表論文
[発表 1] 宮地　力：スポーツのトレーニングとロボット，日本ロボット学会誌，38-4, pp331-333, 2020．

[発表 2] 宮地　力，中川康二：機械学習の基づくスポーツ用モーションキャプチャシステム概説，画
像ラボ，pp26-33, 2021/02．

3.16 研究報告（石川安則）
　NEDOプロジェクト「高度な IoT社会を実現する横断的技術開発／高速ビジョンセンサネットワー
クによる実時間 IoTシステムと応用技術開発」テーマにおける、実施項目 1「センサネットワーク構
造および全体システムのアーキテクチャの提案」に関する研究を行った。全般的な目標としては、高
速センサネットワーク構造および全体システムアーキテクチャの構築に向けて、FAシステム等にお
ける産業用ロボットや、自動検査装置などにおける IoTネットワークの統合的なアーキテクチャ構成
に関して調査・検討を行い、これにより全体システムアーキテクチャとの整合性を評価するとともに、
高速センサネットワーク構造の構築に適用可能なシステムアーキテクチャのフレームワークについて
提案を行う。より具体的には、新しい実時間 IoTシステムの中で、センサフュージョン技術をベース
として、センサデータとこれをコントロールするセンサネットワーク構造を構築し、高速ビジョンを
含むセンサネットワークシステムにおいてサブミリ秒の同期精度を実現するシステムの提案と、1kHz
のフィードバック系を目標とした評価システムを構築し、最終評価を行う。複数ビジョンや多種セン
サを用いたセンサネットワークシステムの構築に関しては、高速ビジョンを含むセンサネットワーク
システムにおいてサブミリ秒の同期精度を実現するため、PTPと呼ばれる精密時刻同期プロトコル
（Precision Time Protocol、IEEE1588）を導入し、これにより各センサノードの時間同期を実現した。
さらに、ネットワークノード数を拡大した場合（1000ノード程度）のパフォーマンス測定の検討を行
い、超小型のボードコンピュータ（ラズベリーパイの廉価版）を用いて、PTPデーモンを実装してソフ
トウェアタイムスタンプによる同期測定が可能であることを確認した。また、さらに小型のマイコン
ボード（WiFiや Bluetoothをオンチップで搭載している安価な ESP32マイコンボード）を用いた場合
の検証実験について検討を行った。100台程度のノード数でWiFi接続によるネットワークを構築し、
これを 1ブロックとして上位の有線ルータの下に複数のブロックを接続し、階層的構造とするアーキ
テクチャにより、これを 10ブロック接続することで合計 1000台のノード接続でパフォーマンス測定
が可能となる。

3.17 研究報告（李ソ賢）
【Background】　 The intracellular movements of small organelles in a living cell contain key information
for developing pharmaceuticals, in that various pathological processes such as virus infection involves the
internal transport. Although precise physical properties of the cargo carrier’s motion have been elucidated by

previous studies, analysis on the pattern of the organelle transport and the whole cell-level are not yet clearly
understood.
【Achievements】　We presented a new approach to analyzing the movement pattern of the intracellular

transport focusing on the transfer motion of the organelles, and the quantitative method to evaluate the
endocytic motions at the whole-cell level. First, we developed a combined optical flow with cell center
estimation method, to visualize the overall organelle movement with respect to the cell center, which reveals
the relation between organelles and the motor proteins. Second, a machine learning approach for classifying
the type of transfer that occurred in the intracellular transport was presented.

雑誌論文
[雑誌論文 1] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: Visualization Method for

the Cell-level Vesicle Transport Using Optical Flow and Diverging Colormap, Sensors, Vol.
21(2), No. 522, pp. 1-13，2021．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: A machine learning ap-

proach to transport categorization for vesicle tracking data analysis, SPIE Photonics West BiOS
2021 (as Online conference) Proceedings, pp. 1-5，2021/3．

[査読付 2] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: Estimation of vesicle trans-
port near the cellular membrane using image processing, 2020 OSA Imaging and Applied Optics
Congress / Proceedings, JF4E.2，2020/06．

3.18 研究報告（胡云普）
Doppler Time-of-Flight Imagingを用いたあらゆる環境に向ける運動計測

1.背景　本研究では、三次元速度に繋がるドップラー効果を Time-of-Flightカメラで計測すること
で、あらゆる環境に向ける運動計測を実現する。既存手法が抱える問題の一つは、常に計測対象に様々
な仮定を必要とする点である。例えば、対象の表面に細かいテクスチャが必要であることや、対象に
事前にセンサを設置できる必要があることなどが挙げられる。これらの仮定は、実際の応用において
適用できない場合が多い。これに伴い、同仮定を必要とする手法も利用が困難である。故に、汎用的
に利用可能な三次元運動解析の実現に向けて、対象を限定しないことや非侵襲であることが求められ
ている。この問題を解決するため、高速ビジョンで対象物の三次元速度をドップラー効果から直接に
推定するのは、本研究の着目点となります。

2.内容　本年度の研究は、ドップラー周波数を取得できるハードウェアプラットフォームの構築、及
び高精度の距離速度推定ためのデータ処理アルゴリズムを対象とする。具体的に、まず、ドップラー
周波数を取得するため、ヘテロダインモードで撮像可能なシステムを構築必要がある。また、関連研
究ではヘテロダイン Time-of-Flightについて検討は不十分だと考えられて、システムのパラメーター
および作動方式についてより論理的な分析が必要とする。最後に、高精度で距離と速度情報を抽出す
るため、関連研究では直接法を利用したが、この手法はノイズの影響を受けやすい問題があります。
本研究では、高精度、ノイズロバストな速度推定アルゴリズムを提案する。

3.具体的成果　まず、ヘテロダインモードで撮像可能な Time-of-Flightカメラシステムを構築した。
本システムは従来の Time-of-Flightシステムと区別して、照明と調製に異なる周波数を利用すること
で、環境中の位相とドップラー周波数を取得する。このようなヘテロダインモード Time-of-Flight撮
像を位相ー周波数の二次元相関関数としてを分析し、同システムの最適な作動パラメーターを提案し
た。三次元距離と速度の推定手法として、直接法と二次元相関図での最適化手法、二つを提案した。
二つの手法とも、従来手法と比べて、明らかに高い計測精度を実現した。
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3.15 研究報告（宮地力）
　研究活動として、ACCEL（科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業：高速画像処理を用
いた知能システムの応用展開（研究代表者石川正俊））でのスポーツ応用に関して、ゴルフのトレー
ニングツールの構築を行った。特に、スポーツのトレーニングの観点から、リアルタイムフィードバッ
クに関しての、文献調査、その他のリアルタイムフィードバックのツールの調査を行った。また、リ
アルタイムフィードバックでのスポーツ面での問題点、困難点等に関しても先行研究等から検討を加
えた。ACCELでは、ゴルフクラブヘッドの軌跡の先読み情報提示とクラブフェースのリアルタイム
情報提示システムについて、実装、実験装置のテスト利用、問題点の検討を行った。装置はプロトタ
イプが完成し、そのシステムに関しての論文発表等を行い、装置を実際に使えるようにするための、
今後の開発に関して、関係企業とのマッチング、デモ等も行った。

その他の発表論文
[発表 1] 宮地　力：スポーツのトレーニングとロボット，日本ロボット学会誌，38-4, pp331-333, 2020．

[発表 2] 宮地　力，中川康二：機械学習の基づくスポーツ用モーションキャプチャシステム概説，画
像ラボ，pp26-33, 2021/02．

3.16 研究報告（石川安則）
　NEDOプロジェクト「高度な IoT社会を実現する横断的技術開発／高速ビジョンセンサネットワー
クによる実時間 IoTシステムと応用技術開発」テーマにおける、実施項目 1「センサネットワーク構
造および全体システムのアーキテクチャの提案」に関する研究を行った。全般的な目標としては、高
速センサネットワーク構造および全体システムアーキテクチャの構築に向けて、FAシステム等にお
ける産業用ロボットや、自動検査装置などにおける IoTネットワークの統合的なアーキテクチャ構成
に関して調査・検討を行い、これにより全体システムアーキテクチャとの整合性を評価するとともに、
高速センサネットワーク構造の構築に適用可能なシステムアーキテクチャのフレームワークについて
提案を行う。より具体的には、新しい実時間 IoTシステムの中で、センサフュージョン技術をベース
として、センサデータとこれをコントロールするセンサネットワーク構造を構築し、高速ビジョンを
含むセンサネットワークシステムにおいてサブミリ秒の同期精度を実現するシステムの提案と、1kHz
のフィードバック系を目標とした評価システムを構築し、最終評価を行う。複数ビジョンや多種セン
サを用いたセンサネットワークシステムの構築に関しては、高速ビジョンを含むセンサネットワーク
システムにおいてサブミリ秒の同期精度を実現するため、PTPと呼ばれる精密時刻同期プロトコル
（Precision Time Protocol、IEEE1588）を導入し、これにより各センサノードの時間同期を実現した。
さらに、ネットワークノード数を拡大した場合（1000ノード程度）のパフォーマンス測定の検討を行
い、超小型のボードコンピュータ（ラズベリーパイの廉価版）を用いて、PTPデーモンを実装してソフ
トウェアタイムスタンプによる同期測定が可能であることを確認した。また、さらに小型のマイコン
ボード（WiFiや Bluetoothをオンチップで搭載している安価な ESP32マイコンボード）を用いた場合
の検証実験について検討を行った。100台程度のノード数でWiFi接続によるネットワークを構築し、
これを 1ブロックとして上位の有線ルータの下に複数のブロックを接続し、階層的構造とするアーキ
テクチャにより、これを 10ブロック接続することで合計 1000台のノード接続でパフォーマンス測定
が可能となる。

3.17 研究報告（李ソ賢）
【Background】　 The intracellular movements of small organelles in a living cell contain key information
for developing pharmaceuticals, in that various pathological processes such as virus infection involves the
internal transport. Although precise physical properties of the cargo carrier’s motion have been elucidated by

previous studies, analysis on the pattern of the organelle transport and the whole cell-level are not yet clearly
understood.
【Achievements】　We presented a new approach to analyzing the movement pattern of the intracellular

transport focusing on the transfer motion of the organelles, and the quantitative method to evaluate the
endocytic motions at the whole-cell level. First, we developed a combined optical flow with cell center
estimation method, to visualize the overall organelle movement with respect to the cell center, which reveals
the relation between organelles and the motor proteins. Second, a machine learning approach for classifying
the type of transfer that occurred in the intracellular transport was presented.

雑誌論文
[雑誌論文 1] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: Visualization Method for

the Cell-level Vesicle Transport Using Optical Flow and Diverging Colormap, Sensors, Vol.
21(2), No. 522, pp. 1-13，2021．

雑誌以外の査読付論文
[査読付 1] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: A machine learning ap-

proach to transport categorization for vesicle tracking data analysis, SPIE Photonics West BiOS
2021 (as Online conference) Proceedings, pp. 1-5，2021/3．

[査読付 2] Seohyun Lee, Hyuno Kim, Hideo Higuchi, and Masatoshi Ishikawa: Estimation of vesicle trans-
port near the cellular membrane using image processing, 2020 OSA Imaging and Applied Optics
Congress / Proceedings, JF4E.2，2020/06．

3.18 研究報告（胡云普）
Doppler Time-of-Flight Imagingを用いたあらゆる環境に向ける運動計測

1.背景　本研究では、三次元速度に繋がるドップラー効果を Time-of-Flightカメラで計測すること
で、あらゆる環境に向ける運動計測を実現する。既存手法が抱える問題の一つは、常に計測対象に様々
な仮定を必要とする点である。例えば、対象の表面に細かいテクスチャが必要であることや、対象に
事前にセンサを設置できる必要があることなどが挙げられる。これらの仮定は、実際の応用において
適用できない場合が多い。これに伴い、同仮定を必要とする手法も利用が困難である。故に、汎用的
に利用可能な三次元運動解析の実現に向けて、対象を限定しないことや非侵襲であることが求められ
ている。この問題を解決するため、高速ビジョンで対象物の三次元速度をドップラー効果から直接に
推定するのは、本研究の着目点となります。

2.内容　本年度の研究は、ドップラー周波数を取得できるハードウェアプラットフォームの構築、及
び高精度の距離速度推定ためのデータ処理アルゴリズムを対象とする。具体的に、まず、ドップラー
周波数を取得するため、ヘテロダインモードで撮像可能なシステムを構築必要がある。また、関連研
究ではヘテロダイン Time-of-Flightについて検討は不十分だと考えられて、システムのパラメーター
および作動方式についてより論理的な分析が必要とする。最後に、高精度で距離と速度情報を抽出す
るため、関連研究では直接法を利用したが、この手法はノイズの影響を受けやすい問題があります。
本研究では、高精度、ノイズロバストな速度推定アルゴリズムを提案する。

3.具体的成果　まず、ヘテロダインモードで撮像可能な Time-of-Flightカメラシステムを構築した。
本システムは従来の Time-of-Flightシステムと区別して、照明と調製に異なる周波数を利用すること
で、環境中の位相とドップラー周波数を取得する。このようなヘテロダインモード Time-of-Flight撮
像を位相ー周波数の二次元相関関数としてを分析し、同システムの最適な作動パラメーターを提案し
た。三次元距離と速度の推定手法として、直接法と二次元相関図での最適化手法、二つを提案した。
二つの手法とも、従来手法と比べて、明らかに高い計測精度を実現した。
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工藤知宏,関谷勇司,中山雅哉,佐藤周行,小川剛史,中村文隆,中村遼,空閑洋平

1 部門概要
ネットワーク研究部門では、ネットワークとコンピューティングに関する広い範囲の研究を行ってい
る。2019～2020年度もネットワークとそのセキュリティ、インターネットトランスと、AR/VRなど
を用いた人間拡張やヒトの学習過程の研究、ネットワークの高性能化や運用高度化、ネットワークに
関する遠隔演習環境の開発などに取り組んだ。
一方、2020年度はコロナ禍のためにキャンパスでの授業や執務の実施が困難な状況の中で、オンラ

イン授業や在宅勤務を支える IT環境の整備を緊急に行うことが求められた。ネットワーク研究部門
の教員は、その知見を活かし、オンライン授業に関するサポート、オンライン授業システムの運用、
オンライン授業のための情報を周知するためのシステムの開発、在宅勤務におけるセキュリティ確保
などに積極的に貢献を行った。

2 研究活動
2.1 ヘテロジニアスコンピューティングの研究 (工藤知宏)

FPGA等のハードウェアを用いた機械学習の効率化を目的に、数値表現の量子化に関する研究を行っ
た。従来提案していた、量子化の境界値 (bin boundary)を自由に設定できる際に、精度に基づいて境
界値を決定する方法 [査読付 1]と、境界値の柔軟性に一定の制約を加えることで量子化した数値同士
の演算を容易にする既存手法を組み合わせ、演算可能で高い精度を実現する量子化手法を開発した
[発表 5]。また、量子化された表現を用いて FPGAを組み合わせたシステムで機械学習を並列処理す
るシステムの開発を行った [発表 6]。さらに、Metric Learningに注目し、スケーリングパラメタの調
整手法について検討を行った [発表 4]。

FPGAと GPUを用いるヘテロジニアスコンピューティングの例として、FPGAと GPUの協調処理
によるネットワーク型不正侵入検知システム (NIDS)を構築した [発表 7]。これは、広帯域の I/Oを備
え一定帯域でデータを欠落させることなく入力を処理することができる FPGAの性質を生かし、FPGA
上に簡易なプレフィルタを実装して，100Gbpsを超える大量のトラフィックから 10%程度の怪しい
パケットを抽出し、抽出されたパケットのみを GPUに転送して，様々な長さの文字列に対する完全
なマッチングを行うものである。FPGAからGPUへのパケットの転送には CPUを介さない低レイテ
ンシで広帯域の DMAによる転送を用いている。FPGAは OpenCLによりプログラムし、目標周波数
195.3MHzに対して、300MHzで動作することが確認できた。しかし、リソースの使用率には十分な
余裕があるにもかかわらず、シグネチャ数を増やすとなんらのレポートを生成することもなく回路合
成に失敗するという問題が発生し、目標であるシグネチャ数 1000個のマッチングを行う回路を生成
することはできなかった。これは、合成ツールの問題であると考えられる。
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2.2 ネットワークシステムの信頼性と安全性を向上させるための研究（関谷勇司）

2019年度、2020年度はこれまでに引き続き、ネットワークシステムを構成する要素技術とサイバー
脅威に対抗する技術に関する研究開発を行った。どちらも ITシステムが社会インフラとしてユーザ
に安心かつ安全に提供されるための規模性、冗長性、機密性に関する研究となっている。
ネットワークシステムを構成する要素技術に関しては、5Gを前提としたエッジコンピューティング

に適したネットワーク制御の手法、およびエッジコンピューティングにおける計算リソースの利用ア
ルゴリズムに関する研究を行った。5Gにおいてエッジコンピューティングが有効活用されるための、
通信制御の手法およびエッジコンピューティングリソースにおいて実行されるべきタスクに関して、
自動運転やドローンといった物理的移動をともなう 5G利用デバイスにおいて、エッジとクラウドの
計算リソースの分配と利用方法、および携帯網における通信フローの制御手法に関する研究を行った。
本研究はソフトバンクとの共同研究として行い、その成果は論文 [発表 10]、および 2021年度に公開
予定の論文にて詳細を述べている。
また、サイバー脅威に対抗するために、通信挙動をもとにいち早く異常を検知することで、組織の

セキュリティレベルを向上させるための研究を行った。異常挙動を様々な観点からとらえ、複数のア
ルゴリズムを用いることで多角的な検知を行うことを目指した。2019年度、2020年度は NTTセキュ
アプラットフォーム研究所と共同研究を行い、主に通信パターンを用いてホストの異常挙動を発見す
る手法について研究を行った。この研究成果に関しては、論文 [査読付 6],[発表 8],[発表 9], [発表 11]
にて述べた。
さらに、通常のネットワークのみならず、工場内の機器制御や自動化に用いられる無線方式である、

ZigBeeの脆弱性に関する研究も行った。ZigBeeの通信特性に起因した脆弱性により、ZigBeeネット
ワークにて確実にサービス妨害を行う手法について紹介し、その対策手法について述べた。詳細は論
文 [発表 12]にて公開した。

2.3 広域分散環境の高度基盤技術に関する研究（中山雅哉）

2019年度と 2020年度の研究活動について報告する。
人間の社会生活の活動状況をデジタルデータとして記録する「ライフログ」技術では、複数の人の

ライフログの記録を検索することで、複数の人が関連した記録を想起するなどの活用方法が検討され
ている。しかし、これまでのライフログの記録は、人が普段持ち歩いているスマートフォンに搭載さ
れている位置や加速度、ジャイロなどのセンサ情報、活動量計によるバイオメトリクス情報や、深度
カメラを使用した人間の行動分析などの実際の人の行動に関わる活動状況をデジタルデータとして記
録したものが大半であった。これに対して、[発表 14]では、多くの若者が生活の一部として利用する
オンラインゲームのプレイ中の体験をライフログの一部と考えて記録し、MMOGでプレイする複数
のプレイヤーの行動記録を検索する手法に関して検討したものである。この論文では、ゲームログと
従来のライフログの関係について定義を行い、プロトタイプシステムを構築して、実際の　MMOG
ゲーム環境に適用した結果の有効性について示している。
この他に、電気刺激を用いた触覚提示に関する研究を行っている。これまでは、物体に触れた時に感

じる触覚提示を単一のパルス波形による電気刺激で与えている研究が多かったが、[査読付 7,発表 15]
では、振幅、幅、間隔の異なるパルス波形を組み合わせることで、複雑な形状の物体に触れた時の触
覚を提示できるようになるのではないという仮説を立てて、実験による検証を行った結果を示したも
のである。複数の被験者を用いた評価実験の結果、複雑な構造の物体に触れた時の触覚を提示するに
は、複数のパルス波形を組み合せることが有効であることを示すことができた。

2.4 インターネットトラスト工学とそれを支える数理論理と機械学習の研究（佐藤周行）
現在、インターネット環境は IoTデバイスの投入による Edge/fog環境の構築や、ブロックチェインに
よる非集権ネットワークの構築によって急速に変化している。即ち、多くの entityが自律的に行動し
てネットワークに参加/離脱し、さらに通信を行うことで計算が進行していくモデルを考える必要が
ある。このモデルを数理論理を使って解析的に構築することが重要である。この点から研究を進めて
いる。
解析的なモデルの構築におけるパラメタの決定には機械学習が使われるのが普通だが、そのモデル

の精度を正しく評価するには、機械学習の確率統計的な解析が必須である。この点からも研究を進め
ている。
2.4.1 非集権環境におけるトラスト工学の展開

[招待論文 2]では、IoTやブロックチェインを含む非集権環境の解析的モデルを提案した。これは、
[査読付 15,査読付 12,査読付 17]で示されたブロックチェインを用いた分散ソフトウェアの構築と解
析に威力を発揮した。
もちろん、具体的な環境の記述的モデルがこれらのベースになるのはもちろんである。この観点から

[招待論文 4,査読付 8,査読付 9,査読付 19,査読付 21]などでセキュリティリスクの解析を行っている。
2.4.2 トラストフレームワークにおけるセキュリティのリスク評価の方法論の展開
インターネット環境の急激な変化に伴ない、従来作られてきたトラストフレームワークが変化を求

められるのは当然である。[受賞 2]は、これまでの日本のアカデミアにおけるトラストフレームワー
クの構築を行ってきたものであったが、新たな時代に対応するために、「新しいトラスト」[発表 17]を
提案するに至っている。
これらのためには、数理論理を含む厳密な方法論を用いたリスク評価の展開が急務である。

[招待論文 3]では、risk breakdown structureのモデルを構築して自然にペリメタの概念を導出すること
ができた。また、[査読付 11]では、数理論理を認可のロジックに適用している。[査読付 13,査読付 18,
査読付 20]は、深層防御に新たなモデルを提案している。

[発表 16]は、これら解析をヘルスケアという最難度の問題に適用するときの問題点を紹介したもの
である。
2.4.3 機械学習の精度計測と改善のための研究
機械学習は、今やほとんどの分野に及んでいるが、その精度の数理的な評価は依然として大きな課

題である。[雑誌論文 3,受賞 3]では、ソフトウェアテスティングにおける誤り発生モデルに必要なパ
ラメタを機械学習を用いて求めるものであり、[査読付 16]は、手書き署名を認証に適用することを目
指して、当時世界最高性能を出したものであるが、結果の精度の評価の研究に踏み込むことが必要で
あることがわかった。これをうけて
では、一部結果の機械学習の精度評価を行っている。
2.4.4 分散環境におけるサービス指向アプリケーションの開発
その他、分散環境におけるサービス提供のためのアーキテクチャの提案を行っている。[査読付 10,

査読付 14]は、ロボットを含む環境におけるサービスアーキテクチャについて論じている。

2.5 人間拡張に基づく日常生活支援のための情報メディア技術に関する研究（小川剛史）
AR (Augmented Reality)とは、デジタルの世界と現実世界を重ね合わせ、現実世界の情報を豊かにす
ることで、人々にとって有益な空間を構築する技術である。一方、AH (Augmented Human)と呼ばれ
る研究分野ではヒトの身体や思考をコンピュータによって拡張する技術が研究され注目を集めている。
我々の研究グループでは、人々の日常生活を支援することを目的に ARなどの技術を応用したシステ
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2.2 ネットワークシステムの信頼性と安全性を向上させるための研究（関谷勇司）

2019年度、2020年度はこれまでに引き続き、ネットワークシステムを構成する要素技術とサイバー
脅威に対抗する技術に関する研究開発を行った。どちらも ITシステムが社会インフラとしてユーザ
に安心かつ安全に提供されるための規模性、冗長性、機密性に関する研究となっている。
ネットワークシステムを構成する要素技術に関しては、5Gを前提としたエッジコンピューティング

に適したネットワーク制御の手法、およびエッジコンピューティングにおける計算リソースの利用ア
ルゴリズムに関する研究を行った。5Gにおいてエッジコンピューティングが有効活用されるための、
通信制御の手法およびエッジコンピューティングリソースにおいて実行されるべきタスクに関して、
自動運転やドローンといった物理的移動をともなう 5G利用デバイスにおいて、エッジとクラウドの
計算リソースの分配と利用方法、および携帯網における通信フローの制御手法に関する研究を行った。
本研究はソフトバンクとの共同研究として行い、その成果は論文 [発表 10]、および 2021年度に公開
予定の論文にて詳細を述べている。
また、サイバー脅威に対抗するために、通信挙動をもとにいち早く異常を検知することで、組織の

セキュリティレベルを向上させるための研究を行った。異常挙動を様々な観点からとらえ、複数のア
ルゴリズムを用いることで多角的な検知を行うことを目指した。2019年度、2020年度は NTTセキュ
アプラットフォーム研究所と共同研究を行い、主に通信パターンを用いてホストの異常挙動を発見す
る手法について研究を行った。この研究成果に関しては、論文 [査読付 6],[発表 8],[発表 9], [発表 11]
にて述べた。
さらに、通常のネットワークのみならず、工場内の機器制御や自動化に用いられる無線方式である、

ZigBeeの脆弱性に関する研究も行った。ZigBeeの通信特性に起因した脆弱性により、ZigBeeネット
ワークにて確実にサービス妨害を行う手法について紹介し、その対策手法について述べた。詳細は論
文 [発表 12]にて公開した。

2.3 広域分散環境の高度基盤技術に関する研究（中山雅哉）

2019年度と 2020年度の研究活動について報告する。
人間の社会生活の活動状況をデジタルデータとして記録する「ライフログ」技術では、複数の人の

ライフログの記録を検索することで、複数の人が関連した記録を想起するなどの活用方法が検討され
ている。しかし、これまでのライフログの記録は、人が普段持ち歩いているスマートフォンに搭載さ
れている位置や加速度、ジャイロなどのセンサ情報、活動量計によるバイオメトリクス情報や、深度
カメラを使用した人間の行動分析などの実際の人の行動に関わる活動状況をデジタルデータとして記
録したものが大半であった。これに対して、[発表 14]では、多くの若者が生活の一部として利用する
オンラインゲームのプレイ中の体験をライフログの一部と考えて記録し、MMOGでプレイする複数
のプレイヤーの行動記録を検索する手法に関して検討したものである。この論文では、ゲームログと
従来のライフログの関係について定義を行い、プロトタイプシステムを構築して、実際の　MMOG
ゲーム環境に適用した結果の有効性について示している。
この他に、電気刺激を用いた触覚提示に関する研究を行っている。これまでは、物体に触れた時に感

じる触覚提示を単一のパルス波形による電気刺激で与えている研究が多かったが、[査読付 7,発表 15]
では、振幅、幅、間隔の異なるパルス波形を組み合わせることで、複雑な形状の物体に触れた時の触
覚を提示できるようになるのではないという仮説を立てて、実験による検証を行った結果を示したも
のである。複数の被験者を用いた評価実験の結果、複雑な構造の物体に触れた時の触覚を提示するに
は、複数のパルス波形を組み合せることが有効であることを示すことができた。

2.4 インターネットトラスト工学とそれを支える数理論理と機械学習の研究（佐藤周行）
現在、インターネット環境は IoTデバイスの投入による Edge/fog環境の構築や、ブロックチェインに
よる非集権ネットワークの構築によって急速に変化している。即ち、多くの entityが自律的に行動し
てネットワークに参加/離脱し、さらに通信を行うことで計算が進行していくモデルを考える必要が
ある。このモデルを数理論理を使って解析的に構築することが重要である。この点から研究を進めて
いる。
解析的なモデルの構築におけるパラメタの決定には機械学習が使われるのが普通だが、そのモデル

の精度を正しく評価するには、機械学習の確率統計的な解析が必須である。この点からも研究を進め
ている。
2.4.1 非集権環境におけるトラスト工学の展開

[招待論文 2]では、IoTやブロックチェインを含む非集権環境の解析的モデルを提案した。これは、
[査読付 15,査読付 12,査読付 17]で示されたブロックチェインを用いた分散ソフトウェアの構築と解
析に威力を発揮した。
もちろん、具体的な環境の記述的モデルがこれらのベースになるのはもちろんである。この観点から

[招待論文 4,査読付 8,査読付 9,査読付 19,査読付 21]などでセキュリティリスクの解析を行っている。
2.4.2 トラストフレームワークにおけるセキュリティのリスク評価の方法論の展開
インターネット環境の急激な変化に伴ない、従来作られてきたトラストフレームワークが変化を求

められるのは当然である。[受賞 2]は、これまでの日本のアカデミアにおけるトラストフレームワー
クの構築を行ってきたものであったが、新たな時代に対応するために、「新しいトラスト」[発表 17]を
提案するに至っている。
これらのためには、数理論理を含む厳密な方法論を用いたリスク評価の展開が急務である。

[招待論文 3]では、risk breakdown structureのモデルを構築して自然にペリメタの概念を導出すること
ができた。また、[査読付 11]では、数理論理を認可のロジックに適用している。[査読付 13,査読付 18,
査読付 20]は、深層防御に新たなモデルを提案している。

[発表 16]は、これら解析をヘルスケアという最難度の問題に適用するときの問題点を紹介したもの
である。
2.4.3 機械学習の精度計測と改善のための研究
機械学習は、今やほとんどの分野に及んでいるが、その精度の数理的な評価は依然として大きな課

題である。[雑誌論文 3,受賞 3]では、ソフトウェアテスティングにおける誤り発生モデルに必要なパ
ラメタを機械学習を用いて求めるものであり、[査読付 16]は、手書き署名を認証に適用することを目
指して、当時世界最高性能を出したものであるが、結果の精度の評価の研究に踏み込むことが必要で
あることがわかった。これをうけて
では、一部結果の機械学習の精度評価を行っている。
2.4.4 分散環境におけるサービス指向アプリケーションの開発
その他、分散環境におけるサービス提供のためのアーキテクチャの提案を行っている。[査読付 10,

査読付 14]は、ロボットを含む環境におけるサービスアーキテクチャについて論じている。

2.5 人間拡張に基づく日常生活支援のための情報メディア技術に関する研究（小川剛史）
AR (Augmented Reality)とは、デジタルの世界と現実世界を重ね合わせ、現実世界の情報を豊かにす
ることで、人々にとって有益な空間を構築する技術である。一方、AH (Augmented Human)と呼ばれ
る研究分野ではヒトの身体や思考をコンピュータによって拡張する技術が研究され注目を集めている。
我々の研究グループでは、人々の日常生活を支援することを目的に ARなどの技術を応用したシステ
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ムやインタフェースに関する研究を行っている。2019年度から 2020年度には、人の感覚を追加・操作
する研究として、視触覚 VRのためのリターゲティングと回転運動を用いた力触覚提示、クロスモー
ダル効果を用いた圧覚の隠消現実感提示、ユーザの視点移動による擬似抵抗感・吸引感提示、実空間
での移動量低減のための VR空間における歩幅の運動学習に関する研究を進めた。また、新たな体験
の創出を目的として、気泡を用いた図形病他のための水中ディスプレイ、安全性な「歩きVR」を支援
する空間提示システムについて研究を進めた。さらにこれらに関連して、HMD環境における Direct
Manipulationを用いた全方位動画ナビゲーション方式、スマートフォン利用時のセンサ情報を用いた
眠気判定手法、三次元点群の高速・高品質な可視化のためのオクルージョン推定手法に関する研究を
進めた。

2.5.1 視触覚 VRのためのリターゲティングと回転運動を用いた力触覚提示
VR空間の中で物体を操作する際に、その物体からの力触覚を感じることができれば、その動作の

リアリティが向上し、VR空間への没入感も高くなる。そのため、視覚情報と力触覚情報を組み合わ
せた VR体験に関する研究が盛んに行われている。アクチュエータを用いた力触覚提示システムは、
力触覚の分解能を高めるために機構が複雑になってしまったり、力触覚提示デバイスが高価になって
しまったりする欠点がある。一方、VR空間に存在する物体と等しい形・大きさ・位置・テクスチャ感
を持った現実空間の物体に触れさせることで、触覚フィードバックを提示するシステムは、比較的安
価に構築でき、その機構も非常にシンプルであるが、正確な位置合わせが必要で、運動するバーチャ
ル物体からの力触覚には対応できない。本研究テーマでは、回転するテーブルに固定した現実物体を
用いて、視覚と力触覚のクロスモーダルにより、平面内の任意の方向へ移動するバーチャル物体を把
持した際の力覚フィードバックを提示するシステムを構築した。本研究テーマの成果は [雑誌論文 4]
で発表した。

2.5.2 クロスモーダル効果を用いた圧覚の隠消現実感提示
AR/VR技術は視覚だけでなく、その他の五感や前庭感覚、加速度感覚など人間の感覚すべてに対し

て適用される技術である。一方、複数の感覚に同時に与えられた情報が混ぜ合わさることで、本来与
えられていない感覚が生起したり通常とは異なる強度の感覚を知覚したりするクロスモーダル現象が
知られており、クロスモーダル現象を利用することで、シンプルな機器構成で感覚モダリティに情報
を与え、人間に新しい体験を提供できる。本研究テーマでは、従来研究のような他の感覚を生起・増
強させるためにクロスモーダル現象を用いるのではなく、既に与えられている感覚が減衰する隠消現
実感 (Diminished Reality, DR)にクロスモーダル現象を応用し、視覚からの情報によって圧覚を操作す
る方式を確立した。本研究テーマの成果は [雑誌論文 5]で発表した。

2.5.3 ユーザ視点移動による擬似抵抗感・吸引感提示
矛盾した複数の感覚刺激を与えると脳が矛盾のないように解釈することで一種の錯覚効果が生じる

ことが知られており、力触覚に関しては疑似触覚と呼ばれる現象がある。例えば PCの操作中にマウ
スカーソルの動きが突然遅くなると、この視覚情報によってマウス (もしくはマウスカーソル)が重く
なったように感じる現象がこれに相当し、擬似触覚は、自身が行う身体動作と得られる視覚情報の乖
離によって生じるため、実際の場所とは異なる場所にユーザの腕を提示するなど視覚情報の操作が容
易なVR環境でこれまで盛んに活用されてきた。本研究テーマでは、このような視覚情報操作が困難
な複合現実感環境において、ユーザの視点を動的に移動させることによって擬似触覚を生起させる方
式を確立した。本研究テーマの成果は [雑誌論文 6][査読付 23][査読付 24][発表 18]で発表した。

2.5.4 実空間での移動量低減のための VR空間における歩幅の運動学習
バーチャル世界を自身の歩行運動によって体験できれば、空間へ没入度を高くすることができる。

一方、そのような等身大のVR空間を体験するためには、VR空間と同一の実空間を準備する必要があ

り、現実的ではない。本研究テーマでは、運動学習によって歩行動作の内部モデルを変更し、通常よ
りも短いストライドで歩行しているにもかかわらず、普段通りに歩いているとユーザが思っている状
況を作り出すことに成功した。運動学習とは、繰り返し同じ運動を行うことで様々な感覚器官からの
フィードバックにより内部モデルを修正し、最終的に運動技能を獲得する仕組みであり、本研究テー
マではこのフィードバックを徐々に変更することで、内部モデルを変更した。本件研究テーマの成果
は [発表 23]で発表し、[受賞 5]を受賞した。

2.5.5 気泡を用いた図形描画のための水中ディスプレイ
コンテンツの多様化に伴い、視覚だけでなく他の様々な感覚に情報を提示するインタフェースの需

要が高まっている中で、水を媒体としたディスプレイは、形状やサイズなど自由度が高く、感触や温度
など多感覚に訴えかけることが可能であり、神秘性や幻想性という要素を持つことから新たなインタ
フェースとして注目されている。本研究テーマでは、水中のディスプレイ面に配置した気泡を画素と
し、手で触れて操作できる新たな水ディスプレイにおける気泡の動きを制御する機構を実現した。水
中に設置した水平なディスプレイ面は上から見ることが可能で、水面から手を入れて、指を入れて気
泡に触れたり、移動させることが可能である。本研究テーマの成果は [雑誌論文 7][発表 20][発表 22]
で発表した。

2.5.6 安全性な「歩き VR」を支援する空間提示システム
慣性計測装置やカメラ映像を用いた自己位置推定技術による 6自由度の移動に対応したスタンドア

ロン型 HMDと用いることで、接続ケーブルやトラッキング領域などの制限がなくなり、屋外などより
広い範囲でVR空間を体験できるようになった。一方、屋外で HMDを装着して VR体験を行うには、
現実空間の構造による移動の制限や歩行者などとの衝突による危険を回避しなければならず、「歩きス
マホ」と同様に「歩き VR」による危険が生じる。本研究テーマでは、現実空間、現実空間の形状を反
映した VR空間、完全な VR空間を、ユーザからの距離に応じて視覚的に融合した空間を提示すること
で、安全な歩行の支援するシステムを構築した。本研究テーマの成果は、[発表 19][発表 21][発表 27]
で発表したほか、[受賞 5]を受賞した。

2.5.7 HMD環境における Direct Manipulationを用いた全方位動画ナビゲーション
360度全方向を撮影した映像は、臨場感の高いライブやスポーツ選手の視点を体験するコンテンツ

に適しており、HMDを用いて視聴することで、あたかもその場にいるような感覚を得ることができ
る。通常のビデオで見たいフレームを探す場合にはスライダインタフェースを用いることが多く、ス
ライダの位置と時間が一致した時間軸に基づく操作となっている。HMDで全方位動画を視聴する際
には、首を振ることで自由に見る方向を変えることができるが、スライダ操作のための腕の動きと首
振りの動作が一致しないと、見たいフレームを探すことが難しい。本研究テーマでは、スライダによ
る時間的な操作ではなく、例えばボールがゴールに入る瞬間を探すためにボールをスライドさせると
いった、ビデオに映るオブジェクトを操作することで空間的な動画ナビゲーションを実現する方式を
確立した。本研究テーマの成果は [発表 25][発表 28]で発表した。

2.5.8 スマートフォン利用時のセンサ情報を用いた眠気判定手法
スマートフォンが普及し、映像コンテンツや学習コンテンツなど様々な情報に時間や場所を問わず

アクセスできるようになった。一方で、就寝前のスマートフォンの利用が睡眠の質を低下させるなど、
日常生活に対する影響について多く議論されている。本研究テーマでは、スマートフォンを用いて映
像コンテンツや学習コンテンツを体験しているユーザの眠気をスマートフォン操作時の内蔵センサの
情報から推定する手法について検討を進めた。例えば、遅くまでスマートフォンを利用しているユー
ザの眠気を認識できれば、睡眠の質への影響を低減できるだけでなく、学習効率の向上も期待できる
と考えている。本研究テーマの成果は [発表 24][発表 26]で発表した。
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ムやインタフェースに関する研究を行っている。2019年度から 2020年度には、人の感覚を追加・操作
する研究として、視触覚 VRのためのリターゲティングと回転運動を用いた力触覚提示、クロスモー
ダル効果を用いた圧覚の隠消現実感提示、ユーザの視点移動による擬似抵抗感・吸引感提示、実空間
での移動量低減のための VR空間における歩幅の運動学習に関する研究を進めた。また、新たな体験
の創出を目的として、気泡を用いた図形病他のための水中ディスプレイ、安全性な「歩きVR」を支援
する空間提示システムについて研究を進めた。さらにこれらに関連して、HMD環境における Direct
Manipulationを用いた全方位動画ナビゲーション方式、スマートフォン利用時のセンサ情報を用いた
眠気判定手法、三次元点群の高速・高品質な可視化のためのオクルージョン推定手法に関する研究を
進めた。

2.5.1 視触覚 VRのためのリターゲティングと回転運動を用いた力触覚提示
VR空間の中で物体を操作する際に、その物体からの力触覚を感じることができれば、その動作の

リアリティが向上し、VR空間への没入感も高くなる。そのため、視覚情報と力触覚情報を組み合わ
せた VR体験に関する研究が盛んに行われている。アクチュエータを用いた力触覚提示システムは、
力触覚の分解能を高めるために機構が複雑になってしまったり、力触覚提示デバイスが高価になって
しまったりする欠点がある。一方、VR空間に存在する物体と等しい形・大きさ・位置・テクスチャ感
を持った現実空間の物体に触れさせることで、触覚フィードバックを提示するシステムは、比較的安
価に構築でき、その機構も非常にシンプルであるが、正確な位置合わせが必要で、運動するバーチャ
ル物体からの力触覚には対応できない。本研究テーマでは、回転するテーブルに固定した現実物体を
用いて、視覚と力触覚のクロスモーダルにより、平面内の任意の方向へ移動するバーチャル物体を把
持した際の力覚フィードバックを提示するシステムを構築した。本研究テーマの成果は [雑誌論文 4]
で発表した。

2.5.2 クロスモーダル効果を用いた圧覚の隠消現実感提示
AR/VR技術は視覚だけでなく、その他の五感や前庭感覚、加速度感覚など人間の感覚すべてに対し

て適用される技術である。一方、複数の感覚に同時に与えられた情報が混ぜ合わさることで、本来与
えられていない感覚が生起したり通常とは異なる強度の感覚を知覚したりするクロスモーダル現象が
知られており、クロスモーダル現象を利用することで、シンプルな機器構成で感覚モダリティに情報
を与え、人間に新しい体験を提供できる。本研究テーマでは、従来研究のような他の感覚を生起・増
強させるためにクロスモーダル現象を用いるのではなく、既に与えられている感覚が減衰する隠消現
実感 (Diminished Reality, DR)にクロスモーダル現象を応用し、視覚からの情報によって圧覚を操作す
る方式を確立した。本研究テーマの成果は [雑誌論文 5]で発表した。

2.5.3 ユーザ視点移動による擬似抵抗感・吸引感提示
矛盾した複数の感覚刺激を与えると脳が矛盾のないように解釈することで一種の錯覚効果が生じる

ことが知られており、力触覚に関しては疑似触覚と呼ばれる現象がある。例えば PCの操作中にマウ
スカーソルの動きが突然遅くなると、この視覚情報によってマウス (もしくはマウスカーソル)が重く
なったように感じる現象がこれに相当し、擬似触覚は、自身が行う身体動作と得られる視覚情報の乖
離によって生じるため、実際の場所とは異なる場所にユーザの腕を提示するなど視覚情報の操作が容
易なVR環境でこれまで盛んに活用されてきた。本研究テーマでは、このような視覚情報操作が困難
な複合現実感環境において、ユーザの視点を動的に移動させることによって擬似触覚を生起させる方
式を確立した。本研究テーマの成果は [雑誌論文 6][査読付 23][査読付 24][発表 18]で発表した。

2.5.4 実空間での移動量低減のための VR空間における歩幅の運動学習
バーチャル世界を自身の歩行運動によって体験できれば、空間へ没入度を高くすることができる。

一方、そのような等身大のVR空間を体験するためには、VR空間と同一の実空間を準備する必要があ

り、現実的ではない。本研究テーマでは、運動学習によって歩行動作の内部モデルを変更し、通常よ
りも短いストライドで歩行しているにもかかわらず、普段通りに歩いているとユーザが思っている状
況を作り出すことに成功した。運動学習とは、繰り返し同じ運動を行うことで様々な感覚器官からの
フィードバックにより内部モデルを修正し、最終的に運動技能を獲得する仕組みであり、本研究テー
マではこのフィードバックを徐々に変更することで、内部モデルを変更した。本件研究テーマの成果
は [発表 23]で発表し、[受賞 5]を受賞した。

2.5.5 気泡を用いた図形描画のための水中ディスプレイ
コンテンツの多様化に伴い、視覚だけでなく他の様々な感覚に情報を提示するインタフェースの需

要が高まっている中で、水を媒体としたディスプレイは、形状やサイズなど自由度が高く、感触や温度
など多感覚に訴えかけることが可能であり、神秘性や幻想性という要素を持つことから新たなインタ
フェースとして注目されている。本研究テーマでは、水中のディスプレイ面に配置した気泡を画素と
し、手で触れて操作できる新たな水ディスプレイにおける気泡の動きを制御する機構を実現した。水
中に設置した水平なディスプレイ面は上から見ることが可能で、水面から手を入れて、指を入れて気
泡に触れたり、移動させることが可能である。本研究テーマの成果は [雑誌論文 7][発表 20][発表 22]
で発表した。

2.5.6 安全性な「歩き VR」を支援する空間提示システム
慣性計測装置やカメラ映像を用いた自己位置推定技術による 6自由度の移動に対応したスタンドア

ロン型 HMDと用いることで、接続ケーブルやトラッキング領域などの制限がなくなり、屋外などより
広い範囲でVR空間を体験できるようになった。一方、屋外で HMDを装着して VR体験を行うには、
現実空間の構造による移動の制限や歩行者などとの衝突による危険を回避しなければならず、「歩きス
マホ」と同様に「歩き VR」による危険が生じる。本研究テーマでは、現実空間、現実空間の形状を反
映した VR空間、完全な VR空間を、ユーザからの距離に応じて視覚的に融合した空間を提示すること
で、安全な歩行の支援するシステムを構築した。本研究テーマの成果は、[発表 19][発表 21][発表 27]
で発表したほか、[受賞 5]を受賞した。

2.5.7 HMD環境における Direct Manipulationを用いた全方位動画ナビゲーション
360度全方向を撮影した映像は、臨場感の高いライブやスポーツ選手の視点を体験するコンテンツ

に適しており、HMDを用いて視聴することで、あたかもその場にいるような感覚を得ることができ
る。通常のビデオで見たいフレームを探す場合にはスライダインタフェースを用いることが多く、ス
ライダの位置と時間が一致した時間軸に基づく操作となっている。HMDで全方位動画を視聴する際
には、首を振ることで自由に見る方向を変えることができるが、スライダ操作のための腕の動きと首
振りの動作が一致しないと、見たいフレームを探すことが難しい。本研究テーマでは、スライダによ
る時間的な操作ではなく、例えばボールがゴールに入る瞬間を探すためにボールをスライドさせると
いった、ビデオに映るオブジェクトを操作することで空間的な動画ナビゲーションを実現する方式を
確立した。本研究テーマの成果は [発表 25][発表 28]で発表した。

2.5.8 スマートフォン利用時のセンサ情報を用いた眠気判定手法
スマートフォンが普及し、映像コンテンツや学習コンテンツなど様々な情報に時間や場所を問わず

アクセスできるようになった。一方で、就寝前のスマートフォンの利用が睡眠の質を低下させるなど、
日常生活に対する影響について多く議論されている。本研究テーマでは、スマートフォンを用いて映
像コンテンツや学習コンテンツを体験しているユーザの眠気をスマートフォン操作時の内蔵センサの
情報から推定する手法について検討を進めた。例えば、遅くまでスマートフォンを利用しているユー
ザの眠気を認識できれば、睡眠の質への影響を低減できるだけでなく、学習効率の向上も期待できる
と考えている。本研究テーマの成果は [発表 24][発表 26]で発表した。
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2.5.9 三次元点群の高速・高品質な可視化のためのオクルージョン推定手法
三次元点群は、バーチャルツーリズムやテレプレゼンスなど、現実空間の視覚的な再現を目指すア

プリケーションでよく利用される。このようなアプリケーションでは、レンダリングの品質の観点か
ら、点群をもとにメッシュによる 3Dモデルを作成することが一般的であるが、高負荷な事前計算や
手作業での調節が必要な場合がある。点群を直接用いた高速・高品質なレンダリングを行うため、画
像空間でオクルージョンが発生している点を推定する方法が提案されているが、特に物体の境界付近
での推定が不正確である。本研究テーマでは、深度マップの勾配を用いて物体の境界付近における三
次元点群のオクルージョン推定手法について検討を進めた。本研究テーマの成果は [発表 29]で発表
した。

2.6 学習過程におけるメタ認知活動の計算論的モデリング（中村文隆）
ヒトの学習過程において，学習方略の選択・調整とその効果の評価を繰り返し行うメタ認知活動が大
きな役割を担っていることが報告されている．先行研究では，メタ認知活動を一種のブラックボック
スとして捉え，学習課題における条件提示のコントロールによって学習者におけるメタ認知活動の存
在が示されてきているが，メタ認知活動の具体的なメカニズムについては解明が進んでいない．この
ため，学習過程におけるメタ認知活動を計算論モデリングを用いて定式化する研究を進めている．
具体的には，SARSA や Q 学習などの強化学習の枠組みをメタ認知活動に適用し，EOL(Ease Of

Learning)の測定実験を行ってモデルの妥当性を検証することを計画している．また，従来の測定実験
においては被験者の人数が∼ O(102)と比較的少なく，被験者集団も年齢・国籍などが狭い範囲であ
ることが多いため，Amazon Mechanical Turkを利用することで∼ O(103)の被験者数とグローバルな
被験者集団を確保することを考えている．

2.7 ネットワークの高速化と運用高度化に関する研究 (中村遼)

情報通信ネットワークは、ネットワークに接続するホスト内部のネットワークスタックと、ノード間を
繋ぐネットワークによってデータ通信を実現する。本研究では、ネットワークを構成する双方の高速
化と高度化を目指して、汎用オペレーティングシステム (OS)におけるネットワークの高速化と、バッ
クボーンネットワークの柔軟な制御という、二つの研究を進めている。2019年度は、ホストOSにつ
いては Linuxにおける既存のシステムコールを用いた高速パケット I/Oを開発した。またバックボー
ンネットワーク制御の領域においては、新しい経路制御技術である IPv6 Segment Routing (SRv6)を用
いたサービスチェイニングについて、世界最大級のイベントネットワークにおける実運用を通じて知
見の蓄積と課題の整理を行なった。2020年度は、ホストOSについては Peer-to-Peer DMA (P2P DMA)
を用いた高速パケット I/Oの実現を目指して、P2P DMAを I/Oに用いた場合の利点について計測を
行った。またネットワーク制御の領域においては、継続して開発していた SD-WANシステムである
ASANOシステムについて、今後の実践的な運用を見据えて商用化を行った。

2.7.1 ホストOSのネットワーク高速化に関する研究
ホストOSがネットワークとパケットをやり取りするAPIとして最も一般的なものは socketシス

テムコールである。しかし近年、Network Interface Card (NIC)が 10Gbps、100Gbpsと高速化し、この
socketシステムコールがオーバーヘッドとして問題となった。そのため 10Gbpsを超える高速な NIC
を利用する手段として、OSのカーネルをバイパスし、ユーザランドアプリケーションから NICを直
接掴んでパケットをやり取りする高速パケット I/Oが利用され始めている。
このようなフレームワークは高速にパケットを処理するために、独自のドライバで、独自のAPIで

パケットをやり取りする。そのため、使える NICに制限がある、また特定のプログラミングモデル
をアプリケーションに強制するという欠点がある。そこで本研究では、既存のシステムコールである
read()と write()、そしてその拡張である readv()と writev()をAPIとして利用できる高速

パケット I/Oを開発した。データコピーのオーバーヘッドはあるものの、既存のシステムコールを用
いても 60-byteのショートパケットで 40Mpps、1500-byteパケットでは 50Gbpsの性能を達成できるこ
とを示した [査読付 25]。
また既存の高速パケット I/Oフレームワークを超えたさらなる高速化を目指し、P2P DMAを用い

て直接NICとストレージ間でパケットをやりとりする方式の研究を行なっている。2020年度は、P2P
DMAをより簡単に扱うためのライブラリである libpopの設計と実装を行った。さらに libpopを
netmap、UNVMeといった既存のデバイス用のユーザランドドライバに統合し、Ethernet NICとNVMe
SSDで P2P DMAを用いた時の I/O性能への影響について調査する実験を行った。実験結果から、メ
インメモリへの書き込み負荷がデバイスの I/O性能に影響すること、P2P DMAはそうした影響を受け
ないこと、といったいくつかの知見が得られた [査読付 27,招待講演 4]。

2.7.2 ネットワーク制御の高度化に関する研究
SRv6は、IPv6拡張ヘッダを用いて、パケットを配送する際に経由すべきルータを指定 (Source Routing)

することができる、新しいネットワークアーキテクチャである。この SRv6を用いて、2019年 6月
に開催された Interop Tokyo 2019 ShwoNetでは、トラフィックを選択的にミドルボックスに経由させ
る、サービスチェイニングの構築を行い、実際に利用者のトラフィックが流れる中で運用を行った。
SRv6は 2019年時点でまさに標準化途中であり、この ShowNetにおける実運用を通じて、様々な機能
の不足や実サービスにデプロイする上での課題が明らかになった。SRv6サービスチェイニングの実
構築から得られた知見と、ShowNetのために開発した新しい機能はそれぞれ Internet Draftとして公開
し [発表 32,発表 31]、インターネット技術の標準化を行う組織である Internet Engineering Task Force
(IETF)の会合で発表した。
東京大学におけるキャンパスネットワークの運用高度化を目指して、我々は Layer-2 SD-WANシス

テムであるASANOシステムを継続的に開発している。ASANOシステムは、Linux kernelに搭載され
た Virtual eXtensible LANとWireguardという 2つのオーバーレイプロトコルを組み合わせることで、
暗号化された、NATを越えられる、複数機器間で構築可能な Layer-2のオーバーレイネットワークを
構成する。また各ASANO機器の制御をオーケストレータで一括して行うことで、遠隔地へのVLAN
延伸を簡単に実現することができる。2020年のコロナ禍の影響もあり、ASANOシステムは、農学部
演習林、神岡宇宙素粒子研究施設をはじめ学内の様々な箇所にデプロイされ、その総出荷台数は 58
台となっている。2020年には、ASANOシステムの将来的な保守体制を見据えて、産学協創推進本
部を通じて日本ラッド株式会社とライセンス契約を締結し、ASANOシステムの商用展開を開始した
[報道 1,発表 38,発表 39]。

2.8 ITインフラ技術者育成・ソフトウェアによる PCIeデバイスプロトタイプ環境の提案
（空閑洋平）

2.8.1 ITインフラ技術者育成
一般社団法人　高度 ITアーキテクト育成協議会 (AITAC)の協力のもと，2019年 8月 1日から 2019

年 8月 7日，2020年 3月 5日から 11日の期間で合計 2回，東京大学情報基盤センター主催の次世代
ITアーキテクト育成セミナーを行った。2020年 3月のセミナーは，座学・演習の多くをオンラインで
実施し，Amazonクラウドを用いて，クラウドアーキテクチャの実習を遠隔環境で実施した。
本セミナーは，ネットワークやコンピューティングの基礎アーキテクチャと最新のデータセンタ管

理に利用される技術両方についての座学，演習をカリキュラムに組み込み講習を実施している。その
うち，OS・コンピュータ・アーキテクチャ座学，サーバ構築演習，商用クラウドを用いたサービスの
構築座学・演習を担当した。本セミナーは昨年度も実施しており，今年度はコンテナ，クラウドに関
する内容のアップデート，カリキュラムの eラーニングサイトのコンテンツ作成を実施した。
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2.5.9 三次元点群の高速・高品質な可視化のためのオクルージョン推定手法
三次元点群は、バーチャルツーリズムやテレプレゼンスなど、現実空間の視覚的な再現を目指すア

プリケーションでよく利用される。このようなアプリケーションでは、レンダリングの品質の観点か
ら、点群をもとにメッシュによる 3Dモデルを作成することが一般的であるが、高負荷な事前計算や
手作業での調節が必要な場合がある。点群を直接用いた高速・高品質なレンダリングを行うため、画
像空間でオクルージョンが発生している点を推定する方法が提案されているが、特に物体の境界付近
での推定が不正確である。本研究テーマでは、深度マップの勾配を用いて物体の境界付近における三
次元点群のオクルージョン推定手法について検討を進めた。本研究テーマの成果は [発表 29]で発表
した。

2.6 学習過程におけるメタ認知活動の計算論的モデリング（中村文隆）
ヒトの学習過程において，学習方略の選択・調整とその効果の評価を繰り返し行うメタ認知活動が大
きな役割を担っていることが報告されている．先行研究では，メタ認知活動を一種のブラックボック
スとして捉え，学習課題における条件提示のコントロールによって学習者におけるメタ認知活動の存
在が示されてきているが，メタ認知活動の具体的なメカニズムについては解明が進んでいない．この
ため，学習過程におけるメタ認知活動を計算論モデリングを用いて定式化する研究を進めている．
具体的には，SARSA や Q 学習などの強化学習の枠組みをメタ認知活動に適用し，EOL(Ease Of

Learning)の測定実験を行ってモデルの妥当性を検証することを計画している．また，従来の測定実験
においては被験者の人数が∼ O(102)と比較的少なく，被験者集団も年齢・国籍などが狭い範囲であ
ることが多いため，Amazon Mechanical Turkを利用することで∼ O(103)の被験者数とグローバルな
被験者集団を確保することを考えている．

2.7 ネットワークの高速化と運用高度化に関する研究 (中村遼)

情報通信ネットワークは、ネットワークに接続するホスト内部のネットワークスタックと、ノード間を
繋ぐネットワークによってデータ通信を実現する。本研究では、ネットワークを構成する双方の高速
化と高度化を目指して、汎用オペレーティングシステム (OS)におけるネットワークの高速化と、バッ
クボーンネットワークの柔軟な制御という、二つの研究を進めている。2019年度は、ホストOSにつ
いては Linuxにおける既存のシステムコールを用いた高速パケット I/Oを開発した。またバックボー
ンネットワーク制御の領域においては、新しい経路制御技術である IPv6 Segment Routing (SRv6)を用
いたサービスチェイニングについて、世界最大級のイベントネットワークにおける実運用を通じて知
見の蓄積と課題の整理を行なった。2020年度は、ホストOSについては Peer-to-Peer DMA (P2P DMA)
を用いた高速パケット I/Oの実現を目指して、P2P DMAを I/Oに用いた場合の利点について計測を
行った。またネットワーク制御の領域においては、継続して開発していた SD-WANシステムである
ASANOシステムについて、今後の実践的な運用を見据えて商用化を行った。

2.7.1 ホストOSのネットワーク高速化に関する研究
ホストOSがネットワークとパケットをやり取りするAPIとして最も一般的なものは socketシス

テムコールである。しかし近年、Network Interface Card (NIC)が 10Gbps、100Gbpsと高速化し、この
socketシステムコールがオーバーヘッドとして問題となった。そのため 10Gbpsを超える高速な NIC
を利用する手段として、OSのカーネルをバイパスし、ユーザランドアプリケーションから NICを直
接掴んでパケットをやり取りする高速パケット I/Oが利用され始めている。
このようなフレームワークは高速にパケットを処理するために、独自のドライバで、独自のAPIで

パケットをやり取りする。そのため、使える NICに制限がある、また特定のプログラミングモデル
をアプリケーションに強制するという欠点がある。そこで本研究では、既存のシステムコールである
read()と write()、そしてその拡張である readv()と writev()をAPIとして利用できる高速

パケット I/Oを開発した。データコピーのオーバーヘッドはあるものの、既存のシステムコールを用
いても 60-byteのショートパケットで 40Mpps、1500-byteパケットでは 50Gbpsの性能を達成できるこ
とを示した [査読付 25]。
また既存の高速パケット I/Oフレームワークを超えたさらなる高速化を目指し、P2P DMAを用い

て直接NICとストレージ間でパケットをやりとりする方式の研究を行なっている。2020年度は、P2P
DMAをより簡単に扱うためのライブラリである libpopの設計と実装を行った。さらに libpopを
netmap、UNVMeといった既存のデバイス用のユーザランドドライバに統合し、Ethernet NICとNVMe
SSDで P2P DMAを用いた時の I/O性能への影響について調査する実験を行った。実験結果から、メ
インメモリへの書き込み負荷がデバイスの I/O性能に影響すること、P2P DMAはそうした影響を受け
ないこと、といったいくつかの知見が得られた [査読付 27,招待講演 4]。

2.7.2 ネットワーク制御の高度化に関する研究
SRv6は、IPv6拡張ヘッダを用いて、パケットを配送する際に経由すべきルータを指定 (Source Routing)

することができる、新しいネットワークアーキテクチャである。この SRv6を用いて、2019年 6月
に開催された Interop Tokyo 2019 ShwoNetでは、トラフィックを選択的にミドルボックスに経由させ
る、サービスチェイニングの構築を行い、実際に利用者のトラフィックが流れる中で運用を行った。
SRv6は 2019年時点でまさに標準化途中であり、この ShowNetにおける実運用を通じて、様々な機能
の不足や実サービスにデプロイする上での課題が明らかになった。SRv6サービスチェイニングの実
構築から得られた知見と、ShowNetのために開発した新しい機能はそれぞれ Internet Draftとして公開
し [発表 32,発表 31]、インターネット技術の標準化を行う組織である Internet Engineering Task Force
(IETF)の会合で発表した。
東京大学におけるキャンパスネットワークの運用高度化を目指して、我々は Layer-2 SD-WANシス

テムであるASANOシステムを継続的に開発している。ASANOシステムは、Linux kernelに搭載され
た Virtual eXtensible LANとWireguardという 2つのオーバーレイプロトコルを組み合わせることで、
暗号化された、NATを越えられる、複数機器間で構築可能な Layer-2のオーバーレイネットワークを
構成する。また各ASANO機器の制御をオーケストレータで一括して行うことで、遠隔地へのVLAN
延伸を簡単に実現することができる。2020年のコロナ禍の影響もあり、ASANOシステムは、農学部
演習林、神岡宇宙素粒子研究施設をはじめ学内の様々な箇所にデプロイされ、その総出荷台数は 58
台となっている。2020年には、ASANOシステムの将来的な保守体制を見据えて、産学協創推進本
部を通じて日本ラッド株式会社とライセンス契約を締結し、ASANOシステムの商用展開を開始した
[報道 1,発表 38,発表 39]。

2.8 ITインフラ技術者育成・ソフトウェアによる PCIeデバイスプロトタイプ環境の提案
（空閑洋平）

2.8.1 ITインフラ技術者育成
一般社団法人　高度 ITアーキテクト育成協議会 (AITAC)の協力のもと，2019年 8月 1日から 2019

年 8月 7日，2020年 3月 5日から 11日の期間で合計 2回，東京大学情報基盤センター主催の次世代
ITアーキテクト育成セミナーを行った。2020年 3月のセミナーは，座学・演習の多くをオンラインで
実施し，Amazonクラウドを用いて，クラウドアーキテクチャの実習を遠隔環境で実施した。
本セミナーは，ネットワークやコンピューティングの基礎アーキテクチャと最新のデータセンタ管

理に利用される技術両方についての座学，演習をカリキュラムに組み込み講習を実施している。その
うち，OS・コンピュータ・アーキテクチャ座学，サーバ構築演習，商用クラウドを用いたサービスの
構築座学・演習を担当した。本セミナーは昨年度も実施しており，今年度はコンテナ，クラウドに関
する内容のアップデート，カリキュラムの eラーニングサイトのコンテンツ作成を実施した。
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2.8.2 遠隔講義を想定したネットワーク演習環境の構築
コロナ禍での遠隔講義で実施可能なネットワーク演習環境を構築し、セミナーと大学講義で実際に

演習を実施した。既存のネットワーク構築演習に関するカリキュラムは、物理ネットワーク機器を用
いていたため、遠隔講義環境での実施が難しい。そこで、ネットワーク機器のエミュレーション環境
であるGNS3を用いて、ネットワーク機器の配線、実際のコンフィグをすべてブラウザで実施可能な
演習環境を構築した。
演習環境のサーバには大阪のデータセンタに演習専用の物理サーバを用意し、LinuxとKVM機能を

用いてGNS3インスタンスのプロビジョニング環境を構築した。GNS3では、それぞれのネットワーク
機器が 1VMとしてデプロイされるため、本環境ではKVMの nested VM機能を用いることで、1ユー
ザごとに個別環境を利用可能にした。1ユーザあたりのサーバリソースは、4vcpu、16GBのメモリ、
100GBのストレージのVMを用意、合計 5台の Intel Xeonサーバを用いることで、同時に最大 40ユー
ザまで演習可能な環境を構築した。演習カリキュラムには、ネットワークルータのオープンソース実
装である FRRを用い、受講者に対して経路制御（静的な経路設定、OSPF、BGP）演習のカリキュラ
ムを構築、同時に最大 31名に対する講義を実施した。

2.8.3 ソフトウェアによる PCIeデバイスプロトタイプ環境の提案
現在，機械学習，ニューラルネットワークの学習，推論を高速化するための専用アクセラレータが研

究，開発されている。これらの提案システムは，データセンタで利用すること，また，CPUとアクセ
ラレータ間で大量の画像データを通信するため，PCIeデバイスで実装されている。本研究では，この
ようなGPUや専用アクセラレータのようなデータセンタで利用される PCIeデバイスについて，ソフ
トウェアによる開発手法を提案した。本研究では，PCIeの仕様がパケット通信であることに着目し，
PCIeパケットと IPパケットを変換するデバイスを用いる。その結果，TCP/IPスタック上で PCIeパ
ケットを処理することで，任意の PCIeデバイスをネットワークアプリケーションのように開発する
ことが可能になる。本研究によって，ハードウェアの実装の前に PCIeデバイスをネットワークアプ
リケーションのプログラムで試作可能になり，専用アクセラレータの研究開発の生産性向上に貢献す
る。本研究の成果は，国内研究会で 1件，国際会議で 1件発表した [発表 40,査読付 30]。

3 成果要覧
招待講演
[招待講演 1] Tomohiro Kudoh, “Infrastructure SINET 100G Global Ring and Data Exploitation,” 1st Global

Research Platform Workshop, Keynote, Sep. 18, 2019, San Diego.

[招待講演 2] Tomohiro Kudoh, mdx and SINET: a global data utilization infrastructure, Asia Pacific Re-
search Platform (APRP) Working Group workshop, APAN 51, Feb. 3, 2021.

[招待講演 3] 工藤知宏, Edge Computingと FPGA,筑波大学 FPGA for HPCワークショップ, 2021年 2
月.

[招待講演 4] 中村遼: トップカンファレンス・ジャーナル採択論文講演: APSys 2020,情報処理学会第
32回コンピュータシステム・シンポジウム (ComSys2020), 2020年 12月.

[招待講演 5] 空閑洋平, トップカンファレンス・ジャーナル採択論文講演: NSDI 2020, 情報処理学会
第 32回コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2020）, 2020年 12月.

招待論文
[招待論文 1] 田浦健次朗,明比英高,秋田英範,郡司彩,工藤知宏,空閑洋平,栗田佳代子,黒田裕文,

三浦紗江,中村文隆,中村宏,小川剛史,岡田和也,坂口菊恵,関谷貴之,柴山悦哉,玉
造潤史,友西大,椿本弥生, TAVARES VASQUES Diego,吉田塁,東京大学におけるオン
ライン授業の始まりと展望,コンピュータソフトウェア, 2020, 37巻, 3号.

[招待論文 2] Hiroyuki Sato, Noriyasu Yamamoto: Elastic Trust Model for Dynamically Evolving Trust
Frameworks, Transactions on IEICE, Vol. E102-D, No. 9, Special Issue on Log Data Usage
Technology and Office Information Systems, 1617–1624, 2019.

[招待論文 3] SATO, Hiroyuki TANIMOTO Shigeaki, KANAI Atsushi: Risk Breakdown Structure and Se-
curity Space for Security Management, Proc. IEEE Int’l Conf. Service-Oriented System Engi-
neering 2020, 7–16, 2020.

[招待論文 4] 谷本茂明,プラジャック・チャートチョム,佐藤周行,金井敦: セキュアな IoT環境に資す
るフォグ・エッジコンピューティングアーキテクチャの提案, IEICE Trans. D. Vol.J103-
D,No.10, 650-663,Oct. 2020.

受賞関連
[受賞 1] 関谷勇司: 電子情報通信学会通信ソサイエティ 2020年度通信ソサイエティ活動功労賞受賞

[受賞 2] 岡部寿男，西村健，佐藤周行，後藤英昭，曽根原登: 大学間連携のための学術認証フェデレー
ションの開発,文部科学大臣表彰　科学技術賞　開発部門, April, 2019.

[受賞 3] 斎藤雄太,佐藤周行: 確率密度関数を用いたソフトウェアテスティングのためのテストケース
優先順位付け戦略,ソフトウェアテスト技術振興協会第 13回善吾賞, March, 2020.

[受賞 4] Somchart Fugkeaw, Hiroyuki Sato: PhD Dissertation Award, Thai National Research Council,
February, 2021.

[受賞 5] 小沢健悟,小川剛史: 2019年サイバースペース研究賞,日本バーチャルリアリティ学会サイ
バースペースと仮想都市研究委員会, 2020年 3月.

[受賞 6] 中澤陽介,萩生翔大,野崎大地,小川剛史: 2020年 SIGMR賞,日本バーチャルリアリティ学
会複合現実感研究委員会, 2021年 3月.

[受賞 7] 空閑洋平,松谷健史,中村遼,関谷勇司,情報処理学会（OS研究会）優秀若手発表賞, 2019年.

雑誌論文
[雑誌論文 1] Kiyo Ishii, Atsuko Takefusa, Shu Namiki, and Tomohiro Kudoh, ”Optical Network Resource

Management Supporting Physical Layer Reconfiguration,” J. Lightwave Technol. 37, 5442-
5454, 2019.

[雑誌論文 2] Yukihiro Nomura, Issei Sato, Toshihiro Hanawa, Shouhei Hanaoka, Takahiro Nakao, Tomomi
Takenaga, Tetsuya Hoshino, Yuji Sekiya, Soichiro Miki, Takeharu Yoshikawa, Naoto Hayashi,
and Osamu Abe, “Development of training environment for deep learning with medical images
on supercomputer system based on asynchronous parallel Bayesian optimization”, The Journal
of Supercomputing, Springer, pp. 1–18, 2020.



－ 161 －

ネットワーク研究部門

2.8.2 遠隔講義を想定したネットワーク演習環境の構築
コロナ禍での遠隔講義で実施可能なネットワーク演習環境を構築し、セミナーと大学講義で実際に

演習を実施した。既存のネットワーク構築演習に関するカリキュラムは、物理ネットワーク機器を用
いていたため、遠隔講義環境での実施が難しい。そこで、ネットワーク機器のエミュレーション環境
であるGNS3を用いて、ネットワーク機器の配線、実際のコンフィグをすべてブラウザで実施可能な
演習環境を構築した。
演習環境のサーバには大阪のデータセンタに演習専用の物理サーバを用意し、LinuxとKVM機能を

用いてGNS3インスタンスのプロビジョニング環境を構築した。GNS3では、それぞれのネットワーク
機器が 1VMとしてデプロイされるため、本環境ではKVMの nested VM機能を用いることで、1ユー
ザごとに個別環境を利用可能にした。1ユーザあたりのサーバリソースは、4vcpu、16GBのメモリ、
100GBのストレージのVMを用意、合計 5台の Intel Xeonサーバを用いることで、同時に最大 40ユー
ザまで演習可能な環境を構築した。演習カリキュラムには、ネットワークルータのオープンソース実
装である FRRを用い、受講者に対して経路制御（静的な経路設定、OSPF、BGP）演習のカリキュラ
ムを構築、同時に最大 31名に対する講義を実施した。

2.8.3 ソフトウェアによる PCIeデバイスプロトタイプ環境の提案
現在，機械学習，ニューラルネットワークの学習，推論を高速化するための専用アクセラレータが研

究，開発されている。これらの提案システムは，データセンタで利用すること，また，CPUとアクセ
ラレータ間で大量の画像データを通信するため，PCIeデバイスで実装されている。本研究では，この
ようなGPUや専用アクセラレータのようなデータセンタで利用される PCIeデバイスについて，ソフ
トウェアによる開発手法を提案した。本研究では，PCIeの仕様がパケット通信であることに着目し，
PCIeパケットと IPパケットを変換するデバイスを用いる。その結果，TCP/IPスタック上で PCIeパ
ケットを処理することで，任意の PCIeデバイスをネットワークアプリケーションのように開発する
ことが可能になる。本研究によって，ハードウェアの実装の前に PCIeデバイスをネットワークアプ
リケーションのプログラムで試作可能になり，専用アクセラレータの研究開発の生産性向上に貢献す
る。本研究の成果は，国内研究会で 1件，国際会議で 1件発表した [発表 40,査読付 30]。
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[発表 23] 中澤陽介,萩生翔大,野崎大地,小川剛史: 現実空間での移動量低減を目的とした VR空間
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10月.
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[特記 4] 関谷勇司 :「サイバー脅威ビッグデータの解析によるリアルタイム攻撃検知と予測研究終了
報告書」, JST戦略的創造研究推進事業, 2020年 3月.

[特記 5] 第 4回次世代 ITアーキテクト育成セミナー,主催:東京大学情報基盤センター, 2019年 8月.

[特記 6] 第 5回次世代 ITアーキテクト育成セミナー,主催:東京大学情報基盤センター, 2020年 3月.
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報道関連
[報道 1] 日本ラッド株式会社: 日本ラッド、東京大学と産学連携し同大学 ASANOプロジェクト開発

の独自 SD-WAN技術を利用した、手軽で強力なVPNシステムを販売開始, 2020年 10月 6日,
https://www.nippon-rad.co.jp/ir/release/data/20201006.pdf.
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スーパーコンピューティング研究部門 研究報告

中島研吾, 塙敏博, 伊田明弘, 下川辺隆史, 芝隼人, 星野哲也, 三木洋平, 有間英志, 河合直聡, 今野雅

1 研究活動概要

スーパーコンピューティング研究部門（以下「当部門」）は，2021年 3月現在で９名のセンター専任
教員（教授：2，准教授：1，助教：2，特任准教授：1，特任講師：１，特任助教：２），3名の兼任教
員（教授 1 ，准教授 1，助教 1），客員研究員２名を擁しており，大学院兼担教員による大学院生とし
ては，工学系研究科電気系工学専攻，情報理工学系研究科数理情報学専攻の修士課程，博士課程学生
が在籍している。専門分野は，計算機システムからコンパイラ，数値アルゴリズム，各種科学技術ア
プリケーションまで，また理論的研究から実用的研究まで多岐にわたっている。

計算科学が，理論，実験に続く「第三の科学」と呼ばれるようになって久しく，スーパーコンピュー
ティングは計算科学を支える重要な基盤であったが，近年はデータ科学，機械学習，AIなどの新し
い分野への応用も盛んになっている。スーパーコンピューティングは，従来の計算科学・計算工学シ
ミュレーションに加えて，データ科学，機械学習等の知見を融合した新しい⼿法を適用することによっ
て，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合したシステムを形成し，
Society 5.0が目指す人間中心の社会の実現に大きく貢献すると期待されている。
当部門では，このような状況に着目し，2015年頃から，「シミュレーション（Simulation）＋データ

（Data）＋学習（Learning）（S+D+L）」融合を目指した研究開発に取り組み，一方でその実現のため
のスーパーコンピュータシステムの導入，整備を継続して実施してきた。 2021年 5月 14日に運用を
開始する「『計算・データ・学習』融合スーパーコンピュータシステム」Wisteria/BDEC-01[報道 2]
は，Reedbush（データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム），Oakbrudge-CX
（大規模超並列スーパーコンピュータシステム），Oakforest-PACS（メニーコア型大規模スーパーコ
ンピュータシステム）等の運用，利用において得られた経験，知見と様々な研究開発の成果をもとに
設計，導入されたシステムであり，「S+D+L」融合を実現するプラットフォームとして注目され，ま
た期待されている。その他，関連した取り組みとして， 理化学研究所，情報通信研究機構，大阪大
学，株式会社エムティーアイ，筑波大学，科学技術振興機構と共同で，Oakforest-PACSを使用した
ゲリラ豪雨予測のリアルタイム予測のための研究開発を実施した。本研究の成果は，2020年 8月 25
日〜9月 5日（Tokyo2020パラリンピック期間中（当初））に首都圏において 30秒ごとに更新する 30
分後までの超高速降水予報のリアルタイム実証実験により実証され，スマフォアプリ「3D雨雲ウォッ
チ」でも公開した [報道 1]。
当部門では，T2K東大，Oakforest-PACSなど新しいコンセプトの大型システムを導入する際には，

JST/CREST，科研費等の外部資金によるソフトウェア，ライブラリ，アプリケーションの研究開発
を実施してきた。Wisteria/BDEC-01についても，2019年から科学研究費補助金 基盤研究（S）「（計
算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シミュレーション⼿法」（研究代表者：中
島研吾）を開始し，「S+D+L」融合のための革新的ソフトウェア基盤「h3-Open-BDEC」[査読付 7]の
研究開発の成果をWisteria/BDEC-01上で検証しつつ，h3-Open-BDECの更なる改良，研究開発を
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継続していく予定である。各教員の研究成果をスーパーコンピュータの設計，運用，ユーザー支援に
役立てるとともに，スパコン運用，ユーザー支援から得られた経験，知見を各自の研究に取り入れる，
という研究・運用サービス業務一体となったスタイルを今後も継続していくことが重要である。

当部門では，この他 2020年度から科研費基盤研究（Ａ）「余剰コアを活用する高性能計算・デー
タ解析支援」（研究代表者：塙敏博）が実施されている他，複数の科研費若⼿研究 [特記 230]（三木洋
平）,[特記 240, 特記 241, 特記 242]（有間英志）が実施されている。
また，各教員は学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）の各年度の共同研究課題のうち

延べ 20程度に関係しており，2019年度は 6課題 [発表 55,発表 56,特記 18,特記 19,特記 20,特記 218]，
2020年度は 3課題 [特記 65, 特記 66, 特記 163]で研究課題代表者をつとめている。
理化学研究所と共同で 2015年から実施していた「ポスト京のプロセッサアーキテクチャ、電力制

御技術、システムソフトウェアおよび数値計算ライブラリに関する研究」[特記 45]は 2020年度末を
以て終了したが，省電力⼿法，混合精度演算等，ポスト京（富岳）だけでなく，Wisteria/BDEC-01
を含む様々なスーパーコンピュータに適用可能な有用な知見を多く得ることができた。

各教員はコロナ下においても各自の専門分野において継続して研究業績を上げており，国内外から
高く評価されている。 2019年度は，情報処理学会山下記念賞（三木洋平）[受賞 5]，電子情報通信学
会 CPSY優秀若⼿発表賞（有間英志）[受賞 6]，2020年度は分子シミュレーション学会学術賞（芝隼
人）[受賞 4]の他，共著論文での受賞として，第 24回計算工学講演会グラフィックスアワード特別賞
（下川辺隆史）[受賞 1]，ICCP 2019 Best Poster Award（伊田明弘）[受賞 2]，xSIG 2019 Outstanding
Research Award（伊田明弘）[受賞 3]，が表彰されている。
人材育成の観点からは，従来から実施されていた「若⼿・女性支援」，「お試しアカウント付き並列プ

ログラミング講習会」の他，2020年度からは新しい試みとして，萌芽共同研究公募課題「AI for HPC：
Society 5.0実現へ向けた人工知能・データ科学による計算科学の高度化（試行）」を開始し，「S+D+L」
融合へ向け，Wisteria/BDEC-01の利用拡大にも資する取り組みを実施している。並列プログラミン
グ講習会は 2019年度は１７回，2020年度は 20回実施したが，2020年度はコロナ下で完全オンライ
ンで実施することにより従来と比較して参加者が大幅に増加した。直接対話できない点は不便である
が，移動の⼿間もなく，またビデオ録画による復習も可能となり受講者からは概して好評である。

各教員は，国内外の学会の委員，理事，また諸会議の実行委員，プログラム委員としても積極的に
活動しているほか，セッションオーガナイズ，招待講演も多数実施している。

2 スーパーコンピューティング研究部門の研究活動

2.1 活動報告（中島研吾）

2019年度〜2020年度は，2019年度から開始した科研費基盤研究（Ｓ）「（計算＋データ＋学習）融合
によるエクサスケール時代の革新的シミュレーション⼿法」[特記 17]の研究代表者として，関連する
JHPCN共同研究プロジェクト [特記 18]-[特記 66]も含め，計算科学，データ科学，機械学習の融合
（Simulation+Data+Learning, S+D+L）を目指す研究を主導した。本研究は，当センターで 2021年
5月 14日から運用を開始するWisteria/BDEC-01[報道 2]を（S+D+L）融合のためのプラットフォー
ムと位置付け，スパコンの能力を最大限引き出し，最小の計算量・消費電力での計算実行を実現する
ために，①変動精度演算・精度保証・自動チューニングによる新計算原理に基づく革新的高性能・高
信頼性・省電力数値解法，②機械学習による革新的⼿法である階層型データ駆動アプローチの 2項
目を中心に研究し，革新的ソフトウェア基盤「h3-Open-BDEC」を開発し，h3-Open-BDECによる
（S+D+L）融合シミュレーションをWisteria/BDEC-01上で実施し，有効性を検証するものである
[招待講演 4]-[招待講演 8][査読付 7]。
科学技術計算，計算科学シミュレーションは，実数演算には主として倍精度演算（FP64）を使用して

きたが，近年は，単精度（FP32），半精度（FP16）の積極的活用によって，データ量，計算時間，消費エ

ネルギを削減する試みは多数行われている。本研究では，アルゴリズム，データ形式によって低精度，混
合精度演算が計算時間，消費エネルギに与える影響を系統的に分析した研究としては先駆的なものであ
る [査読付 5][発表 22]。また，低精度，混合精度演算において，精度保証による理論的検討，所望の条件
下で最短計算時間，最小エネルギを実現する最適精度選択の自動選択をスコープに入れた研究は本研究
が最初であり，国際的にも高く評価されている [招待講演 4]-[招待講演 8][査読付 7,査読付 8,発表 24]。
本研究で提案した，新しい精度保証⼿法はこれまであまり実施されてこなかった疎行列計算における
効率的な⼿法であり，学術的価値は高い [発表 8,発表 9][発表 24]。更に世界に先駆けて半精度〜単精度
〜倍精度の中間であるFP21，FP42の研究にも取り組んでいる [発表 106]。条件の良い問題ではFP32
により FP64の半分程度の計算時間，FP21では更に短縮可能という結果が得られ，消費エネルギも
計算時間に比例して現象することがわかった。

エクサスケール時代におけるスケーラブルな計算⼿法として，多重格子法（Multigrid）が注目さ
れている。本研究では，超並列環境下での高速解法として，AM-hCGA（Adaptive Multilevel Hier-
archical Coarse Grid Aggregation）を提案し，13万プロセス以上の超並列環境下で，OS軽量カー
ネル McKernelを使用し，従来⼿法として 30%以上の速度向上を得られた [招待講演 1, 招待講演 2,
招待講演 3][査読付 3]。また，多重格子法のプロセス内高速化に関する研究として SELL-C-σ疎行列格
納法適用を実施し，Wide-SIMD型アーキテクチャにおける最適な疎行列格納法の一つである SELL-
C-σ法を初めて，ILU系前進後退代入に適用し，従来⼿法と比較して 30%以上の速度向上を得ている
[査読付 7,査読付 8]。エクサスケール時代の数値解法として，時間方向にも並列化を適用する時空間並
列化⼿法が注目されており，本研究でも様々な先駆的な研究を実施している。時空間並列⼿法を疎行
列解法の前処理として適用する⼿法 [発表 26, 発表 28, 発表 36, 発表 39]，これまでほとんど適用され
なかった陽解法への適用⼿法の開発 [発表 5, 発表 15, 発表 25]を実施し，後者では従来⼿法（Xbraid，
MGRIT）と比較して 10倍以上の高速化を達成している。

Wisteria/BDEC-01，h3-Open-BDECによる「計算＋データ＋学習」融合の試みは，ハードウェア・
ソフトウェア・アルゴリズム・アプリケーション一体となった取り組みとして，世界的にも注目されて
おり，高性能計算コミュニティにおける世界的ニュース媒体であるHPCwireにも記事として取り上げ
られている [報道 2]。「計算＋データ＋学習」融合は欧米を始めとして世界中でその重要性が唱えられ
ているが，統一的なソフトウェア基盤のアイディアはまだなく，h3-Open-BDECはその先駆的な存在
である。また，計算科学の著名な国際会議である SIAM CSE21（SIAM Conference on Computational
Science and Engineering）で発表した，h3-Open-BDECによる「リアルタイムデータ同化＋三次元
強震動シミュレーション」融合実行 [発表 35]については，SIAM Newsに記事として取り上げられた
[報道 3]。 2021年度以降は，Wisteria/BDEC-01で検証を重ねつつ，h3-Open-BDECの研究開発を継
続して実施していく予定である。

人材育成活動としては，大学院での講義，学生指導（2019〜2020年度で延べ博士課程：3名，修士課
程：2名）の他，情報基盤センター主催の講習会（2019：2回，2020：7回（オンライン）），国立台湾大学で
の集中講義（2019：2回，2020：1回（オンライン））を実施した [特記 1]-[特記 16]，[特記 46]-[特記 63]。
この他，大学関連の委員，学会活動の他，国内外の学術的会合では実行委員，プログラム委員など

の社会貢献，セッションのオーガナイズを積極的に実施した [特記 21]-[特記 44]，[特記 67]-[特記 98]。
IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems（TPDS）の Special Issue（Innovative R&D
toward the Exascale Era）[特記 76]ではアメリカ，スイスの研究者とともにGuest Co-Editorをつと
めた。また，HPC Asia 2022（2022年 1月，神戸）[特記 96]については，General Chairとして産学
官各方面の緊密な協力の元，準備を進めている。

2.2 活動報告（塙）

2020年度より，科研費基盤研究 (A)「余剰コアを活用する高性能計算・データ解析支援」[特記 101] の
研究代表者として，メニーコア時代のCPUにおいて，主計算では使いきれないコア=余剰コアを，シ
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継続していく予定である。各教員の研究成果をスーパーコンピュータの設計，運用，ユーザー支援に
役立てるとともに，スパコン運用，ユーザー支援から得られた経験，知見を各自の研究に取り入れる，
という研究・運用サービス業務一体となったスタイルを今後も継続していくことが重要である。

当部門では，この他 2020年度から科研費基盤研究（Ａ）「余剰コアを活用する高性能計算・デー
タ解析支援」（研究代表者：塙敏博）が実施されている他，複数の科研費若⼿研究 [特記 230]（三木洋
平）,[特記 240, 特記 241, 特記 242]（有間英志）が実施されている。
また，各教員は学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）の各年度の共同研究課題のうち

延べ 20程度に関係しており，2019年度は 6課題 [発表 55,発表 56,特記 18,特記 19,特記 20,特記 218]，
2020年度は 3課題 [特記 65, 特記 66, 特記 163]で研究課題代表者をつとめている。
理化学研究所と共同で 2015年から実施していた「ポスト京のプロセッサアーキテクチャ、電力制

御技術、システムソフトウェアおよび数値計算ライブラリに関する研究」[特記 45]は 2020年度末を
以て終了したが，省電力⼿法，混合精度演算等，ポスト京（富岳）だけでなく，Wisteria/BDEC-01
を含む様々なスーパーコンピュータに適用可能な有用な知見を多く得ることができた。

各教員はコロナ下においても各自の専門分野において継続して研究業績を上げており，国内外から
高く評価されている。 2019年度は，情報処理学会山下記念賞（三木洋平）[受賞 5]，電子情報通信学
会 CPSY優秀若⼿発表賞（有間英志）[受賞 6]，2020年度は分子シミュレーション学会学術賞（芝隼
人）[受賞 4]の他，共著論文での受賞として，第 24回計算工学講演会グラフィックスアワード特別賞
（下川辺隆史）[受賞 1]，ICCP 2019 Best Poster Award（伊田明弘）[受賞 2]，xSIG 2019 Outstanding
Research Award（伊田明弘）[受賞 3]，が表彰されている。
人材育成の観点からは，従来から実施されていた「若⼿・女性支援」，「お試しアカウント付き並列プ

ログラミング講習会」の他，2020年度からは新しい試みとして，萌芽共同研究公募課題「AI for HPC：
Society 5.0実現へ向けた人工知能・データ科学による計算科学の高度化（試行）」を開始し，「S+D+L」
融合へ向け，Wisteria/BDEC-01の利用拡大にも資する取り組みを実施している。並列プログラミン
グ講習会は 2019年度は１７回，2020年度は 20回実施したが，2020年度はコロナ下で完全オンライ
ンで実施することにより従来と比較して参加者が大幅に増加した。直接対話できない点は不便である
が，移動の⼿間もなく，またビデオ録画による復習も可能となり受講者からは概して好評である。

各教員は，国内外の学会の委員，理事，また諸会議の実行委員，プログラム委員としても積極的に
活動しているほか，セッションオーガナイズ，招待講演も多数実施している。

2 スーパーコンピューティング研究部門の研究活動

2.1 活動報告（中島研吾）

2019年度〜2020年度は，2019年度から開始した科研費基盤研究（Ｓ）「（計算＋データ＋学習）融合
によるエクサスケール時代の革新的シミュレーション⼿法」[特記 17]の研究代表者として，関連する
JHPCN共同研究プロジェクト [特記 18]-[特記 66]も含め，計算科学，データ科学，機械学習の融合
（Simulation+Data+Learning, S+D+L）を目指す研究を主導した。本研究は，当センターで 2021年
5月 14日から運用を開始するWisteria/BDEC-01[報道 2]を（S+D+L）融合のためのプラットフォー
ムと位置付け，スパコンの能力を最大限引き出し，最小の計算量・消費電力での計算実行を実現する
ために，①変動精度演算・精度保証・自動チューニングによる新計算原理に基づく革新的高性能・高
信頼性・省電力数値解法，②機械学習による革新的⼿法である階層型データ駆動アプローチの 2項
目を中心に研究し，革新的ソフトウェア基盤「h3-Open-BDEC」を開発し，h3-Open-BDECによる
（S+D+L）融合シミュレーションをWisteria/BDEC-01上で実施し，有効性を検証するものである
[招待講演 4]-[招待講演 8][査読付 7]。
科学技術計算，計算科学シミュレーションは，実数演算には主として倍精度演算（FP64）を使用して

きたが，近年は，単精度（FP32），半精度（FP16）の積極的活用によって，データ量，計算時間，消費エ

ネルギを削減する試みは多数行われている。本研究では，アルゴリズム，データ形式によって低精度，混
合精度演算が計算時間，消費エネルギに与える影響を系統的に分析した研究としては先駆的なものであ
る [査読付 5][発表 22]。また，低精度，混合精度演算において，精度保証による理論的検討，所望の条件
下で最短計算時間，最小エネルギを実現する最適精度選択の自動選択をスコープに入れた研究は本研究
が最初であり，国際的にも高く評価されている [招待講演 4]-[招待講演 8][査読付 7,査読付 8,発表 24]。
本研究で提案した，新しい精度保証⼿法はこれまであまり実施されてこなかった疎行列計算における
効率的な⼿法であり，学術的価値は高い [発表 8,発表 9][発表 24]。更に世界に先駆けて半精度〜単精度
〜倍精度の中間であるFP21，FP42の研究にも取り組んでいる [発表 106]。条件の良い問題ではFP32
により FP64の半分程度の計算時間，FP21では更に短縮可能という結果が得られ，消費エネルギも
計算時間に比例して現象することがわかった。

エクサスケール時代におけるスケーラブルな計算⼿法として，多重格子法（Multigrid）が注目さ
れている。本研究では，超並列環境下での高速解法として，AM-hCGA（Adaptive Multilevel Hier-
archical Coarse Grid Aggregation）を提案し，13万プロセス以上の超並列環境下で，OS軽量カー
ネル McKernelを使用し，従来⼿法として 30%以上の速度向上を得られた [招待講演 1, 招待講演 2,
招待講演 3][査読付 3]。また，多重格子法のプロセス内高速化に関する研究として SELL-C-σ疎行列格
納法適用を実施し，Wide-SIMD型アーキテクチャにおける最適な疎行列格納法の一つである SELL-
C-σ法を初めて，ILU系前進後退代入に適用し，従来⼿法と比較して 30%以上の速度向上を得ている
[査読付 7,査読付 8]。エクサスケール時代の数値解法として，時間方向にも並列化を適用する時空間並
列化⼿法が注目されており，本研究でも様々な先駆的な研究を実施している。時空間並列⼿法を疎行
列解法の前処理として適用する⼿法 [発表 26, 発表 28, 発表 36, 発表 39]，これまでほとんど適用され
なかった陽解法への適用⼿法の開発 [発表 5, 発表 15, 発表 25]を実施し，後者では従来⼿法（Xbraid，
MGRIT）と比較して 10倍以上の高速化を達成している。

Wisteria/BDEC-01，h3-Open-BDECによる「計算＋データ＋学習」融合の試みは，ハードウェア・
ソフトウェア・アルゴリズム・アプリケーション一体となった取り組みとして，世界的にも注目されて
おり，高性能計算コミュニティにおける世界的ニュース媒体であるHPCwireにも記事として取り上げ
られている [報道 2]。「計算＋データ＋学習」融合は欧米を始めとして世界中でその重要性が唱えられ
ているが，統一的なソフトウェア基盤のアイディアはまだなく，h3-Open-BDECはその先駆的な存在
である。また，計算科学の著名な国際会議である SIAM CSE21（SIAM Conference on Computational
Science and Engineering）で発表した，h3-Open-BDECによる「リアルタイムデータ同化＋三次元
強震動シミュレーション」融合実行 [発表 35]については，SIAM Newsに記事として取り上げられた
[報道 3]。 2021年度以降は，Wisteria/BDEC-01で検証を重ねつつ，h3-Open-BDECの研究開発を継
続して実施していく予定である。

人材育成活動としては，大学院での講義，学生指導（2019〜2020年度で延べ博士課程：3名，修士課
程：2名）の他，情報基盤センター主催の講習会（2019：2回，2020：7回（オンライン）），国立台湾大学で
の集中講義（2019：2回，2020：1回（オンライン））を実施した [特記 1]-[特記 16]，[特記 46]-[特記 63]。
この他，大学関連の委員，学会活動の他，国内外の学術的会合では実行委員，プログラム委員など

の社会貢献，セッションのオーガナイズを積極的に実施した [特記 21]-[特記 44]，[特記 67]-[特記 98]。
IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems（TPDS）の Special Issue（Innovative R&D
toward the Exascale Era）[特記 76]ではアメリカ，スイスの研究者とともにGuest Co-Editorをつと
めた。また，HPC Asia 2022（2022年 1月，神戸）[特記 96]については，General Chairとして産学
官各方面の緊密な協力の元，準備を進めている。

2.2 活動報告（塙）

2020年度より，科研費基盤研究 (A)「余剰コアを活用する高性能計算・データ解析支援」[特記 101] の
研究代表者として，メニーコア時代のCPUにおいて，主計算では使いきれないコア=余剰コアを，シ
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ステム全体の性能改善や付加機能を低オーバヘッドで実現するためのフレームワークの研究開発を実施
した．そのためには，実行時のプロファイルを行いながら，適切な並列度に変更する機能が必要であり，
SystemTap を用いた動的なプロファイリングと並列度変更を実現した．NAS Parallel Benchmarksを
用いて並列度変更の効果や，付加処理の副作用を評価した [発表 49]．
科研費基盤研究 (B)「再構成可能システムとGPUによる複合型高性能計算プラットフォーム」（研

究代表者：朴 泰祐・筑波大教授)[特記 99]，筑波大CCS学際共同利用「HPC向け変動精度計算基盤お
よび複数GPU間ストリーム処理機構の開発」[特記 103, 特記 129] および JHPCNプロジェクト「高
性能・変動精度・高信頼性数値解析⼿法とその応用」に関連して，2019, 2020年度は引き続き FPGA
とGPUとを用いた協調計算，および FPGAにおける変動精度演算処理について検討した．特に変動
精度の実現に向けて FPGAを用いた任意精度演算のオフロード環境を実現し，行列積やステンシル
計算を用いて評価した [発表 41, 発表 44, 発表 48]．

JHPCNプロジェクト「Deep Learningを用いた医用画像診断支援に関する研究」[特記 102,特記 128]
においては，引き続き，医用画像診断支援における 3次元ボリュームデータの学習を高速化するため，
Reedbush-Hシステムを用いて複数 GPU による深層学習およびベイズ最適化による学習性能の向上
を目指した研究を実施した [雑誌論文 3, 発表 40, 発表 42, 発表 43, 発表 45]．

2019年度より，情報通信研究機構との共同研究で、超巨大ニューラルネットワークのための分散深
層学習フレームワークについて研究開発を行っている．2020年度末には，超大規模ニューラルネット
ワークを自動的にGPUメモリに収まるようにモデル並列＋データ並列化し，効率的に学習を行うこ
とのできる自動並列化深層学習ミドルウェアRaNNC（ランク）をオープンソースで公開し，大きな
反響があった [公開 1, 報道 4, 報道 5] ．
スパコンシステムにおける冷却に関わるエネルギー効率の改善のため，温水冷却技術が用いられて

きている．冷水温度を高く設定すれば冷凍機の稼働電力を削減できるが，一方で半導体の漏れ電流が
増加し消費電力が増大したり，クロック周波数が低下することにより性能が低下し実行時間が増加す
るため，全体としてはエネルギー消費は悪化する可能性がある．そこで，Oakforest-PACSシステム
を用いて，実運用スパコンにおいて，冷却水温度が演算性能や消費電力に与える影響の分析を行った
[特記 133, 査読付 10, 発表 51]．

mdxの取り組みを中心に，Society 5.0に向けた，シミュレーションとデータ解析，機械学習の融合，
データの利活用に関する取り組みについて，様々なワークショップやシンポジウム等で講演を行った
[招待講演 9]–[招待講演 13]．
人材育成活動としては，工学部・大学院工学系研究科共通科目「スパコンプログラミング (1)(I)」を

引き続き担当し [特記 108, 特記 132]，2019〜2020年度では工学系研究科電気系工学専攻修士課程 4名
の学生指導，同専攻博士演習 [特記 109]を実施した．他に，情報基盤センター主催の講習会 (2019年
度:3回，2020年度:2回（オンライン）)を実施した [特記 104, 特記 106, 特記 107, 特記 130, 特記 131]．
また，近年多く使われているPython環境をスパコン上で利用可能にする方法について記事を執筆した
[特記 105]．
その他，学内関連の委員や，多くの国内外の学術的な活動において，実行委員やプログラム委員等

の社会貢献を実施した [特記 110]–[特記 127],[特記 134]–[特記 159] ．

2.3 活動報告（伊田）

低ランク構造行列法 (Low-rank structured matrices)に関する研究およびHACApKライブラリ [公開 3]
の開発・機能拡張に取り組んだ．その他，各種委員や講習会開催など社会貢献活動を行った [特記 186,
特記 187, 特記 188, 特記 189, 特記 190, 特記 191, 特記 192, 特記 193, 特記 194, 特記 195]

H行列法は代表的な低ランク構造行列法であり，その分散メモリ並列化アルゴリズムは HACApK
ライブラリの基幹をなす．HACApKライブラリでは全てのH行列演算は倍精度で行われていた．研
究 [査読付 22]では，境界要素法静電場解析における H行列・ベクトル積演算に倍精度と単精度を混

在させることにより，境界要素解析としての精度を落とすことなく高速化効果が得られることを示し
た．また，研究 [査読付 24]では，H行列・ベクトル積演算に含まれる大量の小密行列・ベクトル積を
GPU上で効率的に処理する⼿法を提案した．さらに，研究 [発表 94, 発表 95]では，H行列の複雑な
行列分割構造の構築を，複数のタスク並列処理言語を用いて高速化する⼿法を提案した．この研究は
複数の学術賞 [受賞 2, 受賞 3]を受賞するなどし，高い評価を受けている．
格子 H行列法 (Lattice H-matrices)は，2018年に筆者が提案した低ランク構造行列法の一種であ

り，従来型H行列では演算・通信パターンが複雑になり過ぎ実現困難な行列演算アルゴリズムであっ
ても，格子単位で演算を行うことにより見通し良く開発することが可能である [発表 87, 発表 89]．研
究 [雑誌論文 12] では，格子 H 行列の LU 分解アルゴリズムの開発を行い，分散メモリ並列計算機
上で動作するコード開発を行った．密行列の LU 分解の計算コスト O(N3) であるのに対して，格
子 H行列の LU分解が O(N log2N)で行えることを理論と数値実験の両面から示した．また，研究
[雑誌論文 9, 発表 85, 発表 86, 発表 90]においては，格子 H行列近似を磁壁電流駆動のマイクロマグ
ネティクス計算の反磁界項を離散化して得られる行列に適用し、数十MPIプロセス以上を使用した
並列計算では，従来 H行列よりも格子 H行列の方が高速に計算可能なことを示した．従来 H行列で
は 100MPIプロセスあたりで台数効果による速度向上が限界に達するデータに対し，格子H行列法で
は少なくとも 3,000MPIプロセスまでのほぼ線形な速度向上が確認された．

BLR 行列法は，低ランク構造行列法の中でも最も簡単な形式の一つである．研究 [雑誌論文 10,
発表 93]では，BLR行列のQR分解をグラムシュミット法に基づくアルゴリズムとして提案した．密
行列のQR分解の計算コストO(N3)であるのに対して，BLR行列のQR分解がO(N1.5)で行えるこ
とを理論と数値実験の両面から示した．この研究ではさらに，上記アルゴリズムの分散メモリ並列化
⼿法も提案した.研究 [発表 91]では，上記のグラムシュミット法に基づくアルゴリズムを修正グラム
シュミット法に変更することにより，直交行列の精度悪化を防止できることを確かめた．また，研究
[査読付 23]では，BLR行列の LU分解を分散メモリ並列計算機上で効率的に処理するために，ランタ
イムライブリを利用した，行列ごとに変化する小行列演算の順序を依存関係を保ちつつ最適化するこ
とにより速度向上を達成した．そして，研究 [発表 89]では，カーネルリッジ回帰に現れるグラム行列
に対してBLR行列近似を適用し，BLR行列を係数行列に持つ連立一次方程式を上記QR分解を用い
て解くことにより，機械学習を省メモリかつ高速に実行する⼿法を提案した．

2.4 活動報告（下川辺）

高精細計算を実現する適合細分化格子 (Adaptive mesh refinement, AMR) 法の導入をアプリケー
ションユーザが簡便に行うためのアプリケーション開発フレームワークの構築に関する研究を行った
[特記 161]。また、流体計算を高速に予測する⼿法の開発を目的として、定常流および非定常流体計算で
得られる結果を機械学習を用いて予測する⼿法の開発を進めた [特記 162,特記 163]。一般的な流体解析
に利用される数値計算⼿法で得られた高精度な結果を、機械学習のうち深層学習の畳み込みニューラル
ネットワークを用いて高速に予測する⼿法の研究開発を進めた。共同研究として、AMR 法を使った都
市気流計算 [雑誌論文 6, 査読付 12, 受賞 1, 発表 53, 発表 73]、GPUを天文観測のデータ処理へ適用す
る研究 [雑誌論文 5, 発表 59, 発表 60, 発表 65, 発表 66, 発表 69, 発表 70, 発表 71]や超小型人工衛星で
得られたデータの活用を進めるプロジェクト [報道 6]に携わった。また、「若⼿・女性利用者推薦」制度
の実施を中心に [特記 179, 特記 180, 特記 181, 特記 182, 特記 183]、本センターのスーパーコンピュー
タの運用やHPCIの運用に携わり [特記 177, 特記 178]、本センターの講習会や本センターの紹介をは
じめ [特記 184, 発表 58, 特記 185]、高性能計算分野の普及活動を行った [特記 164, 特記 165, 特記 166,
特記 167, 特記 168, 特記 169, 特記 170, 特記 171, 特記 172, 特記 173, 特記 174, 特記 175, 特記 176]。
格子に基づいたシミュレーションでは、広大な計算領域の場所によって求められる精度が異なる

問題に有効な⼿法が要求されてきている。 GPU計算では、GPUが得意なステンシル計算を活用し
ながら、高精度が必要な領域を局所的に高精細にできる適合細分化格子（AMR）法が有効である。
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ステム全体の性能改善や付加機能を低オーバヘッドで実現するためのフレームワークの研究開発を実施
した．そのためには，実行時のプロファイルを行いながら，適切な並列度に変更する機能が必要であり，
SystemTap を用いた動的なプロファイリングと並列度変更を実現した．NAS Parallel Benchmarksを
用いて並列度変更の効果や，付加処理の副作用を評価した [発表 49]．
科研費基盤研究 (B)「再構成可能システムとGPUによる複合型高性能計算プラットフォーム」（研

究代表者：朴 泰祐・筑波大教授)[特記 99]，筑波大CCS学際共同利用「HPC向け変動精度計算基盤お
よび複数GPU間ストリーム処理機構の開発」[特記 103, 特記 129] および JHPCNプロジェクト「高
性能・変動精度・高信頼性数値解析⼿法とその応用」に関連して，2019, 2020年度は引き続き FPGA
とGPUとを用いた協調計算，および FPGAにおける変動精度演算処理について検討した．特に変動
精度の実現に向けて FPGAを用いた任意精度演算のオフロード環境を実現し，行列積やステンシル
計算を用いて評価した [発表 41, 発表 44, 発表 48]．

JHPCNプロジェクト「Deep Learningを用いた医用画像診断支援に関する研究」[特記 102,特記 128]
においては，引き続き，医用画像診断支援における 3次元ボリュームデータの学習を高速化するため，
Reedbush-Hシステムを用いて複数 GPU による深層学習およびベイズ最適化による学習性能の向上
を目指した研究を実施した [雑誌論文 3, 発表 40, 発表 42, 発表 43, 発表 45]．

2019年度より，情報通信研究機構との共同研究で、超巨大ニューラルネットワークのための分散深
層学習フレームワークについて研究開発を行っている．2020年度末には，超大規模ニューラルネット
ワークを自動的にGPUメモリに収まるようにモデル並列＋データ並列化し，効率的に学習を行うこ
とのできる自動並列化深層学習ミドルウェアRaNNC（ランク）をオープンソースで公開し，大きな
反響があった [公開 1, 報道 4, 報道 5] ．
スパコンシステムにおける冷却に関わるエネルギー効率の改善のため，温水冷却技術が用いられて

きている．冷水温度を高く設定すれば冷凍機の稼働電力を削減できるが，一方で半導体の漏れ電流が
増加し消費電力が増大したり，クロック周波数が低下することにより性能が低下し実行時間が増加す
るため，全体としてはエネルギー消費は悪化する可能性がある．そこで，Oakforest-PACSシステム
を用いて，実運用スパコンにおいて，冷却水温度が演算性能や消費電力に与える影響の分析を行った
[特記 133, 査読付 10, 発表 51]．

mdxの取り組みを中心に，Society 5.0に向けた，シミュレーションとデータ解析，機械学習の融合，
データの利活用に関する取り組みについて，様々なワークショップやシンポジウム等で講演を行った
[招待講演 9]–[招待講演 13]．
人材育成活動としては，工学部・大学院工学系研究科共通科目「スパコンプログラミング (1)(I)」を

引き続き担当し [特記 108, 特記 132]，2019〜2020年度では工学系研究科電気系工学専攻修士課程 4名
の学生指導，同専攻博士演習 [特記 109]を実施した．他に，情報基盤センター主催の講習会 (2019年
度:3回，2020年度:2回（オンライン）)を実施した [特記 104, 特記 106, 特記 107, 特記 130, 特記 131]．
また，近年多く使われているPython環境をスパコン上で利用可能にする方法について記事を執筆した
[特記 105]．
その他，学内関連の委員や，多くの国内外の学術的な活動において，実行委員やプログラム委員等

の社会貢献を実施した [特記 110]–[特記 127],[特記 134]–[特記 159] ．

2.3 活動報告（伊田）

低ランク構造行列法 (Low-rank structured matrices)に関する研究およびHACApKライブラリ [公開 3]
の開発・機能拡張に取り組んだ．その他，各種委員や講習会開催など社会貢献活動を行った [特記 186,
特記 187, 特記 188, 特記 189, 特記 190, 特記 191, 特記 192, 特記 193, 特記 194, 特記 195]

H行列法は代表的な低ランク構造行列法であり，その分散メモリ並列化アルゴリズムは HACApK
ライブラリの基幹をなす．HACApKライブラリでは全てのH行列演算は倍精度で行われていた．研
究 [査読付 22]では，境界要素法静電場解析における H行列・ベクトル積演算に倍精度と単精度を混

在させることにより，境界要素解析としての精度を落とすことなく高速化効果が得られることを示し
た．また，研究 [査読付 24]では，H行列・ベクトル積演算に含まれる大量の小密行列・ベクトル積を
GPU上で効率的に処理する⼿法を提案した．さらに，研究 [発表 94, 発表 95]では，H行列の複雑な
行列分割構造の構築を，複数のタスク並列処理言語を用いて高速化する⼿法を提案した．この研究は
複数の学術賞 [受賞 2, 受賞 3]を受賞するなどし，高い評価を受けている．
格子 H行列法 (Lattice H-matrices)は，2018年に筆者が提案した低ランク構造行列法の一種であ

り，従来型H行列では演算・通信パターンが複雑になり過ぎ実現困難な行列演算アルゴリズムであっ
ても，格子単位で演算を行うことにより見通し良く開発することが可能である [発表 87, 発表 89]．研
究 [雑誌論文 12] では，格子 H 行列の LU 分解アルゴリズムの開発を行い，分散メモリ並列計算機
上で動作するコード開発を行った．密行列の LU 分解の計算コスト O(N3) であるのに対して，格
子 H行列の LU分解が O(N log2N)で行えることを理論と数値実験の両面から示した．また，研究
[雑誌論文 9, 発表 85, 発表 86, 発表 90]においては，格子 H行列近似を磁壁電流駆動のマイクロマグ
ネティクス計算の反磁界項を離散化して得られる行列に適用し、数十MPIプロセス以上を使用した
並列計算では，従来 H行列よりも格子 H行列の方が高速に計算可能なことを示した．従来 H行列で
は 100MPIプロセスあたりで台数効果による速度向上が限界に達するデータに対し，格子H行列法で
は少なくとも 3,000MPIプロセスまでのほぼ線形な速度向上が確認された．

BLR 行列法は，低ランク構造行列法の中でも最も簡単な形式の一つである．研究 [雑誌論文 10,
発表 93]では，BLR行列のQR分解をグラムシュミット法に基づくアルゴリズムとして提案した．密
行列のQR分解の計算コストO(N3)であるのに対して，BLR行列のQR分解がO(N1.5)で行えるこ
とを理論と数値実験の両面から示した．この研究ではさらに，上記アルゴリズムの分散メモリ並列化
⼿法も提案した.研究 [発表 91]では，上記のグラムシュミット法に基づくアルゴリズムを修正グラム
シュミット法に変更することにより，直交行列の精度悪化を防止できることを確かめた．また，研究
[査読付 23]では，BLR行列の LU分解を分散メモリ並列計算機上で効率的に処理するために，ランタ
イムライブリを利用した，行列ごとに変化する小行列演算の順序を依存関係を保ちつつ最適化するこ
とにより速度向上を達成した．そして，研究 [発表 89]では，カーネルリッジ回帰に現れるグラム行列
に対してBLR行列近似を適用し，BLR行列を係数行列に持つ連立一次方程式を上記QR分解を用い
て解くことにより，機械学習を省メモリかつ高速に実行する⼿法を提案した．

2.4 活動報告（下川辺）

高精細計算を実現する適合細分化格子 (Adaptive mesh refinement, AMR) 法の導入をアプリケー
ションユーザが簡便に行うためのアプリケーション開発フレームワークの構築に関する研究を行った
[特記 161]。また、流体計算を高速に予測する⼿法の開発を目的として、定常流および非定常流体計算で
得られる結果を機械学習を用いて予測する⼿法の開発を進めた [特記 162,特記 163]。一般的な流体解析
に利用される数値計算⼿法で得られた高精度な結果を、機械学習のうち深層学習の畳み込みニューラル
ネットワークを用いて高速に予測する⼿法の研究開発を進めた。共同研究として、AMR 法を使った都
市気流計算 [雑誌論文 6, 査読付 12, 受賞 1, 発表 53, 発表 73]、GPUを天文観測のデータ処理へ適用す
る研究 [雑誌論文 5, 発表 59, 発表 60, 発表 65, 発表 66, 発表 69, 発表 70, 発表 71]や超小型人工衛星で
得られたデータの活用を進めるプロジェクト [報道 6]に携わった。また、「若⼿・女性利用者推薦」制度
の実施を中心に [特記 179, 特記 180, 特記 181, 特記 182, 特記 183]、本センターのスーパーコンピュー
タの運用やHPCIの運用に携わり [特記 177, 特記 178]、本センターの講習会や本センターの紹介をは
じめ [特記 184, 発表 58, 特記 185]、高性能計算分野の普及活動を行った [特記 164, 特記 165, 特記 166,
特記 167, 特記 168, 特記 169, 特記 170, 特記 171, 特記 172, 特記 173, 特記 174, 特記 175, 特記 176]。
格子に基づいたシミュレーションでは、広大な計算領域の場所によって求められる精度が異なる

問題に有効な⼿法が要求されてきている。 GPU計算では、GPUが得意なステンシル計算を活用し
ながら、高精度が必要な領域を局所的に高精細にできる適合細分化格子（AMR）法が有効である。
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本研究では、ステンシル計算フレームワークを基盤に、複数GPUに対応した AMR法フレームワー
クを構築を進めた。動的負荷分散技術および通信削減技術を開発し、導入することでフレームワー
クの高度化を進めた。特に、動的負荷分散では複数の木構造を用いた AMR法データ構造に着目し、
木構造を順に辿りデータを割り当てることで、それぞれの木構造が局所的に分布することを活用し、
データも局所化させることが可能となった。またカウントダウン方式の時間ブロッキング法を導入
することで、ユーザコードの変更なく、通信をまとめて実行することが可能となり、性能向上を実
現した。最終的には、3次元圧縮性流体計算において、東京工業大学の TSUBAME3.0の 288 GPU
を用い、84%の並列化効率を達成することに成功した。この成果は国際会議 ICCSなどで発表した
[査読付 11, 発表 52, 発表 54, 発表 55, 発表 62, 発表 64, 発表 72]。
機械学習による定常流の予測では、計算領域の境界条件と物体を表す符号付き距離関数を用いるこ

とで、3次元の計算領域全域の流速を予測することを実現した。学習データよりも広域な計算領域を予
測するため、広域な計算領域を領域分割法し、分割された領域への深層学習の適用と分割された領域間
での境界交換を併用した新しい予測⼿法を提案した。数値計算⼿法としては大規模なスパコンで高速
に計算が可能な格子ボルツマン法を用いている。複数の計算領域にまたがる車形状の周りの空気の流
れのシミュレーション結果を精度良く深層学習で予測できている [発表 56, 発表 57, 発表 61, 発表 63,
発表 67, 発表 68, 発表 74]。
非定常流体計算の予測では、円柱周りの流れや水と空気からなる流体のシミュレーションに対して、

複数の時間ステップの計算結果からそれに続くシミュレーション結果を深層学習で予測する⼿法を開
発した。学習のための教師データは工業的に広く用いられるOpenFOAMを利用した。複数の時間ス
テップを一つの空間の次元として捉え、Encoder-decoderモデルの深層ニューラルネットワークを利
用した。水と空気からなるシミュレーションでは、5つの時間ステップの計算履歴から、その先の時
間ステップのデータを予測している。予測には、シミュレーションの全ての時間ステップの結果を用
いるのではなく、20ステップに 1つのステップを用いて、大幅な高速化を図っている [発表 75]。

2.5 活動報告（芝）

科学研究費補助金 基盤研究 (S)「（計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シ
ミュレーション⼿法（研究代表者：中島研吾教授）」において h3-Open-DDA（階層型データ駆動アプ
ローチ）の研究開発に中心的に従事した．今年度は特に１成分非圧縮流体の数値計算に用いられる連
立一次方程式求解のための反復法計算の反復回数を削減することを目指した研究を実施した．1283グ
リッドからなる規則格子上に障害物を配置した上で，左壁を入口，右側を出口とする定常乱流状態を
構築し，深層ニューラルネットワーク 3D U-Netを用いた機械学習により解ベクトル予測を実施した．
代表的な反復法である前処理付き共役勾配法においては１ステップあたりの反復回数は典型的に 200
〜300回に及ぶが，機械学習で予測した圧力解ベクトルから出発することで１割程度の反復数の低減
を達成した．この成果については，2021年 2月に招待講演を行った [招待講演 15]．
また，2020年 2月に当センターに着任する以前から行っている計算物質科学研究を継続して実施し

ている．イオン液体と呼ばれる常温で液体状態を示す物質の動力学について，とりわけガラス転移的
に向かって示す緩和挙動を中心に調べた．イオン液体においては分子の並進・回転運動の双方がガラ
ス転移に接近すると凍結されることで運動が緩慢化するが，そのような遅い運動においても，並進・
回転の運動モードは内部の構秩序化が起きず液体状態である限り，お互いに結びついていることを示
唆する結果が得られた．本成果の論文の公刊は準備中である．他，中国・中南大学との共同研究とし
て，アルキル長鎖をカチオンに伴うイオン性液晶の相変化を調べ出版した [雑誌論文 14]．他の研究と
して，分子シミュレーションの長時間にわたる時間発展をバイアスなしに予測するための⼿法開発の
準備段階の研究として，Framework for Developing Particle Simulators (FDPS) を用いた分子シミュ
レーションコードの整備を実施した．また，大規模分子集合系の個別粒子レベルでの長時間解析を可
能とする短距離相互作用系分子シミュレーションコードの CUDA化を実施した．

当センターに 2020年 2月に着任する以前に、東京大学物性研究所（2009-2015）および東北大学金
属材料研究所 (2016-2020)に在籍していた当時から継続して行ってきたガラスおよびソフトマターの
大規模分子シミュレーションを用いた研究が評価され，2020年度分子シミュレーション学会学術賞を
受賞した。この 10年ほどにわたって従事した研究活動について記述した邦文による受賞記念原稿を
当該学会誌である『アンサンブル』に寄稿，掲載された [特記 198]．なお例年，学会により主催される
分子シミュレーション討論会が 2020年度は１日のみのオンライン形式に簡素化して実施された影響
により，受賞記念講演は来年度に延期された．

2020年度中，３件の英文学術誌，１件の国際会議論文の閲読に従事した．2020年 9月より１年間
の任期にて日本物理学会　領域 11（統計力学・物性基礎論分野）の運営委員を務めている。第７６回
年次大会（2021年 3月 12〜15日、オンライン開催）について、学会プログラムの編成を担当すると
ともに、開催当日は担当４セッションについて Zoomを利用したオンライン開催のホストとして円滑
な進行に貢献した．

以下はセンター内業務貢献についてである．2020年 9月 18日に河合特任助教と共に第 138回並列
プログラミング講習会「スーパーコンピューター超入門」を担当した．芝は特に実習の実施および利
用⼿引説明の部分を担当した．この講習会は，スパコンにログインするのは初めて，あるいはバッチ
ジョブシステムにおける並列計算の実行に慣れてない方を受講対象とする新しい試みであった．とり
わけ実習サンプルプログラムにおいては，Fortran, Cのほか当センターの講習会として初めてPython
を導入したことは好評を博した．

当センター設置のReedbush, Oakforest-PACS, Oakbridge-CXの各システムの運用・利用者支援に
参加した．Oakbridge-CXシステムに対して分子科学向けの電子状態計算ソフトウェアCP2Kおよび
古典分子動力学パッケージソフトウェア LAMMPSのインストールを実施・提供した．両ソフトウェ
アのビルド方法については、当センター発行のスパコンニュースに記事を発表した [特記 198]．また
同じくOakbridge-CXにおいて平面波基底による第一原理電子状態計算ソフトウェアVASPの利用が
極めて大きい割合を占めることを見出し，納入ベンダーの協力のもと利用状況の調査を実施した．

2.6 活動報告（星野）

　2019・2020年度は階層型行列法 (H行列法)の高速化に関する研究 [発表 96,発表 97,発表 98,発表 100]
及びA64FXの性能評価や最適化⼿法の開発に関する研究 [発表 102]を行った．H行列法は低ランク構
造行列法の一つであり，境界要素法などにおいて必要精度を保ったまま密行列演算を低ランク近似行
列演算に置き換えるため，演算量・メモリ量双方の観点から重要な⼿法である．近似は部分行列単位
で行われるが，密度は一様でなく，並列化の際には負荷分散が課題となる．これを解決するために提
案された格子H行列法をベースとして，負荷不均衡を低減しまた通信の隠蔽を行う通信アルゴリズム
の開発を行った.本⼿法では負荷不均衡の解消には一定の効果が見られたものの，Oakforest-PACSに
おいては Intel Knights Landingのアーキテクチャ上の特性 (コア間を繋ぐメッシュの性能がメモリバ
ンド幅を下回る）から通信隠蔽は効果が見られなかった．今後は A64FXなど他のプロセッサにおい
て評価を続けていく．　A64FXはスパコン富岳に搭載されたプロセッサであり，2021年度より当セ
ンターで運用が開始されるWisteria/BDEC-01にも搭載されるため，その性能特性を明らかにするこ
とが喫緊の課題である．7点ステンシルと呼ばれる最も基礎的な三次元の拡散方程式のカーネルベー
スにA64FX向けに最適化，Intel Cascade Lake，Intel Knights Landing プロセッサなどと比較する
ことで評価を行った．結果としてA64FXは Intel系のプロセッサとは異なる性能特性を示すことが明
らかとなり，First touchが重要であること，分岐処理の削減が重要であること，Hardware prefetch
の機能を生かすことが重要であること，相対的に命令レイテンシが長くレジスタが少ないことからソ
フトウェアパイプライニングが重要であることなどを定量的に示した．特にステンシル計算において
重要な最適化⼿法であるテンポラルブロッキングを適用した場合，Cascade Lakeでは最大 5倍程度の
性能向上が得られた一方，A64FXでは上記の複合的な原因により高速化が得られなかった．今後は
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本研究では、ステンシル計算フレームワークを基盤に、複数GPUに対応した AMR法フレームワー
クを構築を進めた。動的負荷分散技術および通信削減技術を開発し、導入することでフレームワー
クの高度化を進めた。特に、動的負荷分散では複数の木構造を用いた AMR法データ構造に着目し、
木構造を順に辿りデータを割り当てることで、それぞれの木構造が局所的に分布することを活用し、
データも局所化させることが可能となった。またカウントダウン方式の時間ブロッキング法を導入
することで、ユーザコードの変更なく、通信をまとめて実行することが可能となり、性能向上を実
現した。最終的には、3次元圧縮性流体計算において、東京工業大学の TSUBAME3.0の 288 GPU
を用い、84%の並列化効率を達成することに成功した。この成果は国際会議 ICCSなどで発表した
[査読付 11, 発表 52, 発表 54, 発表 55, 発表 62, 発表 64, 発表 72]。
機械学習による定常流の予測では、計算領域の境界条件と物体を表す符号付き距離関数を用いるこ

とで、3次元の計算領域全域の流速を予測することを実現した。学習データよりも広域な計算領域を予
測するため、広域な計算領域を領域分割法し、分割された領域への深層学習の適用と分割された領域間
での境界交換を併用した新しい予測⼿法を提案した。数値計算⼿法としては大規模なスパコンで高速
に計算が可能な格子ボルツマン法を用いている。複数の計算領域にまたがる車形状の周りの空気の流
れのシミュレーション結果を精度良く深層学習で予測できている [発表 56, 発表 57, 発表 61, 発表 63,
発表 67, 発表 68, 発表 74]。
非定常流体計算の予測では、円柱周りの流れや水と空気からなる流体のシミュレーションに対して、

複数の時間ステップの計算結果からそれに続くシミュレーション結果を深層学習で予測する⼿法を開
発した。学習のための教師データは工業的に広く用いられるOpenFOAMを利用した。複数の時間ス
テップを一つの空間の次元として捉え、Encoder-decoderモデルの深層ニューラルネットワークを利
用した。水と空気からなるシミュレーションでは、5つの時間ステップの計算履歴から、その先の時
間ステップのデータを予測している。予測には、シミュレーションの全ての時間ステップの結果を用
いるのではなく、20ステップに 1つのステップを用いて、大幅な高速化を図っている [発表 75]。

2.5 活動報告（芝）

科学研究費補助金 基盤研究 (S)「（計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代の革新的シ
ミュレーション⼿法（研究代表者：中島研吾教授）」において h3-Open-DDA（階層型データ駆動アプ
ローチ）の研究開発に中心的に従事した．今年度は特に１成分非圧縮流体の数値計算に用いられる連
立一次方程式求解のための反復法計算の反復回数を削減することを目指した研究を実施した．1283グ
リッドからなる規則格子上に障害物を配置した上で，左壁を入口，右側を出口とする定常乱流状態を
構築し，深層ニューラルネットワーク 3D U-Netを用いた機械学習により解ベクトル予測を実施した．
代表的な反復法である前処理付き共役勾配法においては１ステップあたりの反復回数は典型的に 200
〜300回に及ぶが，機械学習で予測した圧力解ベクトルから出発することで１割程度の反復数の低減
を達成した．この成果については，2021年 2月に招待講演を行った [招待講演 15]．
また，2020年 2月に当センターに着任する以前から行っている計算物質科学研究を継続して実施し

ている．イオン液体と呼ばれる常温で液体状態を示す物質の動力学について，とりわけガラス転移的
に向かって示す緩和挙動を中心に調べた．イオン液体においては分子の並進・回転運動の双方がガラ
ス転移に接近すると凍結されることで運動が緩慢化するが，そのような遅い運動においても，並進・
回転の運動モードは内部の構秩序化が起きず液体状態である限り，お互いに結びついていることを示
唆する結果が得られた．本成果の論文の公刊は準備中である．他，中国・中南大学との共同研究とし
て，アルキル長鎖をカチオンに伴うイオン性液晶の相変化を調べ出版した [雑誌論文 14]．他の研究と
して，分子シミュレーションの長時間にわたる時間発展をバイアスなしに予測するための⼿法開発の
準備段階の研究として，Framework for Developing Particle Simulators (FDPS) を用いた分子シミュ
レーションコードの整備を実施した．また，大規模分子集合系の個別粒子レベルでの長時間解析を可
能とする短距離相互作用系分子シミュレーションコードの CUDA化を実施した．

当センターに 2020年 2月に着任する以前に、東京大学物性研究所（2009-2015）および東北大学金
属材料研究所 (2016-2020)に在籍していた当時から継続して行ってきたガラスおよびソフトマターの
大規模分子シミュレーションを用いた研究が評価され，2020年度分子シミュレーション学会学術賞を
受賞した。この 10年ほどにわたって従事した研究活動について記述した邦文による受賞記念原稿を
当該学会誌である『アンサンブル』に寄稿，掲載された [特記 198]．なお例年，学会により主催される
分子シミュレーション討論会が 2020年度は１日のみのオンライン形式に簡素化して実施された影響
により，受賞記念講演は来年度に延期された．

2020年度中，３件の英文学術誌，１件の国際会議論文の閲読に従事した．2020年 9月より１年間
の任期にて日本物理学会　領域 11（統計力学・物性基礎論分野）の運営委員を務めている。第７６回
年次大会（2021年 3月 12〜15日、オンライン開催）について、学会プログラムの編成を担当すると
ともに、開催当日は担当４セッションについて Zoomを利用したオンライン開催のホストとして円滑
な進行に貢献した．

以下はセンター内業務貢献についてである．2020年 9月 18日に河合特任助教と共に第 138回並列
プログラミング講習会「スーパーコンピューター超入門」を担当した．芝は特に実習の実施および利
用⼿引説明の部分を担当した．この講習会は，スパコンにログインするのは初めて，あるいはバッチ
ジョブシステムにおける並列計算の実行に慣れてない方を受講対象とする新しい試みであった．とり
わけ実習サンプルプログラムにおいては，Fortran, Cのほか当センターの講習会として初めてPython
を導入したことは好評を博した．

当センター設置のReedbush, Oakforest-PACS, Oakbridge-CXの各システムの運用・利用者支援に
参加した．Oakbridge-CXシステムに対して分子科学向けの電子状態計算ソフトウェアCP2Kおよび
古典分子動力学パッケージソフトウェア LAMMPSのインストールを実施・提供した．両ソフトウェ
アのビルド方法については、当センター発行のスパコンニュースに記事を発表した [特記 198]．また
同じくOakbridge-CXにおいて平面波基底による第一原理電子状態計算ソフトウェアVASPの利用が
極めて大きい割合を占めることを見出し，納入ベンダーの協力のもと利用状況の調査を実施した．

2.6 活動報告（星野）

　2019・2020年度は階層型行列法 (H行列法)の高速化に関する研究 [発表 96,発表 97,発表 98,発表 100]
及びA64FXの性能評価や最適化⼿法の開発に関する研究 [発表 102]を行った．H行列法は低ランク構
造行列法の一つであり，境界要素法などにおいて必要精度を保ったまま密行列演算を低ランク近似行
列演算に置き換えるため，演算量・メモリ量双方の観点から重要な⼿法である．近似は部分行列単位
で行われるが，密度は一様でなく，並列化の際には負荷分散が課題となる．これを解決するために提
案された格子H行列法をベースとして，負荷不均衡を低減しまた通信の隠蔽を行う通信アルゴリズム
の開発を行った.本⼿法では負荷不均衡の解消には一定の効果が見られたものの，Oakforest-PACSに
おいては Intel Knights Landingのアーキテクチャ上の特性 (コア間を繋ぐメッシュの性能がメモリバ
ンド幅を下回る）から通信隠蔽は効果が見られなかった．今後は A64FXなど他のプロセッサにおい
て評価を続けていく．　A64FXはスパコン富岳に搭載されたプロセッサであり，2021年度より当セ
ンターで運用が開始されるWisteria/BDEC-01にも搭載されるため，その性能特性を明らかにするこ
とが喫緊の課題である．7点ステンシルと呼ばれる最も基礎的な三次元の拡散方程式のカーネルベー
スにA64FX向けに最適化，Intel Cascade Lake，Intel Knights Landing プロセッサなどと比較する
ことで評価を行った．結果としてA64FXは Intel系のプロセッサとは異なる性能特性を示すことが明
らかとなり，First touchが重要であること，分岐処理の削減が重要であること，Hardware prefetch
の機能を生かすことが重要であること，相対的に命令レイテンシが長くレジスタが少ないことからソ
フトウェアパイプライニングが重要であることなどを定量的に示した．特にステンシル計算において
重要な最適化⼿法であるテンポラルブロッキングを適用した場合，Cascade Lakeでは最大 5倍程度の
性能向上が得られた一方，A64FXでは上記の複合的な原因により高速化が得られなかった．今後は
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A64FXにおいて有効な性能最適化⼿法の開発を行う．　その他，GPUプログラミングに関する講習
会の開催 [特記 202, 特記 206, 特記 207, 特記 208, 特記 209, 特記 214, 特記 215, 特記 216, 特記 217]，
民間企業の協力を得ながら GPUプログラミングに関する記事である「OpenACCで始める GPUプ
ログラミング」の連載，また並列プログラミングに関する動画の公開などの社会貢献活動を行った．
特に柏一般公開イベントで一般の中高生向けに制作した動画である「30分でだいたいわかる並列プロ
グラミング」は，基盤センターのチャンネルで公開された動画の中では最大の再生回数である．今後
Wisteria/BDEC-01の運用等にあたり，これに搭載されるA64FXやA100 GPU向けの新たな解説動
画の制作などを行っていきたい．　

2.7 活動報告（三木）

2019年度および 2020年度も，以前から継続的に開発しているGPU向けのN 体コードGOTHIC及び
銀河を対象とした初期条件生成コードMAGIの開発・機能整備に取り組んだ．N 体コードGOTHIC
については，主に N 体計算を進める傍らで計算結果の解析を進める機能を追加し，実計算への適用
を進めた．また，主に 2018年度に取り組んだVolta世代のGPU向けの最適化に関する研究成果を国
際会議 ICPPで発表 [査読付 25]し，2019年度の山下記念研究賞を受賞 [受賞 5]した．2020年度には，
NVIDIA A100向けの最適化および性能評価を進めた（結果の一部は [招待講演 17]で紹介した）．初
期条件生成コードMAGIについては，公開版のコード [公開 5]の相談対応に加え，分布関数の計算精
度向上やパラメータ入力フォーマットの改良などの機能向上に取り組んだ．

標準的な構造形成理論はダークマターハローの密度分布が中心で発散するカスプ構造を持つことを
予言するが，近傍宇宙における矮小銀河の観測からは密度分布が中心でコア状になっていることが示
唆されている（コア・カスプ問題）．本研究では，ビッグバン直後に形成された可能性のある仮説上
のブラックホールである始原ブラックホールによって，ダークマターハローのカスプ・コア遷移が起
こるかをGOTHICを用いたN 体シミュレーションによって調べた．その結果，低質量矮小銀河中で
は 2体緩和による力学的加熱によってカスプ・コア遷移が起こりうることが分かった [雑誌論文 15]．
天の川銀河サイズの銀河ハロー内では候補天体まで含めれば 30–60個程度の衛星銀河が観測されてい

るが，標準的な構造形成モデルが予言するサブハローの数は数百であるという不一致がある（衛星銀河
問題）．衛星銀河問題の解決には，電磁波観測で直接検出できないダークマターサブハローの個数を観
測的に評価することが必要であり，銀河ハロー内で観測されている恒星ストリーム構造とダークマター
サブハローの近接遭遇時の重力散乱の痕跡が有力なプローブである．そこで本研究ではアンドロメダ銀
河北西領域のストリーム構造とダークマターサブハローの衝突実験を行った．計算結果は図 1に示した
とおりであり，109M�程度以上のサブハローとの衝突痕跡がすばる望遠鏡に搭載予定の超広視野分光
器PFSを用いて検出可能であることを示した．こうした研究成果は [発表 103, 招待講演 16, 発表 104]
などで発表済みである．本プロジェクトは科研費に採択されて研究を進めている [特記 230]．
ほとんどの銀河の中心には大質量ブラックホール（太陽質量の数十万倍以上の質量を持つブラックホー

ル）が存在することが知られており，そのごく一部はブラックホールへと落ち込む物質をエネルギー源
にして明るく輝き激しく活動している．銀河中心ブラックホールの活動性は銀河衝突によって点火され
ると考えられてきたが，多くの銀河中心のブラックホールの活動性が非常に低いことも知られており，
活動性の抑制プロセスを明らかにすることが急務であった．本研究では，衛星銀河が母銀河の中心を貫
いた際にはブラックホール周辺のガスを持ち去ってしまうことでブラックホール活動が停止されると
いう，従来の仮説とは反対の場合もあることを示した（図 2）．本研究の成果はNature Astronomy誌
に掲載済み [雑誌論文 16]であり，[発表 105]でも報告した．また，プレスリリース発出 [報道 7,報道 8]
やオンライン記者会見の開催 [報道 9]といったアウトリーチ活動も展開し，多くの新聞紙やwebメディ
アによって紹介された [報道 10, 報道 11, 報道 12, 報道 13, 報道 14, 報道 15, 報道 16, 報道 17]．
「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステムの調達に関連した業務として仕様書原案策定
に取り組み，また技術審査委員 [特記 234]として提案書を審査した．導入が決定されたWisteria/BDEC-
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図 1: ダークマターサブハローとの衝突後の NWストリームの構造．すばる望遠鏡 PFSの 1視野
分相当の領域における速度構造を示した．左から順にダークマターサブハローとの衝突がない場合，
M = 108M�, 108.5M�, 109M�, 109.5M�の質点との衝突を経験した場合の結果である．上段には計
算結果をそのまま表示しており，下段には背景・前景成分によるノイズを加えた結果を表示した．
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図 2: 銀河中心ブラックホール周辺のトーラスガスの時間進化．パネルの左下側から fgas = 0.1の衛
星銀河ガスが 1.1Myrに渡って流入して来た際の，トーラスガスの密度分布の変化を示した．上段には
Mtorus/MBH = 10−3，下段にはMtorus/MBH = 10−2の結果を，ガス流入開始後 0.02Myr, 0.46Myr,
0.90Myr, 1.36Myrのスナップショットを左から示した．
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A64FXにおいて有効な性能最適化⼿法の開発を行う．　その他，GPUプログラミングに関する講習
会の開催 [特記 202, 特記 206, 特記 207, 特記 208, 特記 209, 特記 214, 特記 215, 特記 216, 特記 217]，
民間企業の協力を得ながら GPUプログラミングに関する記事である「OpenACCで始める GPUプ
ログラミング」の連載，また並列プログラミングに関する動画の公開などの社会貢献活動を行った．
特に柏一般公開イベントで一般の中高生向けに制作した動画である「30分でだいたいわかる並列プロ
グラミング」は，基盤センターのチャンネルで公開された動画の中では最大の再生回数である．今後
Wisteria/BDEC-01の運用等にあたり，これに搭載されるA64FXやA100 GPU向けの新たな解説動
画の制作などを行っていきたい．　

2.7 活動報告（三木）

2019年度および 2020年度も，以前から継続的に開発しているGPU向けのN 体コードGOTHIC及び
銀河を対象とした初期条件生成コードMAGIの開発・機能整備に取り組んだ．N 体コードGOTHIC
については，主に N 体計算を進める傍らで計算結果の解析を進める機能を追加し，実計算への適用
を進めた．また，主に 2018年度に取り組んだVolta世代のGPU向けの最適化に関する研究成果を国
際会議 ICPPで発表 [査読付 25]し，2019年度の山下記念研究賞を受賞 [受賞 5]した．2020年度には，
NVIDIA A100向けの最適化および性能評価を進めた（結果の一部は [招待講演 17]で紹介した）．初
期条件生成コードMAGIについては，公開版のコード [公開 5]の相談対応に加え，分布関数の計算精
度向上やパラメータ入力フォーマットの改良などの機能向上に取り組んだ．

標準的な構造形成理論はダークマターハローの密度分布が中心で発散するカスプ構造を持つことを
予言するが，近傍宇宙における矮小銀河の観測からは密度分布が中心でコア状になっていることが示
唆されている（コア・カスプ問題）．本研究では，ビッグバン直後に形成された可能性のある仮説上
のブラックホールである始原ブラックホールによって，ダークマターハローのカスプ・コア遷移が起
こるかをGOTHICを用いたN 体シミュレーションによって調べた．その結果，低質量矮小銀河中で
は 2体緩和による力学的加熱によってカスプ・コア遷移が起こりうることが分かった [雑誌論文 15]．
天の川銀河サイズの銀河ハロー内では候補天体まで含めれば 30–60個程度の衛星銀河が観測されてい

るが，標準的な構造形成モデルが予言するサブハローの数は数百であるという不一致がある（衛星銀河
問題）．衛星銀河問題の解決には，電磁波観測で直接検出できないダークマターサブハローの個数を観
測的に評価することが必要であり，銀河ハロー内で観測されている恒星ストリーム構造とダークマター
サブハローの近接遭遇時の重力散乱の痕跡が有力なプローブである．そこで本研究ではアンドロメダ銀
河北西領域のストリーム構造とダークマターサブハローの衝突実験を行った．計算結果は図 1に示した
とおりであり，109M�程度以上のサブハローとの衝突痕跡がすばる望遠鏡に搭載予定の超広視野分光
器PFSを用いて検出可能であることを示した．こうした研究成果は [発表 103, 招待講演 16, 発表 104]
などで発表済みである．本プロジェクトは科研費に採択されて研究を進めている [特記 230]．
ほとんどの銀河の中心には大質量ブラックホール（太陽質量の数十万倍以上の質量を持つブラックホー

ル）が存在することが知られており，そのごく一部はブラックホールへと落ち込む物質をエネルギー源
にして明るく輝き激しく活動している．銀河中心ブラックホールの活動性は銀河衝突によって点火され
ると考えられてきたが，多くの銀河中心のブラックホールの活動性が非常に低いことも知られており，
活動性の抑制プロセスを明らかにすることが急務であった．本研究では，衛星銀河が母銀河の中心を貫
いた際にはブラックホール周辺のガスを持ち去ってしまうことでブラックホール活動が停止されると
いう，従来の仮説とは反対の場合もあることを示した（図 2）．本研究の成果はNature Astronomy誌
に掲載済み [雑誌論文 16]であり，[発表 105]でも報告した．また，プレスリリース発出 [報道 7,報道 8]
やオンライン記者会見の開催 [報道 9]といったアウトリーチ活動も展開し，多くの新聞紙やwebメディ
アによって紹介された [報道 10, 報道 11, 報道 12, 報道 13, 報道 14, 報道 15, 報道 16, 報道 17]．
「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステムの調達に関連した業務として仕様書原案策定
に取り組み，また技術審査委員 [特記 234]として提案書を審査した．導入が決定されたWisteria/BDEC-
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図 1: ダークマターサブハローとの衝突後の NWストリームの構造．すばる望遠鏡 PFSの 1視野
分相当の領域における速度構造を示した．左から順にダークマターサブハローとの衝突がない場合，
M = 108M�, 108.5M�, 109M�, 109.5M�の質点との衝突を経験した場合の結果である．上段には計
算結果をそのまま表示しており，下段には背景・前景成分によるノイズを加えた結果を表示した．
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図 2: 銀河中心ブラックホール周辺のトーラスガスの時間進化．パネルの左下側から fgas = 0.1の衛
星銀河ガスが 1.1Myrに渡って流入して来た際の，トーラスガスの密度分布の変化を示した．上段には
Mtorus/MBH = 10−3，下段にはMtorus/MBH = 10−2の結果を，ガス流入開始後 0.02Myr, 0.46Myr,
0.90Myr, 1.36Myrのスナップショットを左から示した．
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01の運用開始に向けての打ち合わせにおいても議論に参加した．スーパーコンピュータの運用に係
る業務として Reedbush，Oakforest-PACS，Oakbridge-CXの定例会に，HPCI関連の業務として連
携サービス運営・作業部会，共用ストレージ運用部会や共用ストレージの課題検討会議などに出席し
た [特記 219, 特記 220, 特記 231, 特記 232]．2019年 10月 25日，26日に開催された東京大学柏キャ
ンパス一般公開 2019にあたっては，3次元可視化システムを用いてのデモのための素材を提供し，ま
た参加者に対する説明を行った．その他の施設見学対応としては，2件の見学者に対して，施設の概
要説明・案内および研究紹介を行った．コロナ禍のためオンライン開催となった 2020年度の柏キャ
ンパス一般公開にあたっては，衛星銀河問題に関する研究内容を紹介する動画を作成した．お試しア
カウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プログラミング入門」（第 114回，第 125
回，第 132回，第 141回）の講師を担当し，MPIを用いた並列プログラミングの基礎について，並列
プログラミング初心者を対象とした講義および演習を行った [特記 223, 特記 224, 特記 235, 特記 236,
特記 226, 特記 229, 特記 238, 特記 239]．また，GPUを用いた計算科学の普及のため，GPUミニキャ
ンプにおいてはメンターを務め [特記 225, 特記 237]，計算物理学のコミュニティに向けて CUDAを
用いての重力多体計算の実装例を紹介した [招待講演 17]．

2.8 活動報告（有間）

2019、2020年度ともに次世代計算機のためのアーキテクチャ、システムソフトウェア、ならびに電力
制御に関する研究を実施した。また、国内外の学会運営に非常に積極的に参加し、多様な貢献を行う
とともに、国内外での幅広い人脈作りに務めてきた。

まず、スーパーコンピュータ「富岳」での電力評価、及びその先の次世代HPCシステムを含めた性能・
電力評価の為のシミュレーション環境の開発について、理化学研究所と共同で行ってきた [特記 243]。
前者については、富岳に搭載されているA64FXプロセッサの省電力機能の効果を評価し、理化学研究
所と共同で査読付き論文等を発表している [査読付 30, 発表 111]。後者については、電力推定ツールに
対して変更を加え、A64FXプロセッサを 3nmまでスケーリングさせた際の電力、面積削減効果を見積
り、その上で、チップ電力、面積等の制約の下、スケーリングによるチップのスループット向上効果に
ついて、コア数、SIMD幅、FPパイプライン幅等をアーキテクチャ・パラメタをスケールさせて検証
を行ない、これら定量的評価結果を元に、今後のHPC向け SIMDプロセッサの方向性についても検討
を行なった。この成果についても査読付き国際会議等での発表を予定している [査読付 29, 発表 110]。
次に、異種混載型のメモリシステム上でのデータ転送最適化技術についても、Technical University

of Munich(TUM)[特記 244]とも共同で研究を実施してきた。具体的な成果は以下の通りである: (a)
異種メモリ間データ転送により得られる性能向上とアクセスパターンとの関連について評価; (b)評価
結果に基づき、パターン適応型ステージングと呼ぶデータ転送最適化⼿法を提案; (c)これを実現する
ための、コンパイラによる実行時アドレスサンプリング⼿法を提案; (d)ブルームフィルタを用いたサ
ンプルアドレスのパターン識別⼿法を提案; (e)識別パターンに応じてデータ転送を最適化するための
評価関数の作成; (f)提案⼿法を様々な HPCカーネルを用いて高性能プロセッサ (Knights Landing)
上で評価。 本研究内容の一部は科研費による助成を受けており [特記 241]、本研究成果を国内研究会
で発表した結果 [発表 108]、研究会より優秀発表賞を受賞しており [受賞 6]、さらに、学術論文として
まとめた結果はHPC分野で著名な国際会議である ISC2020で採択されている [査読付 26]。
さらに、異種混載型のメモリシステムを有する計算機上での電力制御についても、前述のTUMと

共同で研究を実施してきた。本研究の具体的な成果は次の通りである: (a) 当該計算機上では、ボトル
ネックがアプリケーションの問題サイズに強く依存することを定量的に評価; (b) これに着目した電力
制御⼿法として Footprint-aware Power CAPping (FPCAP)を提案; (c)そのポテンシャルをCORAL
ベンチマークを利用して定量化; (d) FPCAPを実現する為の問題の定式化及び性能モデルの作成; (e)
これに基づくプロファイルベースのソフトウェアフレームワークを提案 (効率的なモデル係数調整⼿法
と電力割り当てアルゴリズムからなる); (f) 実機を用いてフレームワークの有効性を実証。本研究も

科研費の助成を受け [特記 240, 特記 241]、成果の初期構想は研究会で発表しており [発表 107]、さら
に上述の成果全てをまとめたものはHPC分野で著名な国際会議である ISC2020にて採択されている
[査読付 27]。
加えて、異種混載型のメモリシステムを有する計算機上での効率的なジョブスケジューリング⼿法

についても前述のTUMと共同で進めてきた。本研究の具体的な成果は次の通りである: (a) 当該計算
機上では、アプリケーションのスケーラビリティが問題サイズの影響を強く受けることを定量的に評
価; (b)結果として、各ノードの内の余剰資源は問題サイズによって変化する為、これを考慮した問題
サイズ適応型コスケジューリングを提案; (c)提案⼿法のポテンシャルを実機にて評価し実証。本研究
の初期段階の構想について、国際会議 ICPPのポスターセッションにて発表を行っており、ポジティ
ブなフィードバックが数多く得られた [査読付 28]。今後の展開として、提案⼿法を実現する為のソフ
トウェアフレームワーク (特にメタスケジューラ)開発を計画しており、本研究計画は科研費に採択さ
れている [特記 242]。
一方でハードウェアキャッシュのデータ配置最適化についても取り組み、その成果を査読付き国際

会議で発表した [査読付 31]。さらには、以上をまとめた発表もいくつか行っている。例えば、国際会
議APSCITでの招待講演 [招待講演 18]や東大、LBNL間での交流会にて行った [発表 109]。
本年度は、例年以上に国内外の学会運営にも非常に積極的に貢献しつつ、国内外での幅広い人脈作

りに努めてきた。国際会議CF’20ではプログラム委員長を務め、査読組織のオーガナイズ、論文や招
待講演者の選別、チュートリアルの企画等を各国の研究者と密に連携しながら進めてきた [特記 245]。
その結果、CF’21ではスペシャルセッションチェアとして、様々な企画を行っている [特記 261]。ま
た、国際会議 CLUSTER’19では出版委員長を務め、プログラム委員長、著者、出版社 (IEEE)と協
力しながらプロシーディングスの出版に関する作業を進め、会議では座長を務めた [特記 246]。さら
に、国内のCPSY研究会では幹事団として、主に資金管理の面から運営に尽力しており、加えてARC
研究会でも運営委員として協力してきた [特記 258, 特記 259]。その上、様々な国際会議、国内会議、
ジャーナルにてプログラム委員や外部査読者として論文やポスターの査読・選定・議論を行っており
[特記 262, 特記 263, 特記 264, 特記 265, 特記 266, 特記 267, 特記 247, 特記 248, 特記 249, 特記 250,
特記 251, 特記 252, 特記 253, 特記 254, 特記 255, 特記 256, 特記 257]、また国際会議HPC ASIA’22
にてアーキテクチャトラックチェアを務めている [特記 260]。

2.9 活動報告（河合）

2020年度では ICCG法への低精度演算の適用による計算時間短縮に関する研究を行った。
低精度演算は近年の計算機シミュレーションで広く研究されるようになっている。これまでの計算

機シミュレーションでは暗黙的に倍精度浮動小数用いられていた。しかし、近年では単精度や半精度
浮動小数などの低精度表現の適用可能性に関する研究が行われている。計算機シミュレーションでは
メモリバンド幅律速な場合が多いため、低精度表現の適用はメモリ転送量を削減し、計算時間短縮を
可能とする。加えて、IEEE754で規定されていない 21bit浮動小数表現なども提案され、GPUを使
用した地震シミュレーションでその効果が確認されている。 21bit浮動小数は単精度と同じ指数部の
表現力を持ち、仮数部の表現力を落とすことで小さいデータサイズを実現している。実際の計算機シ
ミュレーションでは単精度でも必要十分な場合があるが、半精度は指数部の表現力の小ささなどから、
実用に耐えない場合が多い。 21bit浮動小数は指数部の強化によって比較的実用的なレベルにある。
本研究では、暗黙的に倍精度演算が使われる ICCG法に低精度表現を適用し、その効果を評価し

た。 ICCG法はメモリ律速なアプリケーションであるとともに、演算の精度が収束性に強く影響する
ことが知られているため、低精度表現の実用性の評価に適している。本研究では ICCG法の中でも計
算時間が長く精度に比較的鈍感な IC前処理部に低精度表現を適用した。 21bit演算の適用に際しては
まだ CPUでの評価が行われていないため、CPUに適した実装を提案している。また、21bitの実装
と同時に単精度と倍精度の間の表現力を持つ 42bit浮動小数表現も提案した [発表 106]。実際の評価で
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01の運用開始に向けての打ち合わせにおいても議論に参加した．スーパーコンピュータの運用に係
る業務として Reedbush，Oakforest-PACS，Oakbridge-CXの定例会に，HPCI関連の業務として連
携サービス運営・作業部会，共用ストレージ運用部会や共用ストレージの課題検討会議などに出席し
た [特記 219, 特記 220, 特記 231, 特記 232]．2019年 10月 25日，26日に開催された東京大学柏キャ
ンパス一般公開 2019にあたっては，3次元可視化システムを用いてのデモのための素材を提供し，ま
た参加者に対する説明を行った．その他の施設見学対応としては，2件の見学者に対して，施設の概
要説明・案内および研究紹介を行った．コロナ禍のためオンライン開催となった 2020年度の柏キャ
ンパス一般公開にあたっては，衛星銀河問題に関する研究内容を紹介する動画を作成した．お試しア
カウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プログラミング入門」（第 114回，第 125
回，第 132回，第 141回）の講師を担当し，MPIを用いた並列プログラミングの基礎について，並列
プログラミング初心者を対象とした講義および演習を行った [特記 223, 特記 224, 特記 235, 特記 236,
特記 226, 特記 229, 特記 238, 特記 239]．また，GPUを用いた計算科学の普及のため，GPUミニキャ
ンプにおいてはメンターを務め [特記 225, 特記 237]，計算物理学のコミュニティに向けて CUDAを
用いての重力多体計算の実装例を紹介した [招待講演 17]．

2.8 活動報告（有間）

2019、2020年度ともに次世代計算機のためのアーキテクチャ、システムソフトウェア、ならびに電力
制御に関する研究を実施した。また、国内外の学会運営に非常に積極的に参加し、多様な貢献を行う
とともに、国内外での幅広い人脈作りに務めてきた。

まず、スーパーコンピュータ「富岳」での電力評価、及びその先の次世代HPCシステムを含めた性能・
電力評価の為のシミュレーション環境の開発について、理化学研究所と共同で行ってきた [特記 243]。
前者については、富岳に搭載されているA64FXプロセッサの省電力機能の効果を評価し、理化学研究
所と共同で査読付き論文等を発表している [査読付 30, 発表 111]。後者については、電力推定ツールに
対して変更を加え、A64FXプロセッサを 3nmまでスケーリングさせた際の電力、面積削減効果を見積
り、その上で、チップ電力、面積等の制約の下、スケーリングによるチップのスループット向上効果に
ついて、コア数、SIMD幅、FPパイプライン幅等をアーキテクチャ・パラメタをスケールさせて検証
を行ない、これら定量的評価結果を元に、今後のHPC向け SIMDプロセッサの方向性についても検討
を行なった。この成果についても査読付き国際会議等での発表を予定している [査読付 29, 発表 110]。
次に、異種混載型のメモリシステム上でのデータ転送最適化技術についても、Technical University

of Munich(TUM)[特記 244]とも共同で研究を実施してきた。具体的な成果は以下の通りである: (a)
異種メモリ間データ転送により得られる性能向上とアクセスパターンとの関連について評価; (b)評価
結果に基づき、パターン適応型ステージングと呼ぶデータ転送最適化⼿法を提案; (c)これを実現する
ための、コンパイラによる実行時アドレスサンプリング⼿法を提案; (d)ブルームフィルタを用いたサ
ンプルアドレスのパターン識別⼿法を提案; (e)識別パターンに応じてデータ転送を最適化するための
評価関数の作成; (f)提案⼿法を様々な HPCカーネルを用いて高性能プロセッサ (Knights Landing)
上で評価。 本研究内容の一部は科研費による助成を受けており [特記 241]、本研究成果を国内研究会
で発表した結果 [発表 108]、研究会より優秀発表賞を受賞しており [受賞 6]、さらに、学術論文として
まとめた結果はHPC分野で著名な国際会議である ISC2020で採択されている [査読付 26]。
さらに、異種混載型のメモリシステムを有する計算機上での電力制御についても、前述のTUMと

共同で研究を実施してきた。本研究の具体的な成果は次の通りである: (a) 当該計算機上では、ボトル
ネックがアプリケーションの問題サイズに強く依存することを定量的に評価; (b) これに着目した電力
制御⼿法として Footprint-aware Power CAPping (FPCAP)を提案; (c)そのポテンシャルをCORAL
ベンチマークを利用して定量化; (d) FPCAPを実現する為の問題の定式化及び性能モデルの作成; (e)
これに基づくプロファイルベースのソフトウェアフレームワークを提案 (効率的なモデル係数調整⼿法
と電力割り当てアルゴリズムからなる); (f) 実機を用いてフレームワークの有効性を実証。本研究も

科研費の助成を受け [特記 240, 特記 241]、成果の初期構想は研究会で発表しており [発表 107]、さら
に上述の成果全てをまとめたものはHPC分野で著名な国際会議である ISC2020にて採択されている
[査読付 27]。
加えて、異種混載型のメモリシステムを有する計算機上での効率的なジョブスケジューリング⼿法

についても前述のTUMと共同で進めてきた。本研究の具体的な成果は次の通りである: (a) 当該計算
機上では、アプリケーションのスケーラビリティが問題サイズの影響を強く受けることを定量的に評
価; (b)結果として、各ノードの内の余剰資源は問題サイズによって変化する為、これを考慮した問題
サイズ適応型コスケジューリングを提案; (c)提案⼿法のポテンシャルを実機にて評価し実証。本研究
の初期段階の構想について、国際会議 ICPPのポスターセッションにて発表を行っており、ポジティ
ブなフィードバックが数多く得られた [査読付 28]。今後の展開として、提案⼿法を実現する為のソフ
トウェアフレームワーク (特にメタスケジューラ)開発を計画しており、本研究計画は科研費に採択さ
れている [特記 242]。
一方でハードウェアキャッシュのデータ配置最適化についても取り組み、その成果を査読付き国際

会議で発表した [査読付 31]。さらには、以上をまとめた発表もいくつか行っている。例えば、国際会
議APSCITでの招待講演 [招待講演 18]や東大、LBNL間での交流会にて行った [発表 109]。
本年度は、例年以上に国内外の学会運営にも非常に積極的に貢献しつつ、国内外での幅広い人脈作

りに努めてきた。国際会議CF’20ではプログラム委員長を務め、査読組織のオーガナイズ、論文や招
待講演者の選別、チュートリアルの企画等を各国の研究者と密に連携しながら進めてきた [特記 245]。
その結果、CF’21ではスペシャルセッションチェアとして、様々な企画を行っている [特記 261]。ま
た、国際会議 CLUSTER’19では出版委員長を務め、プログラム委員長、著者、出版社 (IEEE)と協
力しながらプロシーディングスの出版に関する作業を進め、会議では座長を務めた [特記 246]。さら
に、国内のCPSY研究会では幹事団として、主に資金管理の面から運営に尽力しており、加えてARC
研究会でも運営委員として協力してきた [特記 258, 特記 259]。その上、様々な国際会議、国内会議、
ジャーナルにてプログラム委員や外部査読者として論文やポスターの査読・選定・議論を行っており
[特記 262, 特記 263, 特記 264, 特記 265, 特記 266, 特記 267, 特記 247, 特記 248, 特記 249, 特記 250,
特記 251, 特記 252, 特記 253, 特記 254, 特記 255, 特記 256, 特記 257]、また国際会議HPC ASIA’22
にてアーキテクチャトラックチェアを務めている [特記 260]。

2.9 活動報告（河合）

2020年度では ICCG法への低精度演算の適用による計算時間短縮に関する研究を行った。
低精度演算は近年の計算機シミュレーションで広く研究されるようになっている。これまでの計算

機シミュレーションでは暗黙的に倍精度浮動小数用いられていた。しかし、近年では単精度や半精度
浮動小数などの低精度表現の適用可能性に関する研究が行われている。計算機シミュレーションでは
メモリバンド幅律速な場合が多いため、低精度表現の適用はメモリ転送量を削減し、計算時間短縮を
可能とする。加えて、IEEE754で規定されていない 21bit浮動小数表現なども提案され、GPUを使
用した地震シミュレーションでその効果が確認されている。 21bit浮動小数は単精度と同じ指数部の
表現力を持ち、仮数部の表現力を落とすことで小さいデータサイズを実現している。実際の計算機シ
ミュレーションでは単精度でも必要十分な場合があるが、半精度は指数部の表現力の小ささなどから、
実用に耐えない場合が多い。 21bit浮動小数は指数部の強化によって比較的実用的なレベルにある。
本研究では、暗黙的に倍精度演算が使われる ICCG法に低精度表現を適用し、その効果を評価し

た。 ICCG法はメモリ律速なアプリケーションであるとともに、演算の精度が収束性に強く影響する
ことが知られているため、低精度表現の実用性の評価に適している。本研究では ICCG法の中でも計
算時間が長く精度に比較的鈍感な IC前処理部に低精度表現を適用した。 21bit演算の適用に際しては
まだ CPUでの評価が行われていないため、CPUに適した実装を提案している。また、21bitの実装
と同時に単精度と倍精度の間の表現力を持つ 42bit浮動小数表現も提案した [発表 106]。実際の評価で
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は 3次元の構造解析の問題を ICCG法で解くこととし、ヤング率を変えることで問題の解きにくさを
変化させた。これらの問題での評価の結果、問題の条件が良い範囲では 21bit浮動小数を適用した IC
では前処理は単精度と同程度の収束性を示し、単精度に対して 9%、倍精度に対して 34%の計算時間
短縮を実現した。ただし、問題の条件がある一定以上悪くなった場合には 21bit浮動小数を適用した
IC前処理の収束性の悪化し、単精度演算よりも計算時間が長くなることも確認している。また、評価
した問題の条件の範囲でが、単精度演算の収束性はつねに倍精度と同程度であり、単精度が実用的で
あることも確認した。

2.10 活動報告（今野）

主な研究活動として 2019年度および 2020年度は、OpenFOAMなどの数値流体解析の計算コストを
最適化することを目的に、ノードあたりのプロセス数や線型ソルバ設定をベイズ最適化する研究を行
なった。また、建物表面のピーク風圧を短時間で精度良く予測することを目的に、多くの単体建物形
状に対するRANS解析と LES解析を行い、機械学習用のデータを整備した。

2019年度は、ベイズ最適化アルゴリズムによるハイパーパラメータ自動最適化フレームワークであ
るOptunaを用い、OpenFOAMによる非圧縮性の単相流および二相流の流れ場解析、Star-CCM+に
よるボックスファン騒音解析を対象に、ノードあたりのプロセス数および線形ソルバ設定をパラメー
タとして解析時間の最適化を行なったところ、少ないベンチマーク試行数で概ね最適化できることが
わかった [発表 118]。

2020年度は、ベンチマークテスト時間が無駄にならず、かつ、時間ステップや反復ステップの進行
に応じた最適化が行える可能性がある⼿法として、解析ソルバ実行時に線型ソルバ設定を最適化する
プログラムを実装し、チャネル流れやダムブレイク流れを対象に検討を行なった結果、計算初期にお
いて概ね設定が最適化され、それ以降は最適化を行わないケースよりも高速に解析が行えることがわ
かった [発表 123]。また、Optunaを用いたOpenFOAMの実行時線型ソルバ設定最適化のソースコー
ドを公開した [公開 6]
さらに 2020年度では、JHPCN課題の一環として、東京大学情報基盤センターのOakbridge-CX、

名古屋大学情報基盤センターの「不老」Type I、Type II、Cloudにおいて、チャネル流れを対象に、
OpenFOAMおよびGPUGPU向け移植版であるRapidCDFのベンチマークテストを実行し、得られ
た成果についてシンポジウム等で発表した [発表 121, 発表 124]。なお、他のシステムも含め、これま
でのチャネル流れのベンチマークテストの計測データはレポジトリに蓄積している [公開 7]。また、単
体建物周辺流れの RAS・LES解析を対象に、ノードあたりのプロセス数および線形ソルバ設定をパ
ラメータとして解析時間の最適化を行なった上で、136ケースの単体建物形状に対して定常RANS解
析と非定常 LES解析を行い、形状データと定常RANS解析を入力データ、非定常 LES解析により得
られる最小・最大ピーク風圧やピーク風速を教師データとする、機械学習のためのデータを整備した
[発表 120]。
書籍出版活動として 2019年度および 2020年度は、当時委員長であったオープンCAE学会のV&V

小委員会主催で、2017年 9月から 2019年 8月まで、計 11回OpenFOAMコード検証勉強会を開催す
るとともに、その内容をまとめて技術同人誌として出版した [著書 2]。また、日本建築学会屋外空気
環境小委員会 [特記 271, 雑誌論文 18, 雑誌論文 19]が刊行した書籍において、離散化⼿法と計算アル
ゴリズムの執筆を行なった [著書 3]。さらに、オープンCAE学会編のOpenFOAM書籍の改訂にあた
り、編集を担当し、執筆者としても加筆を行なった [著書 4]。
教育・社会貢献活動として 2019, 2020年度は、東京大学情報基盤センター主催、PCクラスタコ

ンソーシアムの実用アプリケーション部会およびオープン CAE学会共催であるお試しアカウント
付き並列プログラミング講習会 OpenFOAM講習会の講師を担当し、終日の講習会を 6回行なった
[特記 274,特記 276]。また、PCクラスタコンソーシアム主催で、名古屋大学情報基盤センターのスパコ
ン「不老」Type I向けに行われたOpenFOAM講習会の講師を担当した [特記 275]。その他、オープン

CAE学会監事やHPC小委員会委員長 [特記 268]、同小委員会HPC研究プロジェクト課題での高速化
支援 [特記 269]、委員会委員などの社会貢献活動を行なった [特記 270, 特記 271, 特記 272, 特記 273]。

3 成果要覧

招待講演

[招待講演 1] Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clus-
ters, Exascale Computing Technology for Future CFD, 2019 KSIAM Spring Conference,
Seoul, Korea, 2019

[招待講演 2] Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clus-
ters, Extreme-Scale/Exascale Applications China, Japan, World, ISC High Performance
2019, Frankfurt, Germany, 2019

[招待講演 3] Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clus-
ters, MS12: Recent achievements on numerical algorithms and performance optimization
for large-scale scientific and engineering computing, IMG 2019: International Multigrid
Conference, Kunming, China, 2019

[招待講演 4] Nakajima, K., Innovative Methods for Scientific Computing in the Exascale Era by
Integrations of (Simulation+Data+ Learning) (S+D+L): Supercomputing in ”Society 5.0”,
Jornada Universritaria de Supercomputo 2019 (El Supercmoputo en la Tranformacion Dig-
ital) (Guadalajara, Mexico)

[招待講演 5] Nakajima, K., An Innovative Method for Integration of Simulation /Data/Learning in
the Exascale/Post-Moore Era, APCOM 2019: Asian Pacific Congress on Computational
Mechanics (December 18-21, 2019, Taipei, Taiwan)

[招待講演 6] Nakajima, K., h3-Open-BDEC: Innovative Software Platform for Scientific Computing
in the Exascale Era, The 3rd R-CCS International Symposium (February 15-16, 2021, On-
Line)

[招待講演 7] Nakajima, K., h3-Open-BDEC: Innovative Software Platform for Scientific Comput-
ing in the Exascale Era, Session IV: Toward Effective & Efficient Next-Generation HPC
Software Ecosystems, The SOS 24 Virtual Conference (March 17, 2021, On-Line)

[招待講演 8] Nakajima, K., Matsuba, K., Hanawa, T., Furumura, T., Tsuruoka, H., Nagao, H., Inte-
gration of 3D Earthquake Simulation & Real-Time Data Assimilation on h3-Open-BDEC,
2021 Conference on Advanced Topics and Auto Tuning in High-Performance Scientific Com-
puting (ATAT in HPSC) (Online, March 19, 2021)

[招待講演 9] Toshihiro Hanawa: Japan Update, Big Data and Exascale Computing (BDEC2) Com-
munity Roundtable, BoF on the International Conference for High Performance Computing,
Networking, Storage, and Analysis (SC19), Nov. 2019.

[招待講演 10] Masaaki Kondo, Toshihiro Hanawa: BDEC2 San Diego Japanese Update, Bigdata
and Extreme-scale Computing 2 (BDEC2) Workshop, San Diego, US, Oct. 2019.
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は 3次元の構造解析の問題を ICCG法で解くこととし、ヤング率を変えることで問題の解きにくさを
変化させた。これらの問題での評価の結果、問題の条件が良い範囲では 21bit浮動小数を適用した IC
では前処理は単精度と同程度の収束性を示し、単精度に対して 9%、倍精度に対して 34%の計算時間
短縮を実現した。ただし、問題の条件がある一定以上悪くなった場合には 21bit浮動小数を適用した
IC前処理の収束性の悪化し、単精度演算よりも計算時間が長くなることも確認している。また、評価
した問題の条件の範囲でが、単精度演算の収束性はつねに倍精度と同程度であり、単精度が実用的で
あることも確認した。

2.10 活動報告（今野）

主な研究活動として 2019年度および 2020年度は、OpenFOAMなどの数値流体解析の計算コストを
最適化することを目的に、ノードあたりのプロセス数や線型ソルバ設定をベイズ最適化する研究を行
なった。また、建物表面のピーク風圧を短時間で精度良く予測することを目的に、多くの単体建物形
状に対するRANS解析と LES解析を行い、機械学習用のデータを整備した。

2019年度は、ベイズ最適化アルゴリズムによるハイパーパラメータ自動最適化フレームワークであ
るOptunaを用い、OpenFOAMによる非圧縮性の単相流および二相流の流れ場解析、Star-CCM+に
よるボックスファン騒音解析を対象に、ノードあたりのプロセス数および線形ソルバ設定をパラメー
タとして解析時間の最適化を行なったところ、少ないベンチマーク試行数で概ね最適化できることが
わかった [発表 118]。

2020年度は、ベンチマークテスト時間が無駄にならず、かつ、時間ステップや反復ステップの進行
に応じた最適化が行える可能性がある⼿法として、解析ソルバ実行時に線型ソルバ設定を最適化する
プログラムを実装し、チャネル流れやダムブレイク流れを対象に検討を行なった結果、計算初期にお
いて概ね設定が最適化され、それ以降は最適化を行わないケースよりも高速に解析が行えることがわ
かった [発表 123]。また、Optunaを用いたOpenFOAMの実行時線型ソルバ設定最適化のソースコー
ドを公開した [公開 6]
さらに 2020年度では、JHPCN課題の一環として、東京大学情報基盤センターのOakbridge-CX、

名古屋大学情報基盤センターの「不老」Type I、Type II、Cloudにおいて、チャネル流れを対象に、
OpenFOAMおよびGPUGPU向け移植版であるRapidCDFのベンチマークテストを実行し、得られ
た成果についてシンポジウム等で発表した [発表 121, 発表 124]。なお、他のシステムも含め、これま
でのチャネル流れのベンチマークテストの計測データはレポジトリに蓄積している [公開 7]。また、単
体建物周辺流れの RAS・LES解析を対象に、ノードあたりのプロセス数および線形ソルバ設定をパ
ラメータとして解析時間の最適化を行なった上で、136ケースの単体建物形状に対して定常RANS解
析と非定常 LES解析を行い、形状データと定常RANS解析を入力データ、非定常 LES解析により得
られる最小・最大ピーク風圧やピーク風速を教師データとする、機械学習のためのデータを整備した
[発表 120]。
書籍出版活動として 2019年度および 2020年度は、当時委員長であったオープンCAE学会のV&V

小委員会主催で、2017年 9月から 2019年 8月まで、計 11回OpenFOAMコード検証勉強会を開催す
るとともに、その内容をまとめて技術同人誌として出版した [著書 2]。また、日本建築学会屋外空気
環境小委員会 [特記 271, 雑誌論文 18, 雑誌論文 19]が刊行した書籍において、離散化⼿法と計算アル
ゴリズムの執筆を行なった [著書 3]。さらに、オープンCAE学会編のOpenFOAM書籍の改訂にあた
り、編集を担当し、執筆者としても加筆を行なった [著書 4]。
教育・社会貢献活動として 2019, 2020年度は、東京大学情報基盤センター主催、PCクラスタコ

ンソーシアムの実用アプリケーション部会およびオープン CAE学会共催であるお試しアカウント
付き並列プログラミング講習会 OpenFOAM講習会の講師を担当し、終日の講習会を 6回行なった
[特記 274,特記 276]。また、PCクラスタコンソーシアム主催で、名古屋大学情報基盤センターのスパコ
ン「不老」Type I向けに行われたOpenFOAM講習会の講師を担当した [特記 275]。その他、オープン

CAE学会監事やHPC小委員会委員長 [特記 268]、同小委員会HPC研究プロジェクト課題での高速化
支援 [特記 269]、委員会委員などの社会貢献活動を行なった [特記 270, 特記 271, 特記 272, 特記 273]。

3 成果要覧

招待講演

[招待講演 1] Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clus-
ters, Exascale Computing Technology for Future CFD, 2019 KSIAM Spring Conference,
Seoul, Korea, 2019

[招待講演 2] Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clus-
ters, Extreme-Scale/Exascale Applications China, Japan, World, ISC High Performance
2019, Frankfurt, Germany, 2019

[招待講演 3] Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clus-
ters, MS12: Recent achievements on numerical algorithms and performance optimization
for large-scale scientific and engineering computing, IMG 2019: International Multigrid
Conference, Kunming, China, 2019

[招待講演 4] Nakajima, K., Innovative Methods for Scientific Computing in the Exascale Era by
Integrations of (Simulation+Data+ Learning) (S+D+L): Supercomputing in ”Society 5.0”,
Jornada Universritaria de Supercomputo 2019 (El Supercmoputo en la Tranformacion Dig-
ital) (Guadalajara, Mexico)

[招待講演 5] Nakajima, K., An Innovative Method for Integration of Simulation /Data/Learning in
the Exascale/Post-Moore Era, APCOM 2019: Asian Pacific Congress on Computational
Mechanics (December 18-21, 2019, Taipei, Taiwan)

[招待講演 6] Nakajima, K., h3-Open-BDEC: Innovative Software Platform for Scientific Computing
in the Exascale Era, The 3rd R-CCS International Symposium (February 15-16, 2021, On-
Line)

[招待講演 7] Nakajima, K., h3-Open-BDEC: Innovative Software Platform for Scientific Comput-
ing in the Exascale Era, Session IV: Toward Effective & Efficient Next-Generation HPC
Software Ecosystems, The SOS 24 Virtual Conference (March 17, 2021, On-Line)

[招待講演 8] Nakajima, K., Matsuba, K., Hanawa, T., Furumura, T., Tsuruoka, H., Nagao, H., Inte-
gration of 3D Earthquake Simulation & Real-Time Data Assimilation on h3-Open-BDEC,
2021 Conference on Advanced Topics and Auto Tuning in High-Performance Scientific Com-
puting (ATAT in HPSC) (Online, March 19, 2021)

[招待講演 9] Toshihiro Hanawa: Japan Update, Big Data and Exascale Computing (BDEC2) Com-
munity Roundtable, BoF on the International Conference for High Performance Computing,
Networking, Storage, and Analysis (SC19), Nov. 2019.

[招待講演 10] Masaaki Kondo, Toshihiro Hanawa: BDEC2 San Diego Japanese Update, Bigdata
and Extreme-scale Computing 2 (BDEC2) Workshop, San Diego, US, Oct. 2019.
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[招待講演 11] Toshihiro Hanawa: Supercomputing in the Era of ‘Society 5.0’ by Integration of Sim-
ulation, Data, Learning, Bigdata and Extreme-scale Computing 2 (BDEC2) Workshop,
Poznan, Poland, May. 2019.

[招待講演 12] 塙敏博: データ活用社会創成プラットフォームmdx，Japan Lustre Users Group meeting
(JLUG) 2020, 2020年 10月

[招待講演 13] Toshihiro Hanawa: HPC and AI Sharing from U. of Tokyo, 2021 Japan Conference,
HPC-AI Advisory Council, Jan. 2021.

[招待講演 14] 近藤正章, ”NGACI:次世代先端的計算基盤の開発に向けたコミュニティ活動”, PCクラ
スタコンソーシアム 第 20回 PCクラスタシンポジウム, 2020年 12月.

[招待講演 15] Hayato Shiba, “Data-driven approach for accelerated computing - a CFD example and
beyond”, International Workshop on Machine Learning for Soft Matter 2021 (MLSM2021),
Online Zoom Webinar, 2021年 2月

[招待講演 16] 三木 洋平: アンドロメダ銀河 North-Westernストリームとダークマターサブハローの
相互作用, 天体形成研究会 2019, つくば, 2019年 10月.

[招待講演 17] 三木 洋平: 重力多体計算のGPU実装–CUDAでの実装例–, 第 10回 HPC-Phys勉強会,
BlueJeans, 2021年 2月.

[招待講演 18] Eishi Arima: Optimizations for Computing Systems with Emerging Memory Tech-
nologies, Asia Pacific Society for Computing and Information Technology (APSCIT), 2019.

受賞関連

[受賞 1] 小野寺 直幸, 井戸村 泰宏, 河村 拓馬, 中山 浩成, 下川辺 隆史: グラフィックスアワード特別
賞（Visual Computing賞）, 第 24回計算工学講演会, 2019年 5月.

[受賞 2] Zhengyang Bai, Tasuku Hiraishi, Hiroshi Nakashima, Akihiro Ida, Masahiro Yasugi: Best
Poster Award, The 48th International Conference on Parallel Processing (ICPP), 2019.

[受賞 3] Zhengyang Bai, Tasuku Hiraishi, Hiroshi Nakashima, Akihiro Ida, Masahiro Yasugi: Out-
standing Research Award, The 3rd cross-disciplinary Workshop on Computing Systems,
Infrastructures, and Programming (xSIG), 2019.

[受賞 4] 芝 隼人:2020年度分子シミュレーション学会学術賞, 2020年 12月

[受賞 5] 三木 洋平: 2019年度（令和元年度）山下記念研究賞，情報処理学会，2020年 3月.

[受賞 6] 有間 英志: IEICE CPSY優秀若⼿発表賞

著書／編集

[著書 1] Boku, T., Tatebe, O., Takahashi, D., Yabana, Y., Hirokawa, Y., Umemura, M., Hanawa, T.,
Nakajima, T., Nakamura, H., Ichimura, T., Fujita, K., Ishikawa, Y., Sato, M., Gerofi, B.,
Takagi, M., Oakforest-PACS, Contemporary High Performance Computing: From Petas-
cale Toward Exascale, Vol.3, Vetter, J.S. (Editor), CRC Computational Science Series,
Taylor and Francis, 2019

[著書 2] オープン CAE学会学術研究委員会 V&V小委員会 OpenFOAMコード検証勉強会 (執筆者:
今野雅, 吉藤尚生, 田村守淑, 松原大輔, 高木洋平, 中山勝之, 中川慎二): OpenFOAMコー
ド検証，技術書典 7, 2019年 9月.

[著書 3] 日本建築学会 (執筆者: 池谷 直樹, 今野 雅, 大風 翼, 小野 浩己, 菊本 英紀, 田畑 侑一, 富永
禎秀, 中尾 圭佑, 挾間 貴雅): 都市の風環境予測のための CFDガイドブック, 日本建築学会,
2020年 1月.

[著書 4] オープン CAE学会編 (執筆者: 春日 悠, 今野 雅, 野村 悦治) : OpenFOAMによる熱移動と
流れの数値解析 (第 2版), 森北出版, 2021年 3月.

雑誌論文

[雑誌論文 1] 野村直也，中島研吾，藤井昭宏，高スケーラブル・安定的な SA-AMG法に向けたニア
カーネルベクトル自動抽出⼿法に関する研究，情報処理学会論文誌コンピューティング
システム（ACS）12-3，46-63, 2019

[雑誌論文 2] Fujita, K., Horikoshi, M., Ichimura, T., Meadows, L., Nakajima, K., Hori, M., Mad-
degedara, L., Development of element-by-element kernel algorithms in unstructured
finite-element solvers for many-core wide-SIMD CPUs: Application to earthquake sim-
ulation, Journal of Computational Science, Volume 45, 2020, 101174, ISSN 1877-7503,
https://doi.org/10.1016/j.jocs.2020.101174

[雑誌論文 3] Yukihiro Nomura, Issei Sato, Toshihiro Hanawa, Shouhei Hanaoka, Takahiro Nakao,
Tomomi Takenaga, Tetsuya Hoshino, Yuji Sekiya, Soichiro Miki, Takeharu Yoshikawa,
Naoto Hayashi, and Osamu Abe: Development of training environment for deep learn-
ing with medical images on supercomputer system based on asynchronous parallel
Bayesian optimization, The Journal of Supercomputing, Vol. 76, pp. 7315–7332, Jan.
2020.

[雑誌論文 4] Masahiro Nakao, Tetsuya Odajima, Hitoshi Murai, Akihiro Tabuchi, Norihisa Fujita,
Toshihiro Hanawa, Taisuke Boku, and Mitsuhisa Sato: Evaluation of XcalableACC
with tightly coupled accelerators/InfiniBand hybrid communication on accelerated
cluster, The International Journal of High Performance Computing Applications, Vol.
33, Issue 5, pp. 869–884, Sep. 2019.

[雑誌論文 5] Masafumi Niwano, Katsuhiro L. Murata, Ryo Adachi, Sili Wang, Yutaro Tachibana,
Youichi Yatsu, Nobuyuki Kawai, Takashi Shimokawabe, and Ryousuke Itoh: A GPU-
accelerated Image Reduction Pipeline, Publications of the Astronomical Society of
Japan, Volume 73, Issue 1, pp. 14 – 24, 2021.

[雑誌論文 6] Naoyuki Onodera, Yasuhiro Idomura, Yuta Hasegawa, Hiromasa Nakayama, Takashi
Shimokawabe and Takayuki Aoki: Real-time tracer dispersion simulation in Oklahoma
City using locally mesh-refined lattice Boltzmann method, Boundary-Layer Meteorol-
ogy, pp. 1 – 22, 2021.

[雑誌論文 7] Yuan He, Yasutaka Wada, Wenchao Luo, Ryuichi Sakamoto, Guanqin Pan, Thang
Cao, and Masaaki Kondo, ”Efficient and Precise Profiling, Modeling and Management
on Power and Performance for Power Constrained HPC Systems”, IEICE Transactions
on Electronics, Vol.E104-C, No.6, pp.237-246, Jun 2021.
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[招待講演 11] Toshihiro Hanawa: Supercomputing in the Era of ‘Society 5.0’ by Integration of Sim-
ulation, Data, Learning, Bigdata and Extreme-scale Computing 2 (BDEC2) Workshop,
Poznan, Poland, May. 2019.

[招待講演 12] 塙敏博: データ活用社会創成プラットフォームmdx，Japan Lustre Users Group meeting
(JLUG) 2020, 2020年 10月

[招待講演 13] Toshihiro Hanawa: HPC and AI Sharing from U. of Tokyo, 2021 Japan Conference,
HPC-AI Advisory Council, Jan. 2021.

[招待講演 14] 近藤正章, ”NGACI:次世代先端的計算基盤の開発に向けたコミュニティ活動”, PCクラ
スタコンソーシアム 第 20回 PCクラスタシンポジウム, 2020年 12月.

[招待講演 15] Hayato Shiba, “Data-driven approach for accelerated computing - a CFD example and
beyond”, International Workshop on Machine Learning for Soft Matter 2021 (MLSM2021),
Online Zoom Webinar, 2021年 2月

[招待講演 16] 三木 洋平: アンドロメダ銀河 North-Westernストリームとダークマターサブハローの
相互作用, 天体形成研究会 2019, つくば, 2019年 10月.

[招待講演 17] 三木 洋平: 重力多体計算のGPU実装–CUDAでの実装例–, 第 10回 HPC-Phys勉強会,
BlueJeans, 2021年 2月.

[招待講演 18] Eishi Arima: Optimizations for Computing Systems with Emerging Memory Tech-
nologies, Asia Pacific Society for Computing and Information Technology (APSCIT), 2019.

受賞関連

[受賞 1] 小野寺 直幸, 井戸村 泰宏, 河村 拓馬, 中山 浩成, 下川辺 隆史: グラフィックスアワード特別
賞（Visual Computing賞）, 第 24回計算工学講演会, 2019年 5月.

[受賞 2] Zhengyang Bai, Tasuku Hiraishi, Hiroshi Nakashima, Akihiro Ida, Masahiro Yasugi: Best
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[特記 24] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用課題審
査委員会（2019）

[特記 25] 中島研吾，京都大学学術情報メディアセンター全国共同利用運営委員会委員（2019）

[特記 26] 中島研吾，京都大学学術情報メディアセンタースーパーコンピュータシステム共同研究企画
委員会委員（2019）
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[特記 1] 中島研吾，科学技術計算Ⅰ・Ⅱ，東京大学大学院情報理工学系研究科数理情報学専攻，http:
//nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/19s/，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/19w/

[特記 2] 中島研吾，計算科学アライアンス特別講義Ⅰ・Ⅱ，東京大学大学院情報理工学系研究科コン
ピュータ科学専攻，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/19s/，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/19w/

[特記 3] 中島研吾，スレッド並列コンピューティング，ハイブリッド分散並列コンピューティング，東
京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/19s/，http://nkl.
cc.u-tokyo.ac.jp/19w/

[特記 4] 中島研吾，東京大学情報基盤センター，お試しアカウント付き並列プログラミング講習会，
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[特記 5] Nakajima, K.,Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using
OpenMP/OpenACC for Multicore/Manycore Systems, NCTS Summer School 2019 for Sci-
entific Computing on Supercomputers, National Taiwan University, http://nkl.cc.u-tokyo.
ac.jp/NTU2019S/

[特記 6] Nakajima, K.,Taiwan Mathematics School2020: Paralle Finite Element Method using Su-
percomputer, National Taiwan University, http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/NTU2020/

[特記 7] 中島研吾，計算科学アライアンス，http://www.compsci-alliance.jp/

[特記 8] 中島研吾，科学技術計算Ⅱ/コンピュータ科学特別講義Ⅱ／ハイブリッド分散並列コンピュー
ティング「並列有限要素法入門」，スーパーコンピューティングニュース（東京大学情報基盤
センター），21-3，2019

[特記 9] 中島研吾，東大-ソウル大短期集中コースプログラム Parallel Finite Element Method using
Supercomputer，スーパーコンピューティングニュース（東京大学情報基盤センター），21-3，
2019

[特記 10] 中島研吾，國家理論科學研究中心數學組「高效能計算」短期課程：Introduction to Parallel
Programming for Multicore/Manycore Clusters，スーパーコンピューティングニュース（東
京大学情報基盤センター），21-3，2019

[特記 11] 中島研吾，第 116回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「三次元並列有限要
素法とハイブリッド並列プログラミング」 実施報告，スーパーコンピューティングニュース
（東京大学情報基盤センター），21-3，2019

[特記 12] 中島研吾，第 7回 JCAHPCセミナー実施報告，スーパーコンピューティングニュース（東
京大学情報基盤センター），21-4，2019

[特記 13] 中島研吾，國家理論中心數學組『高効能計算』短期課程 (2019 NCTS Summer Course)，スー
パーコンピューティングニュース（東京大学情報基盤センター），21-6，2019

[特記 14] 中島研吾，科学技術計算Ⅰ/コンピュータ科学特別講義Ⅰ/スレッド並列コンピューティング
「科学技術計算のためのマルチコアプログラミング入門」，スーパーコンピューティングニュー
ス（東京大学情報基盤センター），21-6，2019
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ティングニュース（東京大学情報基盤センター），21-6，2019
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コンピューティングニュース（東京大学情報基盤センター），22-2，2020

[特記 17] 中島研吾，科研費基盤研究（S）「（計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代
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u-tokyo.ac.jp/abstract/jh190042-NAH
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jh190041-NAHI
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[特記 22] 中島研吾，筑波大学計算科学研究センター共同研究委員会委員（2019）

[特記 23] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用委員会
（2019）

[特記 24] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用課題審
査委員会（2019）

[特記 25] 中島研吾，京都大学学術情報メディアセンター全国共同利用運営委員会委員（2019）

[特記 26] 中島研吾，京都大学学術情報メディアセンタースーパーコンピュータシステム共同研究企画
委員会委員（2019）
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[特記 27] 中島研吾，九州大学情報基盤研究開発センター先端的計算科学研究プロジェクト審査委員会
（2019）

[特記 28] General Council Member , IACM (International Association for Computational Mechan-
ics)(2019)

[特記 29] 中島研吾，日本計算工学会，代表会員（2019）

[特記 30] 中島研吾，日本応用数理学会，代表会員（2019）

[特記 31] Nakajima, K., Member of Steering Committee, PASC (Platform for Advanced Scientific
Computing) Conference (2019)

[特記 32] Nakajima, K., Member of Steering Committee, ISC High Performance (2019)

[特記 33] Nakajima, K., Member of Selection Committee, The SIAM Activity Group on Supercom-
puting (SIAG/SC) Career Prize (2019-2020)

[特記 34] Nakajima, K., Member of Selection Committee, The SIAM Activity Group on Supercom-
puting (SIAG/SC) Early Career Prize (2019-2020)

[特記 35] Nakajima, K., Member of Program Committee (System Software), 33rd IEEE Interna-
tional Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2019) (Rio De Janeiro,
Brazil, 2019.5)

[特記 36] 中島研吾，セッションオーガナイザ，日本計算工学会第 24回計算工学講演会「先進並列シ
ミュレーション」（大宮, 2019.6）

[特記 37] Nakajima, K., Member of Program Committee, International Conference on Computa-
tional Science (ICCS 2019) (Faro, Algarve, Portugal, 2019.6)

[特記 38] Nakajima, K., Member of Program Committee, 9th International Workshop on Advances
in High-Performance Computational Earth Sciences: Applications and Frameworks (IH-
PCES 2019) in con-junction with ICCS 2019 (Faro, Algarve, Portugal, 2019.6)

[特記 39] Nakajima, K., Member of Research Paper Committee, ISC High Performance 2019 (Frank-
furt, 2019.6)

[特記 40] Nakajima, K., Chair, HPC in Asia 2019, ISC High Performance 2019 (Frankfurt, 2019.6)

[特記 41] Nakajima, K., Member of ACM Student Research Competition Committee: Graduate
Posters, 2019 IEEE International Conference for High Performance Computing, Network-
ing, Storage, and Analysis (SC19), (Denver, CO, USA, 2019.11)

[特記 42] Nakajima, K., Co-organizer of Mini-Symposium, 2019 Asian Pacific Congress on Compu-
tational Mechanics (APCOM 2019), Parallel Programming Models, Algorithms and Frame-
works for Extreme Computing & Big Data (Taipei, Taiwan, 2019.12)

[特記 43] Nakajima, K., Member of Scientific Committee, 2020 SIAM Conference on Parallel Pro-
cessing for Scientific Computing (SIAM PP20) (Seattle, WA, USA, 2020.2)

[特記 44] Nakajima, K., Co-organizer of Mini-Symposium, 2020 SIAM Conference on Parallel Pro-
cessing for Scientific Computing (SIAM PP20):Progress and Challenges in Extreme Scale
Computing and Data (Seattle, WA, USA, 2020.2)

[特記 45] 中島研吾，有馬英志，坂本龍一，河合直聡，近藤正章，伊田明弘，ポスト京のプロセッサ
アーキテクチャ・電力制御技術・システムソフトウェアおよび数値計算ライブラリに関する
研究（理化学研究所との共同研究）（2015年度〜2020年度）

[特記 46] 中島研吾，科学技術計算Ⅰ・Ⅱ，東京大学大学院情報理工学系研究科数理情報学専攻，http:
//nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/20s/，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/20w/

[特記 47] 中島研吾，計算科学アライアンス特別講義Ⅰ・Ⅱ，東京大学大学院情報理工学系研究科コン
ピュータ科学専攻，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/20s/，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/20w/

[特記 48] 中島研吾，スレッド並列コンピューティング，ハイブリッド分散並列コンピューティング，東
京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻，http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/20s/，http://nkl.
cc.u-tokyo.ac.jp/20w/

[特記 49] 中島研吾，東京大学情報基盤センター，お試しアカウント付き並列プログラミング講習会，
https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/events/lectures/

[特記 50] Nakajima, K., Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using OpenMP
for Multicore/Manycore Systems, NCTS Summer School 2020 for Scientific Computing on
Supercomputers, online, http://nkl.cc.u-tokyo.ac.jp/NTU2020SummerOnline/

[特記 51] 中島研吾，計算科学アライアンス，http://www.compsci-alliance.jp/

[特記 52] 中島研吾，中島研吾，科学技術計算Ⅱ/コンピュータ科学特別講義Ⅱ／ハイブリッド分散並
列コンピューティング「並列有限要素法入門」，スーパーコンピューティングニュース（東京
大学情報基盤センター），22-3，2020

[特記 53] 中島研吾，國家理論科學研究中心數學組 Taiwan Mathematics School 2020：Parallel Finite
Element Method using Supercomputer，スーパーコンピューティングニュース（東京大学情
報基盤センター），22-3，2020

[特記 54] 中島研吾，第 131回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMP によるマ
ルチコア・メニィコア並列プログラミング入門」(オンライン)実施報告，スーパーコンピュー
ティングニュース（東京大学情報基盤センター），22-4，2020

[特記 55] 中島研吾，第 134回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「一日速習：有限要素
法プログラミング徹底入門」(オンライン)実施報告，スーパーコンピューティングニュース
（東京大学情報基盤センター），22-4，2020
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アーキテクチャ・電力制御技術・システムソフトウェアおよび数値計算ライブラリに関する
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大学情報基盤センター），22-3，2020
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報基盤センター），22-3，2020

[特記 54] 中島研吾，第 131回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMP によるマ
ルチコア・メニィコア並列プログラミング入門」(オンライン)実施報告，スーパーコンピュー
ティングニュース（東京大学情報基盤センター），22-4，2020

[特記 55] 中島研吾，第 134回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「一日速習：有限要素
法プログラミング徹底入門」(オンライン)実施報告，スーパーコンピューティングニュース
（東京大学情報基盤センター），22-4，2020

[特記 56] 中島研吾，科学技術計算Ⅰ/計算科学アライアンス特別講義Ⅰ/スレッド並列コンピューティ
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[特記 58] 中島研吾，第 143回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMP によるマ
ルチコア・メニィコア並列プログラミング入門」(オンライン)，スーパーコンピューティング
ニュース（東京大学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 59] 中島研吾，第 144回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「一日速習：三次元並
列有限要素法とハイブリッド並列プログラミング」(オンライン)，スーパーコンピューティ
ングニュース（東京大学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 60] 中島研吾，第 145回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「一日速習：有限要素
法プログラミング徹底入門」(オンライン)，スーパーコンピューティングニュース（東京大
学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 61] 中島研吾，第 146回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「有限要素法で学ぶ並
列プログラミングの基礎」(オンライン)，スーパーコンピューティングニュース（東京大学
情報基盤センター），23-1，2021

[特記 62] 中島研吾，第 9回 JCAHPCセミナー（第 4回OFP利活用報告会）「人類と地球を護るスー
パーコンピューティング」(オンライン)，スーパーコンピューティングニュース（東京大学情
報基盤センター），23-1，2021

[特記 63] 中島研吾，RIKEN International HPC Summer School 2020 -Toward Society 5.0-，スー
パーコンピューティングニュース（東京大学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 64] 中島研吾，科研費基盤研究（S）「（計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代
の革新的シミュレーション⼿法」（研究代表者）19H05662（2019-2023年度）http://nkl.cc.
u-tokyo.ac.jp/h3-Open-BDEC

[特記 65] 中島研吾，2020年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点共同研究課題「High resolution
simulation of cardiac electrophysiology on realistic whole-heart geometriesn」（研究課題代
表者），https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/abstract/jh200036-MDHI

[特記 66] 中島研吾，2020年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点共同研究課題「高性能・変
動精度・高信頼性数値解析⼿法とその応用」（研究課題代表者），https://jhpcn-kyoten.itc.
u-tokyo.ac.jp/abstract/jh200037-NAH

[特記 67] 中島研吾，HPCI学際共同研究WG委員（2020）

[特記 68] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用委員会
（2020）

[特記 69] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用課題審
査委員会（2020）

[特記 70] 中島研吾，九州大学情報基盤研究開発センター先端的計算科学研究プロジェクト審査委員会
（2020）

[特記 71] Nakajima, K., General Council Member , IACM (International Association for Computa-
tional Mechanics)(2020)

[特記 72] 日本計算工学会，代表会員（2020）

[特記 73] 日本応用数理学会，代表会員（2020）

[特記 74] Nakajima, K., Member of Steering Committee, PASC (Platform for Advanced Scientific
Computing) Conference (2020)

[特記 75] Nakajima, K., Member of Steering Committee, ISC High Performance (2020)

[特記 76] Nakajima, K., Guest Co-Editor, Special Issue on ”Innovative R & D toward the Exascale
Era”, IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems (TPDS)

[特記 77] 中島研吾，セッションオーガナイザ，日本計算工学会第 25回計算工学講演会「先進並列シ
ミュレーション」（Online, 2020.6）

[特記 78] Nakajima, K., Member of Program Committee, International Conference on Computa-
tional Science (ICCS 2020) (Online, 2020.6)

[特記 79] Nakajima, K., Member of Program Committee, 10th International Workshop on Advances
in High-Performance Computational Earth Sciences: Applications and Frameworks (IH-
PCES 2020) in conjunction with ICCS 2020 (Online, 2020.6)

[特記 80] Nakajima, K., Member of Program Committee, 11th Workshop on Latest Advances in
Scalable Algorithms for Large-Scale Systems (ScalA20) in conjunction with SC21, (Online,
2020.11)

[特記 81] Nakajima, K., Member of International Scientific Committee, 14th World Congress on
Computation Mechanics (WCCM-ECOMAS 2020) (Online,2020.7)

[特記 82] Nakajima, K., Member of ACM Graduate Posters Committee, 2020 IEEE International
Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC21),
(Online, 2020.11)

[特記 83] Nakajima, K., Member of Workshops Committee, 2020 IEEE International Conference
for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC21), (Online,
2020.11)

[特記 84] Nakajima, K., Member of Organizing Committee, 3rd International Conference on. Com-
putational Engi-neering and Science for Safety and Environmental Problems (COMPSAFE
2020) (Online, 2020.12)

[特記 85] Nakajima, K., Co-organizer of Mini-Symposium, 2021 SIAM Conference on Computa-
tional Science and Engineering (SIAM CSE21):Progress and Challenges in Extreme Scale
Computing and Data (Online, 2021.2)

[特記 86] Nakajima, K., Member of Selection Committee, 2021 IEEE Technical Committee on Par-
allel Processing (TCPP) Outstanding Service and Contributions Award

[特記 87] Nakajima, K., Member of Program Committee (Algorithms), 35th IEEE International
Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2021) (Online, 2021.5)

[特記 88] 中島研吾，セッションオーガナイザ，日本計算工学会第 26回計算工学講演会「先進並列シ
ミュレーション」（Online, 2021.6）
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[特記 58] 中島研吾，第 143回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMP によるマ
ルチコア・メニィコア並列プログラミング入門」(オンライン)，スーパーコンピューティング
ニュース（東京大学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 59] 中島研吾，第 144回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「一日速習：三次元並
列有限要素法とハイブリッド並列プログラミング」(オンライン)，スーパーコンピューティ
ングニュース（東京大学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 60] 中島研吾，第 145回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「一日速習：有限要素
法プログラミング徹底入門」(オンライン)，スーパーコンピューティングニュース（東京大
学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 61] 中島研吾，第 146回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「有限要素法で学ぶ並
列プログラミングの基礎」(オンライン)，スーパーコンピューティングニュース（東京大学
情報基盤センター），23-1，2021

[特記 62] 中島研吾，第 9回 JCAHPCセミナー（第 4回OFP利活用報告会）「人類と地球を護るスー
パーコンピューティング」(オンライン)，スーパーコンピューティングニュース（東京大学情
報基盤センター），23-1，2021

[特記 63] 中島研吾，RIKEN International HPC Summer School 2020 -Toward Society 5.0-，スー
パーコンピューティングニュース（東京大学情報基盤センター），23-1，2021

[特記 64] 中島研吾，科研費基盤研究（S）「（計算＋データ＋学習）融合によるエクサスケール時代
の革新的シミュレーション⼿法」（研究代表者）19H05662（2019-2023年度）http://nkl.cc.
u-tokyo.ac.jp/h3-Open-BDEC

[特記 65] 中島研吾，2020年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点共同研究課題「High resolution
simulation of cardiac electrophysiology on realistic whole-heart geometriesn」（研究課題代
表者），https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/abstract/jh200036-MDHI

[特記 66] 中島研吾，2020年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点共同研究課題「高性能・変
動精度・高信頼性数値解析⼿法とその応用」（研究課題代表者），https://jhpcn-kyoten.itc.
u-tokyo.ac.jp/abstract/jh200037-NAH

[特記 67] 中島研吾，HPCI学際共同研究WG委員（2020）

[特記 68] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用委員会
（2020）

[特記 69] 中島研吾，東京大学物性研究所附属物質設計評価施設スーパーコンピュータ共同利用課題審
査委員会（2020）

[特記 70] 中島研吾，九州大学情報基盤研究開発センター先端的計算科学研究プロジェクト審査委員会
（2020）

[特記 71] Nakajima, K., General Council Member , IACM (International Association for Computa-
tional Mechanics)(2020)

[特記 72] 日本計算工学会，代表会員（2020）

[特記 73] 日本応用数理学会，代表会員（2020）

[特記 74] Nakajima, K., Member of Steering Committee, PASC (Platform for Advanced Scientific
Computing) Conference (2020)

[特記 75] Nakajima, K., Member of Steering Committee, ISC High Performance (2020)

[特記 76] Nakajima, K., Guest Co-Editor, Special Issue on ”Innovative R & D toward the Exascale
Era”, IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems (TPDS)

[特記 77] 中島研吾，セッションオーガナイザ，日本計算工学会第 25回計算工学講演会「先進並列シ
ミュレーション」（Online, 2020.6）

[特記 78] Nakajima, K., Member of Program Committee, International Conference on Computa-
tional Science (ICCS 2020) (Online, 2020.6)

[特記 79] Nakajima, K., Member of Program Committee, 10th International Workshop on Advances
in High-Performance Computational Earth Sciences: Applications and Frameworks (IH-
PCES 2020) in conjunction with ICCS 2020 (Online, 2020.6)

[特記 80] Nakajima, K., Member of Program Committee, 11th Workshop on Latest Advances in
Scalable Algorithms for Large-Scale Systems (ScalA20) in conjunction with SC21, (Online,
2020.11)

[特記 81] Nakajima, K., Member of International Scientific Committee, 14th World Congress on
Computation Mechanics (WCCM-ECOMAS 2020) (Online,2020.7)

[特記 82] Nakajima, K., Member of ACM Graduate Posters Committee, 2020 IEEE International
Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC21),
(Online, 2020.11)

[特記 83] Nakajima, K., Member of Workshops Committee, 2020 IEEE International Conference
for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC21), (Online,
2020.11)

[特記 84] Nakajima, K., Member of Organizing Committee, 3rd International Conference on. Com-
putational Engi-neering and Science for Safety and Environmental Problems (COMPSAFE
2020) (Online, 2020.12)

[特記 85] Nakajima, K., Co-organizer of Mini-Symposium, 2021 SIAM Conference on Computa-
tional Science and Engineering (SIAM CSE21):Progress and Challenges in Extreme Scale
Computing and Data (Online, 2021.2)

[特記 86] Nakajima, K., Member of Selection Committee, 2021 IEEE Technical Committee on Par-
allel Processing (TCPP) Outstanding Service and Contributions Award

[特記 87] Nakajima, K., Member of Program Committee (Algorithms), 35th IEEE International
Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2021) (Online, 2021.5)

[特記 88] 中島研吾，セッションオーガナイザ，日本計算工学会第 26回計算工学講演会「先進並列シ
ミュレーション」（Online, 2021.6）
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[特記 89] Nakajima, K., Member of Papers Program Committee (Computer Science and Applied
Mathematics), 2021 PASC (Platform for Advanced Scientific Computing) Conference (On-
line, 2021.6)

[特記 90] Nakajima, K., Finance Co-Chair, The 50th International Conference on Parallel Processing
(ICPP 2021), (online, 2021.8)

[特記 91] Nakajima, K., Member of Technical Paper Committee (Performance), 2021 IEEE Inter-
national Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis
(SC21), (St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 92] Nakajima, K., Member of ACM Graduate Posters Committee, 2021 IEEE International
Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC21),
(St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 93] Nakajima, K., Member of ACM Undergraduate Posters Committee, 2021 IEEE Interna-
tional Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis
(SC21), (St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 94] Nakajima, K., Member of Program Committee, 12th Workshop on Latest Advances in
Scalable Algorithms for Large-Scale Systems (ScalA21) in conjunction with SC21, (St.Louis,
MO, USA, 2021.11)

[特記 95] Nakajima, K., Member of Program Committee, Reaserch Software Engineers in HPC
(RSE-HPC-2021) in conjunction with SC21, (St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 96] Nakajima, K., General Chair, The International Conference on High Performance Com-
puting in Asia-Pacific Region (HPC Asia 2022) (Kobe, Japan, 2022.01)

[特記 97] Nakajima, K., Program Chair (Experiments), 36th IEEE International Parallel and Dis-
tributed Processing Symposium (IPDPS 2022) (Lyon, France, 2022.5)

[特記 98] Nakajima, K., Member of International Scientific Committee, 15th World Congress
on Computation Mecchanics & 8th Asian Pacific Congress on Computation Mechanics
(WCCM-APCOM Yokohama 2022) (Yokohama,Japan,2022.7)

[特記 99] 塙 敏博: 2018年度科学研究費補助金 (科研費), 基盤研究 (B), 再構成可能システムとGPUに
よる複合型高性能計算プラットフォーム,研究分担者 (代表: 朴泰祐・筑波大学教授), 2018-2020
年度.

[特記 100] 塙 敏博: 2019年度科学研究費補助金 (科研費), 基盤研究 (B), 計算電磁気学の深化を導く
高性能線形ソルバ, 研究分担者（代表: 岩下 武史・北海道大学教授）, 2019-2021年度.

[特記 101] 塙 敏博: 2020年度科学研究費補助金 (科研費), 基盤研究 (A), 余剰コアを活用する高性能
計算・データ解析支援, 研究代表者, 2020-2022年度.

[特記 102] 塙 敏博: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「Deep Learningを
用いた医用画像診断支援に関する研究」, 研究副代表，2019年度

[特記 103] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター学際学際共同利用「HPC向け変動精度計算基盤
および複数GPU 間ストリーム処理機構の開発」，研究代表，2019年度

[特記 104] 塙 敏博: 第 112 回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「KNL 実践」実施報
告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 21, No. 3, 東京大学情報基盤センター, 2019
年 5月

[特記 105] 塙 敏博: スパコンで機械学習 (Python 環境構築編)，スーパーコンピューティングニュー
ス Vol. 21, No. 4, 東京大学情報基盤センター, 2019年 7月

[特記 106] 塙 敏博: 第 121回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「Oakforest-PACS実
践」実施報告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 21, No. 5, 東京大学情報基盤セン
ター, 2019年 9月

[特記 107] 塙 敏博: 第 126回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI 上級」実施報
告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 1, 東京大学情報基盤センター, 2020
年 1月

[特記 108] 塙敏博: 東京大学工学部・工学系研究科共通科目「スパコンプログラミング (1)および (I)」，
スーパーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 2, 東京大学情報基盤センター, 2020年 3月

[特記 109] 塙 敏博: 工学系研究科電気系工学専攻博士演習 Oakforest-PACS を用いた深層学習，スー
パーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 2, 東京大学情報基盤センター, 2020年 3月

[特記 110] Toshihiro Hanawa: Program Committee, The 10th International Workshop on Program-
ming Models and Applications for Multicores and Manycores (PMAM), 2019.

[特記 111] Toshihiro Hanawa: Program Committee (Experiments Track), 33rd IEEE International
Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2019), 2019.

[特記 112] Toshihiro Hanawa: Research Poster Committee, ISC 2019.

[特記 113] Toshihiro Hanawa: Finance Chair, 49th International Conference on Parallel Processing,
(ICPP), 2019

[特記 114] 塙 敏博: PCクラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会副部会長，2019年度

[特記 115] 塙 敏博: PCCC19 「来たるべき Society 5.0時代に向けて」（第 19回 PCクラスタシンポ
ジウム）パネル企画・モデレータ

[特記 116] 塙 敏博: 情報処理学会HPC研究会運営委員，2019年度

[特記 117] 塙 敏博: 情報処理学会ACS論文誌編集委員，2019年度

[特記 118] 塙 敏博: HPCI連携サービス運営作業部会副部会長，2019年度

[特記 119] 塙 敏博: HPCI共用ストレージ運用部会委員，2019年度

[特記 120] 塙 敏博: 最先端共同HPC基盤施設運営委員，2019年度

[特記 121] 塙 敏博: 最先端共同HPC基盤施設運用支援部門長，2019年度

[特記 122] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター　客員准教授，2019年度

[特記 123] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター 共同研究委員会委員，2019年度



－ 207 －

スーパーコンピューティング研究部門

[特記 89] Nakajima, K., Member of Papers Program Committee (Computer Science and Applied
Mathematics), 2021 PASC (Platform for Advanced Scientific Computing) Conference (On-
line, 2021.6)

[特記 90] Nakajima, K., Finance Co-Chair, The 50th International Conference on Parallel Processing
(ICPP 2021), (online, 2021.8)

[特記 91] Nakajima, K., Member of Technical Paper Committee (Performance), 2021 IEEE Inter-
national Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis
(SC21), (St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 92] Nakajima, K., Member of ACM Graduate Posters Committee, 2021 IEEE International
Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC21),
(St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 93] Nakajima, K., Member of ACM Undergraduate Posters Committee, 2021 IEEE Interna-
tional Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis
(SC21), (St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 94] Nakajima, K., Member of Program Committee, 12th Workshop on Latest Advances in
Scalable Algorithms for Large-Scale Systems (ScalA21) in conjunction with SC21, (St.Louis,
MO, USA, 2021.11)

[特記 95] Nakajima, K., Member of Program Committee, Reaserch Software Engineers in HPC
(RSE-HPC-2021) in conjunction with SC21, (St.Louis, MO, USA, 2021.11)

[特記 96] Nakajima, K., General Chair, The International Conference on High Performance Com-
puting in Asia-Pacific Region (HPC Asia 2022) (Kobe, Japan, 2022.01)

[特記 97] Nakajima, K., Program Chair (Experiments), 36th IEEE International Parallel and Dis-
tributed Processing Symposium (IPDPS 2022) (Lyon, France, 2022.5)

[特記 98] Nakajima, K., Member of International Scientific Committee, 15th World Congress
on Computation Mecchanics & 8th Asian Pacific Congress on Computation Mechanics
(WCCM-APCOM Yokohama 2022) (Yokohama,Japan,2022.7)

[特記 99] 塙 敏博: 2018年度科学研究費補助金 (科研費), 基盤研究 (B), 再構成可能システムとGPUに
よる複合型高性能計算プラットフォーム,研究分担者 (代表: 朴泰祐・筑波大学教授), 2018-2020
年度.

[特記 100] 塙 敏博: 2019年度科学研究費補助金 (科研費), 基盤研究 (B), 計算電磁気学の深化を導く
高性能線形ソルバ, 研究分担者（代表: 岩下 武史・北海道大学教授）, 2019-2021年度.

[特記 101] 塙 敏博: 2020年度科学研究費補助金 (科研費), 基盤研究 (A), 余剰コアを活用する高性能
計算・データ解析支援, 研究代表者, 2020-2022年度.

[特記 102] 塙 敏博: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「Deep Learningを
用いた医用画像診断支援に関する研究」, 研究副代表，2019年度

[特記 103] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター学際学際共同利用「HPC向け変動精度計算基盤
および複数GPU 間ストリーム処理機構の開発」，研究代表，2019年度

[特記 104] 塙 敏博: 第 112 回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「KNL 実践」実施報
告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 21, No. 3, 東京大学情報基盤センター, 2019
年 5月

[特記 105] 塙 敏博: スパコンで機械学習 (Python 環境構築編)，スーパーコンピューティングニュー
ス Vol. 21, No. 4, 東京大学情報基盤センター, 2019年 7月

[特記 106] 塙 敏博: 第 121回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「Oakforest-PACS実
践」実施報告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 21, No. 5, 東京大学情報基盤セン
ター, 2019年 9月

[特記 107] 塙 敏博: 第 126回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI 上級」実施報
告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 1, 東京大学情報基盤センター, 2020
年 1月

[特記 108] 塙敏博: 東京大学工学部・工学系研究科共通科目「スパコンプログラミング (1)および (I)」，
スーパーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 2, 東京大学情報基盤センター, 2020年 3月

[特記 109] 塙 敏博: 工学系研究科電気系工学専攻博士演習 Oakforest-PACS を用いた深層学習，スー
パーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 2, 東京大学情報基盤センター, 2020年 3月

[特記 110] Toshihiro Hanawa: Program Committee, The 10th International Workshop on Program-
ming Models and Applications for Multicores and Manycores (PMAM), 2019.

[特記 111] Toshihiro Hanawa: Program Committee (Experiments Track), 33rd IEEE International
Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2019), 2019.

[特記 112] Toshihiro Hanawa: Research Poster Committee, ISC 2019.

[特記 113] Toshihiro Hanawa: Finance Chair, 49th International Conference on Parallel Processing,
(ICPP), 2019

[特記 114] 塙 敏博: PCクラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会副部会長，2019年度

[特記 115] 塙 敏博: PCCC19 「来たるべき Society 5.0時代に向けて」（第 19回 PCクラスタシンポ
ジウム）パネル企画・モデレータ

[特記 116] 塙 敏博: 情報処理学会HPC研究会運営委員，2019年度

[特記 117] 塙 敏博: 情報処理学会ACS論文誌編集委員，2019年度

[特記 118] 塙 敏博: HPCI連携サービス運営作業部会副部会長，2019年度

[特記 119] 塙 敏博: HPCI共用ストレージ運用部会委員，2019年度

[特記 120] 塙 敏博: 最先端共同HPC基盤施設運営委員，2019年度

[特記 121] 塙 敏博: 最先端共同HPC基盤施設運用支援部門長，2019年度

[特記 122] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター　客員准教授，2019年度

[特記 123] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター 共同研究委員会委員，2019年度
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[特記 124] 塙 敏博: 文部科学省 研究振興局 参事官（情報担当）付 計算科学技術推進室 技術参与，
2019年度

[特記 125] 塙 敏博: 東京工業大学学術国際情報センター 共同利用専門委員会委員，2019年度

[特記 126] 塙 敏博: 名古屋大学情報基盤センター 全国共同利用システム専門委員会委員，2019年度

[特記 127] 塙 敏博: 東北大学サイバーサイエンスセンター 大規模科学計算システム全国共同利用連絡
会議委員，2019年度

[特記 128] 塙 敏博: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「Deep Learningを
用いた医用画像診断支援に関する研究」, 研究副代表，2020年度

[特記 129] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター学際共同利用「HPC向け変動精度計算基盤およ
び複数GPU 間ストリーム処理機構の開発」，研究代表, 2020年度

[特記 130] 塙 敏博: 第 135 回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「Oakforest-PACS 実
践」実施報告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 5, 東京大学情報基盤セン
ター, 2020年 9月

[特記 131] 塙 敏博: 第 142回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI上級編」実施報
告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 23, No. 1, 東京大学情報基盤センター, 2021
年 1月

[特記 132] 塙敏博: 東京大学工学部・工学系研究科共通科目「スパコンプログラミング (1)および (I)」，
スーパーコンピューティングニュース Vol. 23, No. 2, 東京大学情報基盤センター, 2021年 3月

[特記 133] 庄司 文由，野中 丈士，塙 敏博: 温水冷却の効率に関する定量的評価の試み，スーパーコ
ンピューティングニュース Vol. 22, No. 6, 東京大学情報基盤センター, 2020年 11月

[特記 134] 塙 敏博: IEICE査読委員, 2020

[特記 135] Toshihiro Hanawa: Program Committee, The 11th International Workshop on Program-
ming Models and Applications for Multicores and Manycores (PMAM), 2020

[特記 136] Toshihiro Hanawa: Research Poster Committee, ISC 2020.

[特記 137] Toshihiro Hanawa: Program Committee, 17th ACM International Conference on Com-
puting Frontiers (CF’20), 2020.

[特記 138] Toshihiro Hanawa: On-line Operation Chair, 2020 IEEE International Conference on
Cluster Computing (CLUSTER), 2020.

[特記 139] Toshihiro Hanawa: Program Committee Member, 19th International Symposium on Par-
allel and Distributed Computing (ISPDC 2020), 2020.

[特記 140] Toshihiro Hanawa: Program Committee Member (Experiments), 35th IEEE Interna-
tional Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2021), 2021.

[特記 141] Toshihiro Hanawa: Program Committee Architectures and Networks Track Co-chairs,
HPC Asia 2021.

[特記 142] Toshihiro Hanawa: Organizing Co-chairs, IXPUG Workshop at HPC Asia 2021.

[特記 143] Toshihiro Hanawa: Program Committee Member, The 12th International Workshop on
Programming Models and Applications for Multicores and Manycores (PMAM), 2021.

[特記 144] Toshihiro Hanawa: Program Committee (Topic 10: High-performance Architectures and
Accelerators), EURO-PAR 2021.

[特記 145] Toshihiro Hanawa: Research Poster Committee Member, ISC 2021

[特記 146] Toshihiro Hanawa: Steering Committee, Intel eXtreme Performance Users Group (IX-
PUG), Mar. 2021-

[特記 147] 塙 敏博: PCクラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会副部会長

[特記 148] 塙 敏博: PCCC20「HPCシステム最前線」（第 20回PCクラスタシンポジウム）パネル企
画・パネリスト

[特記 149] 塙 敏博: 情報処理学会HPC研究会運営委員，2020年度

[特記 150] 塙 敏博: 情報処理学会ACS論文誌編集委員，2020年度

[特記 151] 塙 敏博: HPCI連携サービス運営作業部会副部会長，2020年度

[特記 152] 塙 敏博: HPCI共用ストレージ運用部会委員，2020年度

[特記 153] 塙 敏博: 最先端共同HPC基盤施設運営委員, 運用支援部門長，2020年度

[特記 154] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター　客員准教授，2020年度

[特記 155] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター 共同研究委員会委員，2020年度

[特記 156] 塙 敏博: 文部科学省 研究振興局 参事官（情報担当）付 計算科学技術推進室 技術参与，
2020年度

[特記 157] 塙 敏博: 東京工業大学学術国際情報センター 共同利用専門委員会委員，2020年度

[特記 158] 塙 敏博: 名古屋大学情報基盤センター 全国共同利用システム専門委員会委員，2020年度

[特記 159] 塙 敏博: 東北大学サイバーサイエンスセンター 大規模科学計算システム全国共同利用連絡
会議委員，2020年度

[特記 160] 下川辺 隆史: 科研費挑戦的研究（萌芽）「シミュレーションと機械学習の協調による予測に
基づいた動的負荷分散⼿法の開発」研究代表者, 2020年度 – 2022年度.

[特記 161] 下川辺 隆史: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「AMR法を適用
した LBM計算の大規模化に向けたフレームワークの拡張」課題代表者, 2019年度.

[特記 162] 下川辺 隆史: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「Development
of Fast Surrogate for Approximating Large-scale 3D Blood Flow Simulation」課題代表者,
2019年度.

[特記 163] 下川辺 隆史: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「Development
of Fast Surrogate for Approximating Large-scale 3D Blood Flow Simulation」課題代表者,
2020年度.
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[特記 124] 塙 敏博: 文部科学省 研究振興局 参事官（情報担当）付 計算科学技術推進室 技術参与，
2019年度

[特記 125] 塙 敏博: 東京工業大学学術国際情報センター 共同利用専門委員会委員，2019年度

[特記 126] 塙 敏博: 名古屋大学情報基盤センター 全国共同利用システム専門委員会委員，2019年度

[特記 127] 塙 敏博: 東北大学サイバーサイエンスセンター 大規模科学計算システム全国共同利用連絡
会議委員，2019年度

[特記 128] 塙 敏博: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「Deep Learningを
用いた医用画像診断支援に関する研究」, 研究副代表，2020年度

[特記 129] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター学際共同利用「HPC向け変動精度計算基盤およ
び複数GPU 間ストリーム処理機構の開発」，研究代表, 2020年度

[特記 130] 塙 敏博: 第 135 回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「Oakforest-PACS 実
践」実施報告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 22, No. 5, 東京大学情報基盤セン
ター, 2020年 9月

[特記 131] 塙 敏博: 第 142回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI上級編」実施報
告，スーパーコンピューティングニュース Vol. 23, No. 1, 東京大学情報基盤センター, 2021
年 1月

[特記 132] 塙敏博: 東京大学工学部・工学系研究科共通科目「スパコンプログラミング (1)および (I)」，
スーパーコンピューティングニュース Vol. 23, No. 2, 東京大学情報基盤センター, 2021年 3月

[特記 133] 庄司 文由，野中 丈士，塙 敏博: 温水冷却の効率に関する定量的評価の試み，スーパーコ
ンピューティングニュース Vol. 22, No. 6, 東京大学情報基盤センター, 2020年 11月

[特記 134] 塙 敏博: IEICE査読委員, 2020

[特記 135] Toshihiro Hanawa: Program Committee, The 11th International Workshop on Program-
ming Models and Applications for Multicores and Manycores (PMAM), 2020

[特記 136] Toshihiro Hanawa: Research Poster Committee, ISC 2020.

[特記 137] Toshihiro Hanawa: Program Committee, 17th ACM International Conference on Com-
puting Frontiers (CF’20), 2020.

[特記 138] Toshihiro Hanawa: On-line Operation Chair, 2020 IEEE International Conference on
Cluster Computing (CLUSTER), 2020.

[特記 139] Toshihiro Hanawa: Program Committee Member, 19th International Symposium on Par-
allel and Distributed Computing (ISPDC 2020), 2020.

[特記 140] Toshihiro Hanawa: Program Committee Member (Experiments), 35th IEEE Interna-
tional Parallel and Distributed Processing Symposium (IPDPS 2021), 2021.

[特記 141] Toshihiro Hanawa: Program Committee Architectures and Networks Track Co-chairs,
HPC Asia 2021.

[特記 142] Toshihiro Hanawa: Organizing Co-chairs, IXPUG Workshop at HPC Asia 2021.

[特記 143] Toshihiro Hanawa: Program Committee Member, The 12th International Workshop on
Programming Models and Applications for Multicores and Manycores (PMAM), 2021.

[特記 144] Toshihiro Hanawa: Program Committee (Topic 10: High-performance Architectures and
Accelerators), EURO-PAR 2021.

[特記 145] Toshihiro Hanawa: Research Poster Committee Member, ISC 2021

[特記 146] Toshihiro Hanawa: Steering Committee, Intel eXtreme Performance Users Group (IX-
PUG), Mar. 2021-

[特記 147] 塙 敏博: PCクラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会副部会長

[特記 148] 塙 敏博: PCCC20「HPCシステム最前線」（第 20回PCクラスタシンポジウム）パネル企
画・パネリスト

[特記 149] 塙 敏博: 情報処理学会HPC研究会運営委員，2020年度

[特記 150] 塙 敏博: 情報処理学会ACS論文誌編集委員，2020年度

[特記 151] 塙 敏博: HPCI連携サービス運営作業部会副部会長，2020年度

[特記 152] 塙 敏博: HPCI共用ストレージ運用部会委員，2020年度

[特記 153] 塙 敏博: 最先端共同HPC基盤施設運営委員, 運用支援部門長，2020年度

[特記 154] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター　客員准教授，2020年度

[特記 155] 塙 敏博: 筑波大学計算科学研究センター 共同研究委員会委員，2020年度

[特記 156] 塙 敏博: 文部科学省 研究振興局 参事官（情報担当）付 計算科学技術推進室 技術参与，
2020年度

[特記 157] 塙 敏博: 東京工業大学学術国際情報センター 共同利用専門委員会委員，2020年度

[特記 158] 塙 敏博: 名古屋大学情報基盤センター 全国共同利用システム専門委員会委員，2020年度

[特記 159] 塙 敏博: 東北大学サイバーサイエンスセンター 大規模科学計算システム全国共同利用連絡
会議委員，2020年度

[特記 160] 下川辺 隆史: 科研費挑戦的研究（萌芽）「シミュレーションと機械学習の協調による予測に
基づいた動的負荷分散⼿法の開発」研究代表者, 2020年度 – 2022年度.

[特記 161] 下川辺 隆史: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「AMR法を適用
した LBM計算の大規模化に向けたフレームワークの拡張」課題代表者, 2019年度.

[特記 162] 下川辺 隆史: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「Development
of Fast Surrogate for Approximating Large-scale 3D Blood Flow Simulation」課題代表者,
2019年度.

[特記 163] 下川辺 隆史: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「Development
of Fast Surrogate for Approximating Large-scale 3D Blood Flow Simulation」課題代表者,
2020年度.
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[特記 164] Takashi Shimokawabe: Co-Chair, 9th International Workshop on Advances in High-
Performance Computational Earth Sciences: Applications & Frameworks (IHPCES 2019)
(in conjunction with ICCS 2019), Faro, Algarve, Portugal, June 12 – 14, 2019.

[特記 165] Takashi Shimokawabe: Co-Chair, 10th International Workshop on Advances in High-
Performance Computational Earth Sciences: Applications & Frameworks (IHPCES 2020)
(in conjunction with ICCS 2020), Amsterdam, The Netherlands, June 3 – 5, 2020.

[特記 166] Takashi Shimokawabe: Co-Chair, 11th International Workshop on Advances in High-
Performance Computational Earth Sciences: Applications & Frameworks (IHPCES 2021)
(in conjunction with ICCS 2021), Krakow, Poland (online), June 16 – 18, 2021.

[特記 167] Takashi Shimokawabe: Program Committee, The 4th International Workshop on GPU
Computing and AI (GCA’19), (in conjunction with CANDAR’19), Nagasaki, Japan,
November 26 – 29, 2019

[特記 168] Takashi Shimokawabe: Program Committee, The 5th International Workshop on GPU
Computing and AI (GCA’20), (in conjunction with CANDAR’20), Naha, Okinawa, Japan
(online), November 24 – 27, 2020.

[特記 169] Takashi Shimokawabe: Exhibition chair, International Conference on High Performance
Computing in Asia-Pacific Region (HPCAsia2020), Fukuoka, Japan, January 15 – 17, 2020.

[特記 170] Takashi Shimokawabe: Local Organizing Committee, 15th World Congress on Compu-
tational Mechanics (WCCM2022), Yokohama, Japan, July 31 – August 5, 2022.

[特記 171] 下川辺 隆史: 日本計算工学講演会 実行委員.

[特記 172] 下川辺 隆史: 日本計算工学会 代表会員.

[特記 173] 下川辺 隆史: ACS論文誌 編集委員.

[特記 174] 下川辺 隆史: 情報処理学会, ハイパフォーマンスコンピューテング研究会 運営委員.

[特記 175] 下川辺 隆史: xSIG2021 プログラム委員.

[特記 176] 下川辺 隆史: 理化学研究所, 計算科学研究機構, 客員研究員.

[特記 177] 下川辺 隆史: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員.

[特記 178] 下川辺 隆史: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員.

[特記 179] 下川辺 隆史: 東京大学情報基盤センター「若⼿・女性利用者推薦」平成 30年度 インター
ン・後期 採択課題 成果報告会, 企画と実施, 2019年 6月 3日.

[特記 180] 下川辺 隆史: 東京大学情報基盤センター「若⼿・女性利用者推薦」2019年度 前期 採択課
題 成果報告会, 企画と実施, 2019年 12月 3日.

[特記 181] 下川辺 隆史: 平成 30年度「若⼿・女性利用者推薦」前期・後期課題成果報告, スーパーコ
ンピューティングニュース, Vol.21 特集号（2019年 8月）, 企画.

[特記 182] 下川辺 隆史: 東京大学情報基盤センター「若⼿・女性利用者推薦」2019年度 後期 採択課
題 成果報告会, 企画と実施, 2020年 10月 21日.

[特記 183] 下川辺 隆史: 2019年度「若⼿・女性利用者推薦」前期・後期課題成果報告, スーパーコン
ピューティングニュース, Vol.22 特集号（2020年 9月）, 企画.

[特記 184] 下川辺 隆史: 第 128回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 1回 GPUミ
ニキャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, 2020年 1月 22日 – 23日, 企画と一部の講師
を担当.

[特記 185] 下川辺 隆史: 第 137回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 2回 GPUミ
ニキャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, 2020年 8月 3日 – 4日, 企画と一部の講師を
担当.

[特記 186] 伊田 明弘：名古屋大学情報基盤センター非公開産業利用審査委員, 2019,2020.

[特記 187] 伊田明弘：2020 Joint Usage/Research Center for Interdisciplinary Large-scale Information
Infrastructures Joint Research Project Proposal Application Form, ”Hierarchical low-rank
approximation methods on distributed memory and GPUs with applications in fluid and
electromagnetic simulation”, person in charge.

[特記 188] 伊田 明弘：令和 2年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「時
空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発と巨大地震シミュレーションへの応用」, 研究副
代表.

[特記 189] 伊田 明弘，平石 拓：第 140回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「ライブ
ラリ利用：科学技術計算の効率化入門」, 2020年 10月 7日.

[特記 190] 伊田 明弘: 第 140回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「ライブラリ利用：科
学技術計算の効率化入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.23 No.1, 2021年 1月.

[特記 191] 伊田明弘：2019 Joint Usage/Research Center for Interdisciplinary Large-scale Information
Infrastructures Joint Research Project Proposal Application Form, ”Hierarchical low-rank
approximation methods on distributed memory and GPUs with applications in fluid and
electromagnetic simulation”, person in charge.

[特記 192] 伊田 明弘：令和１年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「時
空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発と巨大地震シミュレーションへの応用」, 研究副
代表.

[特記 193] 伊田 明弘，平石 拓：第 123回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「ライブ
ラリ利用：科学技術計算の効率化入門」, 2019年 9月 10日.

[特記 194] 伊田 明弘: 第 123回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「ライブラリ利用：科学
技術計算の効率化入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.21 No.6, 2019年 11月.

[特記 195] 伊田明弘：Member of Program Committee, the 48th International Conference on Parallel
Processing (ICPP 2019), 2019.

[特記 196] 芝 隼人: 日本物理学会 領域 11運営委員

[特記 197] 芝 隼人・河合 直聡: 第 138回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「スーパー
コンピューター超入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.22 No.6, 46-48頁, 2020
年 11月.
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[特記 164] Takashi Shimokawabe: Co-Chair, 9th International Workshop on Advances in High-
Performance Computational Earth Sciences: Applications & Frameworks (IHPCES 2019)
(in conjunction with ICCS 2019), Faro, Algarve, Portugal, June 12 – 14, 2019.

[特記 165] Takashi Shimokawabe: Co-Chair, 10th International Workshop on Advances in High-
Performance Computational Earth Sciences: Applications & Frameworks (IHPCES 2020)
(in conjunction with ICCS 2020), Amsterdam, The Netherlands, June 3 – 5, 2020.

[特記 166] Takashi Shimokawabe: Co-Chair, 11th International Workshop on Advances in High-
Performance Computational Earth Sciences: Applications & Frameworks (IHPCES 2021)
(in conjunction with ICCS 2021), Krakow, Poland (online), June 16 – 18, 2021.

[特記 167] Takashi Shimokawabe: Program Committee, The 4th International Workshop on GPU
Computing and AI (GCA’19), (in conjunction with CANDAR’19), Nagasaki, Japan,
November 26 – 29, 2019

[特記 168] Takashi Shimokawabe: Program Committee, The 5th International Workshop on GPU
Computing and AI (GCA’20), (in conjunction with CANDAR’20), Naha, Okinawa, Japan
(online), November 24 – 27, 2020.

[特記 169] Takashi Shimokawabe: Exhibition chair, International Conference on High Performance
Computing in Asia-Pacific Region (HPCAsia2020), Fukuoka, Japan, January 15 – 17, 2020.

[特記 170] Takashi Shimokawabe: Local Organizing Committee, 15th World Congress on Compu-
tational Mechanics (WCCM2022), Yokohama, Japan, July 31 – August 5, 2022.

[特記 171] 下川辺 隆史: 日本計算工学講演会 実行委員.

[特記 172] 下川辺 隆史: 日本計算工学会 代表会員.

[特記 173] 下川辺 隆史: ACS論文誌 編集委員.

[特記 174] 下川辺 隆史: 情報処理学会, ハイパフォーマンスコンピューテング研究会 運営委員.

[特記 175] 下川辺 隆史: xSIG2021 プログラム委員.

[特記 176] 下川辺 隆史: 理化学研究所, 計算科学研究機構, 客員研究員.

[特記 177] 下川辺 隆史: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員.

[特記 178] 下川辺 隆史: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員.

[特記 179] 下川辺 隆史: 東京大学情報基盤センター「若⼿・女性利用者推薦」平成 30年度 インター
ン・後期 採択課題 成果報告会, 企画と実施, 2019年 6月 3日.

[特記 180] 下川辺 隆史: 東京大学情報基盤センター「若⼿・女性利用者推薦」2019年度 前期 採択課
題 成果報告会, 企画と実施, 2019年 12月 3日.

[特記 181] 下川辺 隆史: 平成 30年度「若⼿・女性利用者推薦」前期・後期課題成果報告, スーパーコ
ンピューティングニュース, Vol.21 特集号（2019年 8月）, 企画.

[特記 182] 下川辺 隆史: 東京大学情報基盤センター「若⼿・女性利用者推薦」2019年度 後期 採択課
題 成果報告会, 企画と実施, 2020年 10月 21日.

[特記 183] 下川辺 隆史: 2019年度「若⼿・女性利用者推薦」前期・後期課題成果報告, スーパーコン
ピューティングニュース, Vol.22 特集号（2020年 9月）, 企画.

[特記 184] 下川辺 隆史: 第 128回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 1回 GPUミ
ニキャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, 2020年 1月 22日 – 23日, 企画と一部の講師
を担当.

[特記 185] 下川辺 隆史: 第 137回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 2回 GPUミ
ニキャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, 2020年 8月 3日 – 4日, 企画と一部の講師を
担当.

[特記 186] 伊田 明弘：名古屋大学情報基盤センター非公開産業利用審査委員, 2019,2020.

[特記 187] 伊田明弘：2020 Joint Usage/Research Center for Interdisciplinary Large-scale Information
Infrastructures Joint Research Project Proposal Application Form, ”Hierarchical low-rank
approximation methods on distributed memory and GPUs with applications in fluid and
electromagnetic simulation”, person in charge.

[特記 188] 伊田 明弘：令和 2年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「時
空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発と巨大地震シミュレーションへの応用」, 研究副
代表.

[特記 189] 伊田 明弘，平石 拓：第 140回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「ライブ
ラリ利用：科学技術計算の効率化入門」, 2020年 10月 7日.

[特記 190] 伊田 明弘: 第 140回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「ライブラリ利用：科
学技術計算の効率化入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.23 No.1, 2021年 1月.

[特記 191] 伊田明弘：2019 Joint Usage/Research Center for Interdisciplinary Large-scale Information
Infrastructures Joint Research Project Proposal Application Form, ”Hierarchical low-rank
approximation methods on distributed memory and GPUs with applications in fluid and
electromagnetic simulation”, person in charge.

[特記 192] 伊田 明弘：令和１年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 公募型共同研究「時
空間領域境界積分方程式法の高速解法の開発と巨大地震シミュレーションへの応用」, 研究副
代表.

[特記 193] 伊田 明弘，平石 拓：第 123回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「ライブ
ラリ利用：科学技術計算の効率化入門」, 2019年 9月 10日.

[特記 194] 伊田 明弘: 第 123回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「ライブラリ利用：科学
技術計算の効率化入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.21 No.6, 2019年 11月.

[特記 195] 伊田明弘：Member of Program Committee, the 48th International Conference on Parallel
Processing (ICPP 2019), 2019.

[特記 196] 芝 隼人: 日本物理学会 領域 11運営委員

[特記 197] 芝 隼人・河合 直聡: 第 138回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「スーパー
コンピューター超入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.22 No.6, 46-48頁, 2020
年 11月.



－ 212 －

スーパーコンピューティング研究部門

[特記 198] 芝隼人: Oakbridge-CXへの計算物質科学ソフトウェアのインストール - CP2K・LAMMPS,
スーパーコンピューティングニュース, Vol.23 No.1, 15-27頁, 2021年 1月.

[特記 199] 芝 隼人: 2021 ACMゴードン・ベル賞　研究紹介, スーパーコンピューティングニュース,
Vol.23 No.1, 37-40頁, 2021年 1月.

[特記 200] 星野 哲也: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2019年度.

[特記 201] 星野 哲也: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2019年度.

[特記 202] 星野 哲也，國家理論科學研究中心數學組「高效能計算」短期課程 部分講師：Introduction
to Parallel Programming for Multicore/Manycore Clusters，21-3，2019

[特記 203] 星野 哲也: PC Deputy-Chair, ICPP 2019.

[特記 204] 星野 哲也: Program Committee Member, xSIG 2019.

[特記 205] 星野 哲也: Program Committee Member, ACM CF 2020.

[特記 206] 星野 哲也: 第 115回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「GPUプログラミ
ング入門」, 講師, 2019年 4月

[特記 207] 星野哲也: 第 118回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMP/OpenACC
によるマルチコア・メニィコア並列プログラミング入門」, OpenACC部の講師, 2019年 5月

[特記 208] 星野 哲也: 第 124回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenACCとMPI
によるマルチGPUプログラミング入門」, 講師, 2019年 10月

[特記 209] 星野 哲也: 第 128回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 1回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 1月

[特記 210] 星野 哲也: 情報処理学会HPC研究会運営委員, 2020年度.

[特記 211] 星野 哲也: 情報処理学会ACS論文誌編集委員, 2020年度.

[特記 212] 星野 哲也: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2020年度.

[特記 213] 星野 哲也: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2020年度.

[特記 214] 星野 哲也: 第 133回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「GPUプログラミ
ング入門」, 講師, 2020年 6月

[特記 215] 星野 哲也: 第 137回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 2回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 8月

[特記 216] 星野 哲也: 第 147回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「GPUプログラミ
ング入門」, 講師, 2020年 12月

[特記 217] 星野 哲也: 第 148回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenACCとMPI
によるマルチGPUプログラミング入門」, 講師, 2020年 12月

[特記 218] 三木 洋平: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「高精度・高分解
能シミュレーションを用いた銀河の形成・進化史の探求」, 課題代表者, 2019年度.

[特記 219] 三木 洋平: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2019年度.

[特記 220] 三木 洋平: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2019年度.

[特記 221] 三木 洋平: HDD増設仕様策定委員会, 委員.

[特記 222] 三木 洋平: 第 2総合研究棟 運営専門委員会, 委員, 2019年度.

[特記 223] 三木 洋平: 第 114回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2019年 4月

[特記 224] 三木 洋平: 第 125回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2019年 10月

[特記 225] 三木 洋平: 第 128回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 1回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 1月

[特記 226] 三木 洋平: 第 114回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.21 No.4, 2019年 7月.

[特記 227] 三木 洋平, 阿曽義浩: ISC High Performance 2019 (ISC 2019) 参加報告, スーパーコン
ピューティングニュース, Vol.21 No.5, 2019年 9月.

[特記 228] 三木 洋平, 阿曽義浩: ISC High Performance 2019 (ISC 2019) 参加報告, Digital Life,
Vol.33, 2019年 9月.

[特記 229] 三木 洋平: 第 125回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.22 No.1, 2020年 1月.

[特記 230] 三木 洋平: 令和 2年度科学研究費補助金 (科研費), 若⼿研究, 恒星ストリームの重力多体計
算で駆動する暗黒衛星銀河探査, 研究代表者, 2020-2022年度.

[特記 231] 三木 洋平: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2020年度.

[特記 232] 三木 洋平: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2020年度.

[特記 233] 三木 洋平: 第 2総合研究棟 運営専門委員会, 副委員長, 2020年度.

[特記 234] 三木 洋平: 「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム一式技術審査委員
会, 委員.

[特記 235] 三木 洋平: 第 132回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2020年 4月

[特記 236] 三木 洋平: 第 141回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2020年 10月

[特記 237] 三木 洋平: 第 137回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 2回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 8月

[特記 238] 三木 洋平: 第 132回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.22 No.4, 2020年 7月.
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[特記 198] 芝隼人: Oakbridge-CXへの計算物質科学ソフトウェアのインストール - CP2K・LAMMPS,
スーパーコンピューティングニュース, Vol.23 No.1, 15-27頁, 2021年 1月.

[特記 199] 芝 隼人: 2021 ACMゴードン・ベル賞　研究紹介, スーパーコンピューティングニュース,
Vol.23 No.1, 37-40頁, 2021年 1月.

[特記 200] 星野 哲也: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2019年度.

[特記 201] 星野 哲也: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2019年度.

[特記 202] 星野 哲也，國家理論科學研究中心數學組「高效能計算」短期課程 部分講師：Introduction
to Parallel Programming for Multicore/Manycore Clusters，21-3，2019

[特記 203] 星野 哲也: PC Deputy-Chair, ICPP 2019.

[特記 204] 星野 哲也: Program Committee Member, xSIG 2019.

[特記 205] 星野 哲也: Program Committee Member, ACM CF 2020.

[特記 206] 星野 哲也: 第 115回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「GPUプログラミ
ング入門」, 講師, 2019年 4月

[特記 207] 星野哲也: 第 118回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMP/OpenACC
によるマルチコア・メニィコア並列プログラミング入門」, OpenACC部の講師, 2019年 5月

[特記 208] 星野 哲也: 第 124回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenACCとMPI
によるマルチGPUプログラミング入門」, 講師, 2019年 10月

[特記 209] 星野 哲也: 第 128回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 1回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 1月

[特記 210] 星野 哲也: 情報処理学会HPC研究会運営委員, 2020年度.

[特記 211] 星野 哲也: 情報処理学会ACS論文誌編集委員, 2020年度.

[特記 212] 星野 哲也: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2020年度.

[特記 213] 星野 哲也: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2020年度.

[特記 214] 星野 哲也: 第 133回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「GPUプログラミ
ング入門」, 講師, 2020年 6月

[特記 215] 星野 哲也: 第 137回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 2回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 8月

[特記 216] 星野 哲也: 第 147回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「GPUプログラミ
ング入門」, 講師, 2020年 12月

[特記 217] 星野 哲也: 第 148回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenACCとMPI
によるマルチGPUプログラミング入門」, 講師, 2020年 12月

[特記 218] 三木 洋平: 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN)課題「高精度・高分解
能シミュレーションを用いた銀河の形成・進化史の探求」, 課題代表者, 2019年度.

[特記 219] 三木 洋平: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2019年度.

[特記 220] 三木 洋平: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2019年度.

[特記 221] 三木 洋平: HDD増設仕様策定委員会, 委員.

[特記 222] 三木 洋平: 第 2総合研究棟 運営専門委員会, 委員, 2019年度.

[特記 223] 三木 洋平: 第 114回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2019年 4月

[特記 224] 三木 洋平: 第 125回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2019年 10月

[特記 225] 三木 洋平: 第 128回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 1回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 1月

[特記 226] 三木 洋平: 第 114回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.21 No.4, 2019年 7月.

[特記 227] 三木 洋平, 阿曽義浩: ISC High Performance 2019 (ISC 2019) 参加報告, スーパーコン
ピューティングニュース, Vol.21 No.5, 2019年 9月.

[特記 228] 三木 洋平, 阿曽義浩: ISC High Performance 2019 (ISC 2019) 参加報告, Digital Life,
Vol.33, 2019年 9月.

[特記 229] 三木 洋平: 第 125回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.22 No.1, 2020年 1月.

[特記 230] 三木 洋平: 令和 2年度科学研究費補助金 (科研費), 若⼿研究, 恒星ストリームの重力多体計
算で駆動する暗黒衛星銀河探査, 研究代表者, 2020-2022年度.

[特記 231] 三木 洋平: HPCI連携サービス運営・作業部会, 部会員, 2020年度.

[特記 232] 三木 洋平: HPCI共用ストレージ運用部会, 部会員, 2020年度.

[特記 233] 三木 洋平: 第 2総合研究棟 運営専門委員会, 副委員長, 2020年度.

[特記 234] 三木 洋平: 「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム一式技術審査委員
会, 委員.

[特記 235] 三木 洋平: 第 132回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2020年 4月

[特記 236] 三木 洋平: 第 141回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「MPI基礎：並列プ
ログラミング入門」, 講師, 2020年 10月

[特記 237] 三木 洋平: 第 137回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 2回 GPUミニ
キャンプ〜GPU化にチャレンジする会〜」, メンター, 2020年 8月

[特記 238] 三木 洋平: 第 132回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.22 No.4, 2020年 7月.
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[特記 239] 三木 洋平: 第 141回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.23 No.1, 2021年 1月.

[特記 240] 有間 英志: 平成 28/29年度科学研究費補助金 (科研費), 研究活動スタート支援, 高電力効率
なビッグデータ処理のためのメモリシステム最適化, 研究代表者, 2016-2017年度.

[特記 241] 有間 英志: 平成 30年度科学研究費補助金 (科研費), 若⼿研究, 高バンド幅と大容量を両立
するアクセスパターン適応型ハイブリッドメインメモリ, 研究代表者, 2018-2019年度.

[特記 242] 有間 英志: 令和 2年度科学研究費補助金 (科研費), 若⼿研究, 異種混載型メモリを有する次
世代大規模計算基盤のためのコスケジューリング方式, 研究代表者, 2020-2021年度.

[特記 243] 有間 英志: 理化学研究所, 計算科学研究機構, 客員研究員.

[特記 244] 有間 英志: External Scientist, Technical University of Munich.

[特記 245] 有間 英志: Program Co-Chair, ACM CF 2020.

[特記 246] 有間 英志: Publications Chair, IEEE CLUSTER 2019.

[特記 247] 有間 英志: Program Committee Member, CANDAR 2020.

[特記 248] 有間 英志: Program Committee Member, IEEE HiPC 2020.

[特記 249] 有間 英志: Poster Committee Member, IEEE CLUSTER 2020.

[特記 250] 有間 英志: Program Committee Member, xSIG 2020.

[特記 251] 有間 英志: Program Committee Member, ISC PhD Forum 2020.

[特記 252] 有間 英志: Program Committee Member, CANDAR 2019.

[特記 253] 有間 英志: Program Committee Member, xSIG 2019.

[特記 254] 有間 英志: Program Committee Member, ISC PhD Forum 2019.

[特記 255] 有間 英志: Technical Reviewer, The Journal of Supercomputing.

[特記 256] 有間 英志: Technical Reviewer, Elsevier Integration, the VLSI Journal.

[特記 257] 有間 英志: Technical Reviewer, IEICE Transactions on Information and Systems.

[特記 258] 有間 英志: 電子情報通信学会, コンピュータシステム研究専門委員会, 幹事補佐 (2020年度
まで).

[特記 259] 有間 英志: 情報処理学会, システム・アーキテクチャ研究会, 運営委員 (2019年度まで).

[特記 260] 有間 英志: Architecture Track Co-Chair, HPC ASIA 2022.

[特記 261] 有間 英志: Special Session Co-Chair, ACM CF 2021.

[特記 262] 有間 英志: Program Committee Member, ISC PhD Forum 2021.

[特記 263] 有間 英志: Program Committee Member, xSIG 2021.

[特記 264] 有間 英志: Program Committee Member, IEEE IPDPS 2021 (Programming Model
Track).

[特記 265] 有間 英志: Program Committee Member, IEEE IPDPS 2021 (System Software Track).

[特記 266] 有間 英志: Program Committee Member, HPC Asia 2021.

[特記 267] 有間 英志: Program Committee Member, IA^3 @ SC 2020.

[特記 268] 今野雅: オープンCAE学会監事. HPC小委員会委員長 (–2020年 3月),委員 (2020年 4月–).

[特記 269] 今野 雅: オープン CAE学会 HPC小委員会 HPC研究プロジェクト, https://gitlab.com/
OpenCAE/hpc_research_project/.

[特記 270] 今野 雅: PCクラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会会員.

[特記 271] 今野 雅: 日本建築学会屋外空気環境小委員会検証用ベンチマーク実施WG委員.

[特記 272] 今野 雅: 空気調和・衛生工学会換気設備委員会 BIM・CFDパーツ開発応用小委員会委員.

[特記 273] 今野 雅: 東京大学情報基盤センタースーパーコンピューター利用資格者審査委員会委員.

[特記 274] 今野 雅: お試しアカウント付き並列プログラミング講習会, 講師, 第 117回「OpenFOAM
入門」(2019年 5月), 第 122回「OpenFOAM初級」(2019年 9月), 第 127回「OpenFOAM
中級」(2020年 1月), 第 136回「OpenFOAM入門」(2020年 7月), 第 139回「OpenFOAM
初級」(2019年 9月), 第 149回「OpenFOAM中級」(2021年 1月).

[特記 275] 今野 雅: 名古屋大学情報基盤センター「第 12回スーパーコンピュータ「不老」利用型講習
会 OpenFOAM講習会（中級）」, 講師, 2021年 3月.

[特記 276] 今野 雅: お試しアカウント付き並列プログラミング講習会実施報告, スーパーコンピュー
ティングニュース, 第 117回 (Vol.21, No.4, 2019年 7月), 第 122回 (Vol.21, No.6, 2019年 11
月), 第 127回 (Vol.22, No.2, 2020年 3月), 第 136, 139回 (Vol.22, No.6, 2020年 11月), 第
149回 (Vol.23, No.3, 2021年 3月).

報道関連

[報道 1] 中島研吾，塙敏博，30秒ごとに更新するゲリラ豪雨予報－首都圏でのリアルタイム実証実験を
開始－（理化学研究所プレスリリース）https://www.riken.jp/pr/news/2020/20200821_1/

[報道 2] Nakajima,K.,HPCwire (February 25, 2021), Japan to Debut Integrated Fujitsu HPC/AI
Supercomputer This Spring (by Tiffany Trader), https://www.hpcwire.com/2021/02/25/
japan-to-debut-integrated-fujitsu-hpc-ai-supercomputer-this-spring/

[報道 3] Nakajima,K.,SIAM News (March 10, 2021), Supercomputer Simulations of Earth-
quakes in Real Time (by Jillian Kunze), https://sinews.siam.org/Details-Page/
supercomputer-simulations-of-earthquakes-in-real-time

[報道 4] 田浦健次朗，塙 敏博: 自動並列化深層学習ミドルウェア RaNNC（ランク）をオープンソー
スで公開〜超大規模ニューラルネットワークの学習が飛躍的に簡単に〜, 2021年 3月

[報道 5] 田浦健次朗，塙 敏博: NICTと東京大、複数のGPUを用いた並列学習を自動化する深層学
習ミドルウェア「RaNNC」を公開GPUのメモリーに収まるようにニューラルネットワーク
を自動分割, IT Leaders, 2021年 3月
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[特記 239] 三木 洋平: 第 141回お試しアカウント付き並列プログラミング講習「MPI基礎：並列プロ
グラミング入門」, スーパーコンピューティングニュース, Vol.23 No.1, 2021年 1月.

[特記 240] 有間 英志: 平成 28/29年度科学研究費補助金 (科研費), 研究活動スタート支援, 高電力効率
なビッグデータ処理のためのメモリシステム最適化, 研究代表者, 2016-2017年度.

[特記 241] 有間 英志: 平成 30年度科学研究費補助金 (科研費), 若⼿研究, 高バンド幅と大容量を両立
するアクセスパターン適応型ハイブリッドメインメモリ, 研究代表者, 2018-2019年度.

[特記 242] 有間 英志: 令和 2年度科学研究費補助金 (科研費), 若⼿研究, 異種混載型メモリを有する次
世代大規模計算基盤のためのコスケジューリング方式, 研究代表者, 2020-2021年度.

[特記 243] 有間 英志: 理化学研究所, 計算科学研究機構, 客員研究員.

[特記 244] 有間 英志: External Scientist, Technical University of Munich.

[特記 245] 有間 英志: Program Co-Chair, ACM CF 2020.

[特記 246] 有間 英志: Publications Chair, IEEE CLUSTER 2019.

[特記 247] 有間 英志: Program Committee Member, CANDAR 2020.

[特記 248] 有間 英志: Program Committee Member, IEEE HiPC 2020.

[特記 249] 有間 英志: Poster Committee Member, IEEE CLUSTER 2020.

[特記 250] 有間 英志: Program Committee Member, xSIG 2020.

[特記 251] 有間 英志: Program Committee Member, ISC PhD Forum 2020.

[特記 252] 有間 英志: Program Committee Member, CANDAR 2019.

[特記 253] 有間 英志: Program Committee Member, xSIG 2019.

[特記 254] 有間 英志: Program Committee Member, ISC PhD Forum 2019.

[特記 255] 有間 英志: Technical Reviewer, The Journal of Supercomputing.

[特記 256] 有間 英志: Technical Reviewer, Elsevier Integration, the VLSI Journal.

[特記 257] 有間 英志: Technical Reviewer, IEICE Transactions on Information and Systems.

[特記 258] 有間 英志: 電子情報通信学会, コンピュータシステム研究専門委員会, 幹事補佐 (2020年度
まで).

[特記 259] 有間 英志: 情報処理学会, システム・アーキテクチャ研究会, 運営委員 (2019年度まで).

[特記 260] 有間 英志: Architecture Track Co-Chair, HPC ASIA 2022.

[特記 261] 有間 英志: Special Session Co-Chair, ACM CF 2021.

[特記 262] 有間 英志: Program Committee Member, ISC PhD Forum 2021.

[特記 263] 有間 英志: Program Committee Member, xSIG 2021.

[特記 264] 有間 英志: Program Committee Member, IEEE IPDPS 2021 (Programming Model
Track).

[特記 265] 有間 英志: Program Committee Member, IEEE IPDPS 2021 (System Software Track).

[特記 266] 有間 英志: Program Committee Member, HPC Asia 2021.

[特記 267] 有間 英志: Program Committee Member, IA^3 @ SC 2020.

[特記 268] 今野雅: オープンCAE学会監事. HPC小委員会委員長 (–2020年 3月),委員 (2020年 4月–).

[特記 269] 今野 雅: オープン CAE学会 HPC小委員会 HPC研究プロジェクト, https://gitlab.com/
OpenCAE/hpc_research_project/.

[特記 270] 今野 雅: PCクラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会会員.

[特記 271] 今野 雅: 日本建築学会屋外空気環境小委員会検証用ベンチマーク実施WG委員.

[特記 272] 今野 雅: 空気調和・衛生工学会換気設備委員会 BIM・CFDパーツ開発応用小委員会委員.

[特記 273] 今野 雅: 東京大学情報基盤センタースーパーコンピューター利用資格者審査委員会委員.

[特記 274] 今野 雅: お試しアカウント付き並列プログラミング講習会, 講師, 第 117回「OpenFOAM
入門」(2019年 5月), 第 122回「OpenFOAM初級」(2019年 9月), 第 127回「OpenFOAM
中級」(2020年 1月), 第 136回「OpenFOAM入門」(2020年 7月), 第 139回「OpenFOAM
初級」(2019年 9月), 第 149回「OpenFOAM中級」(2021年 1月).

[特記 275] 今野 雅: 名古屋大学情報基盤センター「第 12回スーパーコンピュータ「不老」利用型講習
会 OpenFOAM講習会（中級）」, 講師, 2021年 3月.

[特記 276] 今野 雅: お試しアカウント付き並列プログラミング講習会実施報告, スーパーコンピュー
ティングニュース, 第 117回 (Vol.21, No.4, 2019年 7月), 第 122回 (Vol.21, No.6, 2019年 11
月), 第 127回 (Vol.22, No.2, 2020年 3月), 第 136, 139回 (Vol.22, No.6, 2020年 11月), 第
149回 (Vol.23, No.3, 2021年 3月).

報道関連

[報道 1] 中島研吾，塙敏博，30秒ごとに更新するゲリラ豪雨予報－首都圏でのリアルタイム実証実験を
開始－（理化学研究所プレスリリース）https://www.riken.jp/pr/news/2020/20200821_1/

[報道 2] Nakajima,K.,HPCwire (February 25, 2021), Japan to Debut Integrated Fujitsu HPC/AI
Supercomputer This Spring (by Tiffany Trader), https://www.hpcwire.com/2021/02/25/
japan-to-debut-integrated-fujitsu-hpc-ai-supercomputer-this-spring/

[報道 3] Nakajima,K.,SIAM News (March 10, 2021), Supercomputer Simulations of Earth-
quakes in Real Time (by Jillian Kunze), https://sinews.siam.org/Details-Page/
supercomputer-simulations-of-earthquakes-in-real-time

[報道 4] 田浦健次朗，塙 敏博: 自動並列化深層学習ミドルウェア RaNNC（ランク）をオープンソー
スで公開〜超大規模ニューラルネットワークの学習が飛躍的に簡単に〜, 2021年 3月

[報道 5] 田浦健次朗，塙 敏博: NICTと東京大、複数のGPUを用いた並列学習を自動化する深層学
習ミドルウェア「RaNNC」を公開GPUのメモリーに収まるようにニューラルネットワーク
を自動分割, IT Leaders, 2021年 3月
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[報道 6] 谷津陽一, 松永三郎, 中条俊大, 坂井満, 藤原謙, 武山芸英, 森惣平, 下川辺隆史, 坂本祐二, 石
坂丞二: 産学連携のチームによる陸・海観測超小型衛星プロジェクト, プレスリリース, 2020
年 7月 13日.

[報道 7] 三木洋平: 冬眠するブラックホール〜銀河衝突がもたらす大質量ブラックホールのエネルギー
源の流失〜, プレスリリース, 2021年 1月

[報道 8] Yohei Miki: When galaxies collide –Models suggest galactic collisions can starve massive
black holes–, Press release, Jan., 2021.

[報道 9] 三木洋平: 冬眠するブラックホール〜銀河衝突がもたらす大質量ブラックホールのエネルギー
源の流失〜, オンライン記者会見, 2021年 1月

[報道 10] 三木 洋平: 銀河同士が衝突→ブラックホールが冬眠？東大など発表, 朝日新聞, 2021年 1月

[報道 11] 三木 洋平: ガス欠で「冬眠」するブラックホールの謎、銀河同士の衝突に注目, 読売新聞,
2021年 1月

[報道 12] 三木 洋平: ブラックホール停止原因解明, 中國新聞, 2021年 1月

[報道 13] 三木 洋平: 銀河衝突で活動休止, 日本経済新聞, 2021年 2月

[報道 14] 三木 洋平: ブラックホール 銀河衝突で「休眠」状態, 産経新聞, 2021年 2月

[報道 15] 三木 洋平: 銀河どうしの衝突で超大質量ブラックホールの活動が停止する？, sorae, 2021年
1月

[報道 16] 三木 洋平: 銀河中心のブラックホールと銀河衝突の関連性を東大などが解明, TECH+, 2021
年 1月

[報道 17] 三木 洋平: 銀河の衝突で活性化も沈静化もする中心ブラックホール, AstroArts, 2021年 2月

学際情報科学研究体

学
際
情
報
科
学
研
究
体

飯野　孝浩



－ 217 －

[報道 6] 谷津陽一, 松永三郎, 中条俊大, 坂井満, 藤原謙, 武山芸英, 森惣平, 下川辺隆史, 坂本祐二, 石
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[報道 7] 三木洋平: 冬眠するブラックホール〜銀河衝突がもたらす大質量ブラックホールのエネルギー
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[報道 8] Yohei Miki: When galaxies collide –Models suggest galactic collisions can starve massive
black holes–, Press release, Jan., 2021.
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[報道 12] 三木 洋平: ブラックホール停止原因解明, 中國新聞, 2021年 1月
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[報道 14] 三木 洋平: ブラックホール 銀河衝突で「休眠」状態, 産経新聞, 2021年 2月

[報道 15] 三木 洋平: 銀河どうしの衝突で超大質量ブラックホールの活動が停止する？, sorae, 2021年
1月

[報道 16] 三木 洋平: 銀河中心のブラックホールと銀河衝突の関連性を東大などが解明, TECH+, 2021
年 1月

[報道 17] 三木 洋平: 銀河の衝突で活性化も沈静化もする中心ブラックホール, AstroArts, 2021年 2月
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1 学際情報科学研究体研究報告

1.1 テラヘルツリモートセンシングによるビッグデータ惑星大気化学・物理学研究（飯野
孝浩）

本稿では飯野孝浩の研究活動について報告する。

1.1.1 研究活動

着任前から継続して、チリに設置された地上最大のテラヘルツリモートセンサであるアルマの莫大
な較正観測アーカイブデータを科学研究用データに変換、周波数（波長）・時間報告に巨大な観測ビッ
グデータを用いた研究・開発を展開した。観測研究対象として、特に太陽系で最も複雑な大気組成を
持つタイタン・海王星の大気を対象とし、観測の機会が極端に限定される探査機を用いず、地上大型
望遠鏡を情報科学的アプローチを用いて徹底的に利活用することで、探査機に比肩する科学研究成果
の創出を行えることを示していくことを目指した。

本研究には、得られた分子スペクトル形状に畳み込まれた分子の奥行き報告の分布という逆問題を
解く（大気リトリーバル）という工学的チャレンジ、微量分子の時空間変動や同位体比からの大気化
学過程の理解という理学的チャレンジ、の 2種の課題がある。工学的チャレンジとして、まずオープ
ンソースを用いた大気リトリーバル計算コードの開発に取り組んだ。Pythonの Open MPライクな並
列ライブラリを用いた高速化と、新規に購入した物理 96コアという現行最大級のコア数の計算機を
併せ用いることで、1ー 2時間ほどという現実的な計算時間で、窒素化合物（シアノアセチレンなど）
の鉛直分布の最尤解を子午線上の 7点において導出することに成功した。また、感度を持つ高度や誤
差の導出にも併せて成功しており、今後の大量のデータ処理に道筋をつけた。

科学成果としては 2本の論文に結実している。2019年度には、タイタン大気中のアセトニトリル分子
中の 14N/15N同位体比の世界で初めての精密な導出に成功したことが随一の成果である [雑誌論文 1]。
タイタン大気の主成分は窒素であり、その娘分子としてシアン化水素やシアノアセチレンが生成される
が、窒素分子と娘分子群の同位体比は異なっていることが知られており、窒素分子の選択的光解離など
による分別が指摘されていた。我々の導出した同位体比は窒素分子に近く、アセトニトリルを構成する
窒素原子は窒素分子の光解離だけでなく銀河宇宙線による解離で生成されたことを示している。2020
年度には、海王星大気中のシアン化水素分子の空間分布の導出に世界で初めて成功した [雑誌論文 2]。
3次元輻射輸送計算により、赤道付近では南緯 60度付近に比して 40%程度シアン化水素分子が増大し
ていることが発見された。これは南半球での 2セル大循環モデルと、これに伴う窒素分子からのシア
ン化水素分子生成モデルと定性的に一致した。

地上大型望遠鏡群を用いたタイタンおよび海王星のリモートセンシングは特に欧米において非常に
活発に行われており、カッシーニやボイジャー探査機のその場観測の蓄積とも併せ、一大研究分野を
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構成している。しかしながら、国内においては大型望遠鏡による太陽系内天体観測そのものが低調で
あり、本成果は諸外国にキャッチアップする重要な手がかりとなったと考えられる。実際に、アルマ
を用いたタイタン大気研究を推し進める海外の研究者からの認知も非常に向上していることを実感し
ている。

1.1.2 外部資金

本研究に関連して、外部資金の獲得にも成功している。2019年度からは若手研究「アルマ望遠鏡テ
ラヘルツ分光ビッグデータで解明する、衛星タイタンの大気化学」に、また 2019年度・2020年度に
は、自然科学研究機構アストロバイオロジーセンターのプロジェクト研究に連続して採択されている。
加えて、若手研究は若手独立基盤形成支援制度にも追加採択されている。2020年度には若手研究をさ
らに発展させるため、最終年度前年度応募として基盤（B）への応募を行い、2021年度からの 5カ年
課題として採択された（次年度成果）。

1.1.3 学界内活動

テラヘルツリモートセンシング研究の活発化のため、2020年度の日本地球惑星科学連合大会におい
て、セッションの主宰（コンビーナー）をつとめ、同セッションにおいて海外の有力若手研究者の招
聘を行った。

1.1.4 プレスリリースの発出とセンター・JHPCN広報活動へのフィードバック

2つの主著論文はそれぞれにプレスリリースされ、[雑誌論文 1]は国内では日経新聞、国外ではフォー
ブスなど、多くの媒体に取り上げられた。また [雑誌論文 2]は毎日新聞やニュートンといった有力媒
体に掲載され、Yahoo!ニュースへの転載は大きな反響を呼び、同サービスのトップに掲載された。こ
のような広報活動は先端的学術成果の広報という点で重要であるが、他の部局に比して低調な本セン
ターからのリリースの呼び水とすることも意図している。本学のリリース発出過程は独特であり、各
部局の広報担当を介して本部とやりとりをする形式である。その過程を広報委員長として手ずから学
び、そして教員会議におけるリリース発出活性化提案につなげることができた。

また、学際情報科学研究体が主体となって取り組む JHPCNにおいても、近年は応募者の固定化や
応募数の伸び悩みを課題として認識している。前節で取り上げた日本地球惑星科学連合大会は、気象
や地震といった分野で高度かつ大規模な数値計算研究が行われている。JHPCNへの応募者増加と認知
強化を意図し、2020年度の当大会において JHPCNの広報ブースの設置を計画したが、当大会は新型
コロナウイルス感染症によりリモート開催となった。今後も同様の広報機会の創出を目指す。

2 成果要覧

招待講演

招待論文

受賞関連

著書／編集

雑誌論文

[雑誌論文 1] 飯野孝浩: Takahiro Iino, Hideo Sagawa and Takashi Tsukagoshi, 14N/15N isotopic ratio in
CH3CN of Titan’s atmosphere measured with ALMA, The Astrophysical Journal, 890(2), 95.
2020

[雑誌論文 2] 飯野孝浩: Takahiro Iino, Hideo Sagawa, Takashi Tsukagoshi and Satonori Nozawa, A belt-
like distribution of gaseous hydrogen cyanide on Neptune’s equatorial stratosphere detected
by ALMA, The Astrophysical Journal Letters, 903, L1, 2020

雑誌以外の査読付論文

公開ソフトウエア

特許申請／取得

その他の発表論文

[発表 1] 飯野孝浩: Takahiro Iino, Hideo Sagawa and Takashi Tsukagoshi, Determination of 14N/15N of
CH3CN in Titan ’s atmosphere with ALMA , EPSC2019, Geneva

[発表 2] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，ALMAを用いたタイタン大気アセトニトリルにお
ける窒素同位体比の初計測と，銀河宇宙線由来大気化学過程への制約，惑星科学会秋季講演
会，2019年

[発表 3] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，タイタン大気中アセトニトリル CH3CNにおける
14N/15N同位体比の導出，日本天文学会秋季年会，2019年

[発表 4] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，「アルマ太陽系天文学ビッグデータ」を用いた，タ
イタン大気微量分子時空間変動の観測的解明，2019年度地球惑星科学連合大会，2019年

[発表 5] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，ALMAで検出された海王星成層圏 HCNの帯状分
布構造とその化学・物理，日本天文学会春季年会，2021年

[発表 6] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，アルマを用いたタイタン大気中アセトニトリルに
おける 14N/15N同位体比が解き明かす，銀河宇宙線の大気化学過程への影響，地球惑星科学
連合大会，2020年

[発表 7] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，ALMA observations of Titan’s atmospheric composition
and isotopic ratios，惑星圏研究会 2021，2021年

[発表 8] 飯野孝浩: 飯野孝浩，佐川英夫，塚越崇，A belt-like distribution of gaseous hydrogen cyanide
on Neptune’s equatorial stratosphere detected by ALMA，惑星圏研究会 2021，2021年

特記事項

[特記 1] 飯野孝浩: 飯野孝浩，科学館・博物館めぐり「東京農工大学科学博物館」，電子情報通信学会
通信ソサエティマガジン B-plus (50), 2019年，pp. 152 - 154

報道関連

[報道 1] 飯野孝浩: 探査機なしで衛星観測,日本経済新聞, 2020年 2月

[報道 2] 飯野孝浩: 銀河宇宙線、タイタンの大気に影響　複雑な分子生成,日刊工業新聞, 2020年 2月

[報道 3] 飯野孝浩: Calibration Data From ALMA Reveals Titan ’s Cosmic Connection,Forbes,2020年 2
月

[報道 4] 飯野孝浩: 銀河宇宙線がタイタンの大気深くまで届いている証拠を発見,アストロアーツ,2020
年 2月
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情報セキュリティ研究体研究報告

宮本　大輔

1 サイバーセキュリティの研究

1.1 サイバーセキュリティ教育手法についての研究

東京大学では 2019年に情報セキュリティ教育研究センターを設置し、教養学部に所属する大学生、大
学院情報理工学系研究科に所属する大学院生、東京大学内に勤務している CSIRTチームを対象とし
た教育プログラムの提供を行った。本論文では、世の中のセキュリティ人材育成プログラムを俯瞰的
に眺めつつ、セキュリティ人材像及び講義を通じた人材育成プログラム設計の勘所についてまとめ、
[雑誌論文 1]として報告した。

1.2 セキュリティインタフェースについての研究

標的型攻撃メールに起因するサイバー攻撃が猛威を奮っている。受信者がメールやウェブサイトを閲
覧した際の挙動を分析し、受信者がどのような基準で意思決定を行うか予測する手法を研究した。本
研究では、フィッシングサイトにおける意思決定について調査を行い、 [雑誌論文 3]や [発表 2]とし
て報告した。

1.3 ユーザ心理とサイバーセキュリティについての研究

ユーザ心理がサイバーセキュリティにおける重大な意思決定をもたらすことが明らかとなっている。
本研究では、意思決定モデルである Naturalistic Decision Makingをより高度化するためのモデルにつ
いて研究を行った [雑誌論文 2]。また、公衆無線 LANを用いる際に、例として「ニュースの閲覧には
用いるがメールの閲覧には用いない」といったユーザの挙動について調査を行い、 [査読付 2]として
報告した。

1.4 ネットワークセキュリティについての研究

ネットワークにおいて DoS 攻撃を行うノードや Slow Scan 攻撃を行うノードについて、効率的に発
見する技法を研究している。通信挙動やタイミングなどから攻撃を検知する手法について、それぞ
れ [発表 3]、 [発表 1]として報告した。

1.5 ビッグデータ解析及び解析基盤に関する研究

ビッグデータを収集する研究、格納する研究、解析する研究を行っている。例えば、生活空間におけ
るビッグデータであるライフログの概念に基づきオンラインゲーム上での生活やイベントなどのデー
タを収集・格納する基盤技術の開発を [発表 4]として、また大量に発生する通信システムのイベント
である通信ビッグデータの解析を高速にすることを念頭においた格納基盤を [査読付 3]として報告し
た。さらに、世界中の上場企業の企業会計情報を格納したビッグデータ解析基盤を用い、その探索的
データ解析についての手法を [発表 5]として報告した。
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[雑誌論文 1] 宮本 大輔: サイバーセキュリティ教育, 日本船舶海洋工学会誌, 第 91号, pp.36-43, 2020
年 7月.
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その他の発表論文

[発表 1] 岡田怜士,宮本大輔,関谷勇司,中村宏: Zigbeeの間接通信を利用した LDoS攻撃とその対策
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[発表 5] Masayuki Jimichi, Daisuke Miyamoto, Chika Saka, Shuichi Nagata: Exploratory Financial Big
Data Analysis and Reproducible Research, 2019年度統計関連学会連合大会, 2019年 9月.     
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情報メディア教育支援サービス
概要

部門長 柴山悦哉 係長 秋田英範 係長 小川大典 係長 友西大

情報基盤センターでは、情報メディア教育支援サービスとして、教育研究目的で利用可能なさまざ
まな機器、ソフトウェア、サービスなどを、東京大学に所属する学生および教職員に対して提供して
いる。そして、これらに付随する運用・管理、ユーザサポート、システム設計、研究開発などの業務
も行っている。
現在提供中のシステムやサービスのうち、代表的なものを以下で紹介する。これらは、研究室、学

科・専攻、部局等で個別に運用・管理を行うことが困難であったり、大学全体で共有し、運用・管理
を集約化する方が費用面等で有利であったりするものである。

教育用計算機システム (ECCS)：合計で 4万人以上のユーザに対し、macOS/Windows環境の利用サー
ビスとGoogle社 G Suiteの各種サービス (Gmail, Google Driveなど)を提供している。前者のサー
ビス提供のために、2021年 2月までは 1,341台の iMacを、2021年 3月には 1,258台の iMacお
よびMac miniを本郷、駒場、柏の 3キャンパスに分散配置した。この他に Chrome OSが動く端
末も配置している。macOSとWindowsの両環境には、Officeスイートや数式処理システムなど
の商用アプリケーションと多数のフリーソフトウェアがインストールされており、授業などの教
育目的を中心にさまざまな用途に利用されている。2020年度には、オンライン授業の受講のた
めにも利用された。この他に、学内外からネットワーク経由で同時に最大 15名がmacOS環境を
利用できるリモートアクセスサービスも提供している。また、3キャンパスに 2020年 2月まで
は計 29台、2020年 3月には 25台の複合機を設置し、ECCSの iMac/Mac miniからだけでなく、
インターネット経由のリクエストにも対応可能なプリントサービスを提供しており、交通系電子
マネー (Suica, PASMOなど)などによる決済にも対応している。一般ユーザが直接触れることは
ないが、分散配置された多数の機器を一元管理するために、認証サーバ、ファイルサーバ、管理
サーバなどを用いた集中管理体制を取っている。また、新規利用者向けのオンライン講習会の開
催、ヘルプデスクの設置、相談員（学生アルバイト）の配置などによりソフトなサービスにも力
を入れている。

学習管理システム (ITC-LMS)：教材のオンライン配布、課題の出題とレポートの提出、クイズの出
題と回答、掲示板、出欠管理などの教育支援機能を提供する学習管理システムの運用を学内向け
に行なっている。2019年 3月から新システムが稼働しており、2019年度は 2,653コース、全学的
なオンライン授業が行われた 2020年度には 10,481コースで利用された。2020年度は、急激な負
荷の増加への対応、オンライン授業に対応するための機能拡充等を行った。また、正規の授業以
外に、本学の全教職員・学生を対象とした「情報セキュリティ教育」などにも利用されている。

メールホスティング：学内組織を対象にメールホスティングサービスを提供している。従来はオンプ
レミスのメールサーバを運用していたが、2020年にはGoogle社のGmailを用いたサービスに切
り替えた。2020年度末で 410組織にサービスを提供している。

Webホスティング：学内組織を対象にWebホスティングサービスを提供しており、2019年度末時点
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の商用アプリケーションと多数のフリーソフトウェアがインストールされており、授業などの教
育目的を中心にさまざまな用途に利用されている。2020年度には、オンライン授業の受講のた
めにも利用された。この他に、学内外からネットワーク経由で同時に最大 15名がmacOS環境を
利用できるリモートアクセスサービスも提供している。また、3キャンパスに 2020年 2月まで
は計 29台、2020年 3月には 25台の複合機を設置し、ECCSの iMac/Mac miniからだけでなく、
インターネット経由のリクエストにも対応可能なプリントサービスを提供しており、交通系電子
マネー (Suica, PASMOなど)などによる決済にも対応している。一般ユーザが直接触れることは
ないが、分散配置された多数の機器を一元管理するために、認証サーバ、ファイルサーバ、管理
サーバなどを用いた集中管理体制を取っている。また、新規利用者向けのオンライン講習会の開
催、ヘルプデスクの設置、相談員（学生アルバイト）の配置などによりソフトなサービスにも力
を入れている。

学習管理システム (ITC-LMS)：教材のオンライン配布、課題の出題とレポートの提出、クイズの出
題と回答、掲示板、出欠管理などの教育支援機能を提供する学習管理システムの運用を学内向け
に行なっている。2019年 3月から新システムが稼働しており、2019年度は 2,653コース、全学的
なオンライン授業が行われた 2020年度には 10,481コースで利用された。2020年度は、急激な負
荷の増加への対応、オンライン授業に対応するための機能拡充等を行った。また、正規の授業以
外に、本学の全教職員・学生を対象とした「情報セキュリティ教育」などにも利用されている。

メールホスティング：学内組織を対象にメールホスティングサービスを提供している。従来はオンプ
レミスのメールサーバを運用していたが、2020年にはGoogle社のGmailを用いたサービスに切
り替えた。2020年度末で 410組織にサービスを提供している。

Webホスティング：学内組織を対象にWebホスティングサービスを提供しており、2019年度末時点



教育用計算機システム運用報告 

 
 

教育本郷チーム   教育駒場チーム 

1 運用報告 

1.1 ECCS2016 の運用 

脆弱性への対応や機能の追加等のため、おおよそ月に 1 回の頻度で OS やソフトウェアのアップデート

を行っている。2019 年度および 2020 年度は以下の日程で実施した。 
 
2019 年 4 月 25 日 
2019 年 5 月 30 日 
2019 年 6 月 27 日 
2019 年 7 月 29 日 
2019 年 9 月 5 日 
2019 年 9 月 30 日 
2019 年 10 月 28 日 
2019 年 11 月 25 日 
2019 年 12 月 24 日 
2020 年 1 月 27 日 
2020 年 3 月 2 日 
2020 年 6 月 12 日 
2020 年 6 月 23 日 
2020 年 7 月 30 日 
2020 年 10 月 1 日 
2020 年 10 月 29 日 
2020 年 11 月 27 日 
2020 年 12 月 25 日 

 
 

特に大きな更新として、以下の日程で OS のバージョンアップを実施した。 
 

2020 年 6 月 12 日、6 月 23 日 Windows10 LTSB から Windows10 Education へのバージョンアップ 
2020 年 10 月 1 日 macOS High Sierra(10.13) から macOS Mojave(10.14) へのバージョンアップ 
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で 913組織、2020年度末時点で 966組織が利用している。このサービスは外部事業者への委託に
よるものである。

DNSホスティング：学内組織を対象としたDNSホスティングサービスを提供しており、2020年度末
時点で 41組織が利用している。

WiFiアクセスポイント提供サービス: UTokyo WiFi用のアクセスポイントを部局に貸し出すサービス
を行っており、2019年度末時点で 85台、2020年度末で 84台のアクセスポイントを貸し出して
いる。

遠隔講義支援: テレビ会議システムを備えた遠隔講義室を用意しており、遠隔講義や遠隔会議に利用
されている。

その他のサービス: 有線 LAN(2019年度まで)、認証情報の提供、大判プリンターのサービスなどを提
供している。
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で 913組織、2020年度末時点で 966組織が利用している。このサービスは外部事業者への委託に
よるものである。

DNSホスティング：学内組織を対象としたDNSホスティングサービスを提供しており、2020年度末
時点で 41組織が利用している。

WiFiアクセスポイント提供サービス: UTokyo WiFi用のアクセスポイントを部局に貸し出すサービス
を行っており、2019年度末時点で 85台、2020年度末で 84台のアクセスポイントを貸し出して
いる。

遠隔講義支援: テレビ会議システムを備えた遠隔講義室を用意しており、遠隔講義や遠隔会議に利用
されている。

その他のサービス: 有線 LAN(2019年度まで)、認証情報の提供、大判プリンターのサービスなどを提
供している。



 
1.2 システム利用説明会 

このシステムを利用して講義等を行う教員やティーチングアシスタント、及び分散端末管理

責任者・担当者を対象とした説明会を定期的に開催している。2020 年度は、Zoom でのオ

ンライン参加も可能な形式で開催した。 
 
本郷: 情報基盤センター 1 階 大演習室 1 

2019 年 9 月 13 日 13:30-15:00，2020 年 3 月 17 日 13:30-15:00 

駒場: 情報教育棟 3 階 大演習室 2 
2019 年 9 月 12 日 13:30-15:00，2020 年 3 月 23 日 13:30-15:00， 
2021 年 3 月 22 日 13:30-14:30（Zoom でのオンライン参加も可） 

 

1.3 次期教育用計算機システム（ECCS2021） 
2021 年に 3 月に運用を開始した次期教育用計算機システム調達に関する経過 

 

    2020 年 3 月 4 日 

     第１回仕様策定委員会 

 

    2020 年 3 月 16 日 

     第２回仕様策定委員会 

 

    2020 年 4 月 8 日 

     仕様書案説明会 

 

    2020 年 5 月 12 日 

     第３回仕様策定委員会 

 

    2020 年 5 月 26 日 

     第４回仕様策定委員会 

 

    2020 年 6 月 9 日 

     第５回仕様策定委員会 

 

    2020 年 7 月 8 日 

     入札説明会 

 

    2020 年 8 月 25 日 

     第１回技術審査委員会 

 

    2020 年 9 月 2 日 

     第２回技術審査委員会 

 

    2020 年 9 月 11 日 

     開札 

 

2 講習会開催報告 

2.1 新規利用者向け講習会 

学部学生、大学院生および研究生が教育用計算機システムの利用を新規に申し込む際には、新規利

用者向け講習会を受講する必要がある。本講習会については、ITC-LMS でのオンライン講習による受講

を実施している。 
 
2019 年度、2020 年度の実施状況は表 1 のとおりである。 
 

表 1. オンライン新規利用者講習会受講・合格者数 
 オンライン講習 
 受講数 合格者数 

2019 年 4 月 6282 4012 
2019 年 5 月 171 102 
2019 年 6 月 61 35 
2019 年 7 月 72 41 
2019 年 8 月 185 76 
2019 年 9 月 878 469 

2019 年 10 月 1105 531 
2019 年 11 月 164 69 
2019 年 12 月 50 25 

2020 年 1 月 39 18 
2020 年 2 月 54 29 
2020 年 3 月 5894 2854 

2019 年度合計 14955 8261 
   

2020 年 4 月 7316 1483 

2020 年 5 月 113 72 

2020 年 6 月 67 40 

2020 年 7 月 105 53 

2020 年 8 月 148 73 

2020 年 9 月 650 378 

2020 年 10 月 369 198 

2020 年 11 月 84 50 

2020 年 12 月 54 24 

2021 年 1 月 34 16 

2021 年 2 月 18 9 

2021 年 3 月 2456 1821 

2020 年度合計 11414 4217 
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3 サービス統計 

3.1 部局別利用者数 

教育用計算機システムを一度でも利用したことのある学部学生、大学院生、研究生、教職員の、2019 年

4 月～2021 年 1 月の月毎累積の部局別実利用者数を図 1 に示す。比較のため、2018 年度(各月一番左)

を載せてある。 

 
図 1. 部局別実利用者数 

 
 

3.2 端末設置状況 

教育用計算機システムの端末は、本郷地区では情報基盤センター(浅野地区)の演習室に端末を集中

配置するとともに、総合図書館、福武ホール、各学部/研究科等の 15 箇所にも端末を分散配置している。

駒場地区では、情報教育棟に端末を集中配置し、駒場図書館にも端末を配置している。柏地区は柏図書

館に端末を配置している。 

 

3.3 利用者対応 

利用者への対応について、窓口、電話対応件数、メールによる対応件数を表 2、表 3 に示す。 
 

表 2. 利用者対応件数（2019 年度） 
 情報基盤センター 福武ホール 駒場情報教育棟 

メール 
窓口対応 電話対応 窓口対応 電話対応 窓口対応 電話対応 

4 月 117 122 72 7 264 52 241 
5 月 118 56 26 12 87 10 77 
6 月 106 27 21 10 61 15 38 
7 月 122 18 16 9 22 9 43 
8 月 85 17 9 5 11 12 48 
9 月 73 34 31 13 56 12 65 

10 月 132 39 32 11 96 18 90 
11 月 105 19 28 14 48 10 45 
12 月 101 21 11 4 33 8 30 
1 月 81 23 11 0 23 12 61 
2 月 29 61 13 4 16 9 44 
3 月 97 44 19 4 31 55 168 
合計 1166 481 289 93 748 222 950 

 
 
 

表 3. 利用者対応件数（2020 年度、2021 年 1 月まで） 
 情報基盤センター 福武ホール 駒場情報教育棟 

メール 
窓口対応 電話対応 窓口対応 電話対応 窓口対応 電話対応 

4 月 66 22 5 42 18 24 373 
5 月 0 0 0 0 0 0 269 
6 月 0 0 0 0 8 19 253 
7 月 0 0 1 3 14 49 206 
8 月 0 0 0 0 12 27 41 
9 月 23 0 2 0 16 29 162 

10 月 48 5 40 2 39 28 139 
11 月 29 0 50 3 18 17 131 
12 月 17 0 52 2 14 12 63 
1 月 36 2 9 0 4 20 68 
合計 219 29 159 52 143 225 1705 
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学内組織向けメールサーバ（MAILHOSTING）運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 

1 運用報告 
2019 年度は ECCS2016 の MailSuite を引き続き大きなトラブルなく運用してきたが、2020 年度に

は当部門で運用している Google Workspace for Education へのシステム移行を実施した。組織ドメイ

ンのメールアドレスは Gmail（ECCS クラウドメール）のエイリアス、メーリングリストは Google グループ

を用いて実現している。また、ドメイン管理者用のインターフェースは別途開発することで、メールホ

スティングサービスに必要な要件を実装した。 データ移行については利用者側で実施する形として

おり、利用者が無理なく移行できるように移行前の説明会や移行日程を複数回設けた。コロナ禍とい

う状況も含めて移行作業はかなりの業務量となったが、結果的に大きなトラブルはなくシステム移行

が完了した。以降ドメイン管理者用のインターフェースを改良しながら運用しており、システムは安定

的に稼働している。 

2 講習会・研究会開催報告 
2019 年 9 月 13 日 クラウドサービスをベースにした新メールホスティングサービス 利用説明会 
2020 年 2 月 18 日 メールホスティングサービス利用説明会 

3 サービス統計 

 

学内組織向け DNS ホスティング運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 

1 運用報告 
2019 年度から XACK 社製 XACK DNS 及び ZONE EDITOR を運用しており、特に大きなトラブ

ルはなく安定的に運用できている。2020 年度末時点で 41 組織が利用している。 
 

2 広報 
2019 年度・2020 年度に行った広報は以下の通りである。 
 2019年 11月 26日 DNSホスティングサービスのメンテナンスについて（2019/12/5 9:30-12:00） 
 2020 年 8 月 28 日 DNS ホスティング参照用サーバのメンテナンスおよび IP アドレスの制限

について 
 2021 年 1 月 7 日 DNS ホスティングサービスのメンテナンスについて（2021/1/18 9:30-12:00） 
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学内組織向けメールサーバ（MAILHOSTING）運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
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ンのメールアドレスは Gmail（ECCS クラウドメール）のエイリアス、メーリングリストは Google グループ

を用いて実現している。また、ドメイン管理者用のインターフェースは別途開発することで、メールホ

スティングサービスに必要な要件を実装した。 データ移行については利用者側で実施する形として

おり、利用者が無理なく移行できるように移行前の説明会や移行日程を複数回設けた。コロナ禍とい

う状況も含めて移行作業はかなりの業務量となったが、結果的に大きなトラブルはなくシステム移行

が完了した。以降ドメイン管理者用のインターフェースを改良しながら運用しており、システムは安定

的に稼働している。 

2 講習会・研究会開催報告 
2019 年 9 月 13 日 クラウドサービスをベースにした新メールホスティングサービス 利用説明会 
2020 年 2 月 18 日 メールホスティングサービス利用説明会 

3 サービス統計 

 

学内組織向け DNS ホスティング運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 

1 運用報告 
2019 年度から XACK 社製 XACK DNS 及び ZONE EDITOR を運用しており、特に大きなトラブ

ルはなく安定的に運用できている。2020 年度末時点で 41 組織が利用している。 
 

2 広報 
2019 年度・2020 年度に行った広報は以下の通りである。 
 2019年 11月 26日 DNSホスティングサービスのメンテナンスについて（2019/12/5 9:30-12:00） 
 2020 年 8 月 28 日 DNS ホスティング参照用サーバのメンテナンスおよび IP アドレスの制限

について 
 2021 年 1 月 7 日 DNS ホスティングサービスのメンテナンスについて（2021/1/18 9:30-12:00） 
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WEB PARK サービス運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム 
 

  
 

1 運用報告 
WEB PARK サービスとは、2000 年度から開始した学内組織向けの Web ホスティングサービスで

ある。2014 年 2 月にオンプレミスによるサービスから外部事業者が提供する Web ホスティングサービ

スへと変更し、2017 年 2 月の契約更新を経て 2019 年度及び 2020 年度も引き続きサービスを行っ

た。 
 
 

2 サービス統計 
2019 年度に利用を開始した組織数は 6１、利用を中止した組織数は 58、 2020 年度に利用を開

始した組織数は 62、利用を中止した組織数は 9 であった。2019 年 3 月末現在の総利用組織数は 
913、2020 年 3 月末現在の総利用組織数は 966 である。利用組織数の変化を図 １ に示す。 
 

 
図 1．利用組織数の遷移 

 
 
 
 
 
 

表１．部局別利用組織数 
 2019 年度 2020 年度 

法学政治学研究科/法学部 36 41 

医学系研究科/医学部 46 48 

附属病院 11 12 

工学系研究科/工学部 264 287 

人文社会系研究科/文学部 0 0 

理学系研究科/理学部 16 19 

農学生命科学研究科/農学部 140 142 

経済学研究科/経済学部 38 38 

総合文化研究科/教養学部 128 132 

教育学研究科/教育学部 1 1 

薬学系研究科/薬学部 3 5 

数理科学研究科 1 1 

新領域創成科学研究科 99 101 

情報理工学系研究科 27 25 

情報学環・学際情報学府 3 4 

その他 100 110 
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WEB PARK サービス運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム 
 

  
 

1 運用報告 
WEB PARK サービスとは、2000 年度から開始した学内組織向けの Web ホスティングサービスで

ある。2014 年 2 月にオンプレミスによるサービスから外部事業者が提供する Web ホスティングサービ

スへと変更し、2017 年 2 月の契約更新を経て 2019 年度及び 2020 年度も引き続きサービスを行っ

た。 
 
 

2 サービス統計 
2019 年度に利用を開始した組織数は 6１、利用を中止した組織数は 58、 2020 年度に利用を開

始した組織数は 62、利用を中止した組織数は 9 であった。2019 年 3 月末現在の総利用組織数は 
913、2020 年 3 月末現在の総利用組織数は 966 である。利用組織数の変化を図 １ に示す。 
 

 
図 1．利用組織数の遷移 

 
 
 
 
 
 

表１．部局別利用組織数 
 2019 年度 2020 年度 

法学政治学研究科/法学部 36 41 

医学系研究科/医学部 46 48 

附属病院 11 12 

工学系研究科/工学部 264 287 

人文社会系研究科/文学部 0 0 

理学系研究科/理学部 16 19 

農学生命科学研究科/農学部 140 142 

経済学研究科/経済学部 38 38 

総合文化研究科/教養学部 128 132 

教育学研究科/教育学部 1 1 

薬学系研究科/薬学部 3 5 

数理科学研究科 1 1 

新領域創成科学研究科 99 101 

情報理工学系研究科 27 25 

情報学環・学際情報学府 3 4 

その他 100 110 

 



－ 242 －

情報メディア教育

遠隔講義支援サービス運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 

1 運用報告 
1.1 遠隔講義室 

遠隔地と講義・会議ができるような TV 会議システムを本郷・駒場の遠隔講義室に配置して

利用のサポートを行っている。 
 2019 年度は本郷遠隔講義室 37 回の利用があった。駒場遠隔講義室の利用は無かった。 
 2020 年度は本郷遠隔講義室で 5 回の利用があった。駒場遠隔講義室の利用は無かった。 

 
1.2 撮影機材貸出 

ビデオカメラ及び三脚等の撮影機材の貸し出しを行っている。 
2019 年度は 1 件の貸し出しを行った。 
2020 年度の利用は無かった。 

 
 

 

LMS 運用報告  

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム 

11 概要  
情報メディア教育部門では、2014 年  3 月から学習管理システム  (ITC-LMS : ITC 

Learning Management System) を運用している。ITC-LMS は 2019 年 3 月に全面更新を行

った。 
ITC-LMS では、学務システム (UTAS) で登録された講義をコースとして自動登録してい

る。教員は、登録されたコースで、教材・講義資料の配布、課題の出題やレポートの受領、

コメントの返却、小テストの出題と採点、出欠管理などを行うことができる。他にも、アン

ケート、掲示板、通知などの機能も利用可能である。ITC-LMS の利用にあたって、教職員

及び学生は UTokyo Account を使用する。 
 

22 運用報告  
 

ITC-LMS の主な機能は前述の通りである。また、利用者である教員や学生の利便性の向

上や、運用を担当するセンター教職員の負荷の低減などを目的として、適宜機能の追加や改

良を行っている。2019 年度は、コースの履修者登録に関する機能や、アンケートの回答シ

ミュレーション機能の追加など、新システム稼働後に行ったユーザ対応の中で問い合わせが

多かったものに対する機能の追加改修を行った。2020 年度は、新型コロナウィルスによる

リモート講義での使用によりアクセスが増大したため、システム基盤の増強及び負荷分散の

チューニングを実施した。また、リモート講義を前提とした利用における利用者からの要望

により、大人数でテスト機能を使用した期末テストへの対応・アンケート機能の拡充・全ユ

ーザへのお知らせをログイン後に表示する、などの機能追加や改修を行った。 
 
 

33 システム利用説明会  
教育用計算機システム (ECCS) を利用して講義を行う教員、ティーチングアシスタントと

分散配置端末管理・担当者を対象とした「システム利用説明会」を開催している (年 2 回開

催)。 
システム利用説明会では、前半を ECCS に関する説明を、後半に ITC-LMS の概要につい

て説明を行っている。2019 年度の開催日時は以下の通り。 
 

2019 年 9 月 12 日 (木) 
2019 年 9 月 13 日 (金) 
2020 年 3 月 17 日 (火) 
2020 年 3 月 23 日 (月) 

13:30 ～ 15:00 
13:30 ～ 15:00 
13:30 ～ 15:00 
13:30 ～ 15:00 

駒場 : 情報教育棟 3 階 大演習室 2 
本郷 : 情報基盤センター 1 階 大演習室 1 
本郷 : 情報基盤センター 1 階 大演習室 1 
駒場 : 情報教育棟 3 階 大演習室 2 
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遠隔講義支援サービス運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 

1 運用報告 
1.1 遠隔講義室 

遠隔地と講義・会議ができるような TV 会議システムを本郷・駒場の遠隔講義室に配置して

利用のサポートを行っている。 
 2019 年度は本郷遠隔講義室 37 回の利用があった。駒場遠隔講義室の利用は無かった。 
 2020 年度は本郷遠隔講義室で 5 回の利用があった。駒場遠隔講義室の利用は無かった。 

 
1.2 撮影機材貸出 

ビデオカメラ及び三脚等の撮影機材の貸し出しを行っている。 
2019 年度は 1 件の貸し出しを行った。 
2020 年度の利用は無かった。 

 
 

 

LMS 運用報告  

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム 

11 概要  
情報メディア教育部門では、2014 年  3 月から学習管理システム  (ITC-LMS : ITC 

Learning Management System) を運用している。ITC-LMS は 2019 年 3 月に全面更新を行

った。 
ITC-LMS では、学務システム (UTAS) で登録された講義をコースとして自動登録してい

る。教員は、登録されたコースで、教材・講義資料の配布、課題の出題やレポートの受領、

コメントの返却、小テストの出題と採点、出欠管理などを行うことができる。他にも、アン

ケート、掲示板、通知などの機能も利用可能である。ITC-LMS の利用にあたって、教職員

及び学生は UTokyo Account を使用する。 
 

22 運用報告  
 

ITC-LMS の主な機能は前述の通りである。また、利用者である教員や学生の利便性の向

上や、運用を担当するセンター教職員の負荷の低減などを目的として、適宜機能の追加や改

良を行っている。2019 年度は、コースの履修者登録に関する機能や、アンケートの回答シ

ミュレーション機能の追加など、新システム稼働後に行ったユーザ対応の中で問い合わせが

多かったものに対する機能の追加改修を行った。2020 年度は、新型コロナウィルスによる

リモート講義での使用によりアクセスが増大したため、システム基盤の増強及び負荷分散の

チューニングを実施した。また、リモート講義を前提とした利用における利用者からの要望

により、大人数でテスト機能を使用した期末テストへの対応・アンケート機能の拡充・全ユ

ーザへのお知らせをログイン後に表示する、などの機能追加や改修を行った。 
 
 

33 システム利用説明会  
教育用計算機システム (ECCS) を利用して講義を行う教員、ティーチングアシスタントと

分散配置端末管理・担当者を対象とした「システム利用説明会」を開催している (年 2 回開

催)。 
システム利用説明会では、前半を ECCS に関する説明を、後半に ITC-LMS の概要につい

て説明を行っている。2019 年度の開催日時は以下の通り。 
 

2019 年 9 月 12 日 (木) 
2019 年 9 月 13 日 (金) 
2020 年 3 月 17 日 (火) 
2020 年 3 月 23 日 (月) 

13:30 ～ 15:00 
13:30 ～ 15:00 
13:30 ～ 15:00 
13:30 ～ 15:00 

駒場 : 情報教育棟 3 階 大演習室 2 
本郷 : 情報基盤センター 1 階 大演習室 1 
本郷 : 情報基盤センター 1 階 大演習室 1 
駒場 : 情報教育棟 3 階 大演習室 2 
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2020 年度は、新型コロナウィルスの影響により 2020 年秋の説明会は実施しなかった。新年

度に向けた説明会は 2021 年 3 月 22 日(月)にリモートで実施したが、ITC-LMS の概要に関

する説明は行わなかった。 
 
 

44 サービス統計 
 

44..11 利用状況 

ITC-LMS の利用状況は以下の通り。 
 

 
 

図 1．2019 年度および 2020 年度に ITC-LMS で利用されたコース 
(教材・課題・テストなどの主な機能において、当該機能のデータを 1 個以上作成したコ

ース) 
の総数 

 
図 2．2019 年度及び 2020 年度に ITC-LMS 利用されたコースに登録されている学生数の総

数 
(重複を除く総和)   

 

 
 

図 3．ITC-LMS 機能別利用率（2019 年度） 



－ 245 －

情報メディア教育

2020 年度は、新型コロナウィルスの影響により 2020 年秋の説明会は実施しなかった。新年

度に向けた説明会は 2021 年 3 月 22 日(月)にリモートで実施したが、ITC-LMS の概要に関

する説明は行わなかった。 
 
 

44 サービス統計 
 

44..11 利用状況 

ITC-LMS の利用状況は以下の通り。 
 

 
 

図 1．2019 年度および 2020 年度に ITC-LMS で利用されたコース 
(教材・課題・テストなどの主な機能において、当該機能のデータを 1 個以上作成したコ

ース) 
の総数 

 
図 2．2019 年度及び 2020 年度に ITC-LMS 利用されたコースに登録されている学生数の総

数 
(重複を除く総和)   

 

 
 

図 3．ITC-LMS 機能別利用率（2019 年度） 
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図 3．ITC-LMS 機能別利用率（2020 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

44..22 組織別 の利用状況 

ITC-LMS の組織別の利用状況は以下の通り。 
 

表 1．利用されたコース数の組織別分布 
 2019 年度 2020 年度 

教養学部（前期課程） 839 2994 

法学部 71 166 

医学部 21 155 

工学部 191 798 

文学部 103 626 

理学部 72 412 

農学部 59 396 

経済学部 54 127 

教養学部 404 1183 

教育学部 28 136 

薬学部 0 46 

法学政治学研究科 82 222 

医学系研究科 1 93 

工学系研究科 91 502 

人文社会系研究科 63 370 

理学系研究科 20 149 

農学生命科学研究科 28 211 

経済学研究科 27 133 

総合文化研究科 212 829 

教育学研究科 18 83 

薬学系研究科 0 11 

数理科学研究科 1 62 

新領域創成科学研究科 2 179 

情報理工学系研究科 40 115 

情報学環・学際情報学府 5 143 

公共政策学教育部 82 239 

その他部局 0 11 

本部 74 89 
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図 3．ITC-LMS 機能別利用率（2020 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

44..22 組織別 の利用状況 

ITC-LMS の組織別の利用状況は以下の通り。 
 

表 1．利用されたコース数の組織別分布 
 2019 年度 2020 年度 

教養学部（前期課程） 839 2994 

法学部 71 166 

医学部 21 155 

工学部 191 798 

文学部 103 626 

理学部 72 412 

農学部 59 396 

経済学部 54 127 

教養学部 404 1183 

教育学部 28 136 

薬学部 0 46 

法学政治学研究科 82 222 

医学系研究科 1 93 

工学系研究科 91 502 

人文社会系研究科 63 370 

理学系研究科 20 149 

農学生命科学研究科 28 211 

経済学研究科 27 133 

総合文化研究科 212 829 

教育学研究科 18 83 

薬学系研究科 0 11 

数理科学研究科 1 62 

新領域創成科学研究科 2 179 

情報理工学系研究科 40 115 

情報学環・学際情報学府 5 143 

公共政策学教育部 82 239 

その他部局 0 11 

本部 74 89 
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その他のサービス 運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 
情報メディア教育部門において実施されている、その他のサービス（一時アカウント使用、認証情報

の提供、大判プリント、AP 提供サービス）について報告する。

1 運用報告 

1.1 一時アカウント使用 

【2019 年度】 
（利用月、部局、 アカウント数、 講習会名） 
2019 年 5 月  経済学研究科  31 経済学実験（学内学生対象 
2019 年 8 月  情報理工学系研究科 39 情報処理学会２０１９年度教員免許更新講

習および SSR 
2019 年 10 月 経済学研究科  31 経済学実験（学内学生対象） 
2019 年 12 月  総合文化研究科 15  国際生物オリンピック派遣高校生の生物統

計の特訓のため 
2020 年 2 月   総合文化研究科  9  MinervaWS 
2020 年 2 月   工学系研究科   1  工学系研究科大学院講義 国際連携特別講

義 V 
 
【2020 年度】 
利用無し 
 

1.2 認証情報提供 

【2019 年度】 
利用組織数：5 
利用目的：部局管理 Active Directory 2 件、部局管理 LDAP 2 件、SNOWBALL 1 件 
 
【2020 年度】 
利用組織数：4 
利用目的：部局管理 Active Directory 2 件、部局管理 LDAP 2 件 

1.3 大判プリント 

【2019 年度】 
１１３件 
【2020 年度】 
利用無し 

1.4 AP 提供サービス 

UTokyo Wifi 用アクセスポイント（AP）を提供するサービスを行っている。 
【2019 年度】 
AP 台数：85 台 
内訳： 
法学政治学研究科  39 台 
公共政策学連携研究部 23 台 
薬学系研究科  1 台 
医科学研究所  13 台 
人文社会学系研究科 1 台 
農学生命科学研究科 3 台 
総合文化研究科  5 台 
【2020 年度】 
AP 台数：84 台 
内訳： 
法学政治学研究科  39 台 
公共政策学連携研究部 23 台 
薬学系研究科  1 台 
医科学研究所  13 台 
農学生命科学研究科 3 台 
総合文化研究科  5 台 
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その他のサービス 運用報告 

 
 

教育本郷チーム 教育駒場チーム  
 

  
 
情報メディア教育部門において実施されている、その他のサービス（一時アカウント使用、認証情報

の提供、大判プリント、AP 提供サービス）について報告する。

1 運用報告 

1.1 一時アカウント使用 

【2019 年度】 
（利用月、部局、 アカウント数、 講習会名） 
2019 年 5 月  経済学研究科  31 経済学実験（学内学生対象 
2019 年 8 月  情報理工学系研究科 39 情報処理学会２０１９年度教員免許更新講

習および SSR 
2019 年 10 月 経済学研究科  31 経済学実験（学内学生対象） 
2019 年 12 月  総合文化研究科 15  国際生物オリンピック派遣高校生の生物統

計の特訓のため 
2020 年 2 月   総合文化研究科  9  MinervaWS 
2020 年 2 月   工学系研究科   1  工学系研究科大学院講義 国際連携特別講

義 V 
 
【2020 年度】 
利用無し 
 

1.2 認証情報提供 

【2019 年度】 
利用組織数：5 
利用目的：部局管理 Active Directory 2 件、部局管理 LDAP 2 件、SNOWBALL 1 件 
 
【2020 年度】 
利用組織数：4 
利用目的：部局管理 Active Directory 2 件、部局管理 LDAP 2 件 

1.3 大判プリント 

【2019 年度】 
１１３件 
【2020 年度】 
利用無し 

1.4 AP 提供サービス 

UTokyo Wifi 用アクセスポイント（AP）を提供するサービスを行っている。 
【2019 年度】 
AP 台数：85 台 
内訳： 
法学政治学研究科  39 台 
公共政策学連携研究部 23 台 
薬学系研究科  1 台 
医科学研究所  13 台 
人文社会学系研究科 1 台 
農学生命科学研究科 3 台 
総合文化研究科  5 台 
【2020 年度】 
AP 台数：84 台 
内訳： 
法学政治学研究科  39 台 
公共政策学連携研究部 23 台 
薬学系研究科  1 台 
医科学研究所  13 台 
農学生命科学研究科 3 台 
総合文化研究科  5 台 
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学術情報 

概要  

 
 

部門長 小林 博樹  上席係長 前田 朗 
 

 

１ 図書館システムの運用管理とサービスの提供 
 
「附属図書館学術情報システム」（図書館システム）は、附属図書館が提供する各種サービスの中

核をなすシステムである。国立情報学研究所が運用する目録所在情報システムと接続しており、他

大学・他研究機関の図書館との連携の重要なツールともなっている。 

2019 年度から 2020 年度にかけては、通常のシステム管理業務の他に、国立情報学研究所が

2020 年度に運用を開始した新しい目録所在情報システム（CAT2020）への対応を行った。 

また、2021 年 8 月のシステムリプレイスに向けて、2019 年度には附属図書館と協同し仕様案を作

成した。2020 年度にはこの仕様書案をもとに調達手続きを進め、2021 年 3 月に納入業者が確定し

た。以降は附属図書館と連携し、サービス開始に向けたシステムカスタマイズ対応・動作検証を進め

ていく予定である。 

 

２ 東京大学機関リポジトリの運用管理と情報発信 
 

東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）の運用管理、著作権対応の業務を行っている。

2019 年度から 2020 年度にかけて、コンテンツ登録数は約 3,400 件増加し、2020 年度末時点で約

44,600 件の本文ありコンテンツが登録されている。 

2020 年度には利用しているシステム（JAIRO Cloud）のリプレイスに対応し、2021 年 3 月 24 日にリ

ニューアル公開した。 

      
３ 東京大学デジタルアーカイブズ構築事業への協力 

 
附属図書館に設置された学術資産アーカイブ化推進室に室員として参加し、東京大学デジタル

アーカイブズ構築事業に協力している。 

2019 年 6 月に全学のアーカイブズ資料の統合検索を行う東京大学学術資産等アーカイブズポー

タルを一般公開し、その管理運用、総合図書館や公開基盤を持たない部局等のための共用サーバ

での画像公開システムの管理運用等、システム面での支援を行っている。 

 
４ 学術情報に関するポータルサイト提供と各種講習会の企画・運営 

 
各種データベース等の電子的学術情報資源の中から自分の目的に合ったものを探すためのポー

タルサイト「GACoS」を提供している。また、各部局や附属図書館と連携しながら各種講習会・セミナ

ーの企画・実施、案内冊子やパンフレット等の作成を行うとともに、上記の「GACoS」を通じて講習

会・セミナーの広報を行っている。 

 
５ その他 
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データ科学

学術情報 

概要  

 
 

部門長 小林 博樹  上席係長 前田 朗 
 

 

１ 図書館システムの運用管理とサービスの提供 
 
「附属図書館学術情報システム」（図書館システム）は、附属図書館が提供する各種サービスの中

核をなすシステムである。国立情報学研究所が運用する目録所在情報システムと接続しており、他

大学・他研究機関の図書館との連携の重要なツールともなっている。 

2019 年度から 2020 年度にかけては、通常のシステム管理業務の他に、国立情報学研究所が

2020 年度に運用を開始した新しい目録所在情報システム（CAT2020）への対応を行った。 

また、2021 年 8 月のシステムリプレイスに向けて、2019 年度には附属図書館と協同し仕様案を作

成した。2020 年度にはこの仕様書案をもとに調達手続きを進め、2021 年 3 月に納入業者が確定し

た。以降は附属図書館と連携し、サービス開始に向けたシステムカスタマイズ対応・動作検証を進め

ていく予定である。 

 

２ 東京大学機関リポジトリの運用管理と情報発信 
 

東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）の運用管理、著作権対応の業務を行っている。

2019 年度から 2020 年度にかけて、コンテンツ登録数は約 3,400 件増加し、2020 年度末時点で約

44,600 件の本文ありコンテンツが登録されている。 

2020 年度には利用しているシステム（JAIRO Cloud）のリプレイスに対応し、2021 年 3 月 24 日にリ

ニューアル公開した。 

      
３ 東京大学デジタルアーカイブズ構築事業への協力 

 
附属図書館に設置された学術資産アーカイブ化推進室に室員として参加し、東京大学デジタル

アーカイブズ構築事業に協力している。 

2019 年 6 月に全学のアーカイブズ資料の統合検索を行う東京大学学術資産等アーカイブズポー

タルを一般公開し、その管理運用、総合図書館や公開基盤を持たない部局等のための共用サーバ

での画像公開システムの管理運用等、システム面での支援を行っている。 

 
４ 学術情報に関するポータルサイト提供と各種講習会の企画・運営 

 
各種データベース等の電子的学術情報資源の中から自分の目的に合ったものを探すためのポー

タルサイト「GACoS」を提供している。また、各部局や附属図書館と連携しながら各種講習会・セミナ

ーの企画・実施、案内冊子やパンフレット等の作成を行うとともに、上記の「GACoS」を通じて講習

会・セミナーの広報を行っている。 

 
５ その他 
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その他、SSL-VPN ゲートウェイによる学外からの電子ジャーナル等へのアクセスサービスの運用

を担当し、2020 年度には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のための教育・研究・業務のオン

ライン化に対応しサービスを拡充した。 

図書館関係システム運用・管理  

 
 

 図書館システム担当  
 

  

11 運用報告 

図書館システム担当では、「附属図書館学術情報システム」を中心に図書館関係サーバ群の運

用管理を行っている。 
 

11..11 附属図書館学術情報システム（図書館システム） 

  「附属図書館学術情報システム」は全学の図書館業務システムであり、OPAC、MyOPAC 等の利

用者サービスを提供するシステムでもある。2019年度から 2020年度にかけては、以下の定例業務の

実施とともに、国立情報学研究所が 2020 年度に運用を開始した新しい目録所在情報システム

（CAT2020）への対応やシステムリプレイスに向けた対応を行った。 
 

11..11..11 図書館システムにおける定例業務 

通常の業務画面では処理が困難な大量の各種データの一括登録・修正・削除処理について、附

属図書館の要望に沿って作業を行っている。さらに毎年行う柏図書館への製本雑誌移管に係るデ

ータ修正、部局図書館の移転・統合に伴う移設作業に対応するためのデータ修正作業を継続して

行っている。 

附属図書館業務担当係会と連携し、図書館システムに対する要望事項等の整理・取りまとめを行

っている。また、それらの要望事項等について、適用状況の管理や動作検証等を行っている。 
 

11..11..22 新しい目録所在情報システム（CAT2020）への対応 

国立情報学研究所が 2020 年度に運用を開始した目録所在情報システム（CAT2020）について、

附属図書館との連携のもと運用検討及びシステムアップデート・動作検証を行った。 

 

11..11..33 システムリプレイスに向けた対応 

 2021 年 8 月を予定しているシステムリプレイスに向けて、附属図書館と協同で結成したプロジェクト

チームにより、新システムを検討し仕様案を作成した。この仕様書案を、仕様策定委員会にて検討し

改訂の後、仕様書として確定させた。2021 年 3 月に納入業者が確定したことを受け、以降は新シス

テムでのサービス開始に向けたシステムカスタマイズ対応や必要な動作検証を、附属図書館と連携

して対応すべく準備を進めている。 
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その他、SSL-VPN ゲートウェイによる学外からの電子ジャーナル等へのアクセスサービスの運用

を担当し、2020 年度には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のための教育・研究・業務のオン

ライン化に対応しサービスを拡充した。 

図書館関係システム運用・管理  

 
 

 図書館システム担当  
 

  

11 運用報告 

図書館システム担当では、「附属図書館学術情報システム」を中心に図書館関係サーバ群の運

用管理を行っている。 
 

11..11 附属図書館学術情報システム（図書館システム） 

  「附属図書館学術情報システム」は全学の図書館業務システムであり、OPAC、MyOPAC 等の利

用者サービスを提供するシステムでもある。2019年度から 2020年度にかけては、以下の定例業務の

実施とともに、国立情報学研究所が 2020 年度に運用を開始した新しい目録所在情報システム

（CAT2020）への対応やシステムリプレイスに向けた対応を行った。 
 

11..11..11 図書館システムにおける定例業務 

通常の業務画面では処理が困難な大量の各種データの一括登録・修正・削除処理について、附

属図書館の要望に沿って作業を行っている。さらに毎年行う柏図書館への製本雑誌移管に係るデ

ータ修正、部局図書館の移転・統合に伴う移設作業に対応するためのデータ修正作業を継続して

行っている。 

附属図書館業務担当係会と連携し、図書館システムに対する要望事項等の整理・取りまとめを行

っている。また、それらの要望事項等について、適用状況の管理や動作検証等を行っている。 
 

11..11..22 新しい目録所在情報システム（CAT2020）への対応 

国立情報学研究所が 2020 年度に運用を開始した目録所在情報システム（CAT2020）について、

附属図書館との連携のもと運用検討及びシステムアップデート・動作検証を行った。 

 

11..11..33 システムリプレイスに向けた対応 

 2021 年 8 月を予定しているシステムリプレイスに向けて、附属図書館と協同で結成したプロジェクト

チームにより、新システムを検討し仕様案を作成した。この仕様書案を、仕様策定委員会にて検討し

改訂の後、仕様書として確定させた。2021 年 3 月に納入業者が確定したことを受け、以降は新シス

テムでのサービス開始に向けたシステムカスタマイズ対応や必要な動作検証を、附属図書館と連携

して対応すべく準備を進めている。 
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11..22 総合図書館改修工事に伴う対応 

総合図書館本館の改修工事に伴い LAN 配線等のネットワーク整備対応を行った。また、改修完

了後のグランドオープンに向けた対応として、2020 年 10 月に新たに開館したアジア研究図書館へ

の資料移管に係るデータ整備や貸出条件等の設定変更を実施した。 
 

11..33 コロナ禍に伴う対応 

 2020 年度はコロナ禍に伴う本学の活動制限内容に応じて、各図書館・室のサービス提供内容に

変更が生じている。このため図書館システムにおけるサービスの一時停止や再開に伴う設定変更を

随時行った。また、図書館資料の搬送サービス拡大を実施するためのシステム改修を行った。 
 

11..44 その他の図書館関係サーバ等の運用や対応 

● 附属図書館職員用 Wiki サーバの管理 

● メールホスティングによる図書系部署・職員のアカウント管理、メーリングリスト管理 

● DNS ホスティングによる lib ドメイン、dl.itc ドメインのゾーン管理 

● 総合図書館共同利用棟のネットワーク機器管理（2020 年 12 月の事務室移転まで） 

 

22 サービス統計 

2019 年度東京大学 OPAC 検索回数 
 

4 月月  5 月月  6 月月  7 月月  8 月月  9 月月  10 月月  11 月月  12 月月  1 月月  2 月月  3 月月  

424,790 435,724 471,490 543,015 445,486 435,524 661,378 720,372 436,332 367,843 335,206 490,072 

 
 
2020 年度東京大学 OPAC 検索回数 
 

4 月月  5 月月  6 月月  7 月月  8 月月  9 月月  10 月月  11 月月  12 月月  1 月月  2 月月  3 月月  

378,023 140,543 300,788 377,023 331,104 386,025 444,492 466,804 435,555 281,333 250,931 412,069 

 

デデジジタタルルココンンテテンンツツササーービビスス 

 
 デジタル・ライブラリ担当  

 
  

1 運用報告 

11..11 東京大学学術機関リポジトリの運用 

東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）
とは、東京大学で生産されたさまざまな研究成果を電

子的な形態で集中的に蓄積・保存し、学内外に公開

することを目的としたインターネット上の発信拠点であ

る。2004 年度から附属図書館と連携して構築を行

い、2006 年 4 月から「東京大学学術機関リポジトリ」と

してサービスを開始している。2017 年 10 月には、共

用リポジトリサービス”JAIRO Cloud”へのシステム移行

を実施した。JAIRO Cloud への移行を機に、紀要及

び博士論文への DOI 付与を行うこととし、2019 年度

末までには 1 万件あまりの DOI の登録を完了してい

る。2020 年度には JAIRO Cloud のシステムリプレイスに対応し、2021 年 3 月に新システムに移行、リ

ニューアル公開した。(https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/) 
 

11..11..11 コンテンツ作成と著作権対応 

紀要、学位論文、学術雑誌論文を中心としてコンテンツの収集と作成を行い、2020 年度末には 4

万 4 千件以上の本文ありデータを公開しており、順調に増加している。機関リポジトリでは本文その

ものを PDF 等で公開するため、単に本文及びメタデータの登録作業を行うだけではなく、著作権上

の問題が起きないように対応を行っている。 
 

11..22 電子ジャーナルのリモートアクセスサービス 

学内からのアクセスに限定されている情報リソースの一部を学外からアクセス可能にするサービス

である。2006 年度よりサービスとして開始しており、現在、150 件程のデータベースや電子ジャーナ

ルのパッケージが利用可能である。2015 年４月から情報基盤センターの SSL-VPN Gateway サービ

ス（学生用）だけではなく、情報システム本部による認証 GW サービス（教職員用）のそれぞれに対し

リモートアクセスの設定を行っている。2020 年度には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のた

めの教育・研究・業務のオンライン化に対応し、同時アクセス数を増加させるなど、サービスを拡充し

た。 
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11..22 総合図書館改修工事に伴う対応 

総合図書館本館の改修工事に伴い LAN 配線等のネットワーク整備対応を行った。また、改修完

了後のグランドオープンに向けた対応として、2020 年 10 月に新たに開館したアジア研究図書館へ

の資料移管に係るデータ整備や貸出条件等の設定変更を実施した。 
 

11..33 コロナ禍に伴う対応 

 2020 年度はコロナ禍に伴う本学の活動制限内容に応じて、各図書館・室のサービス提供内容に

変更が生じている。このため図書館システムにおけるサービスの一時停止や再開に伴う設定変更を

随時行った。また、図書館資料の搬送サービス拡大を実施するためのシステム改修を行った。 
 

11..44 その他の図書館関係サーバ等の運用や対応 

● 附属図書館職員用 Wiki サーバの管理 

● メールホスティングによる図書系部署・職員のアカウント管理、メーリングリスト管理 

● DNS ホスティングによる lib ドメイン、dl.itc ドメインのゾーン管理 

● 総合図書館共同利用棟のネットワーク機器管理（2020 年 12 月の事務室移転まで） 

 

22 サービス統計 

2019 年度東京大学 OPAC 検索回数 
 

4 月月  5 月月  6 月月  7 月月  8 月月  9 月月  10 月月  11 月月  12 月月  1 月月  2 月月  3 月月  

424,790 435,724 471,490 543,015 445,486 435,524 661,378 720,372 436,332 367,843 335,206 490,072 

 
 
2020 年度東京大学 OPAC 検索回数 
 

4 月月  5 月月  6 月月  7 月月  8 月月  9 月月  10 月月  11 月月  12 月月  1 月月  2 月月  3 月月  

378,023 140,543 300,788 377,023 331,104 386,025 444,492 466,804 435,555 281,333 250,931 412,069 

 

デデジジタタルルココンンテテンンツツササーービビスス 

 
 デジタル・ライブラリ担当  

 
  

1 運用報告 

11..11 東京大学学術機関リポジトリの運用 

東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）
とは、東京大学で生産されたさまざまな研究成果を電

子的な形態で集中的に蓄積・保存し、学内外に公開

することを目的としたインターネット上の発信拠点であ

る。2004 年度から附属図書館と連携して構築を行

い、2006 年 4 月から「東京大学学術機関リポジトリ」と

してサービスを開始している。2017 年 10 月には、共

用リポジトリサービス”JAIRO Cloud”へのシステム移行

を実施した。JAIRO Cloud への移行を機に、紀要及

び博士論文への DOI 付与を行うこととし、2019 年度

末までには 1 万件あまりの DOI の登録を完了してい

る。2020 年度には JAIRO Cloud のシステムリプレイスに対応し、2021 年 3 月に新システムに移行、リ

ニューアル公開した。(https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/) 
 

11..11..11 コンテンツ作成と著作権対応 

紀要、学位論文、学術雑誌論文を中心としてコンテンツの収集と作成を行い、2020 年度末には 4

万 4 千件以上の本文ありデータを公開しており、順調に増加している。機関リポジトリでは本文その

ものを PDF 等で公開するため、単に本文及びメタデータの登録作業を行うだけではなく、著作権上

の問題が起きないように対応を行っている。 
 

11..22 電子ジャーナルのリモートアクセスサービス 

学内からのアクセスに限定されている情報リソースの一部を学外からアクセス可能にするサービス

である。2006 年度よりサービスとして開始しており、現在、150 件程のデータベースや電子ジャーナ

ルのパッケージが利用可能である。2015 年４月から情報基盤センターの SSL-VPN Gateway サービ

ス（学生用）だけではなく、情報システム本部による認証 GW サービス（教職員用）のそれぞれに対し

リモートアクセスの設定を行っている。2020 年度には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のた

めの教育・研究・業務のオンライン化に対応し、同時アクセス数を増加させるなど、サービスを拡充し

た。 
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11..33 デジタルアーカイブズ構築支援 

附属図書館の電子化貴重資料の Web 公開のために貴重書サーバ環境を提供している。2020 年

度には Adobe Flash Player のサポート終了に伴い、同プログラムを利用した公開サイト 20 件弱を閉

鎖し、東京大学学術資産等アーカイブズ共用サーバへ移行した。 
2017 年度からは同年に設置された学術資産アーカイブ化推進室員として、東京大学学術資産等

アーカイブズプラットフォームの構築及び運用にあたっている。2019 年 6 月には全学のアーカイブズ

資料の統合検索を行う東京大学学術資産等アーカイブズポータル (https://da.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/portal/)を一般公開し、国立国会図書館の NDL サーチ並びにジャパンサーチとの連携を

実現した。また、東京大学学術資産等アーカイブズ共用サーバへのコレクション登録を進めている。 

 

 

 学術情報リテラシー支援 

 
 

 学術情報リテラシー担当  
 

  

1 運用報告 

1.1 情報探索ポータルサイト GACoS(Gateway to Academic Contents System)の運用 

電子的な学術情報にアクセスするためのポータルサイトとして、GACoS（日本語・英語版）を継続

的に構築、運用した。また２０１９年度に本サイトと附属図書館 Web サイトとの間で課題となっていた

コンテンツの連携についての検討を開始した。 
２０２０年度には GACoSサイトについて２０２１年度夏に附属図書館 Webサイトへ移行することを決

定した。データベース検索機能は、附属図書館に構築済みの機能を活用し、元データも附属図書

館 Web サイト内で作成する。それ以外のページ要素は、“Literacy”と称するページを作成し、そちら

へ移行することを決定した。 
 

1.2 リテラシー支援資料の作成･改訂 

1.2.1 2019 年度「レポート・論文支援ブック」作成事業 

東京大学における文献収集やレポート・論文執筆のガ

イドブックとして、「レポート・論文支援ブック：ここから始め

よう」（2020.3）を発行した。日本語・英語・中国語・韓国語

の 4か国語版を作成し、冊子のほか PDF版を GACoSに

掲載した。 
冊子（PDF 版）は 8 ページの簡易な内容だが、更に詳

しい情報を加えた Web 版を日本語・英語 2 か国語で

GACoS に掲載した。Web 版については、随時内容を追

加・改訂している。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/supportbook.html） 

 

1.2.2 2020 年度「レポート・論文支援ブック」作成事業 

日本語・英語・中国語・韓国語の 4 か国語版を作成し、

冊子のほか PDF 版を GACoS に掲載した。なお、近年の問

い合わせ状況などを勘案して日本語版については 12ペー

ジに増量し、2014 年 3 月の全面改訂後、7 年ぶりの全面改

訂を行った。それに伴い、日本語の Web 版についても改

訂を行い、PDF 版の補足の扱いとした。英語の Web 版に

ついては、随時内容を追加・改訂している。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/sup-

portbook.html） 
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11..33 デジタルアーカイブズ構築支援 

附属図書館の電子化貴重資料の Web 公開のために貴重書サーバ環境を提供している。2020 年

度には Adobe Flash Player のサポート終了に伴い、同プログラムを利用した公開サイト 20 件弱を閉

鎖し、東京大学学術資産等アーカイブズ共用サーバへ移行した。 
2017 年度からは同年に設置された学術資産アーカイブ化推進室員として、東京大学学術資産等

アーカイブズプラットフォームの構築及び運用にあたっている。2019 年 6 月には全学のアーカイブズ

資料の統合検索を行う東京大学学術資産等アーカイブズポータル (https://da.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/portal/)を一般公開し、国立国会図書館の NDL サーチ並びにジャパンサーチとの連携を

実現した。また、東京大学学術資産等アーカイブズ共用サーバへのコレクション登録を進めている。 

 

 

 学術情報リテラシー支援 

 
 

 学術情報リテラシー担当  
 

  

1 運用報告 

1.1 情報探索ポータルサイト GACoS(Gateway to Academic Contents System)の運用 

電子的な学術情報にアクセスするためのポータルサイトとして、GACoS（日本語・英語版）を継続

的に構築、運用した。また２０１９年度に本サイトと附属図書館 Web サイトとの間で課題となっていた

コンテンツの連携についての検討を開始した。 
２０２０年度には GACoSサイトについて２０２１年度夏に附属図書館 Webサイトへ移行することを決

定した。データベース検索機能は、附属図書館に構築済みの機能を活用し、元データも附属図書

館 Web サイト内で作成する。それ以外のページ要素は、“Literacy”と称するページを作成し、そちら

へ移行することを決定した。 
 

1.2 リテラシー支援資料の作成･改訂 

1.2.1 2019 年度「レポート・論文支援ブック」作成事業 

東京大学における文献収集やレポート・論文執筆のガ

イドブックとして、「レポート・論文支援ブック：ここから始め

よう」（2020.3）を発行した。日本語・英語・中国語・韓国語

の 4か国語版を作成し、冊子のほか PDF版を GACoSに

掲載した。 
冊子（PDF 版）は 8 ページの簡易な内容だが、更に詳

しい情報を加えた Web 版を日本語・英語 2 か国語で

GACoS に掲載した。Web 版については、随時内容を追

加・改訂している。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/supportbook.html） 

 

1.2.2 2020 年度「レポート・論文支援ブック」作成事業 

日本語・英語・中国語・韓国語の 4 か国語版を作成し、

冊子のほか PDF 版を GACoS に掲載した。なお、近年の問

い合わせ状況などを勘案して日本語版については 12ペー

ジに増量し、2014 年 3 月の全面改訂後、7 年ぶりの全面改

訂を行った。それに伴い、日本語の Web 版についても改

訂を行い、PDF 版の補足の扱いとした。英語の Web 版に

ついては、随時内容を追加・改訂している。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/sup-

portbook.html） 
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1.2.3 2019 年度「自宅からデータベースや電子ジャーナルを使

うには？」リーフレット改訂作業 

「レポート・論文支援ブック：ここから始めよう」の別冊として、

SSL-VPN Gateway サービスと認証 GW サービスについて紹介し

た「自宅からデータベースや電子ジャーナルを使うには？」を発

行した。日本語・英語の 2 か国語版を作成し、冊子のほか PDF 版

を GACoS に掲載した。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/supportbook.html) 

 

1.2.4 2020 年度「学外からデータベースや電子ジャーナルを使

うには？」リーフレット改訂作業 

「レポート・論文支援ブック：ここから始めよう」の別冊として刊行

する点は従来と同様であるが、新型コロナウイルスの影響により、

学外からの利用が大幅に増加したことから、内容を全面改訂し、

またタイトルも「学外から～」と改めた。さらに学生向けと教職員向

けに分割し、それぞれ日英 2か国語版を作成した。学生向けは冊

子を配布したほか PDF 版を GACoS に掲載した。教職員向けは

UTokyo Portal が 2021 年 4 月より新しくなることから、手続きの変

更や画像などを資料に反映するために PDF 版のみを作成し、

GACoS に掲載した。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/supportbook.html) 

 

1.2.5 その他のリーフレット、案内資料 

 データベース検索関連情報として、ECCS端末を利用するための講習会に関するリーフレット（日英

併記）や、UTokyo Accountを使って図書館で受けられるサービスに関するリーフレット（日本語・英語

版）を作成した。2020 年度にはバリアフリーを意識した配色にて作成した。 
 

1.2.6 「図書館利用ガイド」 

2019年および 2020年度ともに、東京大学の図書館を初めて利用する学生等を対象とした、「図書

館利用ガイド」（附属図書館編集発行、日本語・英語版）の作成に協力した。 
 

1.2.7 「文献探しのクイックガイド」 

 GACoS 上で運用してきたウェブ版アニメーション教材のクイックガ

イド（日本語・英語版）について、使用している Adobe Flash のサービ

ス終了を受けて継続の検討を行い、2019 年度に教材本体の運用を

終了した。 

1.3 Litetopi メールマガジンの発行 

東京大学構成員を対象に、新規サービスや講習会・セミナーの情報を発信する「Litetopi（リテトピ）

メールマガジン」を、2019 年度は No. 317 から No. 336 まで、2020 年度は No. 337 から No. 346 まで

発行した。 
 

 

 

1.4 Twitter の発信 

講習会・セミナーの広報ツール、またデータベースの一時的なメンテナンス情報などをタイムリー

に通知する手段として、2019-2020 年度も Twitter の発信を行った。 

 

2 講習会・セミナー等開催報告（2019 年度） 
データベース等の電子的学術資料を学習・教育・研究に効率的に利用してもらうこと、及びレポー

ト・論文執筆の支援を目的とし、情報探索ガイダンス各コースを開催した。 

2.1 テーマ別ガイダンス 

1 つのテーマについて検索実習を交えながら解説する、テーマ別ガイダンスを 8 コース開催した。

2019 年度は、抄録引用文献データベース「SCOPUS」のサービス開始（2019 年 4 月）に伴い、「論文

準備のための文献管理：SCOPUS & Mendeley」コースを新たに実施した。また昨年度まで昼休み時

間帯に実施してきた「eol」ミニ講習は、経済学図書館との共催による「eol講習会」へと変更し、内容を

拡充させた（2.5 の表を参照）。なお年度末 3 月は新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、予定

していた 2 定期講習会（及び 2.7 英語論文セミナー（執筆実践編））を中止した。 
 

コース名 月日 
回数 
(予定) 

人数 内容 

論文準備ここからス

タート！ 

4/12、5/30、6/6、

6/21、8/6、8/28、

9/25、9/27、1/16、

1/28、3/3（中止） 

10 

(11) 

118 文献検索（CiNii Articles と Web of 

Science）のコツや文献入手方法と、

文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を 90 分で紹介。 

は じ め よ う ！ 新

RefWorks 

(30 分/45 分) 

6/6 、 6/17 、 7/5 、

7/30 、 11/25 、

12/19 

6 23 文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を 45 分（11/25 のみ 30 分）で紹

介。 

はじめての本や論

文の探し方 

(昼休み 30 分) 

5/8、5/17 2 12 TREE(UTokyo REsource Explorer)を

使った、図書や電子ジャーナル、雑

誌論文など、基本的な文献の検索方

法を 30 分で紹介。 

比べる！検索ツー

ル～Google と TREE

はどう違うのか～ 

 (昼休み 30 分) 

7/5、7/10、12/19 

 

3 9 どんな時にどんな検索ツールを使え

ばよいか、Google 

Scholar/TREE/Web of Science を比

較し、各ツールの特長を分析。 
はじめよう！ 

Mendeley  (昼休み

30 分） 

7/11、11/22 2 6 文献管理ツール Mendeley の使い方

を 30 分で紹介。 

論文準備のための

文献管理：Web of 

Science & RefWorks 

(夕方 70 分) 

10/8、10/29、

11/27、12/13 

4 28 Web of Science の基本的な検索方法

と文献管理ツール新 RefWorks の実

習。 

論文準備のための

文献管理：SCOPUS 

& Mendeley 

(75 分) 

2/27 1 11 SCOPUS の基本的な検索方法と文献

管理ツール Mendeley の実習。 
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1.2.3 2019 年度「自宅からデータベースや電子ジャーナルを使

うには？」リーフレット改訂作業 

「レポート・論文支援ブック：ここから始めよう」の別冊として、

SSL-VPN Gateway サービスと認証 GW サービスについて紹介し

た「自宅からデータベースや電子ジャーナルを使うには？」を発

行した。日本語・英語の 2 か国語版を作成し、冊子のほか PDF 版

を GACoS に掲載した。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/supportbook.html) 

 

1.2.4 2020 年度「学外からデータベースや電子ジャーナルを使

うには？」リーフレット改訂作業 

「レポート・論文支援ブック：ここから始めよう」の別冊として刊行

する点は従来と同様であるが、新型コロナウイルスの影響により、

学外からの利用が大幅に増加したことから、内容を全面改訂し、

またタイトルも「学外から～」と改めた。さらに学生向けと教職員向

けに分割し、それぞれ日英 2か国語版を作成した。学生向けは冊

子を配布したほか PDF 版を GACoS に掲載した。教職員向けは

UTokyo Portal が 2021 年 4 月より新しくなることから、手続きの変

更や画像などを資料に反映するために PDF 版のみを作成し、

GACoS に掲載した。 
(https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/supportbook.html) 

 

1.2.5 その他のリーフレット、案内資料 

 データベース検索関連情報として、ECCS端末を利用するための講習会に関するリーフレット（日英

併記）や、UTokyo Accountを使って図書館で受けられるサービスに関するリーフレット（日本語・英語

版）を作成した。2020 年度にはバリアフリーを意識した配色にて作成した。 
 

1.2.6 「図書館利用ガイド」 

2019年および 2020年度ともに、東京大学の図書館を初めて利用する学生等を対象とした、「図書

館利用ガイド」（附属図書館編集発行、日本語・英語版）の作成に協力した。 
 

1.2.7 「文献探しのクイックガイド」 

 GACoS 上で運用してきたウェブ版アニメーション教材のクイックガ

イド（日本語・英語版）について、使用している Adobe Flash のサービ

ス終了を受けて継続の検討を行い、2019 年度に教材本体の運用を

終了した。 

1.3 Litetopi メールマガジンの発行 

東京大学構成員を対象に、新規サービスや講習会・セミナーの情報を発信する「Litetopi（リテトピ）

メールマガジン」を、2019 年度は No. 317 から No. 336 まで、2020 年度は No. 337 から No. 346 まで

発行した。 
 

 

 

1.4 Twitter の発信 

講習会・セミナーの広報ツール、またデータベースの一時的なメンテナンス情報などをタイムリー

に通知する手段として、2019-2020 年度も Twitter の発信を行った。 

 

2 講習会・セミナー等開催報告（2019 年度） 
データベース等の電子的学術資料を学習・教育・研究に効率的に利用してもらうこと、及びレポー

ト・論文執筆の支援を目的とし、情報探索ガイダンス各コースを開催した。 

2.1 テーマ別ガイダンス 

1 つのテーマについて検索実習を交えながら解説する、テーマ別ガイダンスを 8 コース開催した。

2019 年度は、抄録引用文献データベース「SCOPUS」のサービス開始（2019 年 4 月）に伴い、「論文

準備のための文献管理：SCOPUS & Mendeley」コースを新たに実施した。また昨年度まで昼休み時

間帯に実施してきた「eol」ミニ講習は、経済学図書館との共催による「eol講習会」へと変更し、内容を

拡充させた（2.5 の表を参照）。なお年度末 3 月は新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、予定

していた 2 定期講習会（及び 2.7 英語論文セミナー（執筆実践編））を中止した。 
 

コース名 月日 
回数 
(予定) 

人数 内容 

論文準備ここからス

タート！ 

4/12、5/30、6/6、

6/21、8/6、8/28、

9/25、9/27、1/16、

1/28、3/3（中止） 

10 

(11) 

118 文献検索（CiNii Articles と Web of 

Science）のコツや文献入手方法と、

文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を 90 分で紹介。 

は じ め よ う ！ 新

RefWorks 

(30 分/45 分) 

6/6 、 6/17 、 7/5 、

7/30 、 11/25 、

12/19 

6 23 文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を 45 分（11/25 のみ 30 分）で紹

介。 

はじめての本や論

文の探し方 

(昼休み 30 分) 

5/8、5/17 2 12 TREE(UTokyo REsource Explorer)を

使った、図書や電子ジャーナル、雑

誌論文など、基本的な文献の検索方

法を 30 分で紹介。 

比べる！検索ツー

ル～Google と TREE

はどう違うのか～ 

 (昼休み 30 分) 

7/5、7/10、12/19 

 

3 9 どんな時にどんな検索ツールを使え

ばよいか、Google 

Scholar/TREE/Web of Science を比

較し、各ツールの特長を分析。 
はじめよう！ 

Mendeley  (昼休み

30 分） 

7/11、11/22 2 6 文献管理ツール Mendeley の使い方

を 30 分で紹介。 

論文準備のための

文献管理：Web of 

Science & RefWorks 

(夕方 70 分) 

10/8、10/29、

11/27、12/13 

4 28 Web of Science の基本的な検索方法

と文献管理ツール新 RefWorks の実

習。 

論文準備のための

文献管理：SCOPUS 

& Mendeley 

(75 分) 

2/27 1 11 SCOPUS の基本的な検索方法と文献

管理ツール Mendeley の実習。 
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卒業してからの文献

検索・文献管理 

2/13、2/18、 

3/4（中止） 

2 

(3) 

10 東京大学を卒業・退職する方向け

に、卒業・退職してからも文献検索や

情報収集に利用できる、各種ツール

を紹介。 

合計 30 回（開催予定は 32 回） 214 名  

2.2 オーダーメイド講習会 （授業やゼミ向け）      

教員や院生の依頼をうけて授業時間やゼミの時間内で講習を行った。 
 
研究科・研究室名な

ど 

月日 時間 参加

人数 

講習内容 場所 

文学部心理学研究室 4/5 14:00-15:00 24 Web of Science Core 

Collection、

PsycINFO/PsycARTI-

CLES、CiNii Articles、

TREE の検索実習。 

法文 1 号館 111

教室 

理学部生物化学科 4/8 13:00-14:45 20 PubMed、Web of Sci-

ence Core Collection、

TREE、新 RefWorks の

実習。 

情報基盤センタ

ー大演習室 2 

医学系研究科看護管

理学分野 

4/18 10:00-12:00 5 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、PubMed、Ebsco-

host

（PsycINFO/PsycARTI

CLE）、Mendeley の検

索実習。 

(参考：CINAHLS) 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

 

文学部現代文芸論研

究室 

4/25 10:25-12:10 10  文学部 3 号館図書室ツ

アー(20 分)+MLA Inter-

national Bibliography 、

Gale Literary Sources、

CiNii Articles、TREE の

検索実習。 

文学部 3 号館図

書室、福武ホー

ル地下 1 階講習

会コーナー 

情報学環学際情報学

府 

5/9 14:55-16:40 10 JapanKnowledge Lib、 

CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、TREE の検索実

習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー  

文学部 

「Academic 

 Writing」 

5/14 10:25-12:10 16 JapanKnowledge Lib、 

CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、TREE の検索実

習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー  

 

 

6/18 10:25-11:30 13 新 RefWorks の実習。 

教養学部  図書館の

学び・活用・提案（こま

とちゃんゼミナール） 

5/16 14:55-16:40 13 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion の検索実習。（参

考：TREE） 

駒場キャンパス 

KOMCEE West 

K201 教室 

理学部生物学科 

A 系（人類学系） 

B 系（基礎生物学系） 

5/20 8:50-9:50 21 TREE、 

JapanKnowledge Lib、 

PubMed、 Web of Sci-

ence Core Collection の

検索実習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

文学部国際交流室日

本語教室 

5/28 10:25-12:10 9 TREE、CiNii Articles、

Web of  Science Core 

Collection の検索実

習。 

法文 2 号館 2202

号室 

5/28 14:55-16:40 13 

6/4 10:25-12:10 9 新 RefWorks の実習。 

工学部都市工学科 6/11 13:00-14:45 17 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village、TREE、新 Ref-

Works の実習。 

工学部 14 号館 8

階 802 講義室 

医科学研究所・公共

政策研究分野 

7/3 10:30-12:00 6 PubMed、

PsycINFO/PsycARTI-

CLES、Web of Science 

Core Collection、

TREE、新 RefWorks の

実習。 

医科学研究所 ヒ

トゲノム解析セン

ター3 階 公共政

策研究分野 セミ

ナー室 

工学部精密工学科 9/26 13:30-14:30 45 TREE、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village の検索実習。

（参考:CiNii Articles） 

工学部 14 号館 3

階計算機演習室

326 号室 

教育学部教育心理学 10/10 15:00-15:30 9 CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collec-

tion 、

PsycINFO/PsycARTI-

CLES の検索実習 

教育学部棟 450A 

教養学部  図書館の

学び・活用・提案（こま

とちゃんゼミナール） 

10/24 14:55-16:40 9 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion の検索実習。（参

考：TREE） 

駒場キャンパス 

KOMCEE West 

K201 教室 

文学部「社会心理学

調査実習」 

11/11 13:00-15:30 22 2 グループに分かれ

CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、 

文学部 3 号館図

書室、福武ホー

ル地下 1 階講習

会コーナー 
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卒業してからの文献

検索・文献管理 

2/13、2/18、 

3/4（中止） 

2 

(3) 

10 東京大学を卒業・退職する方向け

に、卒業・退職してからも文献検索や

情報収集に利用できる、各種ツール

を紹介。 

合計 30 回（開催予定は 32 回） 214 名  

2.2 オーダーメイド講習会 （授業やゼミ向け）      

教員や院生の依頼をうけて授業時間やゼミの時間内で講習を行った。 
 
研究科・研究室名な

ど 

月日 時間 参加

人数 

講習内容 場所 

文学部心理学研究室 4/5 14:00-15:00 24 Web of Science Core 

Collection、

PsycINFO/PsycARTI-

CLES、CiNii Articles、

TREE の検索実習。 

法文 1 号館 111

教室 

理学部生物化学科 4/8 13:00-14:45 20 PubMed、Web of Sci-

ence Core Collection、

TREE、新 RefWorks の

実習。 

情報基盤センタ

ー大演習室 2 

医学系研究科看護管

理学分野 

4/18 10:00-12:00 5 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、PubMed、Ebsco-

host

（PsycINFO/PsycARTI

CLE）、Mendeley の検

索実習。 

(参考：CINAHLS) 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

 

文学部現代文芸論研

究室 

4/25 10:25-12:10 10  文学部 3 号館図書室ツ

アー(20 分)+MLA Inter-

national Bibliography 、

Gale Literary Sources、

CiNii Articles、TREE の

検索実習。 

文学部 3 号館図

書室、福武ホー

ル地下 1 階講習

会コーナー 

情報学環学際情報学

府 

5/9 14:55-16:40 10 JapanKnowledge Lib、 

CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、TREE の検索実

習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー  

文学部 

「Academic 

 Writing」 

5/14 10:25-12:10 16 JapanKnowledge Lib、 

CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、TREE の検索実

習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー  

 

 

6/18 10:25-11:30 13 新 RefWorks の実習。 

教養学部  図書館の

学び・活用・提案（こま

とちゃんゼミナール） 

5/16 14:55-16:40 13 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion の検索実習。（参

考：TREE） 

駒場キャンパス 

KOMCEE West 

K201 教室 

理学部生物学科 

A 系（人類学系） 

B 系（基礎生物学系） 

5/20 8:50-9:50 21 TREE、 

JapanKnowledge Lib、 

PubMed、 Web of Sci-

ence Core Collection の

検索実習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

文学部国際交流室日

本語教室 

5/28 10:25-12:10 9 TREE、CiNii Articles、

Web of  Science Core 

Collection の検索実

習。 

法文 2 号館 2202

号室 

5/28 14:55-16:40 13 

6/4 10:25-12:10 9 新 RefWorks の実習。 

工学部都市工学科 6/11 13:00-14:45 17 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village、TREE、新 Ref-

Works の実習。 

工学部 14 号館 8

階 802 講義室 

医科学研究所・公共

政策研究分野 

7/3 10:30-12:00 6 PubMed、

PsycINFO/PsycARTI-

CLES、Web of Science 

Core Collection、

TREE、新 RefWorks の

実習。 

医科学研究所 ヒ

トゲノム解析セン

ター3 階 公共政

策研究分野 セミ

ナー室 

工学部精密工学科 9/26 13:30-14:30 45 TREE、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village の検索実習。

（参考:CiNii Articles） 

工学部 14 号館 3

階計算機演習室

326 号室 

教育学部教育心理学 10/10 15:00-15:30 9 CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collec-

tion 、

PsycINFO/PsycARTI-

CLES の検索実習 

教育学部棟 450A 

教養学部  図書館の

学び・活用・提案（こま

とちゃんゼミナール） 

10/24 14:55-16:40 9 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion の検索実習。（参

考：TREE） 

駒場キャンパス 

KOMCEE West 

K201 教室 

文学部「社会心理学

調査実習」 

11/11 13:00-15:30 22 2 グループに分かれ

CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、 

文学部 3 号館図

書室、福武ホー

ル地下 1 階講習

会コーナー 
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PsycINFO/PsycARTI-

CLES、 TREE の検索実

習(60分）＋総合図書館

/文学部図書室ツアー

（各 30 分） 

文学部国際交流室日

本語教室 

11/19 13:00-14:45 4 TREE、 CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks

の検索実習。 

法文 2 号館 2202

号室 

11/19 14:55-16:40 9 RefWorks、Mendeley の

実習。 

文学部 

「Academic 

 Writing」 

10/29 13:00-14:45 2 JapanKnowledge Lib 、 

CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collec-

tion、TREE の検索実

習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

11/26 13:00-14:45 2 新 RefWorks の実習。 

農学部「国際開発農

学概論」 

11/29 14:55-16:40 22 CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collec-

tion 、 TREE 、 新 Ref-

Works の実習。 

農学部 7 号館 B

棟 236/237 号室 

学際情報学府「文化・

人間情報学研究法」 

12/9 10:25-12:10 6 TREE、RefWorks の実

習。（参考調査係、選書

受入係、目録情報係に

よる図書館の仕事の説

明と 総合図書館書庫ツ

アー付） 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

教育学部「教育資料

調査演習」 

12/12 16:50-18:35 15 TREE、ERIC

（Proquest）、CiNii Arti-

cles の検索実習。 

駒場教育情報棟 

合計 25 回 331 名     

 

2.3 初年次ゼミナール 

[文科] 

月日 参加人数 講習内容 会場 

4/15(金) 4 限 計 1 回 118 教養学部 1 年生対象の授

業でレポート・論文執筆に

必要な検索ツールの使い

方を実習。 

駒場 21 

KOMCEE 

West レク

チャーホー

ル 

4/16(月) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 325 

4/17(火) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 314 

4/18(水) 2 限、3 限 計 2 回 184 

4/19(木) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 294 

合計 12 回 1,235 名 
   

 

 

 

2.4 出張講習会 

附属図書館（総合図書館、部局図書館・室）からの依頼に合わせた内容で行った。 
 
図書館・室名など 月日 時間 参加

人数 

講習内容 場所 

総合図書館留学生オ

リエンテーション「本

や論文の探し方」（日

本語） 

4/3 14:45-15:45 27 TREE、自宅からの利用

方法。人文社会系留学

生対象。文学部図書室

ツアー付き 

総合図書館別館

ライブラリープラ

ザ 

General Library Tour

「Searching for books 

and papers」 

（英語） 

4/4 15:00-15：30 13 TREE、自宅からの利用

方法。 

総合図書館別館

ライブラリープラ

ザ 4/10 15 

総合図書館オリエン

テーション「本や論文

の探し方」(日本語） 

4/9 15:00-16：10 16 TREE、自宅からの利用

方法。 

総合図書館別館

ライブラリープラ

ザ 4/10 10:30-11:00 11 

4/11 15:00-16：10 27 

[地震研図書室共催] 

「研究者と研究支援

者のための文献の探

し方＠地震研」 

4/22 15:00-16:15 12 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks

の概要（講義形式) 

地震研 1 号館 3

階事務会議室 A 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 駒場 II」 

4/23  15:00-16:30 3 Web of Science 

 Core Collection、 

Engineering Village、 

TREE、新 RefWorks の 

実習。（参考：CiNii Ar-

ticles。PC 持込による実

習形式) 

生産技術研究所

An 棟 4 階中セミ

ナー室 1 

5/15 15:00-16:30 8 生産技術研究所

As 棟 3 階中セミ

ナー室 3 

[医学図書館共催] 

[EBM のための医学

系文献検索入門：医

中誌 Web と PubMed」 

4/26 第 1 回 

13:30-14:30 

13 医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。 

医学図書館 1 階

マルチメディアコ

ーナー 
第 2 回 

15:30-16:30 

10 

第 3 回 

17:30-18:30 

14 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「秘書さんのためのは

じめての論文の探し

方 in 駒場 II」 

5/10 14:00-15:15 7 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection の検索実

習。（PC 持込による実

習形式) 

生産技術研究所

An 棟 4 階中セミ

ナー室 1 

[農学生命科学図書

館共催] 

5/13 15:00-16:30 16 PubMed、TREE、 

新 RefWorks の実習。 
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PsycINFO/PsycARTI-

CLES、 TREE の検索実

習(60分）＋総合図書館

/文学部図書室ツアー

（各 30 分） 

文学部国際交流室日

本語教室 

11/19 13:00-14:45 4 TREE、 CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks

の検索実習。 

法文 2 号館 2202

号室 

11/19 14:55-16:40 9 RefWorks、Mendeley の

実習。 

文学部 

「Academic 

 Writing」 

10/29 13:00-14:45 2 JapanKnowledge Lib 、 

CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collec-

tion、TREE の検索実

習。 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

11/26 13:00-14:45 2 新 RefWorks の実習。 

農学部「国際開発農

学概論」 

11/29 14:55-16:40 22 CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collec-

tion 、 TREE 、 新 Ref-

Works の実習。 

農学部 7 号館 B

棟 236/237 号室 

学際情報学府「文化・

人間情報学研究法」 

12/9 10:25-12:10 6 TREE、RefWorks の実

習。（参考調査係、選書

受入係、目録情報係に

よる図書館の仕事の説

明と 総合図書館書庫ツ

アー付） 

福武ホール地下

1階講習会コーナ

ー 

教育学部「教育資料

調査演習」 

12/12 16:50-18:35 15 TREE、ERIC

（Proquest）、CiNii Arti-

cles の検索実習。 

駒場教育情報棟 

合計 25 回 331 名     

 

2.3 初年次ゼミナール 

[文科] 

月日 参加人数 講習内容 会場 

4/15(金) 4 限 計 1 回 118 教養学部 1 年生対象の授

業でレポート・論文執筆に

必要な検索ツールの使い

方を実習。 

駒場 21 

KOMCEE 

West レク

チャーホー

ル 

4/16(月) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 325 

4/17(火) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 314 

4/18(水) 2 限、3 限 計 2 回 184 

4/19(木) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 294 

合計 12 回 1,235 名 
   

 

 

 

2.4 出張講習会 

附属図書館（総合図書館、部局図書館・室）からの依頼に合わせた内容で行った。 
 
図書館・室名など 月日 時間 参加

人数 

講習内容 場所 

総合図書館留学生オ

リエンテーション「本

や論文の探し方」（日

本語） 

4/3 14:45-15:45 27 TREE、自宅からの利用

方法。人文社会系留学

生対象。文学部図書室

ツアー付き 

総合図書館別館

ライブラリープラ

ザ 

General Library Tour

「Searching for books 

and papers」 

（英語） 

4/4 15:00-15：30 13 TREE、自宅からの利用

方法。 

総合図書館別館

ライブラリープラ

ザ 4/10 15 

総合図書館オリエン

テーション「本や論文

の探し方」(日本語） 

4/9 15:00-16：10 16 TREE、自宅からの利用

方法。 

総合図書館別館

ライブラリープラ

ザ 4/10 10:30-11:00 11 

4/11 15:00-16：10 27 

[地震研図書室共催] 

「研究者と研究支援

者のための文献の探

し方＠地震研」 

4/22 15:00-16:15 12 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks

の概要（講義形式) 

地震研 1 号館 3

階事務会議室 A 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 駒場 II」 

4/23  15:00-16:30 3 Web of Science 

 Core Collection、 

Engineering Village、 

TREE、新 RefWorks の 

実習。（参考：CiNii Ar-

ticles。PC 持込による実

習形式) 

生産技術研究所

An 棟 4 階中セミ

ナー室 1 

5/15 15:00-16:30 8 生産技術研究所

As 棟 3 階中セミ

ナー室 3 

[医学図書館共催] 

[EBM のための医学

系文献検索入門：医

中誌 Web と PubMed」 

4/26 第 1 回 

13:30-14:30 

13 医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。 

医学図書館 1 階

マルチメディアコ

ーナー 
第 2 回 

15:30-16:30 

10 

第 3 回 

17:30-18:30 

14 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「秘書さんのためのは

じめての論文の探し

方 in 駒場 II」 

5/10 14:00-15:15 7 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection の検索実

習。（PC 持込による実

習形式) 

生産技術研究所

An 棟 4 階中セミ

ナー室 1 

[農学生命科学図書

館共催] 

5/13 15:00-16:30 16 PubMed、TREE、 

新 RefWorks の実習。 
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「論文準備ここからス

タート！ in 農学生命

科学図書館」 

5/14 15:00-16:30 20 農学生命科学図

書館 3階 PC端末

室 1 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献検索早わかりコ

ース」 

5/23 12:20-12:50 4 TREE、 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village の検索実習。

（講義形式+持込 PC で

の実習） 

工 2 号館図書室 

5/24 12:20-12:50 12 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献管理 

新 RefWorks コース」 

5/23 12:50-13:30 8 新 RefWorks の講習（講

義形式） 

工 2 号館図書室 

5/24 12:50-13:30 10 

[駒場図書館共催] 

はじめよう！Mendeley 

in 駒場 

5/31 12:20-12:50 0 Mendeley の実習。 駒場図書館 

6/7 2 

[駒場図書館共催] 

論文準備ここからスタ

ート！in 駒場  

5/31 15:00-16:30 0 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks 

の実習。 

駒場図書館 

6/5 1 

6/7 1 

はじめよう！ 

新 RefWorks in 駒場 

6/5 13:30-14:15 2 新 RefWorks の実習。 駒場図書館 

[大学院数理科学研

究科図書室共催] 

「MathSciNet 講習会」 

6/14 15:00-16:15 14 MathSciNet、 

TREE、新 RefWorks 

の実習。 

数理科学研究科

棟 2 階計算機室 

[経済学図書館共催] 

経済学・経営学系の

ための論文・企業情

報の探し方 

6/28 15:00-16:00 10 Business Source  

Complete、eolの検索実

習。 

経済学研究科棟

4 階トレーディン

グ・ラボ 

[柏図書館共催] 

論文準備ここからスタ

ート！in 柏 

7/23 15:00-16:30 6 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、新 RefWorks の実

習。 

柏図書館ラーニ

ングサポートサー

ビス 

総合図書館留学生

Library Orientation 

「本や論文の探し方」

(日本語） 

9/4 14:45-15:45 9 TREE、自宅からの利用

方法。人文社会系留学

生対象。文学部図書室

ツアー付き 

福武ホール地下

1 階講習会コーナ

ー 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための

文献検索 基礎編」 

9/18 15:00-16:00 9 医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。 

薬学部資料館 4

階情報室 

 

 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための

文献検索 上級編」 

9/19 15:00-16:00 13 Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks

の実習。 

薬学部資料館 4

階情報室 

General Library Ori-

entation 

「Searching for 

 books and papers」

(英語) 

9/27 15:00-16：10 7 TREE、自宅からの利用

方法。 

福武ホール地下

1 階講習会コー

ナー 10/2 15:00-16：10 12 

10/15 15:00-16：10 12 

総合図書館  Library 

Orientation 「 本や論

文の探し方」(日本語) 

10/4  15:00-15：30  12 TREE、自宅からの利用

方法。 

福武ホール地下

1 階講習会コーナ

ー 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献検索早わかりコ

ース」 

10/10 12:20-12:50 2 TREE、 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village の検索実習。

（講義形式+持込 PC で

の実習） 

工 2 号館図書室 

10/11 12:20-12:50 0 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献管理 

新 RefWorks コース」 

10/10 12:50-13:30 0 新 RefWorks の使い方

（講義形式+持込 PC で

の実習) 

工 2 号館図書室 

10/11 12:50-13:30 4 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「秘書さんのためのは

じめての論文の探し

方 in 駒場 II」 

10/16 15:00-16:15 8 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection の検索実

習。（持込 PC による実

習形式） 

生産研 An 棟 As

棟 3 階中セミナー

室 5 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献検索早わかりコ

ース」（英語） 

10/17 12:20-12:55 13 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection、 

 Engineering Village の

検索実習。（講義形式+

持込 PC での実習） 

工 2 号館図書室 

10/18 12:20-12:55 7 

[農学生命科学図書

館共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 農学生命

科学図書館」 

10/18 15:00-16:30 10 TREE、PubMed、 

新 RefWorks の実習。 

農学生命科学図

書館本館 3 階 PC

端末室 1 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 駒場 II」 

10/24 15:00-16:30 5 Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village、TREE、新 Ref-

Works の実習。（参考：

生産技術研究所

As 棟 3 階中セミ

ナー室 5 
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「論文準備ここからス

タート！ in 農学生命

科学図書館」 

5/14 15:00-16:30 20 農学生命科学図

書館 3階 PC端末

室 1 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献検索早わかりコ

ース」 

5/23 12:20-12:50 4 TREE、 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village の検索実習。

（講義形式+持込 PC で

の実習） 

工 2 号館図書室 

5/24 12:20-12:50 12 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献管理 

新 RefWorks コース」 

5/23 12:50-13:30 8 新 RefWorks の講習（講

義形式） 

工 2 号館図書室 

5/24 12:50-13:30 10 

[駒場図書館共催] 

はじめよう！Mendeley 

in 駒場 

5/31 12:20-12:50 0 Mendeley の実習。 駒場図書館 

6/7 2 

[駒場図書館共催] 

論文準備ここからスタ

ート！in 駒場  

5/31 15:00-16:30 0 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks 

の実習。 

駒場図書館 

6/5 1 

6/7 1 

はじめよう！ 

新 RefWorks in 駒場 

6/5 13:30-14:15 2 新 RefWorks の実習。 駒場図書館 

[大学院数理科学研

究科図書室共催] 

「MathSciNet 講習会」 

6/14 15:00-16:15 14 MathSciNet、 

TREE、新 RefWorks 

の実習。 

数理科学研究科

棟 2 階計算機室 

[経済学図書館共催] 

経済学・経営学系の

ための論文・企業情

報の探し方 

6/28 15:00-16:00 10 Business Source  

Complete、eolの検索実

習。 

経済学研究科棟

4 階トレーディン

グ・ラボ 

[柏図書館共催] 

論文準備ここからスタ

ート！in 柏 

7/23 15:00-16:30 6 CiNii Articles、Web of 

Science Core Collec-

tion、新 RefWorks の実

習。 

柏図書館ラーニ

ングサポートサー

ビス 

総合図書館留学生

Library Orientation 

「本や論文の探し方」

(日本語） 

9/4 14:45-15:45 9 TREE、自宅からの利用

方法。人文社会系留学

生対象。文学部図書室

ツアー付き 

福武ホール地下

1 階講習会コーナ

ー 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための

文献検索 基礎編」 

9/18 15:00-16:00 9 医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。 

薬学部資料館 4

階情報室 

 

 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための

文献検索 上級編」 

9/19 15:00-16:00 13 Web of Science Core 

Collection,新 RefWorks

の実習。 

薬学部資料館 4

階情報室 

General Library Ori-

entation 

「Searching for 

 books and papers」

(英語) 

9/27 15:00-16：10 7 TREE、自宅からの利用

方法。 

福武ホール地下

1 階講習会コー

ナー 10/2 15:00-16：10 12 

10/15 15:00-16：10 12 

総合図書館  Library 

Orientation 「 本や論

文の探し方」(日本語) 

10/4  15:00-15：30  12 TREE、自宅からの利用

方法。 

福武ホール地下

1 階講習会コーナ

ー 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献検索早わかりコ

ース」 

10/10 12:20-12:50 2 TREE、 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village の検索実習。

（講義形式+持込 PC で

の実習） 

工 2 号館図書室 

10/11 12:20-12:50 0 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献管理 

新 RefWorks コース」 

10/10 12:50-13:30 0 新 RefWorks の使い方

（講義形式+持込 PC で

の実習) 

工 2 号館図書室 

10/11 12:50-13:30 4 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「秘書さんのためのは

じめての論文の探し

方 in 駒場 II」 

10/16 15:00-16:15 8 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection の検索実

習。（持込 PC による実

習形式） 

生産研 An 棟 As

棟 3 階中セミナー

室 5 

[工学・情報理工学図

書館共催] 

「文献検索早わかりコ

ース」（英語） 

10/17 12:20-12:55 13 TREE、CiNii Articles、

Web of Science Core 

Collection、 

 Engineering Village の

検索実習。（講義形式+

持込 PC での実習） 

工 2 号館図書室 

10/18 12:20-12:55 7 

[農学生命科学図書

館共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 農学生命

科学図書館」 

10/18 15:00-16:30 10 TREE、PubMed、 

新 RefWorks の実習。 

農学生命科学図

書館本館 3 階 PC

端末室 1 

[生産研図書室・先端

研図書室共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 駒場 II」 

10/24 15:00-16:30 5 Web of Science Core 

Collection、Engineering 

Village、TREE、新 Ref-

Works の実習。（参考：

生産技術研究所

As 棟 3 階中セミ

ナー室 5 
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CiNii Articles。PC 持込

による実習形式) 

[医学図書館共催] 

「EBM のための医学

系文献検索入門：医

中誌 Web と PubMed」 

10/31 第 1 回 

13:30-14:30 

7 医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。 

医学図書館１階

マルチメディアコ

ーナー 
第 2 回 

17:30-18:30 

3 

[駒場図書館共催] 

「はじめよう！ 

Mendeley in 駒場」 

11/12 12:20-12:50 0 Mendeley の実習。 駒場図書館 

11/28 12:20-12:50 3 

[駒場図書館共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 駒場」 

11/12 15:00-16:30 1 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、 

新 RefWorks の実習。 

駒場図書館  

11/28 15:00-16:30 2 

[経済学図書館共催] 

「eol セミナー「有価証

券報告書」で企業情

報がわかる！」 

12/6 15:00-16:30 26 第一部 有価証券報告

書ポイント解説 

第二部 eol の実習 

 

[駒場図書館共催] 

「卒業してからの文献

検索・文献管理 in 駒

場」 

2/20 14:30-15:15  2  卒業してからも使えるツ

ールの紹介。 

駒場図書館 2 階

グループ学習室 

合計 47 回(開催予定は 52 回) 449 名 
  

 

2.5 テキスト協力 

各図書館・室が実施するガイダンス・講習会へ、テキストや台本の提供を行った。 
 

図書館・室名など 月日 時間 
参加

人数 
講習内容 場所 

[ 柏 図 書 館 ] 

「学術論文を探そう！

(英語論文編)」 

5/31(金) 

6/28(金) 

11/29(金） 

12:25-

12:55 

6 [テキスト提供(データ)] 

『論文準備のための文

献検索：CiNii Articles と

Web of Science』 

柏図書館 1 階

ラーニングサポ

ートサービス 

 

 

[柏図書館] 

「文献管理の味方！

RefWorks ミニ講座」 

6/14(金) 12:25-

12:55 

4 [テキスト提供(データ)] 

『 は じ め よ う ！ 新

RefWorks』 

柏図書館 1 階

ラーニングサポ

ートサービス 

[医科学研究所図書

室] 

「文献検索講習会  

医中誌 Web 編」 

11/26(火) 14:00-

15:00 

5  [テキスト提供（データ）]

文献検索早わかり＠東

京大学』 

医科学研究所

図書室 

[柏図書館]  

「 文 献 検 索 講 習 会 

PubMed 編」 

11/28(木) 14:00-

15:00 

合計 6 回 15 名   

 

2.6 留学生向け情報探索ガイダンス 

留学生を対象に、韓国語および中国語コースをネイティブの講師により開催した（英語コースは

2.5「・附属図書館・室等との共催講習会」に含む）。 
 

コース名 月日 時間 人数 

留学生向け情報探索ガイダンス 
韓国語コース 5/22 15:00-16:00 6 

中国語コース 
10/7 13:10-14:10 19 

10/8 15:00-16:00 12 

合計 3 回 37 名 

 

2.7 秘書さんのためのはじめての論文の探し方講習会 

研究補助従事者を主対象として夏期に開催した（会場：福武ホール）。 
また、同じ内容で柏キャンパス、駒場 II キャンパスでも開催した（共催講習会参照）。 
 
月日 時間 人数 内容 
7/19 14:00-15:15 6 

参考文献リストの見方、図書や電子ジャーナル、雑誌論文な

ど、基本的な文献の検索方法。 
7/25 14:00-15:15 13 

合計 2 回 19 名 

 

2.8 外部講師による講習会 

データベースの提供元等から講師を招き、高度な専門性を必要とするデータベース等を対象とし

て開催した。2019 年度は、法学部研究室図書室との共催による日本法情報「Westlaw Japan」・世界

の法判例ビジネス情報「Westlaw Next」の各講習会、今年度サービスを開始した「SCOPUS」の講習

会（日本語・英語）を新たに開催した。 
(会場は、特に記載のないものは本郷キャンパス福武ホール地下 1 階講習会コーナーで実施) 

コース名 月日 時間 参加人数 
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CiNii Articles。PC 持込

による実習形式) 

[医学図書館共催] 

「EBM のための医学

系文献検索入門：医

中誌 Web と PubMed」 

10/31 第 1 回 

13:30-14:30 

7 医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。 

医学図書館１階

マルチメディアコ

ーナー 
第 2 回 

17:30-18:30 

3 

[駒場図書館共催] 

「はじめよう！ 

Mendeley in 駒場」 

11/12 12:20-12:50 0 Mendeley の実習。 駒場図書館 

11/28 12:20-12:50 3 

[駒場図書館共催] 

「論文準備ここからス

タート！ in 駒場」 

11/12 15:00-16:30 1 CiNii Articles、 

Web of Science Core 

Collection、 

新 RefWorks の実習。 

駒場図書館  

11/28 15:00-16:30 2 

[経済学図書館共催] 

「eol セミナー「有価証

券報告書」で企業情

報がわかる！」 

12/6 15:00-16:30 26 第一部 有価証券報告

書ポイント解説 

第二部 eol の実習 

 

[駒場図書館共催] 

「卒業してからの文献

検索・文献管理 in 駒

場」 

2/20 14:30-15:15  2  卒業してからも使えるツ

ールの紹介。 

駒場図書館 2 階

グループ学習室 

合計 47 回(開催予定は 52 回) 449 名 
  

 

2.5 テキスト協力 

各図書館・室が実施するガイダンス・講習会へ、テキストや台本の提供を行った。 
 

図書館・室名など 月日 時間 
参加

人数 
講習内容 場所 

[ 柏 図 書 館 ] 

「学術論文を探そう！

(英語論文編)」 

5/31(金) 

6/28(金) 

11/29(金） 

12:25-

12:55 

6 [テキスト提供(データ)] 

『論文準備のための文

献検索：CiNii Articles と

Web of Science』 

柏図書館 1 階

ラーニングサポ

ートサービス 

 

 

[柏図書館] 

「文献管理の味方！

RefWorks ミニ講座」 

6/14(金) 12:25-

12:55 

4 [テキスト提供(データ)] 

『 は じ め よ う ！ 新

RefWorks』 

柏図書館 1 階

ラーニングサポ

ートサービス 

[医科学研究所図書

室] 

「文献検索講習会  

医中誌 Web 編」 

11/26(火) 14:00-

15:00 

5  [テキスト提供（データ）]

文献検索早わかり＠東

京大学』 

医科学研究所

図書室 

[柏図書館]  

「 文 献 検 索 講 習 会 

PubMed 編」 

11/28(木) 14:00-

15:00 

合計 6 回 15 名   

 

2.6 留学生向け情報探索ガイダンス 

留学生を対象に、韓国語および中国語コースをネイティブの講師により開催した（英語コースは

2.5「・附属図書館・室等との共催講習会」に含む）。 
 

コース名 月日 時間 人数 

留学生向け情報探索ガイダンス 
韓国語コース 5/22 15:00-16:00 6 

中国語コース 
10/7 13:10-14:10 19 

10/8 15:00-16:00 12 

合計 3 回 37 名 

 

2.7 秘書さんのためのはじめての論文の探し方講習会 

研究補助従事者を主対象として夏期に開催した（会場：福武ホール）。 
また、同じ内容で柏キャンパス、駒場 II キャンパスでも開催した（共催講習会参照）。 
 
月日 時間 人数 内容 
7/19 14:00-15:15 6 

参考文献リストの見方、図書や電子ジャーナル、雑誌論文な

ど、基本的な文献の検索方法。 
7/25 14:00-15:15 13 

合計 2 回 19 名 

 

2.8 外部講師による講習会 

データベースの提供元等から講師を招き、高度な専門性を必要とするデータベース等を対象とし

て開催した。2019 年度は、法学部研究室図書室との共催による日本法情報「Westlaw Japan」・世界

の法判例ビジネス情報「Westlaw Next」の各講習会、今年度サービスを開始した「SCOPUS」の講習

会（日本語・英語）を新たに開催した。 
(会場は、特に記載のないものは本郷キャンパス福武ホール地下 1 階講習会コーナーで実施) 

コース名 月日 時間 参加人数 
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2.9 セミナー 

 昨年度に引き続き、若手研究者への学術情報リテラシー支援として、国際誌への論文投稿・執筆

等を主なテーマとしたセミナーを開催した。2019 年度は、学内教員からの提案により、化学系プレプ

リントサーバ ChemRxiv の運営者を講師に迎えて「Special Chemistry Seminar」を開催し、分野の研

究者がオープンアクセスの動向や具体的な投稿手順などを知る機会とした。また年度末 3 月は新型

コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、英語論文セミナー（執筆実践編）を中止した。 
 

コース名 月日 時間 
参加 

人数 
会場 

CUP Author Workshop 10/17(木) 15:00-16:40 41 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

OECD の出版物や統計を探すには？ 

OECD iLibrary 講習会   
6/18 15:00-16:15 9 

アジア関連の日本歴史公文書をネットで見よう 6/19 15:00-16:15 5 

LexisNexis Academic：海外のニュースやビジネス

情報を効率的に入手！ 
6/20 15:00-16:15 3 

Lexis Advance:アメリカの法情報や世界のビジネ

ス情報を極める！ 
6/20 16:30-17:30 3 

Mendeley 講習会 文献管理

ツールクローズアップ  

入門者向け 

6/25 

13:10-14:40 13 

ユーザー向け

Q&A 
15:00-15：30 5 

Mendeley workshop in English 6/26 15:00-16:30 18 

EndNote 講習会 文献管理ツールクローズアッ

プ  6/27 15:00-16:30 8 

抄録・引用文献データベース Scopus 講習会 7/31 15:00-16:00 21 

研 究 分 析 ツ ー ル 

SciVal 講習会 

研究支援者向け 
8/1 

13:20-14:50 17 

研究者向け 15:00-16:30 13 

研 究 分 析 ツ ー ル

InCites 講習会 

初級者向け 
8/2 

13:20-14:50 19 

上級者向け 15:00-16:30 12 

SciFinder 講習会 応用編 (会場：薬学図書館) 9/20 15:00-16:30 13 

Westlaw Next 講習会 

 (法学部研究室図書室と共催) 
10/3 13:20-14:40 13 

Westlaw Japan 講習会 

 (法学部研究室図書室と共催) 
10/3 14:55-16:15 11 

Scopus Training Session(英語) 10/25 15:00-16:30 9 

Nexis Uni 講習会 12/10 17:00-18:00 3 

合計 18 回 195 名 

 

 

Special Chemistry Seminar 11/15(金) 15:00-16:30 13 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

英語論文セミナー 科学英語編 11/29(木) 15:00-16:30 29 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

英語論文セミナー 投稿・出版編 12/4(火) 15:00-16:30 29 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

英語論文セミナー 執筆実践編 3/6(金) 13:30-15:30 中止 総合図書館別館ライブラリ

ープラザ 

合計 4 回(開催予定は 5 回) 112 名  

 

2.10 講習会協力[U-PARL（東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研

究部門）主催講習会に協力]  

 U-PARL 主催のイベントに広報協力を行った。 

月日 時間 コース名 

1/28（火） 17:30-19:00 アジアンライブラリーカフェ no.006 インドと私と『百年泥』 

 
 

3 講習会・セミナー等開催報告（2020 年度） 
講習会・セミナー等開催報告 

データベース等の電子的学術資料を学習・教育・研究に効率的に利用してもらうこと、及びレポー

ト・論文執筆の支援を目的とし、情報探索ガイダンス各コースを開催した。 
2020 年度は、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の影響により、当初予定をしていた多くのガ

イダンスについて中止とせざるを得なかった。また実施したものについても、開催方式を動画提供や

Ｚｏｏｍによる非対面講習会に変更を行い、講師による実演を行う講義形式で実施した。なお、動画

提供の場合は、視聴回数・人数をカウントできない方法で提供したため視聴者数は不明である（以降

の表中では不明とのみ記載した）。 
 

3.1 テーマ別ガイダンス 

1 つのテーマについて検索実習を交えながら解説する、テーマ別ガイダンス 6 コース開催した。 

コース名 月日 方式 

開

催

予

定

数 

実施

回数 

人

数 

内容 

論文準備ここから

スタート！ 

4/10,5/27,

6/16,6/30 
 4 0 

中

止 

文献検索（CiNii ArticlesとWeb of Sci-

ence）のコツや文献入手方法と、文献

管理ツール新 RefWorks の使い方を

90 分で紹介。 
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2.9 セミナー 

 昨年度に引き続き、若手研究者への学術情報リテラシー支援として、国際誌への論文投稿・執筆

等を主なテーマとしたセミナーを開催した。2019 年度は、学内教員からの提案により、化学系プレプ

リントサーバ ChemRxiv の運営者を講師に迎えて「Special Chemistry Seminar」を開催し、分野の研

究者がオープンアクセスの動向や具体的な投稿手順などを知る機会とした。また年度末 3 月は新型

コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、英語論文セミナー（執筆実践編）を中止した。 
 

コース名 月日 時間 
参加 

人数 
会場 

CUP Author Workshop 10/17(木) 15:00-16:40 41 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

OECD の出版物や統計を探すには？ 

OECD iLibrary 講習会   
6/18 15:00-16:15 9 

アジア関連の日本歴史公文書をネットで見よう 6/19 15:00-16:15 5 

LexisNexis Academic：海外のニュースやビジネス

情報を効率的に入手！ 
6/20 15:00-16:15 3 

Lexis Advance:アメリカの法情報や世界のビジネ

ス情報を極める！ 
6/20 16:30-17:30 3 

Mendeley 講習会 文献管理

ツールクローズアップ  

入門者向け 

6/25 

13:10-14:40 13 

ユーザー向け

Q&A 
15:00-15：30 5 

Mendeley workshop in English 6/26 15:00-16:30 18 

EndNote 講習会 文献管理ツールクローズアッ

プ  6/27 15:00-16:30 8 

抄録・引用文献データベース Scopus 講習会 7/31 15:00-16:00 21 

研 究 分 析 ツ ー ル 

SciVal 講習会 

研究支援者向け 
8/1 

13:20-14:50 17 

研究者向け 15:00-16:30 13 

研 究 分 析 ツ ー ル

InCites 講習会 

初級者向け 
8/2 

13:20-14:50 19 

上級者向け 15:00-16:30 12 

SciFinder 講習会 応用編 (会場：薬学図書館) 9/20 15:00-16:30 13 

Westlaw Next 講習会 

 (法学部研究室図書室と共催) 
10/3 13:20-14:40 13 

Westlaw Japan 講習会 

 (法学部研究室図書室と共催) 
10/3 14:55-16:15 11 

Scopus Training Session(英語) 10/25 15:00-16:30 9 

Nexis Uni 講習会 12/10 17:00-18:00 3 

合計 18 回 195 名 

 

 

Special Chemistry Seminar 11/15(金) 15:00-16:30 13 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

英語論文セミナー 科学英語編 11/29(木) 15:00-16:30 29 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

英語論文セミナー 投稿・出版編 12/4(火) 15:00-16:30 29 総合図書館別館ライブラ

リープラザ 

英語論文セミナー 執筆実践編 3/6(金) 13:30-15:30 中止 総合図書館別館ライブラリ

ープラザ 

合計 4 回(開催予定は 5 回) 112 名  

 

2.10 講習会協力[U-PARL（東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研

究部門）主催講習会に協力]  

 U-PARL 主催のイベントに広報協力を行った。 

月日 時間 コース名 

1/28（火） 17:30-19:00 アジアンライブラリーカフェ no.006 インドと私と『百年泥』 

 
 

3 講習会・セミナー等開催報告（2020 年度） 
講習会・セミナー等開催報告 

データベース等の電子的学術資料を学習・教育・研究に効率的に利用してもらうこと、及びレポー

ト・論文執筆の支援を目的とし、情報探索ガイダンス各コースを開催した。 
2020 年度は、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の影響により、当初予定をしていた多くのガ

イダンスについて中止とせざるを得なかった。また実施したものについても、開催方式を動画提供や

Ｚｏｏｍによる非対面講習会に変更を行い、講師による実演を行う講義形式で実施した。なお、動画

提供の場合は、視聴回数・人数をカウントできない方法で提供したため視聴者数は不明である（以降

の表中では不明とのみ記載した）。 
 

3.1 テーマ別ガイダンス 

1 つのテーマについて検索実習を交えながら解説する、テーマ別ガイダンス 6 コース開催した。 

コース名 月日 方式 

開

催

予

定

数 

実施

回数 

人

数 

内容 

論文準備ここから

スタート！ 

4/10,5/27,

6/16,6/30 
 4 0 

中

止 

文献検索（CiNii ArticlesとWeb of Sci-

ence）のコツや文献入手方法と、文献

管理ツール新 RefWorks の使い方を

90 分で紹介。 
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はじめよう！新

RefWorks 
6/22  1 0 

中

止 

文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を約 45 分で紹介 

はじめての本や

論文の探し方 
4/27  1 0 

中

止 

TREE(UTokyo REsource Explorer)を

使った、図書や電子ジャーナル、雑誌

論文など、基本的な文献の検索方法

を 30 分で紹介。 

はじめての本や

論文の探し方 
10/6,11/17 

Zoo

m 
2 2 73 

TREE(UTokyo REsource Explorer)を

使った、図書や電子ジャーナル、雑誌

論文など、基本的な文献の検索方法

を 30 分で紹介。 

学外からデータ

ベースや電子ジ

ャーナルを使うに

は？ 

10/22 

 

 

Zoo

m 
1 1 26 

SSL-VPN Gateway サービスや認証

GWサービスを用いた学外からのデー

タベースや電子ジャーナルの使い方

を 15 分で紹介。 

卒業してからの

文献検索・文献

管理 

 
動画

提供 
  

不

明 

東京大学を卒業・退職する方向けに、

卒業・退職してからも文献検索や情報

収集に利用できる、各種ツールを紹

介。 

論文準備ここから

スタート！文献検

索編 

 
動画

提供 
  

不

明 

文献検索（CiNii Articles と Web of 

Science）のコツや文献入手方法を約

30 分で紹介 

 

はじめよう！新

RefWorks 
 

動画

提供 
  

不

明 

文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を約 30 分で紹介 
はじめよう！ 

Mendeley 
 

動画

提供 
  

不

明 

文献管理ツール Mendeley の使い方

を約 60 分で紹介。 
合計 9 3 99 他に動画提供３コース有 

 

3.2 オーダーメイド講習会（授業やゼミ対応） 

教員や院生の依頼をうけて授業時間やゼミの時間内で講習を行った。 
 

研究科・研究室名など 月日 時間 方式 
参加

人数 
講習内容 

文学部心理学研究室 4/3 13:30-14:30   中止 

Web of Science Core Collec-

tion、PsycINFO/PsycARTI-

CLES、CiNii Articles、TREE の

検索実習。 

情報学環学際情報学府 4/23 14:55-16:40 
動画

提供 
不明 JapanKnowledge Lib、 

 

 

初年次ゼミナール理科 

環境科学のウソ・ホント 

 
4/24 13:00-14:45 

動画

提供 
不明 

聞蔵、JapanKnowledge Lib、CiNii 

Articles、Web of Science 

TREE 

 

医学系研究科看護管理

学分野 
4/24 15:00-17:00   中止 

CiNii Articles、Web of Science 

Core Collection、TREE の検索

実習。 

理学部生物化学科 4/27 13:00-16:40 
動画

提供 
20 

PubMed、Web of Science Core 

Collection、TREE、新 RefWorks

の講義。 

農学生命科学研究科国

際水産開発学研究室 
5/1 10:00-11:30 

動画

提供 
不明 

CiNii Articles、Web of Science、

TREE、新 RefWorks の講義 

 

教養学部 図書館の学

び・活用・提案（こまとち

ゃんゼミナール） 

5/7 14:55-16:40 
動画

提供 
不明 

CiNii Articles、Web of Science 

Core Collection の検索講義。

（参考：TREE） 

文学部国際交流室日本

語教室(院生向け） 

 

（研究生向け） 

5/7 10:25-12:10   中止 TREE、CiNii Articles、Web of  

Science Core Collection の検索

講義。 5/12 10:25-12:10 
動画

提供 
13 

理学部生物学科 

A 系（人類学系） 

B 系（基礎生物学系） 

5/18 8:50-9:50 
動画

提供 
不明  

TREE、JapanKnowledge Lib、 

PubMed、 Web of Science Core 

Collection の検索講義。 

  

文学部現代文芸論研究

室 
5/28 10:25-12:10 

動画

提供 
不明 

MLA International Bibliog-

raphy、Gale Literary Sources、

CiNii Articles、TREE の検索講

義。 

工学部都市工学科 6/3 13:00-14:45 
動画

提供 
不明 

CiNii Articles、 

Web of Science Core Collec-

tion、Engineering Village、

TREE、新 RefWorks の講義。 

文学部 

「Academic Writing」 
6/12 10:25-12:10 

動画

提供 
不明 

JapanKnowledge Lib、CiNii Ar-

ticles、Web of Science Core 

Collection、TREE の検索講義。 

動画

提供 
新 RefWorks の講義 
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はじめよう！新

RefWorks 
6/22  1 0 

中

止 

文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を約 45 分で紹介 

はじめての本や

論文の探し方 
4/27  1 0 

中

止 

TREE(UTokyo REsource Explorer)を

使った、図書や電子ジャーナル、雑誌

論文など、基本的な文献の検索方法

を 30 分で紹介。 

はじめての本や

論文の探し方 
10/6,11/17 

Zoo

m 
2 2 73 

TREE(UTokyo REsource Explorer)を

使った、図書や電子ジャーナル、雑誌

論文など、基本的な文献の検索方法

を 30 分で紹介。 

学外からデータ

ベースや電子ジ

ャーナルを使うに

は？ 

10/22 

 

 

Zoo

m 
1 1 26 

SSL-VPN Gateway サービスや認証

GWサービスを用いた学外からのデー

タベースや電子ジャーナルの使い方

を 15 分で紹介。 

卒業してからの

文献検索・文献

管理 

 
動画

提供 
  

不

明 

東京大学を卒業・退職する方向けに、

卒業・退職してからも文献検索や情報

収集に利用できる、各種ツールを紹

介。 

論文準備ここから

スタート！文献検

索編 

 
動画

提供 
  

不

明 

文献検索（CiNii Articles と Web of 

Science）のコツや文献入手方法を約

30 分で紹介 

 

はじめよう！新

RefWorks 
 

動画

提供 
  

不

明 

文献管理ツール新 RefWorks の使い

方を約 30 分で紹介 
はじめよう！ 

Mendeley 
 

動画

提供 
  

不

明 

文献管理ツール Mendeley の使い方

を約 60 分で紹介。 
合計 9 3 99 他に動画提供３コース有 

 

3.2 オーダーメイド講習会（授業やゼミ対応） 

教員や院生の依頼をうけて授業時間やゼミの時間内で講習を行った。 
 

研究科・研究室名など 月日 時間 方式 
参加

人数 
講習内容 

文学部心理学研究室 4/3 13:30-14:30   中止 

Web of Science Core Collec-

tion、PsycINFO/PsycARTI-

CLES、CiNii Articles、TREE の

検索実習。 

情報学環学際情報学府 4/23 14:55-16:40 
動画

提供 
不明 JapanKnowledge Lib、 

 

 

初年次ゼミナール理科 

環境科学のウソ・ホント 

 
4/24 13:00-14:45 

動画

提供 
不明 

聞蔵、JapanKnowledge Lib、CiNii 

Articles、Web of Science 

TREE 

 

医学系研究科看護管理

学分野 
4/24 15:00-17:00   中止 

CiNii Articles、Web of Science 

Core Collection、TREE の検索

実習。 

理学部生物化学科 4/27 13:00-16:40 
動画

提供 
20 

PubMed、Web of Science Core 

Collection、TREE、新 RefWorks

の講義。 

農学生命科学研究科国

際水産開発学研究室 
5/1 10:00-11:30 

動画

提供 
不明 

CiNii Articles、Web of Science、

TREE、新 RefWorks の講義 

 

教養学部 図書館の学

び・活用・提案（こまとち

ゃんゼミナール） 

5/7 14:55-16:40 
動画

提供 
不明 

CiNii Articles、Web of Science 

Core Collection の検索講義。

（参考：TREE） 

文学部国際交流室日本

語教室(院生向け） 

 

（研究生向け） 

5/7 10:25-12:10   中止 TREE、CiNii Articles、Web of  

Science Core Collection の検索

講義。 5/12 10:25-12:10 
動画

提供 
13 

理学部生物学科 

A 系（人類学系） 

B 系（基礎生物学系） 

5/18 8:50-9:50 
動画

提供 
不明  

TREE、JapanKnowledge Lib、 

PubMed、 Web of Science Core 

Collection の検索講義。 

  

文学部現代文芸論研究

室 
5/28 10:25-12:10 

動画

提供 
不明 

MLA International Bibliog-

raphy、Gale Literary Sources、

CiNii Articles、TREE の検索講

義。 

工学部都市工学科 6/3 13:00-14:45 
動画

提供 
不明 

CiNii Articles、 

Web of Science Core Collec-

tion、Engineering Village、

TREE、新 RefWorks の講義。 

文学部 

「Academic Writing」 
6/12 10:25-12:10 

動画

提供 
不明 

JapanKnowledge Lib、CiNii Ar-

ticles、Web of Science Core 

Collection、TREE の検索講義。 

動画

提供 
新 RefWorks の講義 
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工学部精密工学科 10/1  13:30-14:30 
動画

提供 
 不明 

Web of Science Core Collec-

tion、Engineering Villageの検索

講義。（参考:CiNii Articles） 

文学部「社会心理学調

査実習」 
10/12 13:00-16:40 

動画

提供 
不明 

2 グループに分かれ CiNii Arti-

cles、Web of Science Core Col-

lection、PsycINFO/PsycARTI-

CLES、 TREE の検索講義(60

分）＋総合図書館/文学部図書

室ツアー（各 30 分） 

文学部 

「Academic  Writing」 
10/30  10:25-12:10  Zoom 3  

JapanKnowledge Lib、 CiNii Ar-

ticles、 Web of Science Core 

Collection、TREE の検索講義。 

新 RefWorks の講義 

農学部「国際開発農学

概論」 
11/27 14:55-16:40 Zoom 不明 

CiNii Articles、 Web of Science 

Core Collection、TREE、新

RefWorks の講義。 

教育学部「教育資料調

査演習」 
12/17 16:50-18:35 Zoom  不明 

TREE、ERIC（Proquest）、CiNii 

Articles の検索講義。 

合計 15 回（開催予定は 18 回）   36     

 

3.3 初年次ゼミナール 

 文系についてはこれまですべてのクラスに対して対面での講習をおこなっていたが、2020 年度は

動画提供をおこなった。理系については、これまで配布資料に掲載される資料作成をおこなってお

り 2020 年度も同様に提供した。 
 

[文科] 

月日 参加人数 講習内容 方式 

4/13(月) 4 限 計 1 回 不明 教養学部 1 年生対象の授

業でレポート・論文執筆に

必要な検索ツールの使い

方を講義。 

動画提供 

4/14(火) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 不明 

4/15(水) 2 限、3 限、4 限 計 3 回 不明 

4/16(木) 2 限、3 限 計 2 回 不明 

4/17(金) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 不明 

合計 12 回 不明 
   

 
[理科] 

講習内容 方式 

教養学部 1 年生対象の授業でレポート・論文執筆に必要な検索、および自宅からデ

ータベースや電子ジャーナルにアクセスする方法 

テキスト提

供 

 

 

 

3.4 出張講習会 

附属図書館（総合図書館、部局図書館・室）からの依頼に合わせた内容で行った。 
 

図書館・室名など 月日 時間 方式 
参加

人数 
講習内容 

総合図書館留学生オリ

エンテーション「本や論

文の探し方」（日本語） 

4/3 15:45-17:00   中止 
TREE、自宅からの利用方法。

人文社会系留学生対象。 

General Library Tour

「Searching for books 

and papers」（英語） 

4/7 15：00-16:15 
  中止 TREE、自宅からの利用方法。 

4/9 10:00-11:45 

総合図書館オリエンテ

ーション「本や論文の探

し方」(日本語） 

4/7 10:30-11:45   中止 

TREE、自宅からの利用方法。 4/9 15:00-16:15   中止 

4/13 15:00-16:15   中止 

[地震研図書室共催 ] 

「研究者と研究支援者

のための文献の探し方

＠地震研」 

4/20 15:00-16:15   中止 

TREE、CiNii Articles、Web of 

Science Core Collection, 新

RefWorks の概要（講義形式) 

[生産研図書室・先端研

図書室共催] 

「論文準備ここからスタ

ート！ in 駒場 II」 

4/22 15:00-16:30   中止 

Web of Science 

 Core Collection、 

Engineering Village、 

TREE、新 RefWorks の 

実習。（参考：CiNii Articles。

PC 持込による実習形式) 
5/14 15:00-16:30   中止 

[医学図書館共催] 

[EBM のための医学系 

文献検索入門：医中誌

Web と PubMed」 

  

4/30 

第 1 回 

13:30-14:30 
  中止 

医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。   
第 2 回 

15:30-16:30 
  中止 

 

第 3 回 

17:30-18:30 
  中止 

[農学生命科学図書館

共催] 

「論文準備ここからスタ

ート！in 農学生命科学

図書館」 

5/11 15:00-16:30   中止 
PubMed、TREE、 

新 RefWorks の実習。 
5/12 15:00-16:30   中止 

[生産研図書室・先端研

図書室共催] 

「秘書さんのためのはじ

めての論文の探し方 in 

駒場 II」 

5/20 15:00-16:15   中止 

TREE、CiNii Articles、Web of 

Science Core Collection の検

索実習。（PC 持込による実習

形式) 
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工学部精密工学科 10/1  13:30-14:30 
動画

提供 
 不明 

Web of Science Core Collec-

tion、Engineering Villageの検索

講義。（参考:CiNii Articles） 

文学部「社会心理学調

査実習」 
10/12 13:00-16:40 

動画

提供 
不明 

2 グループに分かれ CiNii Arti-

cles、Web of Science Core Col-

lection、PsycINFO/PsycARTI-

CLES、 TREE の検索講義(60

分）＋総合図書館/文学部図書

室ツアー（各 30 分） 

文学部 

「Academic  Writing」 
10/30  10:25-12:10  Zoom 3  

JapanKnowledge Lib、 CiNii Ar-

ticles、 Web of Science Core 

Collection、TREE の検索講義。 

新 RefWorks の講義 

農学部「国際開発農学

概論」 
11/27 14:55-16:40 Zoom 不明 

CiNii Articles、 Web of Science 

Core Collection、TREE、新

RefWorks の講義。 

教育学部「教育資料調

査演習」 
12/17 16:50-18:35 Zoom  不明 

TREE、ERIC（Proquest）、CiNii 

Articles の検索講義。 

合計 15 回（開催予定は 18 回）   36     

 

3.3 初年次ゼミナール 

 文系についてはこれまですべてのクラスに対して対面での講習をおこなっていたが、2020 年度は

動画提供をおこなった。理系については、これまで配布資料に掲載される資料作成をおこなってお

り 2020 年度も同様に提供した。 
 

[文科] 

月日 参加人数 講習内容 方式 

4/13(月) 4 限 計 1 回 不明 教養学部 1 年生対象の授

業でレポート・論文執筆に

必要な検索ツールの使い

方を講義。 

動画提供 

4/14(火) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 不明 

4/15(水) 2 限、3 限、4 限 計 3 回 不明 

4/16(木) 2 限、3 限 計 2 回 不明 

4/17(金) 1 限、3 限、4 限 計 3 回 不明 

合計 12 回 不明 
   

 
[理科] 

講習内容 方式 

教養学部 1 年生対象の授業でレポート・論文執筆に必要な検索、および自宅からデ

ータベースや電子ジャーナルにアクセスする方法 

テキスト提

供 

 

 

 

3.4 出張講習会 

附属図書館（総合図書館、部局図書館・室）からの依頼に合わせた内容で行った。 
 

図書館・室名など 月日 時間 方式 
参加

人数 
講習内容 

総合図書館留学生オリ

エンテーション「本や論

文の探し方」（日本語） 

4/3 15:45-17:00   中止 
TREE、自宅からの利用方法。

人文社会系留学生対象。 

General Library Tour

「Searching for books 

and papers」（英語） 

4/7 15：00-16:15 
  中止 TREE、自宅からの利用方法。 

4/9 10:00-11:45 

総合図書館オリエンテ

ーション「本や論文の探

し方」(日本語） 

4/7 10:30-11:45   中止 

TREE、自宅からの利用方法。 4/9 15:00-16:15   中止 

4/13 15:00-16:15   中止 

[地震研図書室共催 ] 

「研究者と研究支援者

のための文献の探し方

＠地震研」 

4/20 15:00-16:15   中止 

TREE、CiNii Articles、Web of 

Science Core Collection, 新

RefWorks の概要（講義形式) 

[生産研図書室・先端研

図書室共催] 

「論文準備ここからスタ

ート！ in 駒場 II」 

4/22 15:00-16:30   中止 

Web of Science 

 Core Collection、 

Engineering Village、 

TREE、新 RefWorks の 

実習。（参考：CiNii Articles。

PC 持込による実習形式) 
5/14 15:00-16:30   中止 

[医学図書館共催] 

[EBM のための医学系 

文献検索入門：医中誌

Web と PubMed」 

  

4/30 

第 1 回 

13:30-14:30 
  中止 

医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索実習。   
第 2 回 

15:30-16:30 
  中止 

 

第 3 回 

17:30-18:30 
  中止 

[農学生命科学図書館

共催] 

「論文準備ここからスタ

ート！in 農学生命科学

図書館」 

5/11 15:00-16:30   中止 
PubMed、TREE、 

新 RefWorks の実習。 
5/12 15:00-16:30   中止 

[生産研図書室・先端研

図書室共催] 

「秘書さんのためのはじ

めての論文の探し方 in 

駒場 II」 

5/20 15:00-16:15   中止 

TREE、CiNii Articles、Web of 

Science Core Collection の検

索実習。（PC 持込による実習

形式) 
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[工学・情報理工学図書

館共催] 

「文献検索早わかりコー

ス」 

5/21 12:20-12:50   中止 
TREE、 CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collection、Engi-

neering Village の検索実習。

（講義形式+持込 PC での実

習） 
5/22 12:20-12:50   中止 

[工学・情報理工学図書

館共催] 

「文献管理 

新 RefWorks コース」 

5/21 12:50-13:30   中止 新 RefWorks の講習（講義形

式） 
5/22 12:50-13:30   中止 

[大学院数理科学研究

科図書室共催] 

「MathSciNet 講習会」 

  

7/3 15:00-16:15   中止 
MathSciNet、TREE、新 Ref-

Works の実習。 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための文

献検索 基礎編」 

   
動画

提供 
不明 

医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索講義。 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための文

献検索 上級編」 

   
動画

提供 
不明 

Web of Science Core Collec-

tion,新 RefWorks の講義。 

[医学図書館共催] 

「EBM のための医学系

文献検索入門：医中誌

Web と PubMed」 

    
動画

提供 
不明 

医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索講義。 

[農学生命科学図書館

共催] 

「文献検索講習会  for

農学生命科学系」 

10/14 15:00-16:00 Zoom 28 
TREE、PubMed、 

新 RefWorks の講義。 

[工学情報学図書館共

催] 

「文献検索講習会  for

工学系」 

10/16 15:00-16:00 Zoom 18 

Web of Science Core Collec-

tion、Engineering Village、

TREE、新 RefWorks の講義。 

合計 2 回(開催予定は 25 回)  他に動画提供 3 コースあり 46   

 

3.5 留学生向け情報探索ガイダンス 

留学生を対象に、韓国語コースを企画したが中止した。（英語コースは 2.5「・附属図書館・室等と

の共催講習会」参照） 
 

コース名 月日 時間 方式 人数 
韓国語コース 5/26 15:00-16:00  中止 

 

 

留学生向け情報探索ガイ

ダンス 
中国語コース 10/   中止 

計 0(予定 2)回  0 

 

3.6 外部講師による講習会 

データベースの提供元等から講師を招き、高度な専門性を必要とするデータベース等を対象とし

て開催した。 
コース名 月日 時間 方式 参加人数 

D1-Law 講習会(法学部研究室図書室と

共催) 
4/30 13:30-14:30   中止 

OECD の出版物や統計を探すには？ 

OECD iLibrary 講習会 
6/9 15:00-16:15   中止 

アメリカの法判例やビジネス情報を収集

する！：Lexis Advance 講習会 
6/11 15:00-16:00   中止 

Engineering Village 英語講習会 6/19 11:00-12:00   中止 

Mendeley workshop in English 6/24 15:00-16:30   中止 

抄録・引用文献データベース Scopus 講

習会 
8/6 14:00-15:00 Zoom 81 

研究分析ツール SciVal 講習会 9/8 14:00-15:10 Zoom 25 

研究分析ツール InCites 講習会 9/10 14:00-15:10 Zoom 23 

Web of Science ＆ EndNote 講習会 9/17 14:00-15:10 Zoom 57 

SciFinder 講習会(基礎編)(薬学図書館) 9/18 15:00-16:00 Zoom 31 

Web of Science & EndNote databases 

training courses【Online】 
9/24 13:00-14:10 Zoom 7 

Engineering Village 講習会 10/8 10:30-11:30 Zoom 10 

歴史資料データベースの使い方 日本

の外交文書編 
10/22 14:00-15:00 Zoom 22 

Scopus Training Session【Online】 11/10 15:00-16:00 Zoom 13 

Mendeley 講習会 11/12 15:00-16:00 Zoom 42 

eol セミナー「有価証券報告書」で企業情

報がわかる（経済学図書館と共催) 
11/19 15:00-16:00 Zoom 44 

  合計 
11 回 

(開催予定は 16 回)  
355 

 

3.7 セミナー 

若手研究者への学術情報リテラシー支援として、国際誌への論文投稿・執筆等を主なテーマとした

セミナーを開催した。 
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[工学・情報理工学図書

館共催] 

「文献検索早わかりコー

ス」 

5/21 12:20-12:50   中止 
TREE、 CiNii Articles、 Web of 

Science Core Collection、Engi-

neering Village の検索実習。

（講義形式+持込 PC での実

習） 
5/22 12:20-12:50   中止 

[工学・情報理工学図書

館共催] 

「文献管理 

新 RefWorks コース」 

5/21 12:50-13:30   中止 新 RefWorks の講習（講義形

式） 
5/22 12:50-13:30   中止 

[大学院数理科学研究

科図書室共催] 

「MathSciNet 講習会」 

  

7/3 15:00-16:15   中止 
MathSciNet、TREE、新 Ref-

Works の実習。 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための文

献検索 基礎編」 

   
動画

提供 
不明 

医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索講義。 

[薬学図書館共催] 

「薬学研究のための文

献検索 上級編」 

   
動画

提供 
不明 

Web of Science Core Collec-

tion,新 RefWorks の講義。 

[医学図書館共催] 

「EBM のための医学系

文献検索入門：医中誌

Web と PubMed」 

    
動画

提供 
不明 

医中誌 Web、PubMed、 

TREE の検索講義。 

[農学生命科学図書館

共催] 

「文献検索講習会  for

農学生命科学系」 

10/14 15:00-16:00 Zoom 28 
TREE、PubMed、 

新 RefWorks の講義。 

[工学情報学図書館共

催] 

「文献検索講習会  for

工学系」 

10/16 15:00-16:00 Zoom 18 

Web of Science Core Collec-

tion、Engineering Village、

TREE、新 RefWorks の講義。 

合計 2 回(開催予定は 25 回)  他に動画提供 3 コースあり 46   

 

3.5 留学生向け情報探索ガイダンス 

留学生を対象に、韓国語コースを企画したが中止した。（英語コースは 2.5「・附属図書館・室等と

の共催講習会」参照） 
 

コース名 月日 時間 方式 人数 
韓国語コース 5/26 15:00-16:00  中止 

 

 

留学生向け情報探索ガイ

ダンス 
中国語コース 10/   中止 

計 0(予定 2)回  0 

 

3.6 外部講師による講習会 

データベースの提供元等から講師を招き、高度な専門性を必要とするデータベース等を対象とし

て開催した。 
コース名 月日 時間 方式 参加人数 

D1-Law 講習会(法学部研究室図書室と

共催) 
4/30 13:30-14:30   中止 

OECD の出版物や統計を探すには？ 

OECD iLibrary 講習会 
6/9 15:00-16:15   中止 

アメリカの法判例やビジネス情報を収集

する！：Lexis Advance 講習会 
6/11 15:00-16:00   中止 

Engineering Village 英語講習会 6/19 11:00-12:00   中止 

Mendeley workshop in English 6/24 15:00-16:30   中止 

抄録・引用文献データベース Scopus 講

習会 
8/6 14:00-15:00 Zoom 81 

研究分析ツール SciVal 講習会 9/8 14:00-15:10 Zoom 25 

研究分析ツール InCites 講習会 9/10 14:00-15:10 Zoom 23 

Web of Science ＆ EndNote 講習会 9/17 14:00-15:10 Zoom 57 

SciFinder 講習会(基礎編)(薬学図書館) 9/18 15:00-16:00 Zoom 31 

Web of Science & EndNote databases 

training courses【Online】 
9/24 13:00-14:10 Zoom 7 

Engineering Village 講習会 10/8 10:30-11:30 Zoom 10 

歴史資料データベースの使い方 日本

の外交文書編 
10/22 14:00-15:00 Zoom 22 

Scopus Training Session【Online】 11/10 15:00-16:00 Zoom 13 

Mendeley 講習会 11/12 15:00-16:00 Zoom 42 

eol セミナー「有価証券報告書」で企業情

報がわかる（経済学図書館と共催) 
11/19 15:00-16:00 Zoom 44 

  合計 
11 回 

(開催予定は 16 回)  
355 

 

3.7 セミナー 

若手研究者への学術情報リテラシー支援として、国際誌への論文投稿・執筆等を主なテーマとした

セミナーを開催した。 
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コース名 月日 時間 方式 
参加 

人数 

英語論文セミナー 科学英語編 11/13 15:00-16:30 Zoom 69 

英語論文セミナー 投稿・出版編 11/24 15:00-16:40 Zoom 47 

合計 2 回  116 

 

データ利活用 

概要 

 
 

部門長 小林博樹  副課長 石﨑 勉 

1 運用報告 

1.1 mdx 
2021 年 3 月より、データ活用に関する研究、産学官連携、社会実装の全国での展開を支援する

ためのプラットフォームであるデータ活用社会創成プラットフォーム「mdx」の稼動を開始する。 
2020 年度は、mdx の稼動に向けてシステムの導入、運用に向けての制度設計を行った。 

 

1.2 データ活用社会創成シンポジウム 
「データ活用社会創成シンポジウム」は、東京大学の未来社会協創推進本部データプラットフォー

ム推進タスクフォースが主催し、2019 年度から毎年開催されている。 
(1) 2019 年度 

2019年度は 2019年 9月 2日、武田先端知ビルで開催され、学内外から 240名ほどの参加があっ

た。2019 年度のシンポジウムでは、Society5.0 が目指すあらゆる分野と地域でのデータ活用につい

て国内外の最先端基盤環境とさまざまな地域や分野でのデータ利活用の取り組みを紹介し、パネル

ディスカッションを通してデータ活用社会のあるべき姿について議論が行われた。 
午前中は、五神真総長から開会挨拶と「データ利活用の重要性、知識集約産業のハブとしての大

学の役割、Society5.0 の実現へ向けたプラットフォーム構築の推進」についての報告にはじまり、続

いて喜連川優国立情報学研究所長より SINET の歴史と今後の展望についての紹介を兼ねた挨拶

があった。また、来賓の文部科学省大臣官房増子宏審議官（研究振興局及び高等教育政策連携担

当）からは、東京大学とともに各大学・研究機関によるデータ活用社会創成への期待が示された。そ

の後、基調講演としてデータサイエンス分野での世界的権威である H. V. Jagadish ミシガン大学デー

タサイエンス研究所長よりデータ利活用についての最先端の動向およびミシガン大学での取組等に

ついて報告された。また昼休み中に、データ利活用をテーマとする 20演題のポスターセッションが行

われ、学際的研究の推進、研究コミュニティ形成等が図られた。 
午後からは、中村宏総長特任補佐によるデータ活用社会創成プラットフォームの説明の後、森健

策名古屋大学情報基盤センター長、近藤徹広島大学情報メディア教育研究センター准教授、町澤

まろ放射線医学総合研究所研究員、西岡靖之法政大学教授、関口智嗣産業技術研究所理事、後

藤真国立歴史民俗博物館准教授、大澤幸夫工学系研究科教授より各テーマに基づく講演が行わ

れ、同時にデータ利活用をテーマとする有志参加者による演習（データジャケット）も行われた。最後

に、データ活用社会の現状と展望についてのパネルディスカッションが田浦健次朗情報基盤センタ

ー長の司会、講演者をパネリストとして行われ、フロアからの質疑応答を交えた活発な議論も加わっ

て盛況のうちに幕を閉じた。 
(2) 2020 年度 

2020 年度は 2020 年 12 月 25 日、コロナウイルス対応のためウェブミーティングにより開催され、学

内外から 400 名を超える参加があった。2019 年度のシンポジウムでは、Society5.0 が目指すデータ
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コース名 月日 時間 方式 
参加 

人数 

英語論文セミナー 科学英語編 11/13 15:00-16:30 Zoom 69 

英語論文セミナー 投稿・出版編 11/24 15:00-16:40 Zoom 47 

合計 2 回  116 

 

データ科学

データ利活用 

概要 

 
 

部門長 小林博樹  副課長 石﨑 勉 

1 運用報告 

1.1 mdx 
2021 年 3 月より、データ活用に関する研究、産学官連携、社会実装の全国での展開を支援する

ためのプラットフォームであるデータ活用社会創成プラットフォーム「mdx」の稼動を開始する。 
2020 年度は、mdx の稼動に向けてシステムの導入、運用に向けての制度設計を行った。 

 

1.2 データ活用社会創成シンポジウム 
「データ活用社会創成シンポジウム」は、東京大学の未来社会協創推進本部データプラットフォー

ム推進タスクフォースが主催し、2019 年度から毎年開催されている。 
(1) 2019 年度 

2019年度は 2019年 9月 2日、武田先端知ビルで開催され、学内外から 240名ほどの参加があっ

た。2019 年度のシンポジウムでは、Society5.0 が目指すあらゆる分野と地域でのデータ活用につい

て国内外の最先端基盤環境とさまざまな地域や分野でのデータ利活用の取り組みを紹介し、パネル

ディスカッションを通してデータ活用社会のあるべき姿について議論が行われた。 
午前中は、五神真総長から開会挨拶と「データ利活用の重要性、知識集約産業のハブとしての大

学の役割、Society5.0 の実現へ向けたプラットフォーム構築の推進」についての報告にはじまり、続

いて喜連川優国立情報学研究所長より SINET の歴史と今後の展望についての紹介を兼ねた挨拶

があった。また、来賓の文部科学省大臣官房増子宏審議官（研究振興局及び高等教育政策連携担

当）からは、東京大学とともに各大学・研究機関によるデータ活用社会創成への期待が示された。そ

の後、基調講演としてデータサイエンス分野での世界的権威である H. V. Jagadish ミシガン大学デー

タサイエンス研究所長よりデータ利活用についての最先端の動向およびミシガン大学での取組等に

ついて報告された。また昼休み中に、データ利活用をテーマとする 20演題のポスターセッションが行

われ、学際的研究の推進、研究コミュニティ形成等が図られた。 
午後からは、中村宏総長特任補佐によるデータ活用社会創成プラットフォームの説明の後、森健

策名古屋大学情報基盤センター長、近藤徹広島大学情報メディア教育研究センター准教授、町澤

まろ放射線医学総合研究所研究員、西岡靖之法政大学教授、関口智嗣産業技術研究所理事、後

藤真国立歴史民俗博物館准教授、大澤幸夫工学系研究科教授より各テーマに基づく講演が行わ

れ、同時にデータ利活用をテーマとする有志参加者による演習（データジャケット）も行われた。最後

に、データ活用社会の現状と展望についてのパネルディスカッションが田浦健次朗情報基盤センタ

ー長の司会、講演者をパネリストとして行われ、フロアからの質疑応答を交えた活発な議論も加わっ

て盛況のうちに幕を閉じた。 
(2) 2020 年度 

2020 年度は 2020 年 12 月 25 日、コロナウイルス対応のためウェブミーティングにより開催され、学

内外から 400 名を超える参加があった。2019 年度のシンポジウムでは、Society5.0 が目指すデータ
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利活用の恩恵をだれもが安心して享受できるインクルーシブな社会の実現に向けたデータ活用を推

進する先進的な取り組みや、コロナ禍のもとでの大学の教育や取り組み、医療や COVID-19 に関連

するデータ、空間情報やモビリティについての話題などのさまざまな地域や分野での利活用事例に

ついて、幅広い分野の専門家による講演を通してデータ活用社会のあるべき姿について議論が行

われた。 
まず、五神真東京大学総長からデータ利活用に基づく知識集約型社会の課題と大学の役割につ

いての挨拶にはじまり、続いて喜連川優国立情報学研究所長より COVID-19 の研究教育動向を事

例として、データの重要性・信頼性、教育資源の共有可能性を話題とした挨拶があった。また、来賓

の文部科学省橋爪淳参事官（研究振興局）からは、データ駆動型の研究教育の重要性、Society5.0
の具現化へ向けてデータ活用社会創成プラットフォームと SINETの接続によるイノベーション創出に

対する期待が示された。その後、以下の５つのテーマ（【】内はテーマ名）にわかれて各専門家による

講演が行われた。 
【教育データ・コロナ下の大学】では、中村宏東京大学総長特任補佐、緒方広明京都大学学術情

報メディアセンター教授より、学内人口動態の可視化、コロナ下での教育データの収集・蓄積、エビ

デンスに基づく教育の実現、等について東京大学、京都大学の事例に即して紹介された。【データ

基盤】では、田浦健次朗東京大学情報基盤センター長が大学・研究機関で共創する産学官連携の

ためのデータプラットフォーム「mdx」の構想と現状、情報基盤センター群での連携、新たなコミュニテ

ィ形成について報告し、山地一禎国立情報学研究所教授が研究データ管理基盤としての「GakuNin 
RDM」のシステム、サービスについて紹介された。【医療データ・COVID-19】においては、井元清哉

東京大学医科学研究所教授よりコロナ制圧のためのウイルスゲノムとヒト免疫反応に関するビッグデ

ータ解析の重要性について報告され、中野孝介東京大学大学院薬学系研究科特任研究員からは、

医療ビッグデータの現状とその利活用、今後の展望等について紹介された。【空間情報・モビリティ】

では、早川裕一北海道大学大学院地球環境科学研究院准教授より高精細データの利活用につい

て、関本義秀東京大学空間情報科学研究センター教授より地理空間情報とデジタルツインについ

て、金京淑産業技術総合研究所人工知能研究センターデータプラットフォーム研究チーム研究チ

ーム長より安全・安心の移動のための三次元マップについてそれぞれ紹介された。最後の【社会利

用・産学連携】では、中村尚東京大学先端科学技術研究センター教授より地域気象データと共創社

会の戦略的実現について、黒坂達也株式会社企代表取締役よりデータ利活用とデータ流通の相違

からみた信頼できるデータの取扱い方について報告された。 
講演ごとにオンライン参加者からの質疑応答・コメントを交えた活発な議論が行われ、また、９大学

２研究機関で共同運営するデータ活用社会創成プラットフォーム「mdx」への期待も寄せられ盛況の

うちに幕を閉じた。 
 

UTnet3の代表的な機器（レイヤ3スイッチ）光ケーブルが集線されているスプライシングボックス

ネットワーク
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利活用の恩恵をだれもが安心して享受できるインクルーシブな社会の実現に向けたデータ活用を推

進する先進的な取り組みや、コロナ禍のもとでの大学の教育や取り組み、医療や COVID-19 に関連

するデータ、空間情報やモビリティについての話題などのさまざまな地域や分野での利活用事例に

ついて、幅広い分野の専門家による講演を通してデータ活用社会のあるべき姿について議論が行

われた。 
まず、五神真東京大学総長からデータ利活用に基づく知識集約型社会の課題と大学の役割につ

いての挨拶にはじまり、続いて喜連川優国立情報学研究所長より COVID-19 の研究教育動向を事

例として、データの重要性・信頼性、教育資源の共有可能性を話題とした挨拶があった。また、来賓

の文部科学省橋爪淳参事官（研究振興局）からは、データ駆動型の研究教育の重要性、Society5.0
の具現化へ向けてデータ活用社会創成プラットフォームと SINETの接続によるイノベーション創出に

対する期待が示された。その後、以下の５つのテーマ（【】内はテーマ名）にわかれて各専門家による

講演が行われた。 
【教育データ・コロナ下の大学】では、中村宏東京大学総長特任補佐、緒方広明京都大学学術情

報メディアセンター教授より、学内人口動態の可視化、コロナ下での教育データの収集・蓄積、エビ

デンスに基づく教育の実現、等について東京大学、京都大学の事例に即して紹介された。【データ

基盤】では、田浦健次朗東京大学情報基盤センター長が大学・研究機関で共創する産学官連携の

ためのデータプラットフォーム「mdx」の構想と現状、情報基盤センター群での連携、新たなコミュニテ

ィ形成について報告し、山地一禎国立情報学研究所教授が研究データ管理基盤としての「GakuNin 
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部門長  工藤 知宏 副課長 井爪 健雄 

 
 
■東京大学情報ネットワークシステム（UTNET4）の運用管理 
  
本学の情報ネットワークシステム UTNET4（University of Tokyo network system 4）は、各建物内の

支線ネットワーク（支線）及び建物間接続や学外との接続のための基幹ネットワーク（基幹）から構成さ

れている。情報基盤センターのネットワークチームは、以下に示す通り、基幹の運用管理に加え、これ

に関連する業務も含めて取り組んだ。 
 
１．基幹ネットワークの運用管理 

基幹の中核を占めるネットワーク機器は、本郷地区、駒場Ⅰ地区、駒場Ⅱ地区、柏地区、白金地区、

中野地区の各ハブサイトに設置したレイヤ 3 スイッチ（L3SW）であり、基幹の基本トポロジーは情報基

盤センターを中心にしたスター型になっている。基幹の老朽化した L3SW の更新を含め、運用管理を

実施した。 
 

２．基幹ネットワークと支線ネットワークとの接続  
各建物にレイヤ 2 スイッチ（L2SW）を設置し、基幹の L3SW と支線を接続しているが、ネットワーク利

用の増大への対応と高機能化及び老朽化対策のため、2019 年度及び 2020 年についても引き続き

L2SW の順次更新を実施した。また、新設、撤去及び建物改修に伴う再設置や機能強化による構成変

更も実施した。 
 
３．VLAN 対応  

UTNET4 では仮想 LAN（VLAN：Virtual LAN）に対応している。VLAN によって、部局や研究室が

複数の建物やキャンパスに分散して配置されている場合でも部局や研究室のまとまりごとに同一のサ

ブネットに収容することを可能としている。本学では、建物の新設や組織変更等が少なくなく、それに

伴った VLAN に関する要求は非常に多く、それらの要求に応じてネットワーク機器の設定変更や増設

等を実施した。 
 

４．その他関連業務 
ドメイン名の割り当て、DNS（Domain Name System）のサービス、UTNET 光ファイバケーブル専用

利用及び各種無線 LAN サービスの各業務に取り組んだ。 
 また、全学法定点検に伴う計画停電時には、発電車を用意して主要機器への給電を行うことによって

継続運転を実施した。 
 
 なお、2019 年度には、柏Ⅱキャンパスに産学連携共同施設の建物が設置されたため、柏Ⅱキャンパス

への UTNET 接続環境を提供した。2020 年度には、情報基盤センターの建物が建設されたことにより、

柏Ⅰキャンパスと柏Ⅱキャンパス間のネットワーク接続の整備を行った。 
 
また、2021 年度に行われる情報基盤センター本館耐震改修工事に伴い、別館３階に新しくサーバ

室を用意して基幹ネットワーク機器及び建物間光ファイバーや通信回線の移設準備作業を行った。 
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■セキュリティ対応  
 

本学においてもセキュリティインシデントが頻繁に発生している。特にコンピュータへの不正侵入の

試み、標的型攻撃メールや Web ページなどを通してのウィルス感染等が問題となっており、セキュリテ

ィ対策はネットワーク運営上必須である。そこで、本学のセキュリティの維持確保に向け、以下の通り、

セキュリティ対応業務を実施した。 
 
１．学外との通信記録の保存 
情報セキュリティインシデント発生時の調査のために、学外と学内との間の通信に関し、基幹部分で

通信の記録を保存するための仕組みとして、 UTNET4 では異常トラフィック監視システム(OKP)及びパ

ケットキャプチャシステム(SIRIUS)を用いてパケットを一定期間保存し、情報セキュリティインシデントの

連絡に応じて必要な調査を実施した。 
 
２．ウィルス感染への対応  

メールや Web ページ等を通してのウィルス感染に関する対策として、情報基盤センターでは、ウィ

ルス対策ソフトウェア製品を学内利用者の希望に応じて有償配布し、予防に役立てた。 
 
■ 東京大学情報システム緊急対応チーム（UTokyo-CERT）との連携  
 

UTNET4 ではセキュリティに関する対応として、基幹部分のギガビットスイッチ（L3SW)で、全学的に

問題となる事象や各部局が禁止する個別の事象についてのフィルタを設定している。東京大学情報シ

ステム緊急対応チーム（UTokyo-CERT）から委託業務を受け、このフィルタを活用することによって、全

学的なセキュリティ対策を実施した。 
NII-SOCS やインシデントの連絡等を元に、UTokyo-CERT 及び情報システム部情報戦略課セキュリ

ティ対策チームと連携してインシデントレポートシステムで部局 CERT に連絡を行った。 
 
■ 学内ソフトウェアライセンス  
 
学内利用者の多いソフトウェアについて、全学サイトライセンスを取得し、そのライセンスの管理と配

布サービスを実施した。また、ライセンスの管理と配布の効率化を図るため、ソフトウェアダウンロードサ

イトを活用した。 
 
■ ハウジングサービス 
 
空調設備やラック等の設備を提供し電源を供給するハウジングサービスを実施した。 

 
■PKI 
 
国立情報学研究所（NII）の運用する電子証明書発行事業に参加し、東京大学として登録局の運用

を行った。 
 

■eduroam 
 

2019 年度から、ネットワーク部門で eduroam の運用を行うこととなり、2020 年度も引き続き運用を行

った。 
 

■ その他 
 

UTokyo WiFi 及び全学ファイアウォールに関して、情報システム本部等と協力して運用を行った。 

■ 関係委員会 
 
情報ネットワークに関する事項について、全学的な視点から企画、立案及び審議を行う情報基盤セ

ンターネットワーク専門委員会が以下のとおり開催された。 
 
2019 年     5 月 30 日 第 67 回情報基盤センターネットワーク専門委員会 
2019 年     9 月 24 日 第 68 回情報基盤センターネットワーク専門委員会 
2021 年     3 月 29 日 第 69 回情報基盤センターネットワーク専門委員会 
 
主な報告事項、検討事項および承認事項 
・UTNET 運用報告 
・セキュリティ運用報告 
・ソフトウェアライセンス運用報告 
・電子証明書発行サービスについて 
・運用経費予算決算報告 
・基幹ネットワークの構成変更について 
・規則改定について 
・全学セキュリティファイアウォールについて 
・ASANO システムについて 
・柏Ⅱキャンパスへの移転及び SINET6 について 
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東京大学情報ネットワークシステム（UTNET4）の運用管理 

 
UTNET 担当 

 
 

1 運用報告 
本学の情報ネットワークシステムは UTNET（University of Tokyo network system）と総称する。これまで

の更新経緯に応じ UTNET1、UTNET2 を経て約 15 年間 UTNET3 と呼ばれてきたが、2016 年 4 月から

UTNET4 として運用を開始した。UTNET4 の基本構成は、一部を 100Gbps 化した基幹ネットワーク（基幹）

と支線ネットワーク（支線）で構成される。（支線は、各建物内に設置されたネットワークを指し、当該部局に

よって運用管理されている。基幹は、支線の相互接続及び学外との接続のために設置されたネットワーク

で、情報基盤センターの本ネットワーク部門が運用管理している。）本部門では、以下に示す通り、基幹の

運用管理に加え、これに関連する業務も含めて取り組んだ。 
 
1.1 基幹ネットワークの運用管理 
本郷地区の基幹には、5 ヶ所の HUB サイト（情報基盤センター、電話庁舎、附属図書館、工学部 8 号

館、農学部 3 号館）がある。各 HUB サイトにはコア用レイヤ 3 スイッチ（L3SW）を設置し、基幹は情報基盤

センターを中心にしたスター型の構成としている。駒場Ⅰ地区、駒場Ⅱ地区、柏地区、白金地区、中野地

区の各郊外地区についても、L3SW を設置している HUB サイトから専用回線等を介して本郷地区と接続

している。このような基幹の運用管理について、主に以下の取り組みを実施した。 
 
－柏Ⅱ地区の L3SW、L2SW 設置 
－工学部 8 号館地区収容用 L3SW の機器更新 
－電話庁舎地区収容用 L3SW の機器更新 
－駒場Ⅰ地区の L2SW 機器更新 
－耐震改修工事に伴う L2SW 機器撤去及び設置 
－弥生地区の L2SW の機器更新  
－情報基盤センター地区収容用 L3SW の機器更新 
－ネットワーク機器の OS アップデート  
 
以上の通り、EOL（End Of Life）を迎える HUB サイトの L3SW 更新作業の実施とともに、安定的なネット

ワークインフラへの要求を実現するために、ネットワークの高速化、信頼性の向上、省電力化に向けた作業

を実施した。次年度も継続して実施していく。また、運用の自動化に向けた検討も開始した。 
2019 年 4 月 1 日の基幹ネットワーク構成を図 1 に、2020 年 4 月 1 日の基幹ネットワーク構成を図 2 に、

2021 年 3 月 31 日の基幹ネットワーク構成を図 3 に示す。また、本郷地区と、駒場Ⅰ地区・駒場Ⅱ地区・柏

地区・白金地区・中野地区の各キャンパス間のトラフィック量の推移を図 4 に示す。 
 

1.2 基幹ネットワークと支線ネットワークとの接続 
基幹と各支線の接続については、各建物に設置したエッジ用レイヤ 2 スイッチ（L2SW）で行っており、こ

の L2SW は HUB サイトの L3SW から伸ばした光ファイバに接続されている。 UTNET3 導入（2001 年度）

当初に L2SW を約 200 台設置して以来、撤去や新設で台数の増減はあるものの、現在では約 230 台の

L2SW を設置している。これらのほぼすべては、支線との接続速度がギガビットに対応した。一部の L2SW
については、接続速度を 10Gbps への更新も実施した。 

L2SW のメンテナンス等について、2019 年度は 42 台、を予防保全のために更新、新規に 8 台の設置、

2 台の撤去を実施した。2020 年度は 20 台を予防保全のために更新、新規に 3 台の設置、4 台の撤去を

実施した。 

また、情報基盤センター耐震改修工事への対応として、HUB サイト L3 スイッチ 3 台を設置し移行作業

の準備を進めた。 
 

1.3 VLAN 対応 

部局や研究室が、複数の建物やキャンパスに分散配置されたり、他部局の建物内に入居したりするケー

スがある。UTNET では、部局や研究室のサブネットを他の建物等に VLAN で延長することができる。この

ような VLAN 機能を持つ基幹に関して、2019 年度及び 2020 年度に実施した構成変更及びサブネットの

割当を表１に示す。 
 

1.4 その他関連業務 

(1)ドメイン名の割り当て等 
ネットワーク専門委員会の承認を経て、11 件を新規に割り当て、5 件を継続、8 件を廃止した。詳細を表

2 に示す。 
(2) UTNET 光ファイバケーブル専用利用 
建物間を横断する UTNET 光ファイバケーブル専用利用の変更、及び割当を実施した。結果を表 3 に
示す。 

(3) 無線 LAN サービス 
山上会館、武田ホール、弥生講堂（一条ホール・セイホクギャラリー）、中島董一郎記念ホール柏図書館、

鉄門記念講堂、総合図書館会議室、向ヶ岡ファカルティハウス、工学部共通講義室等において、情報

基盤センターがアクセスポイント（AP）の整備を行い、Web 認証方式の無線 LAN サービスを展開してい

る。それらの部局別の申請利用状況を表 4 に示す。 
尚、無線 LAN サービスについては 2021 年 3 月 31 日をもってサービス提供終了した。 

(4) 公衆無線 LAN 接続サービス 
上記の AP に、通信事業者の提供する公衆無線 LAN 接続サービスの SSID を相乗りさせており、各社

指定の接続方法にて公衆無線 LAN サービスにローミングしている。 
尚、公衆無線 LAN 接続サービスについては 2021 年 3 月 31 日をもってサービス提供終了した。 

 SSID 通信事業者 
1 mobilepoint ／ mobilepoint2 ソフトバンクテレコム 

2 Wi2 ／ Wi2 club テコラス（旧 DATAHOTEL） 
KDDI 

3 0001softbank  ソフトバンクモバイル 

4 0000docomo  NTT ドコモ 

(5) 東京大学教育無線 LAN システム(UTokyo WiFi) 
UTokyo WiFi は本学の構成員がキャンパス内で利用できる学内共通無線 LAN サービスである。本サ

ービス基幹部の運用業務を担当した。部局負担による UTokyo WiFi のアクセスポイント(AP)設置サービ 
ス対応として、AP 設置に向けた設計、設定変更、調整等を実施した。 

(6) ECCS 無線 LAN サービス用 AP の集約 
 UTNET 無線 LAN サービスの AP をコントロールしている運用システムに、ECCS の AP 群を一括集約

し、それらのコントロール業務を担当した。UTNET 無線 LAN サービスの AP をコントロールしている運

用システムが 2021 年 3 月 31 日でサービス終了したため、本サービスも順次終了していく予定である。 
(7) ECCS レンタル AP の集約 

 ECCS が窓口になって学内にレンタルしている AP を、UTNET 無線 LAN サービスの AP をコントロール

している運用システムに一括集約し、それらのコントロール業務を担当した。UTNET 無線 LAN サービス

の AP をコントロールしている運用システムが 2021 年 3 月 31 日でサービス終了したため、本サービスも

順次終了していく予定である。 
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東京大学情報ネットワークシステム（UTNET4）の運用管理 

 
UTNET 担当 

 
 

1 運用報告 
本学の情報ネットワークシステムは UTNET（University of Tokyo network system）と総称する。これまで

の更新経緯に応じ UTNET1、UTNET2 を経て約 15 年間 UTNET3 と呼ばれてきたが、2016 年 4 月から

UTNET4 として運用を開始した。UTNET4 の基本構成は、一部を 100Gbps 化した基幹ネットワーク（基幹）

と支線ネットワーク（支線）で構成される。（支線は、各建物内に設置されたネットワークを指し、当該部局に

よって運用管理されている。基幹は、支線の相互接続及び学外との接続のために設置されたネットワーク

で、情報基盤センターの本ネットワーク部門が運用管理している。）本部門では、以下に示す通り、基幹の

運用管理に加え、これに関連する業務も含めて取り組んだ。 
 
1.1 基幹ネットワークの運用管理 

本郷地区の基幹には、5 ヶ所の HUB サイト（情報基盤センター、電話庁舎、附属図書館、工学部 8 号

館、農学部 3 号館）がある。各 HUB サイトにはコア用レイヤ 3 スイッチ（L3SW）を設置し、基幹は情報基盤

センターを中心にしたスター型の構成としている。駒場Ⅰ地区、駒場Ⅱ地区、柏地区、白金地区、中野地

区の各郊外地区についても、L3SW を設置している HUB サイトから専用回線等を介して本郷地区と接続

している。このような基幹の運用管理について、主に以下の取り組みを実施した。 
 
－柏Ⅱ地区の L3SW、L2SW 設置 
－工学部 8 号館地区収容用 L3SW の機器更新 
－電話庁舎地区収容用 L3SW の機器更新 
－駒場Ⅰ地区の L2SW 機器更新 
－耐震改修工事に伴う L2SW 機器撤去及び設置 
－弥生地区の L2SW の機器更新  
－情報基盤センター地区収容用 L3SW の機器更新 
－ネットワーク機器の OS アップデート  
 
以上の通り、EOL（End Of Life）を迎える HUB サイトの L3SW 更新作業の実施とともに、安定的なネット

ワークインフラへの要求を実現するために、ネットワークの高速化、信頼性の向上、省電力化に向けた作業

を実施した。次年度も継続して実施していく。また、運用の自動化に向けた検討も開始した。 
2019 年 4 月 1 日の基幹ネットワーク構成を図 1 に、2020 年 4 月 1 日の基幹ネットワーク構成を図 2 に、

2021 年 3 月 31 日の基幹ネットワーク構成を図 3 に示す。また、本郷地区と、駒場Ⅰ地区・駒場Ⅱ地区・柏

地区・白金地区・中野地区の各キャンパス間のトラフィック量の推移を図 4 に示す。 
 

1.2 基幹ネットワークと支線ネットワークとの接続 
基幹と各支線の接続については、各建物に設置したエッジ用レイヤ 2 スイッチ（L2SW）で行っており、こ

の L2SW は HUB サイトの L3SW から伸ばした光ファイバに接続されている。 UTNET3 導入（2001 年度）

当初に L2SW を約 200 台設置して以来、撤去や新設で台数の増減はあるものの、現在では約 230 台の

L2SW を設置している。これらのほぼすべては、支線との接続速度がギガビットに対応した。一部の L2SW
については、接続速度を 10Gbps への更新も実施した。 

L2SW のメンテナンス等について、2019 年度は 42 台、を予防保全のために更新、新規に 8 台の設置、

2 台の撤去を実施した。2020 年度は 20 台を予防保全のために更新、新規に 3 台の設置、4 台の撤去を

実施した。 

また、情報基盤センター耐震改修工事への対応として、HUB サイト L3 スイッチ 3 台を設置し移行作業

の準備を進めた。 
 

1.3 VLAN 対応 

部局や研究室が、複数の建物やキャンパスに分散配置されたり、他部局の建物内に入居したりするケー

スがある。UTNET では、部局や研究室のサブネットを他の建物等に VLAN で延長することができる。この

ような VLAN 機能を持つ基幹に関して、2019 年度及び 2020 年度に実施した構成変更及びサブネットの

割当を表１に示す。 
 

1.4 その他関連業務 

(1)ドメイン名の割り当て等 
ネットワーク専門委員会の承認を経て、11 件を新規に割り当て、5 件を継続、8 件を廃止した。詳細を表

2 に示す。 
(2) UTNET 光ファイバケーブル専用利用 
建物間を横断する UTNET 光ファイバケーブル専用利用の変更、及び割当を実施した。結果を表 3 に
示す。 

(3) 無線 LAN サービス 
山上会館、武田ホール、弥生講堂（一条ホール・セイホクギャラリー）、中島董一郎記念ホール柏図書館、

鉄門記念講堂、総合図書館会議室、向ヶ岡ファカルティハウス、工学部共通講義室等において、情報

基盤センターがアクセスポイント（AP）の整備を行い、Web 認証方式の無線 LAN サービスを展開してい

る。それらの部局別の申請利用状況を表 4 に示す。 
尚、無線 LAN サービスについては 2021 年 3 月 31 日をもってサービス提供終了した。 

(4) 公衆無線 LAN 接続サービス 
上記の AP に、通信事業者の提供する公衆無線 LAN 接続サービスの SSID を相乗りさせており、各社

指定の接続方法にて公衆無線 LAN サービスにローミングしている。 
尚、公衆無線 LAN 接続サービスについては 2021 年 3 月 31 日をもってサービス提供終了した。 

 SSID 通信事業者 
1 mobilepoint ／ mobilepoint2 ソフトバンクテレコム 

2 Wi2 ／ Wi2 club テコラス（旧 DATAHOTEL） 
KDDI 

3 0001softbank  ソフトバンクモバイル 

4 0000docomo  NTT ドコモ 

(5) 東京大学教育無線 LAN システム(UTokyo WiFi) 
UTokyo WiFi は本学の構成員がキャンパス内で利用できる学内共通無線 LAN サービスである。本サ

ービス基幹部の運用業務を担当した。部局負担による UTokyo WiFi のアクセスポイント(AP)設置サービ 
ス対応として、AP 設置に向けた設計、設定変更、調整等を実施した。 

(6) ECCS 無線 LAN サービス用 AP の集約 
 UTNET 無線 LAN サービスの AP をコントロールしている運用システムに、ECCS の AP 群を一括集約

し、それらのコントロール業務を担当した。UTNET 無線 LAN サービスの AP をコントロールしている運

用システムが 2021 年 3 月 31 日でサービス終了したため、本サービスも順次終了していく予定である。 
(7) ECCS レンタル AP の集約 

 ECCS が窓口になって学内にレンタルしている AP を、UTNET 無線 LAN サービスの AP をコントロール

している運用システムに一括集約し、それらのコントロール業務を担当した。UTNET 無線 LAN サービス

の AP をコントロールしている運用システムが 2021 年 3 月 31 日でサービス終了したため、本サービスも

順次終了していく予定である。 
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(8) ゲスト用無線 LAN アカウント 

本学の来訪者向けに 2014 年 9 月からアカウント発行サービスが試行されたことに伴い、本サービスのア

カウント発行業務を担当した。本学の教職員は UTokyo Account により eduroam JP ID 連携サービスを

利用したゲストアカウントを発行できるようになったため、サービスを終了した。 
 
  

2 講習会・研究会開催報告 
[第 17 回 UTNET meeting] 

情報ネットワークの直近の動向や管理の問題点に関して情報交換を行うため、UTNET Meeting を開催

した。参加者は、情報基盤センターの関係者を含め 89 名であった。 
 ・期間 2019 年 10 月 28 日(月) 

 ・場所 武田ホール 
プログラムは次のとおり 

1 UTNET update 2019 / ソフトウェアライセンス 佐山純一係長 
坂井朱美係長 

2 包括ライセンスによるソフトウェア提供に関するお
願い 

玉造潤史准教授 

3 UTokyo-CERT 報告 中山雅哉准教授 
佐々木馨係長 

4 理学系研究科の全学ＦＷへの移行について 理学系研究科 
下見淳一郎助教 

5 全学セキュリティファイアウォール 

－概要と利用上の注意点－ 

工藤知宏教授 
関谷勇司准教授 
中村文隆助教 

6 フリーディスカッション 空閑洋平特任講師 

 
 
[第 18 回 UTNET meeting] 

情報ネットワークの直近の動向や管理の問題点に関して情報交換を行うため、UTNET Meeting を開催

した。参加者は、情報基盤センターの関係者を含め 102 名であった。 
 ・期間 2020 年 10 月 19 日(月) 

 ・場所 オンラインで開催 
プログラムは次のとおり 

1 UTNET update 2020 / ソフトウェアライセンス 佐山純一係長 
坂井朱美係長 

2 UTokyo-CERT 報告 中山雅哉准教授 
生産技術研究所 山本成一助教 

3 全学セキュリティファイアウォール 

－概要と利用上の注意点－ 

関谷勇司准教授 
中村文隆助教 

4 ASANO システムについて 中村遼助教 

5 オンライン講義受講のための学内無線 LAN イン

フラ 

大学院総合文化研究科 
石原知洋准教授 

6 情報基盤センターの柏移転 工藤知宏教授 

7 フリーディスカッション 空閑洋平特任講師 
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(8) ゲスト用無線 LAN アカウント 

本学の来訪者向けに 2014 年 9 月からアカウント発行サービスが試行されたことに伴い、本サービスのア

カウント発行業務を担当した。本学の教職員は UTokyo Account により eduroam JP ID 連携サービスを

利用したゲストアカウントを発行できるようになったため、サービスを終了した。 
 
  

2 講習会・研究会開催報告 
[第 17 回 UTNET meeting] 

情報ネットワークの直近の動向や管理の問題点に関して情報交換を行うため、UTNET Meeting を開催

した。参加者は、情報基盤センターの関係者を含め 89 名であった。 
 ・期間 2019 年 10 月 28 日(月) 

 ・場所 武田ホール 
プログラムは次のとおり 

1 UTNET update 2019 / ソフトウェアライセンス 佐山純一係長 
坂井朱美係長 

2 包括ライセンスによるソフトウェア提供に関するお
願い 

玉造潤史准教授 

3 UTokyo-CERT 報告 中山雅哉准教授 
佐々木馨係長 

4 理学系研究科の全学ＦＷへの移行について 理学系研究科 
下見淳一郎助教 

5 全学セキュリティファイアウォール 

－概要と利用上の注意点－ 

工藤知宏教授 
関谷勇司准教授 
中村文隆助教 

6 フリーディスカッション 空閑洋平特任講師 

 
 
[第 18 回 UTNET meeting] 

情報ネットワークの直近の動向や管理の問題点に関して情報交換を行うため、UTNET Meeting を開催

した。参加者は、情報基盤センターの関係者を含め 102 名であった。 
 ・期間 2020 年 10 月 19 日(月) 

 ・場所 オンラインで開催 
プログラムは次のとおり 

1 UTNET update 2020 / ソフトウェアライセンス 佐山純一係長 
坂井朱美係長 

2 UTokyo-CERT 報告 中山雅哉准教授 
生産技術研究所 山本成一助教 

3 全学セキュリティファイアウォール 

－概要と利用上の注意点－ 

関谷勇司准教授 
中村文隆助教 

4 ASANO システムについて 中村遼助教 

5 オンライン講義受講のための学内無線 LAN イン

フラ 

大学院総合文化研究科 
石原知洋准教授 

6 情報基盤センターの柏移転 工藤知宏教授 
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図 1 UTNET4 基幹構成図(2019 年 4 月 1 日) 

 

 
図 2 UTNET4 基幹構成図(2020 年 4 月 1 日) 

  

 

図 3 UTNET4 基幹構成図(2021 年 3 月 31 日) 
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図 1 UTNET4 基幹構成図(2019 年 4 月 1 日) 

 

 
図 2 UTNET4 基幹構成図(2020 年 4 月 1 日) 

  

 

図 3 UTNET4 基幹構成図(2021 年 3 月 31 日) 
 

  



－ 292 －

ネットワーク

キャンパス間トラフィック(2019/4/1～2020/3/31) 

駒場 1（10Gbps MAX） 

 
駒場 2（10Gbps MAX） 

 
柏－本郷（20Gbps MAX） 

 
白金－本郷（10Gbps MAX：SINET 経由） 

 
中野－本郷（1Gbps MAX：NTT NGN 経由） 

 
  

キャンパス間トラフィック(2020/4/1～2021/3/31) 

駒場１（10Gbps MAX） 

 
駒場 2（10Gbps MAX） 

 
柏－本郷（20Gbps MAX） 

 
白金－本郷（10Gbps MAX：SINET 経由） 

 
 

中野－本郷（1Gbps MAX：NTT NGN 経由） 

 

図 4 UTNET のキャンパス間トラフィック 
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キャンパス間トラフィック(2019/4/1～2020/3/31) 

駒場 1（10Gbps MAX） 

 
駒場 2（10Gbps MAX） 

 
柏－本郷（20Gbps MAX） 

 
白金－本郷（10Gbps MAX：SINET 経由） 

 
中野－本郷（1Gbps MAX：NTT NGN 経由） 

 
  

キャンパス間トラフィック(2020/4/1～2021/3/31) 

駒場１（10Gbps MAX） 

 
駒場 2（10Gbps MAX） 

 
柏－本郷（20Gbps MAX） 

 
白金－本郷（10Gbps MAX：SINET 経由） 

 
 

中野－本郷（1Gbps MAX：NTT NGN 経由） 

 

図 4 UTNET のキャンパス間トラフィック 
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表 1 基幹ネットワークの構成変更及びサブネットワークの割当 
項番 申請部局名 設置場所 変更内容 

1 本部事務組織 産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

2 理学系研究科 電話交換機棟 建物間 VLAN 申請 

3 本部事務組織 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

4 海洋アライアンス機構 医学部 1 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

5 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

6 物性研究所 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

7 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

8 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

9 工学系研究科 産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

10 空間情報科学研究センター 柏総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

11 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

12 理学系研究科 電話交換機棟 建物間 VLAN 申請 

13 生産技術研究所 産学官民連携棟、生産技術研究所 基幹ネットワークの構成変更 

14 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

15 生産技術研究所 生産技術研究所、産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

16 附属図書館 15 号館(駒場 2 地区) 建物間 VLAN 申請 

17 本部事務組織 プレハブ研究 A 棟 建物間 VLAN 申請 

18 総合研究博物館 総合研究博物館、医学部１号館 基幹ネットワークの構成変更 

19 医学系研究科 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

20 総合研究博物館 医学部 2 号館 建物間 VLAN 申請 

21 カブリ数物連携宇宙研究機構 数物連携宇宙研究機構棟 建物館 VLAN 申請 

22 
大規模集積システム設計教育

研究センター 
武田先端知ビル 基幹ネットワークの構成変更 

23 新領域創世科学研究科 新領域基盤棟、産学官民連携棟、柏センター 基幹ネットワークの構成変更 

24 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

25 空間情報科学研究センター 柏総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

26 物性研究所 柏センター、物性研究所 基幹ネットワークの構成変更 

27 地震研究所 地震研究所 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

28 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

29 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

30 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

31 法学政治学研究科 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

32 法学政治学研究科 工学部 12 号館 建物間 VLAN 申請 

33 物性研究所 柏総合研究所 建物間 VLAN 申請 

34 医学系研究科 医学部 1 号館、医学部 3 号館別館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

35 農学生命科学研究科 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

36 生産技術研究所 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

37 医学系研究科 医学部 1 号館 基幹ネットワークの構成変更 

38 医学部附属病院 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

39 物性研究所 産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

40 情報基盤センター 情報基盤センター、第 2 総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

41 工学系研究科 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

42 総合文化研究科 教養学部 101 号館 建物間 VLAN 申請 

43 
大規模集積システム設計教育

研究センター 
武田先端知ビル 

基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

44 総合文化研究科 教養学部 3 号館、情報教育棟、理想の教育棟 建物間 VLAN 申請 

45 総合文化研究科 教養学部 102 号館、情報教育棟、理想の教育棟 建物間 VLAN 申請 

46 地震研究所 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

47 医学系研究科 医学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

48 本部事務組織 医学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

49 医学系研究科 医学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

50 
大規模集積システム設計教育

研究センター 
武田先端知ビル 建物間 VLAN 申請 

51 理学系研究科 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

52 理学系研究科 伊藤国際学術研究センター 建物間 VLAN 申請 

53 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

54 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットマスクの割り当て申請 

55 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

56 医学系研究科 医学部 3 号館 基幹ネットワークの構成変更 

57 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

58 医科学研究所 医科研附属病院 B 棟 建物間 VLAN 申請 

59 理学系研究科 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

60 未来ビジョン研究センター 
伊藤国際学術研究センター、工学部 8 号館、第 2

本部棟、定量生命科学研究所 
基幹ネットワークの構成変更 

61 史料編纂所 国際学術総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

62 法学政治学研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

63 史料編纂所 文学部アネックス 建物間 VLAN 申請 

64 情報裏工学系研究科 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

65 環境安全研究センター 環境安全研究センター柏支所 建物間 VLAN 申請 

66 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

67 本部事務組織 伊藤国際学術研究センター 基幹ネットワークの構成変更 

68 法学政治学研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

69 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

70 総合文化研究科 教養学部 7 号館 建物間 VLAN 申請 

71 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

72 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

73 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

74 国際高等研究所 第 2 本部棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

75 先端科学技術研究センター 先端研 4 号館 建物間 VLAN 申請 

76 法学政治学研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

77 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

78 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物館 VLAN 申請 

79 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

80 総合文化研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

81 情報理工学系研究科 工学部 9 号館 建物間 VLAN 申請 

82 国際高等研究所  サブネットアドレスの返却申請 

83 工学系研究科 第 2 総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

84 大気海洋研究所  サブネットアドレスの返却申請 

85 情報学環・学際情報学府 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

86 教育学研究科 
教育学部附属中等学校新校舎、教育学部附属中

等学校旧校舎 
基幹ネットワークの構成変更 

87 医学系研究科  サブネットアドレスの返却申請 

88 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

89 法学政治学研究科 法学政治学系総合教育棟 建物間 VLAN 申請 

90 東京カレッジ 本部棟 建物間 VLAN 申請 

91 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

92 工学系研究科 工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

93 総合文化研究科 教養学部アドバンスラボラトリー 建物間 VLAN 申請 

94 先端科学技術研究センター 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

95 医科学研究所 医科研 1 号館西 建物間 VLAN 申請 
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ネットワーク

表 1 基幹ネットワークの構成変更及びサブネットワークの割当 
項番 申請部局名 設置場所 変更内容 

1 本部事務組織 産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

2 理学系研究科 電話交換機棟 建物間 VLAN 申請 

3 本部事務組織 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

4 海洋アライアンス機構 医学部 1 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

5 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

6 物性研究所 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

7 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

8 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

9 工学系研究科 産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

10 空間情報科学研究センター 柏総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

11 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

12 理学系研究科 電話交換機棟 建物間 VLAN 申請 

13 生産技術研究所 産学官民連携棟、生産技術研究所 基幹ネットワークの構成変更 

14 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

15 生産技術研究所 生産技術研究所、産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

16 附属図書館 15 号館(駒場 2 地区) 建物間 VLAN 申請 

17 本部事務組織 プレハブ研究 A 棟 建物間 VLAN 申請 

18 総合研究博物館 総合研究博物館、医学部１号館 基幹ネットワークの構成変更 

19 医学系研究科 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

20 総合研究博物館 医学部 2 号館 建物間 VLAN 申請 

21 カブリ数物連携宇宙研究機構 数物連携宇宙研究機構棟 建物館 VLAN 申請 

22 
大規模集積システム設計教育

研究センター 
武田先端知ビル 基幹ネットワークの構成変更 

23 新領域創世科学研究科 新領域基盤棟、産学官民連携棟、柏センター 基幹ネットワークの構成変更 

24 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

25 空間情報科学研究センター 柏総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

26 物性研究所 柏センター、物性研究所 基幹ネットワークの構成変更 

27 地震研究所 地震研究所 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

28 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

29 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

30 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

31 法学政治学研究科 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

32 法学政治学研究科 工学部 12 号館 建物間 VLAN 申請 

33 物性研究所 柏総合研究所 建物間 VLAN 申請 

34 医学系研究科 医学部 1 号館、医学部 3 号館別館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

35 農学生命科学研究科 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

36 生産技術研究所 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

37 医学系研究科 医学部 1 号館 基幹ネットワークの構成変更 

38 医学部附属病院 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

39 物性研究所 産学官民連携棟 建物間 VLAN 申請 

40 情報基盤センター 情報基盤センター、第 2 総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

41 工学系研究科 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

42 総合文化研究科 教養学部 101 号館 建物間 VLAN 申請 

43 
大規模集積システム設計教育

研究センター 
武田先端知ビル 

基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

44 総合文化研究科 教養学部 3 号館、情報教育棟、理想の教育棟 建物間 VLAN 申請 

45 総合文化研究科 教養学部 102 号館、情報教育棟、理想の教育棟 建物間 VLAN 申請 

46 地震研究所 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

47 医学系研究科 医学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

48 本部事務組織 医学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

49 医学系研究科 医学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

50 
大規模集積システム設計教育

研究センター 
武田先端知ビル 建物間 VLAN 申請 

51 理学系研究科 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

52 理学系研究科 伊藤国際学術研究センター 建物間 VLAN 申請 

53 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

54 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットマスクの割り当て申請 

55 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

56 医学系研究科 医学部 3 号館 基幹ネットワークの構成変更 

57 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

58 医科学研究所 医科研附属病院 B 棟 建物間 VLAN 申請 

59 理学系研究科 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

60 未来ビジョン研究センター 
伊藤国際学術研究センター、工学部 8 号館、第 2

本部棟、定量生命科学研究所 
基幹ネットワークの構成変更 

61 史料編纂所 国際学術総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

62 法学政治学研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

63 史料編纂所 文学部アネックス 建物間 VLAN 申請 

64 情報裏工学系研究科 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

65 環境安全研究センター 環境安全研究センター柏支所 建物間 VLAN 申請 

66 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

67 本部事務組織 伊藤国際学術研究センター 基幹ネットワークの構成変更 

68 法学政治学研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

69 工学系研究科 産学官民連携棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

70 総合文化研究科 教養学部 7 号館 建物間 VLAN 申請 

71 情報基盤センター 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

72 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

73 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

74 国際高等研究所 第 2 本部棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

75 先端科学技術研究センター 先端研 4 号館 建物間 VLAN 申請 

76 法学政治学研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

77 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

78 法学政治学研究科 法学部 3 号館 建物館 VLAN 申請 

79 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

80 総合文化研究科 法学部法文 1 号館 建物間 VLAN 申請 

81 情報理工学系研究科 工学部 9 号館 建物間 VLAN 申請 

82 国際高等研究所  サブネットアドレスの返却申請 

83 工学系研究科 第 2 総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

84 大気海洋研究所  サブネットアドレスの返却申請 

85 情報学環・学際情報学府 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

86 教育学研究科 
教育学部附属中等学校新校舎、教育学部附属中

等学校旧校舎 
基幹ネットワークの構成変更 

87 医学系研究科  サブネットアドレスの返却申請 

88 情報基盤センター 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

89 法学政治学研究科 法学政治学系総合教育棟 建物間 VLAN 申請 

90 東京カレッジ 本部棟 建物間 VLAN 申請 

91 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

92 工学系研究科 工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

93 総合文化研究科 教養学部アドバンスラボラトリー 建物間 VLAN 申請 

94 先端科学技術研究センター 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

95 医科学研究所 医科研 1 号館西 建物間 VLAN 申請 
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96 医学部附属病院 医科研 1 号館西 建物間 VLAN 申請 

97 理学系研究科 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

98 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

99 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

100 医学部附属病院 医学部附属病院 B 棟 建物間 VLAN 申請 

101 工学系研究科  サブネットアドレスの返却申請 

102 定量生命科学研究所 
弥生総合研究棟、生命科学総合研究棟 B、定量

生命科学研究所、生命科学総合研究棟 
基幹ネットワークの構成変更 

103 理学系研究科 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

104 総合文化研究科 教養学部 14 号館 建物間 VLAN 申請 

105 総合文化研究科 アドミニストレーション棟 建物間 VLAN 申請 

106 農学生命科学研究科 農学部 3 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

107 医学系研究科 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

108 医学系研究科 医学部 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

109 医学系研究科 医学部 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

110 理学系研究科 電話交換機棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

111 先端科学技術研究センター 情報基盤センター、先端研 4 号館 基幹ネットワークの構成変更 

112 先端科学技術研究センター 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

113 総合文化研究科 先端研 4 号館 建物間 VLAN 申請 

114 生産技術研究所 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

115 医学系研究科 医学部 3 号館別館、生命科学実験棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

116 情報学環・学際情報学府 工学部 2 号館新棟 建物間 VLAN 申請 

117 生産技術研究所 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

118 新領域創世科学研究科 新領域基盤棟 建物間 VLAN 申請 

119 新領域創世科学研究科 新領域基盤棟 建物間 VLAN 申請 

120 工学系研究科 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

121 工学系研究科 工学部 8 号館、目白台インターナショナルビレッジ 基幹ネットワークの構成変更 

122 医学系研究科 医学部 2 号館 建物間 VLAN 申請 

123 本部事務組織 大講堂、情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

124 本部事務組織 大講堂 建物間 VLAN 申請 

125 医科学研究所 医科研総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

126 本部事務組織  ネットワーク移管 

127 総合文化研究科 アドミニストレーション棟 建物間 VLAN 申請 

128 農学生命科学研究科 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

129 農学生命科学研究科 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

130 総合文化研究科 先端研 4 号館 建物間 VLAN 申請 

131 農学生命科学研究科 農学部 3 号館 基幹ネットワークの構成変更 

132 情報理工学系研究科 工学部 8 号館、情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

133 総合文化研究科 
アドミニストレーション棟、教養学部 16 号館、情報

教育棟、理想の教育棟 
建物間 VLAN 申請 

134 総合文化研究科 理想の教育棟 建物間 VLAN 申請 

135 総合文化研究科 教養学部 15 号館 建物間 VLAN 申請 

136 工学系研究科 武田先端知ビル 基幹ネットワークの構成変更 

137 法学政治学研究科 史料編纂所 建物間 VLAN 申請 

138 法学政治学研究科 史料編纂所 建物間 VLAN 申請 

139 物性研究所  サブネットアドレスの返却申請 

140 農学生命科学研究科 農学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

141 農学生命科学研究科 農学部 7 号館 A 棟 基幹ネットワークの構成変更 

142 法学政治学研究科 弥生総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

143 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター 建物間 VLAN 申請 

144 法学政治学研究科 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

145 先端科学技術研究センター 先端研 4 号館 基幹ネットワークの構成変更 

146 法学政治学研究科 弥生総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

147 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター 建物間 VLAN 申請 

148 農学生命科学研究科 
農学部 2 号館、農学部 3 号館、農学部 5 号館、

農学部 6 号館 
基幹ネットワークの構成変更 

149 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

150 新領域創世科学研究科 柏Ⅱ地区管理棟 建物間 VLAN 申請 

151 本部事務組織 柏Ⅱ地区管理棟 建物間 VLAN 申請 

152 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター、農学部 7 号館 B 棟 基幹ネットワークの構成変更 

153 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター 建物間 VLAN 申請 

154 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

155 本部事務組織 臨海実験所 建物間 VLAN 申請 

156 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

157 農学生命科学研究科 農学部 7 号館 B 棟 建物間 VLAN 申請 

158 理学系研究科 臨海実験所、電話庁舎 基幹ネットワークの構成変更 

159 本部事務組織 医科研 2 号館 建物間 VLAN 申請 

160 農学生命科学研究科 農学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

161 農学生命科学研究科 農学部 1 号館仮設プレハブ B 棟 建物間 VLAN 申請 

162 工学系研究科 工学部 8 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

163 本部事務組織 柏設備センター 建物間 VLAN 申請 

164 総合文化研究科 情報教育棟 基幹ネットワークの構成変更 

165 史料編纂所 附属図書館 建物間 VLAN 申請 

166 人文社会系研究科 法文 2 号館 建物間 VLAN 申請 

167 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

168 情報基盤センター 

教養学部 2 号館、教養学部 18 号館、駒場コミュ

ニケーションプラザ、情報教育棟、駒場図書館、先

端研 4 号館、赤門総合研究棟、法学部法文 1 号

館、経済学研究科棟、情報基盤センター、法学部

3 号館、附属図書館、福武ホール、柏図書館 

基幹ネットワークの構成変更 

169 本部事務組織 御殿下記念館 建物間 VLAN 申請 

170 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

171 本部事務組織 伊藤国際学術研究センター 建物間 VLAN 申請 

172 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

173 農学生命科学研究科 農学部 5 号館 基幹ネットワークの構成変更 

174 農学生命科学研究科 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

175 農学生命科学研究科 富士癒しの森研究所 基幹ネットワークの構成変更 

176 本部事務組織 学術交流研究科棟 建物間 VLAN 申請 

177 工学系研究科 第 2 総合研究棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

178 本部事務組織 赤門総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

179 本部事務組織 情報基盤センター、本部棟 基幹ネットワークの構成変更 

180 本部事務組織 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

181 本部事務組織 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

182 経済学研究科 国際学術総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

183 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

184 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

185 本部事務組織 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

186 総合文化研究科 教養学部 15 号館 建物間 VLAN 申請 

187 本部事務組織 附属図書館 建物間 VLAN 申請 

188 農学生命科学研究科 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

189 新領域創世科学研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

190 農学生命科学研究科 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

191 総合文化研究科 駒場Ⅱキャンパス T 棟 建物間 VLAN 申請 
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96 医学部附属病院 医科研 1 号館西 建物間 VLAN 申請 

97 理学系研究科 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

98 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

99 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

100 医学部附属病院 医学部附属病院 B 棟 建物間 VLAN 申請 

101 工学系研究科  サブネットアドレスの返却申請 

102 定量生命科学研究所 
弥生総合研究棟、生命科学総合研究棟 B、定量

生命科学研究所、生命科学総合研究棟 
基幹ネットワークの構成変更 

103 理学系研究科 情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

104 総合文化研究科 教養学部 14 号館 建物間 VLAN 申請 

105 総合文化研究科 アドミニストレーション棟 建物間 VLAN 申請 

106 農学生命科学研究科 農学部 3 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

107 医学系研究科 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

108 医学系研究科 医学部 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

109 医学系研究科 医学部 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

110 理学系研究科 電話交換機棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

111 先端科学技術研究センター 情報基盤センター、先端研 4 号館 基幹ネットワークの構成変更 

112 先端科学技術研究センター 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

113 総合文化研究科 先端研 4 号館 建物間 VLAN 申請 

114 生産技術研究所 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

115 医学系研究科 医学部 3 号館別館、生命科学実験棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

116 情報学環・学際情報学府 工学部 2 号館新棟 建物間 VLAN 申請 

117 生産技術研究所 生産技術研究所 建物間 VLAN 申請 

118 新領域創世科学研究科 新領域基盤棟 建物間 VLAN 申請 

119 新領域創世科学研究科 新領域基盤棟 建物間 VLAN 申請 

120 工学系研究科 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

121 工学系研究科 工学部 8 号館、目白台インターナショナルビレッジ 基幹ネットワークの構成変更 

122 医学系研究科 医学部 2 号館 建物間 VLAN 申請 

123 本部事務組織 大講堂、情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

124 本部事務組織 大講堂 建物間 VLAN 申請 

125 医科学研究所 医科研総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

126 本部事務組織  ネットワーク移管 

127 総合文化研究科 アドミニストレーション棟 建物間 VLAN 申請 

128 農学生命科学研究科 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

129 農学生命科学研究科 附属病院管理研究棟 建物間 VLAN 申請 

130 総合文化研究科 先端研 4 号館 建物間 VLAN 申請 

131 農学生命科学研究科 農学部 3 号館 基幹ネットワークの構成変更 

132 情報理工学系研究科 工学部 8 号館、情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

133 総合文化研究科 
アドミニストレーション棟、教養学部 16 号館、情報

教育棟、理想の教育棟 
建物間 VLAN 申請 

134 総合文化研究科 理想の教育棟 建物間 VLAN 申請 

135 総合文化研究科 教養学部 15 号館 建物間 VLAN 申請 

136 工学系研究科 武田先端知ビル 基幹ネットワークの構成変更 

137 法学政治学研究科 史料編纂所 建物間 VLAN 申請 

138 法学政治学研究科 史料編纂所 建物間 VLAN 申請 

139 物性研究所  サブネットアドレスの返却申請 

140 農学生命科学研究科 農学部 3 号館 建物間 VLAN 申請 

141 農学生命科学研究科 農学部 7 号館 A 棟 基幹ネットワークの構成変更 

142 法学政治学研究科 弥生総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

143 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター 建物間 VLAN 申請 

144 法学政治学研究科 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

145 先端科学技術研究センター 先端研 4 号館 基幹ネットワークの構成変更 

146 法学政治学研究科 弥生総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

147 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター 建物間 VLAN 申請 

148 農学生命科学研究科 
農学部 2 号館、農学部 3 号館、農学部 5 号館、

農学部 6 号館 
基幹ネットワークの構成変更 

149 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

150 新領域創世科学研究科 柏Ⅱ地区管理棟 建物間 VLAN 申請 

151 本部事務組織 柏Ⅱ地区管理棟 建物間 VLAN 申請 

152 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター、農学部 7 号館 B 棟 基幹ネットワークの構成変更 

153 農学生命科学研究科 生物生産工学研究センター 建物間 VLAN 申請 

154 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

155 本部事務組織 臨海実験所 建物間 VLAN 申請 

156 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

157 農学生命科学研究科 農学部 7 号館 B 棟 建物間 VLAN 申請 

158 理学系研究科 臨海実験所、電話庁舎 基幹ネットワークの構成変更 

159 本部事務組織 医科研 2 号館 建物間 VLAN 申請 

160 農学生命科学研究科 農学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

161 農学生命科学研究科 農学部 1 号館仮設プレハブ B 棟 建物間 VLAN 申請 

162 工学系研究科 工学部 8 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

163 本部事務組織 柏設備センター 建物間 VLAN 申請 

164 総合文化研究科 情報教育棟 基幹ネットワークの構成変更 

165 史料編纂所 附属図書館 建物間 VLAN 申請 

166 人文社会系研究科 法文 2 号館 建物間 VLAN 申請 

167 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

168 情報基盤センター 

教養学部 2 号館、教養学部 18 号館、駒場コミュ

ニケーションプラザ、情報教育棟、駒場図書館、先

端研 4 号館、赤門総合研究棟、法学部法文 1 号

館、経済学研究科棟、情報基盤センター、法学部

3 号館、附属図書館、福武ホール、柏図書館 

基幹ネットワークの構成変更 

169 本部事務組織 御殿下記念館 建物間 VLAN 申請 

170 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

171 本部事務組織 伊藤国際学術研究センター 建物間 VLAN 申請 

172 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

173 農学生命科学研究科 農学部 5 号館 基幹ネットワークの構成変更 

174 農学生命科学研究科 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

175 農学生命科学研究科 富士癒しの森研究所 基幹ネットワークの構成変更 

176 本部事務組織 学術交流研究科棟 建物間 VLAN 申請 

177 工学系研究科 第 2 総合研究棟、工学部 8 号館 基幹ネットワークの構成変更 

178 本部事務組織 赤門総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

179 本部事務組織 情報基盤センター、本部棟 基幹ネットワークの構成変更 

180 本部事務組織 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

181 本部事務組織 医学部 1 号館 建物間 VLAN 申請 

182 経済学研究科 国際学術総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

183 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

184 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

185 本部事務組織 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

186 総合文化研究科 教養学部 15 号館 建物間 VLAN 申請 

187 本部事務組織 附属図書館 建物間 VLAN 申請 

188 農学生命科学研究科 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

189 新領域創世科学研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

190 農学生命科学研究科 農学生命科学図書館 建物間 VLAN 申請 

191 総合文化研究科 駒場Ⅱキャンパス T 棟 建物間 VLAN 申請 
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192 本部事務組織 柏Ⅱ特高変電所 建物間 VLAN 申請 

193 工学系研究科 工学部 8 号館、工学部新 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

194 医学系研究科 医学部 2 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

195 本部事務組織 附属図書館 建物間 VLAN 申請 

196 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

197 本部事務組織 情報基盤センター、本部棟 基幹ネットワークの構成変更 

198 総合文化研究科 駒場図書館 建物間 VLAN 申請 

199 農学生命科学研究科 農学部 1 号館 基幹ネットワークの構成変更 

200 大気海洋研究所 柏総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

201 本部事務組織 共同利用棟(図書館プレハブ) 建物間 VLAN 申請 

202 附属図書館 共同利用棟(図書館プレハブ) 建物間 VLAN 申請 

203 理学系研究科 小石川植物園 建物間 VLAN 申請 

204 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

205 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

206 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

207 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

208 薬学系研究科 薬学系総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

209 工学系研究科 産学官民連携棟 基幹ネットワークの構成変更 

210 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 B 建物間 VLAN 申請 

211 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 B 建物間 VLAN 申請 

212 情報基盤センター 情報教育棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

213 情報基盤センター  サブネットアドレスの割り当て申請 

214 情報基盤センター 情報教育棟 基幹ネットワークの構成変更 

215 情報基盤センター  サブネットアドレスの割り当て申請 

216 農学生命科学研究科 生態調和農学機構 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

217 カブリ数物連携宇宙研究機構 柏の葉キャンパス駅前サテライト 建物間 VLAN 申請 

218 史料編纂所 史料編纂所 基幹ネットワークの構成変更 

219 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

220 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

221 薬学系研究科 薬学部本館、薬学系総合研究棟、薬学図書館 基幹ネットワークの構成変更 

222 薬学系研究科 薬学部本館、薬学系総合研究棟、薬学図書館 建物間 VLAN 申請 

223 未来ビジョン研究センター 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

224 生産技術研究所 柏 研究実験棟Ⅰ 基幹ネットワークの構成変更 

225 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

226 医学系研究科 附属病院臨床研究 A 棟(CRC #A) 建物間 VLAN 申請 

227 農学生命科学研究科 秩父演習林 基幹ネットワークの構成変更 

228 情報学環・学際情報学府 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

229 工学系研究科 第 2 総合研究棟、第 2 産学官民連携棟 基幹ネットワークの構成変更 

230 本部事務組織 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

231 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

232 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

233 教育学研究科 教育学部附属中等学校旧校舎 建物間 VLAN 申請 

234 教育学研究科 教育学部附属中等学校旧校舎 建物間 VLAN 申請 

235 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 建物間 VLAN 申請 

236 本部事務組織 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

237 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 建物間 VLAN 申請 

238 東京カレッジ 本部棟 建物間 VLAN 申請 

239 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

240 薬学系研究科 薬学系総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

241 情報基盤センター 通信機械室  建物間 VLAN 申請 

242 史料編纂所 国際学術総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

243 物性研究所 物性研究所 建物間 VLAN 申請 

244 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 建物間 VLAN 申請 

245 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 基幹ネットワークの構成変更 

246 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 建物間 VLAN 申請 

247 医科学研究所 医科研総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

248 東京カレッジ 理学部 1 号館東棟 建物間 VLAN 申請 

249 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

250 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

251 情報学環・学際情報学府 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

252 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

253 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

254 東京カレッジ 理学部 1 号館東棟 建物間 VLAN 申請 

255 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

 

 

 

表 2 ドメイン名の割当及び廃止 
項番 ドメイン名 申請部局名 備考  

1 cmb.u-tokyo.ac.jp 海洋基礎生物学研究推進センター   廃止 

2 iqb.u-tokyo.ac.jp 定量生命科学研究所   新規 

3 cirp.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

4 edtech.u-tokyo.ac.jp 情報学環・学際情報学府   新規 

5 kyodo-sankaku.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

6 riise.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科   新規 

7 envleader.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科   廃止 

8 croissant.u-tokyo.ac.jp 宇宙理工学連携研究機構   新規 

9 bicro.u-tokyo.ac.jp 医学系研究科   新規 

10 lgs.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

11 iw.u-tokyo.ac.jp 情報理工学系研究科   新規 

12 glafs.u-tokyo.ac.jp 高齢社会総合研究機構 ドメイン名の継続利用 継続 

13 gsi.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科 ドメイン名の継続利用 継続 

14 nmfd.u-tokyo.ac.jp マイクロ・ナノ多機能デバイス連携研究機構   新規 

15 iam.u-tokyo.ac.jp 定量生命科学研究所 ドメイン名の継続利用 継続 

16 tcjs.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   新規 

17 art.u-tokyo.ac.jp 芸術創造連携研究機構    新規 

18 aviation.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織 ドメイン名の継続利用 継続 

19 gsdm.u-tokyo.ac.jp 公共政策大学院 ドメイン名の継続利用 継続 

20 ic.u-tokyo.ac.jp グローバルキャンパス推進本部    廃止 

21 mbscenter.u-tokyo.ac.jp 総括プロジェクト機構   新規 

22 sesse.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科   新規 

23 pari.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

24 ir3s.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 
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192 本部事務組織 柏Ⅱ特高変電所 建物間 VLAN 申請 

193 工学系研究科 工学部 8 号館、工学部新 2 号館 基幹ネットワークの構成変更 

194 医学系研究科 医学部 2 号館 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

195 本部事務組織 附属図書館 建物間 VLAN 申請 

196 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

197 本部事務組織 情報基盤センター、本部棟 基幹ネットワークの構成変更 

198 総合文化研究科 駒場図書館 建物間 VLAN 申請 

199 農学生命科学研究科 農学部 1 号館 基幹ネットワークの構成変更 

200 大気海洋研究所 柏総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

201 本部事務組織 共同利用棟(図書館プレハブ) 建物間 VLAN 申請 

202 附属図書館 共同利用棟(図書館プレハブ) 建物間 VLAN 申請 

203 理学系研究科 小石川植物園 建物間 VLAN 申請 

204 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

205 東京カレッジ 第 2 本部棟 建物間 VLAN 申請 

206 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

207 工学系研究科 第 2 総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

208 薬学系研究科 薬学系総合研究棟 基幹ネットワークの構成変更 

209 工学系研究科 産学官民連携棟 基幹ネットワークの構成変更 

210 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 B 建物間 VLAN 申請 

211 農学生命科学研究科 生命科学総合研究棟 B 建物間 VLAN 申請 

212 情報基盤センター 情報教育棟 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

213 情報基盤センター  サブネットアドレスの割り当て申請 

214 情報基盤センター 情報教育棟 基幹ネットワークの構成変更 

215 情報基盤センター  サブネットアドレスの割り当て申請 

216 農学生命科学研究科 生態調和農学機構 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

217 カブリ数物連携宇宙研究機構 柏の葉キャンパス駅前サテライト 建物間 VLAN 申請 

218 史料編纂所 史料編纂所 基幹ネットワークの構成変更 

219 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

220 情報基盤センター 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

221 薬学系研究科 薬学部本館、薬学系総合研究棟、薬学図書館 基幹ネットワークの構成変更 

222 薬学系研究科 薬学部本館、薬学系総合研究棟、薬学図書館 建物間 VLAN 申請 

223 未来ビジョン研究センター 工学部 8 号館 建物間 VLAN 申請 

224 生産技術研究所 柏 研究実験棟Ⅰ 基幹ネットワークの構成変更 

225 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

226 医学系研究科 附属病院臨床研究 A 棟(CRC #A) 建物間 VLAN 申請 

227 農学生命科学研究科 秩父演習林 基幹ネットワークの構成変更 

228 情報学環・学際情報学府 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

229 工学系研究科 第 2 総合研究棟、第 2 産学官民連携棟 基幹ネットワークの構成変更 

230 本部事務組織 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

231 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

232 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

233 教育学研究科 教育学部附属中等学校旧校舎 建物間 VLAN 申請 

234 教育学研究科 教育学部附属中等学校旧校舎 建物間 VLAN 申請 

235 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 建物間 VLAN 申請 

236 本部事務組織 情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

237 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 建物間 VLAN 申請 

238 東京カレッジ 本部棟 建物間 VLAN 申請 

239 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

240 薬学系研究科 薬学系総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

241 情報基盤センター 通信機械室  建物間 VLAN 申請 

242 史料編纂所 国際学術総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

243 物性研究所 物性研究所 建物間 VLAN 申請 

244 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 建物間 VLAN 申請 

245 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 基幹ネットワークの構成変更 

246 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 建物間 VLAN 申請 

247 医科学研究所 医科研総合研究棟 建物間 VLAN 申請 

248 東京カレッジ 理学部 1 号館東棟 建物間 VLAN 申請 

249 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

250 教育学研究科 教育学部附属中等学校新校舎 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの返却申請 

251 情報学環・学際情報学府 情報基盤センター 基幹ネットワークの構成変更 

252 情報基盤センター 柏Ⅱ情報基盤センター 建物間 VLAN 申請 

253 本部事務組織 本部棟 建物間 VLAN 申請 

254 東京カレッジ 理学部 1 号館東棟 建物間 VLAN 申請 

255 本部事務組織 附属病院中央診療棟 2 
基幹ネットワークの構成変更及び

サブネットアドレスの割り当て申請 

 

 

 

表 2 ドメイン名の割当及び廃止 
項番 ドメイン名 申請部局名 備考  

1 cmb.u-tokyo.ac.jp 海洋基礎生物学研究推進センター   廃止 

2 iqb.u-tokyo.ac.jp 定量生命科学研究所   新規 

3 cirp.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

4 edtech.u-tokyo.ac.jp 情報学環・学際情報学府   新規 

5 kyodo-sankaku.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

6 riise.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科   新規 

7 envleader.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科   廃止 

8 croissant.u-tokyo.ac.jp 宇宙理工学連携研究機構   新規 

9 bicro.u-tokyo.ac.jp 医学系研究科   新規 

10 lgs.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

11 iw.u-tokyo.ac.jp 情報理工学系研究科   新規 

12 glafs.u-tokyo.ac.jp 高齢社会総合研究機構 ドメイン名の継続利用 継続 

13 gsi.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科 ドメイン名の継続利用 継続 

14 nmfd.u-tokyo.ac.jp マイクロ・ナノ多機能デバイス連携研究機構   新規 

15 iam.u-tokyo.ac.jp 定量生命科学研究所 ドメイン名の継続利用 継続 

16 tcjs.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   新規 

17 art.u-tokyo.ac.jp 芸術創造連携研究機構    新規 

18 aviation.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織 ドメイン名の継続利用 継続 

19 gsdm.u-tokyo.ac.jp 公共政策大学院 ドメイン名の継続利用 継続 

20 ic.u-tokyo.ac.jp グローバルキャンパス推進本部    廃止 

21 mbscenter.u-tokyo.ac.jp 総括プロジェクト機構   新規 

22 sesse.u-tokyo.ac.jp 工学系研究科   新規 

23 pari.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 

24 ir3s.u-tokyo.ac.jp 本部事務組織   廃止 
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表 3 UTNET 光ファイバケーブル専用利用の変更及び割当 
項番 申請部局 利用区間 種類  

1 工学系研究科 
起点：工学部 6 号館 

終点：情報基盤センター 
SM6 芯 廃止 

2 工学系研究科 
起点：工学部 9 号館 

終点：情報基盤センター 
SM6 芯 新規 

3 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 2 号館 
SM4 芯 廃止 

4 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 3 号館 
SM4 芯 新規 

5 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端研 3 号館  

終点 先端研 56 号館(生研 T 棟)  
GI2 芯 廃止 

6 総合文化研究科 
起点 アドミニストレーション棟 

終点 21KOMCEE(理想の教育棟) 
GI2 芯 新規 

7 工学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 工学部 9 号館 
SM2 芯 新規 

8 工学系研究科 
起点：物性研究所 

終点：総合研究棟 
SM2 芯 廃止 

9 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点：情報基盤センター 

終点：工学部 1 号館 
SM2 芯 廃止 

10 本部事務組織 
起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場オープンラボラトリ棟 
SM4 芯 移管 

11 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場リサーチキャンパス CCR 棟 
GI2 芯 廃止 

12 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場リサーチキャンパス CCR 棟 
SM2 芯 新規 

13 情報学環 
起点 附属図書館 

終点 医学部 2 号館 
SM2 芯 新規 

14 情報学環 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 2 号館 
SM2 芯 新規 

15 情報学環 
起点 情報基盤センター 

終点 薬学部本館 
SM2 芯 廃止 

16 情報学環 
起点 情報基盤センター別館 3F ハウジング室 

終点 薬学部本館 
SM2 芯 廃止 

17 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

起点 先端科学技術研究センター13 号館 
SM2 芯 新規 

18 情報基盤センター 
起点 柏キャンパス設備センター 

終点 柏キャンパス第 2 総合研究棟 
SM2 芯 新規 

19 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場オープンラボラトリー棟 
SM2 芯 廃止 

20 情報基盤センター 
起点 情報基盤センター別館 3F ハウジング室 

終点 附属図書館 
SM4 芯 新規 

21 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 2 号館 
SM2 芯 新規 

22 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 3 号館 
SM4 芯 廃止 

23 情報基盤センター 
起点 物性研究所本館 

終点 柏キャンパス第 2 総合研究棟 
SM2 芯 新規 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 無線 LAN サービス利用の申請部局・組織別申請件数 

項番 申請部局・組織 
山上 

会館 

武田 

ホー

ル 

弥生 

講堂 

柏 

図書

館 

鉄門

記 

念講

堂 

工学

部 

向ヶ

丘 

ファカ 

ルティ 

ハウ

ス 

中島 

ホー

ル 

1 大学院医学系研究科     10    

2 大学院教育学研究科   2      

3 大学院工学系研究科  5 2   2   

4 大学院情報理工学系研究科    1     

5 大学院新領域創成科学研究科  1  10     

6 大学院法学政治学研究科   2  1    

7 大学院農学生命科学研究科   7     6 

8 附属図書館   1      

9 医学部附属病院 1    2   1 

10 生産技術研究所    1     

11 大気海洋研究所 1   1     

12 先端科学技術研究センター  1       

13 大規模集積システム設計教育研究センター 1        

14 カブリ数物連携宇宙研究機構    1     

15 東京カレッジ 1        

16 未来ビジョン研究センター     1    

17 ニューロインテリジェンス国際研究機構     1    

18 エグゼクティブ・マネジメント・プログラム     1    

19 生命科学技術国際卓越大学院   1      

20 超微細リソグラフィー・ナノ計測拠点  2       

21 グローバルキャンパス推進本部    2     

22 経営企画部      1   

23 財務部     1    

24 産学協創推進本部  1       

25 社会連携本部      2   

26 情報システム部  1       

27 保健・健康推進本部    3     

28 JFS ラボ        2 

29 
IEEE SSCS(Solid-State Circuits Society) Japan  

Chapter 
 3       

30 MPLS JAPAN 2019   1       

31 The 20th ISWFPC   1      

32 TIA  1       

33 一般財団法人 総合研究奨励会  1 1      

34 一般社団法人 エコステージ協会   1      

35 一般社団法人 重要生活機器連携セキュリティ協会   1      

36 一般社団法人 日本ゲノム編集学会   1      

37 一般社団法人 日本原子力学会  1       

38 一般社団法人 日本建築構造技術者協会   1      

39 一般社団法人 日本獣医麻酔外科学会   1      
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表 3 UTNET 光ファイバケーブル専用利用の変更及び割当 
項番 申請部局 利用区間 種類  

1 工学系研究科 
起点：工学部 6 号館 

終点：情報基盤センター 
SM6 芯 廃止 

2 工学系研究科 
起点：工学部 9 号館 

終点：情報基盤センター 
SM6 芯 新規 

3 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 2 号館 
SM4 芯 廃止 

4 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 3 号館 
SM4 芯 新規 

5 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端研 3 号館  

終点 先端研 56 号館(生研 T 棟)  
GI2 芯 廃止 

6 総合文化研究科 
起点 アドミニストレーション棟 

終点 21KOMCEE(理想の教育棟) 
GI2 芯 新規 

7 工学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 工学部 9 号館 
SM2 芯 新規 

8 工学系研究科 
起点：物性研究所 

終点：総合研究棟 
SM2 芯 廃止 

9 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点：情報基盤センター 

終点：工学部 1 号館 
SM2 芯 廃止 

10 本部事務組織 
起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場オープンラボラトリ棟 
SM4 芯 移管 

11 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場リサーチキャンパス CCR 棟 
GI2 芯 廃止 

12 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場リサーチキャンパス CCR 棟 
SM2 芯 新規 

13 情報学環 
起点 附属図書館 

終点 医学部 2 号館 
SM2 芯 新規 

14 情報学環 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 2 号館 
SM2 芯 新規 

15 情報学環 
起点 情報基盤センター 

終点 薬学部本館 
SM2 芯 廃止 

16 情報学環 
起点 情報基盤センター別館 3F ハウジング室 

終点 薬学部本館 
SM2 芯 廃止 

17 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

起点 先端科学技術研究センター13 号館 
SM2 芯 新規 

18 情報基盤センター 
起点 柏キャンパス設備センター 

終点 柏キャンパス第 2 総合研究棟 
SM2 芯 新規 

19 
先端科学技術研究セ

ンター 

起点 先端科学技術研究センター4 号館 

終点 駒場オープンラボラトリー棟 
SM2 芯 廃止 

20 情報基盤センター 
起点 情報基盤センター別館 3F ハウジング室 

終点 附属図書館 
SM4 芯 新規 

21 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 2 号館 
SM2 芯 新規 

22 医学系研究科 
起点 情報基盤センター 

終点 医学部 3 号館 
SM4 芯 廃止 

23 情報基盤センター 
起点 物性研究所本館 

終点 柏キャンパス第 2 総合研究棟 
SM2 芯 新規 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 無線 LAN サービス利用の申請部局・組織別申請件数 

項番 申請部局・組織 
山上 

会館 

武田 

ホー

ル 

弥生 

講堂 

柏 

図書

館 

鉄門

記 

念講

堂 

工学

部 

向ヶ

丘 

ファカ 

ルティ 

ハウ

ス 

中島 

ホー

ル 

1 大学院医学系研究科     10    

2 大学院教育学研究科   2      

3 大学院工学系研究科  5 2   2   

4 大学院情報理工学系研究科    1     

5 大学院新領域創成科学研究科  1  10     

6 大学院法学政治学研究科   2  1    

7 大学院農学生命科学研究科   7     6 

8 附属図書館   1      

9 医学部附属病院 1    2   1 

10 生産技術研究所    1     

11 大気海洋研究所 1   1     

12 先端科学技術研究センター  1       

13 大規模集積システム設計教育研究センター 1        

14 カブリ数物連携宇宙研究機構    1     

15 東京カレッジ 1        

16 未来ビジョン研究センター     1    

17 ニューロインテリジェンス国際研究機構     1    

18 エグゼクティブ・マネジメント・プログラム     1    

19 生命科学技術国際卓越大学院   1      

20 超微細リソグラフィー・ナノ計測拠点  2       

21 グローバルキャンパス推進本部    2     

22 経営企画部      1   

23 財務部     1    

24 産学協創推進本部  1       

25 社会連携本部      2   

26 情報システム部  1       

27 保健・健康推進本部    3     

28 JFS ラボ        2 

29 
IEEE SSCS(Solid-State Circuits Society) Japan  

Chapter 
 3       

30 MPLS JAPAN 2019   1       

31 The 20th ISWFPC   1      

32 TIA  1       

33 一般財団法人 総合研究奨励会  1 1      

34 一般社団法人 エコステージ協会   1      

35 一般社団法人 重要生活機器連携セキュリティ協会   1      

36 一般社団法人 日本ゲノム編集学会   1      

37 一般社団法人 日本原子力学会  1       

38 一般社団法人 日本建築構造技術者協会   1      

39 一般社団法人 日本獣医麻酔外科学会   1      
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40 一般社団法人 日本農学会   2      

41 一般社団法人 日本木材学会        1 

42 一般社団法人 ロボット学会  4       

43 宇宙開発フォーラム実行委員会  1       

44 大阪府立大学      1   

45 株式会社 一条工務店   2      

46 株式会社 ベネッセコーポレーション     1    

47 株式会社 ユーグレナ   1      

48 環境ホルモン学会   1      

49 公益財団法人 颯田医学奨学会     1    

50 公益財団法人 農学会   3      

51 公益財団法人 薬学振興会     3    

52 公益社団法人 応用物理学会  1       

53 公益社団法人 日本アイソトープ協会   1     1 

54 公益社団法人 日本実験動物学会   1      

55 公益社団法人 日本農芸化学会        1 

56 国際獣疫事務局(OIE)   1      

57 国立研究開発法人 科学技術振興機構   1      

58 国立研究開発法人 情報通信研究機構  1       

59 国立研究開発法人 理化学研究所  1 1      

60 国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構   1      

61 触媒・電池元素戦略研究拠点 東京大学拠点  1       

62 新学術領域「オルガネラ・ゾーン」   1      

63 新学術領域研究「身体性システム」  1       

64 スッタトコム株式会社     1    

65 第 3 回感覚器研究イニシアチブ・シンポジウム世話人   1      

66 東京大学 AMED iD3 キャタリストユニット   1      

67 東京大学・リガク産学連携室  1       

68 特定非営利活動法人 ブロードバンド・アソシエーション  2       

69 独立行政法人 製品評価技術基盤機構   1      

70 日本学校精神保健研究会  1       

71 日本動物麻酔科医協会   1      

72 農業情報学会   1      

73 ライフイズテック株式会社  4       

74 ヤクザル調査隊   1      

 

セキュリティ対応 

 
セキュリティ担当 

 
 
 

1 運用報告 
最近のネットワークにおいては、高速な接続性の実現とともに、セキュリティへの対応も重要となって

いる。本学においてもセキュリティインシデントは日常茶飯事と言っても過言ではないほどに頻繁に発

生している。特にコンピュータへの不正侵入の試み、電子メールや Web ページを通じてのウイルス感

染は問題で、感染を受けた側の被害はもとより、学内や学外への不正アクセスの踏台となることも珍しく

ない。しかし、セキュリティを厳重にすることは利用者の利便性の低下にもつながる。一般論として、セ

キュリティ対策の要点は安全性と利便性のトレードオフといえるが、本学のように多種多様な部局が存

在している環境では、このトレードオフのバランス点を一つに収束させることは容易ではない。このよう

な配慮のもと、本学のセキュリティの維持確保に向け、以下のとおり、セキュリティ対応業務を実施した。 
 
1.1 通信記録の保存 
学内と学外の通信をタップして、パケットのヘッダを一定期間保存し、インシデントに関する調査のた

めに利用した。 
これには、以下の 2 つの機器を使用して対応を行った。  
・異常トラフィック監視システム ： 沖電気工業社製 Secure Traffic Probe（ソフトウェア） 
・パケットキャプチャシステム ： コムワース社製 SIRIUS 
2019 年度は、パケットキャプチャシステムのディスクの増設を行った。 
2020 年度は、柏Ⅱキャンパスへの移転に伴い、柏Ⅱキャンパスでもパケットのキャプチャが出来るよ

うに新たに 40Gbps 対応のパケットキャプチャシステム（コムワース社製 SIRIUS）の導入を行った。 
 
1.2 ウイルス対策 
パソコンやサーバ等において、ウイルスの脅威と感染被害を未然に防ぐ有効な手段として、コンピュ

ータウイルス対策ソフトウェアがある。 
情報基盤センターでは、引き続き以下のコンピュータウイルス対策ソフトウェアの学内への配布サー

ビスを推し進めた。 
・トレンドマイクロ社：ウイルスバスター、Server Protect 等 
・Sophos 社：Sophos Anti-Virus 
・キヤノン IT ソリューションズ社：ESET Endpoint Security、ESET File Security 
・Symantec 社：Symantec Endpoint Protection 
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40 一般社団法人 日本農学会   2      

41 一般社団法人 日本木材学会        1 

42 一般社団法人 ロボット学会  4       

43 宇宙開発フォーラム実行委員会  1       

44 大阪府立大学      1   

45 株式会社 一条工務店   2      

46 株式会社 ベネッセコーポレーション     1    

47 株式会社 ユーグレナ   1      

48 環境ホルモン学会   1      

49 公益財団法人 颯田医学奨学会     1    

50 公益財団法人 農学会   3      

51 公益財団法人 薬学振興会     3    

52 公益社団法人 応用物理学会  1       

53 公益社団法人 日本アイソトープ協会   1     1 

54 公益社団法人 日本実験動物学会   1      

55 公益社団法人 日本農芸化学会        1 

56 国際獣疫事務局(OIE)   1      

57 国立研究開発法人 科学技術振興機構   1      

58 国立研究開発法人 情報通信研究機構  1       

59 国立研究開発法人 理化学研究所  1 1      

60 国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構   1      

61 触媒・電池元素戦略研究拠点 東京大学拠点  1       

62 新学術領域「オルガネラ・ゾーン」   1      

63 新学術領域研究「身体性システム」  1       

64 スッタトコム株式会社     1    

65 第 3 回感覚器研究イニシアチブ・シンポジウム世話人   1      

66 東京大学 AMED iD3 キャタリストユニット   1      

67 東京大学・リガク産学連携室  1       

68 特定非営利活動法人 ブロードバンド・アソシエーション  2       

69 独立行政法人 製品評価技術基盤機構   1      

70 日本学校精神保健研究会  1       

71 日本動物麻酔科医協会   1      

72 農業情報学会   1      

73 ライフイズテック株式会社  4       

74 ヤクザル調査隊   1      

 

セキュリティ対応 

 
セキュリティ担当 

 
 
 

1 運用報告 
最近のネットワークにおいては、高速な接続性の実現とともに、セキュリティへの対応も重要となって

いる。本学においてもセキュリティインシデントは日常茶飯事と言っても過言ではないほどに頻繁に発

生している。特にコンピュータへの不正侵入の試み、電子メールや Web ページを通じてのウイルス感

染は問題で、感染を受けた側の被害はもとより、学内や学外への不正アクセスの踏台となることも珍しく

ない。しかし、セキュリティを厳重にすることは利用者の利便性の低下にもつながる。一般論として、セ

キュリティ対策の要点は安全性と利便性のトレードオフといえるが、本学のように多種多様な部局が存

在している環境では、このトレードオフのバランス点を一つに収束させることは容易ではない。このよう

な配慮のもと、本学のセキュリティの維持確保に向け、以下のとおり、セキュリティ対応業務を実施した。 
 
1.1 通信記録の保存 
学内と学外の通信をタップして、パケットのヘッダを一定期間保存し、インシデントに関する調査のた

めに利用した。 
これには、以下の 2 つの機器を使用して対応を行った。  
・異常トラフィック監視システム ： 沖電気工業社製 Secure Traffic Probe（ソフトウェア） 
・パケットキャプチャシステム ： コムワース社製 SIRIUS 
2019 年度は、パケットキャプチャシステムのディスクの増設を行った。 
2020 年度は、柏Ⅱキャンパスへの移転に伴い、柏Ⅱキャンパスでもパケットのキャプチャが出来るよ

うに新たに 40Gbps 対応のパケットキャプチャシステム（コムワース社製 SIRIUS）の導入を行った。 
 
1.2 ウイルス対策 
パソコンやサーバ等において、ウイルスの脅威と感染被害を未然に防ぐ有効な手段として、コンピュ

ータウイルス対策ソフトウェアがある。 
情報基盤センターでは、引き続き以下のコンピュータウイルス対策ソフトウェアの学内への配布サー

ビスを推し進めた。 
・トレンドマイクロ社：ウイルスバスター、Server Protect 等 
・Sophos 社：Sophos Anti-Virus 
・キヤノン IT ソリューションズ社：ESET Endpoint Security、ESET File Security 
・Symantec 社：Symantec Endpoint Protection 
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2 サービス統計 
コンピュータウイルス対策ソフトウェアの申請状況は表 1 のとおりである。 

 
表 1 ウイルス対策ソフトウェアの申請状況 

ソフトウェア名 
2019 年度 2020 年度 

件数 部局数 ライセ

ンス数 件数 部局数 ライセ

ンス数 

ウイルスバスター（日本語版） 560 41 11563 562 41 11369 

ウイルスバスター（英語版） 90 21 444 87 25 431 

コーポレートエディション 1 1 181 1 1 181 

Sophos Anti-Virus for Windows 18 14 159 21 14 167 

Sophos Anti-Virus for MacOS X 150 27 1893 153 28 1822 

ESET Smart Security (Windows) 61 23 657 71 23 926 

ESET Smart Security (Mac) 38 19 343 59 23 582 

ESET  File Security(Linux) 2 2 2 6 5 43 

ESET  File Security(Windows Server) 0 0 0 2 2 20 

Symantec Endpoint Protection (Windows) 29 14 344 29 15 339 

Symantec Endpoint Protection (Mac) 57 20 472 77 26 519 

Server Protect 37 20 129 31 19 112 

InterScan VirusWall 9 9 16 9 9 17 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京大学情報システム緊急対応チーム（UTokyo-CERT）との

連携 

 
セキュリティ担当 

 
 
 

1 運用報告 
情報基盤センターでは、UTNET の基幹ネットワークでセキュリティ対策を実施していることから、ネッ

トワークを介したセキュリティインシデントについて、東京大学情報システム緊急対応チーム UTokyo-
CERT(The University of Tokyo Computer Emergency Response Team)から以下の委託業務を受け、

UTokyo-CERT と連携協力しながら、全学的なセキュリティ対策を実施した。  
 

・セキュリティ関連情報の収集と学内への注意喚起等 
メーカーやセキュリティ情報サイト等から、セキュリティの脆弱性やウイルスに係わる情報を収集し、

UTokyo-CERT の Web ページへの掲載や東大ポータルでの一斉通知及び部局 CERT への電子メ

ールでの通知によって、セキュリティ対応に関する注意喚起を実施した。 
・学内と学外との通信におけるインシデントの確認・調査 

異常トラフィック監視システム及び、パケットキャプチャシステムで学内と学外との通信情報を保存し、

セキュリティインシデントの確認・調査を実施した。 
・セキュリティインシデントの部局 CERT への連絡 

学内と学外との通信の監視や UTokyo-CERT への学内外からの連絡等によって判明したセキュリ

ティインシデントについて、該当する部局 CERT 担当者へインシデントレポートシステムで対処及び

対応報告を依頼した。 
・インシデントレポートシステムの運用管理 

部局CERTから、発生したセキュリティインシデントの内容や対処等を定型的な書式で報告できるよ

うに、インシデントレポートシステムの運用管理を実施した。 
・インシデントレポートの集計  

部局 CERT から報告されたインシデントレポートについて、毎月集計し UTokyo-CERT Meeting で
の報告を行うとともに、UTokyo-CERT の Web ページ（https://cert.u-tokyo.ac.jp/）に掲載した。  

・セキュリティインシデントが発生した IP アドレスのネットワーク遮断 
部局 CERT に連絡したセキュリティインシデントのうち、発見時点から事象が継続している場合は、

緊急措置として、当該 IP アドレスによる通信を UTNET 機器で遮断した。 
・セキュリティインシデントの部局 CERT の対策への連携協力 

部局 CERTに連絡したセキュリティインシデントのうち、具体的な対処方法等について、部局 CERT
から UTokyo-CERT に協力の依頼があった場合、UTokyo-CERT 及び部局 CERT と連携協力して

対応した。 
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2 サービス統計 
コンピュータウイルス対策ソフトウェアの申請状況は表 1 のとおりである。 
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ウイルスバスター（日本語版） 560 41 11563 562 41 11369 

ウイルスバスター（英語版） 90 21 444 87 25 431 

コーポレートエディション 1 1 181 1 1 181 

Sophos Anti-Virus for Windows 18 14 159 21 14 167 

Sophos Anti-Virus for MacOS X 150 27 1893 153 28 1822 

ESET Smart Security (Windows) 61 23 657 71 23 926 

ESET Smart Security (Mac) 38 19 343 59 23 582 

ESET  File Security(Linux) 2 2 2 6 5 43 

ESET  File Security(Windows Server) 0 0 0 2 2 20 

Symantec Endpoint Protection (Windows) 29 14 344 29 15 339 

Symantec Endpoint Protection (Mac) 57 20 472 77 26 519 

Server Protect 37 20 129 31 19 112 

InterScan VirusWall 9 9 16 9 9 17 
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1 運用報告 
情報基盤センターでは、UTNET の基幹ネットワークでセキュリティ対策を実施していることから、ネッ

トワークを介したセキュリティインシデントについて、東京大学情報システム緊急対応チーム UTokyo-
CERT(The University of Tokyo Computer Emergency Response Team)から以下の委託業務を受け、

UTokyo-CERT と連携協力しながら、全学的なセキュリティ対策を実施した。  
 

・セキュリティ関連情報の収集と学内への注意喚起等 
メーカーやセキュリティ情報サイト等から、セキュリティの脆弱性やウイルスに係わる情報を収集し、

UTokyo-CERT の Web ページへの掲載や東大ポータルでの一斉通知及び部局 CERT への電子メ

ールでの通知によって、セキュリティ対応に関する注意喚起を実施した。 
・学内と学外との通信におけるインシデントの確認・調査 

異常トラフィック監視システム及び、パケットキャプチャシステムで学内と学外との通信情報を保存し、

セキュリティインシデントの確認・調査を実施した。 
・セキュリティインシデントの部局 CERT への連絡 

学内と学外との通信の監視や UTokyo-CERT への学内外からの連絡等によって判明したセキュリ

ティインシデントについて、該当する部局 CERT 担当者へインシデントレポートシステムで対処及び

対応報告を依頼した。 
・インシデントレポートシステムの運用管理 

部局CERTから、発生したセキュリティインシデントの内容や対処等を定型的な書式で報告できるよ

うに、インシデントレポートシステムの運用管理を実施した。 
・インシデントレポートの集計  

部局 CERT から報告されたインシデントレポートについて、毎月集計し UTokyo-CERT Meeting で
の報告を行うとともに、UTokyo-CERT の Web ページ（https://cert.u-tokyo.ac.jp/）に掲載した。  

・セキュリティインシデントが発生した IP アドレスのネットワーク遮断 
部局 CERT に連絡したセキュリティインシデントのうち、発見時点から事象が継続している場合は、

緊急措置として、当該 IP アドレスによる通信を UTNET 機器で遮断した。 
・セキュリティインシデントの部局 CERT の対策への連携協力 

部局 CERTに連絡したセキュリティインシデントのうち、具体的な対処方法等について、部局 CERT
から UTokyo-CERT に協力の依頼があった場合、UTokyo-CERT 及び部局 CERT と連携協力して

対応した。 
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2 サービス統計 
 2019 年度のセキュリティ対策で扱ったインシデント件数は図 1~3 のとおりである。 

 
 

図図 1  セセキキュュリリテティィイインンシシデデンントト件件数数 
 

 
 
※ 「検知元別件数」は、学内組織にインシデントとして発行された件数を月毎に集計したものである。 

 
 

図図 2  学学内内・・学学外外別別件件数数 
 

 
 
※「学内・学外別件数」は、130.69.0.0/16, 133.11.0.0/16, 157.82.0.0/16, 192.51.208.0/20 および 10.0.0.0/8
の学内アドレスに関わるインシデントと、それ以外の学外で使用しているアドレスに関わるインシデント

の件数を月毎に集計したものです。 
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※ 検知内容別件数」は、検知したインシデントを、JPCERT/CC(http://www.jpcert.or.jp/)によるインシデン

ト分類に基づいて分類したものである。 
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2 サービス統計 
 2019 年度のセキュリティ対策で扱ったインシデント件数は図 1~3 のとおりである。 

 
 

図図 1  セセキキュュリリテティィイインンシシデデンントト件件数数 
 

 
 
※ 「検知元別件数」は、学内組織にインシデントとして発行された件数を月毎に集計したものである。 

 
 

図図 2  学学内内・・学学外外別別件件数数 
 

 
 
※「学内・学外別件数」は、130.69.0.0/16, 133.11.0.0/16, 157.82.0.0/16, 192.51.208.0/20 および 10.0.0.0/8
の学内アドレスに関わるインシデントと、それ以外の学外で使用しているアドレスに関わるインシデント

の件数を月毎に集計したものです。 
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※ 検知内容別件数」は、検知したインシデントを、JPCERT/CC(http://www.jpcert.or.jp/)によるインシデン

ト分類に基づいて分類したものである。 
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 2020 年度のセキュリティ対策で扱ったインシデント件数は図 4~6 のとおりである。 
 
 

図図 4  セセキキュュリリテティィイインンシシデデンントト件件数数 
 

 
 
※ 「検知元別件数」は、学内組織にインシデントとして発行された件数を月毎に集計したものである。 

 
 

図図 5  学学内内・・学学外外別別件件数数 
 

 
 
※「学内・学外別件数」は、130.69.0.0/16, 133.11.0.0/16, 157.82.0.0/16, 192.51.208.0/20 および 10.0.0.0/8
の学内アドレスに関わるインシデントと、それ以外の学外で使用しているアドレスに関わるインシデント

の件数を月毎に集計したものです。 
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※ 検知内容別件数」は、検知したインシデントを、JPCERT/CC(http://www.jpcert.or.jp/)によるインシデン

ト分類に基づいて分類したものである。 
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 2020 年度のセキュリティ対策で扱ったインシデント件数は図 4~6 のとおりである。 
 
 

図図 4  セセキキュュリリテティィイインンシシデデンントト件件数数 
 

 
 
※ 「検知元別件数」は、学内組織にインシデントとして発行された件数を月毎に集計したものである。 

 
 

図図 5  学学内内・・学学外外別別件件数数 
 

 
 
※「学内・学外別件数」は、130.69.0.0/16, 133.11.0.0/16, 157.82.0.0/16, 192.51.208.0/20 および 10.0.0.0/8
の学内アドレスに関わるインシデントと、それ以外の学外で使用しているアドレスに関わるインシデント

の件数を月毎に集計したものです。 
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※ 検知内容別件数」は、検知したインシデントを、JPCERT/CC(http://www.jpcert.or.jp/)によるインシデン

ト分類に基づいて分類したものである。 
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学内ソフトウェアライセンス 

 
ソフトウェアライセンス担当 

 
 

1 運用報告 
教育研究の円滑な推進を達成することを目的として、学内での利用が多いソフトウェアを可能な範囲

でサイトライセンス契約を提供業者との間で結び、安価でかつ容易に利用できるよう図っている。 
 
Microsoft 社製品のアカデミックセレクトプラスについては、申請受付窓口は情報システム部情報戦

略課情報戦略チームが担当し、ネットワークチームでは、ライセンスの発注、利用者への提供、利用負

担金の請求資料の作成等を担当している。 
 
ソフトウェアライセンス配布サービスの対象ソフトウェアは以下のとおり。 
 
(1) Creo 

3 次元の CAD のソフトウェア。 
 

(2) JMP 
統計解析ソフトウェア。 

 
(3) MATHEMATICA 

数値計算や数式処理用のソフトウェア。 
 

(4) ChemOffice 
化学・バイオ分野で必要とされる様々なツールを 1 つにまとめた統合化学ソフトウェア。 
 

(5) LabVIEW 
計測・制御ハードウェアとの通信や、データの解析、結果の共有、システムの分散化したデータ

を処理するためのグラフィカルプログラミングソフトウェア。 
 

(6) Microsoft Academic Select Plus 
各種 Microsoft 製品。 
 

この他、次のソフトウェアライセンスの配布や管理も実施した。 
 
(1) ウイルス対策ソフトウェア 

パソコン（Windows および Mac）、ファイルサーバ、メールサーバ等のコンピュータウイルス対策

ソフトウェア。（詳細はセキュリティ対応を参照） 
 

表 1、2、3 にソフトウェアライセンスの申請状況を示す。 
 
 
 
 

 

表表 1  ソソフフトトウウァァラライイセセンンススのの申申請請状状況況 

ソフトウェア名 
2019 年度 2020 年度 

申請件数 部局数 申請件数 部局数 

Creo 12 7 15 10 

JMP Pro 46 18 46 16 

MATHEMATICA 158 18 165 21 

ChemOffice 53 12 62 11 

LabVIEW 216 21 220 20 

 
 
 

表表 2  Microsoft Academic Select Plus のの申申請請状状況況(2019 年年度度) 

ソフトウェア名 申請 
件数 

申請 
台数 

部局 
数 

Remote Desktop Service CAL 2019 (UserCAL) 2 30 2 

Visual Studio Pro 2019 2 3 2 

Windows Server Standard 2019(16コアライセンス) 11 23 9 

Windows Server Standard 2019(2コアライセンス) 2 8 2 

Visio standard 2016, 2019 4 7 4 

Visio professional, 2019 1 3 1 

Winsows Server CAL （User CAL） 2 4 2 

Winsows Server CAL （Device CAL） 2 20 2 

SQL server standard 2017, 2019 (2コアライセンス) 3 5 3 

SQL server standard 2019 Server/CALモデル 1 1 1 

SQL CAL(Device CAL) 1 5 1 

Microsoft Project  2 2 2 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



－ 311 －

ネットワーク

 
学内ソフトウェアライセンス 

 
ソフトウェアライセンス担当 

 
 

1 運用報告 
教育研究の円滑な推進を達成することを目的として、学内での利用が多いソフトウェアを可能な範囲

でサイトライセンス契約を提供業者との間で結び、安価でかつ容易に利用できるよう図っている。 
 
Microsoft 社製品のアカデミックセレクトプラスについては、申請受付窓口は情報システム部情報戦

略課情報戦略チームが担当し、ネットワークチームでは、ライセンスの発注、利用者への提供、利用負

担金の請求資料の作成等を担当している。 
 
ソフトウェアライセンス配布サービスの対象ソフトウェアは以下のとおり。 
 
(1) Creo 

3 次元の CAD のソフトウェア。 
 

(2) JMP 
統計解析ソフトウェア。 

 
(3) MATHEMATICA 

数値計算や数式処理用のソフトウェア。 
 

(4) ChemOffice 
化学・バイオ分野で必要とされる様々なツールを 1 つにまとめた統合化学ソフトウェア。 
 

(5) LabVIEW 
計測・制御ハードウェアとの通信や、データの解析、結果の共有、システムの分散化したデータ

を処理するためのグラフィカルプログラミングソフトウェア。 
 

(6) Microsoft Academic Select Plus 
各種 Microsoft 製品。 
 

この他、次のソフトウェアライセンスの配布や管理も実施した。 
 
(1) ウイルス対策ソフトウェア 

パソコン（Windows および Mac）、ファイルサーバ、メールサーバ等のコンピュータウイルス対策

ソフトウェア。（詳細はセキュリティ対応を参照） 
 

表 1、2、3 にソフトウェアライセンスの申請状況を示す。 
 
 
 
 

 

表表 1  ソソフフトトウウァァラライイセセンンススのの申申請請状状況況 

ソフトウェア名 
2019 年度 2020 年度 

申請件数 部局数 申請件数 部局数 

Creo 12 7 15 10 

JMP Pro 46 18 46 16 

MATHEMATICA 158 18 165 21 

ChemOffice 53 12 62 11 

LabVIEW 216 21 220 20 

 
 
 

表表 2  Microsoft Academic Select Plus のの申申請請状状況況(2019 年年度度) 

ソフトウェア名 申請 
件数 

申請 
台数 

部局 
数 

Remote Desktop Service CAL 2019 (UserCAL) 2 30 2 

Visual Studio Pro 2019 2 3 2 

Windows Server Standard 2019(16コアライセンス) 11 23 9 

Windows Server Standard 2019(2コアライセンス) 2 8 2 

Visio standard 2016, 2019 4 7 4 

Visio professional, 2019 1 3 1 

Winsows Server CAL （User CAL） 2 4 2 

Winsows Server CAL （Device CAL） 2 20 2 

SQL server standard 2017, 2019 (2コアライセンス) 3 5 3 

SQL server standard 2019 Server/CALモデル 1 1 1 

SQL CAL(Device CAL) 1 5 1 

Microsoft Project  2 2 2 
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表表 3  Microsoft Academic Select Plus のの申申請請状状況況(2020 年年度度) 

ソフトウェア名 申請 
件数 

申請 
台数 

部局 
数 

Remote Desktop Service CAL 2019 (UserCAL) 2 23 2 

Visual Studio Pro 2019 2 3 2 

Windows Server Standard 2019(16コアライセンス) 6 10 5 

Windows Server standard 2019 +  Software Assurabce 1 1 1 

Windows Server Datacenter 2019(16コアライセンス) 3 6 2 

Visio standard 2019 2 2 1 

SQL server standard 2019 User CAL + Software Assurabce 1 5 1 

SharePoint Server +  Software Assurabce 1 1 1 

SharePoint Standard CAL +  Software Assurabce 1 5 1 

SharePoint Enterprise CAL +  Software Assurabce 1 5 1 

Project Server +  Software Assurabce 1 1 1 

Project Server CAL +  Software Assurabce 1 5 1 

SQL server standard 2019 Server/CALモデル +  Software 
Assurabce 

1 1 1 

 
  

ハウジングサービス 

 
UTNET 担当 

 
 

1 運用報告 
サーバを運用するためには、安定した電源供給、部屋を一定の温度に保つための空調設備やサー

バを設置するためのラックなどが必要不可欠である。これらの設備を提供するハウジングサービスを

2019 年度、2020 年度も引き続き実施した。 
なお、学内の法定点検の計画停電時には、発電車を用意して機器への給電を実施した。 

 
提供するサービスと設備は以下のとおりである。  
(1) 19 インチ full ラック（42U）、19 インチ half ラック（20U） ※複数本の利用も可能 
(2) 電源（full ラック 1 本あたり AC100V 30A 1 回路（half ラックはこの半分）） 
(3) 空調 
(4) アクセス回線（UTNET へのネットワーク接続） 
(5) 入退室管理 
(6) ラックの施錠 
(7) 学内法定点検における計画停電時の電源確保 

 
表 1 に 2019 年度、表 2 に 2020 年度のハウジングサービスの利用状況を示す。 

 
表 1 ハウジングサービス利用状況（2019 年度） 

 
利用部局数 19 インチ full ラック 19 インチ half ラック 追加電源（15A） 

８部局 2 本 7 本 1 個 
 

2019 年度は、以下の整備を行った。 
・UPS の更新（購入のみ） 
・UPS 更新のための分電盤工事 
 

表 2 ハウジングサービス利用状況（2020 年度） 

利用部局数 19 インチ full ラック 19 インチ half ラック 追加電源（15A） 

7 部局 2 本 5 本 3 個 
 
2020 年度は、以下の整備を行った。 
・UPS の更新（購入のみ） 
・UPS 更新のための分電盤工事 
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表表 3  Microsoft Academic Select Plus のの申申請請状状況況(2020 年年度度) 

ソフトウェア名 申請 
件数 

申請 
台数 

部局 
数 

Remote Desktop Service CAL 2019 (UserCAL) 2 23 2 

Visual Studio Pro 2019 2 3 2 

Windows Server Standard 2019(16コアライセンス) 6 10 5 

Windows Server standard 2019 +  Software Assurabce 1 1 1 

Windows Server Datacenter 2019(16コアライセンス) 3 6 2 

Visio standard 2019 2 2 1 

SQL server standard 2019 User CAL + Software Assurabce 1 5 1 

SharePoint Server +  Software Assurabce 1 1 1 

SharePoint Standard CAL +  Software Assurabce 1 5 1 

SharePoint Enterprise CAL +  Software Assurabce 1 5 1 

Project Server +  Software Assurabce 1 1 1 

Project Server CAL +  Software Assurabce 1 5 1 

SQL server standard 2019 Server/CALモデル +  Software 
Assurabce 

1 1 1 

 
  

ハウジングサービス 

 
UTNET 担当 

 
 

1 運用報告 
サーバを運用するためには、安定した電源供給、部屋を一定の温度に保つための空調設備やサー

バを設置するためのラックなどが必要不可欠である。これらの設備を提供するハウジングサービスを

2019 年度、2020 年度も引き続き実施した。 
なお、学内の法定点検の計画停電時には、発電車を用意して機器への給電を実施した。 

 
提供するサービスと設備は以下のとおりである。  
(1) 19 インチ full ラック（42U）、19 インチ half ラック（20U） ※複数本の利用も可能 
(2) 電源（full ラック 1 本あたり AC100V 30A 1 回路（half ラックはこの半分）） 
(3) 空調 
(4) アクセス回線（UTNET へのネットワーク接続） 
(5) 入退室管理 
(6) ラックの施錠 
(7) 学内法定点検における計画停電時の電源確保 

 
表 1 に 2019 年度、表 2 に 2020 年度のハウジングサービスの利用状況を示す。 

 
表 1 ハウジングサービス利用状況（2019 年度） 

 
利用部局数 19 インチ full ラック 19 インチ half ラック 追加電源（15A） 

８部局 2 本 7 本 1 個 
 

2019 年度は、以下の整備を行った。 
・UPS の更新（購入のみ） 
・UPS 更新のための分電盤工事 
 

表 2 ハウジングサービス利用状況（2020 年度） 

利用部局数 19 インチ full ラック 19 インチ half ラック 追加電源（15A） 

7 部局 2 本 5 本 3 個 
 
2020 年度は、以下の整備を行った。 
・UPS の更新（購入のみ） 
・UPS 更新のための分電盤工事 
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PKI 

 
PKI 担当 

 
 

1 運用報告 

1.1 サーバ証明書 

1.1.1 運用形態 
国立情報学研究所（NII）の運用する電子証明書発行事業に参加し、東京大学として登録局

を運用している。 
2019 年度に大学院工学系研究科・工学部の TLRA が立ち上がり、2020 年度には大学院薬学

系研究科・薬学部の TLRA が立ち上がった。2021 年度末時点で TLRA を運用している部局は

19 部局となった。 
 

1.1.2 運用実績 
2020 年 3 月 31 日現在で有効なサーバ証明書の枚数は 596 枚であり、2021 年 3 月 31 日現在

で有効なサーバ証明書の枚数は 678 枚である。 
TLRA ごとに集計した表を以下に載せる。 
 

部局名 2019 年度末

有効枚数 
2020 年度末

有効枚数 
直接発行 116 136 

物性研究所 (issp) 69 86 

生産技術研究所 (iis) 63 79 

本部事務局 (adm) 60 60 

工学系研究科(t) 45 57 

理学系研究科 (s) 43 49 

総合文化研究科 (c) 42 32 

附属病院 (h) 22 25 

情報基盤センター (itc) 24 24 

空間情報科学研究センター (csis) 16 21 

カブリ数物連携宇宙研究機構 (ipmu.jp) 15 20 

数理科学研究科 (ms) 10 15 

史料編纂所 (hi) 16 14 

UTNET (nc) 9 13 
医学系研究科 (m) 11 11 

先端科学技術研究センター(rcast) 8 10 

大学総合教育研究センター (he) 14 9 

新領域創成科学研究科 (k) 7 9 

情報学環・学際情報学府(iii) 6 6 

薬学系研究科 - 0 

合  計 596 678 

 
1.1.3 その他 
 2020 年度には、UPKI 電子証明書発行サービスにおいて、以下の変更が行われた。 
 ・サーバ証明書有効期間の短縮（2 年+30 日から 1 年+30 日に変更） 
 ・UPKI 証明書 主体者 DN の L の指定が必須となった。 
 ・UPKI 電子証明書中間認証局の切り替えに伴い、2020/12/24 以前に発行したサーバ証明書に

関して全て更新作業を行った。 

1.2 コード署名用証明書 

NII の事業の一環として行っているコード署名用証明書の運用を行った。 
2020 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 3 枚であり、2021 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 
1 枚である。 

 

1.3 クライアント証明書 
NII の事業の一環として行っているクライアント証明書の運用を行った。 
2020 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 11 枚であり、2021 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 
20 枚である。 
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PKI 

 
PKI 担当 

 
 

1 運用報告 

1.1 サーバ証明書 

1.1.1 運用形態 
国立情報学研究所（NII）の運用する電子証明書発行事業に参加し、東京大学として登録局

を運用している。 
2019 年度に大学院工学系研究科・工学部の TLRA が立ち上がり、2020 年度には大学院薬学

系研究科・薬学部の TLRA が立ち上がった。2021 年度末時点で TLRA を運用している部局は

19 部局となった。 
 

1.1.2 運用実績 
2020 年 3 月 31 日現在で有効なサーバ証明書の枚数は 596 枚であり、2021 年 3 月 31 日現在

で有効なサーバ証明書の枚数は 678 枚である。 
TLRA ごとに集計した表を以下に載せる。 
 

部局名 2019 年度末

有効枚数 
2020 年度末

有効枚数 
直接発行 116 136 

物性研究所 (issp) 69 86 

生産技術研究所 (iis) 63 79 

本部事務局 (adm) 60 60 

工学系研究科(t) 45 57 

理学系研究科 (s) 43 49 

総合文化研究科 (c) 42 32 

附属病院 (h) 22 25 

情報基盤センター (itc) 24 24 

空間情報科学研究センター (csis) 16 21 

カブリ数物連携宇宙研究機構 (ipmu.jp) 15 20 

数理科学研究科 (ms) 10 15 

史料編纂所 (hi) 16 14 

UTNET (nc) 9 13 
医学系研究科 (m) 11 11 

先端科学技術研究センター(rcast) 8 10 

大学総合教育研究センター (he) 14 9 

新領域創成科学研究科 (k) 7 9 

情報学環・学際情報学府(iii) 6 6 

薬学系研究科 - 0 

合  計 596 678 

 
1.1.3 その他 
 2020 年度には、UPKI 電子証明書発行サービスにおいて、以下の変更が行われた。 
 ・サーバ証明書有効期間の短縮（2 年+30 日から 1 年+30 日に変更） 
 ・UPKI 証明書 主体者 DN の L の指定が必須となった。 
 ・UPKI 電子証明書中間認証局の切り替えに伴い、2020/12/24 以前に発行したサーバ証明書に

関して全て更新作業を行った。 

1.2 コード署名用証明書 

NII の事業の一環として行っているコード署名用証明書の運用を行った。 
2020 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 3 枚であり、2021 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 
1 枚である。 

 

1.3 クライアント証明書 
NII の事業の一環として行っているクライアント証明書の運用を行った。 
2020 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 11 枚であり、2021 年 3 月 31 日現在での有効枚数は 
20 枚である。 
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eduroam 

 
 

eduroam 担当 
 
 

1 運用報告 
eduroam は教育や学術研究の利便性向上を目的に構築・運用されている無線 L A N システムで

す。 
2019 年度から、ネットワーク部門で eduroam の運用を行うこととなり、障害対応や、eduroam に関

する各種問い合わせ、アカウント発行・更新や関連する情報の周知等を行っている。 
 

2 サービス統計 
2019 年度及び 2020 年度の利用状況は以下のとおり。 

 2019 年度 2020 年度 
発行アカウント数 10,966 8,231 
 累計 平均 累計 平均 
学外者の利用数 195,759 543 61,503 168 
学内者の利用数 775,779 2,154 238,619 653 
学内者の学外利用数 221,909 616 85,595 234 
 

※ 1 アカウントで１日に複数回の認証成功ログがあった場合は、１回だけカウントする。 
例えば、１ヶ月（31 日）使い続けた場合は、最大 31 回カウントされる。 

※１日の平均の値は、累計を集計期間の日数で割って小数点以下を切り捨てた値。 

スーパーコンピューティング

スーパーコンピュータ
SGI Rackable C2112-4GP3/C1102-GP8

（Reedbush-U/Reedbush-H/Reedbush-L）

スーパーコンピュータ
FUJITSU PRIMERGY CX600 M1/CX1640 M1

（Oakforest-PACS）
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スーパーコンピューティング
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スーパーコンピューティング 

概要 

部門長 中島 研吾 係長 佐藤 孝明 

1 スーパーコンピュータシステムの運用 
東京大学情報基盤センターでは、学術研究および教育に供することを目的として、全国の大学・

研究機関等に在籍する大学教員、大学院学生、および卒業研究や授業を目的とした学生に対して、

スーパーコンピュータシステムを用いた高度かつ大規模な計算サービスを提供している。 
2019 年度は、メニーコア型大規模スーパーコンピュータシステムとして、Fujitsu PRIMERGY 

CX600 M1/CX1640 M1（Oakforest-PACS）（8,208 ノード、558,144 コア、ピーク性能 25PFLOPS、運
用開始 2016 年 10 月）、データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステムとして、

SGI(現 HPE) Rackable C2112-4GP3（Reedbush-U）（420 ノード、15,120 コア、ピーク性能 508.03 
TFLOPS、同 2016 年 7 月）、SGI Rackable C1102-GP8（Reedbush-H） （120 ノード、4,320 コア＋

240GPU、ピーク性能 1418.2TFLOPS、同 2017 年 3月）、SGI Rackable C1102-GP8（Reedbush-L） 
（64 ノード、2,304 コア＋256GPU、ピーク性能 1435.3TFLOPS、同 2017 年 10月）に加えて、2019 年

7 月から Fujitsu PRIMERGY CX400 M1/CX2550 M5, CX2560 M5（Oakbridge-CX）（1,368 ノード、

76,608 コア、ピーク性能 6.6PFLOPS）の計 5 システムを運用し、学内外の幅広い利用者に研究・教

育のために利用されている。2020 年度は、Reedbush-U が 2020 年 6 月のリース期間満了とともに運

用を終了したが、Reedbush-H 及び Reedbush-L については GPU の利用者への提供を途切れさせ

ないために 2021 年 11月まで運用を延長することとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 COVID-19 対応 HPCI臨時公募課題（2020 年度） 
 
HPCI には、2018 年度に引き続いて Reedbush-U 60 ノード年（2,160 コア年、ピーク性能

72.6TFLOPS相当）、Reedbush-H 30ノード年（60GPU年、ピーク性能 354TFLOPS相当）、Reedbush-
L 16ノード年（64GPU年、ピーク性能 359TFLOPS相当）および Oakforest-PACS は理化学研究所の

スーパーコンピュータ「京」が運用終了したことからポスト京課題として 1,700 ノード年追加し 3,300 ノ

〔資料提供：坪倉誠教授（神戸大学）〕

〔資料提供：望月祐志教授（立教大学）〕
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ラグメント分子軌道計算

望月 祐志
（立教大学）

Oakforest
PACS

COVID-19治療の候補薬: chloroquine、
hydroxychloroquine、azithromycinの催不整脈リ
スクの評価ならびにその低減策に関する研究

久田 俊明（株式会社UT-
Heart研究所 / 東大）

新型コロナウィルス表面のタンパク質動的構造予測
杉田 有治
（理化学研究所）

計算機解析によるSARS-CoV-2増殖阻害化合物の
探索

星野 忠次
（千葉大学）

Oakbridge
CX

室内環境におけるウイルス飛沫感染の予測とその
対策：富岳大規模解析に向けたケーススタディ

坪倉 誠
（神戸大学）

Spreading of polydisperse droplets in a turbulent 
puff of saturated exhaled air

Marco Edoardo Rosti
（OIST）
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ード年（224,400コア年、ピーク性能 10.05PFLOPS相当）、新たにOakbridge-CX 200ノード年（11,200
コア年、ピーク性能 72.6TFLOPS相当）を拠出した。2020年度は 6月に運用を終了した Reedbush-U
を除き、Reedbush-H 30 ノード年、Reedbush-L 16 ノード年（64GPU 年、ピーク性能 359TFLOPS 相

当）、Oakforest-PACS 3,300 ノード年、Oakbridge-CX 200 ノード年および新型コロナウイルス感染症 
(COVID-19) 対策における「治療」「防疫」「創薬」「感染拡大に関わる分析・予測」など広範な研究を

促進するために新型コロナウイルス感染症対応 HPCI 臨時公募課題として Oakforest-PACS 200 ノー

ド年、Oakbridge-CX 120 ノード年を追加で拠出した。2020 年度は全部で 14 課題が採択されたが、う

ち 3 課題は Oakforest-PACS、3 課題は Oakbridge-CX を使用しており、合計 6 課題、全体の半分近

くが当センターのシステムを使用している（図１参照）。また、この他、Oakforest-PACS を使用した「ゲ

リラ豪雨予測のリアルタイム実証実験」も実施した（後述）。 
Oakforest-PACS は導入計画当初より、「京」を上回る性能、規模を有することで、「京」から「ポスト

京」への移行期間中にNational Flagship Systemの代役を果たせるようなシステムを目指していたが、

2019 年 9 月から 2021 年 3 月までの間、その役割を十分に果たすことができた。 
各システムは順調な稼働を続け、利用率は軒並み上昇しており、Oakforest-PACS （Xeon Phi

（KNL）搭載）は 2019年、2020 年とも 4～11 月までは月平均 70%程度で推移し、12 月以降 80%を

超え、2019 年度末には 94.0% 、2020 年度末は 91.7% にまで達した。Reedbush-U（GPU なし）は、

2019 年 9 月までは 50-80%でばらつきがあるが 10 月以降は 70-80%で推移し、2020 年度は後継の

Oakbridge-CX にその座を譲り 6 月末にサービスを終了した。Reedbush-H（1 ノードに GPU 2 基）は、

2019 年度が 65.2%、2020年度は 85.4%、Reedbush-L（1 ノードに GPU 4 基）は、2019 年度が

87.2%、2020 年度が 88.2%にまで達している。2019 年 7 月から運用を開始した Oakbridge-CX は、

10-11 月頃までは 20-30%程度だったが、Reedbush-U から乗り換えるように 2020 年 3 月に 70.7%、

2020 年 12 月には 82.9%まで達した。 
2019、2020 年度はその他、利用者拡大、サービスの向上を目的として以下のような様々な試みを

実施した（前年度からの継続も含む）： 
 

• Fujitsu PRIMERGY CX600 M1/CX1640 M1（Oakforest-PACS） 
 公募型研究プロジェクトの推進 
 企業ユーザー利用支援 
 講習会 
 広報活動 

 
• Fujitsu PRIMERGY CX400 M1/CX2550 M5, CX2560 M5（Oakbridge-CX） 

 公募型研究プロジェクトの推進 
 企業ユーザー利用支援 
 講習会 
 広報活動 

 
• SGI Rackable C2112-4GP3（Reedbush-U）／SGI  Rackable C1102-GP8（Reedbush-H）／SGI  

Rackable C1102-GP8（Reedbush-L） 
 公募型研究プロジェクトの推進 
 企業ユーザー利用支援 
 講習会 
 広報活動 

2 新型コロナ感染症防止対策 

 2020年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）感染拡大防止対策として、可能な限り安定し

たスーパーコンピュータの運用サービスを提供できるよう取り得る対策を行った。 
2020 年 3 月、東京大学総長より政府の緊急対応策の発表を受けたメッセージが公表され、新型コ

ロナウイルス感染症対策のタスクフォースが立ち上がり、年度末・年度始め行事の簡素化や授業の

オンライン化推進などが示された。4 月になると東京大学の活動制限指針に従い、活動制限レベル

に応じた在宅勤務を想定した業務継続の具体的方策の検討が行われた。スーパーコンピュータに

おいては、サービス提供の影響を最小限にするための方策を協議し、教職員ならびに保守員のテレ

ワーク環境を整備するとともに、出勤体制の見直し、オンサイト保守の人数、作業回数、作業時間の

制限などを行うこととなった。4 月 6 日からの活動制限レベル 2 では、研究を継続するための必要最

小限の関係者に入構が限られることとなり、授業はオンライン講義となった。スーパーコンピュータに

おいても必要最小限の人員のみを配置することとなったが、通常のサービスは縮小することなく継続

して提供を行った。ただし、講習会をオンラインのみとし、大規模HPCチャレンジなど公募型プロジェ

クトの募集を停止している。政府による緊急事態宣言予告にあたり、4 月 8 日には活動制限がレベル

3 に引き上げられ、スーパーコンピュータにおいては、教職員ならびに保守員のすべてを在宅勤務と

した。作業の多くはリモートで実施可能であるが、ハードウェア障害対策は最小限の人員（2-3 名）、

決められた時間（4時間）内において実施、それを超えた対応の場合に縮退運転を行う方針とした。6
月中旬、すべての都道府県の非常事態宣言が解除され、本学活動制限指針もレベル 1 まで引き下

げられた。キャンパス入構制限の下で研究活動は復旧するが、スーパーコンピュータにおいてはレ

ベル 2 に相当する対策を継続することとし、感染拡大防止を強固にすることとした。7 月上旬には 
“With-Corona” ということでレベルは 0.5 に引き下げられたが、スーパーコンピュータにおいてはレベ

ル 1 相当、一部レベル 2 相当の体制とした。教職員ならびに保守員の在宅勤務の比率を高め、シフ

ト制による交代勤務と在宅勤務を継続し、オンサイト作業を伴うハードウェア保守等は最小限の人数

で対応することで、通勤時、キャンパス内での感染拡大防止に取り組んでいる。本学活動制限指針

は感染状況に応じてレベルが 0.5～1 で変動しているが、スーパーコンピュータにおいては 12 月の

感染再拡大から基本的にはレベル 2相当の対策とし、状況に応じて部分的にレベル 1（オンサイト作

業回数を 3→4 回を可とするなど）とする体制としている。 

3 大規模超並列スーパーコンピュータシステムの運用開始 
大規模超並列スーパーコンピュータシステム Oakbridge-CX は、2019 年 1 月 23 日に富士通株式

会社が落札した、米国 Intel Corporation によるインテル Xeon Platinum 8280 プロセッサ（開発コード

名：CascadeLake） と、 インテル Omni-Path アーキテクチャを搭載した計算ノード 1,368 台により構成

される大規模超並列クラスタ型スーパーコンピュータである。2019 年 6 月の TOP500 HPL で世界 45
位（日本 8位）、Green500で世界 28位（日本 4位）、HPCGで世界 48位（日本 12位）にランキングさ

れ、2019 年 7～9 月の試験運用（無償期間）を経て、10 月から正式運用を開始した。本システムの全

1,368 ノードのうち 128 ノードには SSD を搭載し、特に高いファイル入出力性能を求められる処理に

も対応している。さらにそのうちの 16 ノードは外部接続用ノードとして利用者に提供することとし、学

術情報ネットワーク（SINET）を経由して、外部計算資源（サーバ、ストレージ、センサーなど）と直接

接続し、大量のデータをリアルタイムに処理することも可能としている。 

4 Society 5.0 と「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム 
  計算科学が「第三の科学（The Third Pillar of Science）」と呼ばれるようになって久しいが、近年は

様々なデータを活用することによって更に新しい科学を開拓する試みが始まっている。当センターの

システムの利用分野では、①工学・ものづくり、②地球科学・宇宙科学、③材料科学、が長年にわた

って利用時間の合計 80％以上を占めてきたが、当センター初の GPU 搭載システムとして 2017 年 4
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ード年（224,400コア年、ピーク性能 10.05PFLOPS相当）、新たにOakbridge-CX 200ノード年（11,200
コア年、ピーク性能 72.6TFLOPS相当）を拠出した。2020年度は 6月に運用を終了した Reedbush-U
を除き、Reedbush-H 30 ノード年、Reedbush-L 16 ノード年（64GPU 年、ピーク性能 359TFLOPS 相

当）、Oakforest-PACS 3,300 ノード年、Oakbridge-CX 200 ノード年および新型コロナウイルス感染症 
(COVID-19) 対策における「治療」「防疫」「創薬」「感染拡大に関わる分析・予測」など広範な研究を

促進するために新型コロナウイルス感染症対応 HPCI 臨時公募課題として Oakforest-PACS 200 ノー

ド年、Oakbridge-CX 120 ノード年を追加で拠出した。2020 年度は全部で 14 課題が採択されたが、う

ち 3 課題は Oakforest-PACS、3 課題は Oakbridge-CX を使用しており、合計 6 課題、全体の半分近

くが当センターのシステムを使用している（図１参照）。また、この他、Oakforest-PACS を使用した「ゲ

リラ豪雨予測のリアルタイム実証実験」も実施した（後述）。 
Oakforest-PACS は導入計画当初より、「京」を上回る性能、規模を有することで、「京」から「ポスト

京」への移行期間中にNational Flagship Systemの代役を果たせるようなシステムを目指していたが、

2019 年 9 月から 2021 年 3 月までの間、その役割を十分に果たすことができた。 
各システムは順調な稼働を続け、利用率は軒並み上昇しており、Oakforest-PACS （Xeon Phi

（KNL）搭載）は 2019年、2020 年とも 4～11 月までは月平均 70%程度で推移し、12 月以降 80%を

超え、2019 年度末には 94.0% 、2020 年度末は 91.7% にまで達した。Reedbush-U（GPU なし）は、

2019 年 9 月までは 50-80%でばらつきがあるが 10 月以降は 70-80%で推移し、2020 年度は後継の

Oakbridge-CX にその座を譲り 6 月末にサービスを終了した。Reedbush-H（1 ノードに GPU 2 基）は、

2019 年度が 65.2%、2020年度は 85.4%、Reedbush-L（1 ノードに GPU 4 基）は、2019 年度が

87.2%、2020 年度が 88.2%にまで達している。2019 年 7 月から運用を開始した Oakbridge-CX は、

10-11 月頃までは 20-30%程度だったが、Reedbush-U から乗り換えるように 2020 年 3 月に 70.7%、

2020 年 12 月には 82.9%まで達した。 
2019、2020 年度はその他、利用者拡大、サービスの向上を目的として以下のような様々な試みを

実施した（前年度からの継続も含む）： 
 

• Fujitsu PRIMERGY CX600 M1/CX1640 M1（Oakforest-PACS） 
 公募型研究プロジェクトの推進 
 企業ユーザー利用支援 
 講習会 
 広報活動 

 
• Fujitsu PRIMERGY CX400 M1/CX2550 M5, CX2560 M5（Oakbridge-CX） 

 公募型研究プロジェクトの推進 
 企業ユーザー利用支援 
 講習会 
 広報活動 

 
• SGI Rackable C2112-4GP3（Reedbush-U）／SGI  Rackable C1102-GP8（Reedbush-H）／SGI  

Rackable C1102-GP8（Reedbush-L） 
 公募型研究プロジェクトの推進 
 企業ユーザー利用支援 
 講習会 
 広報活動 

2 新型コロナ感染症防止対策 

 2020年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）感染拡大防止対策として、可能な限り安定し

たスーパーコンピュータの運用サービスを提供できるよう取り得る対策を行った。 
2020 年 3 月、東京大学総長より政府の緊急対応策の発表を受けたメッセージが公表され、新型コ

ロナウイルス感染症対策のタスクフォースが立ち上がり、年度末・年度始め行事の簡素化や授業の

オンライン化推進などが示された。4 月になると東京大学の活動制限指針に従い、活動制限レベル

に応じた在宅勤務を想定した業務継続の具体的方策の検討が行われた。スーパーコンピュータに

おいては、サービス提供の影響を最小限にするための方策を協議し、教職員ならびに保守員のテレ

ワーク環境を整備するとともに、出勤体制の見直し、オンサイト保守の人数、作業回数、作業時間の

制限などを行うこととなった。4 月 6 日からの活動制限レベル 2 では、研究を継続するための必要最

小限の関係者に入構が限られることとなり、授業はオンライン講義となった。スーパーコンピュータに

おいても必要最小限の人員のみを配置することとなったが、通常のサービスは縮小することなく継続

して提供を行った。ただし、講習会をオンラインのみとし、大規模HPCチャレンジなど公募型プロジェ

クトの募集を停止している。政府による緊急事態宣言予告にあたり、4 月 8 日には活動制限がレベル

3 に引き上げられ、スーパーコンピュータにおいては、教職員ならびに保守員のすべてを在宅勤務と

した。作業の多くはリモートで実施可能であるが、ハードウェア障害対策は最小限の人員（2-3 名）、

決められた時間（4時間）内において実施、それを超えた対応の場合に縮退運転を行う方針とした。6
月中旬、すべての都道府県の非常事態宣言が解除され、本学活動制限指針もレベル 1 まで引き下

げられた。キャンパス入構制限の下で研究活動は復旧するが、スーパーコンピュータにおいてはレ

ベル 2 に相当する対策を継続することとし、感染拡大防止を強固にすることとした。7 月上旬には 
“With-Corona” ということでレベルは 0.5 に引き下げられたが、スーパーコンピュータにおいてはレベ

ル 1 相当、一部レベル 2 相当の体制とした。教職員ならびに保守員の在宅勤務の比率を高め、シフ

ト制による交代勤務と在宅勤務を継続し、オンサイト作業を伴うハードウェア保守等は最小限の人数

で対応することで、通勤時、キャンパス内での感染拡大防止に取り組んでいる。本学活動制限指針

は感染状況に応じてレベルが 0.5～1 で変動しているが、スーパーコンピュータにおいては 12 月の

感染再拡大から基本的にはレベル 2相当の対策とし、状況に応じて部分的にレベル 1（オンサイト作

業回数を 3→4 回を可とするなど）とする体制としている。 

3 大規模超並列スーパーコンピュータシステムの運用開始 
大規模超並列スーパーコンピュータシステム Oakbridge-CX は、2019 年 1 月 23 日に富士通株式

会社が落札した、米国 Intel Corporation によるインテル Xeon Platinum 8280 プロセッサ（開発コード

名：CascadeLake） と、 インテル Omni-Path アーキテクチャを搭載した計算ノード 1,368 台により構成

される大規模超並列クラスタ型スーパーコンピュータである。2019 年 6 月の TOP500 HPL で世界 45
位（日本 8位）、Green500で世界 28位（日本 4位）、HPCGで世界 48位（日本 12位）にランキングさ

れ、2019 年 7～9 月の試験運用（無償期間）を経て、10 月から正式運用を開始した。本システムの全

1,368 ノードのうち 128 ノードには SSD を搭載し、特に高いファイル入出力性能を求められる処理に

も対応している。さらにそのうちの 16 ノードは外部接続用ノードとして利用者に提供することとし、学

術情報ネットワーク（SINET）を経由して、外部計算資源（サーバ、ストレージ、センサーなど）と直接

接続し、大量のデータをリアルタイムに処理することも可能としている。 

4 Society 5.0 と「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム 
  計算科学が「第三の科学（The Third Pillar of Science）」と呼ばれるようになって久しいが、近年は

様々なデータを活用することによって更に新しい科学を開拓する試みが始まっている。当センターの

システムの利用分野では、①工学・ものづくり、②地球科学・宇宙科学、③材料科学、が長年にわた

って利用時間の合計 80％以上を占めてきたが、当センター初の GPU 搭載システムとして 2017 年 4
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アアルルゴゴリリズズムム.

材材料料科科学学

工学・ものつくり

地球科学・宇宙科学

材料科学

エネルギー・物理学

情報科学：システム

情報科学：アルゴリズム
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月に運用を開始した Reedbush-H（データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム

GPU 搭載ノード群）は人工知能、医療画像処理を中心としたバイオインフォマティクスなどより多様な

分野で使用されている（図 2（b））。また、本来計算科学・計算工学用途を念頭において導入された

Oakforest-PACS（OFP）、Oakbridge-CX（OBCX）においても図 3（a,b）に示すようにデータ科学、バイ

オインフォマティクス分野の利用が多くなっている。 
 Society 5.0 とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ

ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）である。狩猟社

会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新

たな社会を指すもので、第 5 期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿とし

て初めて提唱された。 
 
(a)                                                         (b) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 実行ジョブノード時間の分野別比率（2019 年度）,（a）Reedbush-U（Intel 
Xeon/BDW）,（b）Reedbuah-H（Intel Xeon/BDW + NVIDIA Tesla P100（ノード当たり

2GPU）） 
 
(a)                                                         (b) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 実行ジョブノード時間の分野別比率（2019 年度, OBCX：2019 年 10 月～2020 年 9 月末）,（a）
Oakforest-PACS（OFP, Intel Xeon/Phi）, （b）Oakbridge-CX（OBCX, Intel Xeon Platinum 8280（Cas-
cade Lake） 

 
Society 5.0 の実現には IoT（Internet of Things）、ロボット、AI（人工知能）、ビッグデータといった社

会の在り方に影響を及ぼすデジタル革新・イノベーションが不可欠である。スーパーコンピューティン

グは、従来の計算科学・計算工学シミュレーションに加えて、データ科学、機械学習等の知見を融合

した新しい手法を適用することによって、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高

度に融合したシステムを形成し、Society 5.0 が目指す人間中心の社会の実現に大きく貢献すると期

待される。海外に目を向けてもアメリカエネルギー省のエクサスケールシステム計画の一つである

Aurora/A21 システムのホームページでは「シミュレーション（Simulation）＋データ（Data）＋学習

（Learning）（S+D+L）」の融合（「S+D+L」融合）が謳われている。 
  当センターでは 2015 年頃からこのような状況を想定し、「S+D+L」融合を実現するプラットフォーム

として「『計算・データ・学習』融合スーパーコンピュータシステム」（通称「BDEC（Big Data & Extreme 
Computing）システム」）構築を目指して、様々な研究開発を進めてきた。現在当センターで運用中の

Reedbush（データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータ, 2016 年 7 月運用開始）、Oak-
bridge-CX（大規模超並列スーパーコンピュータシステム, 同 2019 年 7 月）はいずれも「BDEC システ

ム」設計のためのプロトタイプ、実証システムとしても位置づけられている。 
「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステムは、2019 年 6 月 14 日に導入説明会、

2020 年 4 月 22 日に仕様書原案説明会、同 8 月 31 日に入札説明会を実施し、同 10 月 13 日に応

札締切、同 11 月 13 日に開札を実施し、富士通株式会社提案のシステムが採択となった。本システ

ム（Wisteria/BDEC-01）はシミュレーションノードの CPU として Fujitsu Processor A64FX（Arm v8.2-
A+SVE）を採用し、またデータ・学習ノードには演算加速装置として GPU（NVIDIA Tesla A100 
（Ampere）） が搭載されている。シミュレーションノード群（Wisteria-O（Odyssey））は 7,680 ノード、デ

ータ・学習ノード群（Wisteria-A（Aquarius））は 45 ノード、360GPU となっており、それぞれのピーク性

能は 25.9 PFLOPS、7.2PFLOPS である。この他、Lustre による共有ファイルシステム（25.8 PB）、高速

ファイルシステム（DDN SFA400NVXE, 1PB）を搭載している。2021 年 5 月 14 日に運用を開始する

予定である。 

5 ゲリラ豪雨予測のリアルタイム実証実験 
本実証実験は三好建正博士（理化学研究所）の研究チームを中心とした、理化学研究所、情報

通信研究機構、大阪大学、株式会社エムティーアイ、筑波大学、科学技術振興機構との共同研究

であり（https://www.riken.jp/pr/news/2020/20200821_1/）、「ビックデータ同化」の技術革新を創出し、

ゲリラ豪雨に代表される局地的な気象予測に応用して、30 秒毎に更新するリードタイム 30 分の天気

予報という画期的なシステムを、フェーズドアレイ気象レーダーおよび国内トップクラスのスーパーコ

ンピュータである Oakforest-PACS（JCAHPC）という次世代技術を駆使して実証実験し、広く防災・減

災に資するとともに、気象学的ブレークスルーをもたらす。超高解像度渦解像気象モデル SCALEに

局所アンサンブル変換カルマンフィルタLETKFを適用し、フェーズドアレイ気象レーダーのデータを

同化して、ゲリラ豪雨のリアルタイム予測実証を行う。本研究成果は、近年増大する突発的なゲリラ

豪雨などの降水リスクに対して、コンピュータ上の仮想世界と現実世界をリンクさせることで、超スマ

ート社会 Society5.0 の実現に貢献すると期待できる。研究では、スパコン上での大規模 I/O 削減、予

報モデル計算の高速化により、従来 10 分要していた計算時間を 20 秒程度にまで短縮し、約 30 倍

の高速化に成功した。更に、2017 年にさいたま市に設置された世界初の実用型「マルチパラメータ・

フェーズドアレイ気象レーダー（MP-
PAWR）」の観測データを即時にスパコ

ンに転送するデータ転送ソフトウェア、米

国国立環境予測センターの全球数値天

気予報システムの予報結果をリアルタイ

ムに取得し境界条件として使用する 4 重

入れ子モデルを含む、超高速降水予報

システムを開発し、雲の発生・発達・衰

弱・消滅などの気象学的なメカニズムを

考慮したシミュレーションによって、短時

間で発達するゲリラ豪雨の急激な変化を

捉えることに成功した。本研究の成果

は、2020 年 8 月 25 日～9 月 5 日
全体のワークフロー図 4 全体のフロー 
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月に運用を開始した Reedbush-H（データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム

GPU 搭載ノード群）は人工知能、医療画像処理を中心としたバイオインフォマティクスなどより多様な

分野で使用されている（図 2（b））。また、本来計算科学・計算工学用途を念頭において導入された

Oakforest-PACS（OFP）、Oakbridge-CX（OBCX）においても図 3（a,b）に示すようにデータ科学、バイ

オインフォマティクス分野の利用が多くなっている。 
 Society 5.0 とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ

ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）である。狩猟社

会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新

たな社会を指すもので、第 5 期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿とし

て初めて提唱された。 
 
(a)                                                         (b) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 実行ジョブノード時間の分野別比率（2019 年度）,（a）Reedbush-U（Intel 
Xeon/BDW）,（b）Reedbuah-H（Intel Xeon/BDW + NVIDIA Tesla P100（ノード当たり

2GPU）） 
 
(a)                                                         (b) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 実行ジョブノード時間の分野別比率（2019 年度, OBCX：2019 年 10 月～2020 年 9 月末）,（a）
Oakforest-PACS（OFP, Intel Xeon/Phi）, （b）Oakbridge-CX（OBCX, Intel Xeon Platinum 8280（Cas-
cade Lake） 

 
Society 5.0 の実現には IoT（Internet of Things）、ロボット、AI（人工知能）、ビッグデータといった社

会の在り方に影響を及ぼすデジタル革新・イノベーションが不可欠である。スーパーコンピューティン

グは、従来の計算科学・計算工学シミュレーションに加えて、データ科学、機械学習等の知見を融合

した新しい手法を適用することによって、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高

度に融合したシステムを形成し、Society 5.0 が目指す人間中心の社会の実現に大きく貢献すると期

待される。海外に目を向けてもアメリカエネルギー省のエクサスケールシステム計画の一つである

Aurora/A21 システムのホームページでは「シミュレーション（Simulation）＋データ（Data）＋学習

（Learning）（S+D+L）」の融合（「S+D+L」融合）が謳われている。 
  当センターでは 2015 年頃からこのような状況を想定し、「S+D+L」融合を実現するプラットフォーム

として「『計算・データ・学習』融合スーパーコンピュータシステム」（通称「BDEC（Big Data & Extreme 
Computing）システム」）構築を目指して、様々な研究開発を進めてきた。現在当センターで運用中の

Reedbush（データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータ, 2016 年 7 月運用開始）、Oak-
bridge-CX（大規模超並列スーパーコンピュータシステム, 同 2019 年 7 月）はいずれも「BDEC システ

ム」設計のためのプロトタイプ、実証システムとしても位置づけられている。 
「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステムは、2019 年 6 月 14 日に導入説明会、

2020 年 4 月 22 日に仕様書原案説明会、同 8 月 31 日に入札説明会を実施し、同 10 月 13 日に応

札締切、同 11 月 13 日に開札を実施し、富士通株式会社提案のシステムが採択となった。本システ

ム（Wisteria/BDEC-01）はシミュレーションノードの CPU として Fujitsu Processor A64FX（Arm v8.2-
A+SVE）を採用し、またデータ・学習ノードには演算加速装置として GPU（NVIDIA Tesla A100 
（Ampere）） が搭載されている。シミュレーションノード群（Wisteria-O（Odyssey））は 7,680 ノード、デ

ータ・学習ノード群（Wisteria-A（Aquarius））は 45 ノード、360GPU となっており、それぞれのピーク性

能は 25.9 PFLOPS、7.2PFLOPS である。この他、Lustre による共有ファイルシステム（25.8 PB）、高速

ファイルシステム（DDN SFA400NVXE, 1PB）を搭載している。2021 年 5 月 14 日に運用を開始する

予定である。 

5 ゲリラ豪雨予測のリアルタイム実証実験 
本実証実験は三好建正博士（理化学研究所）の研究チームを中心とした、理化学研究所、情報

通信研究機構、大阪大学、株式会社エムティーアイ、筑波大学、科学技術振興機構との共同研究

であり（https://www.riken.jp/pr/news/2020/20200821_1/）、「ビックデータ同化」の技術革新を創出し、

ゲリラ豪雨に代表される局地的な気象予測に応用して、30 秒毎に更新するリードタイム 30 分の天気

予報という画期的なシステムを、フェーズドアレイ気象レーダーおよび国内トップクラスのスーパーコ

ンピュータである Oakforest-PACS（JCAHPC）という次世代技術を駆使して実証実験し、広く防災・減

災に資するとともに、気象学的ブレークスルーをもたらす。超高解像度渦解像気象モデル SCALEに

局所アンサンブル変換カルマンフィルタLETKFを適用し、フェーズドアレイ気象レーダーのデータを

同化して、ゲリラ豪雨のリアルタイム予測実証を行う。本研究成果は、近年増大する突発的なゲリラ

豪雨などの降水リスクに対して、コンピュータ上の仮想世界と現実世界をリンクさせることで、超スマ

ート社会 Society5.0 の実現に貢献すると期待できる。研究では、スパコン上での大規模 I/O 削減、予

報モデル計算の高速化により、従来 10 分要していた計算時間を 20 秒程度にまで短縮し、約 30 倍

の高速化に成功した。更に、2017 年にさいたま市に設置された世界初の実用型「マルチパラメータ・

フェーズドアレイ気象レーダー（MP-
PAWR）」の観測データを即時にスパコ

ンに転送するデータ転送ソフトウェア、米

国国立環境予測センターの全球数値天

気予報システムの予報結果をリアルタイ

ムに取得し境界条件として使用する 4 重

入れ子モデルを含む、超高速降水予報

システムを開発し、雲の発生・発達・衰

弱・消滅などの気象学的なメカニズムを

考慮したシミュレーションによって、短時

間で発達するゲリラ豪雨の急激な変化を

捉えることに成功した。本研究の成果

は、2020 年 8 月 25 日～9 月 5 日
全体のワークフロー図 4 全体のフロー 
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（Tokyo2020 パラリンピック期間中(当初)）に首都圏に

おいて 30 秒ごとに更新する 30 分後までの超高速降

水予報のリアルタイム実証実験により実証され、スマ

フォアプリ「3D 雨雲ウォッチ」でも公開した。 

6 公募型研究プロジェクトの推進 
公募型研究プロジェクトとしては、「学際大規模情

報基盤共同利用・共同研究拠点  公募型共同研

究」、「スーパーコンピュータ若手・女性利用者推

薦」、「大規模 HPC チャレンジ」を実施した。 
2010 年 4 月より、北大、東北大、東大、東工大、名

古屋大、京大、阪大、九州大の大型スーパーコンピュータを有する 8 大学の情報基盤センターによ

る学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）が正式に発足し、活動を開始した 。本共

同利用・共同研究拠点は 8機関によるネットワーク型拠点であり、東京大学情報基盤センターはその

中核拠点である。 
2019 年度は、2018 年 12 月に公募型共同研究課題募集を開始し、2019 年 2 月に外部委員を含

む審査委員会による厳正な審査の結果、応募 70 課題のうち 58 課題が採択された。2020 年度は、

2019 年 12 月に課題募集を開始し、2020 年 2 月に審査し、応募 65 課題のうち 52 課題が採択され

た。 
東大情報基盤センターと共同研究を行うのはこのうち 18 課題であった。2013 年度からは JHPCN

公募型研究課題は HPCI の一部として実施されるようになった。また、2016 年度からは審査委員会

の承認により、萌芽型共同研究が認定されるようになった。2019 年度は 58 課題が採択され、そのう

ち 18 課題、2020 年度は 52 課題が採択され、そのうち 22 課題が東大情報基盤センターと共同研究

を行った。 
2018 年度報告会、2019 年度採択課題紹介を兼ねた第 11 回シンポジウムは 2019 年 7 月 11 日

（木）・12 日（金）に THE GRAND HALL（品川）で開催された。2020 年度の第 12 回シンポジウムは

2020 年 7 月 9日（木）にオンラインで開催され、オーラルセッションを Zoom ウェビナー形式で、ポス

ターセッションを Web による公開と slackによる質疑応答形式で実施した。 
「若手・女性利用者推薦（スーパーコンピュータ）」は、概ね 40 歳以下の若手研究者及び女性研

究者（学生を含む）を対象としており、採択された課題の計算機利用負担金（半年分）をセンターが

負担する。年 2 回公募し、年間でのべ 10 件程度の優れた研究提案を採択する。継続申請と再審査

の上で、最大で 1 年間の無料利用ができる。2015 年度からは、学部・大学院生を対象とし、主に夏

期におけるスパコン利用を想定したインターン制度を開始した。また、従来は個人を対象としていた

が、2015 年度からグループでの応募も可能となり、それぞれパーソナルコース、グループコースとし

ている。グループコースはインターン制度においても適用可能である。2019 年度は、前期 17 件、後

期 21 件の合計 38 件、2020 年度は、前期 28 件、後期 4 件の課題を採択した。 
東京大学情報基盤センターでは、スーパーコンピュータの大規模計算機資源を占有可能なサー

ビスを毎月実施してきた。2012 年度から Fujitsu PRIMEHPC FX10（Oakleaf-FX）の全 4,800 ノード

（76,800 コア、ピーク性能 1.13 PFLOPS）、2017 年度から SGI Rackable C1102-GP8（Reedbush-H） 
の全 120 ノード（4,320 コア＋240GPU、ピーク性能 1418.2TFLOPS）、Fujitsu PRIMERGY CX600 
M1/CX1640 M1（Oakforest-PACS）の全 8,208ノード（558,144コア、ピーク性能 25PFLOPS）、2019年
度は 12 月から、Fujitsu PRIMERGY CX400 M1/CX2550 M5（Oakbridge-CX）の 1,280 ノードを占有

できる「大規模HPCチャレンジ」を実施している。2019年度は全部で 5課題（Oakbridge-CX 1課題、

Oakforest-PACS 4 課題）が採択された。なお、2020 年度は、新型コロナウイルス対策で保守員が従

事できないことから実施を見送った。 

図 5 スマフォアプリ「3D 雨雲ウォッチ」
による表示例 

7 新公募型プロジェクト：萌芽共同研究公募課題 AI for HPC：Society 5.0 実

現へ向けた人工知能・データ科学による計算科学の高度化（試行） 
4．でも述べたように、従来の計算科学に加えて、スーパーコンピュータのデータ科学、機械学習、

AI などの分野での利用が盛んになっており、シミュレーション（Simulation）、データ（Data）、学習

（Learning）の融合（「S+D+L」融合）は、シミュレーションによる計算科学に新しい道を開き、Society 
5.0 実現への貢献とともに、ポストムーア時代に向けた新しい計算パラダイムとしても期待される。

（S+D+L）融合の実現、データ科学、機械学習、人工知能による計算科学の高度化を目指すため、

2020 年度から試行的に萌芽共同研究公募課題「AI for HPC：Society 5.0 実現へ向けた人工知能・

データ科学による計算科学の高度化（試行）」を実施した。Wisteria/BDEC-01 は、「S+D+L」融合を

実現するプラットフォームとして導入されるものであるが、2020 年度は OFP、OBCX、Reedbush-H、

Reedbush-L を対象として短期間（2020 年 12 月～2021 年 3 月）実施した。2020 年度は表 1 に示す１

課題を採択した。 
 

表1 萌芽共同研究公募課題AI for HPC：Society 5.0実現へ向けた人工知能・データ科学による計

算科学の高度化（試行） 2020年度採択課題 
課題代表者 
課題名・利用システム 概  要 

澤田洋平 
（東京大学工学系研

究科・准教授） 
 
「地球科学シミュレー

ションの不確実性定量

化の新展開」 
 
Oakforest-PACS
（OFP） 

スーパーコンピュータを用いたシミュレーションは地球科学における基

盤技術だが、地球科学シミュレーションには様々な不確実性が存在

し、その定量化と最小化が重要である。モデル選択、モデルパラメータ 
選択、初期条件の誤差、境界条件の誤差といった不確実性をもたらす

要因のうち、どの要因が結果を大きく左右するのかを明らかにした上

で、地球観測を用いて不確実性を効率よく最小化する不確実性定量

化 Uncertainty Quantification 手法の確立が求められている。本研究で

は、 スーパーコンピュータの性能を最大限に引き出して地球科学にお

ける最大計算規模のシミュレーションに対する不確実性定量化問題を

解く。陸域水文―生態系結合シミュレーションと、気象―洪水氾濫結合

シミュレーションを例として、あらゆる不確実性発生要因を考慮し、大量 
かつ多種類の観測データを使って大規模シミュレーションの不確実性

を最小化する手法を、アンサンブルシミュレーション、機械学習、デー

タ同化の融合により実現する。 
 

8 企業ユーザー利用支援 
2008 年度から、大規模高性能並列計算によるイノベーションと科学技術の発展に寄与することを

目的として、HA8000 システムの資源のうち最大 10％までを企業利用に有償で提供することとし、利

用規程の変更を含む制度の改定を実施し、2008 年 10 月より企業利用支援の制度を開始した。 
2012 年度からは企業利用サービスは Fujitsu PRIMEHPC FX10（Oakleaf-FX、2014 年度からは

Oakbridge-FX も含む）へ全面移行した。それに合わせてトライアルユース制度の整備を実施した。そ

の後、Reedbush-U システム（2016 年度）、Reedbush-H、Oakforest-PACS システム（2017 年度）、

Reedbush-L（2018 年度）、Oakbridge-CX（2019 年度）を提供の対象として、各年度 2 回の募集を実

施し、2019 年度には Reedbush-U 3 件、Oakforest-PACS 2 件の 5 件、2020 年度には Oakbridge-CX  
3 件、Oakforest-PACS 1 件の 4 件が採択された。 
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水予報のリアルタイム実証実験により実証され、スマ
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6 公募型研究プロジェクトの推進 
公募型研究プロジェクトとしては、「学際大規模情

報基盤共同利用・共同研究拠点  公募型共同研

究」、「スーパーコンピュータ若手・女性利用者推

薦」、「大規模 HPC チャレンジ」を実施した。 
2010 年 4 月より、北大、東北大、東大、東工大、名

古屋大、京大、阪大、九州大の大型スーパーコンピュータを有する 8 大学の情報基盤センターによ

る学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）が正式に発足し、活動を開始した 。本共

同利用・共同研究拠点は 8機関によるネットワーク型拠点であり、東京大学情報基盤センターはその

中核拠点である。 
2019 年度は、2018 年 12 月に公募型共同研究課題募集を開始し、2019 年 2 月に外部委員を含

む審査委員会による厳正な審査の結果、応募 70 課題のうち 58 課題が採択された。2020 年度は、

2019 年 12 月に課題募集を開始し、2020 年 2 月に審査し、応募 65 課題のうち 52 課題が採択され

た。 
東大情報基盤センターと共同研究を行うのはこのうち 18 課題であった。2013 年度からは JHPCN

公募型研究課題は HPCI の一部として実施されるようになった。また、2016 年度からは審査委員会

の承認により、萌芽型共同研究が認定されるようになった。2019 年度は 58 課題が採択され、そのう

ち 18 課題、2020 年度は 52 課題が採択され、そのうち 22 課題が東大情報基盤センターと共同研究

を行った。 
2018 年度報告会、2019 年度採択課題紹介を兼ねた第 11 回シンポジウムは 2019 年 7 月 11 日

（木）・12 日（金）に THE GRAND HALL（品川）で開催された。2020 年度の第 12 回シンポジウムは
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1 2019年度のシステム整備状況

本部門で提供しているスーパーコンピュータシステムのサービスについて、2019 年度のシステム
整備状況を以下に述べる。

2019年度は柏キャンパス（第二総合研究棟）の Fujitsu Oakforest-PACS、加えて 2019年 7 月より
運用を開始した Fujitsu Oakbridge-CX 及び、本郷キャンパス（本センター）の HPE Reedbush-U/H/L
スーパーコンピュータシステムの合計 5式のスーパーコンピュータの運用を行った。

1.1 Oakbridge-CXサービス開始

Oakbridge-CX は各計算ノードにインテル Xeon プロセッサ(CascadeLake) を搭載し、インターコネ
クトにインテル Omni-Path を採用したシステムである。2019年 7月 1日より試験運用を開始し、10月
1日から正式サービスを行った。Oakbrige-CXは計算ノードの一部に SSDを搭載し、特に高いファイ
ル入出力性能を求められる処理にも対応する。

1.1.1 ハードウェア 

ハードウェア諸元は以下のとおりである。

表 1. Oakbrige-CXのハードウェア諸元（全体） 

項目 諸元

総理論演算性能 6.61 PFlops
総ノード数 1,368 (内、SSD搭載ノードは 128ノード)
総主記憶容量 256.5 TiB
ネットワークトポロジー Full-bisection Fat Tree

並列

ファイル

システム

サーバ (OSS) DDN ES18K
サーバ(OSS)数 2
容量 12.4 PB
転送速度 193.9 GB/sec

表 2. Oakbridge-CXのハードウェア諸元（ノード構成）

項目 諸元

マシン名 Fujitsu PRIMERGY CX2560 M5 Fujitsu PRIMERGY CX2560 M5
ノード数 1240 128

CPU

プロセッサ名 Intel Xeon Platinum 8280 (CascadeLake)
プロセッサ数

(コア数)
2 (28+28)

周波数 2.7 GHz
理論演算性能 4.8384 TFlops

9 講習会・広報活動 

基礎的な並列プログラミング教育を目的とした、国内に例を見ないユニークな取り組みとして始め

た「お試しアカウント付きスパコン利用講習会」がある。2019 年度は同講習会を 15 回実施した。2020
年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、Zoom によるオンライン開催となったが 20 回実施し、

多くは後日視聴できるよう動画を公開している。その他、「國家理論科学中心數學組「高效能計算 」
短期課程 Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using OpenMP/OpenACC for 
Multicore/Manycore Systems」（2019 年 7 月 16 日～19 日、2020 年度はオンラインで 2020 年 8 月 22
日、29 日、9 月 5 日に開催）、「國家理論科學研究中心數學組 Taiwan Mathematics School 2020：
Parallel Finite Element Method using Supercomputer」 （2020 年 2 月 21 日～25日）を國立臺灣大學

（National Taiwan University, NTU）で開催。 
2019 年度、2020 年度は広報誌「スーパーコンピューティングニュース」を各年度 6 回ずつ発行し

た。 

10 その他イベント 

2019年度は、2019年 10月 25日・26日に実施された柏キャンパス一般公開に参加、2020年度は

2020年 10月 17日～31日に新型コロナウイルス感染防止に配慮してオンライン開催に参加し、動画

を公開、10 月 23 日・24 日には Web 会議システムを用いて参加者から質問を受け付けた。その他、

本郷地区、柏地区合わせて 2019 年度は 5 件の施設来訪があり、情報交換、施設見学を実施した。

（2020 年度は来訪なし） 
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SSD
容量

－

1.6 TB (NVMe)
読み出し性能 3.20 GB/sec
書き込み性能 1.32 GB/sec

 

図 1．Oakbridge-CXの構成

1.1.2 ソフトウェア 

ソフトウェア諸元は以下のとおりである。

表 3. Oakbrige-CXのソフトウェア諸元 

項目 諸元

OS Red Hat Enterprise Linux 7、CentOS 7

コンパイラ
GNU コンパイラ

Intel コンパイラ(Fortran77/90/95/2003/2008、C、C++)
メッセージ通信

ライブラリ
Intel MPI、Open MPI、Intel Omni-Path Fabric Software

ライブラリ

Intel社製ライブラリ(MKL)(BLAS、CBLAS)、その他(LAPACK、Sca-
LAPACK、SuperLU、 SuperLU MT、 SuperLU DIST、METIS、MT-
METIS、ParMETIS、Scotch、PT-Scotch、PETSc、Trillinos、FFTW、
GNU Scientific Library、NetCDF、Parallel netCDF、HDF5、CMake、
Anaconda、 Xabclib、ppOpen-HPC、ppOpen-AT、MassiveThreads)

アプリケーション

mpijava、OpenFOAM、ABINIT-MP、PHASE、FrontFlow/blue、Fron-
tISTR、REVOCAP-Coupler、REVOCAP-Refiner、OpenMX、xTAPP、
AkaiKKR、MODYLAS、ALPS、feram、GROMACS、BLAST、R pack-
ages、bioconductor、BioPerl、BioRuby、BWA、GATK、SAMtools、
Quantum ESPRESSO、Xcrypt、Paraview、Vislt、POV-Ray

フリーソフトウェア
autoconf、automake、bash、bzip2、cvs、emacs、findutils、gawk、gdb、
make、grep、gnuplot、gzip、less、m4、python、perl、ruby、sed、subver-
sion、tar、tcsh、tcl、zsh、FUSE、git など

コンテナ仮想化 singularity

1.1.3 ジョブクラス制限値 

ジョブクラス制限値は以下のとおりである。最大 256ノードのジョブ実行が可能である。

表 4. Oakbridge-CXジョブクラス制限値

※トークン消費係数は 1.00 である。 

※括弧内のノード時間は付与するトークン量。実行したジョブのノード時間積と消費係数に応じてトークンが消費される。 

付与したトークンは，利用期間内に全量が使用できることを保証するものではない。 

トークンは利用期間内に限り有効とし，利用終了後に残量がある場合でも繰越や利用負担金の返還は行わない。 

トークンの他のシステムへの移行については，「トークン移行におけるノード時間積の換算表」を参照。 

※ノード固定の申し込みには審査を要する。 

※/home のディスク容量はパーソナルコースやグループコースに複数所属していても利用者当り 50GB固定。 

コース 
負担金額（税込） 

ディスク容量 備考 
大学・公共機関等 企業 

パーソナルコース 

申込 1セット当り， 

最大 3セットまで 

100,000円 

（8,640 ノード時間） 

 申込 1セット当り 

/work 4TB 

利用者当り 

/home 50GB 

最大ノード数 256 ノード 

グ
ル
ー
プ
コ
ー
ス 

一般申込 

申込 1セット当り 

100,000円 

（8,640 ノード時間） 

申込 1セット当り 

120,000円 

（8,640 ノード時間） 
グループ 1セット当り 

/work 4TB 

利用者当り 

/home 50GB 

最大ノード数 256 ノード 

ノード固定 

申込 1セット当り 

150,000円 

（8,640 ノード時間） 

申込 1セット当り 

180,000円 

（8,640 ノード時間） 

トークン追加 
8,400円 

（720 ノード時間） 

10,000円 

（720 ノード時間） 
  

ディスク追加 6,480円／（1TB*年）  
1TB単位で申込可 

（/workのみ） 
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最大 3セットまで 
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（8,640 ノード時間） 

 申込 1セット当り 

/work 4TB 

利用者当り 

/home 50GB 

最大ノード数 256 ノード 

グ
ル
ー
プ
コ
ー
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一般申込 

申込 1セット当り 

100,000円 
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申込 1セット当り 
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トークン追加 
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10,000円 

（720 ノード時間） 
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（/workのみ） 
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1.2 2019年度のサービスに係わる変更

1.2.1 資源提供

HPCI（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）の一般利用区分 20 課題に対し、
Oakforest-PACSを 19課題 2395.3ノード/年（20,695,430時間）、Reedbush-Uを 1課題 18.0ノード/年
（155,520 時間）、HPCI の重点的利用区分（ポスト「京」研究開発枠）の 28 課題に対し、Oakforest-
PACSを 24課題 904.7ノード/年（7,816,565時間）、Reedbush-Uを 4課題 29.7ノード/年（256,500時
間）、Reedbush-Hを 2課題 8.6 ノード/年（74,120時間）、Reedbush-Lを 1課題 4.0 ノード/年（34,560
時間）、Oakbridge-CXを 3課題 15.5ノード/年（133,680時間）の資源提供を行った。
また JHPCN（学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点）採択の 16 課題に対し、Oakforest-

PACS を 11 課題 186.7 ノード/年（1,613,020時間）、Reedbush-U を 5 課題 24 ノード/年（207,605 時
間）、Reedbush-H を 5 課題 17.8 ノード/年（154,062 時間）、Reedbush-L を 8 課題 13.9 ノード/年
（120,389時間）、Oakbridge-CXを 5課題 11.8ノード/年（101,836時間）の資源提供を行った。

1.2.2 RIST（高度情報科学技術研究機構）から提供されたアプリケーションのインストール

HPCI 利用支援の一環として、RIST により整備されたアプリケーションソフトウェア（HΦ, MO-
DYLAS, NTChem, OpenMX, SALMON, SMASH）を Oakforest-PACS, Reedbush それぞれについて
6月より公開した。

1.2.3 Oakbridge-CX HyperWorks提供開始

2019年 10月１日より Oakbridge-CXにて、統合 CAEプラットフォーム HyperWorksの提供を開始
した。利用対象者および提供ソフトウェアは以下のとおりである。

利用対象者

・ 国内アカデミックユーザ（大学、短大、大学校、高専等に所属の方）

企業や官公庁研究機関に所属の方、および海外アカデミックユーザはライセンス契約上ご利用に

なれません。グループコース利用においてはユーザ毎に所属を区別します。不正利用が発覚した場

合はグループ利用停止等の措置を取らせていただきますのでご注意ください。

※ライセンス個別購入による下記ソフトウェアの利用も可能です（企業や官公庁研究機関に

所属の方を含む）。ご希望の方は uketsuke@cc.u-tokyo.ac.jp までお問い合わせください。

提供ソフトウェア

・ HyperMesh：高速・高性能汎用 CAEモデリング
・ HyperView：ポスト処理と可視化環境
・ AcuFieldView：AcuSolveのための CFD ポストプロセッサー
・ OptiStruct：構造解析・構造最適化ソルバー
・ Radioss：非線形・衝撃解析・連成解析ソルバー
・ AcuSolve：熱流体（CFD）解析ソルバー
・ FEKO：高周波電磁界（EM）解析ソルバー
・ Flux：低周波電磁場 /熱シミュレーションソフトウェア

利用方法等の詳細は、Oakbridge-CX利用支援ポータル「ドキュメント閲覧」-「HyperWorks利用方
法」のページをご覧ください。

1.2.4 Reedbush-L l-debugキュー新設

Reedbush-L の状況を鑑みて、11 月 29 日（金）月末処理終了後よりデバッグの際に利用するため
の短時間ジョブ用のキューとして l-debugキューを新設した。詳細は以下のとおりである。

◆ l-debug キュー
-並列数（ノード数） ： 1～4
-制限(経過)時間 ： 30分
- メモリー容量(GB) ： 244

1.2.5 Reedbush MPIコンパイラのデフォルトオプションの変更

Reedbushにおいて 12月 20日（金）月末処理終了後より以下のモジュールの MPIコンパイラのデ
フォルトオプションから「-fPIC」オプションを除外し、必要に応じて追加するよう変更した。

・ mvapich2/gdr/2.3a/gnu  (mpicc,mpicxx,mpif77,mpif90,mpifort)
・ mvapich2/gdr/2.3a/pgi  (mpicc,mpicxx,mpif77,mpif90,mpifort)

1.2.6 Reedbush 高速ファイルキャッシュシステム IME利用方法の変更

Reedbushシステムにおいて高速ファイルキャッシュシステム IMEの利用方法を変更した。

Reedbush システムにおける高速ファイルキャッシュシステム(DDN IME)のご利用にあたっては、こ
れまで利用者様に事前のお申し込みを行っていただいておりました。この度 12月 20日（金）月末処
理終了後より IME を事前のお申し込みが無くても Reedbush 全利用者様が使用できるようサービス
変更させていただきました。

IME利用に際して、追加のご負担金等は発生いたしませんが、利用方法が /lustreなど通常のファ
イルシステムと異なっておりますので、ご利用前に必ず以下の資料をご確認ください。

・ Reedbush 利用支援ポータル「IME（高速キャッシュファイルシステム）利用の手引き」
(https://reedbush-www.cc.u-tokyo.ac.jp/man/documents/ime-manual-20180702.pdf)

1.2.7 Reedbush モジュール変更

Reedbushシステムにおいて Infiniband ドライバの更新とMPIライブラリの再構築を以下のとおり実
施した。

Reedbushシステムにおいて、3月 31日(火) 9:00からの年度末作業において Infiniband ドライバ
の更新を実施しました。これに伴い旧ドライバを使用して作成されたMPIライブラリ(Open MPI、
MVAPICH2、HPC-X)及び、それらを利用してビルドされたアプリケーションを廃止し、新しく構築し
直されています。

3月以前に上記のMPIライブラリを利用してビルドされたプログラムは、新しいMPIライブラリで再
ビルドしていただくようお願いいたします。

廃止及び追加モジュール等の詳細は Reedbush 利用支援ポータルをご覧ください。
・ Reedbush 利用支援ポータル「ドキュメント閲覧」-「Reedbush システムモジュール変更の
お知らせ」 (https://reedbush-www.cc.u-tokyo.ac.jp/)
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の短時間ジョブ用のキューとして l-debugキューを新設した。詳細は以下のとおりである。
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1.3 教育利用 

前年度に引き続き、教育利用のためのシステム提供 (Oakbridge-CX、Oakforest-PACS または
Reedbush-U、Reedbush-H スーパーコンピュータシステム) を無料で行い、並列プログラミング教育と
して１５件の利用があった。

Oakbridge-CX利用
・東京大学情報理工学系研究科 「科学技術計算 II、コンピュータ科学アライアンス特別講義Ⅱ、
ハイブリッド分散並列コンピューティング」

Oakforest-PACS利用
・東京大学工学研究科「電気電子工学博士演習」

・東京大学大気海洋研究所「第 13回地球気候系の診断に関わるバーチャルラボラトリーの
形成講習会（第 13回 VL講習会）」
・東京大学工学系研究科 「電子系工学専攻修士実験２０１９Ｓ１」

Reedbush-U利用
・東京大学工学系研究科 「実践的シュミレーションソフトウェア開発演習」

・東京大学情報理工学系研究科 「コンピュータ科学特別講義 I、科学技術計算 I、スレッド並列
コンピューティング 「科学技術計算のためのマルチコアプログラミング入門」」

・工学院大学情報学部 「並列・分散システム」

・東京大学工学研究科「電気電子工学博士演習」

Reedbush-H利用
・東京大学大学院医学系研究科「２０１９ クライオ EM講習会」

Reedbush-U, Reedbush-H利用
・臺灣大學數學科學中心「Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using
 OpenMP/OpenACC for Multicore/Manycore Systems」
・東京大学工学部・工学系研究科 「計算科学概論」

・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅠ」

・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅡ」

Oakforest-PACS,  Reedbush-H利用
・東京大学工学部・工学系研究科 (前期) 「スパコンプログラミング(1) ，スパコンプログラミング(I)」
・東京大学工学部・工学系研究科 (後期) 「スパコンプログラミング(1) ，スパコンプログラミング(I)」

2 2020年度のシステム整備状況

本部門で提供しているスーパーコンピュータシステムのサービスについて、2020 年度のシステム
整備状況を以下に述べる。

2020年度は柏キャンパス（第二総合研究棟）の Fujitsu Oakbridge-CX、Fujitsu Oakforest-PACS及
び、本郷キャンパス（本センター）の HPE Reedbush-U/H/Lスーパーコンピュータシステムの合計 5式
のスーパーコンピュータの運用を行った。このうち HPE Reedbush-U は 2020年 6月末をもって運用
を終了した。

2.1 2020年度のサービスに係わる変更

2.1.1 資源提供

HPCIの一般利用区分 30課題に対し、Oakbridge-CXを 8課題 132.8ノード/年（1,147,000時間）、
Oakforest-PACSを 22課題 2343.0ノード/年（20,243,520時間）、HPCIの重点的利用区分（「富岳」成
果創出加速プログラム）の 12 課題に対し、Oakbridge-CX を 5 課題 67.2 ノード/年（581,000 時間）、
Oakforest-PACS を 8 課題 957.0 ノード/年（8,268,480 時間）、Reedbush-H を 4 課題 23.7 ノード/年
（204,930時間）、Reedbush-L を 2課題 8.8 ノード/年（76,090時間）、HPCIの臨時利用区分（新型コ
ロナウイルス感染症対応 HPCI 臨時公募）6 課題に対し、Oakbridge-CX を 3 課題 36.8 ノード/年
（317,760時間）、Oakforest-PACSを 3課題 91.0ノード/年（786,000時間）の資源提供を行った。
また JHPCN 採択の 21 課題に対し、Oakbridge-CX を 13 課題 49.5 ノード/年（427,849 時間）、

Oakforest-PACS を 12 課題 231.0 ノード/年（1,995,637 時間）、Reedbush-H を 8 課題 21.0 ノード/年
（181,424時間）、Reedbush-Lを 6課題 11.1ノード/年（96,041時間）の資源提供を行った。

2.1.2 Oakbridge-CX show_moduleコマンド導入

Oakbridge-CXにおいて利用可能なアプリケーション/ライブラリを一覧表示する show_module コマ
ンドを 7月 31日（金）の保守作業で導入した。

※実行例(ヘルプの表示)
$ show_module --help
show_module: 1.0 2020/07/31

Usage: show_module [-a]

Options:
-a                        Show all available module list

2.1.3 Oakforest-PACS show_module コマンド導入

Oakforest-PACSにおいて利用可能なアプリケーション/ライブラリを一覧表示する show_module コ
マンドを 9月 25日（金）～9月 28日（月）の保守作業で導入した。

※実行例(ヘルプの表示)
$ show_module --help
show_module: 1.0 2020/09/25

Usage: show_module [-a]

Options:
-a                        Show all available module list

2.1.4 Oakbridge-CX バルクサブジョブ同時実行制限の変更について

Oakbridge-CXシステムでは、混雑緩和策の一環として 11月 17日(火)に以下の変更を実施した。

◆バルクサブジョブ同時実行制限数

パーソナルコース １口 64  → 16
パーソナルコース ２口 128 → 16
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して１５件の利用があった。

Oakbridge-CX利用
・東京大学情報理工学系研究科 「科学技術計算 II、コンピュータ科学アライアンス特別講義Ⅱ、
ハイブリッド分散並列コンピューティング」

Oakforest-PACS利用
・東京大学工学研究科「電気電子工学博士演習」

・東京大学大気海洋研究所「第 13回地球気候系の診断に関わるバーチャルラボラトリーの
形成講習会（第 13回 VL講習会）」
・東京大学工学系研究科 「電子系工学専攻修士実験２０１９Ｓ１」

Reedbush-U利用
・東京大学工学系研究科 「実践的シュミレーションソフトウェア開発演習」

・東京大学情報理工学系研究科 「コンピュータ科学特別講義 I、科学技術計算 I、スレッド並列
コンピューティング 「科学技術計算のためのマルチコアプログラミング入門」」

・工学院大学情報学部 「並列・分散システム」

・東京大学工学研究科「電気電子工学博士演習」

Reedbush-H利用
・東京大学大学院医学系研究科「２０１９ クライオ EM講習会」

Reedbush-U, Reedbush-H利用
・臺灣大學數學科學中心「Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using
 OpenMP/OpenACC for Multicore/Manycore Systems」
・東京大学工学部・工学系研究科 「計算科学概論」

・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅠ」

・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅡ」

Oakforest-PACS,  Reedbush-H利用
・東京大学工学部・工学系研究科 (前期) 「スパコンプログラミング(1) ，スパコンプログラミング(I)」
・東京大学工学部・工学系研究科 (後期) 「スパコンプログラミング(1) ，スパコンプログラミング(I)」

2 2020年度のシステム整備状況

本部門で提供しているスーパーコンピュータシステムのサービスについて、2020 年度のシステム
整備状況を以下に述べる。

2020年度は柏キャンパス（第二総合研究棟）の Fujitsu Oakbridge-CX、Fujitsu Oakforest-PACS及
び、本郷キャンパス（本センター）の HPE Reedbush-U/H/Lスーパーコンピュータシステムの合計 5式
のスーパーコンピュータの運用を行った。このうち HPE Reedbush-U は 2020年 6月末をもって運用
を終了した。

2.1 2020年度のサービスに係わる変更

2.1.1 資源提供

HPCIの一般利用区分 30課題に対し、Oakbridge-CXを 8課題 132.8ノード/年（1,147,000時間）、
Oakforest-PACSを 22課題 2343.0ノード/年（20,243,520時間）、HPCIの重点的利用区分（「富岳」成
果創出加速プログラム）の 12 課題に対し、Oakbridge-CX を 5 課題 67.2 ノード/年（581,000 時間）、
Oakforest-PACS を 8 課題 957.0 ノード/年（8,268,480 時間）、Reedbush-H を 4 課題 23.7 ノード/年
（204,930時間）、Reedbush-L を 2課題 8.8 ノード/年（76,090時間）、HPCIの臨時利用区分（新型コ
ロナウイルス感染症対応 HPCI 臨時公募）6 課題に対し、Oakbridge-CX を 3 課題 36.8 ノード/年
（317,760時間）、Oakforest-PACSを 3課題 91.0ノード/年（786,000時間）の資源提供を行った。
また JHPCN 採択の 21 課題に対し、Oakbridge-CX を 13 課題 49.5 ノード/年（427,849 時間）、

Oakforest-PACS を 12 課題 231.0 ノード/年（1,995,637 時間）、Reedbush-H を 8 課題 21.0 ノード/年
（181,424時間）、Reedbush-Lを 6課題 11.1ノード/年（96,041時間）の資源提供を行った。

2.1.2 Oakbridge-CX show_moduleコマンド導入

Oakbridge-CXにおいて利用可能なアプリケーション/ライブラリを一覧表示する show_module コマ
ンドを 7月 31日（金）の保守作業で導入した。

※実行例(ヘルプの表示)
$ show_module --help
show_module: 1.0 2020/07/31

Usage: show_module [-a]

Options:
-a                        Show all available module list

2.1.3 Oakforest-PACS show_module コマンド導入

Oakforest-PACSにおいて利用可能なアプリケーション/ライブラリを一覧表示する show_module コ
マンドを 9月 25日（金）～9月 28日（月）の保守作業で導入した。

※実行例(ヘルプの表示)
$ show_module --help
show_module: 1.0 2020/09/25

Usage: show_module [-a]

Options:
-a                        Show all available module list

2.1.4 Oakbridge-CX バルクサブジョブ同時実行制限の変更について

Oakbridge-CXシステムでは、混雑緩和策の一環として 11月 17日(火)に以下の変更を実施した。

◆バルクサブジョブ同時実行制限数

パーソナルコース １口 64  → 16
パーソナルコース ２口 128 → 16
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パーソナルコース ３口 192 → 16
グループコース      256 → 16

2.1.5 Oakbridge-CX ジョブ情報表示コマンドへの SSD利用状況表示機能追加

ジョブ状況を表示するコマンド（pjstat wrapper）で、SSDの利用状況を確認できる機能を追加した。

※実行例
$ pjstat --nodeuse
RSCGRP Ratio Used/Total
debug/interactive **----------------------- 7% 9/128
short ***************---------- 58% 42/72
regular ************************- 93% 985/1063(SSD:1/56)
※追加：SSD利用数/SSDノード数

2.2 教育利用 

前年度に引き続き、教育利用のためのシステム提供 (Oakbridge-CX、Oakforest-PACS または
Reedbush-U、Reedbush-H スーパーコンピュータシステム) を無料で行い、並列プログラミング教育と
して１７件の利用があった。

Oakbridge-CX利用
・東京大学情報理工学系研究科「コンピュータ科学特別講義 I、科学技術計算 I、スレッド並列
コンピューティング「科学技術計算のためのマルチコアプログラミング入門」」(オンライン)
・東京大学情報理工学系研究科 「科学技術計算 II、コンピュータ科学アライアンス特別講義Ⅱ、
ハイブリッド分散並列コンピューティング」(オンライン)
・東京大学工学部・工学系研究科 「計算科学概論」

・臺灣大學數學科學中心 「Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using
OpenMP/OpenACC for Multicore/Manycore Systems」
・東京大学工学系研究科 「実践的シュミレーションソフトウェア開発演習」

・工学院大学情報学部 「並列・分散システム」

・東京大学情報理工学系研究科「並列数値計算論」

・理化学研究所計算科学研究センター「RIKEN International HPC Summer School 2020 - Toward 
Society 5.0 -」
・東京大学地震研究所「計算地震工学（E）」

Oakforest-PACS利用
・東京大学工学系研究科 「電子系工学専攻修士実験２０２０Ｓ１」

・東京大学社会科学研究所「High Performance Computing with R (291313-03)」

Reedbush-U利用
・東京大学工学部・工学系研究科 「材料量子モデリング入門」

Reedbush-H利用
・東京大学大学院医学系研究科「２０２０ クライオ EM講習会」

・東京大学工学部・工学系研究科「材料量子モデリング入門」

Oakbridge-CX, Oakforest-PACS  利用
・岡山大学環境生命科学研究科「大規模数値計算論」

Reedbush-U, Reedbush-H利用
・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅠ」

・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅡ」

3 2021年度のシステム整備計画

データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム(2020年 6月末に運用を終えた
Reedbush-U、2021年 11月末をもって運用を終了する予定の Reedbush-H/L)の後継機として、次の
とおり新システムの導入を予定している。

・ 「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム

（Wisteria/BDEC-01 ，2021年 5月運用開始）

資源提供について、HPCIの一般利用区分 21課題に対し、Oakbridge-CXを 11課題 174.4ノー
ド/年（1,506,704時間）、Oakforest-PACSを 11課題 1098.3ノード/年（9,488,912時間）を予定してい
る。また JHPCNの 21課題に対し、Wisteria-Oを 8課題 48.1ノード/年（415,553時間）、Wisteria-A
を 10課題 26.0 GPU/年（224,560時間）、Oakbridge-CXを 11課題 41.1ノード/年（355,429時間）、
Oakforest-PACSを 10課題 118.6ノード/年（1,024,697時間）、Reedbush-Hを 2課題 3.8ノード/年
（32,547時間）、Reedbush-Lを 2課題 2.6ノード/年（22,799時間）を予定している。

4 専門委員会報告

本センター運営委員会のもとにスーパーコンピューティング専門委員会を設置し、全国共同利用

スーパーコンピュータシステム及びその運用に関する事項について、企画、立案及び審議を行って

いる。2019年度及び 2020年度に開催した同専門委員会の主な議事内容は以下のとおりである。

第 26回スーパーコンピューティング専門委員会

日時 : 2020年 1月 6日 (月)  10：30～
議題 : ・TOKYO 2020 期間中のゲリラ豪雨予測について

・Reedbush-H/L スーパーコンピュータシステムのサービス延長について
・スーパーコンピューターシステム利用規程別表の改正について

・「若手・女性利用者推薦」実施要領の改正について

・スーパーコンピューターシステム利用規程に関する補則の改正について

・内規および申し合わせの廃止について

・今後のスーパーコンピュータシステム調達・導入計画について

・Reedbush システム利用アンケート結果
・スーパーコンピューティングニュース（冊子）の配付先について

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会報告

・若手・女性利用者推薦（スーパーコンピュータ）報告

・スーパーコンピュータシステム教育利用報告

・企業利用報告

・大規模 HPCチャレンジ実施報告
・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点報告
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パーソナルコース ３口 192 → 16
グループコース      256 → 16

2.1.5 Oakbridge-CX ジョブ情報表示コマンドへの SSD利用状況表示機能追加

ジョブ状況を表示するコマンド（pjstat wrapper）で、SSDの利用状況を確認できる機能を追加した。

※実行例
$ pjstat --nodeuse
RSCGRP Ratio Used/Total
debug/interactive **----------------------- 7% 9/128
short ***************---------- 58% 42/72
regular ************************- 93% 985/1063(SSD:1/56)
※追加：SSD利用数/SSDノード数

2.2 教育利用 

前年度に引き続き、教育利用のためのシステム提供 (Oakbridge-CX、Oakforest-PACS または
Reedbush-U、Reedbush-H スーパーコンピュータシステム) を無料で行い、並列プログラミング教育と
して１７件の利用があった。

Oakbridge-CX利用
・東京大学情報理工学系研究科「コンピュータ科学特別講義 I、科学技術計算 I、スレッド並列
コンピューティング「科学技術計算のためのマルチコアプログラミング入門」」(オンライン)
・東京大学情報理工学系研究科 「科学技術計算 II、コンピュータ科学アライアンス特別講義Ⅱ、
ハイブリッド分散並列コンピューティング」(オンライン)
・東京大学工学部・工学系研究科 「計算科学概論」

・臺灣大學數學科學中心 「Advanced Course on Multi-Threaded Parallel Programming using
OpenMP/OpenACC for Multicore/Manycore Systems」
・東京大学工学系研究科 「実践的シュミレーションソフトウェア開発演習」

・工学院大学情報学部 「並列・分散システム」

・東京大学情報理工学系研究科「並列数値計算論」

・理化学研究所計算科学研究センター「RIKEN International HPC Summer School 2020 - Toward 
Society 5.0 -」
・東京大学地震研究所「計算地震工学（E）」

Oakforest-PACS利用
・東京大学工学系研究科 「電子系工学専攻修士実験２０２０Ｓ１」

・東京大学社会科学研究所「High Performance Computing with R (291313-03)」

Reedbush-U利用
・東京大学工学部・工学系研究科 「材料量子モデリング入門」

Reedbush-H利用
・東京大学大学院医学系研究科「２０２０ クライオ EM講習会」

・東京大学工学部・工学系研究科「材料量子モデリング入門」

Oakbridge-CX, Oakforest-PACS  利用
・岡山大学環境生命科学研究科「大規模数値計算論」

Reedbush-U, Reedbush-H利用
・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅠ」

・東京大学情報理工学系研究科 「計算科学プログラミングⅡ」

3 2021年度のシステム整備計画

データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム(2020年 6月末に運用を終えた
Reedbush-U、2021年 11月末をもって運用を終了する予定の Reedbush-H/L)の後継機として、次の
とおり新システムの導入を予定している。

・ 「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム

（Wisteria/BDEC-01 ，2021年 5月運用開始）

資源提供について、HPCIの一般利用区分 21課題に対し、Oakbridge-CXを 11課題 174.4ノー
ド/年（1,506,704時間）、Oakforest-PACSを 11課題 1098.3ノード/年（9,488,912時間）を予定してい
る。また JHPCNの 21課題に対し、Wisteria-Oを 8課題 48.1ノード/年（415,553時間）、Wisteria-A
を 10課題 26.0 GPU/年（224,560時間）、Oakbridge-CXを 11課題 41.1ノード/年（355,429時間）、
Oakforest-PACSを 10課題 118.6ノード/年（1,024,697時間）、Reedbush-Hを 2課題 3.8ノード/年
（32,547時間）、Reedbush-Lを 2課題 2.6ノード/年（22,799時間）を予定している。

4 専門委員会報告

本センター運営委員会のもとにスーパーコンピューティング専門委員会を設置し、全国共同利用

スーパーコンピュータシステム及びその運用に関する事項について、企画、立案及び審議を行って

いる。2019年度及び 2020年度に開催した同専門委員会の主な議事内容は以下のとおりである。

第 26回スーパーコンピューティング専門委員会

日時 : 2020年 1月 6日 (月)  10：30～
議題 : ・TOKYO 2020 期間中のゲリラ豪雨予測について

・Reedbush-H/L スーパーコンピュータシステムのサービス延長について
・スーパーコンピューターシステム利用規程別表の改正について

・「若手・女性利用者推薦」実施要領の改正について

・スーパーコンピューターシステム利用規程に関する補則の改正について

・内規および申し合わせの廃止について

・今後のスーパーコンピュータシステム調達・導入計画について

・Reedbush システム利用アンケート結果
・スーパーコンピューティングニュース（冊子）の配付先について

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会報告

・若手・女性利用者推薦（スーパーコンピュータ）報告

・スーパーコンピュータシステム教育利用報告

・企業利用報告

・大規模 HPCチャレンジ実施報告
・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点報告
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・HPCI利用課題報告・
・先進スーパーコンピューティング環境研究会（ASE研究会）報告
・スーパーコンピューティング部門決算・予算報告

・プログラム相談状況

・システム利用状況報告

・その他

なお、2019年度は利用規程等改正のため、以下のメール審議が行われた。
日時 : 2019年 5月 28日 (火) ～ 6月 4日 (火)  
議題 : 「Oakbridge-CX に係る利用規程および利用負担金改正

(利用規程別表５、６の制定及びトライアルユース実施要領別表の改定)」
日時 : 2019年 9月 27日 (金) ～ 10月 4日 (金)  
議題 : 「Oakbridge-CX 利用規程別表等改定（申込単位変更）

(利用規程別表５、６及びトライアルユース実施要領別表の改定)」

第 27回スーパーコンピューティング専門委員会

日時 : 2021年 1月 13日 (水)  10：30～
議題 : ・スーパーコンピューターシステム利用規程別表（利用負担金）の改正について

・Wisteria/BDEC-01導入に伴う若手・女性利用者推薦
及びトライアルユース実施要領の改正について

・萌芽共同研究公募の企業に関する応募資格について

・現状のスーパーコンピュータシステム及び今後の計画について

・ゲリラ豪雨予報(リアルタイム実証実験)への対応について
・COVID-19に関する対応について
・ジョブ実行時間制限に関するアンケート結果

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会報告

・若手・女性利用者推薦(スーパーコンピュータ)報告
・スーパーコンピュータシステム教育利用報告

・企業利用報告

・大規模 HPCチャレンジ実施報告
・萌芽共同研究公募報告

・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点報告

・HPCI 利用課題報告
・JCAHPCセミナー報告
・先進スーパーコンピューティング環境研究会（ASE研究会）報告
・スーパーコンピューティング部門決算・予算報告

・プログラム相談状況

・システム利用状況報告

・柏 II キャンパスへの移転について
・mdx の状況について
・その他

なお、2020年度は利用規程等改正のため、以下のメール審議が行われた。
日時 : 2021年 1月 14日 (木) ～ 1月 18日 (月)  
議題 : 「Wisteria/BDEC-01 に係る利用規程改正

(利用規程別表７、８の制定及びトークン移行におけるノード時間積の換算表の改定、
トライアルユース実施要領別表の改定)」

5 スーパーコンピューターシステム利用規程の改正

5.1 2019年度の利用負担金の改正

Reedbush、Oakforest-PACSおよび Oakbridge-CXの各システムのパーソナルコースおよびグルー
プコースの新規申込時に選択できるトークンの単位を 1 ノード月（720 ノード時間）から選択可能とな
るように変更し、併せて、ジョブ実行において消費されるトークンの消費係数について廃止する改正

を行った。

5.1.1 Reedbushスーパーコンピュータシステムの負担金改正（規程別表 1,2）

Reedbush-U/H/L利用負担金表

改正後（新規設置）

パーソナルコース

最小セット 【大学・公共機関等 6,300 円】（トークン 1 ヶ月分の金額, 1 ヶ月分単位の申込可）

トークン 720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム 1 TB
利用期間 当該年度末まで

グループコース（一般申込）

Reedbush-U/H/L 最小セット 【大学・公共機関等 6,300 円】

（トークン 1 ヶ月分の金額, 1 ヶ月分単位の申込可)
トークン 720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 1 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

グループコース（ノード固定（Reedbush-U、Reedbush-H、Reedbush-L））
最小セット 【大学・公共機関等 9,400 円(U)、22,500 円(H)、37,500 円(L)】

（トークン 1 ヶ月分の金額, 1 ヶ月分単位の申込可）

トークン(U) 720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)
トークン(H) 1,800 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当×2.5)
トークン(L) 2,880 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当×4.0)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 1 TB(U)、4 TB(H/L)
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

ディスク容量追加 
並列ファイルシステム 1TB につき 【6,480 円/年】

トークン追加

【大学・公共機関等 6,300 円】

720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)

5.1.2 Oakforest-PACS スーパーコンピュータシステムの負担金改正（規程別表 3,4）

Oakforest-PACS利用負担金表

改正後（新規設置）

パーソナルコース

最小セット 【大学・公共機関等 4,200 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム 1 TB
利用期間 当該年度末まで
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・HPCI利用課題報告・
・先進スーパーコンピューティング環境研究会（ASE研究会）報告
・スーパーコンピューティング部門決算・予算報告

・プログラム相談状況

・システム利用状況報告

・その他

なお、2019年度は利用規程等改正のため、以下のメール審議が行われた。
日時 : 2019年 5月 28日 (火) ～ 6月 4日 (火)  
議題 : 「Oakbridge-CX に係る利用規程および利用負担金改正

(利用規程別表５、６の制定及びトライアルユース実施要領別表の改定)」
日時 : 2019年 9月 27日 (金) ～ 10月 4日 (金)  
議題 : 「Oakbridge-CX 利用規程別表等改定（申込単位変更）

(利用規程別表５、６及びトライアルユース実施要領別表の改定)」

第 27回スーパーコンピューティング専門委員会

日時 : 2021年 1月 13日 (水)  10：30～
議題 : ・スーパーコンピューターシステム利用規程別表（利用負担金）の改正について

・Wisteria/BDEC-01導入に伴う若手・女性利用者推薦
及びトライアルユース実施要領の改正について

・萌芽共同研究公募の企業に関する応募資格について

・現状のスーパーコンピュータシステム及び今後の計画について

・ゲリラ豪雨予報(リアルタイム実証実験)への対応について
・COVID-19に関する対応について
・ジョブ実行時間制限に関するアンケート結果

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会報告

・若手・女性利用者推薦(スーパーコンピュータ)報告
・スーパーコンピュータシステム教育利用報告

・企業利用報告

・大規模 HPCチャレンジ実施報告
・萌芽共同研究公募報告

・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点報告

・HPCI 利用課題報告
・JCAHPCセミナー報告
・先進スーパーコンピューティング環境研究会（ASE研究会）報告
・スーパーコンピューティング部門決算・予算報告

・プログラム相談状況

・システム利用状況報告

・柏 II キャンパスへの移転について
・mdx の状況について
・その他

なお、2020年度は利用規程等改正のため、以下のメール審議が行われた。
日時 : 2021年 1月 14日 (木) ～ 1月 18日 (月)  
議題 : 「Wisteria/BDEC-01 に係る利用規程改正

(利用規程別表７、８の制定及びトークン移行におけるノード時間積の換算表の改定、
トライアルユース実施要領別表の改定)」

5 スーパーコンピューターシステム利用規程の改正

5.1 2019年度の利用負担金の改正

Reedbush、Oakforest-PACSおよび Oakbridge-CXの各システムのパーソナルコースおよびグルー
プコースの新規申込時に選択できるトークンの単位を 1 ノード月（720 ノード時間）から選択可能とな
るように変更し、併せて、ジョブ実行において消費されるトークンの消費係数について廃止する改正

を行った。

5.1.1 Reedbushスーパーコンピュータシステムの負担金改正（規程別表 1,2）

Reedbush-U/H/L利用負担金表

改正後（新規設置）

パーソナルコース

最小セット 【大学・公共機関等 6,300 円】（トークン 1 ヶ月分の金額, 1 ヶ月分単位の申込可）

トークン 720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム 1 TB
利用期間 当該年度末まで

グループコース（一般申込）

Reedbush-U/H/L 最小セット 【大学・公共機関等 6,300 円】

（トークン 1 ヶ月分の金額, 1 ヶ月分単位の申込可)
トークン 720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 1 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

グループコース（ノード固定（Reedbush-U、Reedbush-H、Reedbush-L））
最小セット 【大学・公共機関等 9,400 円(U)、22,500 円(H)、37,500 円(L)】

（トークン 1 ヶ月分の金額, 1 ヶ月分単位の申込可）

トークン(U) 720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)
トークン(H) 1,800 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当×2.5)
トークン(L) 2,880 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当×4.0)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 1 TB(U)、4 TB(H/L)
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

ディスク容量追加 
並列ファイルシステム 1TB につき 【6,480 円/年】

トークン追加

【大学・公共機関等 6,300 円】

720 ノード時間( Reedbush-U ノード時間 1 ノード×30 日相当)

5.1.2 Oakforest-PACS スーパーコンピュータシステムの負担金改正（規程別表 3,4）

Oakforest-PACS利用負担金表

改正後（新規設置）

パーソナルコース

最小セット 【大学・公共機関等 4,200 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム 1 TB
利用期間 当該年度末まで
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グループコース

最小セット 【大学・公共機関等 4,200 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 1 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

ディスク容量追加

並列ファイルシステム 1TB につき 【6,480 円/年】
トークン追加

【大学・公共機関等 4,200 円，企業 5,000 円】

720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)

5.1.3 Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムの負担金改正（規程別表 5,6）

Oakbridge-CX 利用負担金表

改正後（新規設置）

パーソナルコース

最小セット 【大学・公共機関等 8,400 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム 4 TB
利用期間 当該年度末まで

グループコース

最小セット 【大学・公共機関等 8,400 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 4 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

グループコース（ノード固定）

最小セット 【大学・公共機関等 12,500 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 4 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

ディスク容量追加

並列ファイルシステム 1TB につき 【6,480 円/年】
トークン追加

【大学・公共機関等 8,400 円】

720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)

5.2 2021年度に向けての利用負担金の改正

Wisteria/BDEC-01の 2021 年 5月 14 日からの運用開始に伴い、新しく利用負担金を制定した。
なお、Wisteria/BDEC-01 においては「ノード時間・ノード年」ではなく、「トークン」という表記を用いる
こととした。 また、Oakbridge-CX に優先利用向けノード群を設置することに伴い、優先利用向けトー
クン消費係数を設定した。これらは 2021年 4月から適用する。

5.2.1 Wisteria/BDEC-01利用負担金制定 (規定別表 7,8)

  利用負担金表にWisteria/BDEC-01を追加するとともに、トライアルユースの利用負担金表にも追
加した。

Wisteria/BDEC-01 利用負担金表

改正後（新規設置）

一般申込

Wisteria-O/A 基本 セット（年額）【大学・公共機関等 60,000 円】

（複数セット申込可, 利用 期間は 1 ヶ月単位で設定可 ）

トークン量 8,640 トークン (24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり )
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

公募制度による申込（Wisteria-O）
Wisteria-O 基本 セット（年額）【大学・公共機関等 60,000 円, 企業 72 ,000 円】

（複数セット申込可, 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可）

トークン量 8,640 トークン (24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり)
トークン消費係数 1.00 (1 ノード当たり)※

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15%程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

公募制度による申込（Wisteria-A）
Wisteria-A 基本セット（年額）【大学・公共機関等 180,000 円, 企業 216 ,000 円】

（複数セット申込可, 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可 ）

トークン量 25,920 トークン (1GPU、24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり)
トークン消費係数 3.00 (1 GPU 当たり)
ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 6 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

GPU専有申込
Wisteria-A 1GPU セット（年額）【大学・公共機関等 270,000 円, 企業 324 ,000 円】

（最大 7GPU まで , 申込単位は下表参照 , 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可）

トークン量 25,920 トークン (1GPU、24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり)
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※, Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 6 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

GPU数 トークン量 大学・公共機関等 企業 

1 25,920 270,000円 324,000円 

2 51,840 540,000円 648,000円 

4 103,680 1,080,000円 1,296,000円 

ノード固定

Wisteria-A 基本セット（年額）【大学・公共機関等 2,160 ,000 円, 企業 2,592 ,000 円】

（1 ノード 8GPU 1 年分 , 1 セットのみ申込可 , 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可 ）

トークン量 207,360 トークン (8GPU、24 時間×360 日相当)
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15%程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 48 TB
利用登録番号数 制限なし
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グループコース

最小セット 【大学・公共機関等 4,200 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 1 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

ディスク容量追加

並列ファイルシステム 1TB につき 【6,480 円/年】
トークン追加

【大学・公共機関等 4,200 円，企業 5,000 円】

720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)

5.1.3 Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムの負担金改正（規程別表 5,6）

Oakbridge-CX 利用負担金表

改正後（新規設置）

パーソナルコース

最小セット 【大学・公共機関等 8,400 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム 4 TB
利用期間 当該年度末まで

グループコース

最小セット 【大学・公共機関等 8,400 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 4 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

グループコース（ノード固定）

最小セット 【大学・公共機関等 12,500 円】

トークン 720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)
ディスク容量 並列ファイルシステム グループにつき 4 TB
利用期間 当該年度末まで

利用登録番号数 制限なし

ディスク容量追加

並列ファイルシステム 1TB につき 【6,480 円/年】
トークン追加

【大学・公共機関等 8,400 円】

720 ノード時間(1 ノード×30 日相当)

5.2 2021年度に向けての利用負担金の改正

Wisteria/BDEC-01の 2021 年 5月 14 日からの運用開始に伴い、新しく利用負担金を制定した。
なお、Wisteria/BDEC-01 においては「ノード時間・ノード年」ではなく、「トークン」という表記を用いる
こととした。 また、Oakbridge-CX に優先利用向けノード群を設置することに伴い、優先利用向けトー
クン消費係数を設定した。これらは 2021年 4月から適用する。

5.2.1 Wisteria/BDEC-01利用負担金制定 (規定別表 7,8)

  利用負担金表にWisteria/BDEC-01を追加するとともに、トライアルユースの利用負担金表にも追
加した。

Wisteria/BDEC-01 利用負担金表

改正後（新規設置）

一般申込

Wisteria-O/A 基本 セット（年額）【大学・公共機関等 60,000 円】

（複数セット申込可, 利用 期間は 1 ヶ月単位で設定可 ）

トークン量 8,640 トークン (24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり )
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

公募制度による申込（Wisteria-O）
Wisteria-O 基本 セット（年額）【大学・公共機関等 60,000 円, 企業 72 ,000 円】

（複数セット申込可, 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可）

トークン量 8,640 トークン (24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり)
トークン消費係数 1.00 (1 ノード当たり)※

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15%程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

公募制度による申込（Wisteria-A）
Wisteria-A 基本セット（年額）【大学・公共機関等 180,000 円, 企業 216 ,000 円】

（複数セット申込可, 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可 ）

トークン量 25,920 トークン (1GPU、24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり)
トークン消費係数 3.00 (1 GPU 当たり)
ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 6 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

GPU専有申込
Wisteria-A 1GPU セット（年額）【大学・公共機関等 270,000 円, 企業 324 ,000 円】

（最大 7GPU まで , 申込単位は下表参照 , 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可）

トークン量 25,920 トークン (1GPU、24 時間×360 日相当 , 1 セット当たり)
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※, Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 6 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

GPU数 トークン量 大学・公共機関等 企業 

1 25,920 270,000円 324,000円 

2 51,840 540,000円 648,000円 

4 103,680 1,080,000円 1,296,000円 

ノード固定

Wisteria-A 基本セット（年額）【大学・公共機関等 2,160 ,000 円, 企業 2,592 ,000 円】

（1 ノード 8GPU 1 年分 , 1 セットのみ申込可 , 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可 ）

トークン量 207,360 トークン (8GPU、24 時間×360 日相当)
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15%程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 48 TB
利用登録番号数 制限なし
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ディスク容量追加

共有ファイルシステム 1 TB につき 【6,480 円/年】

トークン追加

【大学・公共機関等 5,000 円， 企業 6,000 円】720 トークン (24 時間×30 日相当 )

トライアルユース利用負担金表（Wisteria/BDEC-01）

改正後（新規設置）

有償トライアルユース(大学・公共機関等、企業)
Wisteria-O/A 基本 セット【大学・公共機関等 13,500 円/年、企業 16,200 円/年】

（9 ヶ月分）（最大 6 セットまで）

トークン量 6,480 トークン (1 ノード×270 日相当 , 1 セット当たり )
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

無償トライアルユース(企業)
Wisteria-O/A 基本 セット【企業 0 円/3 ヶ月】（最大 6 セットまで）

トークン量 2,160 トークン (1 ノード×90 日相当 , 1 セット当たり )
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数   制限なし

トークン追加（12ヶ月分まで）
【大学・公共機関等 1,500 円， 企業 1,800 円】 720 ノード時間（1 ノード×30 日相当）

 

 

5.2.2 優先利用向けノード群の設置(規定別表 5,6)

Oakbridge-CX における高い利用率を受け、優先利用向けノード群を設置したことに伴い、パー

ソナルコース、グループコース、グループコース（ノード固定）、有償トライアルユース（パーソナルコ

ース・グループコース）、無償トライアルユース（グループコース）の各コースに優先利用向け消費係

数を設定した。

Oakbridge-CX利用負担金表

改正前 改正後

パーソナルコース・グループコース・グループコ

ース（ノード固定）

パーソナルコースグループコース・グループコー

ス（ノード固定）

トークン消費係数 1.00 ※
※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)
を全体の 15%程度設ける

トライアルユース利用負担金表（Oakbridge-CX システム）

改正前 改正後

有償トライアルユース（パーソナルコース・グル

ープコース）、無償トライアルユース（グループコ

ース）

有償トライアルユース（パーソナルコース・グルー

プコース）、無償トライアルユース（グループコー

ス）

トークン消費係数 1.00 ※
※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)
を全体の 15%程度設ける

5.3 2019 年度の実施要領の改正、利用規程に関する補則の改正、内規及び申し合わせ
の廃止

「若手・女性利用者推薦」の 2020 年度募集要項の改正に伴い、実施要領についても改正し、記
載内容が古い箇所についても更新を行った。また、「若手・女性利用者推薦」制度変更および特定

のシステムに限定しない記述へ修正したことに伴い、所要の改正を行った。さらに「東京大学情報基

盤センタープログラム指導員内規」及び「東京大学スーパーコンピューター利用連絡所申し合わせ」

を廃止した。

5.3.1 2019年度 若手・女性利用者推薦 実施要領の改正

2020 年度募集要項の改正（１．利用期間を 1 年とする応募も可能とする。２．継続課題を

廃止し全て新規課題として採択する。）に伴い、関連条文の改正を行った。

5.3.2 2019年度 利用規程に関する補則の改正

利用規程に関する補則から、特定のシステム名「FX10」を削除する改正を行った。

5.3.3 2019年度 内規及び申し合わせの廃止

「東京大学情報基盤センタープログラム指導員内規」について、2007 年度以降、本制度に

よるプログラム指導員の設置は行っておらず、今後も設置の必要はないため廃止した。また

「東京大学スーパーコンピューター利用連絡所申し合わせ」についても、他の大学等研究機

関に設置する連絡所の事務として定められている利用申請承認書やスパコンニュースの配布

については、2019年度時点で本センターが単独で行っており、今後も設置の必要はないため

廃止した。

5.4 2020年度の実施要領の改正

本センターでは「パーソナルコース」と「グループコース」の２つのコースを基本としたサービス運用

を行っているが、両コースにおいては実質負担金当たりの資源量に変わりがないため、既存システム

では両コースを残し、2021年 5月に導入される Wisteria/BDEC-01以降のシステムでは「パーソナル
コース」を設置しない方向でサービス設計を行う方針を採ることとした。それに伴い、若手・女性利用

者推薦について実施要領を改正した。
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ディスク容量追加

共有ファイルシステム 1 TB につき 【6,480 円/年】

トークン追加

【大学・公共機関等 5,000 円， 企業 6,000 円】720 トークン (24 時間×30 日相当 )

トライアルユース利用負担金表（Wisteria/BDEC-01）

改正後（新規設置）

有償トライアルユース(大学・公共機関等、企業)
Wisteria-O/A 基本 セット【大学・公共機関等 13,500 円/年、企業 16,200 円/年】

（9 ヶ月分）（最大 6 セットまで）

トークン量 6,480 トークン (1 ノード×270 日相当 , 1 セット当たり )
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数 制限なし

無償トライアルユース(企業)
Wisteria-O/A 基本 セット【企業 0 円/3 ヶ月】（最大 6 セットまで）

トークン量 2,160 トークン (1 ノード×90 日相当 , 1 セット当たり )
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1 ノード当たり)※、Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり)

※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)を全体の 15% 程度設ける

ディスク容量 共有ファイルシステム グループにつき 2 TB (1 セット当たり)
利用登録番号数   制限なし

トークン追加（12ヶ月分まで）
【大学・公共機関等 1,500 円， 企業 1,800 円】 720 ノード時間（1 ノード×30 日相当）

 

 

5.2.2 優先利用向けノード群の設置(規定別表 5,6)

Oakbridge-CX における高い利用率を受け、優先利用向けノード群を設置したことに伴い、パー

ソナルコース、グループコース、グループコース（ノード固定）、有償トライアルユース（パーソナルコ

ース・グループコース）、無償トライアルユース（グループコース）の各コースに優先利用向け消費係

数を設定した。

Oakbridge-CX利用負担金表

改正前 改正後

パーソナルコース・グループコース・グループコ

ース（ノード固定）

パーソナルコースグループコース・グループコー

ス（ノード固定）

トークン消費係数 1.00 ※
※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)
を全体の 15%程度設ける

トライアルユース利用負担金表（Oakbridge-CX システム）

改正前 改正後

有償トライアルユース（パーソナルコース・グル

ープコース）、無償トライアルユース（グループコ

ース）

有償トライアルユース（パーソナルコース・グルー

プコース）、無償トライアルユース（グループコー

ス）

トークン消費係数 1.00 ※
※ 消費係数 1.50 のノード群 (優先利用向け)
を全体の 15%程度設ける

5.3 2019 年度の実施要領の改正、利用規程に関する補則の改正、内規及び申し合わせ
の廃止

「若手・女性利用者推薦」の 2020 年度募集要項の改正に伴い、実施要領についても改正し、記
載内容が古い箇所についても更新を行った。また、「若手・女性利用者推薦」制度変更および特定

のシステムに限定しない記述へ修正したことに伴い、所要の改正を行った。さらに「東京大学情報基

盤センタープログラム指導員内規」及び「東京大学スーパーコンピューター利用連絡所申し合わせ」

を廃止した。

5.3.1 2019年度 若手・女性利用者推薦 実施要領の改正

2020 年度募集要項の改正（１．利用期間を 1 年とする応募も可能とする。２．継続課題を

廃止し全て新規課題として採択する。）に伴い、関連条文の改正を行った。

5.3.2 2019年度 利用規程に関する補則の改正

利用規程に関する補則から、特定のシステム名「FX10」を削除する改正を行った。

5.3.3 2019年度 内規及び申し合わせの廃止

「東京大学情報基盤センタープログラム指導員内規」について、2007 年度以降、本制度に

よるプログラム指導員の設置は行っておらず、今後も設置の必要はないため廃止した。また

「東京大学スーパーコンピューター利用連絡所申し合わせ」についても、他の大学等研究機

関に設置する連絡所の事務として定められている利用申請承認書やスパコンニュースの配布

については、2019年度時点で本センターが単独で行っており、今後も設置の必要はないため

廃止した。

5.4 2020年度の実施要領の改正

本センターでは「パーソナルコース」と「グループコース」の２つのコースを基本としたサービス運用

を行っているが、両コースにおいては実質負担金当たりの資源量に変わりがないため、既存システム

では両コースを残し、2021年 5月に導入される Wisteria/BDEC-01以降のシステムでは「パーソナル
コース」を設置しない方向でサービス設計を行う方針を採ることとした。それに伴い、若手・女性利用

者推薦について実施要領を改正した。
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5.4.1 2020年度 若手・女性利用者推薦 実施要領の改正

Wisteria/BDEC-01 以降のシステムで「パーソナルコース」が廃止されることに伴い、実施要領で規
定されている「パーソナルコース」を「パーソナル課題」に、「グループコース」を「グループ課題」に表

記を変更する改正を行った。

6 システム利用状況

2019年度及び 2020年度における各システムにおけるジョブ処理状況を以下に示す。
ノード利用率について、Oakbrige-CX はサービス開始当初は低い利用率であったが、その後利用が

伸び、2020年 12月に 80％を超えた。Oakforest-PACSは 11月以降 70%台で推移し、3月には 90%
を超える高い利用率に達した。Reedbush-U はサービス終了の前年度においても 80％を超える高い
利用率の月があった。Reedbush-Hは 2020年度の 3月に 85％に達した。Reedbush-Lは年が明けて
から利用率が 70%を超えて推移し、3月に 87%に達した。

6.1 Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Oakbridge-CXジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 － － － － － － － －

201905 － － － － － － － －

201906 － － － － － － － －

201907 263 64
4,195
  

368
85,669 121 262,062 26.8 95

415,334 

201908 361 79
3,377
  

361
59,048 153 433,971 57.6 153

2,390,289 

201909 337 83 4,634
14

301
91,667 83 488,727 62.0 99

4,135,511 

201910 445 70 4,603
0

302
22,159 129 195,762 20.1 198

5,102,808 

201911 480 95 4,759
2

379
20,085 162 261,169 27.4 185

5,891,232 

201912 529 114 5,019
1

276
26,914 138 371,203 37.6 393

14,788,166 

202001 562 117 5,831
0

377
32,698 141 294,689 30.2 495

15,790,227 

202002 587 115 5,299
0

326
20,493 181 414,952 45.6 610

17,504,878 

202003 588 98 4,785
1

464
26,064 317 680,984 70.7 586

16,978,662 

合計
42,502

18
3,154

384,797 1,425 3,403,519
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5.4.1 2020年度 若手・女性利用者推薦 実施要領の改正

Wisteria/BDEC-01 以降のシステムで「パーソナルコース」が廃止されることに伴い、実施要領で規
定されている「パーソナルコース」を「パーソナル課題」に、「グループコース」を「グループ課題」に表

記を変更する改正を行った。

6 システム利用状況

2019年度及び 2020年度における各システムにおけるジョブ処理状況を以下に示す。
ノード利用率について、Oakbrige-CX はサービス開始当初は低い利用率であったが、その後利用が

伸び、2020年 12月に 80％を超えた。Oakforest-PACSは 11月以降 70%台で推移し、3月には 90%
を超える高い利用率に達した。Reedbush-U はサービス終了の前年度においても 80％を超える高い
利用率の月があった。Reedbush-Hは 2020年度の 3月に 85％に達した。Reedbush-Lは年が明けて
から利用率が 70%を超えて推移し、3月に 87%に達した。

6.1 Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Oakbridge-CXジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 － － － － － － － －

201905 － － － － － － － －

201906 － － － － － － － －

201907 263 64
4,195
  

368
85,669 121 262,062 26.8 95

415,334 

201908 361 79
3,377
  

361
59,048 153 433,971 57.6 153

2,390,289 

201909 337 83 4,634
14

301
91,667 83 488,727 62.0 99

4,135,511 

201910 445 70 4,603
0

302
22,159 129 195,762 20.1 198

5,102,808 

201911 480 95 4,759
2

379
20,085 162 261,169 27.4 185

5,891,232 

201912 529 114 5,019
1

276
26,914 138 371,203 37.6 393

14,788,166 

202001 562 117 5,831
0

377
32,698 141 294,689 30.2 495

15,790,227 

202002 587 115 5,299
0

326
20,493 181 414,952 45.6 610

17,504,878 

202003 588 98 4,785
1

464
26,064 317 680,984 70.7 586

16,978,662 

合計
42,502

18
3,154

384,797 1,425 3,403,519
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Oakbridge-CXジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/ work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 1,092 147 5,802
20

789
16,434 354 233,086 27.9 647

16,881,212 

202005 1,127 215 7,937
71

1,324
39,551 709 496,108 52.2 684

17,588,622 

202006 1,298 217 8,669
156

1,242
132,825 936 607,896 66.1 1,000

24,529,271 

202007 1,378 347 18,263
118

1,760
80,506 1,179 668,610 70.4 1,340

23,582,558 

202008 1,371 295 8,780
67

1,450
63,090 949 498,413 69.0 1,350

25,301,247 

202009 1,535 299 11,804
48

1,152
80,846 740 630,436 75.8 1,399

26,814,117 

202010 1,250 254 13,972
102

1,841
87,992 829 732,192 77.4 1,468

28,961,173 

202011 1,241 268 13,169
13

2,707
47,307 980 716,567 79.9 1,472

31,304,992 

202012 1,214 241 11,452
56

1,475
75,087 860 768,743 82.9 1,467

30,959,739 

202101 1,105 215 10,238
49

1,601
64,441 982 754,704 81.7 1,302

29,461,688 

202102 1,110 161 7,326
117

2,215
40,336 893 591,306 69.2 1,328

30,698,034 

202103 1,080 170 7,803
67

1,373
63,001 671 591,775 62.8 1,392

26,816,952 

合計
125,215

884
18,929

791,416 10,082 7,289,836

6.2 Oakforest-PACS スーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Oakforest-PACSジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 1,954 446 10,972
208

560
98,570 242 4,413,130 77.1 3,130

3,752,207 

201905 1,875 454 11,762
146

525
36,800 156 4,752,681 79.2 2,962

3,549,322 

201906 1,617 409 12,594
270

726
69,196 236 3,907,590 69.8 2,837

3,869,613 

201907 1,576 423 13,070
321

411
83,528 131 3,466,098 59.8 3,043

4,437,448 

201908 1,604 395 8,227
95

290
47,167 72 2,551,643 64.8 3,232

4,639,620 

201909 1,666 468 10,804
249

1,338
46,191 215 3,905,966 77.4 3,377

4,839,917 

201910 1,734 483 13,519
341

468
63,874 320 3,372,187 58.2 3,460

5,035,415 

201911 1,616 456 13,103
457

208
51,790 151 4,040,952 72.2 3,683

5,277,714 

201912 1,618 454 14,180
470

437
72,460 214 4,901,470 81.8 3,659

5,615,226 

202001 1,598 445 11,965
408

378
48,545 217 4,990,626 86.2 3,725

6,034,310 

202002 1,629 424 10,772
359

401
47,509 192 4,770,095 88.8 3,850

6,253,958 

202003 1,598 401 11,791
536

533
64,010 196 5,581,379 94.0 3,761

6,408,220 

合計
142,759

3,860
6,275

729,640 2,342 50,653,817 
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Oakbridge-CXジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/ work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 1,092 147 5,802
20

789
16,434 354 233,086 27.9 647

16,881,212 

202005 1,127 215 7,937
71

1,324
39,551 709 496,108 52.2 684

17,588,622 

202006 1,298 217 8,669
156

1,242
132,825 936 607,896 66.1 1,000

24,529,271 

202007 1,378 347 18,263
118

1,760
80,506 1,179 668,610 70.4 1,340

23,582,558 

202008 1,371 295 8,780
67

1,450
63,090 949 498,413 69.0 1,350

25,301,247 

202009 1,535 299 11,804
48

1,152
80,846 740 630,436 75.8 1,399

26,814,117 

202010 1,250 254 13,972
102

1,841
87,992 829 732,192 77.4 1,468

28,961,173 

202011 1,241 268 13,169
13

2,707
47,307 980 716,567 79.9 1,472

31,304,992 

202012 1,214 241 11,452
56

1,475
75,087 860 768,743 82.9 1,467

30,959,739 

202101 1,105 215 10,238
49

1,601
64,441 982 754,704 81.7 1,302

29,461,688 

202102 1,110 161 7,326
117

2,215
40,336 893 591,306 69.2 1,328

30,698,034 

202103 1,080 170 7,803
67

1,373
63,001 671 591,775 62.8 1,392

26,816,952 

合計
125,215

884
18,929

791,416 10,082 7,289,836

6.2 Oakforest-PACS スーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Oakforest-PACSジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 1,954 446 10,972
208

560
98,570 242 4,413,130 77.1 3,130

3,752,207 

201905 1,875 454 11,762
146

525
36,800 156 4,752,681 79.2 2,962

3,549,322 

201906 1,617 409 12,594
270

726
69,196 236 3,907,590 69.8 2,837

3,869,613 

201907 1,576 423 13,070
321

411
83,528 131 3,466,098 59.8 3,043

4,437,448 

201908 1,604 395 8,227
95

290
47,167 72 2,551,643 64.8 3,232

4,639,620 

201909 1,666 468 10,804
249

1,338
46,191 215 3,905,966 77.4 3,377

4,839,917 

201910 1,734 483 13,519
341

468
63,874 320 3,372,187 58.2 3,460

5,035,415 

201911 1,616 456 13,103
457

208
51,790 151 4,040,952 72.2 3,683

5,277,714 

201912 1,618 454 14,180
470

437
72,460 214 4,901,470 81.8 3,659

5,615,226 

202001 1,598 445 11,965
408

378
48,545 217 4,990,626 86.2 3,725

6,034,310 

202002 1,629 424 10,772
359

401
47,509 192 4,770,095 88.8 3,850

6,253,958 

202003 1,598 401 11,791
536

533
64,010 196 5,581,379 94.0 3,761

6,408,220 

合計
142,759

3,860
6,275

729,640 2,342 50,653,817 
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Oakforest-PACSジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 1,885 464 9,576
461

253
38,464 214 2,840,983 53.9 3,927

6,326,936

202005 1,802 446 9,554
247

254
59,496 152 3,571,465 59.5 3,220

5,455,455

202006 1,611 455 11,840
151

358
47,010 161 3,415,672 58.9 3,361

5,858,067

202007 1,622 410 12,928
343

327
52,585 163 4,121,263 72.0 3,446

5,996,751

202008 1,617 401 12,139
315

618
83,908 514 4,726,977 80.5 3,854

6,332,050

202009 1,732 420 9,811
293

795
52,222 1,390 4,125,115 78.5 3,964

6,299,074

202010 1,766 522 12,023
191

464
52,938 710 4,437,924 74.0 4,179

6,492,672

202011 1,822 461 13,149
251

256
65,413 125 4,468,068 78.0 4,107

6,618,475

202012 1,789 471 13,407
419

375
99,699 149 4,837,811 80.8 4,189

6,634,466

202101 1,804 475 12,636
495

556
210,638 233 5,112,137 85.2 4,236

6,512,605

202102 1,786 431 11,384
314

282
79,481 197 4,733,131 87.3 4,343

6,581,603

202103 1,727 472 12,986
384

302
271,840 174 5,484,594 91.7 4,325

6,629,043

合計
141,433

3,864
4,840

1,113,694 4,182 51,875,140 

6.3 Reedbush-Uスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Reedbush-Uジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク

ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 1,523 312 6,023
72 10,057 19 158,355 61.2 133

528,956

201905 1,651 350 6,549
99 14,367 30 218,602 80.7 110

298,182

201906 1,368 415 7,091
221 10,640 53 138,002 52.9 122

309,531

201907 1,377 448 8,803
207 18,790 40 174,021 64.2 131

335,883

201908 1,356 262 5,850
221 8,738 61 121,728 59.0 138

361,872

201909 1,378 258 5,870
135 8,078 23 183,405 80.9 145

404,288

201910 1,256 312 7,778
305 10,210 82 184,602 75.5 153

423,068

201911 1,294 333 8,566
321 10,305 44 178,090 68.0 168

460,973

201912 1,254 324 8,563
240 12,750 36 203,904 75.3 176

520,955

202001 1,241 316 9,461
325 12,649 23 227,303 83.9 186

541,491

202002 1,237 273 5,826
91 9,846 26 209,897 82.9 183

616,806

202003 1,217 227 5,185
131 11,844 45 216,745 80.8 184

604,794

合計
85,565
2,368 138,274 482 2,214,654

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-U/H/Lで共通

Reedbush-Uジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク

ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 － －
4,124

60 1,890 22 39,032 14.0 －

202005 － －
4,724

208 6,243 84 55,498 18.0 －

202006 － －
5,136

14 18,806 3 140,699 47.5 －

合計
13,984

282 26,939 109 235,229

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Hを参照
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Oakforest-PACSジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/work

（上段）ログイン
（下段）プリポスト

（上段）インタラ
クティブジョブ

（下段）バッチジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 1,885 464 9,576
461

253
38,464 214 2,840,983 53.9 3,927

6,326,936

202005 1,802 446 9,554
247

254
59,496 152 3,571,465 59.5 3,220

5,455,455

202006 1,611 455 11,840
151

358
47,010 161 3,415,672 58.9 3,361

5,858,067

202007 1,622 410 12,928
343

327
52,585 163 4,121,263 72.0 3,446

5,996,751

202008 1,617 401 12,139
315

618
83,908 514 4,726,977 80.5 3,854

6,332,050

202009 1,732 420 9,811
293

795
52,222 1,390 4,125,115 78.5 3,964

6,299,074

202010 1,766 522 12,023
191

464
52,938 710 4,437,924 74.0 4,179

6,492,672

202011 1,822 461 13,149
251

256
65,413 125 4,468,068 78.0 4,107

6,618,475

202012 1,789 471 13,407
419

375
99,699 149 4,837,811 80.8 4,189

6,634,466

202101 1,804 475 12,636
495

556
210,638 233 5,112,137 85.2 4,236

6,512,605

202102 1,786 431 11,384
314

282
79,481 197 4,733,131 87.3 4,343

6,581,603

202103 1,727 472 12,986
384

302
271,840 174 5,484,594 91.7 4,325

6,629,043

合計
141,433

3,864
4,840

1,113,694 4,182 51,875,140 

6.3 Reedbush-Uスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Reedbush-Uジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク

ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 1,523 312 6,023
72 10,057 19 158,355 61.2 133

528,956

201905 1,651 350 6,549
99 14,367 30 218,602 80.7 110

298,182

201906 1,368 415 7,091
221 10,640 53 138,002 52.9 122

309,531

201907 1,377 448 8,803
207 18,790 40 174,021 64.2 131

335,883

201908 1,356 262 5,850
221 8,738 61 121,728 59.0 138

361,872

201909 1,378 258 5,870
135 8,078 23 183,405 80.9 145

404,288

201910 1,256 312 7,778
305 10,210 82 184,602 75.5 153

423,068

201911 1,294 333 8,566
321 10,305 44 178,090 68.0 168

460,973

201912 1,254 324 8,563
240 12,750 36 203,904 75.3 176

520,955

202001 1,241 316 9,461
325 12,649 23 227,303 83.9 186

541,491

202002 1,237 273 5,826
91 9,846 26 209,897 82.9 183

616,806

202003 1,217 227 5,185
131 11,844 45 216,745 80.8 184

604,794

合計
85,565
2,368 138,274 482 2,214,654

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-U/H/Lで共通

Reedbush-Uジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク

ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 － －
4,124

60 1,890 22 39,032 14.0 －

202005 － －
4,724

208 6,243 84 55,498 18.0 －

202006 － －
5,136

14 18,806 3 140,699 47.5 －

合計
13,984

282 26,939 109 235,229

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Hを参照
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6.4 Reedbush-Hスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Reedbush-Hジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 － －
6,023

78 5,094 37 40,225 47.7 －

201905 － －
6,549

138 3,433 78 20,238 23.0 －

201906 － －
7,091

184 4,659 96 30,493 35.8 －

201907 － －
8,803

253 5,579 239 41,317 47.0 －

201908 － －
5,850

72 5,576 59 31,020 46.2 －

201909 － －
5,870

114 9,254 55 35,234 47.7 －

201910 － －
7,778

661 15,397 493 46,355 58.8 －

201911 － －
8,566

589 9,721 247 51,108 60.1 －

201912 － －
8,563

472 6,545 386 41,445 47.4 －

202001 － －
9,461

787 15,949 537 57,031 65.2 －

202002 － －
5,826

515 25,272 323 42,821 52.2 －

202003 － －
5,185

158 3,650 138 51,619 59.2 －

合計
85,565
4,021 110,129 2,688 488,906

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Uを参照

Reedbush-Hジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 1,287 239 4,124
181 4,512 165 14,192 18.5 169

435,177

202005 1,287 204 4,724
230 6,950 293 28,184 32.2 133

300,576

202006 1,032 235 5,136
110 7,720 29 39,952 47.2 145

306,587

202007 1,069 188 4,736
1,053 7,234 1,024 41,261 47.8 148

299,291

202008 999 171 4,032
897 5,165 1,213 34,188 60.2 157

298,649

202009 986 161 4,364
742 6,403 1,077 26,655 36.1 159

321,098

202010 1,127 214 5,277
869 6,962 973 47,424 60.8 168

327,145

202011 1,070 188 4,943
717 13,502 675 28,402 34.0 168

337,922

202012 1,094 236 5,252
1,545 16,439 1,979 47,463 55.9 180

349,615

202101 1,112 195 4,585
1,010 12,940 1,173 44,632 51.8 181

356,486

202102 1,057 188 3,758
809 12,800 954 56,532 72.1 188

354,254

202103 1,056 176 4,140
776 7,345 920 73,742 85.4 189

316,348

合計
55,071
8,939 107,972 10,475 482,627

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-H/Lで共通
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6.4 Reedbush-Hスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Reedbush-Hジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 － －
6,023

78 5,094 37 40,225 47.7 －

201905 － －
6,549

138 3,433 78 20,238 23.0 －

201906 － －
7,091

184 4,659 96 30,493 35.8 －

201907 － －
8,803

253 5,579 239 41,317 47.0 －

201908 － －
5,850

72 5,576 59 31,020 46.2 －

201909 － －
5,870

114 9,254 55 35,234 47.7 －

201910 － －
7,778

661 15,397 493 46,355 58.8 －

201911 － －
8,566

589 9,721 247 51,108 60.1 －

201912 － －
8,563

472 6,545 386 41,445 47.4 －

202001 － －
9,461

787 15,949 537 57,031 65.2 －

202002 － －
5,826

515 25,272 323 42,821 52.2 －

202003 － －
5,185

158 3,650 138 51,619 59.2 －

合計
85,565
4,021 110,129 2,688 488,906

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Uを参照

Reedbush-Hジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 1,287 239 4,124
181 4,512 165 14,192 18.5 169

435,177

202005 1,287 204 4,724
230 6,950 293 28,184 32.2 133

300,576

202006 1,032 235 5,136
110 7,720 29 39,952 47.2 145

306,587

202007 1,069 188 4,736
1,053 7,234 1,024 41,261 47.8 148

299,291

202008 999 171 4,032
897 5,165 1,213 34,188 60.2 157

298,649

202009 986 161 4,364
742 6,403 1,077 26,655 36.1 159

321,098

202010 1,127 214 5,277
869 6,962 973 47,424 60.8 168

327,145

202011 1,070 188 4,943
717 13,502 675 28,402 34.0 168

337,922

202012 1,094 236 5,252
1,545 16,439 1,979 47,463 55.9 180

349,615

202101 1,112 195 4,585
1,010 12,940 1,173 44,632 51.8 181

356,486

202102 1,057 188 3,758
809 12,800 954 56,532 72.1 188

354,254

202103 1,056 176 4,140
776 7,345 920 73,742 85.4 189

316,348

合計
55,071
8,939 107,972 10,475 482,627

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-H/Lで共通
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6.5 Reedbush-Lスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Reedbush-Lジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 － －
6,023

15 971 11 3,682 9.6 －

201905 － －
6,549

6 2,902 3 8,153 20.2 －

201906 － －
7,091

43 2,693 26 7,158 18.3 －

201907 － －
8,803

99 1,625 82 7,517 18.8 －

201908 － －
5,850

158 1,738 95 8,553 28.0 －

201909 － －
5,870

55 1,474 49 5,542 16.5 －

201910 － －
7,778

61 1,847 90 7,640 21.2 －

201911 － －
8,566

118 2,083 91 21,247 54.5 －

201912 － －
8,563

93 2,313 80 26,748 66.3 －

202001 － －
9,461

133 2,560 158 32,196 79.9 －

202002 － －
5,826

56 2,657 211 28,072 74.7 －

202003 － －
5,185

16 727 24 34,927 87.2 －

合計
85,565

853 23,590 920 191,435

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Uを参照

Reedbush-Lジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 － －
4,124

54 1,484 37 7,332 21.0 －

202005 － －
4,724

80 2,115 74 13,149 33.2 －

202006 － －
5,136

91 2,807 79 14,764 38.6 －

202007 － －
4,736

21 2,883 27 15,123 38.1 －

202008 － －
4,032

58 1,551 64 10,739 47.4 －

202009 － －
4,364

57 1,757 49 20,902 60.6 －

202010 － －
5,277

156 2,427 53 16,400 45.9 －

202011 － －
4,943

56 1,695 25 24,476 63.7 －

202012 － －
5,252

105 2,734 106 21,208 53.6 －

202101 － －
4,585

100 3,171 46 26,404 66.7 －

202102 － －
3,758

56 2,657 212 28,072 74.7 －

202103 － －
4,140

16 727 24 34,927 87.2 －

合計
55,071

850 26,008 796 233,496

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Hを参照
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6.5 Reedbush-Lスーパーコンピュータシステムのジョブ処理状況

Reedbush-Lジョブ処理状況表(2019年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

201904 － －
6,023

15 971 11 3,682 9.6 －

201905 － －
6,549

6 2,902 3 8,153 20.2 －

201906 － －
7,091

43 2,693 26 7,158 18.3 －

201907 － －
8,803

99 1,625 82 7,517 18.8 －

201908 － －
5,850

158 1,738 95 8,553 28.0 －

201909 － －
5,870

55 1,474 49 5,542 16.5 －

201910 － －
7,778

61 1,847 90 7,640 21.2 －

201911 － －
8,566

118 2,083 91 21,247 54.5 －

201912 － －
8,563

93 2,313 80 26,748 66.3 －

202001 － －
9,461

133 2,560 158 32,196 79.9 －

202002 － －
5,826

56 2,657 211 28,072 74.7 －

202003 － －
5,185

16 727 24 34,927 87.2 －

合計
85,565

853 23,590 920 191,435

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Uを参照

Reedbush-Lジョブ処理状況表(2020年度)

年月
登録
者数

実
利用
者数

件数 経過時間 (ノード時間)
ノード
利用率

(%)

ファイル
使用量 (GiB)
（上段）/home
（下段）/lustre

（上段）ログイン
（下段）インタラク
ティブジョブ

バッチ 
ジョブ

インタラク
ティブジョブ

バッチ
ジョブ

202004 － －
4,124

54 1,484 37 7,332 21.0 －

202005 － －
4,724

80 2,115 74 13,149 33.2 －

202006 － －
5,136

91 2,807 79 14,764 38.6 －

202007 － －
4,736

21 2,883 27 15,123 38.1 －

202008 － －
4,032

58 1,551 64 10,739 47.4 －

202009 － －
4,364

57 1,757 49 20,902 60.6 －

202010 － －
5,277

156 2,427 53 16,400 45.9 －

202011 － －
4,943

56 1,695 25 24,476 63.7 －

202012 － －
5,252

105 2,734 106 21,208 53.6 －

202101 － －
4,585

100 3,171 46 26,404 66.7 －

202102 － －
3,758

56 2,657 212 28,072 74.7 －

202103 － －
4,140

16 727 24 34,927 87.2 －

合計
55,071

850 26,008 796 233,496

※登録者数および実利用者数，ファイル使用量は Reedbush-Hを参照
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7  プログラム相談と刊行物

7.1 プログラム相談

サービスの一環として、利用者からのプログラム相談を E-Mail にて受け付けており、面談

を希望する場合は事前予約により対応を行っている。2019 年度及び 2020 年度のプログラム相

談件数は以下のとおり(括弧内は面談件数)である。

プログラム相談件数表(2019年度)

Oakbridge-CX Oakforest-PACS Reedbush-U/H/L 合計

2019年 4月 － 15 18 33
2019年 5月 － 21 8 29
2019年 6月 － 16 11 27
2019年 7月 14 26 6 46
2019年 8月 22 8 5 (1) 35(1)
2019年 9月 12 23 11 46
2019年 10月 4 44 6 54
2019年 11月 10 26 18 54
2019年 12月 8 16 11 35
2020年 1月 4 10 7 21
2020年 2月 1 17 2 20
2020年 3月 7 13 0 20

小計 82 235 103 (1) 420(1)

プログラム相談件数表(2020年度)

Oakbridge-CX Oakforest-PACS Reedbush-U/H/L 合計

2020年 4月 10 23 10 43
2020年 5月 5 21 4 30
2020年 6月 16 15 7 38
2020年 7月 20 16 7 43
2020年 8月 13 7 6 26
2020年 9月 29 19 3 51
2020年 10月 16 21 17 54
2020年 11月 8 29 0 37
2020年 12月 10 18 7 35
2021年 1月 3 9 5 17
2021年 2月 7 4 4 15
2021年 3月 10 15 8 33

小計 147 197 78 422

7.2 刊行物

2019年度、2020年度に刊行したものは以下のとおりである。
 スーパーコンピューティングニュース

(2019年度) Vol.21 No.3 ～ Vol.22 No.2 

(2020年度) Vol.22 No.3 ～ Vol.23 No.2 

「スーパーコンピューティングニュース」は、スーパーコンピューティング部門の教員、職員が部門

連絡会議等で討議のうえ掲載事項・内容を検討し、スーパーコンピュータの利用者に対して利用に

関する適切な情報提供を行うとともに、センターへの要望・提案を受け付けている。利用者へよりわ

かりやすく情報伝達を行うとともに、サービスの改善に役立てている。さらに同じ内容を本センターの

Web ページにも掲載している。
ユーザからの成果報告について、2019年度は計 11編、2020年度は計 10編掲載した。
また、2019年度は、平成 30年度「若手・女性利用者推薦」前期・後期課題 成果報告をまとめた

特集号 Vol.21 Special Issue 1を発行し、前期・後期に実施期間が終了した 28件のうち 18件の成果
報告を掲載した。2020年度は、2019年度「若手・女性利用者推薦」前期・後期課題 成果報告をま

とめた特集号 Vol.22 Special Issue 1を発行し、前期・後期に実施期間が終了した 27件のうち 11件
の成果報告を掲載した。

より一層利用者の皆様に役立つものとするよう推進していく。
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7  プログラム相談と刊行物

7.1 プログラム相談

サービスの一環として、利用者からのプログラム相談を E-Mail にて受け付けており、面談

を希望する場合は事前予約により対応を行っている。2019 年度及び 2020 年度のプログラム相

談件数は以下のとおり(括弧内は面談件数)である。

プログラム相談件数表(2019年度)

Oakbridge-CX Oakforest-PACS Reedbush-U/H/L 合計

2019年 4月 － 15 18 33
2019年 5月 － 21 8 29
2019年 6月 － 16 11 27
2019年 7月 14 26 6 46
2019年 8月 22 8 5 (1) 35(1)
2019年 9月 12 23 11 46
2019年 10月 4 44 6 54
2019年 11月 10 26 18 54
2019年 12月 8 16 11 35
2020年 1月 4 10 7 21
2020年 2月 1 17 2 20
2020年 3月 7 13 0 20

小計 82 235 103 (1) 420(1)

プログラム相談件数表(2020年度)

Oakbridge-CX Oakforest-PACS Reedbush-U/H/L 合計

2020年 4月 10 23 10 43
2020年 5月 5 21 4 30
2020年 6月 16 15 7 38
2020年 7月 20 16 7 43
2020年 8月 13 7 6 26
2020年 9月 29 19 3 51
2020年 10月 16 21 17 54
2020年 11月 8 29 0 37
2020年 12月 10 18 7 35
2021年 1月 3 9 5 17
2021年 2月 7 4 4 15
2021年 3月 10 15 8 33

小計 147 197 78 422

7.2 刊行物

2019年度、2020年度に刊行したものは以下のとおりである。
 スーパーコンピューティングニュース

(2019年度) Vol.21 No.3 ～ Vol.22 No.2 

(2020年度) Vol.22 No.3 ～ Vol.23 No.2 

「スーパーコンピューティングニュース」は、スーパーコンピューティング部門の教員、職員が部門

連絡会議等で討議のうえ掲載事項・内容を検討し、スーパーコンピュータの利用者に対して利用に

関する適切な情報提供を行うとともに、センターへの要望・提案を受け付けている。利用者へよりわ

かりやすく情報伝達を行うとともに、サービスの改善に役立てている。さらに同じ内容を本センターの

Web ページにも掲載している。
ユーザからの成果報告について、2019年度は計 11編、2020年度は計 10編掲載した。
また、2019年度は、平成 30年度「若手・女性利用者推薦」前期・後期課題 成果報告をまとめた

特集号 Vol.21 Special Issue 1を発行し、前期・後期に実施期間が終了した 28件のうち 18件の成果
報告を掲載した。2020年度は、2019年度「若手・女性利用者推薦」前期・後期課題 成果報告をま

とめた特集号 Vol.22 Special Issue 1を発行し、前期・後期に実施期間が終了した 27件のうち 11件
の成果報告を掲載した。

より一層利用者の皆様に役立つものとするよう推進していく。
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8 職員による研究開発活動

業務系の職員は、日々利用者サービスの向上やシステム運用の効率化・高度化を図りながら業務

に携わっており、その成果を発表することで更なる動機付けに期待される。このような成果の発表の

場として大学 ICT推進協議会 (AXIES) 年次大会が毎年開催されている。

8.1 大学 ICT推進協議会 (AXIES) 年次大会

大学 ICT推進協議会が主催する年次大会が 2019年度及び 2020年度に開催された。

8.1.1 2019年度年次大会

2019年度年次大会は 2019年 12月 12日～ 14日に福岡国際会議場にて開催され、一般セッ
ション「HPCテクノロジー」に本センターから職員が参加し口頭発表を行った。最新の HPC分野に関
する発表・討論を、JHPCNや HPCI の構成機関からの技術報告を中心に実施するものである。

＜本センターの論文＞

（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）

・「Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムの運用」
－下條清史 (口頭発表)－
2019年 7月より運用を開始した Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムについての概要と
運用状況について報告する。

・「東京大学情報基盤センターにおけるスーパーコンピュータの利用状況と利用制度について」

－中張遼太郎 (口頭発表)－
東京大学情報基盤センターではスーパーコンピュータを利用するための様々な制度を提供して

いる。スーパーコンピュータ全体の利用状況について報告するとともに、各種利用制度の活用

状況を報告する。

詳しくは、「大学 ICT推進協議会 (AXIES) 2019年度年次大会論文集」をご覧願いたい。

8.1.2 2020年度年次大会

2020年度年次大会は 2020年 12月 9日～ 21日にオンラインにて開催され、一般セッション
「HPCテクノロジー」に本センターから職員が参加し口頭発表を行った。最新の HPC分野に関する
発表・討論を、JHPCNや HPCI の構成機関からの技術報告を中心に実施するものである。

＜本センターの論文＞

（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）

・「Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムの運用状況と利用者支援の取り組み」
－山田新 (口頭発表)－
2019年 7月より運用を開始した Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムについて運用状
況と利用者支援の取り組みについて報告する。

・「新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大防止に向けたスーパーコンピュータの運用と対策」
－前田光教 (口頭発表)－
東京大学情報基盤センターでは、現在も続く新型コロナウイルス感染症（COVID-19）感染拡大
防止に向けた対策を実施している。スーパーコンピュータ運用に関わる教職員ならびに保守員

が可能な限り安定したサービスの提供に向け、取り得る対策について報告するとともに現状を報

告する。

詳しくは、「大学 ICT推進協議会 (AXIES) 2020年度年次大会論文集」をご覧願いたい。

講習会 

 
研究支援チーム スーパーコンピューティングチーム 

 
スーパーコンピューティング研究部門 

表 1 2019年度に開催した講習会 

 名称 開催日 利用計算機 担当講師 申込者数/
参加者数 

第 114回 MPI 基礎：並列プログラミング
入門※ 4月 16日 Oakforest-

PACS 三木洋平 34 / 28 

第 115回 GPUプログラミング入門※※ 4月 24日 Reedbush-H 星野哲也 30 / 23 

第 116回 
一日速習：三次元並列有限

要素法とハイブリッド並列プロ

グラミング※ 
4月 25日 Reedbush-U 中島研吾 12 / 7 

第 117回 OpenFOAM入門※※※ 5月 9日 Oakforest-
PACS 今野雅 30 / 22 

第 118回 
OpenMP/OpenACC によるマ

ルチコア・メニィコア並列プロ

グラミング入門※ 

5月 21日
～5月 22
日 

Reedbush-U, 
H 

中島研吾 
星野哲也 8 / 7 

第 119回 Altair HyperWorks 実行※※
※※ 6月 26日 Reedbush-U 伊田明弘 6 / 6 

第 120回 Altair ultraFluidX入門※※※
※ 6月 27日 Reedbush-H 伊田明弘 11 / 9 

第 121回 Oakforest-PACS実践※ 7月 19日 Oakforest-
PACS 塙敏博 15 / 14 

第 122回 OpenFOAM初級※※※ 9月 5日 Oakforest-
PACS 今野雅 28 / 24 

第 123回 科学技術計算の効率化入門

※ 9月 10日 
Oakforest-
PACS 
Reedbush-U 

伊田明弘 13 / 10 

第 124回 OpenACCとMPIによるマルチ
GPUプログラミング入門※ 10月 16日 Reedbush-H 下川辺隆史 

星野哲也 19 / 15 

第 125回 MPI 基礎：並列プログラミング
入門※ 10月 21日 Oakforest-

PACS 三木洋平 19 / 15 

第 126回 MPI上級編※ 10月 28日 Oakforest-
PACS 塙敏博 10 / 9 

第 127回 OpenFOAM中級※※※ 1月 2１日 Oakbridge-
CX 今野雅 15 / 11 

第 128回 
第 1 回 GPU ミニキャンプ～

GPU 化にチャレンジする会～

※※※※※ 

1月 22日
～1月 23
日 

Reedbush-H 下川辺隆史 18 / 18 

第 129回 
【中止】 

科学技術計算の効率化入門

※※ 3月 10日 

Oakforest-
PACS 
Oakbridge-
CX 

― ― 

第 130回 
【中止】 

OpenFOAM 中・上級講習会 
in 名古屋※※※※※※ 3月 23日 Oakbridge-

CX ― ― 
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8 職員による研究開発活動

業務系の職員は、日々利用者サービスの向上やシステム運用の効率化・高度化を図りながら業務

に携わっており、その成果を発表することで更なる動機付けに期待される。このような成果の発表の

場として大学 ICT推進協議会 (AXIES) 年次大会が毎年開催されている。

8.1 大学 ICT推進協議会 (AXIES) 年次大会

大学 ICT推進協議会が主催する年次大会が 2019年度及び 2020年度に開催された。

8.1.1 2019年度年次大会

2019年度年次大会は 2019年 12月 12日～ 14日に福岡国際会議場にて開催され、一般セッ
ション「HPCテクノロジー」に本センターから職員が参加し口頭発表を行った。最新の HPC分野に関
する発表・討論を、JHPCNや HPCI の構成機関からの技術報告を中心に実施するものである。

＜本センターの論文＞

（東京大学情報システム部情報基盤課スーパーコンピューティングチーム）

・「Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムの運用」
－下條清史 (口頭発表)－
2019年 7月より運用を開始した Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステムについての概要と
運用状況について報告する。
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研究支援チーム スーパーコンピューティングチーム 

 
スーパーコンピューティング研究部門 

表 1 2019年度に開催した講習会 

 名称 開催日 利用計算機 担当講師 申込者数/
参加者数 

第 114回 MPI 基礎：並列プログラミング
入門※ 4月 16日 Oakforest-

PACS 三木洋平 34 / 28 

第 115回 GPUプログラミング入門※※ 4月 24日 Reedbush-H 星野哲也 30 / 23 

第 116回 
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PACS 今野雅 30 / 22 

第 118回 
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～5月 22
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H 
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PACS 
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伊田明弘 13 / 10 
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第 128回 
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～1月 23
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Reedbush-H 下川辺隆史 18 / 18 

第 129回 
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※※ 3月 10日 

Oakforest-
PACS 
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― ― 

第 130回 
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OpenFOAM 中・上級講習会 
in 名古屋※※※※※※ 3月 23日 Oakbridge-

CX ― ― 
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※PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会・HPC オープンソースソフトウェア
普及部会）共催 
※※PCクラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会）共催 
※※※PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会・HPC オープンソースソフトウェア普及部会）、

オープン CAE学会共催 
※※※※アルテアエンジニアリング株式会社、PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーシ

ョン部会）共催 
※※※※※エヌビディア合同会社、PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会）

共催 
※※※※※※PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会・HPC オープンソースソ

フトウェア普及部会）、名古屋大学情報基盤センター、オープン CAE学会共催 
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研究支援チーム スーパーコンピューティングチーム 

 
スーパーコンピューティング研究部門 

 
表 2 2020年度に開催した講習会 

 名称 開催日 利用計算機 担当講師 申込者数/
参加者数 

第 131回 
OpenMPによるマルチコ
ア・メニィコア並列プログ

ラミング入門※ 
4月 27日 Oakbridge-

CX 中島研吾 26 / 15 

第 132回 MPI基礎：並列プログラミ
ング入門※ 4月 30日 Oakforest-

PACS 三木洋平 25 / 20 

第 133回 GPUプログラミング入門※ 6月 3日 Reedbush-H 星野哲也 30 / 25 

第 134回 一日速習：有限要素法プロ
グラミング徹底入門※ 6月 12日 ― 中島研吾 29 / 26 

第 135回 Oakforest-PACS実践※ 6月 17日 Oakforest-
PACS 塙敏博 19 / 16 

第 136回 OpenFOAM入門※※ 7月 21日 Oakbridge-
CX 今野雅 30 / 25 

第 137回 
第 2回 GPUミニキャンプ～
GPU化にチャレンジする会
～※※※ 

8月 3日～
8月 4日 Reedbush-H 下川辺隆史 19 / 13 

第 138回 スーパーコンピューター超
入門※ 9月 18日 Oakbridge-

CX 
芝隼人 
河合直聡 30 / 22 

第 139回 OpenFOAM初級※※ 9月 29日 Oakbridge-
CX 今野雅 20 / 22 

第 140回 科学技術計算の効率化入門
※※※※ 10月 7日 Oakbridge-

CX 伊田明弘 30 / 25 

第 141回 MPI基礎：並列プログラミ
ング入門※ 10月 13日 Oakforest-

PACS 三木洋平 30 / 19 

第 142回 MPI上級編※ 10月 26日 Oakforest-
PACS 塙敏博 14 / 11 

第 143回 
OpenMPによるマルチコ
ア・メニィコア並列プログ

ラミング入門※ 
11月 2日 Oakbridge-

CX 中島研吾 11 / 9 

第 144回 
一日速習：三次元並列有限

要素法とハイブリッド並列

プログラミング※ 
11月 6日 Oakbridge-

CX 中島研吾 12 / 10 

第 145回 一日速習：有限要素法プロ
グラミング徹底入門※ 11月 10日 ― 中島研吾 12 / 10 

第 146回 有限要素法で学ぶ並列プロ
グラミングの基礎※ 12月 1日 Oakbridge-

CX 中島研吾 18 / 12 

第 147回 GPUプログラミング入門※ 12月 15日 Reedbush-H 星野哲也 17 / 13 
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第 148回 
OpenACCとMPIによるマ
ルチ GPUプログラミング入
門※ 

12月 22日 Reedbush-H 星野哲也 16 / 15 

第 149回 OpenFOAM中級※※ 1月 19日 Oakbridge-
CX 今野雅 20 / 18 

第 150回 並列有限要素法で学ぶ並列
プログラミング徹底入門※ 

3月 2日、
9日、22
日、26日 

Oakbridge-
CX 中島研吾 28 / 25 

 
※PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会・HPC オープンソースソフトウェア
普及部会）共催 
※※PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会・HPC オープンソースソフトウェ
ア普及部会）、オープン CAE学会共催 

※※※エヌビディア合同会社、PCクラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会）共催 
※※※※PCクラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会）共催 
 
 

シンポジウム・研究会 

研究支援チーム スーパーコンピューティングチーム 
 

 スーパーコンピューティング研究部門 

  

1  学学際際大大規規模模情情報報基基盤盤共共同同利利用用・・共共同同研研究究拠拠点点第第 1111回回シシンンポポジジウウムム  
 
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点では、2019 年 7 月 11 日（木）・12 日（金）

に「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第 11 回シンポジウム」を THE GRAND 
HALL（品川）で開催した。当日は 5,000 名の参加者（大学 3,000 名、研究機関等 1,000 名、

企業他 1,000 名）を迎えた。（以下略） 
「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（以下、当拠点）とは、北海道大学、東

北大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学のスーパ

ーコンピュータを所有する 8 つの共同利用施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センター

がその中核拠点を担う「ネットワーク型」の共同利用・共同研究拠点である。2016 年度か

らは、従来の公募型共同研究に加え、グローバル化、産学協同、インキュベーションの機

能強化を一層進めることを目指して、国際共同研究課題、企業共同研究課題、萌芽型共同

研究課題の公募・採択を行い、当拠点との共同研究を実施している。 
今回のシンポジウムは、2018 年度に実施された一般・国際共同研究 52課題の口頭発表に

よる最終報告および 85課題（2019年度採択の一般・国際共同研究課題および 2018、2019
年度採択の萌芽型共同研究課題の一部）のポスター発表を実施した。口頭発表、ポスター

発表ともに、一般の参加者も交えた活発な質疑や意見交換が行われた。 
シンポジウム初日には、田浦健次朗総括拠点長（東京大学情報基盤センター長）による

主催側挨拶と、坂下鈴鹿文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付計算科学技術推進室

長の来賓挨拶があった。それに続けて 2 日間にわたり、公募型共同研究が対象としている超

大規模数値計算系応用分野、超大規模データ処理系応用分野、超大容量ネットワーク技術

分野、超大規模情報システム関連研究分野およびこれらの分野にまたがる複合研究分野の

研究成果発表および研究内容紹介が行われた。 
閉会では、青木尊之共同研究課題審査委員長（東京工業大学 学術国際情報センター 

副センター長）からシンポジウム全体のサマリーを含めた挨拶があり、シンポジウムは盛

会のうちに終了した。 
 
  
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

田浦総括拠点長（東京大学情報基盤センター長） 
による主催者挨拶 

総括拠点長 中村宏  
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副センター長）からシンポジウム全体のサマリーを含めた挨拶があり、シンポジウムは盛

会のうちに終了した。 
 
  
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

田浦総括拠点長（東京大学情報基盤センター長） 
による主催者挨拶 

総括拠点長 中村宏  
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坂下文部科学省研究振興局参事官（情報担当） 
付計算科学技術推進室長による来賓挨拶 

口頭発表の様子 

ポスター発表の様子 

2  研究会 

2.1 ASE 研究会 （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/events/ase/） 

東京大学情報基盤センターでは，内外からの講演者を招いて不定期に先進スーパーコンピュー

ティング環境研究会（Advanced Supercomputing Environment, 略称：ASE 研究会）を開催している。

2019 年度は 2020 年 2 月 4 日（月）に第 40 回研究会を開催した。第 40 回研究会では，Aleix Roca 
Nonell 氏（Barcelona Supercomputer Center（BSC），理研 R-CCS 国際インターンシップのため日本

滞在中（当時））をお招きし，機械学習ワークロードの OS サポートによる性能向上についてご講演い

ただいた。当センターで 2019 年 7 月より運用を開始した Oakbridge-CX システム（OBCX）に搭載さ

れている Intel Platinum 8280（Cascade Lake，CLX）は，新たに VNNI（Vector Neural Network 
Instructions）と呼ばれる AVX512 の拡張命令に対応し，従来の CPU よりもよりディープラーニング/
マシンラーニングの処理が高速になる「Intel Deep Learning Boost」などの新機能が搭載されている。

Nonell 氏は 2011 年 11 月より，理研・東大で実施している共同研究「ポスト京のプロセッサアーキテ

クチャ，電力制御技術，システムソフトウエアおよび数値計算ライブラリに関する研究」の一環として，

本機能の評価を実施しており，当日はその途中経過についても紹介された。学内外から合計 18 名

の出席者があり，活発な議論が行われた。 
 

表 1 第 40回 ASE 研究会（2020 年 2月 4 日）プログラム 
時間帯 講演者 題 目 

15:45 - 16:00  Kengo Nakajima (ITC/Univer-
sity of Tokyo) 

Introduction to IHK/McKernel and Experi-
ences on the Oakforest-PACS System 

16:00 - 17:00  Aleix Roca Nonell（Barcelona 
Supercomputer Center） 

Operating System Support for Machine Learn-
ing Workloads: Preliminary Results 

17:00 - 17:05 Kengo Nakajima (ITC/Univer-
sity of Tokyo) Closing 

 

2.2 JCAHPC セミナー 

2013 年 3 月、筑波大学と東京大学で締結された「計算科学・工学及びその推進のための計算機

科学・工学の発展に資するための連携・協力推進に関する協定」に基づき、筑波大学計算科学研

究センターと東京大学情報基盤センターは、「最先端共同 HPC 基盤施設 1（JCAHPC: Joint Center 
for Advanced High Performance Computing）」を設置した。JCAHPC は東大情報基盤センタースー

パーコンピュータシステム柏拠点（東大柏キャンパス）に両機関の教職員が中心となり設計するスー

パーコンピュータシステムを設置し、最先端の大規模高性能計算基盤を構築・運営するための組織

である。JCAHPC では 2016 年 12 月 1 日より Oakforest-PACS システム 2（OFP）の運用を開始してい

る。両センターは本施設を連携・協力して運営することにより、最先端の計算科学を推進し、我が国

の学術及び科学技術の振興に寄与していく所存であり、その一環として、国内外の研究者による

「JCAHPC セミナー」を開催するものである。2019 年度は第 7 回（2019 年 5 月 15 日），第 8 回（2019
年 10 月 11 日）の 2 回のセミナーを実施した。 

第 7 回は OFP にも搭載されている McKernel（理化学研究所で開発されたポストペタスケールス

ーパーコンピュータ向け OS 軽量カーネル）に関する講習会，OFP（最大 16 ノード）を使用したハン

ズオンを実施した。McKernel はメニーコアによるポストペタスケールスーパーコンピュータの OS 軽
量カーネルとなるべく設計され，Linux 100% ABI 互換，OS によるユーザプログラムの擾乱（OS Jitter）
ゼロ，アプリケーション実行コア上での最小限カーネル動作，などといった特長がある。 McKernel は
同じノードに別途 Linux が必要だが，この Linux に McKernel のカーネルモジュールをインストール

するだけで McKernel を使うことができる。 既に様々なアプリケーションに対して McKernel が適用さ

れており，特に 1,000 ノード以上を使用した場合には大きく計算性能が向上する場合のある，という

結果が得られている。今回は，午前中は Balazs Gerofi 博士（理研 R-CCS）による講演＋デモ，午後

                                                 
1 http://jcahpc.jp/ 
2 https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/supercomputer/ofp/service/ 
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 スーパーコンピューティング研究部門 

  

1  学学際際大大規規模模情情報報基基盤盤共共同同利利用用・・共共同同研研究究拠拠点点第第 1122回回シシンンポポジジウウムム  
 
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点では、2020 年 7 月 9 日（木）に「学際大規

模情報基盤共同利用・共同研究拠点第 12 回シンポジウム」を開催した。例年会場を貸し切

って開催していたが今年度は新型コロナウィルス感染対策防止の観点から、オンライン

（Zoomのウェビナー形式、slackで質疑応答）による開催となった。当日は事前申し込みが

247 名のところを 270名の参加者を迎えた。 
「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（以下、当拠点）とは、北海道大学、

東北大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学のスー

パーコンピュータを所有する 8 つの共同利用施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センタ

ーがその中核拠点を担う「ネットワーク型」の共同利用・共同研究拠点である。2016年度

からは、従来の公募型共同研究に加え、グローバル化、産学協同、インキュベーションの

機能強化を一層進めることを目指して、国際共同研究課題、企業共同研究課題、萌芽型共

同研究課題の公募・採択を行い、当拠点との共同研究を実施している。 
今回のシンポジウムは、2019 年度に実施された一般・国際・企業共同研究 58 課題の内選

抜方式により 15 課題による口頭発表による最終報告および 138 課題（2020 年度採択の一

般・国際共同研究課題、2020 年度採択の萌芽型共同研究課題の一部及びオーラルから移動

した 2019 年度課題代表者、各拠点の紹介）のポスター発表を実施した。口頭発表、ポスタ

ー発表ともに、質疑応答については slackを利用し一般の参加者も交えた活発な意見交換が

行われた。 
シンポジウム初日には、田浦健次朗総括拠点長（東京大学情報基盤センター長）による

主催側挨拶と、宅間裕子文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付計算科学技術推進室

長の来賓挨拶があった。今回は１日のみの開催であったが、公募型共同研究が対象として

いる超大規模数値計算系応用分野、超大規模データ処理系応用分野、超大容量ネットワー

ク技術分野、超大規模情報システム関連研究分野およびこれらの分野にまたがる複合研究

分野の研究成果発表および研究内容の紹介が行われた。 
閉会では、片桐孝洋共同研究課題審査委員長（名古屋大学情報基盤センター 教授）か

らシンポジウム全体のサマリーを含めた挨拶があり、シンポジウムは盛会のうちに終了し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は Gerofi 博士，石川裕博士（理研 R-CCS）によるハンズオンが実施された。本セミナーは東大柏キ

ャンパスで開催されたが，同浅野キャンパス，筑波大学計算科学研究センターにも配信し，リモート

で聴講することも可能とした。合計 13 名の出席者（柏：9，筑波：2，本郷：2）があった。ハンズオンは

柏会場でのみ実施されたが，参加者が各自のプログラムを持ち込んで実際に McKernel を使用して

実行し，動作検証・性能評価などを行った。 
第 8回とは「第 3回OFP利活用報告会」として開催し， OFPの高性能ファイルシステム，McKernel，

Asynchronous Progress Control による，更なる OFP 利活用の可能性について，実例に基づきチュー

トリアル形式で紹介し（表 2），特に後半は OFP の大規模計算機資源を使って大規模データ処理を

実施したい利用者向けのプログラムとした。本セミナーは東大柏キャンパスで開催されたが，同浅野

キャンパス，筑波大学計算科学研究センターにも配信し，リモートで聴講することも可能とした。合計

28 名の出席者があり，活発な議論が展開された。 
 

表 2 第 8回 JCAHPC セミナープログラム（2019 年 10 月 11 日実施） 
時間帯 講演者 題 目 

13:00-13:05 中島研吾（JCAHPC/東京大学） 開会 

13:05-13:50 堀越将司（インテル株式会社） Asynchronous Progress Control による計算
と通信のオーバラップ 

13:50-14:35 中島研吾（JCAHPC/東京大学） 大規模疎行列ソルバーへの McKernel の適
用 

14:35-14:50  （休憩） 

14:50-15:05 建部修見（JCAHPC/筑波大学） OFP のファイルシステムと高速ファイル
キャッシュシステム 

15:05-15:45 浮田尚哉（筑波大学） 巨大物理体積を用いた格子 QCD のいろ
は 

15:45-16:25 佐藤拓人（筑波大学） 
高速ファイルキャッシュシステムを利用
した大規模乱流構造解析ワークフローの
開発 

16:25-17:05 塙敏博（JCAHPC/東京大学） マルチグリッド法におけるファイルを介
したメッシュ生成プロセスの高速化 

17:05-17:10 朴泰祐（JCAHPC/筑波大学） 閉会 
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表 2 第 8回 JCAHPC セミナープログラム（2019 年 10 月 11 日実施） 
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は 
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開発 
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2.1 ASE 研究会 （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/events/ase/） 

東京大学情報基盤センターでは，内外からの講演者を招いて不定期に先進スーパーコンピュー

ティング環境研究会（Advanced Supercomputing Environment, 略称：ASE 研究会）を開催している。

2020 年度は，ASE 研究会は開催されなかった。 
 

2.2 JCAHPC セミナー 

2013 年 3 月、筑波大学と東京大学で締結された「計算科学・工学及びその推進のための計算機

科学・工学の発展に資するための連携・協力推進に関する協定」に基づき、筑波大学計算科学研

究センターと東京大学情報基盤センターは、「最先端共同 HPC 基盤施設 1（JCAHPC: Joint Center 
for Advanced High Performance Computing）」を設置した。JCAHPC は東大情報基盤センタースー

パーコンピュータシステム柏拠点（東大柏キャンパス）に両機関の教職員が中心となり設計するスー

パーコンピュータシステムを設置し、最先端の大規模高性能計算基盤を構築・運営するための組織

である。JCAHPC では 2016 年 12 月 1 日より Oakforest-PACS システム 2（OFP）の運用を開始してい

る。両センターは本施設を連携・協力して運営することにより、最先端の計算科学を推進し、我が国

の学術及び科学技術の振興に寄与していく所存であり、その一環として、国内外の研究者による

「JCAHPC セミナー」を開催するものである。2020 年度は第 9 回セミナーを 2020 年 10 月 15 日（木）

に実施した。 
本稿を執筆している 2021 年 8 月 11 日現在，人類と地球は新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）という未曾有の危機に直面している。問題解決に向けては「防疫」，「治療」，「創薬」など広範囲

にわたり様々な手法による研究開発が急務であり，スーパーコンピュータの有する高速な計算能力，

データ処理能力の貢献が期待されている。このような状況の下，HPCI （革新的ハイパフォーマンス・

コンピューティング・インフラ ）においては，関係機関の協力のもと，関連する研究が必要とする計算

資源を提供する臨時の課題募集 ｢新型コロナウイルス感染症対応 HPCI 臨時公募課題 ｣がおこな

われている。 
最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC: Joint Center for Advanced High Performance Computing） 

は筑波大学計算科学研究センターと東京大学情報基盤センターとが共同で設立した組織であり，

国内最高クラスの性能を有する Oakforest-PACS システム（OFP） を設計，導入，運用している。両セ

ンターは本施設を連携・協力して運営することにより，最先端の計算科学を推進し，我が国の学術

及び科学技術の振興に寄与してきた。 
筑波大学・東京大学の両センターと JCAHPC は，HPCI システム構成機関として｢新型コロナウイ

ルス感染症対応 HPCI 臨時公募課題｣に計算資源を提供し、新型コロナウイルス感染症に関する研

究を支援している。 2020 年度は合計 14 課題が採択されたが，そのうち 3 課題が最先端共同 HPC
基盤施設（JCAHPC）の Oakforest-PACS を使用したものであり，2 課題が筑波大学計算科学研究セ

ンターの Cygnus，3 課題が東大情報基盤センターの Oakbridge-CX（OBCX）となっており，合計 8
課題，全体の 6割近くが筑波大・東大関連のシステムを利用して実施されている。 

JCAHPC では，2017 年から毎年 10 月に「OFP 利活用報告会」として利用者，JCAHPC 教員によ

り，OFP における研究開発事例の紹介を実施してきた。第 4 回目となる今回は「人類と地球を護るス

ーパーコンピューティング」として，｢新型コロナウイルス感染症対応 HPCI 臨時公募課題｣の事例の

他，OFP によるゲリラ豪雨予測リアルタイム実証実験について紹介した。 また，｢新型コロナウイルス

感染症対応 HPCI 臨時公募課題｣については OFP だけでなく，Cygnus（筑波大，1 件），OBCX（東

大，2 件）を利用した課題についても紹介した。 
今回は完全オンラインで開催され，合計 97 名の登録者があり，これまでで最大人数であった。な

お，通常，メイン会場としている東大柏キャンパス第 2 総合研究棟の会議室は，最大収容人数が 70
名程度である。 

表 1 第 9回 JCAHPC セミナー）プログラム 
                                                 
1 http://jcahpc.jp/ 
2 https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/supercomputer/ofp/service/ 

時間帯 講演者・講演題目 利用シ

ステム 座長 

13:00-13:15 中島研吾（JCAHPC/東京大学：Opening   

13:15-13:45 三好建正（理化学研究所）：ゲリラ豪雨予測のリア

ルタイム実証実験 
OFP 
 

下川辺隆史 
（JCAHPC/
東京大学） 

13:45-14:15 Marco Edoardo Rosti（OIST）：Spreading of polydis-
perse droplets in a turbulent puff of saturated exhaled air OBCX 

14:15-14:45 

岡田純一（UT Heart 研究所）：COVID-19 治療の候補

薬: chloroquine、hydroxychloroquine、azithromycin の

催不整脈リスクの評価ならびにその低減策に関する

研究   

OFP 

14:45-15:00 （休憩）   

15:00-15:30 杉田有治（理化学研究所）：新型コロナウイルス表

面のタンパク質動的構造予測 OFP 

高橋大介 
（JCAHPC/
筑波大学） 

15:30-16:00 望月祐志（立教大学）：新型コロナウイルスの主要

プロテアーゼに関するフラグメント分子軌道計算 OFP 

16:00-16:30 重田育照（筑波大学）：Covid-19 関連タンパクに対

する統合的インシリコリポジショニング Cygnus 

16:30-17:00 星野忠次（千葉大学）：計算機解析による SARS-
CoV-2 増殖阻害化合物の探索 

OBCX 

17:00-17:10 朴泰祐（JCAHPC/筑波大学）：Closing   
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3 若手・女性利用者推薦 
 

当センターでは、40 歳以下の若手研究者、女性研究者または学生による、スーパーコンピュ

ータ、大規模ネットワーク機器などの大型計算資源を使用した研究を対象とした公募型プロジェ

クトを実施している。 

当センターの教員による審査の上、採択された課題では申請した計算資源を無料で使用するこ

とができる。前期・後期の半年単位で募集を行う一般枠と、学部・大学院生を対象とし、主に夏

期における利用を想定したインターン制度がある。前期・後期・インターンの課題は半年単位の

実施となるが、一般枠（前期）については、次の半期に継続課題として申請し採択された場合

は、最長で１年間の課題実施が可能となっている。 

毎年度 3 回公募をおこない、2019 年度は前期 17 件、後期 21 件合わせて 38 件（インターンは

応募なし）の研究課題が採択されている。採択者には、「報告書」の提出、研究成果の発表の際

に若手・女性推薦を利用したことの明記、および当センターが発行する「スーパーコンピューテ

ィングニュース」誌の原稿執筆を採択の条件としている。 

2017 年度からは、一般枠で採択された課題のうち、特に優れた課題で「学際大規模情報基盤

共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の萌芽型共同研究課題の条件を満たすものについては、当

センターより同拠点萌芽型共同研究課題として推薦し、同拠点共同研究課題審査委員会で審査の

上、JHPCN の萌芽型共同研究課題としても採択された場合、毎年 7 月に開催される JHPCN のシ

ンポジウムにて発表の機会が与えられる。本制度に採択された課題は終了後、得られた成果をも

とに、「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の公募型共同研究（一般課

題、国際課題、企業課題）等へと進展することが期待される。 

2018 年度前期からは成果報告会を開催しており、課題終了後に採択者が集まり、研究成果を

発表して意見交換等を行う等採択者の情報共有の場を設けている。 

 

3.1 2019 年度（前期）採択課題 
2019 年度（前期）は Reedbush、Oakforest-PACS の各スーパーコンピュータシステムとクラウド

資源の Fennel システムを用いた課題を受け付け、採否を決定した。 
課題名 代表者名 所属（採択時） 利用システム 

LBM-LES を用いた市街地大気汚染

拡散大規模非定常高速解析手法の開

発 

韓 梦涛 
東京大学  

生産技術研究所 
Oakforest-PACS 

波形インバージョンによる地球マン

トル最下部における低速度異常の詳

細推定 

鈴木 裕輝 
東京大学大学院  

理学系研究科 
Reedbush-U 

分子動力学計算によるアミロイド凝

集様態の理論的解析 
大滝 大樹 

長崎大学大学院  

医歯薬学総合研究科 
Reedbush-U 

 
 

Gibbsite における空孔が摩擦特性へ

与える影響の解明 
奥田 花也 

東京大学大学院  

理学系研究科 

Reedbush-U, 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

カスケード選択型分子動力学シミュ

レーションで実現する環状ペプチド

の膜透過シミュレーション 

原田 隆平 

筑波大学  

計算科学研究センタ

ー 

Reedbush-H 

First cluster におけるブラックホール

連星の形成 
藤井 通子 東京大学 Reedbush-L 

次世代気象ライブラリによる、台風

内部の雷にエアロゾルが与える影響

評価 

佐藤 陽祐 
名古屋大学  

工学研究科 
Oakforest-PACS 

高速化データ駆動科学を用いた陽電

子回折実験のデータ解析 
田中 和幸 

鳥取大学大学院  

持続性社会創生科学

研究科 

Oakforest-PACS 

超音波キャビテーション気泡の分

裂、崩壊、合一メカニズムの解明 
山本 卓也 

東北大学大学院  

環境科学研究科 
Reedbush-U 

医療応用を見据えた電磁界-熱伝導連

成解析システムの包括的な高速化・

高度化 

杉本 振一郎 八戸工業大学 Oakforest-PACS 

Numerical simulation of deepwater oil 

blowout: turbulent jets and droplet size 

distribution 

Daniel Cardoso 

Cordeiro 

大阪大学大学院  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

複雑ネットワークに基づく熱硬化性

樹脂の構造物性研究 
天本 義史 

九州大学  

先導物質化学研究所 

Reedbush-U, 

Reedbush-L 

ミニマルスパン・チャネル乱流の直

接数値計算による乱流伝熱解析 
関本 敦 

大阪大学  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

世界最高レイノルズ数乱流データベ

ース構築のための GPU-DNS コード

の作成 

関本 敦 
大阪大学  

基礎工学研究科 
Reedbush-L 
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3 若手・女性利用者推薦 
 

当センターでは、40 歳以下の若手研究者、女性研究者または学生による、スーパーコンピュ

ータ、大規模ネットワーク機器などの大型計算資源を使用した研究を対象とした公募型プロジェ

クトを実施している。 

当センターの教員による審査の上、採択された課題では申請した計算資源を無料で使用するこ

とができる。前期・後期の半年単位で募集を行う一般枠と、学部・大学院生を対象とし、主に夏

期における利用を想定したインターン制度がある。前期・後期・インターンの課題は半年単位の

実施となるが、一般枠（前期）については、次の半期に継続課題として申請し採択された場合

は、最長で１年間の課題実施が可能となっている。 

毎年度 3 回公募をおこない、2019 年度は前期 17 件、後期 21 件合わせて 38 件（インターンは

応募なし）の研究課題が採択されている。採択者には、「報告書」の提出、研究成果の発表の際

に若手・女性推薦を利用したことの明記、および当センターが発行する「スーパーコンピューテ

ィングニュース」誌の原稿執筆を採択の条件としている。 

2017 年度からは、一般枠で採択された課題のうち、特に優れた課題で「学際大規模情報基盤

共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の萌芽型共同研究課題の条件を満たすものについては、当

センターより同拠点萌芽型共同研究課題として推薦し、同拠点共同研究課題審査委員会で審査の

上、JHPCN の萌芽型共同研究課題としても採択された場合、毎年 7 月に開催される JHPCN のシ

ンポジウムにて発表の機会が与えられる。本制度に採択された課題は終了後、得られた成果をも

とに、「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の公募型共同研究（一般課

題、国際課題、企業課題）等へと進展することが期待される。 

2018 年度前期からは成果報告会を開催しており、課題終了後に採択者が集まり、研究成果を

発表して意見交換等を行う等採択者の情報共有の場を設けている。 

 

3.1 2019 年度（前期）採択課題 
2019 年度（前期）は Reedbush、Oakforest-PACS の各スーパーコンピュータシステムとクラウド

資源の Fennel システムを用いた課題を受け付け、採否を決定した。 
課題名 代表者名 所属（採択時） 利用システム 

LBM-LES を用いた市街地大気汚染

拡散大規模非定常高速解析手法の開

発 

韓 梦涛 
東京大学  

生産技術研究所 
Oakforest-PACS 

波形インバージョンによる地球マン

トル最下部における低速度異常の詳

細推定 

鈴木 裕輝 
東京大学大学院  

理学系研究科 
Reedbush-U 

分子動力学計算によるアミロイド凝

集様態の理論的解析 
大滝 大樹 

長崎大学大学院  

医歯薬学総合研究科 
Reedbush-U 

 
 

Gibbsite における空孔が摩擦特性へ

与える影響の解明 
奥田 花也 

東京大学大学院  

理学系研究科 

Reedbush-U, 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

カスケード選択型分子動力学シミュ

レーションで実現する環状ペプチド

の膜透過シミュレーション 

原田 隆平 

筑波大学  

計算科学研究センタ

ー 

Reedbush-H 

First cluster におけるブラックホール

連星の形成 
藤井 通子 東京大学 Reedbush-L 

次世代気象ライブラリによる、台風

内部の雷にエアロゾルが与える影響

評価 

佐藤 陽祐 
名古屋大学  

工学研究科 
Oakforest-PACS 

高速化データ駆動科学を用いた陽電

子回折実験のデータ解析 
田中 和幸 

鳥取大学大学院  

持続性社会創生科学

研究科 

Oakforest-PACS 

超音波キャビテーション気泡の分

裂、崩壊、合一メカニズムの解明 
山本 卓也 

東北大学大学院  

環境科学研究科 
Reedbush-U 

医療応用を見据えた電磁界-熱伝導連

成解析システムの包括的な高速化・

高度化 

杉本 振一郎 八戸工業大学 Oakforest-PACS 

Numerical simulation of deepwater oil 

blowout: turbulent jets and droplet size 

distribution 

Daniel Cardoso 

Cordeiro 

大阪大学大学院  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

複雑ネットワークに基づく熱硬化性

樹脂の構造物性研究 
天本 義史 

九州大学  

先導物質化学研究所 

Reedbush-U, 

Reedbush-L 

ミニマルスパン・チャネル乱流の直

接数値計算による乱流伝熱解析 
関本 敦 

大阪大学  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

世界最高レイノルズ数乱流データベ

ース構築のための GPU-DNS コード

の作成 

関本 敦 
大阪大学  

基礎工学研究科 
Reedbush-L 
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科学技術計算の効率的超並列化に向

けた静的負荷分散を行う DSL の開発 
西田 秀之 

東京大学大学院  

情報理工学系研究科 

Oakforest-PACS, 

Reedbush-L 

低質量星団におけるブラックホール

連星形成とその金属量依存性 
熊本 淳 

東京大学  

理学系研究科 
Reedbush-L 

CENP T 天然変性領域の翻訳後修飾

が結合機構へ及ぼす影響の研究 
山守 優 

産業技術総合研究所 

人工知能研究センタ

ー 

Reedbush-U 

 
3.2 2019 年度（後期）採択課題 
2019 年度（後期）は Reedbush、Oakforest-PACS、Oakbridge-CX の各スーパーコンピュータシス

テムとクラウド資源の Fennel システムを用いた課題を受け付け、採否を決定した。 

課題名 代表者名 所属（採択時） 利用システム 

Gibbsite における空孔が摩擦特性へ

与える影響の解明 
奥田 花也 

東京大学大学院  

理学系研究科 

Reedbush-U, 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

波形インバージョンによる地球マン

トル最下部における低速度異常の詳

細推定 

鈴木 裕輝 
東京大学大学院  

理学系研究科 

Reedbush-U, 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

大規模な共溶媒分子動力学シミュレ

ーションによる至適共溶媒セットの

構築 

柳澤 渓甫 
東京大学大学院  

農学生命科学研究科 
Reedbush-L 

高速化データ駆動科学を用いた先端

量子ビーム回折実験のデータ解析 
田中 和幸 

鳥取大学大学院  

工学研究科 
Oakforest-PACS 

ロボット遠隔操作のための複数台搭

載魚眼カメラを用いた周囲環境の 3

次元再構成 

小松 廉 
東京大学大学院  

工学系研究科 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

階層型直交格子法を用いた航空機高

揚力装置の近傍場音響予測 
菅谷 圭祐 

東京大学  

工学系研究科 
Oakbridge-CX 

分子動力学計算によるアミロイド凝

集様態の理論的解析 
大滝 大樹 

長崎大学大学院  

医歯薬学総合研究科 
Reedbush-H 

様々な初期質量の大質量星から前兆

ニュートリノに関する系統的な研究 
加藤 ちなみ 

東北大学  

工学研究科 
Reedbush-L 

 
 

超音波キャビテーション気泡の分

裂、崩壊、合一メカニズムの解明 
山本 卓也 

東北大学大学院  

環境科学研究科 
Reedbush-U 

Investigation of the droplet Weber 

number behavior in a deepwater oil 

blowout 

Daniel Cardoso 

Cordeiro 

大阪大学大学院  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

並列プログラミングモデル HPX と

XMP の比較と改善 
姜 蘇航 

東北大学  

情報科学研究科 
Oakbridge-CX 

フルートの吹込み角度による音色変

化のメカニズム解明 
小野木 君枝 

豊橋技術科学大学 

機械工学系 
Oakbridge-CX 

マルチスケール分子シミュレーショ

ンによる受容体チロシンキナーゼの

構造モデリング 

森 義治 
北里大学  

薬学部 
Reedbush-H 

科学技術計算の効率的超並列化に向

けた静的負荷分散を行う DSL の開発 
西田 秀之 

東京大学大学院  

情報理工学系研究科 

Reedbush-L, 

Oakforest-PACS, 

Oakbridge-CX 

大質量星団形成過程の解明 藤井 通子 
東京大学大学院  

理学系研究科 
Oakbridge-CX 

低質量星団におけるブラックホール

連星形成とその金属量依存性 
熊本 淳 

東京大学  

理学系研究科 
Reedbush-L 

MPS 法への新規高速化手法の実装と

評価 
宮島 敬明 

理化学研究所  

計算科学研究センタ

ー 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

CO2 地中貯留ための二相流流動と岩

盤力学の連成解析 
張 毅 

地球環境産業技術研

究機構 
Oakbridge-CX 

ミニマルスパン平行平板間乱流の直

接数値計算による乱流伝熱解析 
関本 敦 

大阪大学  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

世界最高レイノルズ数乱流データベ

ース構築のための GPU-DNS コード

の作成 

関本 敦 
大阪大学  

基礎工学研究科 
Reedbush-L 

医療応用を見据えた電磁界-熱伝導連

成解析システムの包括的な高速化・

高度化 

杉本 振一郎 八戸工業大学 Oakforest-PACS 
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科学技術計算の効率的超並列化に向

けた静的負荷分散を行う DSL の開発 
西田 秀之 

東京大学大学院  

情報理工学系研究科 

Oakforest-PACS, 

Reedbush-L 

低質量星団におけるブラックホール

連星形成とその金属量依存性 
熊本 淳 

東京大学  

理学系研究科 
Reedbush-L 

CENP T 天然変性領域の翻訳後修飾

が結合機構へ及ぼす影響の研究 
山守 優 

産業技術総合研究所 

人工知能研究センタ

ー 

Reedbush-U 

 
3.2 2019 年度（後期）採択課題 
2019 年度（後期）は Reedbush、Oakforest-PACS、Oakbridge-CX の各スーパーコンピュータシス

テムとクラウド資源の Fennel システムを用いた課題を受け付け、採否を決定した。 

課題名 代表者名 所属（採択時） 利用システム 

Gibbsite における空孔が摩擦特性へ

与える影響の解明 
奥田 花也 

東京大学大学院  

理学系研究科 

Reedbush-U, 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

波形インバージョンによる地球マン

トル最下部における低速度異常の詳

細推定 

鈴木 裕輝 
東京大学大学院  

理学系研究科 

Reedbush-U, 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

大規模な共溶媒分子動力学シミュレ

ーションによる至適共溶媒セットの

構築 

柳澤 渓甫 
東京大学大学院  

農学生命科学研究科 
Reedbush-L 

高速化データ駆動科学を用いた先端

量子ビーム回折実験のデータ解析 
田中 和幸 

鳥取大学大学院  

工学研究科 
Oakforest-PACS 

ロボット遠隔操作のための複数台搭

載魚眼カメラを用いた周囲環境の 3

次元再構成 

小松 廉 
東京大学大学院  

工学系研究科 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

階層型直交格子法を用いた航空機高

揚力装置の近傍場音響予測 
菅谷 圭祐 

東京大学  

工学系研究科 
Oakbridge-CX 

分子動力学計算によるアミロイド凝

集様態の理論的解析 
大滝 大樹 

長崎大学大学院  

医歯薬学総合研究科 
Reedbush-H 

様々な初期質量の大質量星から前兆

ニュートリノに関する系統的な研究 
加藤 ちなみ 

東北大学  

工学研究科 
Reedbush-L 

 
 

超音波キャビテーション気泡の分

裂、崩壊、合一メカニズムの解明 
山本 卓也 

東北大学大学院  

環境科学研究科 
Reedbush-U 

Investigation of the droplet Weber 

number behavior in a deepwater oil 

blowout 

Daniel Cardoso 

Cordeiro 

大阪大学大学院  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

並列プログラミングモデル HPX と

XMP の比較と改善 
姜 蘇航 

東北大学  

情報科学研究科 
Oakbridge-CX 

フルートの吹込み角度による音色変

化のメカニズム解明 
小野木 君枝 

豊橋技術科学大学 

機械工学系 
Oakbridge-CX 

マルチスケール分子シミュレーショ

ンによる受容体チロシンキナーゼの

構造モデリング 

森 義治 
北里大学  

薬学部 
Reedbush-H 

科学技術計算の効率的超並列化に向

けた静的負荷分散を行う DSL の開発 
西田 秀之 

東京大学大学院  

情報理工学系研究科 

Reedbush-L, 

Oakforest-PACS, 

Oakbridge-CX 

大質量星団形成過程の解明 藤井 通子 
東京大学大学院  

理学系研究科 
Oakbridge-CX 

低質量星団におけるブラックホール

連星形成とその金属量依存性 
熊本 淳 

東京大学  

理学系研究科 
Reedbush-L 

MPS 法への新規高速化手法の実装と

評価 
宮島 敬明 

理化学研究所  

計算科学研究センタ

ー 

Reedbush-H, 

Reedbush-L 

CO2 地中貯留ための二相流流動と岩

盤力学の連成解析 
張 毅 

地球環境産業技術研

究機構 
Oakbridge-CX 

ミニマルスパン平行平板間乱流の直

接数値計算による乱流伝熱解析 
関本 敦 

大阪大学  

基礎工学研究科 
Oakforest-PACS 

世界最高レイノルズ数乱流データベ

ース構築のための GPU-DNS コード

の作成 

関本 敦 
大阪大学  

基礎工学研究科 
Reedbush-L 

医療応用を見据えた電磁界-熱伝導連

成解析システムの包括的な高速化・

高度化 

杉本 振一郎 八戸工業大学 Oakforest-PACS 
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3 若手・女性利用者推薦 
 

 当センターでは、40歳以下の若手研究者、女性研究者または学生による、スーパーコンピュ

ータ、大規模ネットワーク機器などの大型計算資源を使用した研究を対象とした公募型プロジェ

クトを実施している。 

 当センターの教員による審査の上、採択された課題では申請した計算資源を無料で使用するこ

とができる。前期・後期の募集を行う一般枠と、学部・大学院生を対象とし、主に夏期における

利用を想定したインターン制度がある。前期課題は、1 年または半年単位の実施、インターン・

後期は半年のみの実施である。 

 毎年度 3回公募をおこない、2020 年度は前期 28件(うち通年申込 25件)、インターン 5件、

後期 4件合わせて 37件の研究課題が採択されている。採択者には、「報告書」の提出、研究成果

の発表の際に若手・女性推薦を利用したことの明記、および当センターが発行する「スーパーコ

ンピューティングニュース」誌の原稿執筆を採択の条件としている。 

 2017 年度からは、一般枠で採択された課題のうち、特に優れた課題で「学際大規模情報基盤

共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の萌芽型共同研究課題の条件を満たすものについては、当

センターより同拠点萌芽型共同研究課題として推薦し、同拠点共同研究課題審査委員会で審査の

上、JHPCNの萌芽型共同研究課題としても採択された場合、毎年 7月に開催される JHPCNのシン

ポジウムにて発表の機会が与えられる。本制度に採択された課題は終了後、得られた成果をもと

に、「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の公募型共同研究（一般課題、

国際課題、企業課題）等へと進展することが期待される。 

 2018 年度前期からは成果報告会を開催しており、課題終了後に採択者が集まり、研究成果を

発表して意見交換等を行う等採択者の情報共有の場を設けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3.1 2020年度（前期）採択課題 

 

課題名 利用 

期間 

代表者名 所属 利用システム 

内側円筒が回転する同心円

筒間環状流路内の熱伝達と

摩擦抵抗に Taylor渦の移

流が与える影響の LES解析 

一年 大竹 啓太 東京農工大学大学院 

工学府 

Oakbridge-CX 

ペアリング暗号に適した楕

円曲線の探索 

一年 照屋 唯紀 産業技術総合研究所  

サイバーフィジカル

セキュリティ研究セ

ンター 

Oakbridge-CX 

クライオ電子トモグラフィ

ーによる in situ構造生物

学 

一年 小田 賢幸 山梨大学大学院 

総合研究部医学域 

Reedbush-L 

動的膜の分子動力学計算 一年 小山 志穂

里 

(株)豊田中央研究所 Oakbridge-CX 

南極海における棚氷融解の

フィードバック現象の解明 

一年 木村 仁 海洋研究開発機構 Oakforest-PACS 

分子動力学シミュレーショ

ンによる自己炎症性疾患に

関わるタンパク質の研究 

一年 大滝 大樹 長崎大学大学院  

医歯薬学総合研究科 

Reedbush-H 

構造ガラスにおける限界安

定性の研究 

一年 島田 真成 東京大学 

総合文化研究科 

Oakbridge-CX 

コミュニケーションにおけ

る情報量と音声的余剰性の

関係 

一年 橋本 大樹 東京大学教養学部 Oakbridge-CX 

第一原理計算と機械学習を

用いた新物質の合成条件予

測 

半年 倉田 伊織 東京大学 

工学系研究科 

Reedbush-H  

Reedbush-L 

磁気単極子秩序形成の有限

温度解析 

半年 奥村 駿 東京大学 

工学系研究科 

Reedbush-H 

Reedbush-L 
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3 若手・女性利用者推薦 
 

 当センターでは、40歳以下の若手研究者、女性研究者または学生による、スーパーコンピュ

ータ、大規模ネットワーク機器などの大型計算資源を使用した研究を対象とした公募型プロジェ

クトを実施している。 

 当センターの教員による審査の上、採択された課題では申請した計算資源を無料で使用するこ

とができる。前期・後期の募集を行う一般枠と、学部・大学院生を対象とし、主に夏期における

利用を想定したインターン制度がある。前期課題は、1 年または半年単位の実施、インターン・

後期は半年のみの実施である。 

 毎年度 3回公募をおこない、2020年度は前期 28件(うち通年申込 25 件)、インターン 5件、

後期 4件合わせて 37件の研究課題が採択されている。採択者には、「報告書」の提出、研究成果

の発表の際に若手・女性推薦を利用したことの明記、および当センターが発行する「スーパーコ

ンピューティングニュース」誌の原稿執筆を採択の条件としている。 

 2017 年度からは、一般枠で採択された課題のうち、特に優れた課題で「学際大規模情報基盤

共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の萌芽型共同研究課題の条件を満たすものについては、当

センターより同拠点萌芽型共同研究課題として推薦し、同拠点共同研究課題審査委員会で審査の

上、JHPCNの萌芽型共同研究課題としても採択された場合、毎年 7月に開催される JHPCNのシン

ポジウムにて発表の機会が与えられる。本制度に採択された課題は終了後、得られた成果をもと

に、「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の公募型共同研究（一般課題、

国際課題、企業課題）等へと進展することが期待される。 

 2018 年度前期からは成果報告会を開催しており、課題終了後に採択者が集まり、研究成果を

発表して意見交換等を行う等採択者の情報共有の場を設けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3.1 2020年度（前期）採択課題 

 

課題名 利用 

期間 

代表者名 所属 利用システム 

内側円筒が回転する同心円

筒間環状流路内の熱伝達と

摩擦抵抗に Taylor渦の移

流が与える影響の LES 解析 

一年 大竹 啓太 東京農工大学大学院 

工学府 

Oakbridge-CX 

ペアリング暗号に適した楕

円曲線の探索 

一年 照屋 唯紀 産業技術総合研究所  

サイバーフィジカル

セキュリティ研究セ

ンター 

Oakbridge-CX 

クライオ電子トモグラフィ

ーによる in situ構造生物

学 

一年 小田 賢幸 山梨大学大学院 

総合研究部医学域 

Reedbush-L 

動的膜の分子動力学計算 一年 小山 志穂

里 

(株)豊田中央研究所 Oakbridge-CX 

南極海における棚氷融解の

フィードバック現象の解明 

一年 木村 仁 海洋研究開発機構 Oakforest-PACS 

分子動力学シミュレーショ

ンによる自己炎症性疾患に

関わるタンパク質の研究 

一年 大滝 大樹 長崎大学大学院  

医歯薬学総合研究科 

Reedbush-H 

構造ガラスにおける限界安

定性の研究 

一年 島田 真成 東京大学 

総合文化研究科 

Oakbridge-CX 

コミュニケーションにおけ

る情報量と音声的余剰性の

関係 

一年 橋本 大樹 東京大学教養学部 Oakbridge-CX 

第一原理計算と機械学習を

用いた新物質の合成条件予

測 

半年 倉田 伊織 東京大学 

工学系研究科 

Reedbush-H  

Reedbush-L 

磁気単極子秩序形成の有限

温度解析 

半年 奥村 駿 東京大学 

工学系研究科 

Reedbush-H 

Reedbush-L 
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実機単段遠心ブロワで生じ

るサージ点近傍非定常失速

現象の大規模圧縮性 LES解

析 

一年 塚本 和寛 日立製作所 

研究開発グループ機

械イノベーションセ

ンタ 

Oakbridge-CX 

全ゲノム配列情報と画像ク

ラスタリング技術の融合に

よる希少難治性疾患の層

別・分類手法の開発 

一年 川口 修治 京都大学大学院 

医学研究科附属ゲノ

ム医学センター 

Reedbush-H 

革新的抗血小板薬創製に向

けた第 XI因子・トロンビ

ンと血小板膜糖蛋白 GPIbα

および von Willebrand因

子複合体の結合エネルギー

計算 

一年 中山 正光 東海大学 

内科学系 

 

Oakforest-PACS 

汎関数繰り込み群による量

子スピン液体候補物質の物

性解明 

一年 福井 毅勇 東京大学大学院 

理学系研究科 

  

Reedbush-H  

Oakbridge-CX 

FDPSを用いた土/水連成数

理モデルの開発に関する研

究 

一年 平田 紗椰 神戸大学大学院 

工学研究科 

 

Oakforest-PACS 

微視的界面構造に基づくナ

ノコンポジットの機械的特

性の発現メカニズム 

一年 屋山 巴 工学院大学 

先進工学部 

 

Oakforest-PACS 

大質量星団形成シミュレー

ション 

一年 藤井 通子 東京大学大学院 

理学系研究科 

Oakbridge-CX 

波形インバージョンによる

地球マントル最下部の詳細

構造推定 

一年 鈴木 裕輝 東京大学大学院 

理学系研究科 

 

Oakforest-PACS 

Weather Forecasting: 

Physical Model 

Acceleration using 

Machine Learning and 

High-Performance 

Computing 

半年 Maha Mdini RIKEN - RCCS Reedbush-L 

 
 

半古典輸送理論に基づいた

電子・光融合シミュレーシ

ョン 

一年 谷 水城 東京大学大学院 

工学系研究科 

 

Oakbridge-CX 

機械学習による時系列デー

タの学習過程の解明 

一年 中井 拳吾 東京大学大学院  

数理科学研究科  

 

Reedbush-H 

流動及び岩盤力学の逆解析

により地層水理パラメータ

の推定 

一年 張 毅 地球環境産業技術研

究機構 

Oakbridge-CX 

Numerical simulation of 

deepwater oil blowout: 

crossflow effect 

一年 Daniel 

Cardoso 

Cordeiro 

大阪大学大学院 

基礎工学研究科 

Oakforest-PACS 

散開星団起源ブラックホー

ル連星の形成と特徴 

一年 熊本 淳 東京大学  

理学系研究科 

Reedbush-L 

GPU加速 DNSコードを用い

た正方形ダクト乱流の直接

数値計算 

一年 関本 敦 大阪大学 

基礎工学研究科 

Reedbush-L 

Couette-Poiseuille 流れ

における大規模構造の解析 

一年 関本 敦 大阪大学 

基礎工学研究科 

 

Oakforest-PACS 

随伴変数法とベイズ最適化

による Top-Seeded 

Solution Growth 法を用い

た SiC結晶成長における断

熱材分布最適化 

一年 竹原 悠人 大阪大学大学院 

基礎工学研究科 

 

Reedbush-H 

渦電流-熱伝導連成解析シ

ステムの構築と包括的な高

速化・高度化 

一年 杉本 振一

郎 

八戸工業大学 Oakforest-PACS 
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実機単段遠心ブロワで生じ

るサージ点近傍非定常失速

現象の大規模圧縮性 LES解

析 

一年 塚本 和寛 日立製作所 

研究開発グループ機

械イノベーションセ

ンタ 

Oakbridge-CX 

全ゲノム配列情報と画像ク

ラスタリング技術の融合に

よる希少難治性疾患の層

別・分類手法の開発 

一年 川口 修治 京都大学大学院 

医学研究科附属ゲノ

ム医学センター 

Reedbush-H 

革新的抗血小板薬創製に向

けた第 XI因子・トロンビ

ンと血小板膜糖蛋白 GPIbα

および von Willebrand因

子複合体の結合エネルギー

計算 

一年 中山 正光 東海大学 

内科学系 

 

Oakforest-PACS 

汎関数繰り込み群による量

子スピン液体候補物質の物

性解明 

一年 福井 毅勇 東京大学大学院 

理学系研究科 

  

Reedbush-H  

Oakbridge-CX 

FDPSを用いた土/水連成数

理モデルの開発に関する研

究 

一年 平田 紗椰 神戸大学大学院 

工学研究科 

 

Oakforest-PACS 

微視的界面構造に基づくナ

ノコンポジットの機械的特

性の発現メカニズム 

一年 屋山 巴 工学院大学 

先進工学部 

 

Oakforest-PACS 

大質量星団形成シミュレー

ション 

一年 藤井 通子 東京大学大学院 

理学系研究科 

Oakbridge-CX 

波形インバージョンによる

地球マントル最下部の詳細

構造推定 

一年 鈴木 裕輝 東京大学大学院 

理学系研究科 

 

Oakforest-PACS 

Weather Forecasting: 

Physical Model 

Acceleration using 

Machine Learning and 

High-Performance 

Computing 

半年 Maha Mdini RIKEN - RCCS Reedbush-L 

 
 

半古典輸送理論に基づいた

電子・光融合シミュレーシ

ョン 

一年 谷 水城 東京大学大学院 

工学系研究科 

 

Oakbridge-CX 

機械学習による時系列デー

タの学習過程の解明 

一年 中井 拳吾 東京大学大学院  

数理科学研究科  

 

Reedbush-H 

流動及び岩盤力学の逆解析

により地層水理パラメータ

の推定 

一年 張 毅 地球環境産業技術研

究機構 

Oakbridge-CX 

Numerical simulation of 

deepwater oil blowout: 

crossflow effect 

一年 Daniel 

Cardoso 

Cordeiro 

大阪大学大学院 

基礎工学研究科 

Oakforest-PACS 

散開星団起源ブラックホー

ル連星の形成と特徴 

一年 熊本 淳 東京大学  

理学系研究科 

Reedbush-L 

GPU 加速 DNSコードを用い

た正方形ダクト乱流の直接

数値計算 

一年 関本 敦 大阪大学 

基礎工学研究科 

Reedbush-L 

Couette-Poiseuille 流れ

における大規模構造の解析 

一年 関本 敦 大阪大学 

基礎工学研究科 

 

Oakforest-PACS 

随伴変数法とベイズ最適化

による Top-Seeded 

Solution Growth 法を用い

た SiC結晶成長における断

熱材分布最適化 

一年 竹原 悠人 大阪大学大学院 

基礎工学研究科 

 

Reedbush-H 

渦電流-熱伝導連成解析シ

ステムの構築と包括的な高

速化・高度化 

一年 杉本 振一

郎 

八戸工業大学 Oakforest-PACS 
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3.2 2020年度（インターン）採択課題 

課題名 代表者名 所属 利用システム 

単眼カメラによる距離推定

技術に関する研究 

牛 昭峰 Interactive Media 

Design Lab 

Reedbush-H 

繰り込み群による冷却極性

分子系での量子スピン液体

実現可能性の探索 

福井 毅勇 東京大学 理学系研究科 Oakforest-PACS 

Oakbridge-CX 

極低温推進薬の軌道上貯

蔵・輸送に向けた減圧沸騰

現象の解明と予測手法の開

発 

谷 和磨 東京大学大学院工学系研

究科 

Oakbridge-CX 

電気的・熱的効果によるキ

ャビティ音制御の数値解析 

大竹 克也 豊橋技術科学大学  

大学院工学研究科 

Oakbridge-CX 

階層型直交格子法と壁面モ

デルを用いた LBM による航

空機高揚力装置の空力音響

解析 

前山 大貴 東京大学大学院  

工学系研究科 

Oakbridge-CX 

 

3.3 2020年度（後期）採択課題 

課題名 利用 

期間 

代表者名 所属 利用システム 

PaCS-MD に基づく効率的リ

ガンド結合経路探索法の開

発 

半年 原田 隆平 筑波大学 

計算科学研究センター 

Reedbush-H 

Coarse-graining Model 

for Monte Carlo 

Simulation of Spin 

Configurations in 

Ferromagnets 

半年 李 其放 東京大学  

新領域創成科学研究科 

Oakbridge-CX 

降着円盤における微小スケ

ール乱流の特性解明 

半年 川面 洋平 東北大学 学際フロン

ティア研究所 

Oakforest-PACS 

Large-eddy simulations 

of nearshore offshore 

wind farms and their 

interactions with 

atmospheric boundary 

layer 

半年 Goit Jay 

Prakash 

Kindai University Oakbridge-CX 

 

スーパーコンピュータの企業利用支援

研究支援チーム

1 スーパーコンピュータの企業利用支援

1.1 企業利用趣旨

工学系研究者および産業界で大規模計算シミュレーションに対する期待が高まっている一方で、

その利用は進んでいない。また、企業がスーパーコンピュータ（スパコン）を導入しようとする動きは、

必ずしも旺盛ではない。これらの理由として、PC レベルでの小規模計算シミュレーションを大量に処
理したいというユーザが多いこと、小規模計算シミュレーションを行っているユーザが大規模計算シミ

ュレーションを行う機会がないために、費用対効果を検討できないことが挙げられる。また、多くの現

場において、計算シミュレーションの方法論が浸透していないことも理由の一つである。

一方、文部科学省は、世界が研究開発にしのぎを削る分野で日本の国際競争力を高めようと、大

学や独立行政法人等の公的研究機関がもつ先端研究装置を、企業へ開放する方針を推進してい

る。

このような状況を背景として、情報基盤センターでは、次世代スーパーコンピュータにつながるユ

ーザ育成も視野に入れつつ、大規模高性能並列計算を必要とする企業に対して計算資源を提供す

る。企業利用については、企業における単なる計算需要の負荷を肩代りするのではなく、以下の項

目に合致するテーマを支援するものである。

(1) 将来の科学技術発展に寄与する。
(2) 大規模高性能並列計算分野の発展に寄与する。
(3) 大規模高性能並列計算によるイノベーションに寄与する。

1.2 支援内容

企業利用へ提供する計算資源は、スーパーコンピュータシステム全計算資源の 10%以内である。
以下の 2つの利用者カテゴリで課題を公募し、審査委員会での審査を行う。ただし、限られた資源を
有効に利用するために、採択可能な課題に対して優先順位を付ける。提供可能な計算資源を勘案

して申込内容の調整を行い、採択課題を決定する。

⚫ アプリケーション開発者あるいは利用者

企業の開発現場において既に確立されている計算シミュレーションによるものづくりに使わ

れるのではなく、産業利用として先端性を有する計算シミュレーションおよび応用分野の課

題を支援する。このような先端性を有する計算シミュレーションでは、大規模な並列計算が

必要であると考えられる。

⚫ ASP（Application Service Provider）事業者
➢ 計算シミュレーションによるものづくりを行ってきていない企業に対し、計算シミュレーション

による高度なものづくりを支援するためには、計算シミュレーションソフトウェアの性質を理

解し、入力データの作成、シミュレーション結果の解析などの、きめ細かい支援が必要であ
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3.2 2020年度（インターン）採択課題 

課題名 代表者名 所属 利用システム 

単眼カメラによる距離推定

技術に関する研究 

牛 昭峰 Interactive Media 

Design Lab 

Reedbush-H 

繰り込み群による冷却極性

分子系での量子スピン液体

実現可能性の探索 

福井 毅勇 東京大学 理学系研究科 Oakforest-PACS 

Oakbridge-CX 

極低温推進薬の軌道上貯

蔵・輸送に向けた減圧沸騰

現象の解明と予測手法の開

発 

谷 和磨 東京大学大学院工学系研

究科 

Oakbridge-CX 

電気的・熱的効果によるキ

ャビティ音制御の数値解析 

大竹 克也 豊橋技術科学大学  

大学院工学研究科 

Oakbridge-CX 

階層型直交格子法と壁面モ

デルを用いた LBMによる航

空機高揚力装置の空力音響

解析 

前山 大貴 東京大学大学院  

工学系研究科 

Oakbridge-CX 

 

3.3 2020年度（後期）採択課題 

課題名 利用 

期間 

代表者名 所属 利用システム 

PaCS-MDに基づく効率的リ

ガンド結合経路探索法の開

発 

半年 原田 隆平 筑波大学 

計算科学研究センター 

Reedbush-H 

Coarse-graining Model 

for Monte Carlo 

Simulation of Spin 

Configurations in 

Ferromagnets 

半年 李 其放 東京大学  

新領域創成科学研究科 

Oakbridge-CX 

降着円盤における微小スケ

ール乱流の特性解明 

半年 川面 洋平 東北大学 学際フロン

ティア研究所 

Oakforest-PACS 

Large-eddy simulations 

of nearshore offshore 

wind farms and their 

interactions with 

atmospheric boundary 

layer 

半年 Goit Jay 

Prakash 

Kindai University Oakbridge-CX 

 

スーパーコンピュータの企業利用支援

研究支援チーム

1 スーパーコンピュータの企業利用支援

1.1 企業利用趣旨

工学系研究者および産業界で大規模計算シミュレーションに対する期待が高まっている一方で、

その利用は進んでいない。また、企業がスーパーコンピュータ（スパコン）を導入しようとする動きは、

必ずしも旺盛ではない。これらの理由として、PC レベルでの小規模計算シミュレーションを大量に処
理したいというユーザが多いこと、小規模計算シミュレーションを行っているユーザが大規模計算シミ

ュレーションを行う機会がないために、費用対効果を検討できないことが挙げられる。また、多くの現

場において、計算シミュレーションの方法論が浸透していないことも理由の一つである。

一方、文部科学省は、世界が研究開発にしのぎを削る分野で日本の国際競争力を高めようと、大

学や独立行政法人等の公的研究機関がもつ先端研究装置を、企業へ開放する方針を推進してい

る。

このような状況を背景として、情報基盤センターでは、次世代スーパーコンピュータにつながるユ

ーザ育成も視野に入れつつ、大規模高性能並列計算を必要とする企業に対して計算資源を提供す

る。企業利用については、企業における単なる計算需要の負荷を肩代りするのではなく、以下の項

目に合致するテーマを支援するものである。

(1) 将来の科学技術発展に寄与する。
(2) 大規模高性能並列計算分野の発展に寄与する。
(3) 大規模高性能並列計算によるイノベーションに寄与する。

1.2 支援内容

企業利用へ提供する計算資源は、スーパーコンピュータシステム全計算資源の 10%以内である。
以下の 2つの利用者カテゴリで課題を公募し、審査委員会での審査を行う。ただし、限られた資源を
有効に利用するために、採択可能な課題に対して優先順位を付ける。提供可能な計算資源を勘案

して申込内容の調整を行い、採択課題を決定する。

⚫ アプリケーション開発者あるいは利用者

企業の開発現場において既に確立されている計算シミュレーションによるものづくりに使わ

れるのではなく、産業利用として先端性を有する計算シミュレーションおよび応用分野の課

題を支援する。このような先端性を有する計算シミュレーションでは、大規模な並列計算が

必要であると考えられる。

⚫ ASP（Application Service Provider）事業者
➢ 計算シミュレーションによるものづくりを行ってきていない企業に対し、計算シミュレーション

による高度なものづくりを支援するためには、計算シミュレーションソフトウェアの性質を理

解し、入力データの作成、シミュレーション結果の解析などの、きめ細かい支援が必要であ
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る。産業界に対して、このような広範な支援を大学が行うのは難しいため、支援を行ってい

く企業との連携が不可欠である。そのため、計算シミュレーションによるもの作りを従来行っ

ていない企業への支援体制が整っている ASP事業者を支援する。

大学が企業へ提供する計算資源は限られている。本来、企業は自前でスパコンを確保すべきで

ある。支援を行う企業において大規模計算シミュレーションによるものづくりの可能性が得られた際に

は、本支援を終了する。ASP事業者については、ASP事業者が自前でスパコンを確保できる環境が
整い次第、支援を終了する。

1.3 2019年度企業利用

2019年 4月利用開始の公募では、利用資格者審査の結果、4件が採択された。また、2019年 10
月利用開始の公募では、1件が採択された。

2019年度は、10月および 2020年 4月利用開始の 2回の課題公募を実施した。2020年 4月利
用開始の公募では、新規 1件（審査の過程で辞退）および 2019年度からの継続となる 3件の応募
があり、継続の 3件について採択された。

●2019年度第一回公募（2019年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件）
➢ 採択 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件）

企業名 課題名 利用システム

株式会社豊田中央研究所 ナノ構造液体分離膜の分子動力学計算 Reedbush-U

株式会社小堀鐸二研究所
不規則・不整形地盤の大領域３次元地盤

応答評価法の開発と高度化（フェーズ３）
Oakforest-PACS

セイコーインスツル株式会社
流体構造連成シミュレーション技術を用い

たインクジェット挙動の調査
Reedbush-U

株式会社 JSOL
電磁界有限要素解析のスレッド並列およ

びプロセス並列処理による高速化と大規

模化の検討

Reedbush-U

●2019年度第二回公募（2019年 10月以降利用開始）
➢ 申請 1件（新規課題）
➢ 採択 1件（新規課題）

企業名 課題名 利用システム

阪神高速道路株式会社
流体―構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

●2020年度第一回公募（2020年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件） ※新規課題 1件は審査の過程で辞退した
➢ 採択 3件（継続課題） 

企業名 課題名 利用システム

阪神高速道路株式会社
液体－構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

セイコーインスツル株式会社 液滴吐出と飛翔挙動状態の調査 Oakbridge-CX

株式会社 JSOL 高性能電磁界有限要素解析の超並列化

に関する研究
Oakbridge-CX

1.4 2019年度企業利用関連の教員との共同研究

 企業利用の推進の一環として、センター教員との共同研究も行っている。センター教員との共同研

究は、年間数件程度を予定しており、共同研究契約を締結することにより、スーパーコンピュータを

利用することができる。

●2019年度 教員との共同研究 

 株式会社ヴァイナス （担当教員：伊田明弘 特任准教授） 

⚫ 「低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発」 

 

 

 

以上
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る。産業界に対して、このような広範な支援を大学が行うのは難しいため、支援を行ってい

く企業との連携が不可欠である。そのため、計算シミュレーションによるもの作りを従来行っ

ていない企業への支援体制が整っている ASP事業者を支援する。

大学が企業へ提供する計算資源は限られている。本来、企業は自前でスパコンを確保すべきで

ある。支援を行う企業において大規模計算シミュレーションによるものづくりの可能性が得られた際に

は、本支援を終了する。ASP事業者については、ASP事業者が自前でスパコンを確保できる環境が
整い次第、支援を終了する。

1.3 2019年度企業利用

2019年 4月利用開始の公募では、利用資格者審査の結果、4件が採択された。また、2019年 10
月利用開始の公募では、1件が採択された。

2019年度は、10月および 2020年 4月利用開始の 2回の課題公募を実施した。2020年 4月利
用開始の公募では、新規 1件（審査の過程で辞退）および 2019年度からの継続となる 3件の応募
があり、継続の 3件について採択された。

●2019年度第一回公募（2019年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件）
➢ 採択 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件）

企業名 課題名 利用システム

株式会社豊田中央研究所 ナノ構造液体分離膜の分子動力学計算 Reedbush-U

株式会社小堀鐸二研究所
不規則・不整形地盤の大領域３次元地盤

応答評価法の開発と高度化（フェーズ３）
Oakforest-PACS

セイコーインスツル株式会社
流体構造連成シミュレーション技術を用い

たインクジェット挙動の調査
Reedbush-U

株式会社 JSOL
電磁界有限要素解析のスレッド並列およ

びプロセス並列処理による高速化と大規

模化の検討

Reedbush-U

●2019年度第二回公募（2019年 10月以降利用開始）
➢ 申請 1件（新規課題）
➢ 採択 1件（新規課題）

企業名 課題名 利用システム

阪神高速道路株式会社
流体―構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

●2020年度第一回公募（2020年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件） ※新規課題 1件は審査の過程で辞退した
➢ 採択 3件（継続課題） 

企業名 課題名 利用システム

阪神高速道路株式会社
液体－構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

セイコーインスツル株式会社 液滴吐出と飛翔挙動状態の調査 Oakbridge-CX

株式会社 JSOL 高性能電磁界有限要素解析の超並列化

に関する研究
Oakbridge-CX

1.4 2019年度企業利用関連の教員との共同研究

 企業利用の推進の一環として、センター教員との共同研究も行っている。センター教員との共同研

究は、年間数件程度を予定しており、共同研究契約を締結することにより、スーパーコンピュータを

利用することができる。

●2019年度 教員との共同研究 

 株式会社ヴァイナス （担当教員：伊田明弘 特任准教授） 

⚫ 「低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発」 

 

 

 

以上
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スーパーコンピュータの企業利用支援

研究支援チーム

1 スーパーコンピュータの企業利用支援

1.1 企業利用趣旨

工学系研究者および産業界で大規模計算シミュレーションに対する期待が高まっている一方で、

その利用は進んでいない。また、企業がスーパーコンピュータ（スパコン）を導入しようとする動きは、

必ずしも旺盛ではない。これらの理由として、PC レベルでの小規模計算シミュレーションを大量に処
理したいというユーザが多いこと、小規模計算シミュレーションを行っているユーザが大規模計算シミ

ュレーションを行う機会がないために、費用対効果を検討できないことが挙げられる。また、多くの現

場において、計算シミュレーションの方法論が浸透していないことも理由の一つである。

一方、文部科学省は、世界が研究開発にしのぎを削る分野で日本の国際競争力を高めようと、大

学や独立行政法人等の公的研究機関がもつ先端研究装置を、企業へ開放する方針を推進してい

る。

このような状況を背景として、情報基盤センターでは、次世代スーパーコンピュータにつながるユ

ーザ育成も視野に入れつつ、大規模高性能並列計算を必要とする企業に対して計算資源を提供す

る。企業利用については、企業における単なる計算需要の負荷を肩代りするのではなく、以下の項

目に合致するテーマを支援するものである。

(1) 将来の科学技術発展に寄与する。
(2) 大規模高性能並列計算分野の発展に寄与する。
(3) 大規模高性能並列計算によるイノベーションに寄与する。

1.2 支援内容

企業利用へ提供する計算資源は、スーパーコンピュータシステム全計算資源の 10%以内である。
以下の 2つの利用者カテゴリで課題を公募し、審査委員会での審査を行う。ただし、限られた資源を
有効に利用するために、採択可能な課題に対して優先順位を付ける。提供可能な計算資源を勘案

して申込内容の調整を行い、採択課題を決定する。

⚫ アプリケーション開発者あるいは利用者

企業の開発現場において既に確立されている計算シミュレーションによるものづくりに使わ

れるのではなく、産業利用として先端性を有する計算シミュレーションおよび応用分野の課

題を支援する。このような先端性を有する計算シミュレーションでは、大規模な並列計算が

必要であると考えられる。

⚫ ASP（Application Service Provider）事業者
➢ 計算シミュレーションによるものづくりを行ってきていない企業に対し、計算シミュレーション

による高度なものづくりを支援するためには、計算シミュレーションソフトウェアの性質を理

解し、入力データの作成、シミュレーション結果の解析などの、きめ細かい支援が必要であ

る。産業界に対して、このような広範な支援を大学が行うのは難しいため、支援を行ってい

く企業との連携が不可欠である。そのため、計算シミュレーションによるもの作りを従来行っ

ていない企業への支援体制が整っている ASP事業者を支援する。

大学が企業へ提供する計算資源は限られている。本来、企業は自前でスパコンを確保すべきで

ある。支援を行う企業において大規模計算シミュレーションによるものづくりの可能性が得られた際に

は、本支援を終了する。ASP事業者については、ASP事業者が自前でスパコンを確保できる環境が
整い次第、支援を終了する。

1.3 2020年度企業利用

●2020年度第一回公募（2020年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件） ※新規課題 1件は審査の過程で辞退した
➢ 採択 3件（継続課題） 

企業名 課題名 利用システム

阪神高速道路株式会社
液体－構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

セイコーインスツル株式会社 液滴吐出と飛翔挙動状態の調査 Oakbridge-CX

株式会社 JSOL 高性能電磁界有限要素解析の超並列化

に関する研究
Oakbridge-CX

●2020年度第二回公募（2020年 10月以降利用開始）
➢ 申請 1件（内新規課題 1件）
➢ 採択 1件（内新規課題 1件）

企業名 課題名 利用システム

日本工営株式会社 地下水解析プログラムの並列化 Oakbridge-CX

●2021年度第一回公募（2021年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内継続課題 4件）
➢ 採択 4件（内継続課題 4件）

企業名 課題名 利用システム

株式会社 JSOL 大規模高並列電磁界有限要素解析の

性能向上に関する研究
Oakbridge-CX

阪神高速道路株式会社
流体―構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

セイコーホールディングス

株式会社

液滴吐出と飛翔挙動および壁面への着

弾状態の調査

OakbridgeCX：
Wisteria/BDEC-01：

(2021.10.1~2022.3.31)
日本工営株式会社 地下水解析プログラムの並列化 Oakbridge-CX
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1 スーパーコンピュータの企業利用支援

1.1 企業利用趣旨

工学系研究者および産業界で大規模計算シミュレーションに対する期待が高まっている一方で、

その利用は進んでいない。また、企業がスーパーコンピュータ（スパコン）を導入しようとする動きは、

必ずしも旺盛ではない。これらの理由として、PC レベルでの小規模計算シミュレーションを大量に処
理したいというユーザが多いこと、小規模計算シミュレーションを行っているユーザが大規模計算シミ

ュレーションを行う機会がないために、費用対効果を検討できないことが挙げられる。また、多くの現

場において、計算シミュレーションの方法論が浸透していないことも理由の一つである。

一方、文部科学省は、世界が研究開発にしのぎを削る分野で日本の国際競争力を高めようと、大

学や独立行政法人等の公的研究機関がもつ先端研究装置を、企業へ開放する方針を推進してい

る。

このような状況を背景として、情報基盤センターでは、次世代スーパーコンピュータにつながるユ

ーザ育成も視野に入れつつ、大規模高性能並列計算を必要とする企業に対して計算資源を提供す

る。企業利用については、企業における単なる計算需要の負荷を肩代りするのではなく、以下の項

目に合致するテーマを支援するものである。

(1) 将来の科学技術発展に寄与する。
(2) 大規模高性能並列計算分野の発展に寄与する。
(3) 大規模高性能並列計算によるイノベーションに寄与する。

1.2 支援内容

企業利用へ提供する計算資源は、スーパーコンピュータシステム全計算資源の 10%以内である。
以下の 2つの利用者カテゴリで課題を公募し、審査委員会での審査を行う。ただし、限られた資源を
有効に利用するために、採択可能な課題に対して優先順位を付ける。提供可能な計算資源を勘案

して申込内容の調整を行い、採択課題を決定する。

⚫ アプリケーション開発者あるいは利用者

企業の開発現場において既に確立されている計算シミュレーションによるものづくりに使わ

れるのではなく、産業利用として先端性を有する計算シミュレーションおよび応用分野の課

題を支援する。このような先端性を有する計算シミュレーションでは、大規模な並列計算が

必要であると考えられる。

⚫ ASP（Application Service Provider）事業者
➢ 計算シミュレーションによるものづくりを行ってきていない企業に対し、計算シミュレーション

による高度なものづくりを支援するためには、計算シミュレーションソフトウェアの性質を理

解し、入力データの作成、シミュレーション結果の解析などの、きめ細かい支援が必要であ

る。産業界に対して、このような広範な支援を大学が行うのは難しいため、支援を行ってい

く企業との連携が不可欠である。そのため、計算シミュレーションによるもの作りを従来行っ

ていない企業への支援体制が整っている ASP事業者を支援する。

大学が企業へ提供する計算資源は限られている。本来、企業は自前でスパコンを確保すべきで

ある。支援を行う企業において大規模計算シミュレーションによるものづくりの可能性が得られた際に

は、本支援を終了する。ASP事業者については、ASP事業者が自前でスパコンを確保できる環境が
整い次第、支援を終了する。

1.3 2020年度企業利用

●2020年度第一回公募（2020年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内新規課題 1件、継続課題 3件） ※新規課題 1件は審査の過程で辞退した
➢ 採択 3件（継続課題） 

企業名 課題名 利用システム

阪神高速道路株式会社
液体－構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

セイコーインスツル株式会社 液滴吐出と飛翔挙動状態の調査 Oakbridge-CX

株式会社 JSOL 高性能電磁界有限要素解析の超並列化

に関する研究
Oakbridge-CX

●2020年度第二回公募（2020年 10月以降利用開始）
➢ 申請 1件（内新規課題 1件）
➢ 採択 1件（内新規課題 1件）

企業名 課題名 利用システム

日本工営株式会社 地下水解析プログラムの並列化 Oakbridge-CX

●2021年度第一回公募（2021年 4月以降利用開始）
➢ 申請 4件（内継続課題 4件）
➢ 採択 4件（内継続課題 4件）

企業名 課題名 利用システム

株式会社 JSOL 大規模高並列電磁界有限要素解析の

性能向上に関する研究
Oakbridge-CX

阪神高速道路株式会社
流体―構造物連成解析による長大斜張

橋の空力不安定振動に関する研究
Oakforest-PACS

セイコーホールディングス

株式会社

液滴吐出と飛翔挙動および壁面への着

弾状態の調査

OakbridgeCX：
Wisteria/BDEC-01：

(2021.10.1~2022.3.31)
日本工営株式会社 地下水解析プログラムの並列化 Oakbridge-CX
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1.4 2020年度企業利用関連の教員との共同研究

 企業利用の推進の一環として、センター教員との共同研究も行っている。センター教員との共同研

究は、年間数件程度を予定しており、共同研究契約を締結することにより、スーパーコンピュータを

利用することができる。

●2020年度 教員との共同研究 

 株式会社ヴァイナス （担当教員：伊田明弘 特任准教授） 

⚫ 「低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発」 

 

以上

スーパーコンピューター利用による研究成果報告 
（2019, 2020年） 

 スーパーコンピューティングチーム  

 

1 大規模超並列スーパーコンピュータシステム Oakbridge-CX 
  2019年 1月～2020年 12月における、大規模超並列スーパーコンピュータシステムOakbridge-CX
の利用による研究成果報告については以下のとおりである。 
 

1.1 論文 
【計算基盤】 
1. 村上弘: 少数のレゾルベントで構成されたフィルタを用いた実対称定値一般固有値問題の解法: 情報処理

学会論文誌：コンピューティングシステム（ACS67), Vol.13, No.1. 
【物理学】 
2. Masayuki Ochi, Kazuhiko Kuroki: Quantifying the stability of the anion ordering in SrVO2H: Physical Re-

view B, American Physical Society, 102, 13. 
3. 荻野 拓, 越智 正之, 陰山 洋: ペロブスカイト酸化物のアニオン制御と電子物性: 応用物理, 応用物理学会, 

89, 10. 
【機械工学】 
4. Hiroshi Yokoyama, Masanori Kobayashi, Akiyoshi Iida: Analysis of Flow and Acoustic Radiation in Reed 

Instruments by Compressible Flow Simulation: Acoustical Science and Technology, 41, 5. 
5. Hiroshi Yokoyama, Katsutake Minowa, Kohei Orito, Masahito Nishikawara, Hideki Yanada: Compressible 

Simulation of Flow and Sound around a Small Axial-Flow Fan with Flow through Casing Slits: JOURNAL 
OF FLUIDS ENGINEERING-TRANSACTIONS OF THE ASME, 142, 101215. 

6. Hiroshi Yokoyama, Keisuke Otsuka, Katsuya Otake, Masahito Nishikawara, Hideki Yanada: Control of Cav-
ity Flow with Acoustic Radiation by an Intermittently Driven Plasma Actuator: Physics of Fluids, 32, 106104. 

 

1.2 口頭・ポスター発表 
【物理学】 

7. Masayuki Ochi: Theoretical design of high-performance thermoelectric materials and unconventional super-
conductors using first-principles calculations: 第 37回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン（CMD）
ワークショップ. 

8. 越智 正之: 遷移金属酸水素化物の電子状態：第一原理計算に基づく結晶構造の解析および非従来型超
伝導体の提案: 第 3回ハイドロジェノミクス研究会. 

9. 越智 正之: バナジウム酸水素化物の電子状態: 第九回「凝縮系理論の最前線」. 
10. 西口和孝, 越智正之, 李哲虎, 黒木和彦: 第一原理計算による熱電物質 122系 Zintl相化合物への不純

物ドープと形成エネルギーの理論的研究: 日本物理学会 2020年秋季大会. 
11. 越智正之: 第一原理計算に基づく複合アニオン化合物の物質機能の探索: 日本物理学会第 75回年次大

会（2020年）. 
【総合工学】 

12. 菅谷圭祐，今村太郎: 階層型直交格子と埋め込み境界法を用いた 30P30N高揚力装置の非定常流解析: 
流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム 2020オンライン. 

13. 坪井伸幸，岩崎幹太，林光一，小澤晃平: 障害物を有する管内の爆轟遷移に関する数値解析：Artificial 
Thickening Flame法を用いた実験スケールの解析 : 第 52回流体力学講演会/第 38回航空宇宙数値シミ
ュレーション技術シンポジウム, 論文集, JSASS-2C15. 
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1.4 2020年度企業利用関連の教員との共同研究

 企業利用の推進の一環として、センター教員との共同研究も行っている。センター教員との共同研

究は、年間数件程度を予定しており、共同研究契約を締結することにより、スーパーコンピュータを

利用することができる。

●2020年度 教員との共同研究 

 株式会社ヴァイナス （担当教員：伊田明弘 特任准教授） 

⚫ 「低ランク行列近似を用いた新しい反復法ソルバの開発」 

 

以上

スーパーコンピューター利用による研究成果報告 
（2019, 2020年） 

 スーパーコンピューティングチーム  

 

1 大規模超並列スーパーコンピュータシステム Oakbridge-CX 
  2019年 1月～2020年 12月における、大規模超並列スーパーコンピュータシステムOakbridge-CX
の利用による研究成果報告については以下のとおりである。 
 

1.1 論文 
【計算基盤】 
1. 村上弘: 少数のレゾルベントで構成されたフィルタを用いた実対称定値一般固有値問題の解法: 情報処理

学会論文誌：コンピューティングシステム（ACS67), Vol.13, No.1. 
【物理学】 
2. Masayuki Ochi, Kazuhiko Kuroki: Quantifying the stability of the anion ordering in SrVO2H: Physical Re-

view B, American Physical Society, 102, 13. 
3. 荻野 拓, 越智 正之, 陰山 洋: ペロブスカイト酸化物のアニオン制御と電子物性: 応用物理, 応用物理学会, 

89, 10. 
【機械工学】 
4. Hiroshi Yokoyama, Masanori Kobayashi, Akiyoshi Iida: Analysis of Flow and Acoustic Radiation in Reed 

Instruments by Compressible Flow Simulation: Acoustical Science and Technology, 41, 5. 
5. Hiroshi Yokoyama, Katsutake Minowa, Kohei Orito, Masahito Nishikawara, Hideki Yanada: Compressible 

Simulation of Flow and Sound around a Small Axial-Flow Fan with Flow through Casing Slits: JOURNAL 
OF FLUIDS ENGINEERING-TRANSACTIONS OF THE ASME, 142, 101215. 

6. Hiroshi Yokoyama, Keisuke Otsuka, Katsuya Otake, Masahito Nishikawara, Hideki Yanada: Control of Cav-
ity Flow with Acoustic Radiation by an Intermittently Driven Plasma Actuator: Physics of Fluids, 32, 106104. 

 

1.2 口頭・ポスター発表 
【物理学】 

7. Masayuki Ochi: Theoretical design of high-performance thermoelectric materials and unconventional super-
conductors using first-principles calculations: 第 37回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン（CMD）
ワークショップ. 

8. 越智 正之: 遷移金属酸水素化物の電子状態：第一原理計算に基づく結晶構造の解析および非従来型超
伝導体の提案: 第 3回ハイドロジェノミクス研究会. 

9. 越智 正之: バナジウム酸水素化物の電子状態: 第九回「凝縮系理論の最前線」. 
10. 西口和孝, 越智正之, 李哲虎, 黒木和彦: 第一原理計算による熱電物質 122系 Zintl相化合物への不純

物ドープと形成エネルギーの理論的研究: 日本物理学会 2020年秋季大会. 
11. 越智正之: 第一原理計算に基づく複合アニオン化合物の物質機能の探索: 日本物理学会第 75回年次大

会（2020年）. 
【総合工学】 

12. 菅谷圭祐，今村太郎: 階層型直交格子と埋め込み境界法を用いた 30P30N高揚力装置の非定常流解析: 
流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム 2020オンライン. 

13. 坪井伸幸，岩崎幹太，林光一，小澤晃平: 障害物を有する管内の爆轟遷移に関する数値解析：Artificial 
Thickening Flame法を用いた実験スケールの解析 : 第 52回流体力学講演会/第 38回航空宇宙数値シミ
ュレーション技術シンポジウム, 論文集, JSASS-2C15. 
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1.3 受賞情報 
14. 芝 隼人: 大規模分子シミュレーションによるガラス・ソフトマターの連続体特性の研究: 分子シミュレーション

学会学術賞, 分子シミュレーション学会. 
15. 越智正之: 拡張された低次元電子状態と物性機能に関する第一原理的研究: 令和 2 年度科学技術分野

の文部科学大臣表彰若手科学者賞, 文部科学省. 
 

2 メニーコア型大規模スーパーコンピューターシステム Oakforest-PACS 
  2019年 1月～2020年 12月における、メニーコア型大規模スーパーコンピュータシステム 
Oakforest-PACSの利用による研究成果報告については以下のとおりである。 
 

2.1 論文  
【地球惑星科学】 
16. Goto D., Sato Y., Yashiro H., Suzuki K., Oikawa E., Kudo R., Nagao T.M., Nakajima T.: Global aerosol 

simulations using NICAM.16 on a 14 km grid spacing for a climate study: improved and remaining issues 
relative to a lower-resolution model: Geoscientific Model Development, European Geosciences Union, 13, 8. 

【土木工学】 
17. Umair Ali, Masahide Otsubo, Hiroaki Ebizuka, Reiko Kuwano: Particle-scale insight into soil arching under 

trapdoor condition: Soils and Foundations, Elsevier, vol.60, No.5. 
18. Masahide Otsubo, Junming Liu, Yuichiro Kawaguchi, Troyee Tanu Dutta, Reiko Kuwano: Anisotropy of 

elastic wave velocity influenced by particle shape and fabric anisotropy under K0 condition: Computers and 
Geotechnics, Elsevier, Vol.128, 103775. 

19. Tokio Morimoto, Masahide Otsubo, Junichi Koseki: Microscopic investigation into liquefaction resistance 
of pre-sheared sand: Effects of particle shape and initial anisotropy: Soils and Foundations, Elsevier, Vol.61, 
No.2. 

20. Troyee Tanu Dutta, Masahide Otsubo, Reiko Kuwano, Catherine O''Sullivan: Evolution of shear wave ve-
locity during triaxial compression: Soils and Foundations, Elsevier, vol.60, No.6. 

 

2.2 口頭・ポスター発表 
【応用物理学】 
21. 長谷川諄, 島田和宏: Pna21-(InxM1-x)O3(M=Al,Ga) の弾性定数、圧電定数および自発分極の第一原

理計算: 第 80 回応用物理学会秋季学術講演会, 第 80 回応用物理学会秋季学術講演会予稿集, 16-091. 
22. Jun Hasegawa and Kazuhiro Shimada: First-principles calculation of piezoelectric and dielectric constants 

and spontaneous polarization of orthorhombic (InxM1-x)2O3 (M = Al, Ga): The 8th International Sympo-
sium on Materials Science and Surface Technology 2019, The 8th International Symposium on Materials 
Science and Surface Technology 2019 予稿集, pp.40-41. 

 

3 データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム Reedbush 
  2019年 1月～2020年 12月における、データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシス
テム Reedbushの利用による研究成果報告については以下のとおりである。 
 

3.1 論文 
【内科系臨床医学】 

23. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Kenshiro Shiraishi, Takenori Kobayashi, Shigeru 
Furui, Takahide Okamoto, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Immersive radiation experience for interventional 

radiology with virtual reality radiation dose visualization using fast Monte Carlo dose estimation: Interven-
tional Radiology, Japanese Society of Interventional Radiology. 

24. Shinobu Kumagai, Norikazu Arai, Takeshi Takata, Daisuke Kon, Toshiya Saitoh, Hiroshi Oba, Shigeru Furui, 
Jun’ichi Kotoku, Kenshiro Shiraishi.: First experience of iridium-192 source stuck during high-dose-rate 
brachytherapy in Japan: Journal of Contemporary Brachytherapy. 

25. Takumasa Tsuji, Yuta Hirose, Kohei Fujimori, Takuya Hirose, Asuka Oyama, Yusuke Saikawa, Tatsuya Mi-
mura, Kenshiro Shiraishi, Takenori Kobayashi, Atsushi Mizota and Jun’ichi Kotoku: Classification of optical 
coherence tomography images using a capsule network: BMC Ophthalmology, BMC Ophthalmology, Vol, 
20, 114. 

26. Takeshi Takata, Kenshiro Shiraishi, Shinobu Kumagai, Norikazu Arai, Takenori Kobayashi, Hiroshi Oba, 
Takahide Okamoto, Jun’ichi Kotoku: Calculating and estimating second cancer risk from breast radiotherapy 
using Monte Carlo code with internal body scatter for each out-of-field organ: Journal of Applied Clinical 
Medical Physics, The American Association of Physicists in Medicine. 

 

3.2 口頭・ポスター発表 
【機械工学】 
27. 山田英助, 田村陽介: 高圧水素容器の火炎暴露試験の数値シミュレーション: 第 33 回数値流体力学

シンポジウム, A03-1. 
28. 山田英助, 田村陽介: 高圧水素容器の火炎暴露試験における燃焼と固体熱伝導の数値シミュレーシ

ョン: オープン CAE シンポジウム 2019. 
【総合工学】 
29. Jinrong Cao, Yunfeng Liang, Yoshihiro Masuda, Hiroaki Koga, Hiroyuki Tanaka, Kohei Tamura, Sunao 

Takagi, Toshifumi Matsuoka: Molecular Simulation of Methane Adsorption Behavior in Kerogen Na-
nopores for Shale Gas Resource Assessment: International Petroleum Technology Conference IPTC 2019, 
IPTC-19216-MS. 

【人間医工学】 
30. Yukihiro Nomura, Toshihiro Hanawa, Issei Sato, Shouhei Hanaoka, Takahiro Nakao, Masaki Murata, To-

momi Takenaga, Tetsuya Hoshino, Yuji Sekiya, Naoto Hayashi, Osamu Abe: Development of training envi-
ronment for deep learning with medical images on supercomputer system based on asynchronous parallel 
Bayesian optimization: ISC High Performance 2019. 

【内科系臨床医学】 
31. 古徳純一: 人工知能と放射線医学: 日本学術振興会 放射線科学とその応用第 186 委員会 第 30 回

研究会および意見交換会. 
32. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Shigeru Furui, Kenshiro Shiraishi, Takenori Koba-

yashi, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Mixed reality for interventional radiology: an intuitive real-time radia-
tion visualization system: Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe. 

33. Takeshi Takata, Kenshiro Shiraishi, Shinobu Kumagai, Norikazu Arai, Takenori Kobayashi, Hiroshi Oba, 
Jun’ichi Kotoku: Monte Carlo Dose Calculation and Estimation of Second Cancer Risk by Internal Body 
Scatter for Out-of-field Organs from Breast Radiotherapy: The 119th Scientific Meeting of the Japan Society 
of Medical Physics. 

34. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Shigeru Furui, Kenshiro Shiraishi, Takenori Koba-
yashi, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Radiation risk in coronary angiography: simulation of physician dose in 
radial versus femoral access: Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe 2020. 

 

3.3 受賞情報 
1. 曹金栄: Molecular Simulation of Methane and Methane/Ethane Mixture Adsorption Behavior in Kerogen 

Nanopores: Best Poster Award, PetroPhase 2019, The 20th International Conference on Petroleum Phase 
Behavior and Fouling. 

2. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Shigeru Furui, Kenshiro Shiraishi, Takenori Koba-
yashi, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Mixed reality for interventional radiology: an intuitive real-time radia-
tion visualization system: Cum Laude, Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe. 
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1.3 受賞情報 
14. 芝 隼人: 大規模分子シミュレーションによるガラス・ソフトマターの連続体特性の研究: 分子シミュレーション

学会学術賞, 分子シミュレーション学会. 
15. 越智正之: 拡張された低次元電子状態と物性機能に関する第一原理的研究: 令和 2 年度科学技術分野

の文部科学大臣表彰若手科学者賞, 文部科学省. 
 

2 メニーコア型大規模スーパーコンピューターシステム Oakforest-PACS 
  2019年 1月～2020年 12月における、メニーコア型大規模スーパーコンピュータシステム 
Oakforest-PACSの利用による研究成果報告については以下のとおりである。 
 

2.1 論文  
【地球惑星科学】 
16. Goto D., Sato Y., Yashiro H., Suzuki K., Oikawa E., Kudo R., Nagao T.M., Nakajima T.: Global aerosol 

simulations using NICAM.16 on a 14 km grid spacing for a climate study: improved and remaining issues 
relative to a lower-resolution model: Geoscientific Model Development, European Geosciences Union, 13, 8. 

【土木工学】 
17. Umair Ali, Masahide Otsubo, Hiroaki Ebizuka, Reiko Kuwano: Particle-scale insight into soil arching under 

trapdoor condition: Soils and Foundations, Elsevier, vol.60, No.5. 
18. Masahide Otsubo, Junming Liu, Yuichiro Kawaguchi, Troyee Tanu Dutta, Reiko Kuwano: Anisotropy of 

elastic wave velocity influenced by particle shape and fabric anisotropy under K0 condition: Computers and 
Geotechnics, Elsevier, Vol.128, 103775. 

19. Tokio Morimoto, Masahide Otsubo, Junichi Koseki: Microscopic investigation into liquefaction resistance 
of pre-sheared sand: Effects of particle shape and initial anisotropy: Soils and Foundations, Elsevier, Vol.61, 
No.2. 

20. Troyee Tanu Dutta, Masahide Otsubo, Reiko Kuwano, Catherine O''Sullivan: Evolution of shear wave ve-
locity during triaxial compression: Soils and Foundations, Elsevier, vol.60, No.6. 

 

2.2 口頭・ポスター発表 
【応用物理学】 
21. 長谷川諄, 島田和宏: Pna21-(InxM1-x)O3(M=Al,Ga) の弾性定数、圧電定数および自発分極の第一原

理計算: 第 80 回応用物理学会秋季学術講演会, 第 80 回応用物理学会秋季学術講演会予稿集, 16-091. 
22. Jun Hasegawa and Kazuhiro Shimada: First-principles calculation of piezoelectric and dielectric constants 

and spontaneous polarization of orthorhombic (InxM1-x)2O3 (M = Al, Ga): The 8th International Sympo-
sium on Materials Science and Surface Technology 2019, The 8th International Symposium on Materials 
Science and Surface Technology 2019 予稿集, pp.40-41. 

 

3 データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシステム Reedbush 
  2019年 1月～2020年 12月における、データ解析・シミュレーション融合スーパーコンピュータシス
テム Reedbushの利用による研究成果報告については以下のとおりである。 
 

3.1 論文 
【内科系臨床医学】 

23. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Kenshiro Shiraishi, Takenori Kobayashi, Shigeru 
Furui, Takahide Okamoto, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Immersive radiation experience for interventional 

radiology with virtual reality radiation dose visualization using fast Monte Carlo dose estimation: Interven-
tional Radiology, Japanese Society of Interventional Radiology. 

24. Shinobu Kumagai, Norikazu Arai, Takeshi Takata, Daisuke Kon, Toshiya Saitoh, Hiroshi Oba, Shigeru Furui, 
Jun’ichi Kotoku, Kenshiro Shiraishi.: First experience of iridium-192 source stuck during high-dose-rate 
brachytherapy in Japan: Journal of Contemporary Brachytherapy. 

25. Takumasa Tsuji, Yuta Hirose, Kohei Fujimori, Takuya Hirose, Asuka Oyama, Yusuke Saikawa, Tatsuya Mi-
mura, Kenshiro Shiraishi, Takenori Kobayashi, Atsushi Mizota and Jun’ichi Kotoku: Classification of optical 
coherence tomography images using a capsule network: BMC Ophthalmology, BMC Ophthalmology, Vol, 
20, 114. 

26. Takeshi Takata, Kenshiro Shiraishi, Shinobu Kumagai, Norikazu Arai, Takenori Kobayashi, Hiroshi Oba, 
Takahide Okamoto, Jun’ichi Kotoku: Calculating and estimating second cancer risk from breast radiotherapy 
using Monte Carlo code with internal body scatter for each out-of-field organ: Journal of Applied Clinical 
Medical Physics, The American Association of Physicists in Medicine. 

 

3.2 口頭・ポスター発表 
【機械工学】 
27. 山田英助, 田村陽介: 高圧水素容器の火炎暴露試験の数値シミュレーション: 第 33 回数値流体力学

シンポジウム, A03-1. 
28. 山田英助, 田村陽介: 高圧水素容器の火炎暴露試験における燃焼と固体熱伝導の数値シミュレーシ

ョン: オープン CAE シンポジウム 2019. 
【総合工学】 
29. Jinrong Cao, Yunfeng Liang, Yoshihiro Masuda, Hiroaki Koga, Hiroyuki Tanaka, Kohei Tamura, Sunao 

Takagi, Toshifumi Matsuoka: Molecular Simulation of Methane Adsorption Behavior in Kerogen Na-
nopores for Shale Gas Resource Assessment: International Petroleum Technology Conference IPTC 2019, 
IPTC-19216-MS. 

【人間医工学】 
30. Yukihiro Nomura, Toshihiro Hanawa, Issei Sato, Shouhei Hanaoka, Takahiro Nakao, Masaki Murata, To-

momi Takenaga, Tetsuya Hoshino, Yuji Sekiya, Naoto Hayashi, Osamu Abe: Development of training envi-
ronment for deep learning with medical images on supercomputer system based on asynchronous parallel 
Bayesian optimization: ISC High Performance 2019. 

【内科系臨床医学】 
31. 古徳純一: 人工知能と放射線医学: 日本学術振興会 放射線科学とその応用第 186 委員会 第 30 回

研究会および意見交換会. 
32. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Shigeru Furui, Kenshiro Shiraishi, Takenori Koba-

yashi, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Mixed reality for interventional radiology: an intuitive real-time radia-
tion visualization system: Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe. 

33. Takeshi Takata, Kenshiro Shiraishi, Shinobu Kumagai, Norikazu Arai, Takenori Kobayashi, Hiroshi Oba, 
Jun’ichi Kotoku: Monte Carlo Dose Calculation and Estimation of Second Cancer Risk by Internal Body 
Scatter for Out-of-field Organs from Breast Radiotherapy: The 119th Scientific Meeting of the Japan Society 
of Medical Physics. 

34. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Shigeru Furui, Kenshiro Shiraishi, Takenori Koba-
yashi, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Radiation risk in coronary angiography: simulation of physician dose in 
radial versus femoral access: Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe 2020. 

 

3.3 受賞情報 
1. 曹金栄: Molecular Simulation of Methane and Methane/Ethane Mixture Adsorption Behavior in Kerogen 

Nanopores: Best Poster Award, PetroPhase 2019, The 20th International Conference on Petroleum Phase 
Behavior and Fouling. 

2. Takeshi Takata, Hiroshi Kondo, Masayoshi Yamamoto, Shigeru Furui, Kenshiro Shiraishi, Takenori Koba-
yashi, Hiroshi Oba, Jun’ichi Kotoku: Mixed reality for interventional radiology: an intuitive real-time radia-
tion visualization system: Cum Laude, Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe. 

 



－ 384 －

スーパーコンピューティング

その他イベント 

 
研究支援チーム スーパーコンピューティングチーム 

 
  

 

1 東京大学柏キャンパス一般公開 2019 
 2019 年度の東京大学柏キャンパス一般公開「柏で感じる！令和の科学」」は 10 月 25 日
（金）～26 日（土）に開催された。情報基盤センターでは「スパコンで安全・安心な社会
へ」をテーマに、スーパーコンピュータ Oakforest-PACS、Oakbridge-CX の見学およびガイド
ツアー、三次元可視化システムの体験、ポスター展示およびビデオ上映を実施した。25 日
（金）は大雨の影響で、やや客足が鈍ったが、初披露となった Oakbridge-CX システムの見
学者数が増えたため、合計では昨年を大幅に上回る来場者数となった。 
 
【2 日間の参加者】 

スーパーコンピュータ見学者 729 名 （昨年比 ＋265 人） 1 日目 143 名、 2 日目 586 名 
うちガイドツアー参加者 176 人 （昨年比   ▲46 人） 1 日目   52 名、 2 日目 124 名 

三次元可視化システムの体験 137 人 （昨年比   ▲52 人） 1 日目   24 名、 2 日目 113 名 
 
なお、見学・ガイドツアーおよび可視化システム体験の運営について、JCAHPC（最先端共
同 HPC 基盤施設）を共同で運営している筑波大学計算科学研究センターに協力をいただい
た。 

 

 
Oakforest-PACS のガイドツアーおよび 3 次元可視化システム体験の様子 

2 東京大学柏キャンパス一般公開 2020 
 2020 年度の東京大学柏キャンパス一般公開は、新型コロナウイルスの感染拡大に配慮し
オンラインにて 10 月 17 日（土）～31 日（土）に開催された。情報基盤センターでは「人
類と地球を護るスーパーコンピューティング」をテーマに、スーパーコンピュータの入門編
から、COVID19 感染症対策などスーパーコンピュータを利用した最新の研究まで、スーパ
ーコンピュータに関する様々な話題を動画により紹介した。10 月 23 日（金）と 24 日（土）
にはウェブ会議システム（Zoom）を利用して参加者の質問に答えた。 
 
■柏キャンパス一般公開 2020 情報基盤センター  

https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/kashiwa_open/  
■東京大学柏キャンパス一般公開 2020（オンライン開催）  

https://park-ssl.itc.u-tokyo.ac.jp/utkk/opc2020/  
■東京大学柏キャンパス一般公開 2020 参加部局イベント案内  

https://park-ssl.itc.u-tokyo.ac.jp/utkk/opc2020/oc15.html#b06 
 
【開催期間中ののべ数】  

柏キャンパス一般公開 2020 情報基盤センターウェブ アクセス数 3,166 件  
動画 視聴回数 1,002 回  

「Q&A」（ウェブ会議システム） 参加者 8 名 
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3 来訪者の状況 
2019 年度のスーパーコンピュータ関連施設来訪者の概要を表 1 にまとめた。 

 
表 1 2019 年度スーパーコンピュータ関連施設来訪者の概要 

 

 来訪日 団体名 人数 来訪目的 見学内容 

1 4月16日 ASEAN HPC Project 27 
(20) 施設見学 Oakforest-PACS 

2 5月16日 グアダラハラ大学 7 
(5) 施設見学 Oakforest-PACS 

3 10月3日 
理化学研究所・フランス
原子力・代替エネルギー
庁 

39 
(18) 施設見学 Oakforest-PACS 

4 2月5日 三郷工業技術高等学校 42 施設見学 Oakforest-PACS 

5 2月21日 東大LOOK参加者(ダイキ
ン工業、東大産学協創室) 37 施設見学 Oakforest-PACS 

人数は引率者除く、括弧内は外国人見学者の内数 
 

 
なお、2020 年度はスーパーコンピュータ関連施設に来訪者はなかった。 
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委員会委員等

　　 教員名 委員会委員等名 任　期
田浦　健次朗

一般社団法人HPCIコンソーシアム　一般社団法人HPCIコンソーシアム
理事 2018.5.31 ～ 2020.5.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　HPCIシステムの今後の運
営の在り方に関する調査検討ワーキンググループ委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学ゲノム医科学研究機構　ゲノム医科学研究機構運営委員会委
員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学駒場図書館　運営委員会委員 2019.4.12 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　HPCI連携サービス委員会
委員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部委員 2019.7.22 ～ 2020.3.31

東京大学　東京大学大学院情報学環・学際情報学府運営懇談会委員 2019.9.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人リモート・センシング技術センター　「地球環境情報プラッ
トフォームの更なる強化に向けた検討会」メンバー 2020.2.1 ～ 2020.3.31

柴山　悦哉

日本学術会議　日本学術会議会員 2018.10.1 ～ 2020.9.30

一般社団法人大学ＩＣＴ推進協議会　研究員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　客員研究員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学　情報システム戦略会議議員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

公益財団法人情報科学国際交流財団　プログラミングコンテスト運営委
員 2019.4.5 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　HPCI連携サービス運営・
作業部会部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

情報セキュリティ大学院大学　客員教授 2019.10.1 ～ 2020.3.31
品川　高廣

東京電機大学未来科学研究科　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2019.9.4

東京大学工学部　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31
関谷　貴之

専修大学　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京学芸大学　非常勤講師 2019.4.9 ～ 2019.9.30
岡田　和也

慶應義塾大学　大学特任助教（有期）（教育）（非常勤） 2019.4.1 ～ 2020.3.31

株式会社KDDI総合研究所　招聘研究員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学　東京大学教養学部非常勤講師 2019.9.1 ～ 2020.1.31
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一般財団法人リモート・センシング技術センター　「地球環境情報プラッ
トフォームの更なる強化に向けた検討会」メンバー 2020.2.1 ～ 2020.3.31

柴山　悦哉

日本学術会議　日本学術会議会員 2018.10.1 ～ 2020.9.30

一般社団法人大学ＩＣＴ推進協議会　研究員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　客員研究員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学　情報システム戦略会議議員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

公益財団法人情報科学国際交流財団　プログラミングコンテスト運営委
員 2019.4.5 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　HPCI連携サービス運営・
作業部会部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

情報セキュリティ大学院大学　客員教授 2019.10.1 ～ 2020.3.31
品川　高廣

東京電機大学未来科学研究科　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2019.9.4

東京大学工学部　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31
関谷　貴之

専修大学　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京学芸大学　非常勤講師 2019.4.9 ～ 2019.9.30
岡田　和也

慶應義塾大学　大学特任助教（有期）（教育）（非常勤） 2019.4.1 ～ 2020.3.31

株式会社KDDI総合研究所　招聘研究員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学　東京大学教養学部非常勤講師 2019.9.1 ～ 2020.1.31
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工藤　知宏
東京大学　情報システム戦略会議議員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）責任者 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部ネットワーク作業部会委員 2019.7.22 ～ 2020.3.31

中山　雅哉

東京大学　最高情報セキュリティ責任者（CISO）補佐 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

関谷　勇司

慶應義塾大学　大学特任准教授（有期）（教育）（非常勤） 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部セキュリティ作業部会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

国立研究開発法人情報通信研究機構総合テストベッド研究開発推進セ
ンター　次期ネットワークテストベッド検討ワーキンググループメンバー 2019.10.21 ～ 2020.3.31

佐藤　周行 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術認証運営委員会委員　同委員会トラスト作業部会委員 2019.5.27 ～ 2020.3.31

東京大学　東京大学教養学部非常勤講師 2019.9.1 ～ 2020.1.31
中村　文隆

法政大学　兼任講師 2019.4.1 ～ 2019.9.30

法政大学　兼任講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

法政大学　非常勤講師 2019.10.1 ～ 2020.3.31
中村　遼

株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所　非常勤研究員 2019.5.1 ～ 2020.3.31
空閑　洋平

慶應義塾大学　大学講師（非常勤）（環境情報学部） 2019.4.1 ～ 2019.9.21

慶應義塾大学　大学特任講師（有期）（研究／教育）（非常勤） 2019.4.1 ～ 2020.3.31
中島　研吾

東京大学ゲノム医科学研究機構　運営委員会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

塙　敏博

東京大学工学部　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31

筑波大学計算科学研究センター　客員准教授 2019.4.1 ～ 2020.3.31

文部科学省研究振興局　技術参与 2019.4.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

東京工業大学学術国際情報センター　共同利用専門委員会委員 2019.6.3 ～ 2020.3.31
下川辺　隆史

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

星野　哲也
一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

三木　洋平
一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

有間　英志

国立研究開発法人理化学研究所　客員研究員 2018.4.1 ～ 2021.3.31
中村　覚

国立国会図書館　調査員（非常勤） 2019.4.17 ～ 2020.3.31
姜　仁河

東京大学空間情報科学研究センター　客員研究員 2019.4.24 ～ 2020.3.31
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工藤　知宏
東京大学　情報システム戦略会議議員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）責任者 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部ネットワーク作業部会委員 2019.7.22 ～ 2020.3.31

中山　雅哉

東京大学　最高情報セキュリティ責任者（CISO）補佐 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

関谷　勇司

慶應義塾大学　大学特任准教授（有期）（教育）（非常勤） 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部セキュリティ作業部会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

国立研究開発法人情報通信研究機構総合テストベッド研究開発推進セ
ンター　次期ネットワークテストベッド検討ワーキンググループメンバー 2019.10.21 ～ 2020.3.31

佐藤　周行 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術認証運営委員会委員　同委員会トラスト作業部会委員 2019.5.27 ～ 2020.3.31

東京大学　東京大学教養学部非常勤講師 2019.9.1 ～ 2020.1.31
中村　文隆

法政大学　兼任講師 2019.4.1 ～ 2019.9.30

法政大学　兼任講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム（ＵＴＳＯ
Ｃ）構成員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

法政大学　非常勤講師 2019.10.1 ～ 2020.3.31
中村　遼

株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所　非常勤研究員 2019.5.1 ～ 2020.3.31
空閑　洋平

慶應義塾大学　大学講師（非常勤）（環境情報学部） 2019.4.1 ～ 2019.9.21

慶應義塾大学　大学特任講師（有期）（研究／教育）（非常勤） 2019.4.1 ～ 2020.3.31
中島　研吾

東京大学ゲノム医科学研究機構　運営委員会委員 2019.4.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

塙　敏博

東京大学工学部　非常勤講師 2019.4.1 ～ 2020.3.31

筑波大学計算科学研究センター　客員准教授 2019.4.1 ～ 2020.3.31

文部科学省研究振興局　技術参与 2019.4.1 ～ 2020.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

東京工業大学学術国際情報センター　共同利用専門委員会委員 2019.6.3 ～ 2020.3.31
下川辺　隆史

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

星野　哲也
一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

三木　洋平
一般財団法人高度情報科学技術研究機構　「HPCI共用ストレージ運用
部会」部会員 2019.5.14 ～ 2020.3.31

有間　英志

国立研究開発法人理化学研究所　客員研究員 2018.4.1 ～ 2021.3.31
中村　覚

国立国会図書館　調査員（非常勤） 2019.4.17 ～ 2020.3.31
姜　仁河

東京大学空間情報科学研究センター　客員研究員 2019.4.24 ～ 2020.3.31
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　　 教員名 委員会委員等名 任　期
田浦　健次朗

東京大学ゲノム医科学研究機構　ゲノム医科学研究機構運営委員会委
員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

IDE大学協会　『ＩＤＥ 現代の高等教育』執筆者 2020.4.20 ～ 2020.7.1

国立研究開発法人科学技術振興機構研究開発戦略センター
JST/CRDSワークショップ「Society 5.0 システムソフトウエア」への出席 2020.6.24 ～ 2020.6.29

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部委員 2020.9.15 ～ 2021.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　研
究データ基盤運営委員会委員 2020.10.14 ～ 2021.3.31

柴山　悦哉

東京大学　大学総合教育研究センター運営委員会委員 2019.10.1 ～ 2021.9.30

公益財団法人情報科学国際交流財団　プログラミングコンテスト運営委
員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　客員研究員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学　情報システム戦略会議議員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

情報セキュリティ大学院大学　客員教授 2020.10.1 ～ 2021.3.31
田中　哲朗

東京大学教養学部　非常勤講師（情報） 2020.4.1 ～ 2020.8.31

東京大学教養学部　非常勤講師（アルゴリズム入門） 2020.9.1 ～ 2021.1.31
品川　高廣

東京大学工学部　非常勤講師（システム情報工学実験第二、システム
情報工学論講第一、計数工学（システム情報）卒業論文） 2020.4.1 ～ 2021.3.31

関谷　貴之

専修大学　兼任講師（情報基礎Ⅰ/Ⅱ） 2020.4.1 ～ 2021.3.12

東京学芸大学　非常勤講師（コンピュータ概論） 2020.4.8 ～ 2020.9.30
岡田　和也

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

慶應義塾大学　大学特任助教（有期）（教育）（非常勤）（大学院政策・メ
ディア研究科）（2020年度寄附講座「ソフトウェア技術を利用した創造的
サービス構築論（基礎編）」） 2020.4.1 ～ 2020.9.30

株式会社KDDI総合研究所　招聘研究員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

工藤　知宏
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

東京大学　情報システム戦略会議議員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

一般社団法人　電子情報技術産業協会　電子材料・デバイス技術専門
委員会委員　非ノイマン型計算機へ向けたデバイス技術分科会委員長 2020.4.6 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部ネットワーク作業部会委員 2020.9.15 ～ 2021.3.31

中山　雅哉
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学　最高情報セキュリティ責任者（CISO）補佐 2020.4.1 ～ 2021.3.31
中山　雅哉

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

小川　剛史 株式会社技術情報協会　著者（発刊予定書籍「ＶＲ/ＡＲ/ＭＲの最新開
発動向と応用事例」第7章「嗅覚・味覚の提示、拡張技術」における原稿
執筆） 2021.2.22 ～ 2021.3.31

佐藤　周行
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術認証運営委員会委員　同委員会トラスト作業部会委員 2020.12.1 ～ 2021.3.31

中村　文隆
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

法政大学　兼任講師（ILAC科目（情報リテラシーⅠ/Ⅱ）） 2020.4.1 ～ 2020.9.30

法政大学　兼任講師（ILAC科目（情報処理演習Ⅰ/Ⅱ）） 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

法政大学　非常勤講師（国際文化学部（情報システム概論）） 2020.10.1 ～ 2021.3.31
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　　 教員名 委員会委員等名 任　期
田浦　健次朗

東京大学ゲノム医科学研究機構　ゲノム医科学研究機構運営委員会委
員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

IDE大学協会　『ＩＤＥ 現代の高等教育』執筆者 2020.4.20 ～ 2020.7.1

国立研究開発法人科学技術振興機構研究開発戦略センター
JST/CRDSワークショップ「Society 5.0 システムソフトウエア」への出席 2020.6.24 ～ 2020.6.29

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部委員 2020.9.15 ～ 2021.3.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　研
究データ基盤運営委員会委員 2020.10.14 ～ 2021.3.31

柴山　悦哉

東京大学　大学総合教育研究センター運営委員会委員 2019.10.1 ～ 2021.9.30

公益財団法人情報科学国際交流財団　プログラミングコンテスト運営委
員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

一般財団法人高度情報科学技術研究機構　客員研究員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学　情報システム戦略会議議員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

情報セキュリティ大学院大学　客員教授 2020.10.1 ～ 2021.3.31
田中　哲朗

東京大学教養学部　非常勤講師（情報） 2020.4.1 ～ 2020.8.31

東京大学教養学部　非常勤講師（アルゴリズム入門） 2020.9.1 ～ 2021.1.31
品川　高廣

東京大学工学部　非常勤講師（システム情報工学実験第二、システム
情報工学論講第一、計数工学（システム情報）卒業論文） 2020.4.1 ～ 2021.3.31

関谷　貴之

専修大学　兼任講師（情報基礎Ⅰ/Ⅱ） 2020.4.1 ～ 2021.3.12

東京学芸大学　非常勤講師（コンピュータ概論） 2020.4.8 ～ 2020.9.30
岡田　和也

東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

慶應義塾大学　大学特任助教（有期）（教育）（非常勤）（大学院政策・メ
ディア研究科）（2020年度寄附講座「ソフトウェア技術を利用した創造的
サービス構築論（基礎編）」） 2020.4.1 ～ 2020.9.30

株式会社KDDI総合研究所　招聘研究員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

工藤　知宏
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

東京大学　情報システム戦略会議議員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

一般社団法人　電子情報技術産業協会　電子材料・デバイス技術専門
委員会委員　非ノイマン型計算機へ向けたデバイス技術分科会委員長 2020.4.6 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部ネットワーク作業部会委員 2020.9.15 ～ 2021.3.31

中山　雅哉
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術情報ネットワーク運営・連携本部高等教育機関における情報セキュリ
ティポリシー推進部会委員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学　最高情報セキュリティ責任者（CISO）補佐 2020.4.1 ～ 2021.3.31
中山　雅哉

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

小川　剛史 株式会社技術情報協会　著者（発刊予定書籍「ＶＲ/ＡＲ/ＭＲの最新開
発動向と応用事例」第7章「嗅覚・味覚の提示、拡張技術」における原稿
執筆） 2021.2.22 ～ 2021.3.31

佐藤　周行
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
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東京大学教養学部　非常勤講師（全学自由研究ゼミナール　実践的サ
イバーセキュリティ） 2020.9.1 ～ 2021.1.31

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所　学
術認証運営委員会委員　同委員会トラスト作業部会委員 2020.12.1 ～ 2021.3.31

中村　文隆
東京大学情報システム本部　東京大学セキュリティ監視チーム
（UTSOC）構成員 2020.4.1 ～ 2020.4.22

法政大学　兼任講師（ILAC科目（情報リテラシーⅠ/Ⅱ）） 2020.4.1 ～ 2020.9.30

法政大学　兼任講師（ILAC科目（情報処理演習Ⅰ/Ⅱ）） 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学情報システム本部　東京大学全学ファイアウォール運用タスク
フォース（ＦＷ－ＴＦ)構成員 2020.4.23 ～ 2021.3.31

法政大学　非常勤講師（国際文化学部（情報システム概論）） 2020.10.1 ～ 2021.3.31
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中村　遼

株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所　非常勤研究員 2020.4.1 ～ 2021.3.31
空閑　洋平 慶應義塾大学　大学特任講師（有期）（研究/教育）（非常勤）（大学院政

策・メディア研究科）（2020年度寄附講座「ソフトウェア技術を利用した創
造的サービス構築論（基礎編）」） 2020.4.1 ～ 2020.9.30

中島　研吾
東京大学ゲノム医科学研究機構　ゲノム医科学研究機構運営委員会委
員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

塙　敏博

文部科学省研究振興局　技術参与 2020.4.1 ～ 2021.3.31

筑波大学　筑波大学計算科学研究センター客員准教授 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学工学部　非常勤講師（（学部）スパコンプログラミング（１）（大学
院）スパコンプログラミング（１）） 2020.4.1 ～ 2021.3.31

小林　博樹
京都大学学術情報メディアセンター　京都大学学術情報メディアセン
ター全国共同利用運営委員会委員 2020.4.1 ～ 2021.3.31

東京大学　令和２年度企画調整分科会委員 2020.4.1 ～ 2021.3.31
中村　覚

国立国会図書館　調査員（非常勤） 2020.4.1 ～ 2021.3.31
姜　仁河

東京大学空間情報科学研究センター　客員研究員 2020.4.1 ～ 2021.3.31
早川　智彦

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2020.6.30

株式会社　エクスビジョン　技術顧問 2020.7.1 ～ 2021.3.31
黄　守仁

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
末石　智大

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
宮下　令央

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
田畑　智志

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
平野　正浩

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31

講習会・セミナー(2019年度)

1. センター共通

開 催 日 参照頁

・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点シンポジウム p.359
第11回 7/11-12

2. 情報メディア教育研究部門・教育本郷チーム・教育駒場チームによるもの

開 催 日 参照頁

・システム利用説明会 p.234
本郷キャンパス 情報基盤センター 9/13, 3/17

駒場キャンパス 情報教育棟 9/12, 3/23

・ITC-LMS 教員向け説明会 p.243

本郷キャンパス 情報基盤センター 9/13, 3/17

駒場キャンパス 情報教育棟 9/12, 3/23

・相談員説明会

本郷キャンパス 情報基盤センター 4/5, 9/30

駒場キャンパス 情報教育棟 4/5, 9/30

講習会・セミナー名

講習会・セミナー名
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早川　智彦

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2020.6.30
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黄　守仁

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
末石　智大

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
宮下　令央

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
田畑　智志

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31
平野　正浩

株式会社エクスビジョン　技術顧問 2020.4.1 ～ 2021.3.31

講習会・セミナー

講習会・セミナー(2019年度)

1. センター共通

開 催 日 参照頁

・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点シンポジウム p.359
第11回 7/11-12

2. 情報メディア教育研究部門・教育本郷チーム・教育駒場チームによるもの

開 催 日 参照頁

・システム利用説明会 p.234
本郷キャンパス 情報基盤センター 9/13, 3/17

駒場キャンパス 情報教育棟 9/12, 3/23

・ITC-LMS 教員向け説明会 p.243

本郷キャンパス 情報基盤センター 9/13, 3/17

駒場キャンパス 情報教育棟 9/12, 3/23

・相談員説明会

本郷キャンパス 情報基盤センター 4/5, 9/30

駒場キャンパス 情報教育棟 4/5, 9/30

講習会・セミナー名

講習会・セミナー名



－ 396 －

講習会・セミナー

3. 学術情報チームによるもの

開 催 日 参照頁

・情報探索ガイダンス（テーマ別ガイダンス） p.261

論文準備ここからスタート！
4/12, 5/30, 6/6, 6/21, 8/6, 8/28, 9/25, 9/27, 1/16,
1/28, 3/3（中止）

6/6, 6/17, 7/5, 7/30, 11/25, 12/19

はじめての本や論文の探し方(昼休み30分) 5/8, 5/17
比べる！検索ツール(昼休み30分) 7/5, 7/10, 12/19
はじめよう！Mendeley(昼休み30分） 7/11, 11/22

10/8, 10/29, 11/27, 12/13

2/27

卒業してからの文献検索・文献管理 2/13, 2/18, 3/4（中止）

・オーダーメイド講習会 p.262

・初年次ゼミナール p.264
文科 4/15, 4/16, 4/17, 4/18, 4/19

・出張講習会 p.265

・テキスト協力 5/31, 6/14, 6/28, 11/26, 11/28, 11/29, p.268
・留学生向け情報探索ガイダンス p.269

韓国語コース 5/22
中国語コース 10/7, 10/8

・秘書さんのためのはじめての論文の探し方講習会 7/19,7/25 p.269

論文準備のための文献管理：Scopus & Mendeley（75
分）

文学部、理学部、医学系研究科、情報学環学際情報
学府、教養学部、工学部、医科学研究所、教育学
部、農学部

講習会・セミナー名

はじめよう！新RefWorks(昼休み30分/45分)

論文準備のための文献管理：Web of Science &
RefWorks（夕方70分）

4/5, 4/8, 4/18, 4/25, 5/9, 5/14, 5/16, 5/20, 5/28, 6/4,
6/11, 6/18, 7/3, 9/26, 10/10, 10/24, 10/29, 11/11,
11/19, 11/26, 11/29, 12/9, 12/12

附属図書館・室等との共催講習会

総合図書館、地震研図書室、生産研図書室、先端研
図書室、医学図書館、農学生命科学図書館、工学・
情報理工学図書館、駒場図書館、柏図書館、大学院
数理科学研究所図書室、経済学図書館、薬学図書館

4/3, 4/4, 4/9, 4/10, 4/11, 4/22, 4/23, 4/26,  5/10, 5/13,
5/14, 5/15,  5/23, 5/24, 5/31, 6/5, 6/7, 6/14, 6/28,
7/23, 9/4, 9/18, 9/19, 9/27, 10/2, 10/4, 10/10, 10/11,
10/15,  10/16, 10/17, 10/18, 10/24, 10/31, 11/12,
11/28, 12/6, 2/20

・外部講師による講習会　 p.269

6/18

アジア関連の日本歴史公文書をネットで見よう 6/19

6/20

6/20

6/25

6/25

Mendeley workshop in English 6/26

6/27

7/31

8/1

8/1

8/2

8/2

9/20

10/3

10/3

Scopus Training Session 10/25
Nexis Uni講習会 12/10

・セミナー p.270
CUP Author Workshop 10/17
Special Chemistry Seminar 11/15

11/21
12/4
3/6（中止）

・講習会協力 p.271
1/28

4. ネットワーク研究部門・ネットワークチームによるもの

開 催 日 参照頁

・UTNET Meeting p.289
第17回 10/28

Mendeley講習会(ユーザー向け)　文献管理ツールク
ローズアップ

EndNote講習会　文献管理ツールクローズアップ

抄録・引用文献データベースScopus講習会

研究分析ツールSciVal講習会(研究支援者向け)

講習会・セミナー名

研究分析ツールSciVal講習会(研究者向け)

研究分析ツールInCites講習会(初級者向け)

研究分析ツールInCites講習会(上級者向け)

SciFinder講習会応用編（会場：薬学図書館）

Westlaw Next講習会（法学部研究室図書室共催）

LexisNexis Academic：海外のニュースやビジネス情報
を効率的に入手！
Lexis Advance:アメリカの法情報や世界のビジネス情
報を極める！

Mendeley講習会(入門者向け)　文献管理ツールクロー
ズアップ

OECDの出版物や統計を探すには？OECD iLibrary講習会

Westlaw Japan講習会（法学部研究室図書室共催）

英語論文セミナー　科学英語編

英語論文セミナー　投稿・出版編

英語論文セミナー　執筆実践編

U-PARL（東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫
理財団寄付研究部門）主催講習会
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3. 学術情報チームによるもの

開 催 日 参照頁

・情報探索ガイダンス（テーマ別ガイダンス） p.261

論文準備ここからスタート！
4/12, 5/30, 6/6, 6/21, 8/6, 8/28, 9/25, 9/27, 1/16,
1/28, 3/3（中止）

6/6, 6/17, 7/5, 7/30, 11/25, 12/19

はじめての本や論文の探し方(昼休み30分) 5/8, 5/17
比べる！検索ツール(昼休み30分) 7/5, 7/10, 12/19
はじめよう！Mendeley(昼休み30分） 7/11, 11/22

10/8, 10/29, 11/27, 12/13

2/27

卒業してからの文献検索・文献管理 2/13, 2/18, 3/4（中止）

・オーダーメイド講習会 p.262

・初年次ゼミナール p.264
文科 4/15, 4/16, 4/17, 4/18, 4/19

・出張講習会 p.265

・テキスト協力 5/31, 6/14, 6/28, 11/26, 11/28, 11/29, p.268
・留学生向け情報探索ガイダンス p.269

韓国語コース 5/22
中国語コース 10/7, 10/8

・秘書さんのためのはじめての論文の探し方講習会 7/19,7/25 p.269

論文準備のための文献管理：Scopus & Mendeley（75
分）

文学部、理学部、医学系研究科、情報学環学際情報
学府、教養学部、工学部、医科学研究所、教育学
部、農学部

講習会・セミナー名

はじめよう！新RefWorks(昼休み30分/45分)

論文準備のための文献管理：Web of Science &
RefWorks（夕方70分）

4/5, 4/8, 4/18, 4/25, 5/9, 5/14, 5/16, 5/20, 5/28, 6/4,
6/11, 6/18, 7/3, 9/26, 10/10, 10/24, 10/29, 11/11,
11/19, 11/26, 11/29, 12/9, 12/12

附属図書館・室等との共催講習会

総合図書館、地震研図書室、生産研図書室、先端研
図書室、医学図書館、農学生命科学図書館、工学・
情報理工学図書館、駒場図書館、柏図書館、大学院
数理科学研究所図書室、経済学図書館、薬学図書館

4/3, 4/4, 4/9, 4/10, 4/11, 4/22, 4/23, 4/26,  5/10, 5/13,
5/14, 5/15,  5/23, 5/24, 5/31, 6/5, 6/7, 6/14, 6/28,
7/23, 9/4, 9/18, 9/19, 9/27, 10/2, 10/4, 10/10, 10/11,
10/15,  10/16, 10/17, 10/18, 10/24, 10/31, 11/12,
11/28, 12/6, 2/20

・外部講師による講習会　 p.269

6/18

アジア関連の日本歴史公文書をネットで見よう 6/19

6/20

6/20

6/25

6/25

Mendeley workshop in English 6/26

6/27

7/31

8/1

8/1

8/2

8/2

9/20

10/3

10/3

Scopus Training Session 10/25
Nexis Uni講習会 12/10

・セミナー p.270
CUP Author Workshop 10/17
Special Chemistry Seminar 11/15

11/21
12/4
3/6（中止）

・講習会協力 p.271
1/28

4. ネットワーク研究部門・ネットワークチームによるもの

開 催 日 参照頁

・UTNET Meeting p.289
第17回 10/28

Mendeley講習会(ユーザー向け)　文献管理ツールク
ローズアップ

EndNote講習会　文献管理ツールクローズアップ

抄録・引用文献データベースScopus講習会

研究分析ツールSciVal講習会(研究支援者向け)

講習会・セミナー名

研究分析ツールSciVal講習会(研究者向け)

研究分析ツールInCites講習会(初級者向け)

研究分析ツールInCites講習会(上級者向け)

SciFinder講習会応用編（会場：薬学図書館）

Westlaw Next講習会（法学部研究室図書室共催）

LexisNexis Academic：海外のニュースやビジネス情報
を効率的に入手！
Lexis Advance:アメリカの法情報や世界のビジネス情
報を極める！

Mendeley講習会(入門者向け)　文献管理ツールクロー
ズアップ

OECDの出版物や統計を探すには？OECD iLibrary講習会

Westlaw Japan講習会（法学部研究室図書室共催）

英語論文セミナー　科学英語編

英語論文セミナー　投稿・出版編

英語論文セミナー　執筆実践編

U-PARL（東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫
理財団寄付研究部門）主催講習会
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5. スーパーコンピューティング研究部門・スーパーコンピューティングチームによるもの

開 催 日 参照頁

p.355
4/16

4/24

4/25

5/9

5/21-22

6/26

6/27

7/19

9/5

9/10

10/16

10/21

10/28

1/21

1/22-23

新型コロナウイルス感染症対策のため、東京大学
本部指針に基づき、実施を中止 (3/10, 3/23)

・先進スーパーコンピューティング環境研究会（ASE研究会） p.361

第40回 2/4

 ・ JCAHPC セミナー p.361

第7回 5/15

第8回 10/11

・その他

7/16-19

Parallel Finite Element Method using supercomputer 2/21-25

第129回、第130回

第127回「OpenFOAM中級」

第128回「第1回 GPUミニキャンプ～GPU化にチャレンジ
する会～」

第120回「Altair ultraFluidX入門」

第121回「Oakforest-PACS実践」

第122回「OpenFOAM初級」

第124回「OpenACCとMPIによるマルチGPUプログラミン
グ入門」

第123回「科学技術計算の効率化入門」

NCTS 2019 Advanced Course on Multi-Threaded Parallel
Programming using OpenMP/OpenACC  for
Multicore/Manycore Systems

講習会・セミナー名

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会

第114回「MPI基礎：並列プログラミング入門」

第115回「GPUプログラミング入門」

第116回「一日速習：三次元並列有限要素法とハイブ
リッド並列プログラミング」

第117回「OpenFOAM入門」

第118回「OpenMP/OpenACCによるマルチコア・メニィコ
ア並列プログラミング入門」

第119回「Altair HyperWorks実行」

第125回「MPI基礎：並列プログラミング入門」

第126回「MPI上級編」

講習会・セミナー(2020年度)

1. センター共通

開 催 日 参照頁

・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点シンポジウム p.363
第12回 7/9

2. 情報メディア教育研究部門・教育本郷チーム・教育駒場チームによるもの

開 催 日 参照頁

・システム利用説明会 p.234
本郷キャンパス 情報基盤センター 対面では実施せず、3/22にオンライン方式で実施
駒場キャンパス 情報教育棟 3/22（Zoomでのオンライン参加も可）

・ITC-LMS 教員向け講習会 p.243

本郷キャンパス 情報基盤センター 実施せず
駒場キャンパス 情報教育棟 実施せず

・相談員説明会

本郷キャンパス 情報基盤センター 10/12

駒場キャンパス 情報教育棟 10/12

講習会・セミナー名

講習会・セミナー名
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5. スーパーコンピューティング研究部門・スーパーコンピューティングチームによるもの

開 催 日 参照頁

p.355
4/16

4/24

4/25

5/9

5/21-22

6/26

6/27

7/19

9/5

9/10

10/16

10/21

10/28

1/21

1/22-23

新型コロナウイルス感染症対策のため、東京大学
本部指針に基づき、実施を中止 (3/10, 3/23)

・先進スーパーコンピューティング環境研究会（ASE研究会） p.361

第40回 2/4

 ・ JCAHPC セミナー p.361

第7回 5/15

第8回 10/11

・その他

7/16-19

Parallel Finite Element Method using supercomputer 2/21-25

第129回、第130回

第127回「OpenFOAM中級」

第128回「第1回 GPUミニキャンプ～GPU化にチャレンジ
する会～」

第120回「Altair ultraFluidX入門」

第121回「Oakforest-PACS実践」

第122回「OpenFOAM初級」

第124回「OpenACCとMPIによるマルチGPUプログラミン
グ入門」

第123回「科学技術計算の効率化入門」

NCTS 2019 Advanced Course on Multi-Threaded Parallel
Programming using OpenMP/OpenACC  for
Multicore/Manycore Systems

講習会・セミナー名

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会

第114回「MPI基礎：並列プログラミング入門」

第115回「GPUプログラミング入門」

第116回「一日速習：三次元並列有限要素法とハイブ
リッド並列プログラミング」

第117回「OpenFOAM入門」

第118回「OpenMP/OpenACCによるマルチコア・メニィコ
ア並列プログラミング入門」

第119回「Altair HyperWorks実行」

第125回「MPI基礎：並列プログラミング入門」

第126回「MPI上級編」

講習会・セミナー(2020年度)

1. センター共通

開 催 日 参照頁

・学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点シンポジウム p.363
第12回 7/9

2. 情報メディア教育研究部門・教育本郷チーム・教育駒場チームによるもの

開 催 日 参照頁

・システム利用説明会 p.234
本郷キャンパス 情報基盤センター 対面では実施せず、3/22にオンライン方式で実施
駒場キャンパス 情報教育棟 3/22（Zoomでのオンライン参加も可）

・ITC-LMS 教員向け講習会 p.243

本郷キャンパス 情報基盤センター 実施せず
駒場キャンパス 情報教育棟 実施せず

・相談員説明会

本郷キャンパス 情報基盤センター 10/12

駒場キャンパス 情報教育棟 10/12

講習会・セミナー名

講習会・セミナー名
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3. 学術情報チームによるもの

開 催 日 参照頁

・情報探索ガイダンス（テーマ別ガイダンス） p.271
論文準備ここからスタート！ 中止、動画提供

中止、動画提供

はじめての本や論文の探し方(昼休み30分) 10/6,11/17
学外からデータベースや電子ジャーナルを使うには？ 10/22

中止、動画提供

卒業してからの文献検索・文献管理 動画提供

・オーダーメイド講習会 p.272

・初年次ゼミナール p.274
文科 動画提供（5回分）

・出張講習会 p.275

・留学生向け情報探索ガイダンス p.276
韓国語コース 中止

中国語コース 中止

・外部講師による講習会　 p.277

4/30（中止）

6/9（中止）

6/11（中止）

6/19（中止）

6/24（中止）

8/6（Zoom）

研究分析ツールSciVal講習会 9/8（Zoom）

研究分析ツールInCites講習会 9/10（Zoom）

Web of Science ＆ EndNote講習会 9/17（Zoom）

SciFinder講習会(基礎編)(薬学図書館) 9/18（Zoom）

9/24（Zoom）

Engineering Village講習会 10/8（Zoom）

10/22（Zoom）

Mendeley講習会 11/12（Zoom）

11/19（Zoom）

・セミナー p.277
11/13（Zoom）

11/24（Zoom）

講習会・セミナー名

Mendeley workshop in English

抄録・引用文献データベースScopus講習会

はじめよう！新RefWorks

はじめよう！Mendeley(昼休み30分）

文学部、情報学環学際情報学府、教養学部、理学
部、農学生命科学研究科、工学部、教育学部

アメリカの法判例やビジネス情報を収集する！：Lexis
Advance講習会

Engineering Village英語講習会

中止3回、動画提供12回、Zoom実施3回

（10/30,11/27,12/17）

附属図書館・室等との共催講習会

総合図書館、地震研図書室、生産研図書室、先端研
図書室、医学図書館、農学生命科学図書館、工学・
情報理工学図書館、大学院数理科学研究所図書室、
薬学図書館、医学図書館

中止20回、動画提供3回、Zoom実施2回

D1-Law講習会（法学部研究室図書室と共催）

OECDの出版物や統計を探すには？OECD iLibrary講習会

Web of Science & EndNote databases training
courses【Online】

歴史資料データベースの使い方　日本の外交文書編

eolセミナー「有価証券報告書」で企業情報がわかる
（経済学図書館と共催)

英語論文セミナー　科学英語編

英語論文セミナー　投稿・出版編

4. ネットワーク研究部門・ネットワークチームによるもの

開 催 日 参照頁

・UTNET Meeting p.289
第18回 10/19

5. スーパーコンピューティング研究部門・スーパーコンピューティングチームによるもの

開 催 日 参照頁

p.357

4/27

4/30

6/3

6/12

6/17

7/21

8/3-4

9/18

9/29

10/7

10/13

10/26

11/2

11/6

11/10

12/1

12/15

12/22

1/19

3/2,9,22,26

 ・ JCAHPC セミナー p.364

第9回 10/15

・その他

8/22,29,9/5

9/28-30

第133回「GPUプログラミング入門」

第134回「一日速習：有限要素法プログラミング徹底入
門」

第135回「Oakforest-PACS実践」

第136回「OpenFOAM入門」

第142回「MPI上級編」

第132回「MPI基礎：並列プログラミング入門」

講習会・セミナー名

講習会・セミナー名

・お試しアカウント付き並列プログラミング講習会

第131回「OpenMPによるマルチコア・メニィコア並列プ
ログラミング入門」

NCTS 2020 Advanced Course on Multi-Threaded Parallel
Programming using OpenMP/OpenACC  for
Multicore/Manycore Systems
RIKEN International HPC Summer School 2020 - Toward
Society 5.0 -

第137回「第2回 GPUミニキャンプ～GPU化にチャレンジ
する会～」

第138回「スーパーコンピューター超入門」

第139回「OpenFOAM初級」

第140回「科学技術計算の効率化入門」

第141回「MPI基礎：並列プログラミング入門」

第146回「有限要素法で学ぶ並列プログラミングの基
礎」

第143回「OpenMPによるマルチコア・メニィコア並列プ
ログラミング入門」

第144回「一日速習：並列有限要素法とハイブリッド並
列プログラミング」

第145回「一日速習：三次元有限要素法プログラミング
徹底入門」

第147回「GPUプログラミング入門」

第148回「OpenACCとMPIによるマルチGPUプログラミン
グ入門」

第149回「OpenFOAM中級」

第150回「並列有限要素法で学ぶ並列プログラミング徹
底入門」　(MPIの基礎から三次元並列有限要素法ま
で：4日間/4週コース)
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3. 学術情報チームによるもの

開 催 日 参照頁

・情報探索ガイダンス（テーマ別ガイダンス） p.271
論文準備ここからスタート！ 中止、動画提供

中止、動画提供

はじめての本や論文の探し方(昼休み30分) 10/6,11/17
学外からデータベースや電子ジャーナルを使うには？ 10/22

中止、動画提供

卒業してからの文献検索・文献管理 動画提供

・オーダーメイド講習会 p.272

・初年次ゼミナール p.274
文科 動画提供（5回分）

・出張講習会 p.275

・留学生向け情報探索ガイダンス p.276
韓国語コース 中止

中国語コース 中止

・外部講師による講習会　 p.277

4/30（中止）

6/9（中止）

6/11（中止）

6/19（中止）

6/24（中止）

8/6（Zoom）

研究分析ツールSciVal講習会 9/8（Zoom）

研究分析ツールInCites講習会 9/10（Zoom）

Web of Science ＆ EndNote講習会 9/17（Zoom）

SciFinder講習会(基礎編)(薬学図書館) 9/18（Zoom）

9/24（Zoom）

Engineering Village講習会 10/8（Zoom）

10/22（Zoom）

Mendeley講習会 11/12（Zoom）

11/19（Zoom）

・セミナー p.277
11/13（Zoom）

11/24（Zoom）

講習会・セミナー名

Mendeley workshop in English

抄録・引用文献データベースScopus講習会

はじめよう！新RefWorks

はじめよう！Mendeley(昼休み30分）

文学部、情報学環学際情報学府、教養学部、理学
部、農学生命科学研究科、工学部、教育学部

アメリカの法判例やビジネス情報を収集する！：Lexis
Advance講習会

Engineering Village英語講習会

中止3回、動画提供12回、Zoom実施3回

（10/30,11/27,12/17）

附属図書館・室等との共催講習会

総合図書館、地震研図書室、生産研図書室、先端研
図書室、医学図書館、農学生命科学図書館、工学・
情報理工学図書館、大学院数理科学研究所図書室、
薬学図書館、医学図書館

中止20回、動画提供3回、Zoom実施2回

D1-Law講習会（法学部研究室図書室と共催）

OECDの出版物や統計を探すには？OECD iLibrary講習会

Web of Science & EndNote databases training
courses【Online】

歴史資料データベースの使い方　日本の外交文書編

eolセミナー「有価証券報告書」で企業情報がわかる
（経済学図書館と共催)

英語論文セミナー　科学英語編

英語論文セミナー　投稿・出版編

4. ネットワーク研究部門・ネットワークチームによるもの

開 催 日 参照頁

・UTNET Meeting p.289
第18回 10/19

5. スーパーコンピューティング研究部門・スーパーコンピューティングチームによるもの
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6/3
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3/2,9,22,26
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第9回 10/15

・その他

8/22,29,9/5
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第134回「一日速習：有限要素法プログラミング徹底入
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第135回「Oakforest-PACS実践」
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第142回「MPI上級編」
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講習会・セミナー名

講習会・セミナー名
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NCTS 2020 Advanced Course on Multi-Threaded Parallel
Programming using OpenMP/OpenACC  for
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国内メディア 
 
[報道 1] 読売新聞 2019 年 5 月 19 日 朝刊 29 面 ［知の拠点セミナー］学術資産ネットで公開 

「東京大学デジタルアーカイブズ構築事業—学術資産の公開と活用—」◇東京大・情報基盤

センター 中村覚助教 
  

[報道 2] 東京大学新聞 2019 年 6 月 11 日 本年新システムに移行した学習管理システム ITC-

LMS と学務システム UTAS の相違点と並立する理由。 連携強化目指すも難航。 

 

[報道 3] 日本経済新聞 2019 年 6 月 24 日 朝刊 9 面 スパコン番付「サミット」首位 （Oakforest-

PACS が 16 位） 

 

[報道 4] U-Tokyo Focus 2019 年 7 月 18 日 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 

第 11 回シンポジウムが開催されました 

  

[報道 5] 文教速報 2019 年 8 月 9 日   学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 がシンポ

ジウムを開催 

  

[報道 6] 文教ニュース 2019 年 9 月 23 日 データ活用社会創成シンポジウム 東京大学の未来

社会協創推進本部データプラットホーム推進タスクフォースが主催し、学内外から約 240

名の参加があった、 

  

[報道 7] 文教速報 2019 年 9 月 30 日  東京大学は 9 月 2 日に「データ活用社会創成シンポジウ

ム」を開催 

 

[報道 8] 日刊工業新聞 2019 年 11 月 14 日 朝刊 27 面 東大柏Ⅱキャンパス、超高速回線・スパ

コン連動 来年に３機関連携施設 

 

[報道 9] マイナビニュース 2019 年 11 月 19 日 2019 年 11 月版 TOP500 - 米国の Summit が 4

期連続のトップを獲得。15 位に東大の柏キャンパスの最先端共同 HPC 基盤施設

(JCAHPC)に設置されている「Oakforest-PACS」がランクイン。 

 

[報道 10] 日経プレスリリース 2020 年 2 月 14 日 東大、地上大型電波望遠鏡により土星の衛星タ

イタンの大気成分の詳細な観測に成功。  最先端の地上望遠鏡と解析技術を組み合わ

せることで、天体を直接訪れる探査機にも比肩する科学成果を挙げられることを示した。

（飯野特任准教授のプレスリリース） 

 

[報道 11] 国立天文台ニュース 2020 年 2 月 14 日 地上大型電波望遠鏡により、土星の衛星タイ

タンの大気成分の詳細な観測に成功 ～太陽系外からの放射線が大気成分に与える影

響を明らかに～（飯野特任准教授のプレスリリース） 

 

[報道 12] オプトロニクスオンライン 2020 年 2 月 17 日 東京大学の研究グループは，アルマ望遠

鏡を用いて，地球以上に複雑で分厚い大気を持つ土星の衛星「タイタン」の大気を観測

し，微量な分子ガスが放つ電波の検出と解析に成功した。 

 

[報道 13] AstroArts 2020 年 2 月 17 日   銀河宇宙線がタイタンの大気深くまで届いている証拠を

発見   アルマ望遠鏡の観測データから、土星の衛星タイタンの大気深くで銀河宇宙線に

よって窒素分子が分解されている証拠が初めて得られた。 

 

[報道 14] 日刊工業新聞 2020 年 2 月 21 日 朝刊 31 面   銀河宇宙線、タイタンの大気に影響 複

雑な分子生成 ～ 東京大学の飯野孝浩特任准教授らは、太陽系の外から降り注ぐ放射

線の一種である「銀河宇宙線」が土星の「タイタン」の大気の成分に影響を与えていること

を明らかにした。 

 

[報道 15] 日本経済新聞 2020 年 2 月 23 日 朝刊 30 面  サイエンス（特集記事） 探査機送らず大

気観測〜東大など 土星の衛星、望遠鏡で - アルマ望遠鏡を使って土星の衛星「タイタ

ン」の大気を詳細に観測することに成功した。 

 

[報道 16] 京算百景（RIST 広報誌） 2020 年 3 月 2 日  最先端共同 HPC 基盤施設「Oakforest-

PACS システム」の紹介 

 

[報道 17] 大学ジャーナル Online 2020 年 4 月 9 日 新型コロナ研究推進へ、国立大学など 12 機

関のスパコン資源を無償提供 https://univ-journal.jp/31521/ 

 

[報道 18] Impress PC Watch 2020 年 4 月 9 日 合計 114PFLOPS。国内 12 機関のスパコン資源

が COVID-19 研究者向けに無償提供 https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/1246

242.html 

 

[報道 19] 日本経済新聞 2020 年 4 月 21 日 朝刊 34 面 (オンライン版は 4 月 17 日) 東大、4000

講義 遠隔で 担当の情報基盤センター長に聞く 

 

[報道 20] 東大新聞オンライン 2020 年 4 月 22 日 オンライン授業開始 相次ぐトラブルに対策

は？  https://www.todaishimbun.org/online_classes20200422/ 

 

[報道 21] 朝日新聞 2020 年 5 月 9 日 夕刊 1 面 オンライン授業 大学手探り （田浦センター長の

コメント掲載） 

 

[報道 22] 東大新聞オンライン 2020 年 6 月 1 日 「こういう時こそ学生と協力を」 教員・学生に聞く

授業のオンライン化 https://www.todaishimbun.org/online20200601/ 

 

[報道 23] Business Insider 2020 年 6 月 1 日 なぜ、東大はどこよりも早くオンライン化できたの

か？ ウィズ・コロナ時代に淘汰されない組織の形  https://www.businessinsider.jp/post-

213860 

 

[報道 24] 日経クロステック 2020 年 6 月 4 日 各校つまずくコロナ禍でのオンライン授業、東大が

「異例の速さ」で始められたわけ  https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/

04110/ 

 

[報道 25] 東大新聞オンライン 2020 年 8 月 17 日 「走りながら考えた」 中心教員が振り返る初期

対応【検証：東大のオンライン授業②】 https://www.todaishimbun.org/online_class20200

817/ 
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[報道 26] excite ニュース 2020 年 8 月 24 日 理研・東大ら、30 秒ごとに更新するゲリラ豪雨予報

の実証実験を実施へ https://www.excite.co.jp/news/article/DigitalShift-

Times_FN200824_5/ 

  

[報道 27] マイナビニュース 2020 年 8 月 25 日 30 秒ごとに更新されるリアルタイムゲリラ豪雨予報

の実証実験が開始 https://news.mynavi.jp/article/20200825-1247151/ 

  

[報道 28] ABEMA Times 2020 年 8 月 26 日 世界初、30 秒ごとにゲリラ豪雨予報 理化学研究所

などの研究グループが実証実験 

  

[報道 29] TBS テレビ あさチャン 2020 年 8 月 27 日 30 秒ごとに更新するゲリラ豪雨予報 ～首

都圏でのリアルタイム実証実験を開始～ 

 

[報道 30] 日刊工業新聞 2020 年 8 月 26 日 朝刊 27 面 ゲリラ豪雨予報、30 秒ごとに更新 理研

などシステム 

 

[報道 31] マイナビニュース 2020 年 10 月 23 日 海王星大気中の猛毒・シアン化水素には場所に

よって濃淡がある、東大が観測 https://news.mynavi.jp/article/20201023-1432115/ 

 

[報道 32] 毎日新聞 2020 年 10 月 24 日 夕刊 8 面 海王星に猛毒青酸ガスの帯 赤道付近の上

空 東大研究チームなど発見 

 

[報道 33] Yahoo Japan news 2020 年 10 月 24 日 海王星に猛毒青酸ガスの帯 赤道付近の上空 

東大研究チームなど発見 

 

[報道 34] SORAE 2020 年 10 月 26 日 シアン化水素の分布から見えてきた海王星の大気大循

環、アルマ望遠鏡が観測 

 

[報道 35] マイナビニュース 2020 年 12 月 1 日 Kavli IPMU など、ニュートリノの 6 次元数値シミュレ

ーションに成功（Kavli IPMU 吉田直紀主任研究者らの研究成果、Oakforest-PACS 使用

に言及） https://news.mynavi.jp/article/20201201-1547696/ 

 

[報道 36] HPCWire 2020 年 12 月 14 日 【東京大学】国内第二位のスパコンを導入へ 
https://www.hpcwire.jp/archives/39311 

 

[報道 37] 東大新聞オンライン 2021 年 1 月 8 日 東大教員に聞く、新型コロナと 2021 年 経済&情

報編（田浦センター長へのインタビュー） https://www.todaishimbun.org/corona2021_3_2

0210108/ 

 

[報道 38] 日経プレスリリース 2021 年 1 月 26 日 東大・筑波大・尾道市大・国立天文台、銀河中

心の大質量ブラックホールの活動性の活性化・不活性化の起源を解明 

（三木助教の研究成果のプレスリリース） 

 

[報道 39] 読売新聞 2021 年 1 月 26 日 夕刊 2 面 ブラックホール ガス欠で「冬眠」〜銀河同士の

衝突後 

 

[報道 40] 朝日新聞 2021 年 1 月 26 日 朝刊 27 面 銀河同士が衝突→ブラックホールが冬眠？ 

東大など発表 

 

[報道 41] 中国新聞 2021 年 1 月 26 日 朝刊 27 面 ブラックホール活動停止…原因解明 東京

大・筑波大・尾道市立大チーム発表 

 

[報道 42] Yahoo Japan news 2021 年 1 月 26 日 銀河同士が衝突→ブラックホールが冬眠？ 東

大など発表 https://news.yahoo.co.jp/articles/b71d9ad418a4b2edeeec4ef602114097d64

e0e37 

 

[報道 43] 朝日新聞 2021 年 1 月 26 日 朝刊 27 面 銀河衝突でブラックホール「冬眠」？ 普通は

活発になるけど・・・ ガスはぎ取られて 

 

[報道 44] 日刊工業新聞 2021 年 1 月 26 日 朝刊 23 面  ブラックホール、銀河衝突で活動停止 

東大・筑波大が解明 

 

[報道 45] Astropics 2021 年 1 月 26 日 大質量ブラックホールの「冬眠」は銀河衝突がもたらす!? 

https://astropics.bookbright.co.jp/destruction-of-the-central-black-hole-gas-reser-

voir-through-head-on-galaxy-collisions 

 

[報道 46] HUFFPOST 2021 年 1 月 26 日 スーパーコンピューターで銀河を繰り返し衝突させて
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D0%BE-%D1%81%D0%BB%D1%83%D1%87%D0%B8%D1%82%D1%81%D1%8F.html 
Ученые спрогнозировали, что случится при столкновении галактик — угрозы для жизни прак
тически нет 
参考訳：科学者たちは、銀河が衝突したときに何が起こるかを予測した-生命への脅威は事

実上ない 
 

[報道 77] Supercomputing Online News（英語）2021 年 1 月 27 日 https://www.supercomputingonline.com/
latest/60678-miki-s-models-show-galactic-collisions-can-starve-massive-black-holes 
Miki's models show galactic collisions can starve massive black holes 
 

[報道 78] Urania（ポーランド語）2021 年 1 月 27 日 https://www.urania.edu.pl/wiadomosci/modele-sugeru
ja-ze-zderzenia-galaktyk-moga-zaglodzic-masywne-czarne-dziury 
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Modele sugerują, że zderzenia galaktyk mogą zagłodzić masywne czarne dziury 
参考訳：モデルは、銀河の衝突が巨大なブラックホールを飢えさせる可能性があることを

示唆 
 

[報道 79] Root Nation（ウクライナ語）2021 年 1 月 27 日  
https://root-nation.com/ua/news-ua/it-news-ua/ua-shho-bude-yakshho-galaktiki-zitknutsya/ 
Вчені відповіли на питання: що буде, якщо галактики зіткнуться? 
参考訳：科学者たちは質問に答えた：銀河が衝突したらどうなるのか？ 
 

[報道 80] Sahafahn（アラビア語）2021 年 1 月 27 日 https://new.sahafahn.net/news10353699.html 
السوداء الثقوب على المجرات  بین  المباشرة التصادمات تأثیر عن تكشف دراسة  

参考訳：研究により、銀河間衝突のブラックホールへの影響が明らかに 
 

[報道 81] Kuwait Press（アラビア語）2021 年 1 月 27 日 https://kuwaitpress.net/show311514.html 
السوداء الثقوب على المجرات  بین  المباشرة التصادمات تأثیر عن تكشف دراسة  

参考訳：研究により、銀河間衝突のブラックホールへの影響が明らかに 
 

[報道 82] Astro Universe（フランス語）2021 年 1 月 27 日 
https://www.astrounivers.com/quand-les-galaxies-entrent-en-collision-les-modeles-suggerent-que-le
s-collisions-galactiques-peuvent-affamer-les-trous-noirs-massifs/ 
Quand les galaxies entrent en collision : Les modèles suggèrent que les collisions galactiques peuve
nt affamer les trous noirs massifs 
参考訳：銀河が衝突するとき：モデルは、銀河の衝突が巨大なブラックホールに影響を与

える可能性があることを示唆 
 

[報道 83] Computers World（ロシア語）2021 年 1 月 27 日 https://computersworld.ru/news/ychenye-sprog
nozirovali-chto-slychitsia-pri-stolknovenii-galaktik-ygrozy-dlia-jizni-prakticheski-net.html 
Учёные спрогнозировали, что случится при столкновении галактик — угрозы для жизни прак
тически нет 
参考訳：科学者たちは、銀河が衝突したときに何が起こるかを予測した-生命への脅威は事

実上ない 
 

[報道 84] 早游戏（中国語）2021 年 1 月 27 日  
http://www.zaoyouxi.com/new/fbbff7e117354a5fba8cfff48c9f63e8 
当星系碰撞时，模型演示了银河碰撞会饿死大量的黑洞 
参考訳：銀河が衝突すると、多数のブラックホールを飢えさせることを示唆 
 

[報道 85] World Today News（英語）2021 年 1 月 27 日 https://www.world-today-news.com/scientists-have
-predicted-what-will-happen-when-galaxies-collide-there-is-practically-no-threat-to-life/ 
Scientists have predicted what will happen when galaxies collide – there is practically no threat to lif
e 
 

[報道 86] Narices de Tycho（スペイン語）2021 年 1 月 28 日  
https://naricesdetycho.org/2021/01/28/colisiones-galacticas-y-agujeros-negros-hambrientos/ 
COLISIONES GALÁCTICAS Y AGUJEROS NEGROS HAMBRIENTOS 
参考訳：銀河衝突と空腹のブラックホール 
 

[報道 87] Abalanche Noticias（ブラジル; ポルトガル語）2021 年 1 月  
https://avalanchenoticias.com.br/na-vanguarda-da-ciencia/os-cientistas-previram-o-que-acontecera-q
uando-as-galaxias-colidirem-praticamente-nao-ha-ameaca-a-vida/ 
Os cientistas previram o que acontecerá quando as galáxias colidirem – praticamente não há ameaça 
à vida 
参考訳：科学者たちは、銀河が衝突したときに何が起こるかを予測した-生命への脅威は事

実上ない 
 

[報道 88] El Periodico de Tlaxcala（メキシコ; スペイン語）2021 年 2 月 1 日  
https://elperiodicodetlaxcala.com/2021/02/01/un-efecto-inesperado-de-las-colisiones-entre-galaxias/ 
Efecto inesperado de las colisiones entre galaxias 
銀河間の衝突の予期せぬ影響 
 

[報道 89] Distopia（メキシコ; スペイン語）2021 年 2 月 1 日 https://distopia.com.mx/blog/2443/EFECTO
-INESPERADO-DE-LAS-COLISIONES-ENTRE-GALAXIAS 
Efecto inesperado de las colisiones entre galaxias 
銀河間の衝突の予期せぬ影響 
 

[報道 90] Universe Today（英語）2021 年 2 月 2 日 https://www.universetoday.com/149894/when-galaxies-
collide-black-holes-dont-always-get-the-feast-they-were-hoping-for/ 
When Galaxies Collide, Black Holes Don’t Always Get the Feast They Were Hoping for 
 

[報道 91] 网易（中国語）2021 年 2 月 3 日 https://www.163.com/dy/article/G1TQKV6A0512KFEI.html 
当宇宙中两大星系碰撞时，到底会发生什么？黑洞会饱餐一顿吗？ 
参考訳：2 つの銀河が宇宙で衝突するとどうなるか？ブラックホールは完全な食事をする

か？ 
 

[報道 92] 秀羞科技 科技新闻 （中国語）2021 年 2 月 4 日 http://www.xiuxiushai.com/tech/133034.html 

陷入蛰伏的黑洞——星系碰撞引发大质量黑洞能量源流失 
参考訳：休眠中のブラックホール--銀河の衝突は巨大なブラックホールのエネルギー源の

損失を引き起こす 
 

[報道 93] 网易（中国語）2021 年 2 月 4 日 https://www.163.com/dy/article/G1VQ77SP0511CD72.html 
陷入冬眠的黑洞——星系碰撞引发大质量黑洞能量源流失 
参考訳：冬眠中のブラックホール--銀河の衝突は巨大なブラックホールのエネルギー源の

損失を引き起こす 
 

[報道 94] Science X（英語）2021 年 2 月 4 日  
https://sciencex.com/news/2021-02-fluid-dynamics-covid-airborne-infection.html 
Fluid dynamics of COVID-19 airborne infection suggests urgent data for a scientific design of social
 distancing（Oakbridge-CX の使用に言及） 
 

[報道 95] Csillagaszat.hu（ハンガリー語） 2021 年 2 月 7 日 https://www.csillagaszat.hu/hirek/galaxisok-ut
kozese-egyszer-hopp-maskor-kopp-a-hatalmas-kozponti-fekete-lyuk-sorsa/ 
Galaxisok ütközése: egyszer hopp, máskor kopp a hatalmas központi fekete lyuk sorsa 
参考訳：銀河の衝突：1 回はホップ、もう 1 回はノック... 巨大な中央ブラックホールの運

命 
 

[報道 96] andex Zen（ロシア語）2021 年 2 月 8 日 Yhttps://zen.yandex.ru/media/kosmos_x/galakticheskie-
stolknoveniia-mogut-vesti-k-golodu-ih-centralnyh-chernyh-dyr-6020f44ed96a1a50b854eb26 
Галактические столкновения могут вести к "голоду" их центральных черных дыр 
参考訳：銀河の衝突はそれらの中央のブラックホールの飢餓につながる可能性があります 
 

[報道 97] HPC Wire（英語）2021 年 2 月 25 日 https://www.hpcwire.com/2021/02/25/japan-to-debut-integr
ated-fujitsu-hpc-ai-supercomputer-this-spring/ 
Japan to Debut Integrated Fujitsu HPC/AI Supercomputer This Spring 
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[報道 98] The Next Platform（英語）2021 年 2 月 26 日  
https://www.nextplatform.com/2021/02/26/taking-a-superhybrid-approach-to-hpc-ai-convergence/ 
TAKING A SUPERHYBRID APPROACH TO HPC/AI CONVERGENCE 
 

[報道 99] Data Center Dynamics（英語）2021 年 3 月 2 日 https://www.datacenterdynamics.com/en/news/fu
jitsu-and-university-tokyo-deploy-integrated-aihpc-supercomputer/ 
Fujitsu and University of Tokyo to deploy integrated AI/HPC supercomputer 
 

[報道 100] HPC Wire（英語）2021 年 3 月 10 日 https://www.hpcwire.com/off-the-wire/fujitsu-launches-data
-driven-platform-in-joint-project-with-9-universities-and-2-research-institutes/ 
Fujitsu Launches Data-Driven Platform in Joint Project with 9 Universities and 2 Research Institutes 
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